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部を欠損した～3ドⅥ 4942

319 魚突鉤銘台部（1885～1893･1895･
1896） ；～

魚突鉤錯台部（1885～1891.･1895P
1896) ｜ ：～

Ⅵ 494

４

５

６

６

６

６

６

９

９

９

９

９

９

９

４

４

４

４

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ496

Ⅵ496

狩猟具（1897～1913）

切載具（1914～1926）

～（1914.1915~1919）と～

狩猟具! (1897～1913、付図8）

切載具| (1914～192a付図9)
~ (19i4･1915･191741919)と～

l17

2

I～る｡j 9j 8はII1刀の柄頭の突起部で

あろうかn1919は～
919は～～る。リ

2b l採集具(1927･1928) 採集具| (1927.1928．付図10）

半 工具（1929～1939） 工具(j929～1937_21939、付図j_j_l
・ i

3& 静子具(1938｡且"~1944､ff図
壽火具i炉鈎似5-'95塾一位剛
容器類' （1954～1989、付図13～16）

農耕･工具（1938～1944）Ⅵ 4962

発火具･炉鈎（1945～1953）Ⅵ 2 497

容器類（1954～1989）Ⅵ 2 497 1 I

桶･樽（1-盟旦～1960） ：～

漆塗椀(j_aaa～1987･1988)
杓子（1990.1991)~ ：～

篦（1992～1999） ：～

Ⅵ
一
Ⅵ
｜
Ⅵ
一
Ⅵ

桶｡樽【“4～1960） ：～
漆塗擁(j_Sa2～1987･1988)
杓子（1990.1991α付図17）
箆（1992～1999、付図17）

２
－
２
－
２
－
２

497

497

497

497

叩
一
カ
ー
光
弱

～
～

一
一
一

～区分できないもの.(1998）等があ
ゑ_｡_④柄部と箆部の～

～区分iできないもの（1998） 、④柄
部と箆部の～

Ⅵ 2 498

歩行具（2020.2021）

紡織編具（2022.2023）
祭祀･儀礼具（2029～2037）

Ⅵ
｜
Ⅵ
一
Ⅵ
一
Ⅵ
一
Ⅵ
一
Ⅵ
一
Ⅵ
｜
Ⅵ
一
Ⅵ
｜
Ⅵ

歩行具i (2020･2021今~付図m)

紡織編具（2022.2023全一付図18）
祭祀｡儀礼具(2029～203Zfi図2Q)
端部挟付丸本材（2082） ：～

容器類7 （漆塗箱物蓋板・漆塗椀）
食用具2（箆①)~
食用具a(箆②）
食用具4（両口箸･片口箸）
食用具旦（～

軸状製品

２
－
２
－
２
ｌ
２
ｌ
２
－
２
－
２
－
２
－
２
ｌ
ゞ
２

498

498

498

499

540

542

543

544

545

549

1i7

2l

33
－

・ 25
－

図Ⅵ－48
－

図Ⅵ_50

図Ⅵ-51

図Ⅵ-52

図Ⅵ_53

図Ⅵ_57

端部挟付丸材（2082） ：～

容器類7 （漆塗箱物底板・漆塗椀）
食用具1（箆①）
食用具2（篦②）
食用具旦（両口箸･片口箸）
食用具4（～

軸状製品1

‐3‐｜
I
b

｝

I

1
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頁

湖

一

~
”
｜
剰
一
知
一

海

燕

遜

逓

芯

~
~

連

理如
節
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｉ流

測
章
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ

美

Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
Ⅶ
’

美々8遺跡低湿部

誤

有溝角材･倉遡

第''4集正誤表 ｜~~－画

正

》■鋤

ｌ
｜
硝
一

図番号1824の樹種
図番号1954の樹種

聖
一
補

図番号2120の樹種~澗痩
舟部材（2137～21“）
焉瀞具(21坐=21m
～、鉄鈎溝の直下に挟入部が～。
=･木の髄部分を鉄麺溝Z~Fで二
発火具（2161～2j_")

’

' 6
箸状製品(2178~2180） ：冒而
2179は～

Ⅶ 箸状製品（2178～2180) :2j_ZB･~~21791は～
2 586

Ⅶ

Ⅶ

一 l 11

1 15

２
’
２

586
－

586
紡織編具（2186＝2187.2208）
祭祀｡儀礼具（2188）

紡織編具（2186二21百ｱ亜面
祭祀|儀礼具(218a且罰詞

ランニング

~ﾀ|ｲl､ル
587で､-601

の奇数頁
Ⅶ 2 1~潰構の漬物

2－斗含鼬遣物｜
Ⅶ
Ⅶ

訓
一
洲

ワ
ニ
２

599
-

600
l_E層掲載遣撞Q木契晶~而
図番号2170の備考: IB1

旧層掲載木製品(1)
図番号2170の備瀞耐

板目･柾目面；放射組織は1～4細胞幅
垂5～35細胞高で～

板目･柾目面:放射組織は1～8細胞幅
垂5～30細胞高で～

Ⅷ

鋼鶏罵言碆雪組織ばⅧ胞幅
捧具|繍嵩碆雪組織は'一恩細胞幅

1 611 11

Ⅷ

陸
1

1

1

612

617

10

~Ⅷ
～（表Ⅷ-1-1～3，図Ⅷ-1～2）1

～銘の柄をつなぐ木［回転式離頭鈷
中柄･魚突鉤台］ ）～

木製品の撞種組成（図Ⅷ-1-1～2、表
Ⅷ-1-3）

Ⅷ 6
~

Ⅷ 1 617 10
~

Ⅷ
｜
Ⅷ
’

１
’
１

617
－

618
’25 1～・魚突鉤台部もアジサイ属～

ｷﾔ|ﾌ2シヨン|キヤプションなし
二且_急窒鉤鑑台部もアジサイ属～
表Ⅲ山二1 同定嗣雷烹二皆

:諾ヱュ
【

上段左Ⅷ 1 638 なし

Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
’

Ｒ

二

｜

犯

拓

鞘

妬

一

郎

６

６

山
６

ｌ
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２

646

648

馴
一
聯
－
，
面

なし

なし

～草本壬圭の表である。～
Ｏ

る
華

の

で
圭

衣

の
避

一

》
埜
斡

1）美々8遣跡低湿地部から出土した
栽培種子について

')美々8遺跡低湿部から出土した栽
培種子について

Ⅷ 2

Ⅷ
－ ' 14 1～（図Ⅷ-2-3.4,表Ⅷ-2-5） ～（図Ⅷ-2-3.4,表Ⅷ-2-5gJI了而~｜ －

図Ⅷ-2-4
1

発掘区

プル量
サンプル番号層位サン
採取資魁栽培種子～

発掘区

ﾌﾙ量
Ⅷ サンプル番号層位サン

採取試魁栽培種子～

｜

~

Ⅷ

Ⅷ

表Ⅷ-2-9
－

表Ⅲ-2-16

２
－
２

653
-

661
迩
漣

キハダ泉慶
一

キハダ果店

伽

一

伽

ハ

ハ

キ

キ
ト鯉

一

名種

マタタビ属(Ac'inidia)
全体に亀甲条の凹みが～~

表面には

に
Ⅷ
~ ビ属(Acti''idia) :表面I調

亀甲壮の凹みが～

マタ

全体

2 669 33

印
一
剛
一
噸
一
卿
一

２
’
２
－
２
－
２
－
３
－
４

674

674

677

689

725

737

心

一

心

玉
》
｜
・
特
一
》

～、灰集中14 (皿層工部） 、 ~～
＝、炭化物集中17（皿層） 、~二
三表皿廻_二二麦Ⅲﾆｮﾆ12に示じ五一二
崖集中13

宝-，今回の調査結果みると二

備考(所収報告書)~司顧調報匝

＝、灰集中14-(皿工層)~扇~二
=､炭化物棄甲万~『砿)一手二

議拳憲二l

表1No.4小刀
i

出土遺構および発掘区:d-6"2(E二l
）

Ⅷ 出土遺構および発掘区:d-66m了示
(正二h)

4 737

Ⅸ ' 72 744

～。この周辺からは板綴舷側板～ ｜～･仁の周辺からは板綴丑舷側板～

~| ＄ ～、魚突鉤台（マレク） 、魚引掛鈎
（アブ） 、

(マレク） 、魚引Ⅸ

職糯蕊声部
2 744

｜
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ

２
’
２
’
２

744

744

744

l 17

136
r－－－－

I39

～構築材を主体する～

～が多いのI ため～
繼簔誉濡毎三～失われた

E辮誌稔墓訂のた塀 ~'～失われた肋送り儀礼」を～

’ ' 零嫌I兼瞭 |主掛遺物ヨ’ "奉離蝋魚突鉤鑑等､漁 ~’

Ⅸ

’回転式離緒魚突鉤等、漁
l
■

I

I

-4‐
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表土層ガラス玉

表土層金属製品
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図版目次

図版目次

図版目次

図版目次
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美沢川流域の遺跡群XX

●遺構層位名訂正一覧表
・遺構名

灰集中10

－灰集中10

－－灰集中10-2灰層
灰集中13

~

千歳市美々 8遺跡低湿部 第

~

峠

一
》
｜
》
｜
繩
一
曲
一
蛇
一
研
一
曲
一
蛇
~
曲
一
曲
一
~
蛇
一
肥
一
~
伽

里一一］
一
軍
一 表番号

表V-22

表V-23

表Ⅷ-2-1

表Ⅷ-2-3

表Ⅷ-2-5

表Ⅷ-2-6

表Ⅷ-2-7

表Ⅷ-2-8
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表Ⅷ-2-10
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表Ⅷ-2-21

表Ⅷ-2-22

表Ⅷ-2-35
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表Ⅷ-2-39

》
轆
鵬
一
一
噸
一

唾

唖

一

》
｜
唖
一

》

》
｜
唾
一
唯
一
~
》
｜
罫
一
睡
唖
一

唖
嘩
唯
一
》
唖
一
唖
一
一
噸
一

啼

唖

一

》

｜

鵬
一
唖
一
岬
一
》
峠
一
一
》
｜
且
一

皿
Ⅲ
｜
唯
一

唾

一一岬一

雌

一

唖
一
一
噸
、
｜

唖

睡
一一唖
一
一
》
唾
唖
一
》

峠

唾

峠

唖

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｐ

二

’

一

一

~

’
’
’
一

｜

’

翻
一
》
｜
》
｜
蹄
一
恥
一
恥
一
岬
一
蹄

Ⅷ
｜
~
Ⅷ
｜
Ⅷ

｜
’

｢－ ’

Ⅷ

＝
Ⅷ
｜
Ⅷ
一
Ⅷ
一
Ⅷ
｜
Ⅷ灰集中22

炭化物集中1
炭化物集中2

－炭化物集中3
炭化物集中4
炭化物集中5
炭化物集中6
炭化物集中8
炭化物集中9
炭化物集中11

－炭化物集中12
炭化物集中14
炭化物集中15

炭化物集中i5
炭化物集中17

－炭化物集中18
炭化物集中18
炭化物集中20

炭化物集中21
炭化物集中21

炭化物集中22
炭化物集中22
~炭化物集中22

~ 炭化物集中29

炭化物集中30
炭化物集中31

砂集中i

砂集中1~

~ 砂集中2

砂集中3

~ 貝殻皮集中1

貝殻皮集中2
貝殻皮集中3

~ 貝殻皮集中4

クリ集中1－
クルミ集中1

クルミ集中2

クルミ集中3
クルミ集中4

クルミ集中5

ホオノキ集中1

一一

－

一一一
’一一’

｜’一

’ ｜
’

餅
上

イ

一

一

一

１

’

１

１

１

－

ｎ

面

一

一

面一~

一

趾

肥

叩

一

叩

畦

・

肥

肥

肥

一

肥

一

肥

肥

伽
~
肥
㈱
肥
~
岫
一
蛇
~
一
・
肥
~
‐
肥
~
匹
叩
曲
岫
~
・
肥
肥
恥
恥
鵬
：
肥
~
恥
ｉ
ｌ
肥
珈
肥
肥
恥
肥
伽
~
舶
肥

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~~

~
~~
~

一

l 『

二

~

一
一

》

一

一

■

‐ヨ

9

6

’

~

－

’

一
一
一

~

－

⑱その他訂正

表Ⅳ-1,表V-1の観察表の見I方は、北埋調報第103集 「千歳市 ’1"[,,‘‘-,‘惨“オサツ2遺跡（2

-6‐



正
ロ

誤表集第 1 14美沢川流域の遺跡群xxl千歳市美々8遺跡低湿部

表Ⅷ,言2遍の銭罫組は聯のようにな臆す。
イ ネ キ ピ ヒ 工

炭化 i 未炭化I 縦化 炭化｜ 卜未炭化側上

破 ｜ 完 醐 亮 砿 ｜ 完 賎 亮 磯 I 売
片 ｜ 形 片 形~ 片 I 形 片 形 片 ｜ 形

’|噸|蕊、純:職聯li榊純:。 ‘
布

騨、 鼎 ‘

l l l & Znl l IL !
|--H+|+H]+H-H-HW H+H1f, i一’ ’ ’ ’ 1 1 ， 1 ’ 1

キ ビ

１１１１１

１１１１１

瞳呼処、

や元郡岬

ＩＩｉｌＩ

寺元伸彫

寺元郡抑

鬮片
~

心元詔ル

砿片

七詫鄭岬

鬮片

破片

鯉
汀

、
ふ

累
累

’
1

:|噸 ：|‘:'． P

■■■Ｉ■ＢⅡⅡョⅡＩ

１１１１

I－l

ヨ

岬州
鳶職

|

|’ ’

私堀、叫

~

寺元郡ル

ーＩＩＩ１１Ｉ１１ｌＩＩ

砿片

蹟巫、陛蹟巫、陛

'1

ｌ
岬

１
．

－

■

２

~Ⅷ表ⅦI章2節P, 649
1ｵｵﾑｷ7

靴職化

夷|職|篭瞳
形 片|形片

■

MMfilNIM 測鯛薊

１１
寺元ール郡

ＩＩｌｌｌｌＩ
陵片一

風鯛Nll純、胸粘

シソ ｜ アズキ
炭化 i糸炭{上 炭化除釧

鯏鱸鱸赫|RI2,5mm

11未不似未不

上詞明I上渦明｜ , 1
1 l 1 l l l l'－－

l l 'I I

･ i l l I
| i

｢ | !

‘ l 1 l

l I l

l l I
一'一－「｜ ｜ ｜ ｜
rllM I " I｣
l Sl21 8I l l l 61 2I l

隈｜

｜：
'1未不似

寺元彫叩

。０．８０口。０■ＩｄＯ０ｂ■９口ｑ１９９ｐｏ８Ｉ

喰片

H

宙

~ｂｌ声１

=H
|
一

1

可一：陸

ワ

砿

片

布

ふ

県

ｌ

鼠

６洲
１
１
測
鼎

完

形

称

ふ

果

刷

価

県

噛

片

布

ふ

果

一

Ｌ

ｌ

化

一

耐

一

~

」

Ｉ

陪
片

~随
片

や
元
郡
岬

｜ 瞳｜蕊親形片

|上繍郷上

完| ｜
形I

１
１
１
１
１

寺
一
《
叩
即
地

右
ふ

果|;|；
胴

１
１
１
１
０

碩

果

|』
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｐ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
９
６
Ⅱ

ワ
ゥ
ｊ
ｌ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ

Ｉ
Ｉ
Ｌ
０
■
“
Ｕ
ｐ
Ｏ
９
ｑ
１
上顯

爵
藍
隣
厩一釧一
岬

１１７ ８斑
・
蘭

I .

議
鱗
鱒

1
１
１
１ Ｉ

ｆ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

Ｉ

甲

ａ

０

０

■

■

１

０

白

日

■

Ⅱ

８

コ

目

１

H ■
■
■
。帥

でr
p－1･'一

1

’ ’ 1 ’
1 1

ｰ－

I

雨蕊
１
１
１
１
１
１
１
１

８
一
１
１
－
１

１
１
１
１
１
１

一

一

脳

蝋閏
4

岬到王岬王f月聯翠珊辮I
I

l

l

D－

r~

1－

1－§ |』龍

’オニグルミ

’尾池扇'|蕊:|錘'二旦三硅昼三三厘鍼瀝匿匪圃畷
壷Ⅷ－2－7の縦罫線は下記のようにな､り_ま丈・~表Ⅷ二2:扇13ク"リ.も同様です。

一一

つ~4

升／ 22

1

51

2
一色ロめ

39列

~

~~~

’
＝▲凸L■■■＝企｡■弓

’
~

1

I
狐
一
臓
一

姫中11
●の①●Ce●･◆①｡

染中10
－

Ⅷ章2節P， 651

’クリ

’匿蓋｣茎
ノコ

’ 2L－ 5~~ｌ
」天架中10 1鰯2灰屑’ ’ ’ 31 3 10‘0291

一一一.､－－ ．．－．,&..｡一・一一

順2節,~ ‘‘,表Ⅷ_…‘“
3 '0‘029 ~~~

’
~

表Ⅷ-2-14 . ｜
戸ﾐｽﾂ･ラ

15も同様です。
■句 一坤 包罫線は下記のようになります。

ｶシワｺﾅﾗI鵬 ■

０

６

１

９

■

■

■

I

卓

卸

一

１
１
ト
ー
－
１
１

画
１
１
１

宙
１
１
１
再
１
１
１

|"!I''0 L』 ﾛ ロ ■ ＝－．－

~-7-

’ 1

遺柵名 層位

灰無中1
一申一

灰如 ”

灰

灰

灰

灰

P3

P4

柘

P6

表土届Ⅱ

表土層Ⅱ

表土屑Ⅱ

表土層Ⅱ
一
灰
一
．
灰
一
灰
藤

P7
－－－◆ー一

や8

”

衷土層Ⅱ
一＝－－

設二l:脳Ⅱ

淡土l薗Ⅱ

＝一巳

~~

喪土隔I

表土層I

淡化・勧物食蝋なし

完

形

弛合面割れ

1/2
以.I乱

“
満
１
未

偏割れ

1/2

以.1局

”
一
刺

１

１

不明

,/4｜
未満｜

I

“

〃Ｉ
末炭化・職鞠裳疲あり

完

形

縫合面割れ

1/2
以上

I/2

未洲

傭割れ

l/2

以・12

l/2
～

l/4

不明

刈
調
Ｉ
未

点数

肝

来淡化・励物食痩なし

完

形

槌合而割れ

1／2

以・､上
1/2

偏割れ

1/2
以.13

1/2
～

l/4

■

1

不明

1/4
:未満

点敷

例

点数

合計

煎遥

合計（9）

’

’ ’

~~ 一■＝ －~ －
’一一 一十 ●耳一一 ~~~

~ 一一一
一一~

｜ ｜
トーr----

~~

’
一~－

’

I

~~~~ ●●ー■■ ~~~~ 一一一一

’
一 ~ ~ i ‐

■
ｅ
凸
日
Ⅱ
！
“

遺榊塙 隔位

灰無中I 表土屑I

灰梨中2 設土凧,I

一－
~

灰仏中3 衷土層Ⅱ

灰梨中4

灰築中5

衷土届Ⅱ

表土届、

’

灰築中6 我土屑Ⅱ

灰築中7 袈土眉Ⅱ

一

灰集中8

灰架中9

表土届Ⅱ

衷土屑Ⅱ
一

’

I

灰築中11
やqb－中｡“｡－句牌●ﾛ｡｡毎■Qqb画｡いい凹

灰無中10

上届
…一…■■ 四■岬■■q■…■

1
■函一国

23

一一一一一一己

ーローー

果皮

炭化

のみ 子葉のみ

照I悪刷

惚織

完形
l/2
以上

~~

飯ｶﾓ〃 完形
】/2

以・11
1/2

未潤
点数肝 伍侃肝

未炭化
●－■■一一一一

果皮のみ

~完形
l/2

以｣：

1/2

未満
点数#ナ 厭低〃

I i

殿|率
合沸|合研!(9)

－

~~~~

ご斗 U,／午。

■－

一

｜
’
一一

I

’

|’

I
I

’

二二

【

I

■一四一凸

10

■＝■■■－F■PG曲

70

~~

I

’

Q凸■4■■■pFUb■①蝉q“●ー■■■

0．406

~~

’

巳●。】ｐ雪凸骨

1 ソ。 yb

2

U ス387

0．050

剛＃名
6

同位 完、 I/2
以上
脆
縄

貞置〃
土

元剛 】ﾉ2
M上

晩
繩

K〃

Ⅸ紫’

贋弗’

厭蝋’

灰県

厩系

隈黒

灰紫

臓

限ボ

R塊

灰娼

’

’

’

I
■

《

■

■

１

日

’

8 1
’

1 1
IOI

麦土ガ

闘士Ⅱ

農土、

資土Ⅲ

妥卸

麦土Ⅲ

妾士N

謎I

潰土I

錨』

凱灰、

~

2

~

2

~

’
－
２

~

一一

8

~

－
８

一

~

20

一一

－口

3.270

良化

果皮のみ 子燕のみ 蹴

計

点

△

回

卿Ⅲ

合〃（恩ノN ８ 周位 嘉那 彪
上
ｌ
ｕ 熱M〃

灰弗

灰典

鴎

I職

限塁

灰晶

灰県

灰掘中8

灰龍中9

灰鬼中】1

灰嘉中10

高士H

愛土I

間土I

費土I

費土I

濁土I

闇土I

魁士

闘士I

間土I

､l厩Ⅲ 4

~~

－
１ 5

~

－
５

－

~~

“03

炭化

子薫のみ 点蹴

合計

堕侭

合計(gノin附荊 剛《

隈恥

耐

雨

函

雨

剛
繭
耐
爾

剛

~~

一

一

『
■
』

一
一
一

知;『
掘万

嵐』J1
■－－』

枇剛
→凸一■

浅鋤

蜘
一
畑
一

幾
一
潤
一

醐
一■

ｺロ

隠化 ｜’｜
Ⅲ点のみ

珊藤卿l/2幅 貞甘』

典皮のみ

党月 1ﾉ2

ull

？
一
毘
函

〃
求

貞鯉』

子驚のみ

莞胤 I/2

u上 關國

継化
脇点のみ

完卿 1ﾉ2

EI上 照國

点災

合計

画､I

合計〈R）

一
一
一
一

~~~~~

~

一
■
一
ｐ
一
一
一
一

~~~~

■
■
■
周
■

~

一
一

~~

一
一
１

~

一
一
一
一

■
■
■

■
■
■

■
■
■

一
一
一

27 1

~■■ー~

~~~

－
２~ ~匡

~~

~

~~

－

~~~

■

一
一
一
一
一
一
一
一

~+-
~

~ ~~ 一~~ ~

~

8 8 15
－
５

巳
０
■
■
■
■

■

■ ~~~
■

口
囲

~~

１

'53

2

'92

0‘010

0.914



カラー図版1
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例
一
一
目

1．本書は、平成4年度に財団法人北海道埋蔵文化財センターが実施した新千歳空港建設用地内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査のうち、美々8遺跡低湿部の人力調査地区の表土層(Ta-a層1739年降下

～幕末頃）と第0黒色土層(Ta-b層1667年降下～Ta-a層1739年降下まで)、 クラムシェル

（重機）調査地区（包含層一括採取のため大まかな土層細分）の報告書である。

なお、Ⅶ章に保存処理中のため北埋調報102集に掲載できなかった第1黒色土層出土の木製品・

樹皮製品・金属製品を追加資料として掲載している。

2．低湿部の報告は、平成元年度試掘調査（北埋調報69)、平成2年度予備調査（北埋調報77)、平成

3年度調査（北埋調報83)、平成4年度調査の一部（北埋調報102)と既に4冊を刊行している。

美々8遺跡低湿部の整理作業・保存処理作業は平成4年度からの継続事業であり、本年度が最終

年度である。発掘調査は調査部調査第3課が行い、報告書の作成は第1調査部資料調査課が行った。

ただし、出土資料が膨大かつ多岐にわたるため、諸般の事情から事実記載のみの概略的な報告と

なってしまったことをご寛容願いたい。

3．本書の作成に当たっては、主に木製品、樹皮製品、繊維製品、金属製品、ガラス製品、骨角製品

を田口尚が、土層、遺構、土器、石器を鈴木信が、動植物遺存体については田口尚の作業を引継ぎ

鈴木信が分担執筆した。全体の構成・編集は田口尚が行った。各章、各節の執筆担当は以下の通り

であり、それぞれ文末に文責者を記した。

田口尚･ ､1-1～4, Ⅱ－2(1)～(5) ･3(1) (2) ・4(1)～(3) ･5～7, Ⅳ－1． (3)~

（6）のガラス製品・金属製品・木製品・3(3) (4), V-1．2(2) (3) (5) (6) (9) (10) (16)の

ガラス製品・金属製品・木製品・3（3）～(5)，Ⅵ－1。2（3）～(5)，Ⅶ－1（1） 。2（1）(2)，

Ⅷ－1 （1） （4）(5)，Ⅸ、鈴木信…Ⅱ－1， Ⅲ－1。2，Ⅳ－1．2（1）～(6) ･3(1) (2), V-1･

2（1）～（16） ・3（1）(2)，Ⅵ－1．2（1） (2)，Ⅷ－2（1） （2）（3）2）～6)，Ⅸ、田中康治･･･Ⅱ一

8、岡本育子…Ⅷ－1 （2）～（4）

4．各種同定、分析及び調査指導は下記に依頼した。

炭化種子同定及び指導：北海道環境文化研究センター・札幌国際大学吉崎昌一氏。北海道大学

埋蔵文化財調査室椿坂恭代氏（継続)、金属製品の材質分析・ガラス製品の成分分析：岩手県立

博物館赤沼英男氏（継続)、樹種同定及び指導：農林水産省森林総合研究所平川泰彦氏（継続)、

花粉分析：北海道開拓記念館山田悟郎氏（北埋調報102掲載)、動物遣存体同定及び調査指導:千

歳市埋蔵文化財センター高橋理氏（継続)、珪藻分析・植物珪酸体分析・昆虫同定：パリノサー

ヴェイ株式会社考古学研究室、珪藻含有量：野外科学株式会社、放射性炭素年代測定：京都産業大

学山田治氏（北埋調報102掲載)、アイヌ民具の調査指導：国立民族学博物館大塚和義氏、保存処

理等の指導：奈良国立文化財研究所沢田正昭氏°肥塚隆保氏・村上隆氏・奈良県立橿原考古学研

究所今津節生氏・滋賀県文化財保護協会中川正人氏、木製発火具の調査指導：北海道教育大学

釧路校高嶋幸男氏、漆塗椀製作技法の調査指導：元興寺文化財研究所北野信彦氏、須恵器・土

師器の螢光X線分析及び指導：奈良教育大学三辻利一氏（北埋調報103掲載)。

5．現場の遺構図・遺物出土状況図などは、三浦正人・皆川洋一・鈴木信・越田雅司が担当した。

遺構図の整理は鈴木信、遺構図・遺物出土状況図の整理及びトレース図の作成は半澤和恵・小原

節子が従事し、田口尚が統括した。パソコンによる遺物分布図作成には主に田中康治。小原節子。

前田房美が従事し、田口尚が統括した。
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6．台帳整理・諸記録の整理は主に田中康治・小原節子・前田房美・鶴岡廣子が従事し、田口尚が統

括した。

7．画像データーベースの構築は主に田中康治が行い、パソコンへの画像の取り込み。データ入力・

一覧表作成は田中康治・前田房美・園田敏江・鎌田弥生・岩田理恵子・今野博美・田澤初枝が従事

し、田口尚が統括した。

8．遺構。遺物の写真撮影のうち、現場写真撮影は主に越田雅司、整理時の遺物写真撮影・現像・焼

付けは菊池慈人が担当した。写真台帳・アルバム・フォトCD整理には越智八重子。園田敏江が従

事し、菊池慈人が統括した。

9．石材鑑定は主に資料調査課花岡正光が行い、鈴木信が補佐した。

10．樹種同定は農林水産省森林総合研究所平川泰彦氏の指導のもとに岡本育子が行った。

11．陶磁器・土器・石器・石製品・ガラス製品・金属製品・骨角製品・木製品・樹皮製品・繊維製品

の実測。 トレースは、藤内まゆみ・足立まみ・小林由里子・濱中聡子・小畑麻弓・釜萢みどり・浅

沼典子・岩田理恵子・前田房美。小山紫野・木下昭仁。小林（高田）京子・望月（中井）泉が行い、

田口尚が統括した。

12．遺物の保存処理は主に木製品等を岡本育子・吉田（長瀬）めぐみ・山内（福士）奈巳美・館岡綾

子・田中康治・武田基・勝見希久雄・鶴岡廣子が、主に金属製品等を浅沼典子が補助し、田口尚が

統括した。

13．土壌の浮遊選別・水洗選別試料の一次、二次選別作業は田口尚の指示のもと、主に斎藤教江･村

上恭子が、細別・細分・集計は鈴木信の指示のもと、主に女池滋子・吉田京子．岩崎結花が行った。

14. 出土遺物の整理、木製品の分類・洗浄・水替え・脱気パック・収納には主に白幡喜江・小山紫野．

田中清久°目黒祐子・吉崎美智子・中谷道子。吉田京子・杉井淳子・北村淳・武藤利香・梅木友子．

礒田良雄が従事し、作業全体を田口尚が統括した。

15． その他、収納台帳整理・調査に関わる諸記録のパソコン入力を主に田中康治・小原節子・前田房

美が行い、田口尚が統括した。

16．整理報告終了後の出土遺物及び記録類については、北海道教育委員会が保管．管理する。ただし、

当センターで保存処理を実施した一部の重要遺物は、経過観察を行いながら仮保管している。

17．発掘調査・整理作業にあたっては、下記の機関および各氏にご指導ならびにご助言を賜った。ご

芳名を記し、感謝申し上げる次第である。 （順不同、敬称略）

文化庁、北海道教育委員会、千歳市教育委員会、北海道開発局札幌開発建設部新千歳空港建設事

業所、渡辺重建工業株式会社、奈良国立文化財研究所工楽善通・沢田正昭・肥塚隆保．村上隆．

西村康・光谷拓実・松井章・牛嶋茂、東京国立文化財研究所青木繁夫、国立民族学博物館大塚

和義、東京国立博物館佐々木利和、奈良県立橿原考古学研究所今津節生、滋賀県文化財保護協

会中川正人、元興寺文化財研究所増澤文武・植田直見・北野信彦、北海道開拓記念館三野紀

雄・野村崇。平川善祥・小林幸雄・氏家等・出利葉浩司。右代啓視・水島未記、北海道立北方民族

博物館青柳文吉・渡部裕、北海道立アイヌ民族文化研究センター古原敏弘・本田優子、北海道

立工業試験場相山英明、東京大学宇田川洋、北海道大学菊池俊彦・林謙作。天野哲也・椿坂

恭代、名古屋大学小谷凱宣、早稲田大学菊池徹夫、東京都立大学山田昌久、国学院大学鈴

木靖民、関西外国語大学出口昌子、札幌国際大学吉崎昌一、札幌大学木村英明、札幌学院大

学鶴丸俊明、北海学園大学藤村久和、千歳市教育委員会大谷敏三・田村俊之・高橋理・豊田

宏良・松田淳子、千歳市アイヌ文化伝承保存会中本ムツ子、苫小牧市埋蔵文化財調査センター
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佐藤一夫・宮夫靖夫・工藤肇・渡辺俊一・二階堂啓也・兵藤千秋・赤石慎三、恵庭市郷土資料館

上屋真一・松谷純一・森秀之、札幌市埋蔵文化財センター加藤邦雄。上野秀一・羽賀憲二・仙波

伸久・秋山洋司、江別市郷土資料館野中一宏・稲垣和幸、小樽市教育委員会土屋周三・石川直

章。青木誠、小樽市博物館石神敏、市立函館博物館長谷部一弘、旭川市教育委員会瀬川拓郎、

富良野市郷土館杉浦重信、帯広百年記念館北沢実。内田祐一・山原敏朗、釧路市埋蔵文化財調

査センター西幸隆・石川朗・松田猛、深川市教育委員会葛西智義、伊達市教育委員会大島直

行、石狩市教育委員会石橋孝夫・工藤義衛、倶知安町教育委員会矢吹俊男、余市町教育委員会

乾芳宏・宮宏明、平取町教育委員会森岡健治、平取町立二風谷アイヌ文化博物館米田秀喜、

平取町二風谷アイヌ語教室萱野志朗、静内町郷土館藪中剛司、アイヌ民族博物館村木美幸、

上ノ国町教育委員会松崎水穂・斉藤邦典、知内町郷土資料館高橋豊彦、南茅部町教育委員会

阿部千春・福田裕二、今金町教育委員会寺崎康史、八雲町郷土資料館柴田信一、斜里町教育委

員会金盛典夫、羅臼町教育委員会涌坂周一、豊原煕司、児玉マリ、福岡イト子、津田命子、由

良勇他

最後に、長年にわたり新千歳空港用地内発掘調査の現場作業に従事され、特に低湿部調査の要と

なる場排水の準備・設置、保守点検。安全管理をしていただいた故中村武氏のご冥福を祈り、この

報告書を捧げます。

記号等の説明

1．遺構には舟着場、建物跡、立杭列、杭穴列、立杭:T、杭穴: P、建材集中、双礫、集石: OS、

灰集中：灰、炭化物集中；炭、砂集中、小砂利集中、土器集中、クルミ集中：クルミ、クリ集中：

クリ、ホオノキ集中；ホオノキ、貝殻皮集中：貝、溝等があり、表記には一部lll各記号を併用してい

る箇所がある。また、立杭、杭穴の○シンボルマークの大小は、平面径の大小を表している。

2．遺構図の数値は標高（単位m)であり、遺構図・遺物実測図にはすべてスケールを付している。

遺物実測図は基本的に土器1／3、剥片石器1／2、礫石器1／3、ガラス製品1／1、金属製

品1／1～1／3、骨角製品1／1～1／2，大小の幅が大きい木製品は概ね1／3を基本に、製

品の種類で1／3～1/10の範囲でスケールを付している。

3．掲載遺物には、層位・遺構・調査法にかかわらず、陶磁器・土器（12.3.…)、石器。石製品

（1.2.3~…)、ガラス製品（1.2.3.…)、骨角製品（1~2.3.…)、金属製品（1.2.3.…)、木製品・樹皮製

品°繊維製品（1.2~3.…）等のように種類別毎にすべて1番から連番で掲載遺物番号を付し、本文、

一覧表、分布図、写真図版の遺物番号と対応させている。

4．土層は、表土層：表、樽前a降下軽石:Ta-a、第0黒色土層: 0B、樽前b降下軽石:Ta-b、第

1黒色士層: IB、有珠b,火山灰;Us-b、第Ⅱ黒色土層： ⅡB、苫小牧火山灰:B-Tm、樽前C I

降下軽石:Ta-c1、樽前C2降下岩片:Ta-c2、樽前d!降下岩片:Ta-d1、樽前d2降下スコリヤ：

Ta-d2、第Ⅲ黒色土層：ⅢB、恵庭aローム：En－aL、恵庭a降下軽石En-aP、支笏軽石流堆

積物:Spflのように略称を用いた場合がある◎

5．遺物出土状況図・分布図には基本的に土器：●、剥片石器・礫石器：■、ガラス製品：★、金属

製品：▲、骨角器・自然遺物： ＊を使用した。

6．本文及び一覧表中の木製品の樹種名称は、基本的に属名で記しており、植物遺存体や動物遺存体

では可能な限り種名を記している。
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記号などの説明

I 調査の概要

1調査要項………･……･……･………………

2 調査体制…･………･……･…･…………．．…

3調査の経緯…………………………………

4調査の概要…･……………………･………．

Ⅱ調査と整理の方法

1 発掘区の設定……･…………………………

2調査の方法…･ ･……………………･………

（1）準備工事………･･…………………･……

（2）人力調査 ・…………･……………………．

（3）重機（クラムシェル）調査……………

（4）水洗選別調査 ・………･…………･…･･…．

（5）遺物の取上げ ・・………．．……………･…．

3整理と保管の方法…･……･…………･……
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（2）金属製品の保存処理 ・…･…･……………

（3） その他の遺物の保存処理……･･ ･……･･･

5各種分析と試料のサンフ°リング …………

6土層断面の剥ぎ取り …･……………･……。

7写真撮影の方法…･……･…･…･…･･………

8画像付きデータベース作成とその活用 …

Ⅲ位置と環境

1 位置と環境……………･ ~……･……………

2土層の区分 ・…………． .…･…･………．．…“

Ⅳ表土層の調査

1 調査結果の概要………………･…･………．

2遺構とその遺物 ・…．．……．．…･……………

（1）建物跡……･…･･……･………･…･………

（2）立杭列………………･…･…･……………

（3）杭穴列 ・……………………･…………･…
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（4） その他の立杭と杭穴

（5）灰集中……･･…･…

（6）炭化物集中 ．．……．

3表土層の遺物……･ ･･

（1）陶磁器 ・…………・・

（2）石器・石製品……

（3）金属製品…………

（4）木製品…･……－…

V第0黒色土層の調査

1 調査結果の概要…･･･

2遺構とその遺物……

（1）舟着場 ． ．…………．

（2）建物跡 ・…． ．………

（3）立杭列…．．………．

（4）杭穴列 ・……･ ~…~…

（5） その他の立杭と杭穴

（6）建材集中 ~…･…･…

（7）双礫………．．……．

（8）集石…･…･………。

（9）灰集中 ・………． ．…

（10）炭化物集中………~
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l 調査要項

I 調査の概要
平成4年度に発掘調査された低湿部の内、表土層、第0黒色士層、重機（クラムシェル）調査の埋

蔵文化財発掘調査報告である。本年度が最終報告となる。なお、保存処理中のために昨年度報告に掲

載できなかった、第1黒色土層の木製品を追加資料として掲載した。

1 調査要項

事業名新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者北海道開発局札幌開発建設部

事業受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

所在地千歳市美々1714,1292-381他

遺跡名美々8遺跡低湿部 J-03-94

調査面積 2,0111'f

発掘期間 平成4年5月6日～平成4年10月30日（発掘調査）

平成5年5月6日～平成5年10月25日（土壌水洗・現地整理作業）

整理期間 平成4年4月12日～平成5年3月26日（整理作業。保存処理）

平成5年4月13日～平成6年3月26日（整理作業・保存処理）

平成6年4月12日～平成7年3月24日（整理作業。保存処理）

平成7年4月11日～平成7年3月25日（整理作業・保存処理）

平成8年4月15日～平成9年3月25日（整理作業。保存処理）

2調査体制

平成4年度

理邸長

寺山敏保(職2年6I18班）

専務理事

永田春男(剛稲3if6MIB")

常務理事

中村福彦(平成3年6M18")

平成5年度

理耶長

阿部茂（6月1日就任）

専務理聯

永田春男

常務理耶

中村福彦

平成6年度

理事長

伊藤一夫（6月1日就任）

専務理可I

佐藤哲人（6月1日就任）

常務理事

中村福彦

平成7年度

理郡長

伊藤一夫

専務理事

佐藤哲人

常務理瓢

柴田忠昭（6月1日就任）

森田知忠（6月1日就任）

業務部長

山内清志

第1調査部長

畑宏明

第2調査部長

鬼柳彰

資料調査課長

花岡正光

主任

田口 尚(内業）

文化財保謹主馴

菊池慈人

平成8年度

理郡長

伊藤一夫

専務理耶

佐藤哲人

常務理耶

柴田忠昭

木村尚俊（6月旧就任）

業務部長

山内淵志

第1調査部長

畑宏明

第2調査部長

鬼柳彰

資料闘査裸艮

花岡正光(内業）

主任

田口 尚(内業）

鈴木信(内業）

菊池慈人(内業）

業務部長

伊藤圧吉

調査部長

森田知忠

業務部長

中野翼吾

凋壷部畏

森田知忠

業務部長

中野眞吾

調査部長

森田知恵

調査第3課長

千葉英一(発梱担当者）

主任

佐藤和雄(発抓担当者）

三浦正人(発棚担当者）

田口 尚(発掘担当者･内業）

文化財保證制I

皆川洋一

瞬託

鈴木信

越田雅司

写真技師

菊池慈人

洲盃第3課艮

千葉英一

主任

佐藤和雄(発掘担当者）

三浦正人(発掘担当者）

田口 尚(内業）

蝋舵

越田靴司

写真技師

菊池慈人

調査第3課長

千葉英一

主任

田口 尚(内業）

写真技師

菊池慈人
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I 調査の概要

3 調査の経緯（図1－1～図Ⅱ－5、表1-1)

美々8遺跡の調査は昭和56年度から9次にわたって実施され、うち低湿部の調査は平成元年の試掘

調査から4年の歳月をかけ、平成4年度に発掘調査を終了した。整理及び保存処理作業は、初年度か

ら毎年継続され本年度が最終年度となる。以下に低湿部調査の経緯をまとめる。

北海道開発局（以下、開発局）は新千歳空港B滑走路建設のため、美沢川をボックスカルバート

(函渠）埋設し、発掘調査終了後は早急に現地の盛土転圧を行う予定であった。しかし、平成元年度

の台地斜面部において道跡や杭穴群が予定調査区外の美沢川の低湿地に続くことが確認された。報告

を受けた北海道教育委員会（以下、道教委）は直ちに開発局と協議し、状況確認のための試掘が必要

と判断された。その結果、予想を遥かに超えるアイヌ文化期の貴重な木製品、繊維製品等が多量に発

見され、新たに4,375㎡を調査予定地として追加した。しかし、火山灰を含む軟弱地盤であることか

ら、崩落や被圧地下水の|噴出による危険性が問題となった。試掘のみでは遺構の有無など不明な点が

多く、安全確保や調査計画作成にはデータが不十分との判断から、予備調査を実施することで合意し

た。平成2年度は発掘に先立ちボーリング調査を行い、開発局、道教委、当センター及び工事業者が

調査工法、作業工程、機器の配置等について入念な協議を重ねた。平成2年度は予備調査として、低

湿部縁辺のA地区（215㎡）を人力により発掘した。調査方法には釜場（揚水ピット）排水による法

面付オーフ°ンカットエ法が採用された。平成3年度は前年度の工法に習って縁辺部を3地区に分割し、

人力調査とクラムシェルによる包含層採取調査(以下クラムシェル調査)のA'地区(143㎡)、クラム

シェル調査のみのB地区（797㎡)、人力調査のみのC地区（221㎡）を設定して実施した。平成4年

度は残された面積が調査対象となることから、崩落防止のために遺跡斜面部を大規模に掘削し、器材

運搬路と作業ヤードを確保した。調査は安全性を確認しながら、人力調査範囲を3地区に分けて実施

した。危険箇所はポンプ排水しながら、クラムシェル調査で対応した。なお、調査過程で現地担当調

査員と道教委が十分な協議を行い、軟弱地盤と湧水突出が予想される危険かつ遺物の希薄な1,070nf

を調査対象から除外した。したがって、平成4年度の調査面積は人力調査1,328㎡、クラムシェル調

査683㎡の合計2,011㎡となり、低湿部は最終的に3,035㎡調査したことになる。

平成4年度の出土遺物は、擦文時代からアイヌ文化期の木製生活用具や家屋等の構築材を主体とす

るものであり、コンテナ（59×39×20cm)約3,000箱、木箱(360×45×45cm)約40箱もの膨大量となっ

た。平成4年時のクラムシェル調査の包含層（大型遺物は採取済み）は、土襄袋約22,000袋を数えた。

この遺物採取及び水洗選別作業は平成5年度の台地部調査と並行して現場で行った。低湿部の整理作

業は遺構や遺物が多岐にわたり、構築材を含む木製品が類をみない膨大量であることや、保存処理作

業を要することから平成5年度以降も継続して実施され、本年度が最終整理年度となった。これまで

遺物総量は約60万点を越え、通常コンテナ（59×39×15cm)に換算して約7,500箱にも及んでいる。

今後は出土した最古級のアイヌ生活用具などの資料活用や収蔵。保管環境活用を十分に検討する必要

がある。

4調査の概要

整理及び保存処理作業は、通常遺跡では残らない金属製品、木製品などの有機性遺物、動植物遺存

体の検出に重点をおいて進めてきた。以下に本年度の概略を述べる。（詳細は各章を参照）

表土層からは片側の開く建物跡、棚や柵のような立杭列や杭穴列、炉跡や「送り場」と考えられる

灰集中や炭化物集中が発見された。遺幟の遺物には伊万里染付碗、火打石、ガラス玉、角釘、アサ、

オニクルミ、ブドウ等の種子、シカがあり、包含層からは陶磁器、カスガイ、キセル、小刀（マキリ）

柄、作業台等が出土した。
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4調査の概要

図1－1 遺跡位置図
美々8遺跡

この地図は国土地理院発行の5万分の1の地図「千歳」を使用したものである

3



I 調査の概要

表1－1新千歳空港用地内埋蔵文化財包蔵地の調査面積推移（単位㎡）
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塊＝鴬沢川流域の遺跡群、フーブレペツ避跡聯、ペーペンケナイ川流域の遺跡群

OB層からは小規模なアイヌ集落（コタン）と舟着場跡が発見された。建物跡とこれに伴う建材集

中は、アイヌ家屋（チセ）や舟着場の小休所と考えられる。立杭列や杭穴列はその付属施設の柱列や

柵列等と考えられ、高床式倉庫（プー)、干し棚、幣場（棚）等の存在が推定される。「物送り場」と

考えられる灰集中10からは多数の金属製品、ガラス玉等が出土したほか、籾の付いたコメ、アワ、ヒ

エ、キビ等の栽培植物や食用・薬用植物の種子が多量に検出された。サケ、シカ等の動物遺存体も膨

大に検出されており、骨角器製作の残片も見られ
〔台地部〕

る。包含層の遺物は板綴舟（イタオマチプ）部材 一m
-0m

|||IlllllllllllllllllllIlllllll 裏士

などの交通具、回転式雛頭鈷（キテ） ・魚突鉤

(マレク）等の漁携具、狩猟具、農耕具、食用具等

をはじめ、アイヌの生活用具のほとんどの種類が

出土している。アイヌの精神世界を象徴する木幣

(イナウ)、捧酒箸（イクパスイ）、花矢、彫刻や

祖印(イトクパ)の付される製品もあり、周辺地域

や和人との交易関係を含め、考古学的にも民族学

的にも第一級の貴重資料である。

クラムシェル調査からもほぼ同様の遺物が出土

した。 OB層やIB層と接合する遺物もあり、遺

跡はさらに広範囲に広がっていたと推定される。

（田口尚）
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l 発掘区の設定

Ⅱ調査と整理の方法
1 発掘区の設定（図Ⅱ－1）

方格座標は昭和50年度分布調査時に設定されたもので、第1期工事と第2期工事の境界を南北方向

の基線(N-7｡22' 38〃－Eで、「A1」と呼称）とし、用地北界を東西方向の基線（｢O」と呼称）

とした。基線A!から50m間隔で西へは「A1、A2、B!、B2、C!、C2…0!」と、基線A】より東へは

｢a、 b、 c、…h」とし、基線Oから50m間隔で南へ「1， 2， 3，…110」とし50m方格(｢A1-

0」と表示）をつくった。

50m方格を100分割して、調査の基本となる小区画を5m方格とした。 5m方格の呼称は50m方格

の北東隅の5m方格を「00」とし、南へは「01，02，03、…09」と1桁目が増え、西へは「10,20,

30,…90」と2桁目が増えて南西隅の5m方格が「99」となるようにした◎小区画表示は先頭に50m

方格の呼称、次に5m方格の呼称が並び、「AI-1-00」というようになる。

5m方格は人力調査の遺物一括取上げと重機調査（クラムシェルバケット最大開口約2.5m×幅1

mに準拠）の土壌採取のために4分割され、時計周りに「a、b、c、d」とし「A!-1-00-a」と呼

称した。遺構の土壌試料採取・脆弱遺物の取上げは5m方格を100分割して「A!-1-00-00」とした。

調査区はオーフ°ンカットエ法による危険を考慮して複数地区に分割した。年次と調査方法は図Ⅱ一

1を参照していただきたい。 （鈴木信）
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Ⅱ調査と整理の方法

2調査の方法（図Ⅱ－1～5）

（1）準備工事（図Ⅱ－1～3）

工事は盛土掘削、釜場設置、水替。排水施設、土留工、法面養生、ベルトコンベア設置の順で実施

した。調査区の周囲は美々7遺跡及び美々8遺跡の崖下となり、深いすり鉢状となることから、崩落

防止と土壌運搬トラック等ための作業ヤード確保を目的に大規模な法面掘削を行った。法面掘削土は、

同時に進行する空港建設工事に伴う、美沢川対岸の盛土転圧及び工事用道路造成に活用された。
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2調査の方法

調査工法は平成2～3年度（北埋調報77．83）のA、A'地区に隣接する低湿地縁辺部が調査区で

あることから、これまで同様の法付オープンカットエ法を採用した。ただし、A、A'地区との境界

部分については地下水の噴出源となり、周辺が軟弱地盤になっていたことに気がつかず、盛土掘削中

に多量の土砂を調査区内に流出させてしまった。そのため、準備工事は一時中断されたが、釜場の設

置と土止め用木矢板によって急場をしのぎ、土砂の流出を押さえながら慎萌には進めた。その後、A'

地区にコンクリート廃材で護岸した釜場を設置し、 6インチポンプ°を配置して土壌の安定を急いだ。

調査の進行に伴う人力調査区の拡大は、各地区の調査終了後に地盤や湧水の状況を判断しながら、慎

重に進められた。平成4年度は調査面積が広く湧水量も豊富なことから、釜場には主として6インチ、

8インチポンプ°を配し、さらに2インチ、 4インチポンプを補助に使用して排水効率を向上させた。

人力調査終了後の重機（クラムシェル）調査区は、危険箇所の状況、遺構・遺物の密度、電機のアー

ム長及び実用角度、旋回範囲を考慮して決定した。重機足場の造成と足場用覆工板（鋼鉄板）の敷設

工事は、旧美沢川付近の盛土が軟弱であることから特に慎重に実施された。 （田口尚）

（2）人力調査（図Ⅱ－2 ． 3）

前述のように境界が軟弱地盤であったことから東側のD地区から調査を開始した。予定ではOB層

及びIB層のみを調査対象としていた。しかし、盛土除去作業中の表土層から、灰集中や炭化物集中

等の遺構及び木製品が発見されたため、急遼、遺構・遺物の有無を重機立会しながら調査を進めるこ

ととなった。調査区には土層断面確認用のセクションベルトを予め設定し、ベルトに沿って排水溝を

兼ねたトレンチを掘削した。しかし、湧水による火山灰等の流出により崩落したベルトも多い。地盤
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Ⅱ調査と整理の方法

の軟弱箇所については、排水トレンチ等を廻らせ地盤安定を待って調査を進めた。危険箇所について

は、調査対象から除外するか、重機による包含層採取調査に切り替えた場合がある。

現地の調査員及び作業員は、作業中の土砂の崩落や陥没、被圧地下水等の突出を事前に察知するた

めに、地盤のヒビと湧水の水位変化等に細心の注意を払った。ポンプやベルトコンベアー等の機器に

ついては、取扱い担当者を指名して作業前後の機器点検を徹底した。調査中の排土運搬や作業用通路

の確保には、予め機器配置や作業の導線計画を作成し、歩場板やコンパネを用いて包含j曹上面の保護

と異物の混入を最小限とした。調査用具には主に竹ベラ・竹串・移植鐘・刷毛を使用し、 |噴霧器等で

補水しながら作業を進め、遺物の損傷を避けた。現実には木製品の密集地点等の場合、素手のまま掘

る方が製品表面に損傷を与えずに調査できる。休憩時や作業後は直ちに調査面や遺物に散水し、さら

に不織布やブルーシートを用いて覆い、極度な乾燥を避けた。遺物の水洗や泥等の除去作業は、紐や

縄による結縛、彫刻、塗彩に注意して、刷毛や農業用l噴霧器の水圧を使用した。 （田口尚）

（3）重機（クラムシェル）調査（図Ⅱ－1．2．4．5、図版10-1 ．2)

クラムシェルバケットによる遺物包含層の採取は、土層やバケットの状態を確認しながら行う必要

があるため、ポンプ°排水を継続しながら実施した。包含層は平成3年度（北埋調報83）同様に小グリッ

ド単位で採取し、その地点毎にグリッド・層位を記録して1番から連番を付した（対照表でグリッド・

層に振り替えた)。ただし、クラムシェルの足場の安全確保及びアーム実用角度の限界から図Ⅱ－1

でトーン表示のないG地区とH地区に挟まれた地点が調査不可能となった。なお、本年度低湿部南端

の幅10mの範囲は、旧河道を埋立てた部分であり、地盤が不安定で危険なことから調査対象外となっ
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2調査の方法

た部分である。採取地点と移設地点との事務連絡には小型無線機を使用した。採取された包含層の運

搬は4t トラック2台を交互に使用し、台地上の土壌仮置ヤードに堆積した。ヤードには足場板を

｢．」の字に囲った区画を数列準備し、遺物の流失・混入を避けた。土壌からは直ちに遺物を採取し、

小型の木製品は水を入れたコンテナに、大型のものは土嚢袋とブルーシートを用いた簡易プールに一

時浸漬し浸漬した。土器・陶磁器、石器・石製品、ガラス玉は地点毎にカードを付けてビニール袋に

収納し、骨角製品や金属製品はシール容器に収納した。遺物水洗および水漬保管には地下水をポンプ

アップし、排水は深掘りした沈澱池に浸透させた。平成4年度は土壌から大。中型の遺物のみをとり

急ぎ採取し、残土は土蕊袋約22,000袋に収納してグリッド毎にブルーシートで覆い越年した。

（4）水洗選別調査（図版-11）

平成5年度は平成4年度調査時のクラムシェル採取包含層の残土の水洗選別（ウォーターセパレー

ション）と遺構の土壌サンフ°ルの浮遊選別（フローテーション）作業を実施した。水洗選別は平成5

年度の台地上の発掘調査と並行して現場において実施し、浮遊選別は遺構を中心に札幌整理作業所で

実施した。灰集中・炭化物集中等の重要遺構の土壌サンプル及び包含層の柱状サンプルは北海道大学

埋蔵文化財調査室に依頼し、後に札幌国際大学吉崎昌一氏に引き継がれた。微細遺物の抽出は、本遺

跡の整理作業の中で最も重点をおいた作業であり、どの作業よりも人工と時間を費やした。詳細はⅧ

章－2で述べられている。

クラムシェル調査の残士（土雲袋22,000袋）は、調査精度を人力調査に近づけるため現地ですべて

水洗選別し、動植物遺存体やガラス玉等の微細遺物の検出に努めた。水洗選別は効率化のために高圧

洗車機を導入し、水洗用の作業台と1mm、 2mm、 4mmメッシュを基本とした木枠を作成して処理した。

状況に応じて0425nlmメッシュも併用した。越年のために固化した土壌は予め水漬（ぬるま湯が良い）

し、軽く撹枠して泥状となってから水洗した。高圧洗車機は霧状に水を噴射することから通常の土壌

水洗よりも遺物に与えるダメージが少なく、細部に付着した泥の除去も可能であった。

ここで若干の留意点を記しておく。低湿地などの泥炭質土壌については、乾燥させると崩すことが

出来ないほどに固化・固着するため、出来る限り湿性状況に置くことが望ましい。急激な乾燥は良好

な状態の植物種子や骨角製品等を変形。分解させてしまう危険がある。また、土壌が分解せずに、土

b C

破線は1グリットの四分割で、

採取土仮置きヤードの1区画に

対応する。
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Ⅱ調査と整理の方法

塊のまま浮遊し、良好な試料が得られない場合も多い。特に浮遊選別を目的するサンフ°ルの保管には

十分に注意すべきであり、未炭化の植物種子、昆虫遺体等に与えるダメージが大きい。得られた試料

についても、湿性状況で保管するか、アルコールシリーズ等で脱水することが望ましい。

また、台地上の遺跡調査では想像出来ないほど多種多量の動植物遣存体を、採取することが出来る。

試験的に選別を実施（現場時点で行うことが理想）し、予め目的とする試料を選定し、統計処理法や

報告仕方を十分に検討しておくことが肝要である。

なお、高圧洗車機については、ノズルと遺物の距離によって噴霧圧の強弱を調整できることから、

建材などの大型木製品の洗浄をはじめ、土器・石器他の水洗・洗浄にも大きな威力を発揮する。静岡

県等では数箇のノズルを付けた、専用流し台を作成して多量の遺物の洗浄に活用している。 （田口）

（5）遺物の取上げ

遺物の取上げは基本的に美々8遺跡低湿部（北埋調報77,83）の方法に従った。

遺物は出土状況写真撮影後、主に平板を使用してセクショントレースター（耐水紙）に1/10また

は1/20の出土状況図を作成し、耐水収集帳に出土年月日、名称、発掘区、層位、座標値、付着物や

接合関係等を記録して取り上げた。ただし、礫集中や土器集中については10cm角のメッシュをかけポ

ラロイドカメラや35mmカメラで傭耐撮影後に図化したものもある。他に小発掘区、クラムシェル調査、

土壌サンプル等で一括して取り上げられた遺物がある。特に加工痕のある雑多な木製品は作図せずに

25m四方のグリッド（区画）で一括して取上げ、予め各層位・小発掘区毎に配置したコンテナに直

接水漬された。

遺物は取上げ時に製品ごとに大まかにランク分けし、陶磁器・土器・土製品（桃色)、石器･石製

品・礫・ガラス製品（水色)、木製品・繊維製品・樹皮製品（黄緑色)、金属製品（黄色)、動物遣存

体・植物遣存体等の自然遺物・その他（白色）のように色別したカードをチャック付きビニール袋に

入れて添付した。木製品等以外は通常の取上げ方法に従い、ビニール袋にカードを添付した。木製品

等の多くはパンチで作成した小孔開きビニール袋やシール容器（重要遺物・脆弱）にカードを添付し

た。大型製品はストッキングと不織布で養生し、アンビタッチでカードを結び付けた。脆弱な遺物や

分解した遺物は写真撮影後に補強し、土壌ごと取上げて接合図などを添付した。 （田口尚）

3整理と保管の方法

（1）現場での整理と保管

陶磁器。土器、石器・石製品・礫、ガラス製品は従来どおりの整理・保管方法を実施し、水洗、乾

燥、大分類、収納まで行った。礫集中や双礫等の遺構の礫は別収納し、平成4年度の包含層の礫は現

場整理事務所に仮保管した。平成5年度は礫を層位・グリッド別に再選別・収納して台帳を作成後、

札|幌整理作業所に搬入した。木製品は収集帳をもとに分類名称・加工度。大きさ等で分別収納した。

加工度の高い製品は別台帳を作成し、発掘終了まで各種シール容器や蓋付コンテナに水潰した。その

他の木製品は整理作業所に収まらないため、グリッドや層位別に蓋付コンテナに水潰し、ブルーシー

トで覆って屋外に積み置きしたo大型遺物は搬送用の木箱ができるまで不織布とストッキングで養生

し、簡易プールで保管した。腐敗防止と沈着物溶脱のための水洗．水交換は地下水をポンプアップし

て数回実施した。脆弱遺物・重要遺物については、随時、札幌のセンターに搬送し、保存処理を開始

した。搬送には収納台I|腹を作成し、養生及び水抜き後に8tトラック10台、木箱は4tのユニック車

2台で搬入された。金属製品は泥や錆などを大まかクリーニングした後、日陰で風乾し、シリカゲル

を入れたシール容器やポリシーラーで密封保管した｡動物遺存体・大型植物遺存体．炭化物等は日陰

12



4遺物の保存処理

で風乾後に、アルコールシリーズで脱水し、メッシュサイズごとにサンフ°ルケースやビニール袋に収

納した。ただし、変形や収縮の予想されるものは不織布に包み湿潤状態でシール容器に収納した。

（2）札幌整理作業所での整理と保管（図Ⅱ－1）

搬入された木製品は膨大量であるため一時駐車場に積み置きし、取上げ方法や地区、コンテナの大

小で組替えを行ったのち直ちに給水した。保管は当センターの通常スペースに収まらないため、 6段

積みを基本に作業室1.5部屋（225㎡)、廊下収蔵（685㎡)、ユニットプレハブ1棟(20㎡)、屋外水槽

(20m×6.0m×1.6m)等に水漬保管し、年数回の水洗と水交換を実施している。また、冬期間は凍

結防止のために屋外水槽に断熱材を浮かべ、廊下保管場所やユニットプレハブにはビニールシートを

張り、オイルヒーターを設置して5℃以上の温度を保つようにしている。急激な温度変化などを事前

に察知できるように毎日、気温・水温を記録している。陶磁器・土器・石器・石製品・礫・ガラス製

品は従来どおりの整理・保管方法を実施している。金属製品は木製品とは別の乾燥した部屋に保管し、

簡単なクリーニング後にシリカゲルを入れたシール容器や恒温乾燥庫に収納している。現場で十分な

乾燥を出来なかった自然遺物等は、恒温乾燥器を使用し強制的に乾燥させた。遺構等の土壌サンプル

は浮遊選別（フローテーション）を実施し、カードと共に薬用カプセル、チャック式ビニール袋、サ

ンプルケース、フィルムケースに収納している。

各種図面は台帳を作成し、地形図・遺物分布図は1/50～1/250、遺構図は1/20．1/40、出土状

況図は1/10．1/20｡1/50を基本とし、その他は状況に応じて縮尺を変えている。遺物は分類・選

別後に各種記録を記入した台帳を作成し、前述の色別カードを使用し、付替え・補正を行っている。

また、必要に応じて観察カードも作成している。実測図は基本的に原寸で作成し、名称、コンテナ番

号、出土地点・観察記録・計測値等を記入している。木製品については樹皮・炭化。塗彩の有無など

を図に色分けし、前述の記録の他に木取り、樹種等を実測記録カード（耐水シール式）に記載して、

実測図に貼付ている。大型木製品についても原寸実測を基本とし、必要に応じて縮小コピーを外注し

ている。写真撮影は基本的に実測図作成後に行っているが、重要遺物や脆弱遺物ついては随時撮影し

ている。樹種同定は基本的に実測・写真撮影後に行っているが、写真同様に保存処理を急ぐ遺物等に

ついては随時同定している。各遺物の図面、写真、取上げ記録、材質、計測値、観察記録はパソコン

でデータベース化している。特に木製品等については画像付きデータベース（Ⅱ章－8参照）を作成

し、保管場所、保存処理、実測、 トレース、写真撮影等の細かな工程を一括管理し、保存処理中等の

遺物も閲覧・検索できるようにした。 （田口尚）

4遺物の保存処理

（1）有機質遺物の保存処理（図Ⅱ－6）

有機質遺物の保存処理は、基本的に美々8遺跡低湿部（北埋調報102）の方法に従っている。作業

工程は図のとおりである。

処理方法は従来まで主にPEG含浸法を行ってきたが、平成5年度以降はMannitol+PEG+真空凍

結乾燥法（以下MPFD法）を採用し、遺物の形状や加工度に合わせて処理方法を選択している。

PEG含浸槽は小型（内寸長さ100cm×'l5100cm×深さ70cm) 1台、中型（内寸長さ175cm×II1570c,nx

深さ70c''') 2台、大型（内寸長さ400cm×liml20cm×深さ100cm) 1台があり、真空凍結乾燥機（内寸

径40cm×長さ140cm)は1台を使用している。その他にMPFD前処理梢、-40℃以下のフリーザー縦

型2台、横型2台等がある。最近は実測・報告を急ぐ遺物が多いことから、PEG含浸槽の1台は、

恒常的にMPFD法の前処理に使用している。

平成4年度以降はパソコン上の木製品コード番号（例H4woooo)で作業を進めている。これ

13



Ⅱ調査と整理の方法

までの出土木製品がパソコンで検索可能なように保存処理工程記録、観察記録、実測・写真記録など

は画像付データベース上で管理し、接合や復元、経過観察に活用している。木製品は保存処理工程に

進んだ段階で、新たに処理と保管用を兼ねるラベルが添付される。ラベルはパウチラミネー卜した半

永久的なものとし、写真を同時にラミネートしている。

遺物の復元・補修には基本的にエポキシ樹脂とフェノール樹脂マイクロバルーンを混合したペース

トを使用しているが、軽微な作業には市販の木部用エポキシパテが簡便である｡MPFD法にはセル

ローズ系接着を使用する場合もある。

MPFD法の導入により、処理期間が大幅に短縮された。保存処理後でなくては実測や撮影が不可

能な容器類や立体物等に特にメリットが大きい。また、ひと遺跡分の大量処理を行えば、土器・石器

等のようなグリッド間の接合・復元も可能となる。その上、色調が明るく仕上がるため、濡れた状態

では不鮮明だった彫刻や炭化も鮮明となり、実測図に新たな情報を提供する。しかし、欠点として、

処理遺物が多量の場合には、各工程の期間が短い分、遺物の形状・樹種・劣化状態に合わせた工程管

理が煩雑となる。また、強度があまり無いために大型遺物や重量バランスの悪い遺物に向かない等が

上げられる。なお、今後は複数台或いは大型真空凍結乾燥機の導入を道教委を含め、十分に検討・協

議せねばならない。

（2）金属製品の保存処理（図Ⅱ－7）

金属製品の保存処理は、基本的に美々8遺跡低湿部（北埋調報77．83）の方法を用いた。作業工程

は図のとおりである。

平成8年度は金属処理室が一部改修され、集塵・換気装置設置された。その結果、冬期間も溶剤作

業や粉塵作業が良好な空気環境のもとで行えるようになった。

処理室には現在、恒温乾燥器、恒温乾燥保管庫2台、エアーブレイシブ、集塵器、精密電動彫刻機、

大型減圧タンク、小型真空デシケータ、減圧用ポンプ2台等がある。

金属製品は金属製品番号（金No.)を与え、台帳と観察カードを作成して工程を管理にしている

が、今後は木製品同様に画像付データベースを作成し、管理する予定である。処理にはNAD-10を

減圧含浸し、鉄分の溶脱した鉄鍋等についてはパラロイドB72を含浸し強化した。銅製品・真鋪製品

はベンソ．トリアゾール入りアクリル樹脂溶液を含浸後、インクララックを塗布した。復元・補修には

エポキシ樹脂とフェノール樹脂マイクロバルーンを混合したペーストを使用した。処理後の遺物は、

シリカゲルを入れたシール容器に入れ、恒温乾燥庫保管している。なお、今回も報告作業を優先させ

るため、脱塩工程を省いた。これまでの未脱塩のものを一気にすべく、次年度には恒温高圧脱塩装置

が導入される見込みである。また、現場での処理前遺物の保管、処理後遺物の多くは脱酸素剤(RP

システム）を使用した保管を採用している。

（3）その他の遺物の保存処理

土器や石器類は十分に乾燥させた後、パラロイドB72に浸漬した。琉珀類は状態によってパラロイ

ドB72とバインダー#18を選択している。骨角器等は脱水後にパラロイドB72を塗布した。

（田口尚）
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4遺物の保存処理
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図Ⅱ－6保存処理の工程（有機質遺物）
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Ⅱ調査と整理の方法
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図Ⅱ－7保存処理の工程（金属製品等）
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5各種分析と試料のサンプリンク

5各種分析と試料のサンプリング

これまでに実施した分析・同定等を列記する。今後の比較試料となることを期待したい。

ガラス製品材質調査：ガラスの原材料から生産地や流通経路を推測する。分析は岩手県立博物館

赤沼英雄氏に依頼中である。

金属製品材質調査：原材料や製品金属の流通経路、製作過程を推測する。分析は岩手県立博物館

赤沼英雄氏に依頼した。

植物遺存体：古環境の復元、遺構の性格、有用植物、栽培植物や農耕、流通経路等を推測する。選

別及び種子同定、指導は北大埋蔵文化財調査室及び北海道環境文化研究センターに依頼した。

動物遺存体：古環境及び食用動物、狩猟・漁携活動（地域)、遺構の性格、流通、用具製作を推測

する。同定は千歳市埋蔵文化財センター高橋理氏に依頼した。

花粉化石分析：層位毎の古環境復元、栽培植物、有用植物を検討する。分析は北海道開拓記念館

山田悟郎氏に依頼した。

樹種同定：木製生活用具の樹種選択の状況、用具の生産地や流通経路を推測する。同定及び指導・

助言を農林水産省森林総合研究所平川康彦氏に依頼した。

珪藻化石分析：低湿地の水質変化等、層位別の水性環境を推定する。分析はパリノサーヴェイ株式

会社に依頼した。なお、珪藻化石含有量調査は野外科学株式会社に依頼した。

植物珪酸体分析：イネ科植物から見た古環境の変遷やイネ属の流通状況を推定する。分析はパリノ

サーヴェイ株式会社に依頼した。

昆虫同定：浮遊選別や水洗選別で検出された昆虫個体を検討し、気候及び古環境を推定する。分析

はパリノサーヴェイ株式会社に依頼した。

放射性炭素年代測定：擦文時代～アイヌ文化期の

実年代おさえる。測定は京都産業大学山田治氏

に依頼した。 （田口尚）

6土層断面の剥ぎ取り

遺跡においては、層位を正確に記録することが基

本であるが、調杳後は実測図や写真でしか確認する

はパリノサーヴェイ株式会社に依頼した。

放射性炭素年代測定：擦文時代～アイヌ文化期の

実年代おさえる。測定は京都産業大学山田治氏

に依頼した。 （田口尚）

6土層断面の剥ぎ取り

遺跡においては、層位を正確に記録することが基

本であるが、調査後は実測図や写真でしか確認する

ことが出来ない。ここでは特に、分析試料採取地点

の士層を剥ぎ取った。長期にわたる整理作業には層

位の共通認識が不可欠である。分析依頼者にサンプ

ル採取位置・堆積状況を説明する場合や整理作業員

に基本土層を指導する場合に臨場感あふれた説明が

可能である。また、遺跡調査後の展示などにも活用

できる。

嘱

1 土層剥ぎ取り転写
＝

I

ｰ

四

二

一

週 ノ

雛’

I

鐸

2 パネルに貼り付け整形・加工

図Ⅱ－8土層断面の剥ぎ取り

17



Ⅱ調査と整理の方法

7写真撮影の方法（図Ⅱ－9）

低湿地における現場撮影

低湿地遺跡における写真撮影は、最も重要な記録保存のひとつである。予め、遺跡全体を見渡せる

定点を決め、日々変化する調査状況や環境変化、或いは異常出水などによる復旧作業など調査日誌と

して遺跡全景を記録する必要がある。また、木製品等の植物性遺物は、外気に接触した瞬間から黄色

から緑色、そして黒色へと変化する。色変化だけでは無く、腐敗や収縮などの劣化も同時に進行して

いる。長期間放置していると遂には原形をとどめないほどまでに変形してしまう。したがって、出土

状況図などを描く前に、遺物全体の撮影はもとより、彫刻や加工痕などにいたる細部までを迅速に撮

影しておくことが不可欠である。さらに撮影中には加圧式噴霧器等で適度な保水を忘れてはならない。

遺物は実測中や取上げ時、運搬時等に破損する場合が少なくなく、希に保存処理過程で収縮劣化させ

てしまう場合もありうる。出土時の新鮮な色や質感を記録することはもちろん、写真記録のみが唯一

の遺物データとなる場合が多々ある。多くの遺物は、用具の破片及び部品状態で出土するので、単体

のみの撮影ばかりではなく、周辺の遺物も明確に撮影しておく必要がある。出土写真は実測図や出上

状況図とともに保存処理時の復元見本ともなるので、モノクロばかりではなく、カラーリバーサルも

同時に撮影しておくべきである。

遺物や遺構の単体撮影の他に、パネル、グラビアに使用することを念頭にして、作業員や調査員を

同時に写し込んだ写真も欲しいものである。遺物や遺構のスケールともなる上に、調査状況等の臨場

感溢れた写真となる。タテ位置の写真なども意識して撮影するようにしたいものである。報告書や図

録を作成するときに、意外につかえる写真が少ないものである。この瞬間しか遺構や遺物は残らない

という気持ちで、とにかく、こまめに撮影しておくことが低湿地調査における鉄則と言える。ただし、

撮影記録（撮影台帳）に年月日（時間)、発掘区、撮影方位、被写体名（遺構・遺物）を記録するこ

とを怠ってはならない。特に遺物については、そのNo. を記録するように心がけたい。複数遺物を

同時に写し込んだ場合には、「遺物出土状況」等と単純に記載せずに、特徴のある数点の遺物No.

を記録しておくことが基本である。後にフォトCDから画像データベースを作成したり、現場の図面

と照合するときに大いに役立つ。実際に遺物の照合やデータベース作成時に最も苦労した部分である。

撮影時に注意したいことは、晴天時の建材や木製品の密集している箇所を撮影する時に、遺物表面

が光を反射し、影が他の遺物を覆っている場合である。このような場合には曇るのを待つか、影が一

番短い昼過ぎ頃に撮影したいものである。また、シートで覆ったり、レフ板、ストロボ等を使用する

のも有効な方法である。逆光の場合には遺物の

濡れている面や水の溜った土壌がギラギラ光る

ので同様に工夫が必要である。注意したいのは、

土層と同様に木製品も黒いため、光を吸収し、

蕗出計が示す値では露出不足になることである。

露出計が示す値よりも1～2絞り程度の補正が

必要である。

最後にカメラやレンズは湿気に弱いので、休

憩時も現場に放置したりせずに、撮影終了後に

は必ずクリーニングをし、密閉度の高いカメラ

バックあるいはデシケータ等に保管したいもの

である｡ (田口尚）

一現場写真撮影機材一

メインカメラ（モノクロ・リバーサル用）

6×7 マミヤRZ

レンズマミヤセコール50mm
“m、

90mm

140mm

360mm

ロール120 RZ用

プリズムファインダーRZ用

ワインダーRZ用

サブカメラ（リバーサル・ネガカラー用）
35mmニコンF3 ×1

35mmニコンFE×2

レンズ ニッコール 24mm

S5mm

lO5mm

3“m、

35～70mm

モータードライブニコンMD4

メモ用カメラ

コニカ現場監督DD

ポラロイドランド3型

周辺榎器

撫出計

アサヒスポットメーター

ミノルタオートメーターⅢ型

ストロボ

ナショナルPE360SG

三脚

スリック・マスタープロ

ベルポン

アルミカメラケース

i<撮影用補助材料＞

｜ 撮影台帳(耐水) ~ レフ板、
i 水準器農業用加圧式噴霧
I 器、暗幕用シート、各種ブイ

｜ ﾙﾀｰ~ ｺﾝﾍﾂｸｽ~竹
I 串、刷毛、鏡板、ブラシ、ス

ポンジ． クリーニングキット

図Ⅱ－9写真撮影
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8 画像データベース作成とその活用

8 画像データベース作成とその活用

目的：美々8遺跡低湿部出土の木製品・繊維製品・樹皮製品は膨大な量であり、多種多様である。

また、脆弱で腐敗・劣化しやすいことから、遺物整理における各種作業時の抜き出しや移動が非常に

困難である。その上、有機遺物の保存処理や管理には長期的に渡る煩雑な行程が必要とされる。これ

らを効率的かつ迅速に行うには、複数台のパソコンを用いた整理システムが極めて有効である。

構造と機能：本遺跡の整理作業において作成した画像データベースでは、取上げデータ以外に、遺

物観察．出土状況図。実測図･ トレース・計測値・撮影･保存処理･遺物保管・写場及び現場写真画

像等、関連する各種ファイルが全て連結され、画像を含めた全てのデータを互いに関連づけて見るこ

とができる。各ファイルにまたがる様な複雑な検索にも対応が可能である（図Ⅱ-10.11)。また、こ

れらのデータは全てサーバマシンに保管されており、ネットワーク上にある各クライアントマシンか

ら必要なファイルを同時に使用することが可能である。複数台での検索や分業もできることから作業

効率が向上した（図Ⅱ-12)。この様に、ネットワーク上で’つの画像データベースファイルを共有

した作業形態は最も効率のよい手段と言える。また、この画像データベース内に蓄積されたデータを

他のソフトウェアに取り込んで使用し、表やグラフ作成等にも応用している。

画像入力の方法：画像データベースに膨大な量の遺物写真を取り込む場合に、フィルムを1枚づつ

スキャンしていては、画質・色調などの調整と取り込みに多大な時間と労力が必要となる。しかし、

予めフォトCD作成を外注し、この画像を取り込むことによって、この問題を大幅に軽減することが

できた。更にCD自体が画像アルバム的な役割を果たすため、写真を使用した各種資料等の作成や、

接合・復元作業にも活用することができる。

問題．留意点：パソコンによる画像データベースを構築する場合には、目的に応じた機器の選定、

技術者の確保･育成、OA電源等の環境整備や機器の保護、ソフトウェアの選定等、様々な要素を考

慮しなければならない。特にハード及びソフトウェアの相性は深刻な問題である。この点については

時間と経験を必要とし、日常のメンテナンスが重要となってくる。システムやネットワークの安定性

はもちろんのこと、頻繁に使用するソフト及びハードウェアが、常時安定した稼働状態でなければな

らない。もしも、サーバやネットワーク自体が使用不能になった場合には、ネットワーク上の全ての

マシンが通常作業を行うことが不可能となる危険性がある。したがって、機器の管理と保守（データ

のバックアップも含む）はもっとも重要な作業である。ソフトウェアのアップグレード等も必要な事

項であるが、逆に他のソフト及びハードウェアとの安定性を悪化させる場合がある。これを避けるた

めに、予備のパソコンを用いての試験稼働等も、通常作業と共に重要である。また、技術者の確保・

育成という点では、調査員やパソコン担当員だけではなく、ある程度広域な作業分野で活用できる単

純化された出入力環境を整備することにより、作業効率をより向上させ、誤入力などを低減させるこ

とが可能である（図Ⅱ-12)。将来的には情報公開や最新ソフトウェアの早期入手、情報取得等にイ

ンターネットやパソコン通信の利用が求められるであろう。

パソコンの活用：現在、これらのパソコンは美々8遺跡低湿部の遺構や遺物のデータ管理はもとよ

り、保存処理工程管理・薬品管理．保存処理関連機器の管理．保管遺物管理・パネル管理など、様々

な用途に使用している。また、フォトCDや新たにスキャンした画像等を用いて、合成写真や解説図

等も作成している。木製品の画像データベースとは使用ソフトウェアが異なるが、当センターで作成

した膨大な写真パネルの管理台帳についても画像付きのデータベースを作成し、各種展示会等に写真

パネルを活用している（図Ⅱ-12)｡

（田中康治）
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Ⅱ調査と盤理の方法
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8画像付データベース作成とその活用

基本ファイル

取上げデータ
年度・遺物番号・発掘区・調査方法・層位・遺構名・遺物名称・ランク・備考等

遺物観察データ
材質・法量・時代・等の属性管理

保存処理データ
保存処理方法・処理済・等の工程管理

遺物保管データ
保管場所・保管状態・コンテナ番号・サイズ・等の管理

報告書データ
P魂、 蓮

。報告書の書名・掲載項等の記録

写場写真関係ファイル

写場フォトCDファイル
フォトCDを作成した遺物のCD番号の管理

写場写真画像ファイル
写場写真の画像データ

写場写真撮影ファイル
言 被写体・撮影月日・フイルムの種類・番号等の管理

全でのアァイルは互い

に連結されてい届為、

瀧裂震檬：
換索にも対応する

フ
複
こ 可能

現場写真関係ファイル

現場フォトCDファイル
フォトCDを作成した遺構・遺物のCD番号の管理

現場写真画像ファイル
現場写真の画像データ

現場写真撮影ファイル 蕊
匡被写体・撮影月日．フイルムの種類．番号等の管理

図面関係ファイル

現場図面ファイル
図面名称・作図者・作図月日・周辺遺物の記録

第二原図ファイル
図面名称・作図者・作図月日の記録

図Ⅱ－11画像データベースの構造
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Ⅱ調査と整理の方法

画像の取り込み
(PhotoCDスキャナ~デジタルカメラ）

画像等の印刷
（カラー／モノクロプリンタ）

●， ●

~~璽司響圃
一回…團
画像処理 写真

◆分布図等の作成 ◆画像の取り込み
◆フィルム等のスキャン◆撮影データの入力
◆画像等の印刷 ◆PhoIoCDデータの入力

データのバックアップ
（ハードディスク･MOドライブ）

弓ロー＝刊
一

一埼 悩鎧
ネットワーク・サーバ

◆ファイルの保管 塾
◆データのバックアップ

曳
巴I

■ ・ロロロロ
トL､], ｣-『三b ,

■ q-勺

＝

圧ヨ
識樹種同定
◆樹樋同定結果の入力

可一

一
一
一

一
一
一

検索・作業用検索・作業用

◆検索等の作業

◆台|脹等の印刷
◆レイアウトの作成

竺
壷

I理

－－ tーｰ

一

〃一

璽周

実測
◆実測・ トレースデータの入力

◆計測値~木取り等の入力

－

台帳等の印刷

◆保存処理処理データの入力
◆保管データの入力

ネットワークの構成
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l 位置と環境

Ⅲ位置と環境
1 位置と環境（図Ⅲ－1 ． 2 ．3）

千歳市は、 ' li域南部に樽前山、恵庭岳、支笏カルデラ噴出物の堆積によって形成された標高20m前

後の台地が広がる。台地南側を美沢川と美々川が開析し、美沢川は美々川となってウトナイ沼に注ぎ

込む。美々川はウトナイ沼を抜けると勇払川と合流し、勇払川は太､|Z洋に注ぐ。

この低平な台地は石狩低地帯の分水嶺であり、最も幅の狭いところでは直線にして約6km程である。

美々8遺跡は分水嶺の太平洋側、美沢川の左岸、美々川合流点からI筒線距離で約l .5km程にあり、標

R20m前後の台地部と標高6m～25mの低湿部、とその間の斜面部に広がっている。

気候は、石狩低地帯の南端に位置するが、標高20m前後の台地を経て勇払平野に続くため、日本海

型気候には属さず、太平洋型気候に属する。夏は､lえ均18･C前後で冬は平均-4℃前後（昭和54年)、

最深積雪は65cm前後（昭和50～54年）と比較的温暖で積雪も少ない。このような気候は、恵庭市島松一

長沼町を境にしてI｣本海型気候にかわる。また上述の地形から卓越風は、ほぼ南北（3月～9月は南

方から、 10月～2月は北方から）方向に一定して吹く。

石狩低地淵;南部は汎針広混交地帯に属するが、遺跡周辺の現植生は落葉広葉樹が申越しており、カ

シワの低木やクロミノウグイスカグラなどの小潅木が広がっている。周辺にみられる針葉樹は近代以

降の植栽によるのみである。

美々8遺跡は、 18世紀後半に「ユウフッ越」 ・ 「シコツ越」と呼ばれて、太平洋側と日本海側とを

結ぶ交通路のII1継点であった。文献資料によると、このような状況は寛文7年(1667年）ころまでは

さかのぼれるようだ。平成元年度の発掘調査において、引化3年（1846年）にこの地を訪れた松浦武

四郎が記した『再航蝦夷日誌』のなかに描かれた「小休所」が検出された。平成3．4年度の発掘調

沓においては、文化4年（1808年）頃から安政4年（1857年）頃にかけて物資の運送に使用された道

跡が検出され、文献史料を裏付けている。低湿部はこれらの先駆する遺跡である。

2 土層の区分(Mm-3 ．4． 5)

調査区の範囲は、美沢川の現水面下標高2.4m～7.0mの範囲にある。低湿部の膳序は、台地部から

の連続として捉えることができる。

標高5.5m以上の斜面でのOB層は､Ta-blEI I刑が暗褐色に汚れる程度で層をなさない。標高5~5

m以下からOB胸が現われはじめて、標高4.1m以卜．からTa-bの混じり具合によって細分される。

IB層は、標高4.9m以下から細分が可能となり、標高4.0m以下からB-Tm(平成3年度報告で

は、Tmと略記した｡）が薄暦として現われ初め、 IB層自体の層厚が急激に増加する。

（1）土層断面A－Bライン(IXIⅢ－3 ．4) :珪藻化石・植物珪酸体試料採取地点Loc. 1 ．2

A一Bラインは発掘区のほぼ' | '央を縦断する本遺跡最長の|掴断面である。堆積状況は、過年度報

告のA、C地凶こ類似しているが、標高3.3m以ドではIB層が細分され、 IB-6 ．7層が加わる。

Ta-a層：樽前a降下火山灰堆積物。細礫の軽石と砂質火山灰との互層。 1739年（元文4年）降下。

層厚は10cm前後。

OB層：褐色泥炭隅。 IB-1胴と同じ上色。標I34.8m以下から腐植した草本。水木に富む。標i苗

5.5m以下では木製品を大量に含む。この層の下部は、破砕したTa b軽石が多く含まれるので分

jg(OBドl曽）が可能となる。雌藻化石分析によれば有機汚濁の進んだ層である。

Ta-b層：樽前b降下火l l l灰堆積物。 1667年（寛文7年）降ド。

IB-1層IB 2層よりIﾘlるい褐色泥炭層。腐植した草本に富み、根が残存している。木製品。
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Ⅲ位置と環境

鉄製品を多く含む。植物珪酸体・珪藻化石分析によればイネ科が繁茂する富栄養な湿地の層である。

IB-2層：黒色に近く、砂粒にとんだ暗褐色泥炭層。腐植が進行し、根はあまり残存していない。

木製品、擦文土器、礫を多く含む。植物珪酸体・珪藻化石分析によればIB-1層と同じ状況である。

B-Tm層：白頭山一苫小牧火山灰。標高4.0m以下から薄層（層厚2cm以下）として現われる。

IB-3層：暗褐色泥炭層。腐植した草木に富み、根が残存している。木製品を含む。

IB-4層：黒色泥炭層（平成3年度報告では、黒色泥層と表記)｡腐植が進行し、根はあまり残存

していない。標高4.0m以下から現われる。珪藻化石分析によれば比較的乾燥していたようだ。

IB-5層：暗褐色泥炭層。 IB-3層と同じ土色。腐植した草本・木本に富み、根が残存している。

木製品を含む。

IB-6層: 0B、 IB-3層より明るい暗褐色腐植シルト層。腐植した草本を極わずか含む。木製

品を含む。

IB-7層：灰褐色シルト層。脱色したIB-6層と風化や水摩をうけたTa－cが混じりあってい

る。腐植した草本を含まない。木製品を含む。珪藻化石分析によれば中～貧栄養の静水域である。

Ta-c層：樽前c降下火山灰堆積物。標高25m以下では、水成の二次堆積層となっている。

（2）土層断面C－Dライン（図Ⅲ－3 ． 5）珪藻化石・植物珪酸体試料採取地点Loc.3

C－Dラインは、発掘区の南東部（美沢川の下流側）を横断する本遺跡で2番目に長い土層断面で

ある。堆積状況は、 IB－1層が細分されること、 IB-7層以下の状況が把握できた。また、泥炭

質に富まないIB-2層とIB-4層が堆積していないことより、A－Bラインと若干異なることが

判明した。以下、A－Bラインとの相違点についてのくる。

Ta-b層:A-Bライン付近の火山灰よりも水摩・破砕が顕著である。

IB-1層Us-bによって二分される。珪藻化石分析によれば流入水のある池沼地。

IB-1上：灰褐色粘質士。腐植した草本を極わずか含む。木製品を含む。

Us-b層：有珠b降下火山灰。緑褐色極細粒砂質で、発掘区の北側でも散点的に検出されている。

IB-1下：暗褐色泥炭層。腐植した草本に富み、根が残存している。木製品・鉄製品を多く含む。

Ta-c層：樽前c降下火山灰堆積物。標高3.0m以下では、水摩したパミスや搬入礫をふくむ水成

の三次堆積層となっている。

ア層；灰褐色泥炭質シルト。Ta-cとイ層とウ層が等分に混じる層。

イ層：明灰白色砂士。水成の二次堆積のTa-cにウ層が混じる層。

ウ層：暗褐色泥炭層。腐植した草本に富む。台地部のⅡb層に相当する。珪藻化石によれば沼沢地。

（3）土層断面E－Fライン（図Ⅲ－3．5）

E－Fラインは、発掘区の南東部（美沢川の下流側）を横断する土層断面である｡C-Dラインの

南東側に位置し、斜面の裾にあたる。堆積状況は斜面部とほぼ同じである。

Ta-b層: C-Dラインの状況と同じで、A－Bライン付近の火山灰より水摩・破砕が顕著である。

（4）土層断面G－H・ ’一Jライン（図Ⅲ－3．5）珪藻化石・植物珪酸体試料採取地点Loc4

G－H･ I－Jラインは、発掘区の南東部（美沢川の下流側）を横断する土層断面である。C-D

ラインの南側に並行する。泥炭質に富まないIB-2層とIB-4層が堆積していないことにより、

堆積状況はC－Dラインの状況と類似するがOB層、 IB-1層が細分されることから若干状況が異

なる。 （鈴木信）
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2 土層の区分
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l 調査結果の概要

Ⅳ表土層の調査
1 調査結果の概要

表土層はTa-aの二次堆積層(Ta-a-と呼称）を挟んで表土I層と表土Ⅱ盾とに細分され、

遺構は両層にあった。遺構数・規模はOB層に較べると極めて劣る。しかし、遺構の種類はOB層と

かわらない。また、 OB層において遺構が密集していた地点は、表土層においても遺構が密集してお

り、Ta-a降灰という自然災害を受けた後も不活発とはいえ同様に遺跡形成がなされていた。

遺物も遺構と同様な傾向をもつ。染付、陶器、煙管、鉄製品などの和産物とアイヌ民族の自製品で

ある火打石、小刀の柄などの木製品が出土した。
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図Ⅳ－1 遺構分布図
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Ⅳ表土層の調査

2遺構とその遺物（図Ⅳ－1）

表土Ⅱ層からは、建物跡1軒、立杭列2列、杭穴列6列、灰集中8カ所。表土I層からは、灰集中

2カ所、炭化物集中1カ所を検出した。遺構はc-66-08を中心とした225㎡の範囲に集中する。遺

構数はOB層と較べると非常に少なく、炭化物集中・灰集中の規模も灰集中11を除くと、平均0.2811f

と小さい。不活発な遺跡形成がなされたと推測できる。遺物数の少なさも遺構数と相応している。
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／
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図W-2 建物跡1と周辺の立杭列
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2遺機とその遺物

（1）建物跡（図Ⅳ－2．4、表Ⅳ－1 ．5、図版12－1）

建物跡1 中心位置: c-66-09-d 規模：約14.711f

標高4.5～5.0mの傾斜変換部分に位置する。長辺は約4.9m、短辺は約3.0mの長方形で、長軸は北

西一南東をむく。立杭8本によって構成されている。二辺の長辺のうち斜面下側には立杭列が確認で

きなかった。

T323(Tは立杭の頭文字、Tと数字で立杭番号を表す｡)とT8を結ぶあいだの立杭は検出できな

かった。柱はいずれも丸木材で、尖端形は、切裁面ｶﾖ多面の尖頭状（尖端形分類ア）と切裁面が多面

の偏尖頭状（尖端形分類イ）である。樹種はコナラ属、ハンノキ属、カパノキ属である。

建物内には灰集中3．4があり、長辺に沿って灰集中6がある。灰集中3は建物跡の中心に位置し、

同じ長軸をもつ。この状況は平成元年度調査のH－1にともなった炉のHF-2と同じである。また

灰集中3からは炭化した完形のアサが1点検出されている。灰集中3は建物跡1に伴われた炉であろ

うか。灰集中4．6にはそういった規則性はみられない。

以上より、建物跡1は地床炉をもち、長辺の片側が開いている構造の建物であるから、住居ではな

く、作業や仮収納などに使われた小屋のようなものであろう。

（2）立杭列（図Ⅳ－1 ．2、表Ⅳ－1）

立杭列とは検出時において、横木などの付属する材が伴わなく、かつ直線的な配列として捉えられ

た遺構のことである。従って、立杭列にはいろいろな用途が存在したはずで、例えばサケなどの干し

場、幣棚などがあろう。

立杭列1 ：標高5.6m、等高線に並行。立杭3本、全長2.7m｡ 3本のうち2本の尖端形は分類イで、

カバノキ属が使用されている。
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杭穴列6

P
9

40

9 5価

、 9p

図Ⅳ－3杭穴列と杭穴分布図
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Ⅳ表土層の調査

立杭列2 ：標高5.0～5.5m、等高線に並行。建物跡1付近にある。立杭3本、全長41m｡ 2本ともコ

ナラ属が使用されている。

（3）杭穴列（図Ⅳ－3，表Ⅳ－2）

杭穴はOB層上面で確認した。いずれの杭穴にも覆土にはTa-aが含まれていた。杭穴列1を除

くと杭穴の径の平均は8cmである。

杭穴列1 ：標高5、5～5.6m、等高線に並行する。立杭列1付近にある。全長3.6m・径の平均は16.8cm

と大きい。

杭穴列2 ：標高55m、等高線に並行する。杭穴列1付近にある◎全長4.0m・径の平均は8.0cm｡

杭穴列3 ：標高4.5～5.0m、等高線に並行する。杭穴列4付近にある。全長2.2m・径の平均は75cm・

杭穴列4 ：標高4.5m、等高線に並行する。杭穴列3付近にある。全長4.5m・径の平均は7.0cm・

杭穴列5 ：標高4.5m、等高線にやや並行する。全長25m・径の平均は7.0cm・

杭穴列6 ：標高40m、等高線に並行する。杭穴4ケ所、全長1.5m・径の平均は9.75cm。

（4）その他の立杭と杭穴（図Ⅳ－1 ．3 ．4、表Ⅳ－5、図版12－1）

表土層で上端部を確認できたのは、36カ所である。いずれも杭頭は腐朽し、残存しておらず、層中

のどの面から打ち込んでいるか確認できない。しかし、残存している上端が、地面より上に出ていた

と考えられるので、杭が打たれた時期は、上端部を確認した面よりも下位になることはない。以上よ

り、上端部を確認した面が立杭の所属する時期と考えてよい。

立杭の分布は、c-66-08を中心とした225㎡の範囲に集中する。標高4.0m～5.0mの斜面裾部に集

中する。杭穴は標高5.5m～7.0mの斜面に分布する。c-66-07とc-66-17の範囲に分布する。両

者共に配列の規則性はうかがえない。

表Ⅳ－1 建物跡1と立杭列
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表Ⅳ－2杭穴列一覧

備考備考 遺構名 柱穴番号 発握【天 径（、l）径（c、）柱穴番号 発掘医遺構名
ａ

乱

靴

ａ

ｌ

１

１

’

一

●

口

邑

狼

雅

狼
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は

は
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土

土

覆

覆

覆
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瞳土は・I弧-a苧m－b
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０
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ｂ
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表IV-3 灰集中・炭化物集中一覧

長軸・短軸（、） 平面積（nｲ）遺構名 発掘I黄 層位長紬・短軸（、） 平面源（汀i）届位発掘区う産ｷ溝名
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2 遺描とその遺物
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図Ⅳ－4建物跡1 （柱）と配列外立杭
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Ⅳ表土層の調杳

（5）灰集中（図Ⅳ－5～7、表Ⅳ－3．4．6．7、図版1－1 ．12－2～5、カラー図版12－4）

灰集中1 ．2は表土層I、灰集中3．4．6は表土層Ⅱの上部、灰集中5． 7． 8． 9．11は

表土層Ⅱの下部にあり頻繁な遺構の形成がみられる。しかし、それらはOB層の遺構に較べて質・量

ともおとる。Ta-a降下後、層が安定し切っていない時期に、この場所を生活領域にしようとした

ことを示している。

灰集中1 ：標高5.4m、長軸がほぼ東一西の楕円形。灰集中2の脇にある。掘り込みはなかった。こ

の遺構からは角釘（図Ⅳ－7－1）が出土しおり、付近からは炭化物集中1付近のものと同一個体の

産地不明の徳利胴部片や角釘が出土している。炭化種子、魚骨、獣骨は出土していない。

灰集中2 ：標高5.4m、長軸がほぼ東一西の楕円形。灰集中1の脇にある。掘り込みはなかった。こ
c-66-O9 炭化物集中1 -c-66-09

。

q
炭化物集中1
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図Ⅳ－5灰集中1～9．11、炭化物集中1
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2遺椛とその遺物

の遺構からは、炭化種子、魚骨、獣骨は出土していない。

灰集中3 ：標高5.1m、長軸がほぼ北西一南東の隅丸方形。建物跡1に伴う炉。掘り込みはなかった。

この遺構からは鉄製品（図Ⅳ－7－2）や炭化完形のアサ1点、カヤツリグサ科5点が出土している。

灰集中4 ：標高5.1m、長軸がほぼ南一北の楕円形。掘り込みはなかった。

灰集中5 ：標高4.9m、不整形。付近に灰集中7．8． 9がある。掘り込みはなかった。

灰集中6 ：標高5.1m、不整形。掘り込みはなかった。

灰集中7 ：標高47～4.9m、不整形。掘り込みはなかった。付近からは小刀の柄が出土した。

灰集中8 ：標高4.7～4.9m、長軸が南一北のほぼ楕円形。掘り込みはなかった。

灰集中9 ：標高4.7～4.8m、長軸がほぼ南一北のほぼ楕円形。掘り込みはなかった。脇から伊万里染

付碗の破片（図Ⅳ－6－1）が出土している。碗はやや発色の悪い灰青色の呉須で「雪の輪と梅樹文」

を描く。年代は18世紀初め～18世紀第3四半期である。遺構は碗の年代より、Ta-a降下から40年

ほどのあいだに作られたと考えられる。

灰集中11 ：標高4.9m、長ﾘIIIが北西一南東の不整形◎灰集中5の直上に検出される。掘り込みはなかっ

た。この遺構からは、ガラス玉（図Ⅳ－7－1）や火打石（図Ⅳ－6－1）やアサ、オニグルミ、コ

ナラ亜属、ハマナス、キハダ、ヤマブドウなど種子（表Ⅷ－2－3以降参照）やエゾシカ上顎骨、脛

骨が出土している。

（6）炭化物集中（図Ⅳ－5 ．7，表Ⅳ－7、図版12－5）

炭化物集中1 ：標高5~4～5.6m、長軸がほぼ東一西の楕円形。表土I層で検出した。灰集中1 ． 2の

側にある。掘り込みはなかった。この遺構付近からは灰集中1付近のものと同一個体の産地不明徳利

胴部片や角釘（図Ⅳ－7－3）が出土している。炭化したアサ破片2点が出土している。
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図Ⅳ－6遺構の陶磁器。石器
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図Ⅳ－7遺構のガラス製品・金属製品

表Ⅳ－4遺構の陶磁器・石器

図番号 遺物名称I 主な発掘区 遺椛名 ｜点数 備 考

染付碗
一一一一一一一1■■1■■一

火打ち石

一一

１

－

１

一一一

灰架中9
－ー一一一一．■■一一

灰集中11

一

一

ｂ

。
ｂ
一
部

一

一

一

９

－

９

０

－

０

一

一

６

－

６

６

－

６

一

一

ｃ

一

ｃ

一

伊万里復元口径11.0cm
一一一一一－一一一一一一一一一■■､一一一一一一一一一一一一－－－一ﾛ■■－1■■一一一一一一q■■－－－－－－－－q■■1■■q■■ー4■■一■■■一一

珪質頁岩長さ400cm、幅3.04cm、厚さ1.34cm、20.09

１

－

１
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Ⅳ表土層の調査

3 表土層の遺物

（1）陶磁器（図Ⅳ－8，表Ⅳ－8、図版12－6）

胎土は砂っぽく、明黄榿～明赤榿色を呈し、釉は回転ナデ調整を覆う程に厚く施される。暗灰褐色

の蕊灰釉で、一部がやや黄色みがかって白濁している。被熱している。産地不明としたが、これは管

見によると西日本が生産地とは思われないが、どこのものとはいえないという意味である。これは灰

集中l付近より出土した。炭化物集中1付近の破片と同一個体で、計3点である。

（2）石器・石製品（図Ⅳ－8、表Ⅳ－8、図版12－7 °8）

2～5は火打石◎ 4以外は剥片状の薄いものを素材とする｡ 6は片面の中央を使用する。表土層か

らはすり石1点、火打石5点、火打石フレイク12点、礫29点が出土している｡ (鈴木信）

（3）金属製品（図Ⅳ－9、表Ⅳ－9、図版13－1）

4は胴部断面が正方形のカスガイ片である。両先端部を欠損している。 5は小型の角釘片（和釘）

である。頭部を欠損した折釘と考えられる。 6はキセル雁首である。脂返しが大きく湾曲する河骨形

で、補強帯が見られないことから、古泉分類の第Ⅱ類Bである。

（4）木製品（図Ⅳ－10，表Ⅳ-10、図版13-2)

4は上端部の炭化した丸串である。面取り加工により、両端はやや楕円形である｡ 5は罫引線によ

り、短刻が割り付けられた小刀柄である。茎挿入部が割れている。 6は表面から側縁にかけて炭化し

た厚板材である。表面の刃物痕が顕著であり、俎板として使用されたものであろう。
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l 調査結果の概要

V第0黒色土層の調杳
1 調査結果の概要

この暦の遺構数、遺物数は低湿部のなかで最多である。他の層に較べて活発な遺跡形成がなされて

いる。舟着場1カ所、建物跡3軒、立杭列28列、杭穴列3列、双礫2カ所、集石11カ所、灰集中10カ

所、炭化物集中18カ所、砂集中2カ所、貝殻皮集中4カ所、クリ集中1カ所、クルミ集中5カ所、ホ

オノキ集中1カ所、建材集中2カ所が検出された。このような状況はTa-a降灰(1739年、元文4

年）直前まで続くようであり、 OB層上面には大量の遺物が遣存していた。

舟着場はスロープ°を削り出しており、積極的な土木工事はチャシの造営にも比肩する。灰集中10か

らは多くの道具に混じって栽培種子が検出されており、炭化したイネの有桴果（籾のついたコメ）が

出土しており、今までにない状況を呈している。

（鈴木）

2遺構とその遺物（図V-1)

OB層からは、舟着場1カ所、建物跡3軒、立杭列28列、杭穴列3列、双礫2カ所、集石11カ所、

灰集中10カ所、炭化物集中18カ所、砂集中2カ所、貝殼皮集中4カ所、クリ集中1カ所、クルミ集中

5カ所、ホオノキ集中1カ所、建材集中2カ所が検出された。灰集中の規模の平均は灰集中10を除く

と、 1.55㎡である。炭化物集中の規模の平均は044㎡である。遺構は標高40～5.0mの斜面裾部であ

るc-66-08．09．18．19の100㎡の範囲に集中する。遺構数は低湿部のなかでは最多である。他の

層に較べて活発な遺跡形成がなされている。遺物数の多さも遺構数と相応している。

（1）舟着場（図V-2、図版1-2)

c-67-11付近のTa-a除去中に10m四方のくぼみが確認された。遺椛は美沢川上流方向に開口

する「．」字状の掘り込みである。南側には張出しがあり、幅約1m、深さ0.3m、断面「U」字の

満が走る。舟着場スロープの上場の標高は3~5～4.0m、最深部の標高は2.4mである。舟着場スロープ

の掘削はOB層～IB-3層に及ぶ。遺物の出土位置より、水深0.7mはあったと思われる。

Ta-a降灰以降(1739年）に再掘削された様子がないことにより1739年以前まで使用されていた

と推測される。土層断面図によると擦文文化期以前の層であるIB-6層には掘削のあとがみられな

いこと、低湿部において中期以降の擦文土器が多くなることから、使用開始は擦文中期まで遡れるか。

（2）建物跡（図V－3°5．10，表V－1．2･ 10、図版2-1．14)

建物跡2 中心位置: d-67-80-d 規模：約15.2IIf

標高4.0～45mの傾斜変換部分に位置する。長辺は約4.6m、短辺は約3.3mの長方形で、長軸は北

西-1判東をむく。立杭8本によって織成されている。二辺の長辺のうち斜面下側には立杭列が確認で

きなかった。付近には集石11、後述する建材集中2は、この建物跡の付属遺構であった可能性が非常

に高い。建物内に遺構は検出できなかった。

柱は丸木材と割材で、尖端形は、尖端形分類アと切裁面が2面の尖頭状（尖端形分類ウ)、切裁面

が2面の偏尖頭状（尖端形分類エ)、切戯面が1面で切り出し状（尖端形分類オ）で長辺上の立杭に

尖端形バリエーションがある。樹種はコナラ届、ハンノキ属、 トネリコ属である。

舟着場に面していること、長辺の片側が開いている構造の建物であるから、住居ではなく、舟に関

わる作業や舟待ちの休息所などに使われた小屋のようなものであろう。
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2遺構とその遺物
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V第0黒色土層の調査

建物跡6 中心位置: c-66-38-c 規模：約5.611f

標高40～4.5mの傾斜変換部分に位置する。長辺は約3.5m、短辺は約1.6mの長方形で、長軸は北

東一南西をむく。杭穴6本によって構成されている。深さは0.5m前後であった。建物内に遺構は検

出できなかった。

用途は不明であるが、短辺が極端に短いことより他の建物跡とはことなった用途が考えられる。溝

1の端を覆っていることより溝1の覆屋のような使われかたをされた可能性がある。

建物跡7 中心位置: c-67-41-a 規模：約15.2nf

標高4.0～4.5mの傾斜変換部分に位置する。長辺は約5.3m、短辺は約3.6mの長方形で、長軸は北

東一南西をむく。杭穴9本によって構成されている。深さは0.5m前後であった。南西隅の柱穴が確

認できなかった。付近には炭化物集中29．30がある。ここからは栽培種子は検出されていない。建物

内に遺構は検出できなかった。

この建物は平成3年度調査の建材群の南東側に位置する建物で、建材群はこの建物の上部構造だっ

た可能性がある。またおそらく、平成元年度調査の道跡Dの終着点でもある。

以上のことより、住居ではなく仮収納などに使われた小屋のようなものか。

（3）立杭列（図V－3～7，表V－1．3～8，図版2－2．14～16）

立杭列とは検出時において、横木などの付属する材が伴わなく、かつ直線的な配列として捉えられ

た遺構のことである。従って、立杭列にはいろいろな用途が存在したはずで、例えばサケなどの干し

場、幣棚などがあろう。加工は元側がほとんどであることから、枝の股部分を利用した上部構造が想

像される。また、立杭列の間隔。太さなどで用途の違いがあるように思われる。

樹種はコナラ属3割強、ハンノキ属3割弱で、あわせて6割を占め、クマシデ属も多い。いつぽう、

建材はコナラ属が半数近くを占め、次にカエデ属が比較的多く、ハンノキ属は少ない。丈夫な構造を

求めるものには径の大きなコナラ属やカエデ属がつかわれ、ハンノキ属・クマシデ属は、建材として

は使われなかったようだ。

立杭列3～5 ． 7．11．14～17．24．25は等高線にやや直行し、 3つの群を形成している。そのほ

か立杭列26～28は舟着場の北辺に並行して設けられていることから、舟着場に付随する遺構の可能性

が高い。

立杭列3 ：標高4.3m、等高線にやや直行。立杭4本、全長1.6m・

立杭列4 ：標高4.5m、等高線に直行。立杭3本、全長1.1mo

立杭列5 ：標高4.3m、等高線にやや直行。立杭4本、全長2.0m・

立杭列6 ：標高4.7m前後、等高線にやや並行。立杭4本、全長1.8m｡

立杭列7 ：標高4.3m前後、等高線にやや直行。立杭4本、全長1.9m｡

立杭列8 ：標高4.2m前後、等高線にやや並行。立杭8本、全長2.8m｡

立杭列9 ：標高3.8m前後、等高線に並行◎立杭3本、全長2.8m｡他の立杭列に較べ立杭間隔が広い。

立杭列10 :標高4.0m前後、等高線に並行。立杭3本、全長1.6m・

立杭列11 ：標高4.6m前後、等高線に直行。立杭4本、全長1.1m｡ 2本に添木がある。

立杭列12：標高4.8m前後、等高線に並行。立杭5本、全長1.6m｡

立杭列13：標高5.0m前後、等高線にやや並行。立杭5本、全長1.8m｡

立杭列14：標高5.0m前後、等高線にI貞行。立杭3本、全長0.4m｡ほかの立杭列に較べて全長が極端

に短く、径が太い。まったく異なった用途があったのであろう。

立杭列15：標高4.7m前後、等高線に直行。立杭4本、全長0.6m・ほかの立杭列に較べて全長が極端
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2遺構とその遺物
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V第0黒色土層の調査
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2遺構とその遺物

に短い。これもまったく異なった用途があったのであろうか。

立杭列16：標高4.7m前後、等高線に直行。立杭6本、全長1.5m・ほかの立杭列に較べて並びが蛇行

している。これもまったく異なった用途があったのであろうか。

立杭列17：標高4.6m前後、等高線に直行◎立杭4本、全長0.8m◎他の立杭列に較べ全長がやや短い。

立杭列18：標高4.3m前後、等高線に並行。立杭4本、全長2.8m・他の立杭列に較べ立杭間隔が広い。

T141はホゾ穴のある材の転用◎

立杭列19：標高4.2m前後、等高線に並行。立杭6本、全長2.3m｡他の立杭列に較べ並びが蛇行して

いる。これもまったく異なった用途があったのであろうか｡T138はホゾ穴のある材の転用○

立杭列20：標高4.2m前後、等高線に並行。立杭3本、全長1.4m･

立杭列21 ：標高4.4m前後、等高線にやや並行。立杭3本、全長1.2m・立杭列22に並ぶ。

立杭列22：標高4.4m前後、等高線にやや並行。立杭3本、全長1.1m・立杭列21に並ぶ。

立杭列23：標高4.6m前後、等高線にやや並行。立杭3本、全長09m・

立杭列24：標高4.6m前後、等高線に直行。立杭4本、全長1.1m･

立杭列25：標高4.7m前後、等高線に直行。立杭5本、全長2.3m。割材が多く使われる。

立杭列26：標高3.5m前後、等高線に並行。立杭7本、全長4.2m｡立杭列27･28に並ぶ。

立杭列27：標高3.5m前後、等高線に並行。立杭3本、全長1.4m・立杭列26･28に並ぶ。

立杭列28：標高3.5m前後、等高線に並行。立杭3本、全長1.4m｡立杭列26．27に並ぶ。

立杭列29：標高4.2m前後、等高線に直行。立杭4本、全長1.9m｡建物跡2との関連はない。

（4）杭穴列（図V-10、表V-10)

杭穴列7 ：標高3.8～4.0m前後、等高線に直行。杭穴2個、全長1.2m・建物跡6、溝1との関係は確

かではないが、なんらかの関連はあるものと思われる。

杭穴列8 ：標高3.4m前後、等高線に並行。杭穴3個、全長1.0m・建物跡7のそばにあり、杭穴列9．

建物跡7と並ぶ。

杭穴列9 ：標高3.4m前後、等高線に並行。杭穴2個、全長1.0m・建物跡7のそばにあり、杭穴列8．

建物跡7と並ぶ。

（5）その他の立杭と杭穴（図V－1 ．8～10、表V－9、図版16．17）

OB層で上端部を確認できたのは、 173カ所である。いずれも杭頭は腐朽し、残存しておらず、層

中のどの面から打ち込んでいるか確認できない。しかし、残存している上端が、地面より上に出てい

たと考えられるので、杭が打たれた時期は、上端部を確認した面よりも下位になることはない。以上

より、上端部を確認した面が立杭の所属する時期に近接する。立杭の分布は標高4.0m～5.0mの斜面

裾部に集中し、灰集中、炭化物集中、立杭列の分布に重なる。杭穴は標高5.5m～7.0mの斜面に分布

する｡c-66-07とc-66-17の範囲に分布する。両者共に配列の規則性はうかがえない。

表V-10杭穴列一覧
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V第0黒色土層の調査

（6）建材集中（図V-11～21、表V-11．12、図版18～23、カラー図版7-1)

建材集中は長さが1m以上の大型の部材で構成されており、建造物の倒壊した状況を示している。

建材集中2 中心位置; d-67-91-a 規模：南北5m×東西10m

舟着場の東側、建物跡2の南東側、建材集中3の東側に位置する。標高3.5m～40mの斜面裾の平

坦部に、長さが1m以上の大型の部材が68本検出された。家屋の建材と考えられるものがほとんどを

占める。上端部に受け部構造をもつ柱材（掲載番号31～33．41～44）や上端部は欠失していて不明で

ある柱材（掲載番号45）や桁・梁材（掲載番号35～37．47～49）があり、また、 3.8m前後の長尺の

建材（掲載番号40）は、棟木材と考えられる。そのほかには径の細い垂木材状の建材が散在している。

構造は平成3年度調査のA-地区の建材群と比べると梁や桁のしっかりしたものに欠けるので、

A-地区の建材群よりも小規模な建物が想定される。

以上より、建材集中2は、舟着場に面していること、構造が小規模なこと、高床式倉庫梯子片（掲

載番号39）が出土していること、魚突鉤鐇の棹が2本出土していること、建物跡2の南東側に位置す

ることから漁携に関係する倉庫で建物跡2に付随していた可能性が高い。
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2 遺構とその遺物

建材集中3 中心位置: c-67-10-b 規模：南北5m×東西10m

舟着場の北側、建材集中2の西側に位置する。標高2.5m～3.5mの舟着場の北側スロープに、長さ

が1m以上の大型の部材が77本検出された。家屋の建材と考えられるものがほとんどを占める。上端

部に受け部構造をもつ柱材（掲載番号50｡53．54．57)や上端部は欠失していて不明である柱材（掲

載番号58）や桁・梁材（掲載番号55．56）がある。

そのほかには短く、両端が欠失した建材が、多数散在している。これらは建材集中2と比べると数

が多い。径の細い垂木材状の建材はほとんどみられない。

構造は建材集中2と比べると受け部構造をもつ柱材が少なく、梁や桁のしっかりしたものに欠ける。

また、径の細い垂木材状の建材はほとんどみられないことからしっかりとした屋根をもっていなかっ

たことが考えられる。

以上より、建材集中2のような倉庫ではない4本柱の小規模な建物が想定される。また、建材集中

3は、舟着場に面していること、建物跡2の南西側に位置することから建物跡2．建材集中2に付随

していた可能性もあるが、構造が異なることから別個の用途があったのではないだろうか。
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V第0黒色土層の調査
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2遺構とその遺物

』
り

~
○

『

八

ｍ

Ⅱ

Ⅱ

0
川一⑤ ~

~~
１

１

１

１

１

。 ⑤

○
さ）

I

0

○一〃－
剛
~

'’ Ｉ上
且
Ⅱ

20

|’I ◎
。○一

534 36 37

0－4

、

図V-14建材集中2 (建材2)

63



V第0黒色土層の調査
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2 逝樅とその泄物
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V第0黒色土層の調査
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2遺構とその遺物
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2遺構とその遺物
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V第0黒色土層の調査

（7）双礫（図V-22o23、表V-13)

双礫は2カ所検出された。標高4.0m～4.5mの斜面裾部分に1カ所、標高3.5mの低い部分で1カ所。

双礫は、他の遺構の近くに検出されることはあまりなく、どちらかといえば単独で出土することが多

いために、その用途はいまだ不明である。

今迄の報告済みの双礫の形態はほとんどが扁平な転礫であった。双礫1は扁平な転礫であったが双

礫2のひとつは棒状楕円礫である。大きさは、双礫2の片方が小さく、それを除いた平均568gであ

り、 IB-1層の平均12809の1/2以下である。石質は双礫1が2個とも片麻岩である。以上が今

回報告の双礫の平均像である。

双礫2は上述の平均像と大きさ、形態、重量、石質の点で相違が目立つ。このような例はIB-2

層で2例、 IB-3層で1例みられる。

（8）集石（図V-22･23、表V-13．14、図版2－3．4 ･24)

集石は11カ所検出されたo IB-1層で40カ所、 IB-2層で30カ所、 IB-3層で35カ所であり

低湿部のなかで最少である。木製品やほかの遺物の数はOB層が最多であるのと異なっている。舟着

場の北スロープ°付近と灰集中10の西側に多く検出された｡ IB-1層～IB-3層の集石は住居遺構

のそばに分布する傾向があった。 OB層においては集石11,集石13にその傾向がうかがえる。しかし

その他は住居遺構の近くに分布することはない。

集石の状態には大きく分けて2種類あり、分布のありかたも異なる。

ひとつは礫と礫が密集している集石である。この範晴にはいる集石は、集石4 ･10．11．12･15｡

16．17．18．19である。さらに密集型集石は、個数が10個未満の少数型集石と個数が10個以上の多数

型集石に分かれる。少数型集石の範嶢にはいる集石は、集石4．12．15．18．19である。多数型集石

の範嶢にはいる集石は、集石10．11．16．17である。もうひとつは、緩やかに集まっている集石であ

る。この範晴にはいる集石は、集石13.14である。

IB-1層において、疎散型集石のなかでの細分の可能性を以下のように指摘した。個数が10個未

満の集石と個数が100個以上の集石があり、疎散型集石の個数の範囲は10個以上100個未満が普通であ

る。 OB層においても疎散型集石の傾向は変わらない。

図V-23-7は集石13の砥石である。極細粒砂岩で1主面と1側面は非常によく使用されている。

その他の2面には使用痕はあるが疎らである。

（9）灰集中（図V-24～37、表V-14～22｡24･25、図版24～30)

灰集中10（第1灰層） 。12．13はOB層上面、灰集中10(第2灰層） ・15･ 17｡18･19．20はOB

層上層、灰集中14．16はOB層下層である。灰集中はTa-b降下後のOB層下層には少なく、上層

以降に頻繁な遺構の形成がみられる。Ta-a降下直前まで遺跡内の活動が活発だったことがわかる。

低湿部における灰集中の増加傾向は各集中の増加傾向と同じくIB-1層のころから始まる。

灰集中10（図V-25～36、表V-14～22、図版3、カラー図版7-2)

第1灰層と第2灰層は同じ傾向を持つことから、同じ性格の遺構であることがわかる。道具、灰、

穀物、魚介類、獣類を送った遺構である。

灰集中10 (第1灰層） 中心位置: c-66-08-b 平面積: 13.29IIf

標高5.5～5.7m、ほぼ隅丸方形。Ta-a除去後マウンド状の盛り上がりとして確認した。純灰層

と混灰炭化物層の互層によって構成されている。遺構表面の遺物は測点して取上げ、そのあと50cmx

50cmで土壌ごと取り上げた。採取した土壌は水洗選別とうローテーションを併用した。その結果、純

灰層と混灰炭化物層の両者からは伊万里染付碗、火打石、火打石フレイク、ガラス製品、金属製品な
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V第0黒色土層の調査
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2遺構とその遺物

I

＋炭20

４

１

／

砂

、

“/／/

沙
ホオノキ1

．

④
○ｸﾙﾐ‘ 仮ら

○ｸﾘ＊

供67_針

○
匙十

貝4

０３
〕

灰

９
へ
い
。

睦
○

/‘~．、 OB層上層 国

0 2．5m
I I I I I I

図V-24各集中細分層別分布図

79



V第0黒色土層の調査
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2 遺構とその遺物

右上段は火打石、右下段は陶磁器

左上段は火打石フレイク、左下段は礫(カッコは礫片）
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V第0黒色土層の調査

図V-28灰集中10の金属製品（鉄製品）分布区

I

1

図V-29灰集中10の金属製品（銅製品等）分布図
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2遺構とその遺物

どが出土している。また、栽培種子8種、野生木本種子16属、野生草本種子7科、 17属、貝魚類（淡

水・鰔水産)、獣骨が炭化・未炭化で検出された（詳細はⅧ章－2 ．3節参照)。

灰集中10 （第2灰層） 中心位置: c-66-08-c 平面積: 9.061rf

標高5.3m、ほぼ隅丸台形。第1灰層調査後、 OB層調査中にマウンド状の盛り上がりとして確認

した。第1灰噌と第2灰層は一部OB層を挟んでいるため遺構形成に時間差がある。しかしながら、

同一包含層内であること、両者がほぼ重なることから、新たな遺構名を付さなかった。第1灰層より

もやや薄い純灰層と混灰炭化物層の互層によって構成されている。遺物は50cm×50cmで土壌ごと取り

上げた。採取した土壌は水洗選別とうローテーションを併用した。その結果、純灰層と混灰炭化物層

の両者からは火打石、火打石フレイク、金属製品など出土している。また、栽培稲子7種、野生木本

種子14属、野生草本種子6科、 13届、貝魚類（淡水・鰄水産)、獣骨が炭化・未炭化で検出された

(詳細はⅧ章－2 ． 3節参照)◎遺物の種類。量は第1灰層に比べると少ない。

遺物の分布？第1灰層について

垂直分布については前述したように純灰層と混灰炭化物層のl,lj層から検出されており特定の遺物が

特定の層から出土するということはなかった。水平分布についても同じ傾向がある。

また、灰集中10の範囲外からもこの遺構に関係していたと思われる出土状況を示す遺物が出土して

いる。これは、灰集中10の範囲が灰の濃いところを目安に線引きされたので、物送り場としては範囲

が広がっているものと思われる。

伊万里染付碗は北東隅に2点出土していが、接合破片の主体は遺構外にある（図V-43参照)。火

打石、火打石フレイクと礫は北東部に集中する傾向が、ガラス製品は遺構の周縁に、鉄製品はやや中

央に満遍なく、非鉄金属は東側に出土する。種子ではイネと雑穀の分布が少し異なり、食用・薬用植

物は量も多く満遍なく出土する。貝魚類・獣骨は遣椛の中央に多く出土する。

遺物について（図V-30～36,表V-14～21、図版24～29、カラー図版12-1)

陶磁器

3は伊万里染付碗。灰色がかる藍色の呉須で外面は、割筆の「二重網目文｣、外底面は「渦福」内

面は「網目文｣、内底面は「菊花」を描く。年代は17世紀末～18世紀第3四半期である。

石器・石製品

8～17は火打石。9． 12°13は剥片状の薄いものを素材とする。9は縦長剥片の転用と思われる。8．

10．11は礫片を使用する。 10はよく使用されて稜はつぶれている。 15は10よりよく使用されて稜はつ

ぶれて丸くなっている。 18は極細粒砂岩の砥石◎全面に使用痕はつくがあまり使われていない。両主

面に敲打痕がある｡ (鈴木信）

ガラス製品（図V-27．31、表V-15、図版25-1)

2点のガラス玉は、第1灰層の南西縁辺部に配置された板材の周辺から出土したo 2は無色半透明

のビーズで、ややつぶれた丸形である。 3は4片に割れて出土した。風化して白色となった丸玉と考

えられる。しかし、多孔質的箇所が見られることから骨角製の則能性もある｡ (田口尚）

骨角製品(EIV-27｡31、表V-16、図版25-1)

1は獣骨製のやや扁平な平玉である。径5mmの孔が穿孔されている｡ 2は半損した環状装飾品の破

片である。髄甲製と思われる。表裏に三螺子蛇目紋が刻まれ、文様が一面に6個配置されていたと推

測される。根付けであろうか。3．4は矢中柄（マカニッ）片であり、裏面は茎部上から尖端部付近ま

で、浅い溝状に凹んでいる。 3の尖端部はわずかに破損しているが、矢（鍼）の装着のための扁平な

削りがみられる。胴部断面は三角形で、茎部断面は丸形である。茎部には矢柄装入による摩耗痕が認
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2遺構とその遺物

められる。 4の尖端部は折剥がれたように欠損している。胴部断面はつぶれた三角形である。茎部先

端はつぶれて欠損しているo 3．4はともにシカ中足骨製である。 5は上部を欠損した獣骨製の針

(ケム）片である。中央断面は長方形である。 6は魚突鉤鈷台（マレク）の先端部に装着される石突部

と考えられる。断面は楕円形であり、開口部径13.5mmの孔が貫通している。上部や下部周辺には刃物

による削痕が残る。上端部には使用時の打撃痕及び摩耗痕が見られる。シカ角製である。錨台先端の

保護用キャップであろうか。鉄製魚突鉤尖端の保護との見方もある。なお、平成3年度(j鯉調報83)

には、石突保護具を装着していたとみられる魚突鉤鐇台が出土している。劣化の著しい骨角製品には

パラロイドB72を塗布し、強化した。 （田口尚）

金属製品（図V-28･29･32～35、表V-17～20、図版25-2～29-1)

灰集中10から出土した金属製品の多くは、水洗選別及び浮遊選別によって検出された。平成4年度

出土金属製品の60%以上が灰集中10から出土しており、遺跡全体で最も各種金属製品が密集する地点

である。金属製品は灰集中10のほぼ全域に分布し、周辺にも分布が広がっている。ただし、材質によっ

てやや異なった分布を示している。鉄製品は製品の種類を問わず灰集中の中心部に分布するものが多

く、銅製品では灰域の縁辺部から出土しているものが多い。銭貨は灰域の東側に分布が偏っている。

この地点において、各種生活用具とともに「物送り」（イワクテ）されたと考えられる。

7．8は鉄鍋の胴部小破片である。 8の縁辺は整形されており鉄擁として使用された可能性がある。

9は柄孔式の鉄斧である。刃先端部は弧状の凸形で、緩やかに|幅広となる。表面の刃部側には6本の

短い刻み列と3本の樋があり、裏面には6本の樋が刻まれている。柄装着孔は刃部側に向かって細い

台形である。刃幅が狭く、柄孔が細長く大きいことからヨキ（与岐）である｡ 10～21は刀子（マキリ）

である。 10～12は切先片である｡ 12の切先は切出しナイフ状に細長く、棟が叩きつぶれている。イナ

ウケマキリであろうか。 13～21は茎片である。21は刃部から刃区部分が折りたたまれるようにつぶれ

ており、目釘孔から折損している。 17．21は鎌片の可能性がある◎22は刀茎部と考えられ、折りつぶ
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V第0黒色土層の調査
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V第0黒色土層の調査

I I I . I 1

リ W
I I I I I I I

○95 0 96

l l l l

1l l l l

o !00 'd

1 1

脚 ~
ロー

ロー

97 ロ98

i I

1~－

1 1 1 1

口 99

､剛
~

94

a 102

匿う 101

｜ I1－1

l l

〔二7 108

④

冊”○

糊
口103

､ 川
叫
１
劃
Ｈ
Ｍ
Ｊ
ｋ
Ｉ
、

Ｌ

ｌ

Ｊ

ノ

ー

○ｰ

‐

~ ~

~

~

｜
h

1 104 ？

| _l l l

O107
l 1 1 1

剛
－109

1 1 80

図I
I I Il

く． 110

こ．
~

~

105 106
I ’

争

”

１
１１１

－

１
－

Ｏ

孝

一

４

曇
Ⅷ

一

～

ノ

亀
弓

一

３１

－

１

柘

霞
一

一

§

動
ゞ

》

一

一

職
一

参’~
Ｉ
’ 115

２

回
‐
畠
‐
○

１

１
１

－

一

｡

＠ 三で秀迂重皇
一一

４２

－

－

１

皿

一
一
一
一

’

○
I

120

○1,9
一一

~

一

一

、

、

~

118
l l " i l

121

-06 ノー⑧白
0 125 126

l l

罰園 『|▽、

128
／ ’27

－

鯛、ロ
ェー132 － 133

ー

|醐開I1""ざし,~亀
診-脚。

－ 131

‐6－ 。－ 129 －130

脚~~'x '_淵種 Q#､-C｣"L:11

134 － 135 o－

図V-34灰集中10の金属製品(3)

U

43

Dqn

I O I 8 1 1
－－－

1 0 0 8 1 1
1 －－－

88



2 遺構とその遺物
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図V-35灰集中10の金属製品(4)

れている。目釘孔が2カ所ある｡23･24は魚突鉤鐇（マレク）の尖端部破片である｡ 25～33は釣針片

である。25の尖端には逆刺しが作出され、器厚が薄い。24～33の断面は方形であり、26．30．32の基

部は糸を縛るために折り叩かれ肉厚となっている。34から51は縫針片である。39｡40･44～51は尖端

破片である。針には34～38のような丸針と39～50のような角針がある。39の基部は扁平であり、糸孔

があるo36にも径07mm前後の糸孔がある｡52～63はカスガイである。 52～58は胴部断面が角形とな

るものである。59～63は胴部断面が平角となる、平カスガイである。火打金の可能性もある。62．63

は両脚部の折れたものである。64～102は角釘（和釘）として一括した。完形のものは少ないが、頭

部形態や断面形により、折釘（64～76)、角釘（75°77～80．82)、平釘（103～105)に分けられる。

折釘の折部は胴部よりも肉薄の平折釘となるものが多い｡ 106は丸棒の先端をつぶしたタガネ状のも

のである。 107は角棒状の鉄片、 108は平角状の鉄片、 109･ 110は小さく平らな鉄板片である。 111～1

14は腐食が著しく鉄片としたが、鉄鍋片の可能性もある｡ 115は薄い銅製の矢（雛）である。返しが

付き、有茎である。 116． 118は三所物と呼ばれる刀装具のうちのふたつである。 116は細密な龍文様

の目貫、 118は表面に七宝紋が彫金された笄片である。 117は行器（シントコ）脚に付けられた四つ菱

紋の飾金具である。 119～120. 122はキセル雁首である｡ 119･ 120は脂返しが大きく湾曲する河骨形

で、灰落しのための背面のつぶれが顕著である。 119の火皿上面観は三角形である。 2点とも補強帯

が見られないことから、古泉分類の雁首第Ⅱ類Bに相当する。122は火皿部を欠損している。121.123.

124はキセル吸口である｡ 121は肩を持たない、古泉分類の吸口第Ⅱ類Bに相当する。 123は吸口側の

胴金（肩）と考えられ、古泉分類の吸口第I類Bの一部であろうか。 124は吸口末端部の破片である。

125～127は環状の銅板片である。 128～133.135は銅板片であり、 130． 131 ． 133．135の上部は屈曲

し細長い。小刀等の縁金具であろうか｡ 134は多角形で挟りがある飾金具である｡ 136は二本の細い針
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V第0黒色土層の調査
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2 遺構とその遺物

表V-14灰集中10・集石13掲載陶磁器・石器・石製品

遺構名図番号 遺物名称 層名 備考主な発掘区

c-66-08-a,d-66-
89-d

伊万里 復元口径10.2cm器高51Cm 10点接合染付碗 灰集中lO 第一灰層3

砥石 集石13 砂岩 長さ16.78cm,幅7.00cm,厚さ3.80cm,6019OB層7 c-67-00-c･d

火打ち石 灰集中10 第一灰層 チャート長さ2.51Cm，幅2.13cm，厚さ1.55cm､9.898 c-66-08-c

珪質頁岩長さ4.76cm、幅2.66cm,厚さ1.43cm， 14.9g

チャート長さ3.05Cm，幅1.96cm､厚さ1.25cm、 8.29

火打ち石 灰集中10 第一灰層9 c-66-08.d

火打ち石 灰集中10 第一灰層10 c-66-08-a

火打ち石 灰集中1O 第一灰層 チャート長さ2.79cm、幅2.20cIIl，厚さ1.36cm,7.99l1 c-66-08-a

珪質頁岩長さ4.07cm，幅1.52cm、厚さ1.28cm， 6.79火打ち石 灰集中1O 第一灰層12 c-66-08-a

火打ち石 灰集中10 第一灰層 メノウ 長さ3.69cm、幅2.86cm、厚さ1.18cm， 17.3913 c-66-08-a

珪質頁岩長さ3.55cm、幅2.60cm,厚さ2,24cm、 19.99火打ち石 灰集中10 第一灰層14 c-66-08-d

火打ち石 灰集中10 第一灰層 珪質頁岩長さ2.77cm、幅2.05cm、厚さl.91cm， 12.7915 c-66-08-d

火打ち石 灰集中1O 第二灰層 珪質頁岩長さ3.62m，幅1.83cm,厚さ0.89cm,5.3g

珪質頁岩長さ5.80cm，幅3.84cm,厚さ1.60cm,38.99

16 c-66-08-c

火打ち石 灰集中10 第二灰層17 c-66-08-a

砂岩 長さ31.6cm、幅10.9cm,厚さ5.80cm,30509砥石 灰集中10 第一灰層18 c-66-08-c

表V-15灰集中10掲載ガラス製品

遺物名称図番号 図版番号 発掘区 遺物番号 遺構名 長さX幅X厚さ(cm) 備考重量(9) 個数 破数

ガラス玉 灰集中10-41 無色半透明｡ﾋｰｽ玉｡材質分析中。2 25 c-66-08-c 0.40 0.407189 0.32 0. 1 1 1

ガラス玉 灰集中10-10 風化｡4点接合｡白色｡九玉｡材質分析中。3 25 c-66-08-a 7702 1.22 1.22 1.23 1.2 1 4

表V-16灰集中10掲載骨角製品

図番号 図版番号 遺物名称 発掘区 長さ×幅×厚さ(cm)

~50 1 1.50 1 0901．50

遺物番号 遺構名 重量(9) 材質 個数 破数 備考

骨平玉 灰集中10-481 25 c-66-O8-c 3238 l~50 獣骨1.5 1 1

環状装飾品片 灰集中10－112 25 (230) (0.60） 誼甲？c-66-08-a 61 0．80 ( 1．0 ) 三螺子蛇目文。1 1

矢中柄片3 灰集中10-40 5点接合｡中足骨。25 c-66-O8-C (10.60） 0．78 シカ2164 0．67 （ 3．7） 1 5

矢中柄片4 25 c-66-09-d (10.75）3236 0．82 0~55 （2．6） シカ 中足骨。1 I

骨針片 灰集中10－35 25 （3．06） 獣骨c-66-08-a 3237 0．28 （0．2）0．32 1 1

魚突鉤鈷石突部 灰集中10-306 25 c-66-O8-a 1949 2．90 234 シカ 鹿角｡石突保護キャップ‘，1．85 10．1 1 1

表V-17灰集中10掲載金属製品(1 )
図
濡
醜
澤

物
号

週
番

破
数
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
’
１
－
１
．
一
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

個
数
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
－
１
－
１
－
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

保存
処理

遺物名称 分類･部位 発掘区 遺構名 長さX幅X厚さ(qn) 重量(9) 材質 備考

鉄鍋片 胴部7 25 灰集中10-40 (2.10) (2.10) 鉄 [ｽ］c-66-O8-c 197 0.30 （ 3．4 ） NADlO

鉄雌片？ 灰集中10-108 25 c-66-08-3 (2.77） (2.20) 鉄126 0.32 ( 2. 1 ) NADlO

鉄斧(城） 柄孔式9 25 灰集中10-28 金属材質調査。c-66-08-b 14.35 6.41 縦14 3.95 681.0 N即10

刀子片 切先 灰集中10-48 [マキリ］10 25 c←66-08-c ( 1,80) 鉄213 1.48 0.28 ( 1．4 ) NAI)10

刀子片 切先 灰集中10-2311 25 c-66-08-a (2．18） 鉄 [マキリ］156 1．29 0.41 ( 1.8 ) NAl)10

刀子片 切先 灰集中10~4412 25 c-6648-d (2.77） 鉄 [マキリ］202 1.50 0.50 （ 2．7） NAI)10

刀孑片 茎13 26 灰集中10-37 (4~93） 【マキリ］c-66-O8-d 188 0.67 （ 2．5 ） 鉄0.33 NAI)10

茎14 26 刀子片 灰災中10-39 (4.18) [マキリ］c-66-08-d 0.97 （ 2．7 ） 鉄196 0.40 NADlO

刀子片 茎 灰集巾10-1915 26 c-66-08-b (2.52） 鉄 {マキリ］152 0.85 0.24 ( 1.0 ) NAI)10

蕊16 26 刀子片 灰集中10-46 [マキリ］c-66-08-d (6.20) ( 11.2) 鉄17 1.18 0.50 NADlO

刀子片 茎～区17 26 灰集中1O-41 (3.63） (2.12) 2点接合｡[マキリ］c-66-O8-c 201 ( 2.0 ) 鉄0.34 NAI)10

18 26 刀子片 茎 灰集中10-10 2点接合。［マキリ］c-66-O8-a (4.57） 0.84 （4．2） 鉄127 0.54 NADlO

刀子片 塔 灰集中10-45 [マキリ］19 26 c-66-O8-d (5.04） 鉄204 1.22 0.62 （ 7．9） N肥10

20 26 刀子片 諾 灰集中10-25 [マキリ］c-66-08-a (8．10) 鉄15 1.18 0.61 ( 10．8) NAI)10

刀子片 護～区 灰典中10-3221 26 c-66-O8-a (4,98） 跳 嫌?折れⅢlがる。16 2.96 l~57 （ 9．7） NADlO

刀片 鶚22 26 灰集中10-46c-66-08-d (6.36） 2.12 （29．3） 鋏 目釘孔あり｡金属材質調査。32 1.82 NAI)10

魚突鉤話片 先端 灰集中10-1623 26 c-66-08-a (4.32） 3.10 （2．8） 鉄 2点接合｡［マレ’］141 0.50 NAI)10

魚突鉤話片 先端24 26 灰集中10 (5.04） [マレ’］c-66-O8 97 2．13 （9．7） 鉄0．61 NⅢ)10

釣針片25 26 灰集中10~4c-66-08-a ( 1.88) 鉄 1点のみ実禰。119 1.44 0．31 （0．6） N川10

釣針片26 26 灰集中10-30c-66-08-a 鉄171 2.40 1.74 0.80 ( 1.5 ) N川10

灰集中lf38釣針片27 26 ( 1.91 ) (l36)c-66-08-d 192 ( 10 ) 銑0.60 NADlO

釣針片28 26 灰集中10-31 ( 1.57)c-66-08-3 175 （0．8） 鉄2.50 0.56 NAI)10
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V第0黒色土層の調査

表V-18灰集中10掲載金属製品(2)

遺物
番号鑿

図
塞

図版

番号 適構名 長さ×幅×厚さ(m') 重量(9)櫛質鰡
182 灰災中10-32 (2.88) 1.06 0@33 ( 0.7 ) " 1 1

8 灰典中10-1 (3.60) ( 1,49) 0｡57 ( 2.6 ) " 1 1

142 灰典中10－16 (2.20) ( 1,72) 0.36 ( 0.8) " 1 1

130 灰典中10-10 ( 1 70) 0｡86 0.53 ( 0.8) M 1 1

144 灰集中10-16 （1.07） 0．60 0.36 ( 0.2 ) " 1 1

150 灰築中10-18 (743) 0.41 0．35 ( 1.3 ) " 1 1

147 灰典中10-17 (6.48) 0｡40 0｡38 ( 1.0) " 1 1

181 灰典中10-32 (3.55) 0｡15 0｡15 ( 0.2 ) " 1 1

222 灰典中10-39 (0.87) 0,12 0｡12 ( 0.0) " 1 1

233 灰災中10-32 (2.80) 0｡25 0｡15 ( 0.2 ) M 1 6

205 灰築中10-45 (2.76) 0.36 0．21 ( 0．4 ) " 1 1

172 灰築中10-30 (3.40) 0.32 0．27 ( 0.4) " 1 1

124 灰典中10-9 (2.00) 0.30 0．28 ( 0.2 ) " 1 1

132 灰典中10-10 ( 1.28) 0,28 0．24 ( 0.2 ) " 1 1

211 灰典中10-46 ( 1.06) 0,30 0｡26 ( 0.2 ) M l l

199 灰典中10-40 (2.90) 2.69 0.38 ( 0.8) " 1 1

214 灰典中10-48 ( 3.17) 0.21 0.20 ( 0.3 ) M 1 1

221 灰集中10-31 ( 2.53) 0｡25 0.18 ( 0.1 ) " 1 1

136 灰典中10-11 (2.74) 0.50 0.30 ( 0.5 ) " 1 1

151 灰典中10-18 (2.02) ( 1.05) 0.18 ( 0.2 ) " 1 1

200 灰典中10-41 ( 1.82) 0．30 0.30 ( 0.4 ) " 1 1

220 灰典中10-40 ( 1.36) 0.28 0.22 ( 0.1 ) " 1 1

239 灰集中10-40 (0.75) 0. 10 0.10 ( 0.0 ) M 1 1

208 灰集中10-46 4.10 0.85 (2．14) ( 3.1 ) " 1 1

134 灰典中10-11 5.40 0.57 (190) ( 6．O ) " 1 1

194 灰災中10-39 (442) 0｡58 2.07 ( 5.6 ) " 1 2

198①灰災中10-40 (3.24) 0.58 2｡10 ( 2.0 ) ijt 1 1

50 灰災中10-20 (6.90) 0.84 105 ( 9.8 ) " 1 1

91 灰典中10-23 (8.40) 0.85 (143) (20.6) " 1 1

145 灰集中10-17 (5.90) l. 11 ( 1.40) ( 16．8) " 1 1

209 灰集中10-46 (3.03) 0．55 1.85 ( 1.5 ) " 1 1

154 灰典中10-20 ( 2.52) 0｡80 1.44 (14 ) Mi 1 1

235 灰典中10-49 ( 1.55) 0.90 0.45 ( 2.2 ) " 1 4

190 灰典中10-37 ( 1.98) 0.90 0.50 ( 0.9 ) Wi l l

29 灰典中10-17 (5.82) 1.30 0.30 ( 5.8) M 1 1

198②灰典中10-40 (2.09) 0.75 0．40 ( 0.4 ) " 1 1

137 灰典中10-12 ( 1.69) 0．63 105 ( 1.4 ) " 1 1

138 灰典中10-14 (2.30) 1｡11 0｡98 ( 1,6 ) " 1 1

l35 灰典中10-11 (2.36) 0,78 (0.78) ( 1．8 ) Mi 1 1

128 灰典中10-10 (3.03) 0｡50 0,49 ( 1.6 ) M 1 1

186 灰典中10-34 3.70 0.70 0｡41 1.2 " 1 1

215 灰典中10-52 (4.00) 0｡72 1.20 ( 2.4 ) " 1 1

216 灰築中10-54 (3.82) 0,78 1.30 ( 3.3 ) " 1 1

174 灰典中10-31 (4.58) 0．82 0.49 ( 4.5 ) " 1 1

146 灰典中10-17 (5.89) 1.27 0,89 ( 6.2 ) "i 1 1

185 灰典中10-33 5｡72 1. 18 1.60 6.8 " 1 1

224 灰典中10-24 9｡10 1.00 l.13 19.0 " 1 13

96 灰典中10-45 (10.16) 1.32 148 ( 16.9) M 1 1

203 灰典中10-44 (195) 0.90 0.77 ( 4.9) M 1 1

210 灰災中10-46 (3.63) 0,76 0｡60 (46) 鉄 1 1

149 灰典中10-18 (3.24) 0､70 0｡67 ( 1.6) M 1 1

193 灰典中10-38 (436) 066 0.49 ( 1．9) " 1 1

179 灰災中10-32 (3.44) 0.43 0｡34 ( 0.7 ) m 1 1

180 灰典中10-32 (2.78) 0.58 (0.42) ( 1.2 ) " 1 1

161 灰典巾10-25 (3.08) 0.84 0.78 ( 4.0 ) " 1 1

212 灰典中10-47 (4.33) 0.53 0.48 ( 2.0 ) " 1 1

227 灰典中l0 (4.30) 0.86 0.58 ( 4.6 ) " 1 1

226 灰HL中10 （5．46） 0.81 0．80 （ 3．9） 縦 1 1

遺楕名 長さ×幅×厚さ(”） 重量(9) 材質

灰災中10-32 (2.88） 鉄182 1.06 0．33 （0．7）

灰典中10－1 (3.60) 鉄8 （1，49） 0.57 （2‘6）

灰典中10－16 (2.20） （1,72） 鉄142 0.36 （0．8）

灰典中10-10 ( 1 70)130 0.86 （0．8） 鉄0.53

灰典中10-16 （1.07） （0．2） 鉄144 0.60 0.36

灰築中10-18 （7~43） ( 1.3 ) 鉄150 0．41 0.35

灰典中10－17 (6.48） 鉄147 0.40 0.38 ( 1 0 )

灰典中10-32 (3.55）181 （0．2） 鉄0.15 0.15

灰典中10-39 (0.87） 鉄222 0.12 0.12 （0．0）

灰災中10-32 (2.80） 鉄0.25 0．15 （0．2）

灰塊中10-45 （2.76） 鉄205 0.21 （0，4）

灰塊中10-30 (3.40) （0．4） 鉄172 0.32 0.27

灰典中10-9 (2.00) （0．2） 鉄124 0.30 0.28

灰典中10-10 （ 1．28） 鉄132 0.28 0.24 （0．2 ）

灰典中10-46 ( 1.06) 鉄211 0.30 0.26 （0．2）

灰築中10-40 (2.90) 鉄199 （0．8）2．69 0.38

灰典中10-48 （3．17） （0．3） 鉄214 0．21 0.20

灰集中10-31 （2.53） ( 0.1 ) 鉄221 0.25 0.18

灰典中10－11 (2.74） 鉄136 0.50 0.30 （0．5 ）

灰典中10-18

吋一伽

⑫－１

( 1.05) 鉄151 0．18 （0．2 ）

灰典中10－41 （0．4） 鉄200 0.30 0.30

灰典中10-40 （ 1．36） ( 0.1 ) 鉄220 0.28 0．22

灰塊中10-40 （0．75） （0．0） 鉄239 0.10 0.10

灰集中10-46 (2.14) ( 3.1 ) 鉄208 4.10 0.85

灰塊中10-11 (190) ( 6.0 ) 鉄134 5.40 0.57

灰災巾10-39 (4~42） 鉄194 0.58 2.07 （ 5．6）

198@ 灰典中10-40 （3.24） 鋏（ 2．0）0．58 2.10

灰典中10-20 （6．90） （ 9．8） 鉄50 0.84 1．05

灰典中10-23 （8.40） (143) (20．6） 鉄91 0.85

灰集中10-17 (5.90) （ 1．40） (16．8） 鉄145 1．11

灰典中10-46 (3.03） （ 1．5）209 0.55 1.85

灰典中10-20 (2．52） （ l~4） 鋏154 0．80 1．44

灰典中10-49 鉄(1．55） （2．2）235 0.90 0.45

（0．9）

灰災中10-17 （5.82） （5．8） 鉄29 1.30 0.30

198@ 灰塊中10-40 (2.09） （0．4） 鉄0.75 0.40

灰災中10－12 ( 1.69) ( 1.4 ) 鉄137 0.63 1．05

灰典中10-14 (2.30） （ 1‘6） 鉄0.98138 1．11

灰典中10－11 鋏(2.36） (0．78） ( 1.8 )135 0.78

灰典中10-10 (3.03) 鉄（ 1．6 ）128 0.50 0．49

灰典中10-34 鉄186 3.70 0.70 0．41 1.2

灰典中10－52 (4.00) 鉄（ 2．4）215 0．72 1.20

灰集中10-54 (3.82） （3，3） 鉄1．30216 0．78

灰典中10-31 (4.58） （ 4．5 ） 鉄0.82 0.49174

灰雌中10-17 (5.89） （6．2） 鉄0．89146 1．27

灰典中10-33 鉄5.72 1.60185 1．18 6.8

灰典中10-24 鉄224 9.10 1.㈹ 1．13 19.0

灰典中10-45 (10.16） （16．9） 鉄96 1.32 1.48

灰典中10-44 (195) 0．77

灰典中10-46 鉄(3.63） （4~6）210 0.76 0.60

灰典中10-18 鉄(3.24） （ 1.6）149 0‘70 0．67

灰典中10-38 (4~36） ( 1.9 ) 鉄0.66 0.49193

灰災中10-32 (3．44） （0.7） 鉄0.43 0.34

180 0.58

灰塊｢1110-25 (3.08） ( 4.0 )0.84 0.78161

灰災中10-47 (4.33） （ 2．0） 鋏0.53 0.48212

灰典''110 (4．30） （ 4．6 ） 鉄227 0.86 0.58

灰碓中10 鉄(5．46） （ 3．9 ）226 0．81 0．80

保存
処理

遺物名称 分類･部位 発掘区 備考

釣針片29 26 c-66-O8-a NAD10

釣針片26 c-66-O8-a30 NADlO

釣針片 c-66-O8-a31 26 NADlO

釣針片 c-66-O8-a32 NADlO

釣針片33 c-66-O8-a N肌10
~

縫針片 [ケム］34 26 c-66-O8-a NAD10

縫針片 [ケム］c-66-O8-a35 26 NADlO

紘針片 [ケム］c-66-O8-a36 26 NM)10

縫針片 51と同一個体の可能性あり。[ケム］c-66-08-d37 NADlO

破片数6点の内3点別個体b[ケム］統計片 c咽6-08-a38 26 NADlO

[ケム］麓針片 c-66-O8-d39 26 NADlO

[ケム］縫針片40 26 c-66-O8-a NADlO

[ケム］縫針片 c-66-08-a41 NADlO

[ケム］範針片 c-66-O8-a42 NAI)10

[ヶふ］縫針片 c-66-O8-d43 NAOlO

[ケム］縫針片26 c-66-O8-c44 NADlO

[ケム］縫針片26 c-66-O8-c45 NADlO

[ケム］縫針片 c-66..08-a46
戸
恥
Ｕ

冗

一

〃

』 NAI)10

[ケム］縫針片47 c-66-08-a NADlO

脚
一
脚

縫針肘48 26 c-66-08-a NADlO

縫針片49 26 c-66-08-c NADlO

[ケム］縫針偶 c-66-08-c50 N川10

37と同一個体の可鰡生あり。［ケム『縫針片 c-66-08-c51 Ⅷ)10

カスガイ片 c-66-08-d52 26 NAI)10

カスガイ片 c-66-08-a53 26 N岨10

2点接合，カスガイ片 c-66-O8-d54 26 NADlO

カスガイ片 c-66-O8-c55 27 N肌10

カスガイ片 c-66-O8-b56 27 Ⅷ)10

魚突鉤話の可能性あり｡金属材質調査。カスガイ片 c-66-O8-a57 27 N岨10

カスガイ片58 27 c-66-08-a N川10

平カスガイ片 c-66-08-d59 27 NADlO

平カスガイ片 c-66-O8-b60 27 NADlO

平カスガイ片 c-66-08-c61 27 NADl(）

621 271平カスガイ片 c-66-08-d NADlO

平カスガイ片 c-66-08-a63 27 NAD10

角釘片 c-66-O8-c64 27 NAD10

角釘片 c-66-O8-b65 NAI)10

角釘片27 c-66-08-b NAD1066

仰釘片 c-66-08-a67 27 NAl)10

角釘片 c-66-08~368 27 NADlO

角釘 c-66-08-b69 27 畑)10

角釘片 c-66-O8-d NADlO70 27

角釘片 c-66-08-c NADlO71 27

角釘片72 c-66-08-a N肌1027

角釘片 c-66-08-a NADl(）73

角釘 c-66-08-b NADlO74 27

角釘 c-66-08-a NADlO75 27

角釘片 c-66-O8-d76 27 NADlO

271角釘片 c-66-O8-d NAD1077

角釘ハ c-66-08-d NAD1078 27

角釘ハ c-66-08-a NAI)1079 27

角釘ハ c-66-08-d NADlO80 27

角釘N c-66-O8-a NADlO81 27

角釘片 c-66-08-a NADlO82 27

角釘片 c-66-O8-a NAD1083

角釘片 c-66-O8-c NADl(）84 27

角釘片 c-66-O8-cc-66-O8-d NADl(）85 27

鮒釘ハ c-66-O8-cc-66-08-d NAI)1086 27

92



2遺構とその遺物

表V-19灰集中10掲載金属製品(3)
図
鍔

図版
番号

保存
処理

遺物

番号

破
数
－
１
－
１
｜
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
一
ｌ
－
ｌ
－
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
’
１
－
１
－
１
－
１
－
１
１
－
１
－
’
’
’
’
１
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
ｌ
－
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
－
ｌ
－
１
ｌ
１
－
２
－
ｌ
－
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
１
１
ｌ
Ⅳ
’
１

個
数
一
ｌ
ｌ
１
－
ｌ
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
－
１
－
１
－
１
ｌ
１
ｌ
１
－
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
－
ｌ
－
１
ｌ
ｌ
－
１
１
ｌ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

遺物名称 分類･部位 発掘区 遺構名 長さ×幅X厚さ(cm) 重量(9) 材質 備考

角釘片87 灰集中10-16 (2.50) 0．65 鉄c-66-O8-a 143 0.32 （ 0．4 ） NAI)10

角釘片88 灰集中10－19 ( 1．09) 鉄 針？c-66-O8-b 153 0.50 0.30 （ 0．2 ） NADlO

細釘片 灰鵬中10-24 ( 1.45) 鉄89 c-66-O8-a 158 0．51 0．41 （ 0．4 ） NADlO

角釘片 灰集中10-25 ( 1.55) 鉄90 27 c-66-08-a 0．36 0.35 （ 0．2 ） 針？162 NADlO

角釘片 灰集中10－4 ( l~35） 鉄91 c-66-08-a 231 0．48 0．50 （ 0．5 ） NM)10

角釘片92 灰集中10-26 (l64 ) ( 0.8 ) 鉄c-66-08~b 167 0．67 0.50 N細10
~~

角釘片93 灰集中10-20 (2．13） 鉄 針？c-66-O8-b 155 0．31 0．32 （0．3 ） NAOlO

角釘片94 灰集中10-9 (2.03) 鉄c-66-O8-a 125 0.74 0.40 （0．4 ） NADlO

角釘片 灰集中10-1095 c-66-08-a (2．96） 0.83 （2．3 ） 鉄129 0.70 NADlO

角釘片96 27 灰災中10-26 (2.83） 鉄c-66-08-b 166 0.70 1 0.69 （3．5 ） NADlO

角釘片 灰集中1097 c-66-08-cc-66-08-d <3．01 ） 0.55 ( 12) 鉄228 0.46 NM)10

角釘片 灰奥中10－3798 27 c-66-O8-d (3．47） 0．51 （0.8 ） 鉄189 0.35 NAOlO

角釘片 灰集中10-3999 27 c-66-O8-d (3．70） 0.60 （5．0 ） 鉄195 0.60 N肋10

角釘片100 27 灰集中10-16 (3．95） 鉄c-66-O8-a 140 0．55 0．51 （ 1．8 ） N佃10

角釘片 灰集中10-58101 27 c-66-O8-d (458） （ 6．7 ） 鉄94 0.88 0.74 NAI)10

角釘片 灰集中10-18102 c-66-O8-a (4．07） ( 5.1 ) 鉄148 1．26 0.98 NM)10

角釘片 灰集中10-38103 27 c-66-08-d (3．50） （ 2．9 ） 鉄 2点接合。191 1．07 0．57 NM)10

角釘片 灰集中10-31104 28 c-66-08-a (5．77） 鉄173 1．51 0.53 （ 7．8 ） NADlO

角釘 灰集中10105 28 c-66-O8 鉄219 7.20 1．28 0.65 10.4 NADlO

タガネ片？106 28 灰集中10 (7.87） 鉄c-66-O8-b 30 1．14 0．91 （ 15．1） ノミ？ NAD10

角棒状鉄片107 28 灰龍中10-26c-66-O8-b 165 (6．22） 0.76 （ 14．8） 鉄0.78 NADlO

平角状鉄片108 灰集中10-10c-66-08-a (3．17） 鉄131 1.70 0.95 （ 8．5 ） NADlO

小平鉄板片 灰集中10-26109 c-66-08-b （1．30） 0.65 鉄168 0.26 （0.3 ） NM)10

小平鉄板片 灰集中10-34110 c-66-08-b ( 1.40) 鉄187 0．64 0．27 （ 0．6 ） NAI)10

銅釘 灰築中10111 28 c-66-O8-c 銅22 4．30 0．76 0.70 3.8 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

“t八

球、112 灰集巾10~46c-66-08-d （2．10） 鉄 鉄鍋片？207 2．27 0.53 （ 4．7 ） NADlO

鉄片113 灰集中10-2c-66-O8-a 鉄116 2.01 1．63 0.35 1.5 NADlO
~

鉄片114 灰築中10-25c-66-O8-a 0.90 鉄163 1.00 0.42 0.4 NAOlO
~

銅錐115 28 灰集中10c-66-08-c 24 4.16 1．70 0.03 銅1.2 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

節金具 目WI116 28 c-66-O8-d 灰集中10-45206 3.89 1．49 銅合金 髄文棟。0．52 3.5 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

飾金具 容器脚飾117 28 灰集中10-2c-66-O8-3 銅 1,つ菱紋〔，115 3．39 1．91 0.40 1.0 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

灰集中10笄片118 28 c-66-08-d 銅18 10.84 1．16 0.22 七宝紋。14‘9 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

雁肖119 28 キセル 灰集中10c-66-08-c 23 6.60 2．50 典銭1．55 9.8 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

雁首120 28 キセル 灰集中10c-66-08-d 19 6.65 2.㈹ 1.60 銅6.6 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

121 28 キセル 吸口 灰集中10c-66-08-b 31 7.70 0.91 0．91 銅4.8 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

雁首122 28 キセル片 c-66-O8-a 灰集中10~4 (5,60)11 0.79 0.72 （ 2．3 ） 銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

胴金123 28 キセル 灰集中10-16C-66-O8-a 139 1．80 0．95 0.98 銅1.8 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

キセル片 吸口124 28 灰集中10~4c-66-08-a 217 （1．40） 0．44 0．37 （0‘6 ） 輿論 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

環状銅板片125 28 灰築中10-17c-66-08-a (090)237 0．30 0.05 （0.1 ） 銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

環状銅板126 28 灰集中10-32c-66-O8-a 184 1.20 0．72 0．61 銅0.4 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

環状銅板片127 28 灰集中10-10c-66-08-a ( 1.05)236 0.80 0.05 ( 0.3 ) 鋼 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

銅板128 28 c-66-O8-b 灰集中10-26164 1.49 1.07 鋼0.12 0.7 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

鋼板129 28 c-66-O8-d 灰集中10-5895 銅3‘03 0．82 0.16 1.4 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

細銅板130 28 灰集中10-5c-66-08-b 122 280 0‘52 0.45 鋼0.5 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

細銅板13】 28 灰集中10=27c-66-08-b 170 2.42 0.30 0．61 銅0.2 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

銅板片132 28 灰耀中10-22c-66-O8-a (2.02） (0.80）225 ( 0.7 ) 鋼0.13 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

銅板133 28 灰集中10－20c-66-O8-b 13 1．80 0.54 0.73 銅
一
銅

0.5
｜

岬

ケ
クプ売

り
グ

・

ノ
ー

銅金具134 28 灰集中10-31c－66－08－3 1.06177 1，77 0．35 0．5

銅板片135 28 c-66-08-2 灰集中10-32 (2．20）183 0.63 0.80 （0.2 ） 銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

銅撚針･金片136 28 灰典中10-9c-66-08-a （ l~49） （0．2） 耳飾り［ニンカリ？］。123 0.82 0.20 銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

謂折針金片137 28 灰典中10-31c-66-08-a （ 1.21） （0‘2） 鋼 耳飾り［ニンカリ？］。178 1．87 0.09 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

環状製品片138 28 灰築中10-5c-6508-b （ l~14） ( 0.3 )
八
叫

公
ツ 耳衝り ［ニンカリ?］ ・金属材質調登。121 1.09 0．97 {ﾝｸﾗﾗｯｸ

環状製品片139 28 灰集中10-25c-66-O8-a (0．63） 0．41 ( 0.1 ) 鉛 耳箇り ［ニンカリ?］ ･金属材質調査。160 0．16 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

環状製品片140 28 灰襲中10-24 ( 1.00) 耳筒り［ニンカリ?］ ･金属材質調壷。c－66－08－2 159 0.27 （0.1 ） 鉛･錫？0．17 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

環状製品片141 28 c-66-08-a 灰集中10-3 (2．15）
八
，

４
勺
ア 耳飾I) [ニンカリ?] ・金属材質調査。117 2.05 0.22 （ l~6 ） ｲﾝｸﾗﾗﾌｸ

環状細銅板片28 灰集中10-26 耳飾り［ニンカリ？］。142 c-66-08-b (2.10) (0.99）169 0.24 （0．4 ） 鯛 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ

鉱物塊M3 28 灰集中10-30c-66-08-a 鉱物？ 17点接合｡金属材質調査。229 3‘10 3.00 3.13 （43．1）

煕寧元計144 29 灰策中10-9c-66-08-a 10 2.38 鯛 北宋1068年初釧‘，2‘38 0.11 2.8 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ
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2遺構とその遺物

金を撚ったものであり、ガラス玉等を吊り下げた、耳飾り （ニンカリ）の破片である。 137は2本の

細い針金を折り曲げたものである。 138～141は断面の丸い針金を環状にしたものである。 142は極細

い銅板を環状にしたものである。耳飾り（ニンカリ）の破片であろうか。 143は球状の鉱物塊である。

144～151は銭貨（古銭）である｡ 144は煕寧元宝（北宋1068年初鋳)、 145は永楽通宝（明1408年初

鋳)、 146～149は寛永通宝であり、いわゆる新寛永（1668～1683年鋳造）である。 150は1/4破片で表

に「通｣、裏に不明の背文字がある。 151は1／4破片で表に「資｣、裏に不明の背文字がある。針破片

が多く出土していることから、銭貨は針刺し（チシポ）の錘の可能性がある｡ (田口尚）

木製品。樹皮製品（図V-27･36、表V-21、図版29-2)

灰集中10の標高は、木製品等の残存率の高い標高5.5m(木製品検出はこれ以下）を超えているた

めに良好な木製品等が検出されていない。祭壇あるいは供物台を思わせるような板材や樹皮製敷物が

灰分布の南西から出土したが、脆弱なために取り上げ時に砕片となってしまったらしい。試料が脆弱

なため、樹種同定も難しかった。

60は水洗選別によって得られた炭化した矢筈片である。弦を掛ける部分が「U」字状に挟られてい

る。矢柄側がひとまわり細く加工されており、径が10mm前後ある。炭化により収縮していると思われ

るが、太めの矢柄であったと考えられる。材質はカエデ属の可能性が高い。61は木製発火具のヒキリ

板片である。ヒキリ棒を挿入し、摩擦により炭化したヒキリウスが2カ所確認できる。材質は針葉樹

のヒノキ科である｡62は小刀（マキリ）樹皮製鞘の破片である。二つ折りした2枚のシラカバ樹皮を

重ね、片側を紐で縫い合わせたものである。表面に曲線文様が線刻されている。63は鈎状丸木材片で

ある。枝別れした二股丸木材の交差部を面取り加工している。上部は欠損し、樹皮が残存している。

炭化は見られないが、炉鈎かも知れない。64は両口箸の折れ曲がったものである。65はシラカバ樹皮

を筒状に巻いたものである。上部が炭化しており、燈火用樺皮（チノイェタッ）として使用されたもの

であろう。66は結束固定に使用された細帯状樹皮である。中央に釘を打ち込んだ孔がある。サクラ樹

皮製である。67は上部が腐朽した丸木杭の先である。 7面が丹念に削りだし、鋭角な尖端としている。

（田口尚）

灰集中12：標高5.2m、南北に長い不整形。灰集中13の脇にある。掘り込みはなかった。アサ、 クリ、

スモモ、キハダ、ヤマブドウなど食用の木本は出土しているが、草本はタデ属が1点出土しているの

みである。魚骨・獣‘旨'は出土していない。

灰集中13：標高4.9m、南北に長い不整形。灰集中12の脇にある。掘り込みはなかった。樹皮製品が

出土している（図V-42-68)｡ ヒエ、アサ、オニグルミ、コナラ亜属、ハマナス、スモモ、キハダ、

ヤマブドウなどが出土しているが、草本はタデ科、アカザ科、イネ科が少量出土しているのみである。

ウニ綱？、魚類、哺乳類が少量出土している。

灰集中14：標高4.6m、南北に長い不整形◎炭化物集中14の上位、貝集中3の下位にある。掘り込み

はなかった。木製品が出土している（図V-42-69)｡イネ（有桴果がある)、ヒエ、アワ、アサ、ア

ズキ、オニグルミ、コナラ亜属、ハマナス、スモモ、キハダ、ヤマブドウ、エゾニワトコ、キイチゴ

属などが出土している。力ワシンジュガイ、ホタテガイ、エゾワスレガイ、ニシン科、サケ科、コイ

科、イトヨ、キジ？、哺乳類が出土している。栽培種子・魚類が豊富なことが特徴である。

灰集中15：標高4.6m、東西に長い楕円形。灰集中10(第2灰層）の上位にある。掘り込みはなかっ

た。オニグルミ、スモモ、キハダ、ヤマブドウ、キイチゴ属などが出土している。

灰集中16：標高44m、北西一南東に長い楕円形。掘り込みはなかった。銅製留金が出土している

(図V-42-152)。イネ、ヒエ、アサ、シソ、オニグルミ、クリ、コナラ亜属、ハマナス、スモモ、
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V第0黒色土層の調査

キハダ、ヤマブドウ、キイチゴ属、ヤブマメなどが出土している。サケ科、コイ科、哺乳類が出土し

ている。

灰集中17：標高4.5m、ほぼ円形。炭化物集中21の脇にある。掘り込みはなかった。鉄片が出土して

いる（図V-42-153)｡アサ、オニグルミ、クリ、コナラ亜属、スモモ、キハダ、ヤマブドウ、キイ

チゴ属、ゲンノショウコなどが出土している。サケ科、コイ科の魚類のみが出土している。

灰集中18：標高4.3m、東西に長い不整形。灰集中20の近くにある。掘り込みはなかった。アサ、ハ

マナス、キハダ、ヤマブドウ、キイチゴ属などが出土している。大型の種子は出土していない。サケ

科が出土している。

灰集中19 ：標高4.4m、ほぼ円形。近くに集中はない。掘り込みはなかった。

灰集中20：標高4.4m、北西一南東に長い楕円形。掘り込みはなかった。キビ、 ヒエ、アサ、コナラ

亜属、ハマナス、スモモ、キハダ、ヤマブドウ、エゾニワトコ、キイチゴ属、ゲンノショウコなどが

出土している。貝類、サケ科、コイ科が出土している。

(10)炭化物集中（図V-24･38･39･42，表V-22･24、図版30-1)

炭化物集中4．8．9 ．10．11．12・13はOB層上面、炭化物集中5 ． 6 ･15｡ 16．17．20．21 ｡

29．30はOB層上層、炭化物集中2 ．14はOB層下層である。炭化物集中はTa-b降下後のOB層

下層には少なく、上層以降に頻繁な遺構の形成がみられる。Ta-a降下直前まで遺跡内の活動が活

発だったことがわかる。以上のことは灰集中にもいえることである。出土遺物は炭化物集中に動物遣

存体が少なく、オニグルミ ・コナラ亜属が少ない。一方灰集中は種子がやや少ない。性格にやや違い

があるようである。

低湿部における炭化物集中の増加傾向は各集中の増加傾向と同じくIB-1層のころから始まる。

炭化物集中2 ：標高5.2m、北西一南東に長い不整形。灰集中14がやや近くにある。掘り込みはなかっ

た。未炭化破片のアサ、オニグルミは出土しているが、木本種子・草本種子は1点も出土していない。

貝類、魚類、哺乳類も出土していない。

炭化物集中4 ：標高4.9m、南北に長い楕円形。灰集中12、灰集中13が近くにある。掘り込みはなかっ

た。大型の種子は出土していない。イネ、キビ、未炭化破片のアサ、スモモ、キハダ、ヤマブドウは

出土しているが、草本種子は1点も出土していない。貝類、魚類、哺乳類も出土していない。

炭化物集中5 ：標高4.7m、東西に長い不整形。炭化物集中6、砂集中1，砂集中2が近くにある。

掘り込みはなかった。大型の種子は出土していない。未炭化破片のアサ、ハマナス、スモモ、キハダ、

ヤマブドウなどが出土しており、草本種子はキイチゴ属（1点）などが出土している。貝類、魚類、

哺乳類は出土していない。

炭化物集中6 ：標高46m、北東一南西に長い不整形。砂集中1、砂集中2が上位にあり、炭化物集

中5、炭化物集中15が近くにある。掘り込みはなかった。未炭化破片のアサが多量に出土している。

大型の種子は出土していない。キハダ、ヤマブドウなどが出土しており、草本種子はキイチゴ属など

が出土している。貝類、魚類、哺乳類は出土していない。

炭化物集中8 ：標高4.6m、北西一南東に長い楕円形。炭化物集中9、炭化物集中10が近くにある。

掘り込みはなかった。未炭化破片のアサ、クリ、ハマナス、スモモ、キハダ、ヤマブドウなどが出土

しており、草本種子はタデ科、カヤツリグサ科のみが出土している。貝類、魚類、哺乳類は出土して

いない。

炭化物集中9 ：標高4.4m、南北に長い不整形。炭化物集中8、炭化物集中10が近くにある。掘り込

みはなかった。イネ、未炭化完形のアサ、シソ、クリ、コナラ亜属、多量のハマナス、スモモ、キハ
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2遺構とその遺物
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2遺構とその遺物

ダ、ヤマブドウなどが出土しており、草本種子はキイチゴ属、ウドなどが出土している。貝類、魚類、

哺乳類は出土していない。

炭化物集中10 標高4.6m、ほぼ東西に長い不整形。炭化物集中8，炭化物集中9が近くにある。掘

り込みはなかった。

炭化物集中11 ：標高4.4m、北東一南西に長い楕円形。炭化物集中8，炭化物集中12が近くにある。

掘り込みはなかった。未炭化のイネ、未炭化のイネの願（籾)、ヒエ、アサ、オニグルミ、クリ、多

量のハマナス、スモモ、キハダ、ヤマブドウなどが出土しており、草本種子はキイチゴ属、ソラマメ

属などが出土している。貝類、魚類、哺乳類は出土していない。

炭化物集中12：標高45m、北一南に長い楕円形。炭化物集中11、炭化物集中13が近くにある。掘り

込みはない。アサ、クリ、多量のハマナス、スモモ、ヤマブドウなどが出土しており、草本種子はタ

デ科、カヤツリグサ科のみが出土している。貝類、魚類、哺乳類は出土していない。

炭化物集中13：標高4.5m、北東一南西に長い楕円形。

炭化物集中12が近くにある。掘り込みはない。大型の

種子は出土していない。アサ、ハマナス、スモモ、キ

ハダ、ヤマブドウなどが出土しており、草本種子はタ

デ科、カヤツリグサ科のみが出土している。貝類、魚

類、哺乳類は出土していない。

炭化物集中14：標高4.3m、北西一南東に長い楕円形。

灰集中14が上位にある。掘り込みはなかった。大型の

種子は出土していない。多量のアサ、ハマナス、キハ

ダ、ヤマブドウなどが出土しており、草本種子は多量

のキイチゴ属、ウドなどが出土している。貝類、魚類、

哺乳類は出土していない。

炭化物集中15：標高4.3m、ほぼ円形。砂集中2，炭

化物集中6が近くにある。掘り込みはなかった。大型

の種子は出土していない。多量のアサ、キハダ、ヤマ

ブドウなどが少量出土しており、草本種子は多量のキ

イチゴ属などが出土している。貝類、魚類、哺乳類は

出土していない。

炭化物集中16：標高4.3m、北東一南西に長い楕円形。

炭化物集中17が近くにある。掘り込みはなかった。大

型の種子は出土していない。ヒエ、アサ、シソ、多量

のハマナス、スモモ、ヤマウルシなどが出土しており、

草本種子は多量のギシギシ属、アカザ属、カヤツリグ
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V第0黒色土層の調査

サ科とキイチゴ属などが出土している。サケ科、コイ科、シカ、哺乳類が出土している。

炭化物集中17 ：標高43m、北西一南東に長い不整形。炭化物集中16が近くにある。掘り込みはなかっ

た。イネ（有桴果がある)、ヒエ、アサ、シソ、オニグルミ、サルナシ、多量のハマナス、スモモ、

多量のヤマブドウなどが出土しており、草本種子は多量のギシギシ属、アカザ属、カヤツリグサ科と

キイチゴ属、クズなどが出土している。サケ科、コイ科の魚類のみが出土している。

炭化物集中20：標高4.4m、北西一南東に長い楕円形。近くに集中はない。掘り込みはなかった。多

量の未炭化破片のアサ、コナラ亜属、サルナシ、ハマナス、キハダ、エゾニヮトコなどが出土してお

り、草本種子はキイチゴ属などが出土している。カワシンジュガイ、サケ科、コイ科が出土している。

炭化物集中21 ：標高48m、ほぼ東西に長い楕円形。灰集中17が近くにある。掘り込みはなかった。

アサ、クリ、ハマナス、スモモなどが出土しており、草本種子はタデ属、カヤツリグサ科のみが出土

している。力ワシンジュガイ、サケ科が出土している。

炭化物集中29：標高3.5m、ほぼ東西に長い楕円形。建物跡7の脇で炭化物集中30が近くにある。掘

り込みはなかった。栽培種子・大型の種子は出土していない。ヤマブドウが出土しており、草本種子

は出土していない。サケ科椎体が1点出土している。

炭化物集中30標高37m、北西一南東に長い楕円形。建物跡7の脇で炭化物集中29が近くにある。

掘り込みはなかった。栽培種子・大型の種子は出土していない。ヤマブドウが出土しており、草本種

子はセリ科、カヤツリグサ科が出土している。貝類、魚類、哺乳類は出土していない。

（11）砂集中（図V-24．40、表V-23)

砂集中1 ：標高4.6～5.0m、北東一南西に長い不整形。砂集中2の脇で炭化物集中6の上位にある。

掘り込みはなかった。砂は円磨の進んだ海砂である。

砂集中2 ：標高4.5m、北東一南西に長い不整形。砂集中1の脇で炭化物集中6の上位にある。掘り

込みはなかった。砂は円磨の進んだ海砂である。

（12）クルミ集中（図V-24．40，表V-23、図版2-5 ･ 6)

クルミ集中1 ：標高4.5m、北南に長い楕円形。灰集中10(第2灰層）とクルミ集中3が近くにある。

掘り込みはなかった。オニグルミ果皮が人為的に割られて捨てられたものである。炭化しているもの

は少なく細かく破砕されている。スモモ果皮片も出土している。

クルミ集中2 ：標高4.4m、北南に長い楕円形。クルミ集中3が近くにある。掘り込みはなかった。

オニグルミ果皮が人為的に割られて捨てられたものである。炭化しているものは少なく細かく破砕さ

れている。出土量はクルミ集中のなかで最多である。

クルミ集中3 ：標高4.4m、東西に長い楕円形。クルミ集中1が近くにある。掘り込みはなかった。

オニグルミ果皮が人為的に割られて捨てられたものである。炭化しているものは少なく細かく破砕さ

れている。やや縫合面割れの比率が高い。
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2遺構とその遺物

クルミ集中4 ：標高4.6m、北西一南東に長い楕円形。近くに

集中はない。掘り込みはなかった。オニグルミ果皮が人為的に

割られて捨てられたものである。炭化しているものはなく、縫

合面割れの比率が高い。

クルミ集中5 ：標高4.1m、北西一南東に長い楕円形。ホオノ

キ集中1が近くにある。掘り込みはなかった。オニグルミ果皮

が人為的に割られて捨てられたものである。炭化しているもの

は少なく細かく破砕されている。やや縫合面割れの比率が高い。

スモモ果皮片も出土している。

（13）クリ集中（図V-24･40、表V-23)

クリ集中1 ：標高4.5m、南北に長い楕円形。炭化物集中6が

近くにある。掘り込みはなかった。未炭化の果皮が3.6329検

出された。この量は灰集中10についで多い。

（14）貝殻皮集中（図V-24．40、表V-23)

貝殻皮集中1 ：標高5.2m、南北に長い楕円形。灰集中10 (第

2灰層）が近くにある。掘り込みはなかった。カワシンジュガ

イの殼皮が遺存していたものである。29片、2.01g

貝殻皮集中2 ：標高4.5m、東西に長い楕円形。貝殻皮集中4

が近くにある。掘り込みはなかった。カヮシンジュガイの殼皮

が遺存していたものである。13片、2.219

貝殻皮集中3 ：標高35m、南北に長い楕円形。灰集中14が近

くにある。被熱したホタテガイの殻がOB層と混じっていてマ

ウンド状になっていた。遺存状態は非常にわるかった｡ 2片、

7.439

貝殻皮集中4 ：標高4.2m、東西に長い楕円形。貝殻皮集中2

が近くにある。掘り込みはなかった。力ワシンジュガイの殼皮

が遺存していたものであるo31片、1149oスモモ、 ミヤマニ

ガウリも出土している。

（15）ホオノキ集中1 （図V-24･40，表V-23)

標高4.2m、円形。クルミ集中5が近くにある。ホオノキ属

キタコブシが7コ遺存していた。

（16）溝1 （図V-41）

長さ13m、 |隔1.5m、深さは始まりのところで1.5m、おわり

で0.5mである。断面は「．」字状を呈する素掘りの溝である。

建物跡6のある標高4.0m付近をはじまりとして、建物跡7の

手前で方向を変えて舟着場の西側隅に流れ込む。溝内からは遺

物は出土しなかった。始まりの部分は湧水点の状況に似ている。

以上より、水場・用水路のようなものではないだろうか。
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V第0黒色土層の調査

3包含層の遺物

（1）陶磁器（図V-43･44，表V-26、図版30、カラー図版12-2 ･ 3 ･4)

4～6．10． 11は伊万里染付碗・皿｡4は灰青色を呈する発色の良くない呉須で外面にコンニャク

判の「桐文？」力曵施される。年代は17世紀末～18世紀中葉｡5は釉はやや青みがかり、気泡が多い。

灰青色を呈する発色の良くない呉須で外面に割筆の「二重網目文｣、年代は18世紀初め～18世紀第3

四半期である。6は釉に貫入がある。暗灰緑色を呈する発色の悪い呉須で外面に「梅樹文｣、年代は18

世紀初め～18世紀第3四半期である。 10はつば皿で口縁は稜花となる。藍色を呈する発色のよい呉須

で口縁部内面に「四方裡文｣、年代は18世紀代？。 11は蛇ノ目高台の皿、釉はやや青みがかる。灰青

色を呈する発色の良くない呉須で内底面と体部の境に圏線を描く◎畳付きを無釉にして鉄漿を塗る。

年代は17世紀第2四半期｡ 7は唐津鉄釉碗。暗褐色でやや透明感のある釉で細かい貫入がある。年代

は17世紀後半。 8は伊万里京焼写し碗。胎土は明灰白色で精良、暗灰緑色の呉須でくずれた「楼閣山

水文」を描く。釉は透明で貫入がある。高台脇露胎部は榿色に発色する。外底面に浅い円形の削り出

しを持つ。高台外端に面取があり、畳付幅は1.5mmと狭い。年代は17世紀後半～18世紀前半である。

三二二！
壷2

~~

一一ー

c_67_｡5+
~I~

c-67-1嗣一c_67_25+

フ
。 10 ＋ c-67-o冴卜

フ．
7

0 2.5m 5

図V-43陶磁器の分布図。接合図
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査

9は伊万里白磁皿。釉はやや青みがかり、気泡が多い。高台脇は露胎となる。年代は17世紀前半o 12

は唐津胎土目皿。釉は灰オリーブ色がかる透明釉。細かい貫入がある。高台脇から露胎で榿色に発色

する。高台は削り出したあと外面をヨコナデ。内面に胎土目痕が残る。年代は16世紀第4四半期～17

世紀初頭である。この皿は口縁端の釉が磨滅し、内底面の釉も光沢を失うほど摩耗している。かなり

の使用期間があった｡ OB層より出土した原因は使用期間の長さによる。 13は備前系摺鉢。口縁帯外

面は回転ナデのあと2本の沈線が入る。体部外面は回転ケズリのあとヨコナデ◎口縁部内側に沈線を

巡らし、その下には断面三角の凸帯が巡る。体部内面は回転ナデのあと13本単位の櫛目を中心から外

側に向かって施し、櫛目の端をヨコナデで消して櫛目をそろえている。外面は暗赤褐色、内面は外面

よりやや明るい暗赤褐色。年代は17世紀前半。

（2）石器・石製品（図V-45･46、表V-26、図版31)

19は片主面を使用する｡20は楕円礫の尖った一端を使用する｡ 23は棒状で1側面を使用する。24は

よく使い込まれており、 3面を使用する。25は両主面がよく使い込まれている。右側縁には加工痕が

ある。26は両主面・両側縁を使用する。27は砥石を転用した石錘。28～30は軽石製品◎形態は様々で

あるが、面を研磨することは同じである。31は虫痕のある凝灰岩を垂飾として利用したもの。32は火

皿である。 （鈴木信）

（3）ガラス製品（図V-47．51、表V-27、図版31－2、カラー図版13-1)

ガラス玉が9点出土した。「物送り場」と推定される灰集中10西側のc-66-18、 c-66-19など、

本来は灰集中10に伴っていたととも考えられ、針金の環状製品等に吊り下げられた耳飾り(ニンカリ）

の飾りであった可能性がある。

ガラス玉（4～12） ： 4はやや曇った無色半透明の丸平玉である。光沢はほとんど無い。 5は濃い青

紫色のわずかにつぶれた丸玉である。表面の光沢は少なく、周縁には白色の摩擦痕がめぐる。 6はや

や透明な薄い青紫色の花房玉である。光沢がわずかにあり、浅い筋引きにより3房を構成している。

7はやや透明な薄い青色の花房玉片である。浅い筋引きが2カ所に認められ、 3房のものが半分に割

れたものと考えられる。 8はやや透明な薄い青色とやや曇った青色の花房玉片の接合個体である。 c‐

66-19-cの破片とc-66-08-cの破片と接合したが、被熱のためか、同一個体と思えないほどにそれぞ

れの光沢や青色の濃さが異なる。浅い筋引きにより4房を構成している。灰集中10南西から出土して

おり、遺構に伴っていた可能性がある。 9は光沢のある青色の蜜柑玉である。深い筋引き（｢V」字

状の刻み）で4房を構成している。他のものよりも孔が大きく径5.5mm程ある。 10は光沢の無い表面

が風化し、一部白色化した青色の蜜柑玉の破片である。筋引きや残存する房の形態から、 5房のもの

が半分に割れたものと考えられる。 11はやや光沢ある青色で小型の蜜柑玉片である。やや深い筋引き

や残存する3房の形態から、 5房ないし6房のものが半分～1／3に割れたものと考えられる。側面

観は、他はすべて楕円形であるのに対して、算盤玉状に周縁が三角となっている。 12は表面がやや風

化し、光沢の無い深緑色の蜜柑玉房片である。 （田口尚）

（4）金属製品（図V-48．49．52、表V-28、図版32．33、カラー図版13-1)

金属製品のほとんどは、ガラス玉同様に｢物送り場｣と推定される灰集中10の周縁に分布している。

分布位置は灰集中10の南西～南側に密集し、南西部から東側に向かって若干分布する。鉄鍋片（155

～158）のみがやや離れてd-67-80-dに分布しており、建物跡2との関わりが推定される。また、

魚引掛鈎片(162)はc-67-10-aの舟着場1の北側法面肩から出土しており、漁携具として舟着場

との関わりが推定される。

鉄鍋片（155～158） ： 155～158は丸形湯口の吊耳鉄鍋の同一個体である。いずれも錆等の腐食が著
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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図V-46石製品

表V-26 0B層掲載陶磁器・石器・石製品

遺物名称 主な発掘区

染付碗c-66-19-a,c-66-29-b

染付碗c-67-02-a

染付碗c-66-18-b,c-66-19.c

陶器碗c-66-09-a･b,c-66-99-dなど

陶器碗c-66-18-c･d,c.66-19-a･c･dなと

白磁Ⅱd-66-98-c

染付Ⅱ c･67-10-d

染付Ⅲ c-66-19-d

陶器Ⅲc-66-09-b･d

陶器橘鉢c-66-09-c

すり石 c-66-19-a

たたき石c-66-29-d

砥石 c-66-l9-a

砥石 c-66-18-c

砥石 c-67-OO-d

砥石 c-66-09-d

砥石 d-67-80.c

砥石 c-67-00-a･d

砥石(石錘)c-67-ll-b
火打石 c-66-09-a

軽石製品d.66.99-d

軽石製品c-66-l9.b

軽石製品c-66-29.a

軽石製品c-66-49-a

石製品 c-66.19-ad

点数 備 考鵬
－
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
川
一
Ⅱ
ｌ
ｕ
ｌ
Ｂ
｜
似
一
別
一
別
一
〃
｜
鰯
一
別
一
羽
一
妬
一
刀
一
冊
一
邪
一
四
一
扣
一
児
一
別

伊万里 復元口径10.0cm

伊万里 復元口径10.0cm

伊万里 復元口径106cm炭化物集中12･ 13 ･21のそば

唐津 復元口径11.0cm灰集中9のそば

唐津 復元口径99cm炭化物集中6 ･ 8 ･ 9 ･10･17･ 20のそば

伊万里 復元口径10.6cm灰集中10のそば

伊万里

伊万里

唐津 復元口径12.4cm 器高3.5cm

備前系

砂岩 長さ1720cm,幅8.60cm,厚さ3.85cm,重さ895.0g

安山岩長さ8.87cm,幅7.00cm,厚さ6.30cm,重さ5330g

泥岩長さ7.38cm,幅3.92cm,厚さ2.87cm､重さ90.1g

獅岩長さ3.30cm,幅3.30cm,厚さ147cm,重さ17.6g

凝灰岩長さ14.3cm,幅2.90cm,厚さ3.35cm,重さ185.5g

凝灰岩長さ7.40cm,幅4.52cm,厚さ1.10cm,重さ34.2g

駅岩長さ6.74cm､幅3.20cm,厚さ1.13cm,重さ33.2g

凝灰岩長さ7.53cm, IW456cm,厚さ2.01cm､重さ100.5g

砂岩 長さ18.90cm,幅9.50cm､厚さ4.50cm,重さ900.0g

チャート 長さ1.90cm,幅156cm,厚さ0.74cm､重さ2.07g

流紋岩長さ11.45cm､ lim4.88cm,厚さ2.18cm,重さ39.59

流紋岩長さ9.20cm, IR3.40cm,厚さ2.58cm,重さ23.39

流紋岩長さ6.54cm,幅5.60cm､厚さ2.35cm,重さ20.4g

流紋岩長さ17.20cm，幅1176cm、厚さ7.89、重さ47359

凝灰岩長さ2.80cm,幅2.97cm,厚さ2.20cm､重さ10.69

３
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
Ⅲ
ｌ
Ｅ
－
ｌ
ｌ
４
－
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
－
ｌ
－
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
２
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
’
１
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3包含層の遺物
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図V-47ガラス製品

表V-27 0B層掲載ガラス製品

図番号 図版番号 遺物名称 発掘区 長さX幅×厚さ(cITI)遺物番号 遺渦名 重量(9) 個数 破数 備考

ガラス玉4 31 c-66-19-a 1842 1．16 1，11 無色半透明｡丸平玉｡材質分析中。0．65 1.5 I 1

ガラス玉5 31 c-66-29-a 青紫色｡丸玉｡材質分析中。571 1．33 1．33 1．03 3.5 1 1

ガラス玉6 31 c-66-18-a 360 1.20 3房｡青紫色｡花房玉｡材質分析中。1， 11 0．62 1.6 1 1

7 31 ガラスモ c-66-l8-3 (0.59) ( 1. 12) （0．8） 3房｡1/2片｡青色｡花房玉｡材質分折中。361 0．62 1 1

8 31 ガラス玉 灰集中10c-66-19-ac-66-O8-c 2点接合｡4房｡青色｡花房玉｡材質分析中。

5房｡大孔｡青色｡密柑玉｡材質分析中。

1746･6009
-1■■■

6014

1．08 l~13 0.7(） 1.6 21

ガラス玉9 31 c-67-lO-c 1．30 l~36 0．70 1.9 I 1

10 31 ガラス玉 d-66-98-d 462 (0.78) ( 1.12) 5房｡1/2片｡青色｡密柑玉｡材質分析中。0．62 （ 1.0） 1 1

ガラス王11 31 c-66-19-d (0.44) (0.90)729 （0．3） 3房｡l/3片｡青色｡小密柑玉｡材質分析中。0．59 1 1

12 31 ガラスヨ c-66-l7-c (0.39）227 (0.32） （0．2） 1/5片｡深緑色｡密柑玉｡材質分析中。0.55 I 1

しく、鉄分が溶脱して脆く細片となっていた｡ 155は吊り耳鉄鍋の口縁部破片である。吊り耳接合部

は肥厚し、吊り耳には弦用の孔が3カ所ある｡ 156は口縁部破片であり、口唇部断面はわずかに肥厚

し、切出しナイフ形である。 157は底部（底面）片である。外側に丸形湯口部が盛り上がっている。

158も底部（底面）片であり、やや側縁部に近い部分である。

刀子片（159. 160） ； 159は茎片であり、茎尻向かって細くなる。 160も茎片である。

魚突鈎鐇片（161） ：いわゆるマレクの鉄鈎部片である。先端部が細く、基部はやや薄い。

魚引掛鈎片（162） ：両端部を欠損しているが、湾曲の状況や出土位置からアブの可能性が強い。

平カスガイ片（163～165） ： 163は左側にわずかに屈曲した脚部の痕跡を残す。平カスガイとして分

類したが、両側縁部がややつぶれて細く、38の火打石とセットで出土したことから火打金と考えられ

1()9



V第0黒色土層の調査

る｡ 164． 165は両端の脚部を欠損したものである。 163同様に火打金に転用された可能性がある。

カスガイ片（167） ：大型で背部分が叩かれて、わずかに肥厚している。

角釘片（166.168） ： 168は角釘片である｡ 166は胴部の断面が長方形となる折平釘片である。

キセル（169～179） ： 169． 171 ．173は雁首である。 169．173は脂返しが大きく湾曲する河骨形であ

り、補強帯が見みらることから古泉分類の雁首第Ⅱ類Aに相当する。 169の表面には丹念に唐花文様

が彫金されている。 173の火皿には炭化物がつまっている。 171は火皿を欠損している。ラウ挿入管が

つく肩つきであり、脂返しが上方のみに大きく湾曲する河骨形であることから古泉分類の雁首第I類

Bに相当する｡ 172はほぼ原形をとどめるものであり、ラウ中央部が銅管である。雁首の脂返しが大

きく湾曲する河骨形で、補強帯が見みられないことから古泉分類の雁首第Ⅱ類Bに相当する。吸口は

短く口唇部付近で急に細くなる。肩を持たない古泉分類の吸口第Ⅱ類Bに相当する。 170． 174～179

は吸uである。いずれも肩を持たない古泉分類の吸口第Ⅱ類Bに相当する。 170には梅枝文様が彫金

されている。 174のラウ側にはイトクパ状の線刻がある｡ 170． 174～176は口唇部に向かって直線的な

ものであり、 177． 179はわずかにカーブを描いて細くなる。

銅板（180～183） ；180. 181にはねじれがあり、 183の腐食は著しい。

環状製品（184） ：丸い金属線を環状にしたものである。耳飾り（ニンカリ）の可能性がある。

寛永通宝（185.186） ：いわゆる新寛永である。1668年から1683年鋳造。 （田u尚）

表V-28 0B層掲載金属製品
遺物

番号

硬
釿
雪
館
一
Ⅳ
’
７
－
賜
一
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
１
ｌ
１
－
１
ｌ
ｌ
－
１
２
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
’
’
’
’
’
’
’
’
一
’
’
’
一
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ

個
数
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
－
ｌ
ｌ
１
－
ｌ
ｌ

保存

処理
図
濡

図版

番号
遺構名 長さX幅X厚さ(cm) 備考発掘区 重量(9) 材質遺物名称 分類･部位

155～158同一個体｡孔3カ所｡［ス1（7．20） (9.40) 鉄鉄鍋片 吊耳口縁部 （38．2）d-67-80-c 66 0．90 NADlO155 32

155～158同一個体｡17点接合c [ス］（3．40） （6.70） 鉄鉄渦片 口縁部 68 （2．2 ）d-67-80-c 0．40 NAD10156 32

（9.00） （8.26） 鉄 155～158I同一個体｡6点接合｡ﾒL鋤ルロ。跳鍋片 底部 (69．9）d-67-80-c 65.67 100 NADlO157 32

155～158同一個体｡12点接合。｛ス］(9.20) （9.50） (35．7） 鉄鉄鍋片 底部 64 0.40d-67-80-c NADlO158 32

[マキリ］(5.36） 険（ 4．9）刀子ハ
÷

釜 d-66-99-d 63 1.40 0.53 NAD10159 32

[マキリ］（2.98） 鉄1.00 0.43 （ 2．6）刀子H
一

基 d-66-98-c 28 N川10160 32

[マレクI(4~98） （ 8．1 ） 鉄魚突鉤話片 4.75 0.45c-66-09-d 20 NAI)10161 32

[アブ］金属材質調査。鉄(13.70） 0.80 0.70 (21.1 )魚引掛鉤片 83 NADlOc-67-lO-a162 32

石製品38とセット｡金属材質閥壷。70① (6，30） 鉄火打金 2.11 0.72 （20．7）平カスガイ片 c-66-O9-a NAI)10163 32

火打金？(6.83） (0.60） （9．2） 鉄平カスガイ片 87 1．95c-66-O9 NAl)10164 32

火打金？(8.60) (28.0) 鉄平カスガイ片 69 2.10 0.60 NAI)10c-66-09-a165 32

鉄 金属材質調在。(10.50) (68．9）舟釘片 46 2.14 1.60 YAOlOc-67-00-c166 32

鉄 2点接合。(15.20） (4．60) (42．7）カスガイハ c-66-28-d 62 0.90 NAOlO167 32

（5．6 ） 鉄(4.64）角釘片 c-66-l9-b 76 0．68 0.80 NADlO32168

唐花文様彫金。銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ雁首 7.00 2.52 1.58 10.6c-66-l9-d 3733 キセル169

梅枝文様彫金。銅 {ﾝｸﾗﾗｯｸ吸口 6.98 0.90 0.90 6.3キセル c-66-O9-d 72170 33

銅(5.50） （ 3．3） ｲﾝｸﾗﾗｯｸキセル片 雁首 26 1．35 0.93d-66-98-c171 33

ラウ木部欠損｡木質(B72塗布)。（ 19.2） 銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ雁首～吸口 (15.30） 2.30 1．43キセル片 d-66-98-d 25172 33

銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ雁首 77 6．61 2.57 1.49 8.3キセル c-66~l9-a173 33

銅 イトクパあi)。10.49 ｲﾝｸﾗﾗﾌｸ吸口 c-66-09-d 38 0.91 0.92 6.0キセル174 33

銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ9.24 0.96 7.2吸口 c-66-l9-a 7‘I 0.9733 キセル175

銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ7.85 0.83 0.85吸口 d-66-99-d 36 4.433 キセル176

銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ6.64 0.97 0.94 5.0吸口 c-66-l9-b 7533 キセル177

朔(4．72） （ 2．6 ） ｲﾝｸﾗﾗｯｸ吸口 0.88 O'97キセル片 c-67-IO-a 84178 33

(5．49） ( 16 ) 鮒 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ0.90 0.92キセル片 吸口 c-66-l9-d 9933179

卵 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ鋼板 d-66-99-b 31I 5.98 1．02 1. 10 5.'1180 33

銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ71 4． 15 1．40 0．11 2.1鋼板 c-66-O9-d181 33

銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ3.35 0．71 0.24 1.9細銅板 c-66-19-a 39182 33

銅 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ2.70 0.05 0.7銅板 c-66-l8-a 21 l‘22183 33

耳飾i) [ニンカリ?] ・金属材蘭調壷‘（3．16） （ 2．5 ） 7 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ環状製品片 35 3.50 0.23c-66-29-a18イ 33

新寛永1668～1683年糾逸銅2.52 2.52 0.14 3.8 ｲﾝｸﾗﾗｯｸ寛永通宝 d-66-98-d 27185 33

新寛永1668～1683年鋳造。銅 ｲﾝｸﾗﾗﾌｸ33 2.52 2．53 0.12 2.8寛永通宝 c-66-l8-b186 33
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図V-50陶磁器，石器・石製品分布図
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3包含層の遺物

（5）木製品・樹皮製品・繊維製品（図V-54～323､表Ⅵ-29～100､図版34～249､カラー図版1～11)

OB層の木製品は、調査区縁辺の標高4.5m前後以下から出土している。分布は昨年度報告（北埋

調報102)のIB層と大きく異なっているo IB層の木製品分布はほぼ調査区全域に広がり、密集域

は調査区の東西に大きく分かれ、 c-67-40･41．51とd-67-81･82．91 ．92に濃密に分布してい

た。それに対してOB層の木製品（図V-53、付図1～20)は、調査区中央から南東に向かって細長

く分布し、密集域がほぼ連続している。特に調査区中央部のc-66-09．18･ 19、 c-67-00．10周

辺とd-67-81．91周辺に濃密な分布が見られる。調査区の中では比較的、やや平坦となっている部

分である。濃密な分布域のc-66-09･18｡19は灰集中10の南西から南に位置し、 OB層出土の各種

生活用具のほとんどの種類が密集して分布している。意図的に切断されたもの等も多く分布している

ことから、金属製品等と同様に灰集中10に伴う「物送り場」域であったと考えられる。また、d-67-

81．91周辺においては舟着場や建材集中と呼称された遺構周辺にあたることから、柱、桁・梁、垂木、

母屋等の建材群とそれらに混在する状態で舟用具や舟部材、漁携具、加工具などの各種用具が出土し

ている。以上のように、 OB層の木製品分布の多くは、灰集中10、舟着場、建材集!|!に伴う各種埖活

用具によって構成されていると考えられる。また、木製品の分布状況から、遺跡が南東の斜面裾に沿っ

てさらに広がっていたものと考えられ、Ⅶ章のクラムシェル（重機）調査の木製品からも同様な状況

が推測できる。

木製品には掲載した以外にも多騒の製品破片が出土している。現在のところ類例や同様の遺跡調査

例が少ないことから、今後の資料となるように出来る限りの代表的な木製品や部材を掲載する努力を

した。脆弱で保存処理後でなければ実測不可能な漆製品や繊維製品については、カラー図版と写真図

版に一部を掲載している。他にも、保存処理を十分に行えれば、実測及び土器・石器同様に接合や復

元が可能と考えられる木製品も少なくない。また、木製品が膨大量であることから数量的なデータの

集計については掲載することが出来なかった。（通常コンテナに換算して7,500箱程となっている）

木製品の掲載番号、掲載図版番号、名称、出土発掘区、遺物番号、木取り、炭化の有無、樹皮の有

無、計測値及び樹種名等については一覧表に記してある。名称記載のうち、折れや割れによる破損が

認められるものについては、基本的に名称の末尾に「片」と記し、計測値の数値に（ ）を付けてい

る。また、刃物による意図的な切断痕の認められるものについては通常の破損品と区別して「切断品」

と末尾に記して「物送り儀礼」との関わりに注意した。やや言い同しが長くなるが「切断品」が破損

している場合にはその後に「片」を記している。樹種名は基本的に属名称で記しており、推定される

樹種名等については、Ⅷ章1節の「木製品の樹種同定」を参照されたい｡ OB層及びクラムシェル

(重機)調査の木製品の各用具別の分布状況はカラーの付図1～20を参照されたい。

交通具(70～283、付図1～3)

舟部材(70～204、付図1～3)

舳片切断品片（70） ：丸木舟の舳を舟底の立上る部分で船体から切断した痕跡が認められる。先端

部は中央から右舷を欠損している。舳の器厚は約19cmと厚く、舷側部分を剥がれるように欠損してい

る。不要となった船体を「舟（物）送り」したものであろう。舳先端は角形に加工され、短い庇状に

張出している。舳先上面に聡り上りはない。舳先左舷には2.7×2.5cin程の角孔が穿たれており、その

F方には上面から左舷側に斜めの角孔が穿たれている。上面の角孔は肪綱などを通すための孔或いは

木幣（イナウ）を挿すための孔であろう。舷側の角孔は舷側板を綴ったための角孔であろうか。

舳舷側板片（71．72） ：いずれも板綴舟の舳に近い丸木舟部の右舷側板片である。71の上縁には5

カ所の角孔が並んでいる。舷側板を綴った角孔と考えられ、上方が綴じ紐等により摩耗している｡72
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には角孔が確認出来ないが、上縁の一部が厚く盛り上がっている。

板綴舟舷側板（74．92～109） ：74は本遺跡最大の板材であり、長さ3.66m、幅31.00cm、厚さ185

cmの板目の板材である｡85点程に割れていた。表面には釿(手斧)の削り痕が鮮明であり、両側縁には

舟本体、舷側板、車椛受台部等とを綴った22cm前後の等間隔の角孔が列なっている。上棚と考えられ

る。角孔の大きさは2×3cm前後の大きさであり、垂直な2個単位の角孔が穿たれている部分には卓

擢受台部の快部が固定されていたのであろう。板の両端は腐朽や摩耗が著しいが、出土時の形態的な

観察によると、中心部から僅かに反りながら切り出しナイフ状に細く加工されていたものと思われる。

角孔は小刀等で表面から削るように掘り込まれ、最後に!lilll状のものを打ち込んで穿孔したものと考え

られる。裏面の角孔周囲には板表面の剥離が認められる。92～109は厚さ2cm前後の板材であり、す

べてに同様の方法で角孔が数カ所穿たれている。角孔の縁には紐や縄の緊縛による潰れや摩耗が見ら

れ、前述同様に裏面の角孔周囲に剥離が認められる。本来は長かった舷側板を再加工、或いは転用し

たものであろう｡ 92～101は角孔の穿たれた幅広の板材である。92･94･96の表面には顕著な削り痕

が認められる。97の厚さは39cmもあり、やや湾曲している。中央付近には溝状の加工があり、小孔

が2カ所に穿たれている。 101は表裏とも炭化している。 102～106は角孔のあるやや細長い板材であ

る。 107は上下の角孔部から半損した楕円形の板材である。 106． 107は表面の加工痕が顕著である。

舟材（73．75～91 ． 110～113.115～117） ：機能や用途を限定することは出来ないが、形態や樹種

から舟部材の可能性のあるものを取りまとめた。73は表裏や側縁部の削り痕が顕著であり、上部の大

きく挾られた角孔のある厚板材である。75は両側に角孔付きの突起が付けられた「Y」字状の板材で

ある。下部には角形の挟りと角孔が認められる。表面が凸形となる断面形態であり、裏面は平坦に削

られている。舳先に付けられた飾り等であろうか。76は中央部の角形の溝の両側縁が突起している。

77は表面に左右対称の挟りがある蒲鉾形の太角材であり、中央部が角形に快られている｡78は切断さ

れた半割材で、中央部に貫の残存する角孔と隅丸方形の凹みがある。79は角形の凹みのある上部に張

出した中央部を残して、両端が薄く削られている。削り痕が顕著である。80は両側縁に扶りがあり、

断面が蒲鉾形となる太角材の半損品である。81は上部に角形の溝がある角材であり、角に2カ所のホ

ゾが彫り込まれている｡82は斜めに切り出された両端部をもつ台形の厚板材片である。83は両側縁に

粗い挟りのある角材である｡ 84には2カ所の角孔が穿たれ、上面が一段低く削り出されている。側縁

部中には角形の挟りがある。85～91は平面形が台形となる板材であり、ほぼ対称となる位置に角孔が

穿たれている。舟底部の隔壁等であろうか。85は長辺側に溝付きの角孔が2カ所穿たれている。87は

短辺側にやや大きい角孔が2カ所穿たれている。表面には削り加工やまな板状の刃物痕が多数認めら

れる。88は4隅に角孔が穿たれている。89は大型の板材で上下にほぼ等間隔の角孔が穿たれている。

表面には刃物痕が見られる。90は短辺に2カ所の角孔があり、表裏には釿(手斧)による方向性のある

削りが顕著である。91は短辺側に2カ所の角孔がある。板の幅が狭く、矢筒翼部の可能性もあるo 110

～113．115． 116は板綴舟のあばらと考えられるものである。いずれも「く」の字状に屈曲している。

110． 111． 113は枝分かれした材を加工したものである。 110の上部には角形の平坦部が作出され、角

孔が穿たれている。屈曲した下部は丸木材となっており、端部に挟入がある。 111は上部に平坦面が

作出され、角孔が穿たれている｡ 113の表面は面取り加工されている｡ 115･ 116は1本の丸木を屈曲

させたものである。 115の先端は斜めに一面を切り出している｡ 116は表裏から斜めに切り出された、

欠損した両端部となっている。 112は屈曲した丸木材の一方に角孔が穿たれ、もう一方の断面は角形

となるように削られている。表面にはイトクパが刻まれており、アイヌの所有物と考えられるが、和

舟等の舵取り棒に似ている。 117は丸材の上方に角形の貫が残存し、貫板には円形の木釘が残存して
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いる。下端部は上方から下方に向かって斜めに削り出されている。土掘棒の可能性もある。

舟ミニチュア（114） ：舳先は斜めに立上り、艫は角形に削り落されている。舟内部は粗く彫り込

まれ、舟底部が平らとなるように整形されている。和舟等の模造品であろうか。

車擢受台部（118～155） ；舷側板に縛り付けた車擢の台座である。両端部に舷側板に縛り止めるた

めの挟りが付けられている。挟り面の裏側には平坦面が作出され、舷側板と密着させる構造となって

いる。車擢を受ける軸部（挿入される軸）の構造から立ち木の枝分れ部分を軸とした枝利用式と台座

に後で軸を差し込んだ軸差込式の二種類に大きく分けられる。軸差込式は丸い頭部の軸が差し込まれ

る丸い軸孔の開く丸軸差込式と角形の頭部が差し込まれた角形の軸孔の開く角軸差込式に2分される。

軸差込式のものは枝利用式に比べて軸周辺の台部幅が広く、断面が隅丸二等辺三角形や長方形となる

ものが多い。舷側板との接着面の面積は枝利用式よりも少なく、木取りは柾目となるものが多い。

118～124は枝利用式である。枝利用式の軸は傾斜しており、枝付け根の上部が車擢の回転運動によ

り摩耗している。また、木取りは樹心を残す丸木或いは半割状のものが多い。 119． 121 ．123． 124は

断面が角形となるものである。 119は断面を角形とするために表裏に削り痕が顕著である。 120は表面

の加工が丹念であるが、両端に挟りがなく未製品と考えられる。両端にはアタリのための削りがわず

かに認められる。 121の断面は角形であり、右端部は表裏から挟られている。舷側板への装着が表裏

にかかわらず、装着可能な構造であった可能性がある。左端部挟りを欠損している。 122は軸と両端

の挟り部を欠損している｡ 124の軸は他に比べて短く、平坦面には刃物を打ち当てたまな板状の刃物

痕が顕著である。右端の挟り部を欠損している。 138は一方の挟り部のみの破片であるが、木取りや

断面形態から枝利用式と考えられる。

125～133. 140は丸軸差込式である。 125には丹念な加工痕が認められ、折れた丸軸が残存している。

126は両端の挟り部が極端に小さく、表面には2本の短刻状のイトクパが認められる。 128は角材に扶

りを付けたものであり、両端部側がやや薄く加工されている。 129～132. 140は挟り部やその周辺か

ら折損したものである。 133は炭化している。 140の表面にはアイウシ文({ }文・ トゲ文）が線刻

されている。

134～137は角軸差込式であるo 134の長方形の角孔には角軸頭部が残存し、左右に固定のための模

が打ち込まれている。 135には角軸の頭部が残存している。右側の挟り部を欠損した小型のものであ

る。 136． 137は角孔から割剥がれるように欠損している。 139はWIII孔と挾り部を欠損しており、表面

にはメカジキが線刻されている。 2本組の短刻でイトクパが刻まれている。

141～152は快り部のみの破片である。 143． 148～152は意図的に切断されている。 141 ． 142･ 150の

表面にはイトクパが刻まれている｡ 142の端部は炭化している。 153～155は軸孔と挟り部を欠損してい

る｡ 154．155には切断痕が認められる｡ 154には角軸と思われる痕跡が認められる。

車權受台部・軸（156～204） ：軸は頭部断面の形態が円形となる丸軸部と方形となる角軸部に分け

られる。いずれも頭部直Fが車擢の回転運動により、摩耗し帯状に括れている。摩耗部による挾れの

ために強度を失って折れているものも多い。

156～187は頭部断面が円形となる丸軸差込式の丸軸部であるo 156～161･165．171 ．174．176．177｡

179． 182． 183． 185．186の木取りは板柾取り或いは半割取りとなるものである。162～164．166．172．

173．175． 178． 180．181 ．184･ 187の木取りは樹心を残す丸木取りとなるものである。 159． 160は

先端のみを細く加工している。 169の頭部には切断痕が認められる。 170の頭部直下は使用による摩耗

が著しいo 172は腐朽が著しい｡ 171 ． 173～183は頭部から摩耗部の破片である。 184～187はほとんど

使用されていないためか摩耗が少なく、頭部と軸部の区分が明瞭ではない。
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188～201は頭部断面が方形となる角軸差込式の角軸部である。多くの場合は、角形となる頭部を意

図的に削りだしている。 188･ 190．191 ･201は頭部と軸部の区分が明瞭ではない。木取りは丸木取り

となるものがほとんどなく、柾目或るいは板目取りが大半を占める。 188． 189の頭部には固定のため

の櫟が打ち込まれている。 190の頭部には角形の小孔が穿たれている。 191～198.201には角形の貫孔

が穿たれている｡ 191は貫孔から上部を欠損している｡ 195･ 196．201は角孔に貫板が残存している。

194～198･200は頭部～摩耗部の破片である。 199は頭部の一部を欠損している。200の頭部は下部に

縁を残して表裏を薄く削っている。202～204は頭部を欠損した摩耗のある軸部の破片である。

舟用具（205～283、付図2 ． 3）

車權(205～225） ：全体は軸孔周辺で緩やかに膨らんで最大幅となり、軸差込孔は全長の1／3程

の部分に穿たれる。擢柄(軸)は水掻部に比べて極端に短い。水掻部は外洋等の波抵抗を避けるために

通常の早權よりも幅が狭く、断面が凸レンズ形になる。軸孔及び孔口付近は舟の進行方向に向かって、

やや楕円形に摩耗しているものが多い。軸部（柄）と水掻部では平坦面が90度ずれて柾目、板目が逆

転するように木取りされている。

205～207･209～213は肩部及びMIII孔部の破片である｡209の両端部は切断されている。 206｡210は

上部が切断されている｡ 206の表面にはイトクパが刻まれており、210の下部は炭化している。207･208｡

213には上下2カ所にほぼ同じ大きさの1illl孔が穿孔されている。208．214は水掻部を欠損している。

柄（軸）の端部がほぼ同じ太さであり、断面が円形である。215～217は肩部破片である。217は斜め

に切断されている。215の上部割れ口には軸孔の痕跡が見られる。218～225は水掻部の破片である。

先端部に向かってやや幅細になり、先端形が「U」字形になるものが多い。224．225は一方向から刃

を打ち当て切断している。224は炭化している。

早擢(226～248） ：242は水掻部の一部を欠損するほぼ完形のものである。全長20003cm、水掻部幅

18.3cmである。柄（軸）端部には｢Y｣字形の握部が挿入されるものである。水掻部肩部はナデ肩であ

り、水掻部は先端に向かってやや幅が細くなる。先端形が「U」字形となっている｡ 243の柄（軸）

上部は潰れたように欠損しており、明瞭な肩部を持たない。水掻部の中央部が最大幅となり、先端部

に向かってやや細くなり、先端形は「U」字形となっている。水掻部表面にはまな板状の刃物痕が多

数認められる｡244は柄（軸）上部を欠損する。水掻部肩部の肩は張り出し、幅広である。先端部は

角形となっている。水掻部の長さは他と比べ極端に短い。表面にはまな板状の刃物痕が多数認められ

る｡ 245の柄（軸）上部は摩耗し、細くなっている。水掻部肩部は僅かに張り出すナデ肩である。水

掻部の幅は先端部に向かってやや細くなり、先端形は「U」字形となっている｡ 246はほぼ完形のも

のである。全長150.4cm、水掻部幅660cmである。水掻部肩部は張出し、幅は先端部まで変わらず、

先端形は角形となっている。247は柄（軸）と水掻部周縁を欠損している。水掻部肩部は張り出すタ

イプ。と推測され、幅が先端部まで変わらず、先端形が角形となるものであろう｡ 248は柄（軸）上部

を欠損する。明瞭な水掻部肩部を持たず、水掻部は柄（軸）から徐々に幅広となって先端部が最大幅

となる。先端部は山形に切り出されている。226．227．231 ．232は肩部を持つ破片である。226は柄

(1illl) I部を欠損しており、肩部がナデ肩となるものである。水掻部は摩耗し薄くなっている。土掘

棒として転用された可能性がある。227は柄（軸）上部が切断されている。水掻部肩部は張出し、刻

みが付けられている｡231は肩の張り出す水掻部肩部破片である｡232は肩の張り出す水掻部肩部破片

であり、水掻部が切断されている。228～230は柄（軸）部の破片である。229．230は切断されており、

229にはイトクパが刻まれている｡233～241は水掻部である。233～235．237･239は意図的に切断され

ている。233の先端形は「V」字形となっている。236．238．240．241は水掻部破片である。236の上
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部に丸孔の痕跡が認められる。238の表裏には加工痕が顕著であり、表面にはまな板状の刃物痕が多

数認められる。先端形は241の角形と除いて「U」形となるものが多い。

いずれも水掻部の表面に製作時以降の刃物傷が無数にみられるものは、舟上で一時的にまな板とし

て利用した痕跡とも考えられる。

早權握部(249～259） ：權柄（軸）の末端に装着される握部であり、形態が「T」字形となるもの

(249．252．256～258.259）と「Y」字形になるもの（250．251 ．253．254．255）がある。柄（軸）

挿入部の孔はすべて角形である。249．251の稜線は面取りされており、孔には目釘が打ち込まれた柄

(軸）が残存している｡ 251には模が打ち込まれている｡ 252には二木の目釘が打ち込まれた柄（軸）

が残存している。253には表裏及び上面に「X」「＝」を組み合わせたイトクパが鮮明に刻まれている。

また、木釘孔が6カ所あり、うち5カ所に木釘が残存している。表面に像嵌或るいは何かを固定した

のであろうか。右端部が炭化している。254は角孔から半分を欠損している。表裏には短刻によるイ

トクパが刻まれている｡255はこれまで最大の握部である。全長は26.8cmあり、角孔に目釘の打たれた

柄（軸）が残存している。舵とり用の權に装着された大型の握部であろうか｡ 256には目釘の打たれ

た柄（軸）が残存している｡ 257には斜め2本の短刻によるイトクパが刻まれている。258の中央はや

やふくらみ、角孔には目釘と模の打込まれた柄（軸）が残存している。259には目釘が残存している。

あか汲み(260～283） ：260は開口部の広い塵取形のものである。一木を横木取りして汲みだし部か

ら柄部までを割り出している。側板及び内面には製作時の削り痕が顕著に認められる。把手部は水を

掻き出す際に、把手部が舟底に当たり邪魔にならないように角度をつけている。把手端部には紐孔が

穿たれ、表面には短刻によるイトクパが刻まれている。底面は平坦であり、側板は開くように立ち上

がる。先端部の摩耗が著しい。底部裏には加工痕とは別の多数の刃物痕が認められ、内面は部分的に

炭化している箇所がある。261は塵取形で肩の角張るものである。把手部の上部と水掻部を半損して

いる。把手部と底面の角度は少く、底面裏には炭化した箇所がある。262は塵取形で把手が短く、把

手部と底面の角度や比高さがほとんどない。底面は平坦であり、側板は開くように立ち上がる。側板

部が浅いことから、塵取の可能性もある。263は塵取形で長い把手が削りだされ、側板部を欠損して

いる。底面は平坦であり、側板は僅かに開いている。先端部には補修時の溝付きの孔が穿たれており、

帯状樹皮紐で結束していたと考えられる｡264は底部から左側板部にかけての破片である。265は把手

部を欠損しており、側板部口唇に縁取り線が刻まれている。中央部から半損しており、 2個1対にな

る補修孔が穿たれている。底部は丸底となっている｡ 266は底部と左側板の破片であり、底面はやや

丸い｡ 267は底部右側の破片であり、側板部を欠損している。268は右側板部の破片である。269は右

側板部を欠損した底部破片である。270は左側板の破片である。271は右底部から側板にかけての破片

である｡ 272は補修孔にサクラ樹皮の残存する底部破片である。273は左側板部の破片である。側板に

は底部を固定した時に木釘痕が認めれる。274～283は把手片である。274～276.278～283は側板を残

して破損している。274．275の把手端部は腐朽・摩耗している。276の把手端部に紐孔が穿たれてお

り、上面にイトクパが刻まれている｡277は把手端部に環状の紐孔を作出しており、端部には滑り止め

用の突起が作出されている。278．279の把手端部には滑り止め用の突起が作出されている｡ 280は端

部に向かって太くなり、把手端部は斜めに切り出されている｡ 281 ･282．283は窓状となる把手部で

ある。281は角形の窓状の把手部である。282は三角窓状となる把手部の上部破片であり、上面に「X｣、

「I」、「X」字状のイトクパが刻まれている。283は三角窓状となる把手部の下部破片である。

漁措具（284～396、付図4～7）

回転式離頭鐇中柄部（284～348） ：回転式離頭鐇中柄は1本式（284～311 ．338．348）と2本組式
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（312～331 .334～337.339～347）に分けられる。いずれも基部の裏面に棹（柄）部と密着させるた

めの平坦面が作出され、樹皮や紐などで固定する帯状の扶り部が削り出されている。 1本式は尖端部

から基部にかけて直線的な構造となっており、帯状の挟り部分付近が最大幅となるように整形されて

いる。裏面には矢中柄部同様に木の髄を溝状に残しているものが多い｡ 1本式(平均長35881cm)は2

本組式(平均長2505cm)よりも長いものが多い。 2本組式は基部の帯状の挟り部分付近で屈曲し、尖

端部に向かって緩やかに湾曲する。 1本式同様に帯状の挟り部分付近が最大幅となっている。裏面に

は溝状の髄部分が加工により切り落されて短く残存している｡ 2本組式は屈曲部の作出される構造か

ら判断して、素材となる樹木が1本式よりも太いものが選択されている｡ 1本式・2本組式には、尖

端部に離頭鐇先を挿入した摩耗や潰れ等の痕跡を残すもの（285～294.297～299．301 ．316．319．

322．325～327．329．339．334～339）や挿入および使用により尖端部を折損したもの（300～304．

309．314．320）がある。これらから尖端部は鐇先中に1.5～2.5cm程挿入されていたものと推定され

る。尖端部の径は1本式が0.7～12cm程の太さであるのに対して、 2本組式では0.4～0.8cm程の太さ

のものが多く、 1本式よりも鋭く尖っている。装着された鐇先もこれに対応して、 1本式では大型の

ものが使用され、 2本組式では小型のものが使用されていたと推測される。以上から出土した回転式

離頭鈷中柄部は鐇先を装着して、実際に漁猟等に使用したものであることが理解できる。 1本式の291

の挟り部は2段となっており、帯状の高まりで区分されている。296．297には明瞭な挟り部がなく、

1段低く加工し、基部に向かって徐々に細くなる茎部のような形状となっている。298～301 .303.

304には挟り部及び茎部的な加工が見られない◎ 1本式には基部に短刻列を付けるものは希であり、

基部破片の348がその例である。 2本組式には基部に短刻列を付けるものが多く◎312～314．308．319．

323．324．326．327．328．340．341 ．344．347の基部には短刻列が付けられている。324や347のよ

うに階段状に挟ったものもある。縛り付けた樹皮紐や縄・紐等がずれないように、滑り止めとして加

工したものであろう。329．332．334～339は基部を欠損している。340～348は基部破片である｡ 307

の基部は切断されており、311 ．341は尖端部が切断されている。

回転式離頭鐇指掛部（349～363） ：離頭鐇棹を投げる際に指を引掛ける部分である。棹（柄）部の

最後部に挿入し樹皮などを巻き締めて固定される。大型の矢筈状の形態であり、指を掛ける部分が広

がった「U」字形に挾られている。内部は髄を割り抜いて円錐台形の空洞となっている。上部は帯状

に挟り、施状の高まりで区画して、巻き締める樹皮紐等がずれないように加工している。平面形は先

端の孔口部から「U」字形の指掛部に向かって幅広となる。先端の孔口部断面はいずれも円形であり、

｢U」字形の指掛部断面では楕円形となるものが多い。形態的には以下の4種類が認められる。

先端の孔口が小さく、指掛部が「U」字形に大きく開くもの（349～354)｡先端の孔口が大きく、

寸足らずで、指掛部が「U」字形に大きく開くもの（335.356)。先端の孔口から「U」字形の指掛

部に向かって徐々に幅広となるもの（357～359.361)。先端の孔口から「U」字形の指掛部まで寸胴

となるもの（362.363）等がある。349には差込式の細帯状樹皮が巻かれており、側面に小孔が貫通

している。小孔の下にはイトクパが刻まれている。350には帯状の挟りの下に2段の細い簸状の高まり

が作出されている。351 ．357．359．363は孔口直下に細い溝状の挟りが廻っている。352は孔口を欠

損している｡ 353は1/3程の破片であるが、短刻列やアイウシ文等のイトクパ状文様が刻まれている。

354は「U」字形の指掛部片である。355．359～362の孔口直下の帯状溝は斜めに挟られている。356

には帯状の挟りと簸状の高まりが作出され、罫引線にそってイトクパが刻まれている。

回転式離頭話棹（柄）片（396） ：両端部を欠損している。表面の半面が炭化している。

鐇先状製品片（333） ：尖端にヤスのような返しを付けた特殊な形態である。先が小さく、これ自
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体で錨として機能するのか、或いは特殊な鈷先を装着するための加工であるのか不明である。

魚突鉤話台部（366～377） ：回転する鉄製の鉤を嵌め込む溝が彫られ、溝内の先端部分には鉄鉤を

付けた紐を通す、丸孔が穿たれている。溝の下方には鉤に付けられた紐を固定するための帯状の挾り

がある。基部には棹（柄）部と密着させるために平坦面が作出されている。素材となる材はアジサイ

属などの柔らかい髄のある樹種であり、ほとんどが丸木取りである。出土した魚突鉤鐇台部は小型で

やや細いものが多いことから、サケ以外のやや小型魚の捕獲に使用したものであろう。364．365はミ

ニチュアである。溝や溝内の小孔、基部平坦面、挟り部等が細部まで作出されている｡366～368･369

の石突部は使用により、潰れや摩耗が認められる。367の先端部には石突部保護のために細帯状の樹

皮が巻き縛られていた痕跡が残る。368の基部表面には斜めの短刻列が刻まれている｡ 367～369には

溝の直下に帯状の挟り部が2段作出されている｡364｡366．369は基部を欠損している｡ 370．371は

未製品であり、溝上部に孔が穿たれていない｡370は石突部と基部側が切断されている。製作に失敗

し廃棄されたものであろうか。371は下部を欠損した棒状に細長い素材を利用したものである。372は

石突部と基部側を欠損している。上部の溝は孔部分から折れており、帯状の挟り部が3段作出されて

いる。扶り部付近には罫引線が廻り、その上にイトクパ状の短刻が刻まれている。中央部は部分的に

炭化している。373．376は裏面に平坦面の作出された基部破片である。棹（柄）に装着する帯状の挟

りがある。374．375．377は上端部の切断された基部である。裏面には平坦面が作出され、帯状の挟

りが2～3段付けられている。374には短刻列が刻まれている。377の切断面は部分的に炭化している。

魚突鉤話棹（柄） （383～385･390．392．393．395) :棹（柄）の径は3cm前後のものが多く、完

全な状態で出土したものはない。383～385．392．393には装着時に樹皮紐や縄などで固定するための

挾りが付けられたものである。383の上部は切断されている。384．385．392には平坦面が作出されて

いる。384は面取り加工された材であり、上部の断面は角形となっている。下部を欠損している。385

は上面に2カ所の挟りと側縁に1カ所の挟りがある。392の先端側は僅かに挾られており、下部に向

かって僅かに湾曲している。390は面取り加工した材であり、部分的に削り痕が明瞭である。下部は

摩耗・腐朽により欠失している。

回転式離頭錯中柄または魚突鉤話台の基部片（378～382） ；いずれも柄に装着するための帯状の挟

り部と裏面に平坦面が作出されている。回転式離頭鈷中柄では1本式の基部と考えられる。378．379．

380．382の上部は切断されている。378には2カ所に挟り部が作出されている｡380は材の厚さや下端

部に快りがあることから棹（柄）の先端部の可能性もある。381 ．382の木取りが丸木材であることか

ら魚突鉤鐇台の基部の可能性がある。

回転式離頭鋸または魚突鉤話の棹（柄） （386～389．391 ．394） ：枝や節などがなく細長い棒状と

なるものを取りまとめた。386の上部は切断され、下部に平坦面が作出されている｡ 387の上部には粗

い平坦面と挟りが認められる。下部は中央部の表裏から徐々に薄く削りだされている。388の左側は

中央部から面取り加工されており、右側の先端は突起状に細く加工されている｡ 389は左側を破損し

ており、右先端は凸形に丸い。388．389とも樹種がサクラ属であることから早權などの柄（軸）の破

損品の可能性もある。391は径が1.5cm前後と細く、左側を破損している。394は両端部を欠損してお

り、中央部が摩耗によりやや細くなっている。回転式離頭鋸の棹（柄）の握り部であろうか。

狩猟具（397～439、付図8）

矢中柄・矢（鑑）部（397～418） ：397～400は矢中柄部である。いずれも断面は丸形である。397･

398．400には明瞭な基部が作出されている。397は尖端部と基部を欠損している。398の尖端は丸く摩

耗している。400の尖端はやや扁平となり、摩耗している。矢（殿）が装着された痕跡と考えられる。
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399には明瞭な基部が認められない。尖端が摩耗し、下端部は杭先状に削られている。401～404は尖

端部の形態が円錐形や凸形となるものであり、烏などに射って打撃により捕えたものであろうか｡401 ．

403の尖端は円錐状に削りだされている。断面は丸く、401には明瞭な基部が作出されている。403の

表面には樹皮が残存している。402の尖端は凸形であり、横に挟りが認められる。断面は角形に近く、

基部を欠損している。404は尖端部のみが僅かに突起状になっている。断面は丸形で基部に向かって

徐々に細く加工されている。405～414は先端部が平坦となっているものである。烏用の矢（鍬）ある

いは練習用、子供の玩具用であろうか｡405は明瞭な基部が作出され、表面に短刻によるイトクパが刻

まれている。断面は丸形である。406は体部から基部に向かって徐々に細く加工されている。407の上

部は細く基部の付け根が最大径となっている｡408～411は基部に向かって徐々に細く加工され、基部

を欠損している。断面は丸形であり、先端部が最大径となっている｡412～414は寸胴形で細長い体部

である。断面は不整形であり、明瞭な基部が作出されている。414の表面には短刻によるイトクパが刻

まれている。415は尖端部を欠損した寸胴形のものである。上部には罫引線に沿って短刻によるイトク

パが刻まれている。断面は楕円形で、明瞭な基部が作出されている。416の先端は丸く、体部が細長

い寸胴形のものである。断面は楕円形で、明瞭な基部が作出されている。417の尖端部は丸く、体部

下部から徐々に細くなって基部としている。断面は丸形である｡418の先端は表裏から削られ山形と

なっている。断面は半円形であり、基部は徐々に細く加工されている。417･418も烏用の矢（鰄）等

であろうか。

矢柄部（419～423） ：419～421は弓の弦を掛ける「U」字状に挟られた矢筈部を残す矢柄片である。

419の先端部は矢や矢中柄の基部の挿入により割れている。長さ320cm、径0.85cmである。胴部上方

に最大径があり、両端に向かってやや細く加工され、矢筈部が僅かに太くなっている。重心の位置を

前方とするための加工であろうか。胴部下方には細く薄いサクラ樹皮が螺旋状に隙間なく巻き留めら

れている。420は胴部中央より上方が摩耗しており、先端部を僅かに欠損している。長さ37.90cm、径

085～0.87cmである。矢筈の上方がやや細く加工されており、矢筈横が炭化している。421には先端

部に矢や矢中柄基部を装着した紐等の痕跡が僅かに見られる。419同様に胴部上方に最大径があり、

両端に向かってやや細く加工され、矢筈部が僅かに太くなっている。長さ41.50cm、径0.90cmである。

422.423は矢に関わる用具と考えられる｡422は竹管の先端に帯状の装着痕が認められるものであり、

胴部にも螺旋状に樹皮などが巻かれていた痕跡が残る。下部を欠損している。423は上部に挟りのあ

るものであり、下部は炭化している。

矢筈部（424～426） ：弓の弦を掛ける「U」字状に挟られた部分である。424～426は大型の矢柄の

筈部と考えられるものである｡424は上下を欠損している｡425の上部は切断され、矢柄部と筈部を区

分するように削りだしている｡426は矢柄に装着する寸胴形の筈部であり、筈部が表裏から山形に削

られている。着脱式の筈部であろうか。

弓（427～429） ：427は中央部から下部を欠損している。上部の筈部は山形に削られた先端となり、

表裏に3本の短刻が刻まれている。その両側縁には2本の刻みがある。断面は円形で、木取りは丸木

取りである。表面が丹念に磨かれている｡428は上下端部を欠損している。表面には薄く加工した幅

0.6cm程のサクラ樹皮を螺旋状に巻いている。断面は円形であり、表面が磨かれている。樹種はニシ

キギ属である。429は弓筈部の破片である。下部は炭化し欠損している。端部を段状に細く削り込ん

で筈部としており、表面に薄く加工した幅0.5cm程のサクラ樹皮を螺旋状に巻いている。断面は円形

であり、表面が磨かれている。樹種はイチイである。
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テン捕り罠切断品片？ （430） ：粗く削られた箆状の板材であり、この部分が反動で落下し小型獣

の首などを押さえつけるらしい(北海道開拓記念館出利葉氏のご教授による)｡上部を欠損している

が、蔓や紐などを縛ったと思われる快られた部分が認められる。断面は長方形であり、下部はやや薄

く切り出されている。

仕掛弓台部ミニチュア（431 .432） ：復元図（アイヌ民族誌より）のような、スリット部を持つタ

イプである。復元図の矢と樹皮製矢筒の位置は本来は仕掛弓台上部に位置すべきものと言われる｡432

は弓を固定する側を欠損している。柾目の薄い板材を使用しており、小孔の開けられた尾部は山形に

加工している。小孔は引きがねの紐を結び止める部分であり、線刻で囲んである。スリット部は下部

を破損している｡431は完形の台部である。弓を固定する部分は「V」字に挟り、その後方には弓及

び毒矢を保護する樹皮製筒を縛り留めるための快りが上下にある。中央には弦の張りを調整するスリッ

ト部があり、尾部には引きがねの紐を結び止める小孔が穿たれている。雛型として作成されたもので

あろうか。

矢筒翼部（433～439） ：矢筒の両側に付けられる翼部分と考えられる。433～435．436．438は有孔

板材の片側を波状に加工し、側縁部に短刻によるイトクパを刻んでいる。433～435は有孔板材の片側

を3連のアイウシ文（｛）状に挾り込んでいる｡433には矢筒に縛り止めたサクラの樹皮紐が上下の

角孔に残存している。側縁には「＝」「＝」の短刻によるイトクパが刻まれている。434は2カ所の角

孔から縦に欠損している。側縁には「＝」「X」「＝」の短刻によるイトクパが刻まれている｡435には

5カ所の角孔が認められ、角孔部から縦に欠損している。表面には3連の突起の付けられた円形文が

彫刻されており、中央は2重の円形文となっている。裏面にも薄く円形文の痕跡が認められる。円形

文の突起は挟られたアイウシ文状の先端部につながっている。436は片側の中央部のみをアイウシ文

(｛）状に挟り込んでおり、その上下には「＝」「／／」「＝」の短刻によるイトクパ部を角形に削り残

している。板の中央には長方形の孔が1カ所、上部には角孔が2カ所、下部には角孔が2カ所穿たれ

ている。表裏には釿（手斧）による削り痕が顕著である｡437には凸形の板の上下に小孔が斜めに各

2カ所穿たれている｡ 438の片側は3連のアイウシ文({ )状に挟り込んいる。表面の腐朽．摩耗が

著しいが、側縁部にかすかに短刻によるイトクパが認められる｡439は上下端を欠損する有孔板材であ

り、側縁部に大型の刻み列が認められる。

切裁具(440～496、付図9)

"(440) :楕円形の中央部に刀身に挿入する細長い台形の孔が穿たれている。縁辺は角を落して

丸く加工してある。

刀柄（441） ：全体は緩く反っており、柄頭は山形に切り出されている。柄縁と柄頭側には頭部挿

入式のサクラの細帯状樹皮が巻締められており、中央の2カ所に巻き締められていた痕跡が認められ

る。表面には黒漆が塗られ、目釘孔やそれを含む孔が一線上に11カ所穿たれている。柄頭側には銅釘

と鉄釘が残存している。像嵌や目貫等で飾られていた可能性がある。断面は楕円形であり、木取りは

柾目である。

山刀（442） ：柄頭に向かって緩く反り、湾曲した柄頭の下部には突起が作出されている。柄縁に

は頭部挿入式のサクラの細帯状樹皮が巻締められており、その後に簸状の高まりがある。片側表面に

は茎挿入のためスリットが開けられ、中央部が帯状に低く削られている。ここには樹皮が巻かれてい

たと推定される。 2カ所に目釘が残存している。

小刀柄（443～474） ：形態的には大きく3つに分けられる。柄全体が緩く反り、柄頭が湾曲するも

の（443～456･469･470)｡柄全体がI尚線的であり、柄頭のみが斜め或いは挟られるもの(457.458)｡

123



V第0黒色土層の調査

柄全体が直線的であり、柄頭が平坦となるもの（459～463.466～468.473）とがある｡443は小口を

欠損している。スリットの後に2本の罫引線が廻っている。表裏にはモレウ文様が彫られている。444

にはスリットと罫引線が認められる｡445の柄縁には罫引線が廻り、樹皮が巻かれていた痕跡がある。

448にはスリットが認められる。449は小口側を一段細く削りだしている。451は柄縁に罫引線が廻り、

スリットが認められる。柄縁には樹皮が巻かれていた痕跡がある。453は柄縁に帯状の溝が廻り、上

下に8連の挟りが連続している。表裏にはその挟りを繋ぐように短刻列が刻まれている。スリットが

認められる。454にはスリットと罫引線が認められる｡455はスリット部から剥がれるように割れてい

る。456は表面の加工が粗く、柄縁を欠損している。457は半身となっており、表面には大小の四角形

が彫り込まれている。上部側縁には快りがある。内面は挿入された茎の形に凹んでいる。柄頭は斜め

に切り出され－段薄く加工されている｡458は柄縁から柄頭に向かってやや細くなり、柄頭は斜めに

挟られている。459は目釘の他に9カ所の木釘孔がある。柄縁と柄頭側に罫引線が廻っており、表面

にイトクパが刻まれている。460は中央部に簸状の高まりを削りだしている。柄縁の一部が炭化してい

る。461は柄縁に向かってやや細く加工されている。463には幅0.7cmほどの薄いサクラ樹皮が5連巻

かれている。464は曲線的な彫刻の見られる破片である。柄縁には樹皮を巻いた痕跡と2本の罫引線

がある。465は全面に線刻で細密な文様を彫り込んでいる。柄頭は斜めとなっている。466は表面に帯

状の挟りと罫引線が認められる。上部縁辺には罫引線に沿って刻目がある。467には帯状の扶りが2

カ所に認められる｡446･468～473は未製品である。小口に茎挿入の掘り込みがないo468の柄頭を欠

損している。柄頭側には円形の線刻が認められる。469の表面には円形のイトクパ？が刻まれている。

471の表面には扇子形のイトクパ？が刻まれている。

小刀模造品（474.475） ：474の削り加工は丹念である。棟の反りがない直線的な平棟片切刃造り

である。茎は短く、区は刃部側のみである。全体は切先に向かって細く鋭く切り出されている。475

は粗く削り出されており、断面が厚い。茎から切先に向かって緩やかに反っている。平棟片切刃造り

である。茎は短く、区は刃部側のみである。交易や製作を依頼する場合の雛形であろうか。

小刀樹皮製鞘（476～482） ：樹皮を折りたたみ、その縁を縫い留めて鞘としたものである。製作形

態には次の4種がある。復元図のとおり､A.一枚のシラカバ樹皮を短軸方向に1回折重ねた後、さら

に長軸方向に1回折りたたんで鞘としたもの(476)｡B.予め切り揃えた繊維方向の同じ2枚のシラ

カバ樹皮を重ねて、長軸方向に1回折りたたんで鞘としたもの（477．478．480)｡C.予め切り揃え

た繊維方向の異なる2枚のシラカバ樹皮を重ねて、長軸方向に1回折りたたんで鞘としたもの（479.

482)｡D. 1枚のシラカバ樹皮を重ねて、長軸方向に1回折りたたんで鞘としたもの(481)｡ 476は

突起部の張出しが小さく、角形である。10カ所の縫い孔がある｡477は突起部の張出しが小さく、斜

めに切り出された角形である。 14カ所の縫い孔と縫いの内側に2カ所の吊り紐用の孔がある。478は

突起部の張出しが大きく、丸形である。下部は欠損している。大きめの10カ所の縫い孔が現存し、縫

い孔の外側に2カ所の吊り紐用の孔がある。479は突起部の張出しが小さく、角形である。下部の上

面の樹皮は欠損している。表面には曲線的な線刻が描かれている。細く小さな13カ所の縫い孔があり、

縫い孔の外に2カ所の吊り紐用の孔がある｡ 480は突起部の張出しが大きく、丸形であるO ﾄ部は欠

損している。 15カ所の縫い孔が現存し、縫い孔の外に2カ所の吊り紐用の孔がある。481は突起部の

張出しが小さく、丸形である。下部を欠損している。表面には曲線的な線刻が描かれ、縫い孔に沿っ

て罫引線が引かれている。11カ所の縫い孔が現存し、縫い孔の外に2カ所の吊り紐用の孔がある。482

は突起部の張出しが大きく、角形である。下部を欠損している。表面には曲線的な線刻が捕かれ、縫

い孔に沿って罫引線が引かれている。 11カ所の縫い孔が現存し、縫い孔に挟まれて1カ所の吊り紐用
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の孔がある。

鞘片（483.484） ：鞘板と考えられるものである。483は薄い柾目板に罫引線と樹皮紐を挿入した

短いスリットが認められる。484は2枚重ねの柾目板に頭部挿入式のサクラの細帯状樹皮巻が固定さ

れている。

山刀鞘帯執部（485～496） ：鞘に細帯状の樹皮紐で装着・ I古|定し、帯等に引っ掛けるフック状の突

起部分である｡485．486．487は装着される上ド端を欠損している｡485･486の形態は丸形であり、

窓部は楕円形ぎみである。487．489の形態は角形であり、窓部は長楕円形となっている。上部が炭化

している｡488．490～495は片側のみの破片である。490のt部は切断されており、形態に合わせて表

裏に三角形の彫刻がある｡493の下部には挾りのある装着部が残存している。494．495はフック状に

加工されてない｡496は装着部などが粗く加工された未製品である。

袋式鉄斧柄（497．498．543） ：鉄斧の膝柄と考えられるものである。497は小型で袋部が丸形とな

る釿（手斧）が装着されたものであり、装着部の付け根が摩耗している。498は大型の袋式鉄斧が装

着されたものであろうか。柄頭が削り出されており、表面に2本の筋状に装着痕が見られる。風呂鍬

の柄やそのまま鍬として使用したとも考えられる。下端部は切断されている。543は股木材の未製品

である。

農耕・採集具（499～510、付図10)

鈎鍬片（499.500） ：股木材を利用した木鍬である。使用により尖端部が摩耗している｡499は上部

に樹皮が残存し、尖端部を欠損している。500の尖端部は鋭く切り出され、下部を欠損している。

土掘棒(501～510) :棒状材を利用した根菜等の食物採集や農耕用の士掘具である。いずれも先端

部のみが表裏から箆状に削られ、先端が「V」字状の断1IIiとなる。先端部には使用による摩耗、ささ

くれ、潰れが認められる。504～506は角材の先端部を加工したものである。504は先端部を欠損して

いる。505．506は両端が表裏から削られており、先端部に剥離が認められる。 507は上端部の節部分

から欠損している。断面は凸レンズ形であり、權水掻部の転用品とも考えられる。508は面取りされ

た楕円材の裏面のみを中央部から削り出している。509は丸木材のl,lj端部を表裏から削って先端部と

している。510は丸木材の先端部のみを削り出している。先端部が折損している。

工具（511～548、付図11）

縦槌（511～542） ：以下の4種類に分けられる｡A.股木の幹を頭部に、枝を柄に利用した枝利用

式（511～525)｡ B.頭部の側縁を台形に挟って、上部断面が台形となる柄を横から挿入する快り式

(526～531)｡C.頭部上部から垂直に角孔を穿孔し、貫通した角孔に柄を挿入する柄孑拭(532～540)。

D.頭部下部から謡直に角孔を彫り込み、貫通していない角孔に柄を挿入する柄差込式（この層では

出土していない）等がある。

枝利用式には頭部に対して柄が極端に斜めのもの（515．518．520～522.525）と垂直なもの（511

～514．516．517．519．523．524）がある。いずれも打而に使用による潰れや摩耗等が認められる。

513の頭部はやや角形となっている。515．516．520．521には樹皮が残存している｡521の柄部は炭化

している｡528には折れた柄部が残存している｡531は柄の快りの樅に「V」字形の挟りがある。533

の頭部はふたつに割れている｡532･537の頭部は角孔開u部を溝状に快っている。534は頭部の一部

が炭化している｡ 535～539には折れた柄部が残存している｡ 541 ･542は頭部の未製品である。

縦槌または鉄斧柄部（544～548） ：いずれも胴部の断面は楕円形である｡ 544の上端部は細い角形に

削られている。545の上端部は切断されている｡ 546の上端部はIII局広の角形に削られている。547．548

の上端部は切断されている。
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農耕・工具（549～570、付図11）

横槌（549～570) :横槌は敲打部と柄部が一直線になったものである。農具、工具、食品加工など

用途を限定することは難しい。ここでは渡辺誠（1985）の形態分類に、本遺跡の特殊な形態のHタ

イプ、 Iタイプを独自に追加している。

敲打部と柄部の境界が直角に近いものは、太くて短い形態のAタイプ(OB層にはない)、細く長

い形態のBタイプ（565.569？）、極端に細長い形態のCタイプ(OB層にはない）に分けられる。

敲打部と柄部の境界が斜めに傾斜するものは、太くて短い形態のDタイプ(OB層にはない)、細く

て長い形態のEタイプ（549～561 ．563．567．568．570）に分けられる。敲打部先端にタガ状隆帯の

見られるもののFタイプ(OB層にはない)、敲打部と柄部の境界が不鮮明なもののGタイプ° (562)、

敲打部と柄部の境界が明瞭であり、敲打部が丸く柄部が極端に長いもののHタイプ（564)、敲打部が

極端に大きく片側に偏り、柄部が短いもののIタイプ（566）等がある。

550．553．559は柄部を欠損している。552．558．559は敲打部の叩き痕が顕著である。 555は断面

が角形となっている。557には敲打した刃物傷様の痕跡が無数に認められる。562の断面は隅丸三角形

となり、敲打部にイトクパが刻まれている。柄部には2本組の曲線の線刻が廻っている。敲打部には

叩き痕が顕著である。魚叩棒あるいは皮なめし用具であろうか。564は柄部端を欠損している。魚叩

棒であろうか。565は敲打部の先端が炭化している｡ 566の敲打部は角形であり、上部に刃物痕が認め

られる｡567は両側に節が残っている未製品である。568は敲打部の上面が大きく挟られており、先端

部に切断痕が顕著である｡569は枝分かれ部が残存しており、未製品の可能性がある｡ 570は長さ64.7

cm、敲打部径11.0～9.9cmの掛矢である。敲打部には樹皮が残存しており、叩き痕が顕著である。打

点部の樹皮が剥がれている。

作業台（台木） （571～576） ？平坦面部に鉈等の刃を打ち当てた無数の線状切傷痕が残存するものであ

る。571は小型の板材である。無数の刃物痕により、中央部が凹んでいる。表面には｢＋｣や（）等の

彫刻状のものも見られる。裏面の中央は炭化して凹んでいる。まな板や発火具等の台として使用され

たものであろう｡572･573は厚板材である。表裏に切傷痕が多数残存する。574は太い角材である。

表面や側面に多数の線状切傷痕が残存する。575．576は丸木材側縁の平坦面に鉈等による無数の刃物

痕が残存するものである。575の右端部は炭化している｡576の右端部と裏面が炭化している。

発火具・炉鈎・燈火用具（577～624、付図12）

発火具（577～600） ；577は火打金の握部と思われる。内部が溝状に挟られ、表面に目釘孔がある。

通常の火打金と装着形態が異なることから、穂摘具や芋引金の可能性も考えられる。578～589はヒキ

リ棒である。摩擦面はやや凸形に炭化しており、擦焼け痕はヒキリ棒に対してほぼ水平となっている。

578～581はニレ属を素材としたものである。断面はいずれも円形である｡ 578･580．582は全長が短

く、上部が細く加工されている。ソケット等に挿入して使用した可能性もある｡ 583～588はスギ、ヒ

ノキ属等の針葉樹を素材としており、桶・樽材の転用と考えられる。断面は楕円形となるものが多い。

583の上部は板状に削られ、炭化している。イトクパ状の線刻が認められる。584～587の上部は意図的

に斜めに削られており、ソケットや柄に装着されたものであろうか。584には木釘孔が認められる。

587の先端部側縁にはヒキリウスが彫り込まれている｡589はアジサイ属を素材としたものであり、髄

のある丸木材を使用している。590～600はヒキリ板である。木取りのほとんどが柾目取りである。 ヒ

キリウスは1～4カ所作出されており、小型の材に多く残されている。592は2カ所、593は2カ所、

594は4カ所である。ヒキリ板はヒキリ棒に比べ、素材とした樹種の種類が多く、 590～595はスギ・

ヒノキ類等の針葉樹材、596はカツラ属、597はニガキ属？、598はコナラ属、599はハリギリ属、 600
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はモクレン属等を素材としている｡ 590には木釘孔が4カ所認められる。591は端部挟入部付の板材を

転用している｡ 590．592～596は細い角材や板材を素材としている。597は丸木材に平坦面を作出して

いる。598．600は板材や有孔板材を転用したものであり、600は車擢軸部を転用している｡ 590･598

の端部には切断痕がある。

炉鈎（601～619） ：鈎下部が焦げているもの（601 .605～608･618) と焦げの無いもの(602～604･

609～617.619）がある。焦げの無いものも鈎部の形態から炉鈎として扱っている。器具等を吊り下

げたフックの可能性もある。601～609は板材や角材を素材としている。601の上部には吊り孔があり、

鉤が3段連続した自在鉤である｡602には吊り孔があり、イトクパが刻まれている。604には吊り紐用

の挟りがある。605は全面を炭化したものである。610～619は丸木材を素材としている。その内の612

～619は枝分かれした股木材を鈎部としている。611．613．614．615には吊り紐用の挟りがある。614．

616．617には樹皮が残存している。614．619は用具掛け用のフックの可能性もある。

燈火用挟木(620～624) :螺旋状に巻いて筒形にしたシラカバ樹皮を挟み込み、燈火（松明）とし

て使用したものである。火の点いた樹皮を挟むため、内側が炭化している。620は｢Y｣字状に分かれ

た枝の内面が炭化している。621～624は割り裂いた丸木材の上部と内面が炭化している｡ 623の割れ

目下部には模を斜めに挟み込んでいる｡624は割り裂かれた上端部を欠損している。

容器類（625～718、付図13～16）

樽（625～635.637～641 ．645．646．653．655～672.673～718） ：625は側板の廻る底部片である。

表面には縦が嵌められていた痕が顕著である｡626～633は栓孔のある蓋板片である｡627．628は部分

的に炭化しており、628には円弧状の焼印がある｡ 634･645．646は栓孔のない蓋板片である。 634に

は判読不明の墨書きがある。645の表面には刃物痕が多数あり、まな板として使用された可能性があ

る◎646には丸に「杉□□」の焼印が押されている。635．637～641 .653は蓋または底板である｡ 635

は完全な形である。653は木釘が残存し、下部が炭化している。655～672は側板である。656．657．

659．665は切断されている。663．664には鮠の痕跡がある。673～718は栓である。先の細い698．704．

714．718等は徳利などの栓とも考えられる。

桶（642～644.647～652.654） ：642～644.647～652.654は底板片である。644は炭化している。

651は下部が切断されている。

桶。樽蓋または底板片（636） ：側縁に木釘が3カ所残存している。腐朽・摩耗が著しい。

曲げ物（719～739） ：719．720は桶の把手片である｡ 719の上部側縁にはイトクパが刻まれている。

720は把手の挟り部である。721～725は側板片である。722には木釘孔が2カ所確認できることからク

レゾコであったと考えられる。725は内面に罫引線が無く、 5枚の柾目板をサクラ椎肢の紐で縫い綴っ

ている。726～738は底板である。729．731には炭化部分がある。731は破損後に炭化したものである。

730.732～735.738は側板を固定する木釘孔や木釘が残存するクレゾコの底板である。734．735には

表裏に刃物痕が多数認められる。734の中央には3カ所の小孔が見られ、蓋板の可能性もある｡734･

737～739は生漆塗のものである。737には樹皮紐が縫い込まれている｡739はシントコ（行器）等の蓋

板と考えられ、生漆が塗られている。表裏に刃物痕があり、「千」と墨書きされている。

箱物（740～770) : 740～755．758．760･766は折敷等の側板片である｡ 756･757．759．763は箱物

の底板である。765は表面や側縁部に木釘孔のある箱物側板である｡768はアイウシ文状の脚部であり、

曲線が線刻されている｡753には刃物傷が見られる。759～764には漆が塗られている。757には巴文状

の彫刻が刻まれている。759は生漆が塗られ、サクラ樹皮紐で縫われている。760は黒漆地に赤漆が塗

られており、曲線文が彫刻されている。761は表裏とも黒漆塗りである。762．763は生漆地に赤漆が
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’塗られている｡ 764は黒漆地に赤漆が塗られ、四角で区画された中に草花文が描かれている。割板を

樹皮紐で縫い合わせている。753．766．767には部分的な炭化箇所がある。767．769．770は脚部であ

ろうか｡769･770の上部には「V」字形の扶りがある。

漆塗椀（771～779.781～783） ：漆膜は分析過程であるため、肉眼的観察による。ここでは朱と赤

を区別せず、赤漆と記している。木地や膜の劣化が著しいため、詳細な観察は出来ていない。曲げ物、

箱物等も同様な状況である。木地は半数以上がブナ属であり、 トチノキ属、ケヤキ属がこれに続く、

モクレン属やハンノキ属等も見られる｡ 771～777･779は口縁部破片である。778･783は胴部破片で

ある。781．782は口縁部から底部破片であり、深く挟られた高台の付くものである。771 ．775は内外

面とも赤漆塗りである｡772～774｡776･777．781～783は内外面とも黒漆地に赤漆塗りである。778･

779は内面に赤漆が塗られ、外面は黒漆が塗られている。779の外面には赤漆で文様が描かれている。

漆塗キセルラウ（780） ：赤漆が塗られている。雁首や吸口に挿入される部分には漆膜がない。

割物容器（784～786） ：784は盆状容器の切断品である。側縁が緩く立ち上がる。785．786は粗い削

りの皿あるいは盆状の容器片であり、側縁が僅かに立ち上がる。787は厚板材の周縁を残して盆状と

したものであろう。788は厚板材の周縁を残すように浅く削り込んだものである。下部を欠損してい

る。山形となる上部の表面には刃物痕があり、表裏には小さな炭化痕が所々に見られる。

食用具（789～1043、付図17）

杓子（789～808） ：789は頭部のみを半損している大型のものであり、一木から削り出している。頭

部は柄の付け根から「く」の字状に極端に屈曲する。内面は使い込まれて黒色の光沢を持つ部分があ

る。裏面には加工時の削り痕が顕著である。柄は緩やかに内反りし、柄端部には全面に彫刻を施した

窓の開く耳が付けられている。柄の断面は楕円形である｡ 790．791は柄の残る頭部破片である。 792

～797．799．800は頭部破片である｡798･801～803は柄の先端が僅かに残る頭部破片である｡ 793と

802は同一個体である｡796と798は同一個体であり、接合する。804は柄部である。断面は楕円形で緩

やかに内反りする。柄端部には円形の幾何学的文様が彫刻されている｡ 805～808は柄の耳部である。

805は小型杓子のもので、弧状文様が刻まれている。806は全面にアイウシ文やモレウ文が彫刻されて

いる。807は窓付きのものである。 2本の線刻で輪郭を縁取るように彫刻されている｡808は中央孔に

沿って文様が構成されている。809は窓の開く耳に付けられた木鎖の破片と思われる。810は柄の耳部

と考えられる。

箆（811～841） ：箆状の形態のものをとりまとめた。形態は4種に分けた｡A.箆部と柄部が明瞭

に区分できるもの（811 ．817．823．828)、B.柄部から箆先に向かって徐々に幅広になるもの(812

～816．818･820～827．829･831～835．837｡839)、C.柄部との箆先と幅にほとんど差が無いもの

(819．830．836)、D.先のみを箆状に加｣ﾆしたもの(840.841)、E.破損などにより全体形態が不

明なもの(838)等がある｡811は片側に柄部が寄っている。812は箆に小孔が穿たれている｡813．815･

817は小型の匙状のものである。814．818等は擢のミニチュアの可能性もある。821は先端のみを削り

出している。823は箆先に炭化部分がある。828は柄部を欠損しており、菱形文様が付されている。83

0は上部の割れ□にイトクパあるいは彫刻がある。831の上部は炭化している。834は薄い柾目板を加工

したものであり、中央に樹皮紐等を通す小さなスリットがある｡838は薄い柾目板の柄端部であり、

突起のある四角形が彫刻されている。840は板材の先端のみ箆状に加工したものであり、上部が炭化

している。841は有孔板材の端部を薄く箆状に加工したものである。

両口箸（842～886） ：胴部に岐大径があり、両端に向かって徐々に細く削ったものである。先端部

は平らに加｣二されている。最大長は29.50cm、最小長17.00cm、平均長2248cm(破損を除く）である。
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樹種はアジサイ属が28.9％、スギ類が41~8％、ヒノキ・アスナロ類が268％であり、針葉樹材が全体

の686％を占める。アジサイ属のものは長短の差が大きく、針葉樹材のものは20cm前後の長さにまと

まっている。桶。樽等を転用し、再加工したものと考えられる。

片口箸（887～929） ：基部端に最大径があり、尖端部に向かって細く削り出したものであるo922の

基部端側縁には刻目がある。900．926は部分的に炭化している。最大長は42.76cm、最小長17.10cm、

平均長27.65cm(破損を除く）である。樹種はアジサイ属が70.7%、スギ類は19.8%、アスナロ類4.3

％、イチイ17％であり、アジサイ属が主体を占める。アジサイ属のものは長短の幅が大きいが、針

葉樹材のものは20cm前後の長さのものが多い。両口箸同様に桶・樽等の!|函用によると考えられる。

串状製品（930～1043） ：断面の形態と両端部の加工により細分した。930．931は細串、932～939は

丸串、940～949は楕円串、950～959は両先串、960～979は平角串、980～988は角串、 1006～1011は三

角串、 1012～1016は割串や半割串、 1017～1019は長串状の素材等である。943.944.947.948･950･

955．956．966．975．987．993． 1016． 1030は部分的に炭化している。火箸や串焼き用として使用さ

れたのであろう。950の中央部には短刻が付けられている｡ 980には桶・樽の木釘が残存している｡999

～1002の基部には紐孔が穿たれている。 1003.1004の基部には短刻が付けられている。 1005は大きく

屈曲している。 1020～1043はタケやササ製の串である｡ 1020～1038は割裂いたものを串としている。

1030は端部が炭化している。この中には桶や樽の縦先片も含まれていると考えられる。続を意図的に

使用したかどうかは判断出来ない。 1039～1043は環状のまま串としたものである。串全体の最大長は

56.8cm、最小長14.9cm、平均長27.06cm(破損を除く）である。

装身具(1044～1046)

1044は丸い頭部の響片と考えられる。 1045は挽歯竪櫛である。歯は8本である。上部には樹皮等が

巻かれていた痕跡がある。樹種はヒノキ？アスナロ？属である｡ 1046は根付けと考えられる。断面が

卵形の頂部側に紐孔が貫通している。孔を取り囲むように短刻等で文様が彫刻されている。

紡織編具(1047～1078)

1047～1049は薄い柾目板の片側縁に細かな刻日列を付けている。 1048の刻みはアイウシ文にも見え

る｡ 1049は鋸等の雛形とも考えられる。 1050は断面が三角形の角材の頂部に刻目列を付けている。

1051は細板材の側縁にほぼ等間隔に刻目列を付けている。すだれ編等の経糸を掛けるケタとも考えら

れる。 1052～1056は細角材の側縁に鋸歯状の刻目列を付けている。 1057の表面は丹念に削られている。

1058には下部にも同様の孔が付くと推定される。中央部には帯状溝が2本廻っており、表裏に同様の

文様が彫刻されている。 1047～1056は繊維加工に関わる遺物と考えたい｡ 1057. 1058は織機等の部品

の一部ではないだろうか。

コモ槌（木錘) (1059～1078) :すだれ編等の錘である。上部や胴部には経糸となる紐・縄を巻き留

める快入部がある。形態には、A.上部の左右に挟りのある板材のもの(1059｡ 1063)、 B.上部に

挾りが廻る角材のもの（1060～1062)、C上部の左右に挟りのある半割材のもの（1064.1065)、D.

上部に挟りが廻る丸木材のもの(1066～1073)、E･丸木材の側縁部に挟りのあるもの(1074～1076)、

F. その他、特殊な形態のもの(1077･ 1078)等がある。 1065は樹皮付きの材である｡ 1066.1076は

小型のものである。 1074. 1075は側縁を｢V｣字状に挟っている。 1077は丸木材切断品の左右を挟った

ものである。 1078は円柱状に加工した材の片側上部を挟ったものである。

歩行具(1079～1108、付図19)

下駄(1079～1087) : 1079は蕗卯下駄（差歯下駄）である。上面観は台先から前歯にかけて幅広と

なるやや膨らんだ逆長台形である。両歯ともに欠損している。前壺は小孔であり、ほぼ中央に位置す
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る。台先から前壷に向かってひび割れがある。横緒は後歯の後方にあり、内側に傾斜している。横断

面は裏側が台形状に膨らんでいる。差歯柄挿入孔は2個一組の角孔であり、前歯の左角孔が大きい。

裏側には前後に歯挿入溝がある｡ 1080～1085は連歯下駄である。 1080の上面観は台先の|幅がやや広く、

台尻に向かって僅かに細くなる逆長台形である。前壷は中央やや左よりに位置し、後歯には飾り側板

が台尻に向かって付けられている。横緒孔は後歯の直後にあり、板角縁から飾り側板の内側に急に内

傾している｡前壺には鼻緒片が残存していた。歯は下方に向かって幅広となり、右側に張出す台形で

ある。右足用の下駄と考えられる。両歯の裏面（接地面）には鉄鋲が打ち込まれていた痕跡がある。

氷雪時歩行の滑り止めと考えられる。台尻の裏面には「X」字のイトクパが刻まれている｡ 1081の上

面観は長方形である。前歯はやや前方に位置しており、後歯は台尻の最後部に付けられている。両歯

とも歯高が低い。前壺は角孔であり、中央やや右に位置する。前歯前方に接するように開けられてい

る。横緒は角孔であり、後歯前方に位置しているo 1082の上面観は僅かに台先の幅が広い逆長台形で

ある。前壺は円孔でほぼ中央に位置する。横緒孔は円孔で後歯前方に位置しやや前方に傾斜する。両

歯とも下方に向かって広がり、左右の角が切り落されている。 1083の上面観は台先が先の丸い隅丸方

形であり、後歯から台尻を欠損している。前壷は円孔でほぼ中央に位置する。歯は-ﾄ方に向かって垂

直であり、歯高は低い｡ 1084の上面観は台先が広がり、台尻が山形となる細長い将棋駒形である。前

壷は角孔でほぼ中央に位置する。横緒孔は角孔であり、後歯に接して後方に位置している。両歯とも

下方に向かって僅かに広がる。 1085は台尻の一部と後歯の破片である。台尻は角が落されている。横

緒孔は角孔で後歯の前方にある◎歯は下方に向かってやや広がる｡ 1086は歯部に角孔が穿たれた破片

であろうか。 1087の上面観は小判型である。台先上面が炭化している。前壺、横緒ともに円孔である。

表裏に刃物痕が認められる。

カンジキ（1088～1090) : 1088～1090は短輪型の瓢箪形カンジキである｡ 1088の両端は細く、凸形

と凹形の構造が結合するように加工されている。全体は前方部へ向かって反り上がっている。先端に

は結合のための小孔が1カ所に見られる。上面には乗緒を縛り、固定する快りが3カ所にある。挟り

周辺には、樹皮紐または皮紐等を縛り付けた痕跡がある。内側には平列に横軸（棒）を差し込んだ孔

が前8対、後9対に開けられている。柵illl尖端が折れて刺さっている箇所もある｡ 1089は半損したも

ので、後部側を欠損している。上面には乗緒を縛り、固定する快りが3カ所にある。内側には横軸

(棒）を差し込んだ孔が前7カ所、後3カ所に開けられている。 1090は先端部または後部の軸孔部の

破片である。孔が3カ所に認められる。

カンジキ軸（1091～1108） ？短輪型瓢箪形カンジキの横軸と考えられるものである。両1 1箸に似た

形態のものである。両端は軸孔に差し込むために、鉛筆尖端様に削り出している。軸は瓢箪形の形状

に差し込まれる構造から、輪の形態に合わせて長さに幅がある。長さは16～26cm前後、径は0.6～1.0

cm前後が中心である。

交易。伝達具（1109～1115）

木札（1109～1115） ：板材の片側上方に1カ所の孔を穿ったものである。表面には削り痕の明瞭な

ものがあり、表面を何度か削って使用したのであろう。札の大きさはほぼ均一化されており、長さ5~5

cm×幅4.0cm×厚さ06cm程である。 1109の表面には翼を上方に広げた鶴丸文が線刻されている。裏面

には翼を横に広げて直立した鶴が線刻されている。千歳発または千歳行きを意味する絵文字であろう

か。ちなみにシコツが千歳と改名したのは、 0黒層の最終年代(1739年）よりも後の文化元年(1804

年）である。鶴の丸文は室町時代以降流行した公家の日野氏の代表的家紋でもある。 1113は中央部が

炭化している。 1114の下部両側縁は斜めに切り出されている。
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祭祀・儀礼具（1116～1160、付図20)

花矢（1116～1123） ： 1116～1118は柳葉形のものである。 1116は尖端部側と基部側に2本組の罫引

線が廻り、罫引線の上に短刻が刻まれている。尖端、基部とも破損するが、 1118と同形態のものであ

る。 1117は尖端部側と基部側に罫引線とは別に短刻が廻っている。 1118は尖端突起(鍬部)が長く、明

瞭な基部が作出されている。尖端部側には2段の短刻が廻り、基部側には短刻、円形、アイウシ文等

で文様が構成されている。 1119～1121.1123は尖端突起(鍬部)の付け根に最大径があり、基部に向かっ

て次第に細くなるものである。いずれも長い尖端突起(鰄部)が付けられている。削花等の痕跡もない。

明瞭な基部は作出されていないが、基部側に矢柄挿入時の摩耗や色調差等が認められる。 1119は表面

に刻目が付けられている。 1122は尖端突起(鎌部)が短く小さい。尖端部にはアイウシ文、モレウ文等

で基部全面に曲線的で明瞭な円を配した幾何学模様が刻まれている。先端の鍬は長さ約07cmである。

いずれも削花や赤布は確認できない。黒色彩色も不明である。

捧酒箸（1124～1141） ： 1124～1127. 1130° 1133～1136は短刻によってイトクパが刻まれている。

1124.1125は大きさから飾り串とも考えられる。 1128.1129は弧線文や直線文で文様を構成している。

1131 .1132の表面には「 IIXII」等の刻みや線刻によってイトクパが刻まれている。 1134と1135は接

合する同一個体である。 1137～1141は先端のみが舌状に削り出されており、イトクパや文様が付され

ていない。いずれの裏面先端にもパルンペが見られない。

木幣状製品（1142～1147.1151～1160） ： 1142～1144は木幣（イナウ）である。これらには上面が

平坦に加工された頭部があり、その直下には下方から上方に向かって長く何度も削った刃物痕やササ

クレ痕が多数確認できる。頭部直下に作出された削りかけ（キケ）は土中で腐朽し、痕跡だけが残さ

れている。 1144の頭部には短刻が刻まれている。 1145には下方から挟入部に向かって削られた痕跡が

ある。 1146の上下端部には罫引線上に2～4段の短刻が並行に廻り、表面には螺旋状に引かれた罫引

線に沿って短刻が列となって廻っている。 1147の上部には鎖状の複雑な曲線文が帯状に彫刻されてい

る。その下には粗い「X」と2本の短刻が付されており、中央部が細く削られている。 1151～1160は

イトクパや短刻の付された製品をまとめた。丸木材の中には木幣（イナウ）の破片が含まれている可

能性がある。 1151 ． 1153．1154．1159は「 ｜ ｜ 」「X」「｜ ｜」等の組合せが刻まれるもの、 1152.1155.

1156は短刻が並行に廻るもの、 1157～1160は複雑に短刻が組み合わされたものである。

刀ミニチュア（1148～1150） ： 1148は鞘及び柄の付けられた刀片である。表面に直線と刻目列文様

が掘り込まれている。柄頭の形態は小刀（マキリ）に似ている。 1149は両区のつく平棟の刃部片であ

る。 1150は彫刻された刀鞘片かもしれない。まじない用や製作依頼時の雛形の可能性もある。

加工材（1161～1176）

1161～1164は円盤状製品である。 1162. 1164は半損している。 1162・1163は炭化部分がある。 1165

～1167は有孔円盤状製品である。 1167は半損し、周縁が炭化している。紡錘車の可能性もあるo 1168･

1169は円錐台形製品である。 1168は半損している｡ 1170は角形の突起が挟りだされている｡ 1171は環

状突起が付けられた製品の柄や把手であろうか。 1172は三日月状に削られたものであり、仕掛弓など

の引き金であろうか。 1173は角形の栓状のものである。 1174. 1176は挟入が多段となる丸木材である。

1174の樹芯部には角孔がある。 1176の挟入部には撚り糸(S撚り）が巻かれていた｡ 1175は下部の炭

化した環状製品である。

各種用具の部品や素材等（1177～1374）

ピン状製品（1177～1209) :A・両端部に尖端部を持つもの(1177.1179)、B.片側のみに尖端部

があるもの（1178.1180～1209）に分けられる。 1206の上部は削りかけ（キケ）状に幾重にも割り裂
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かれている｡ 1209は先端部のみ細く削りだし、上端部が叩き潰れている。

軸状製品（1210～1300) :上部が太く先端部に向かって細くなる。ピン状製品に似るが、先端部が

丸形または平坦となる。 1210～1221は半割材を素材としている。 1222～1232.1234～1243は丸木材を

素材としている。 1233. 1244～1286は半割や丸木材以外を素材としている｡ 1287～1300は角軸状製品

である。 1212．1248．1274．1276にはイトクパが付されている。

模状製品（1301～1321) :A.先端部が凸形となるもの(1302～1310｡ 1314． 1318｡ 1320･ 1321)、

B先端部が角形となるもの（1301 . 1311～1313.1315～1317. 1319）がある｡ 1309の先端部には小

孔が穿たれている。 1319の上部は炭化し、快りが付けられている。

捧酒箸（箆）状製品（1322～1374） ？削りかけやイトクパはないが、先端部加工・断面形等の形態の

特徴から捧酒箸状とした。同時に素材となりうるものをまとめた。樹種はスギ、 ヒノキ、アスナロ等

の針葉樹材が主体であり、当遺跡出土の捧酒箸も同様である。素材は桶や樽等の側板と考えられる。

＜挟入部付の部品や部材＞：材に付けられた挟りが廻っているものである。

1375～1380. 1382～1394. 1396. 1410は端部扶入部付丸木材である。 1377. 1380はコモ槌の可能性

がある。 1390は魚叩棒とも考えられる。 1396は魚突鉤鐇の棹（柄）の可能性がある。 1381 .1395は挟

人部付丸木材である｡ 1397～1400. 1402･ 1403･ 1412は端部挟入部付丸材である。 1412は卓擢受台部

の角軸の可能性もある。 1404． 1405． 1408は端部挟入部付半割材である。 1406は端部挟入部付楕円材

片である。 1407は端部挟入部付半円状材片である。 1409は端部挟入部付割材である。いずれも下部が

切断されている。 1411は端部挟入部付板材である。 1413～1415は端部快入部付屈曲丸木材であり、 3

本まとまって出土した。 ド部にホゾ先が作出されており、組み合わせで使用されるものであろう。

1416. 1417は両端部快入部付角材である。他層や他地区からも出土している規格性のある用具である。

＜扶付の部品や部材＞材の左右または一部分が挾られているものである。

1418は両端部挟付丸木材である。 1401は端部挟付丸材片である。 1419～1428は端部挟付丸木材であ

るo 1419にはイトクパが付いている。 1429～1434は挟付丸木材である｡ 1433は炉鈎の未製品の可能性

がある。 1436．1438．1440．1441は端部挟付半割材である。 1440にはイトクパが付いている。 1443は

多段扶付半割材片である。快りが連続しており、ゴザ編みの経糸等をかけるケタであろうか。 1444～

1446.1450.1452は挟付角材片である｡ 1447～1449.1451は端部挟付角材である｡ 1453～1461は挟付

板材である｡ 1462～1464･ 1466は快付蒲鉾状板材である。 1465は多段快付半円状材である。 1469･

1470は挟付紡錘状材である｡ 1472～1479は挟付楕円板材である。 1467は挟付板材片である。

＜ホゾ先付の部品や部材＞

1468はホゾ先付角材片である。 1471は端部ホゾ先付角材切断品である。

＜有孔丸木材＞

1480は挟人部付有孔丸木材片である。 1481～1483は有孔丸木材である。 1481と1482は炭化している

が|司一個体の可能性がある。 1484は端部有孔湾曲丸木材である。 1485は両端部有孔丸木材である。

＜有孔角材＞

1486～1489は有孔角材であるo 1490は快付有孔角材である｡ 1491は端部有孔角材である。

＜有孔板材＞板綴舟の舷側板（棚板）の破片やその再加工品が多数を占めると考えられる。

1492． 1495． 1497～1511 .1513～1539は有孔板材である｡ 1493･ 1496は有孔薄板材である｡ 1494は

有孔細板材片である｡ 1512は挟付有孔板材である。側縁には挟りが付き、表面に線刻が見られる。

1527は下部が炭化し、刃物痕が多数見られる。 1529は表が炭化し、裏面に刃物痕が多数見られる。角

孔は片側から彫った後に打ち抜いて作成するため、裏面の孔口に剥離痕が見られるものが多い。
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＜角材＞

1541～1550.1552. 1553は角材である。 1542には線刻が見られる。 1544．1550．1553は下部が炭化

している。 1551は細角材である。下部が炭化している。

＜半割材＞

1554. 1555は半割材である。 1554は割串の可能性がある｡ 1555の下部は炭化している。

＜板材＞

1556～1561 .1563～1576は板材である。 1556にはイトクパが付いているo 1560の側縁には刻目があ

るo 1561には刃物痕が多数見られる。 1574には鋸で挽かれた痕跡や刃物痕が多数見られる｡ 1577~

1589は厚板材である｡ 1584には角溝がある｡ 1586～1589には釿などによる削り痕が顕著に確認できる。

杭・建築部材・建材等（1590～1663）

角杭状製品片(1590) :上部を欠損する。

割杭状製品（1591～1597） ：割加工により製作された角杭である。 1593の両端は杭状に加工されて

いる。 1596は下部が炭化している。

丸杭状製品（1598～1621） ： 1598.1619の上端部は炭化している｡ 1599･1600･ 1602．1613．1614･

1616～1618の上端部は切断されているo 1600には細帯状樹皮が巻かれている｡ 1605の側縁には挟りが

ある｡ 1608･ 1609･ 1618は両端が杭状に切り出されている。

丸木材（1622～1628） ： 1622は下端部に切断痕がある｡ 1627の上端部は切断されている。 1623の上

端部は切断され、下端部の木口には鋸で挽いた痕跡がある。 1624の上端部は炭化している。

丸材（1629～1631） ： 1631は上端部が切断されている。

屋根縫針先（1632～1636） ： 1632～1634は孔のある先端部破片である。 1634の下部は炭化している。

1635は割材であり、上部を欠損している。 1636は孔部分で欠損している。

建築部材・加工材等（1637～1640） ： 1637～1640は「Y」字状となる部材である。 1637は「Y」字

状の両端部に挟入部が作出されている。 1640は裏面に平坦面が作出され、下端部に固定のための挟り

がある。漁携具や狩猟具の可能性がある。

建材（1641～1663） ： 1641は階段状の挟りが付けられた高床式倉庫梯子である。桁や梁材の可能性

もある。 1642は上部に挾りがある桁または梁材である。 1643には挟入部が作出されており、桁または

梁材とも考えられる。 1644は桁または梁材の切断品である。側面に刃物痕が多数見られる。 1645は受

部付建材の切断品である。上部が切断され、その下部が炭化している。 1646は桁または梁材の切断品

であり、下端部を欠損している｡ 1647は桁または梁材の切断品であり、上端部には切断痕が顕著であ

る。中央部側縁にも刃物痕が多数認められる。 1648は柱頭が「Y」字状となる受部付柱材であり、受

部が鉈などで整形されている。 1649は建築部材片であり、上部を欠損する｡ 1650は受部を両面から切

り出して山形とした受部付建材片である。 1651は先端をホゾ先状に切り出したものである｡ 1652は柱

頭が「Y」字状となる受部付柱材であり、下部が炭化している。 1653は柱頭が「Y」字状となる受部

付柱材であるが、表裏から削って受部を調整している｡ 1654は受部付柱材と考えられるが、受部が3

段に枝分れしており、肉や魚の干し柱の可能性もある｡ 1655は柱頭が「Y」字状となる受部付柱材片

である。枝分かれ部分を欠損している。 1656～1660は桁または梁材である。 1656.1660の端部は切断

されている｡ 1657は1/4割材であり、右端部側に平坦面が作出されているo 1661～1663は柱頭が

｢Y」字状となる受部付柱材である。いずれも先端を杭先状に鋭く切り出している。

木端類（1664～1680）

1664～1667は板材木端である｡ 1667は矢筒翼部の破片とも考えられる。 1668～1670･ 1675は不規則
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に切り出された木端である｡ 1671は角材の木端であるo 1672は丸木材の切片である。 1673･ 1674･

1676～1679は丸木材の木端である。 1680は厚板材の木端である。

炭化材（1681～1686）

1681の中央が円形に凹んでいる。 1682の先端には僅かな加工が見られる。 1683は溝付である｡ 1684

～1686は樹皮付の材が炭化したものである。

竹製品（1687～1693）

1687は環状竹製品に円孔を貫いている。 1688には楕円孔が2カ所に認められる。 1689はフォーク状

に加工している。 1690は表面に刃物痕がある。 1691は下部が炭化している。 1692は両端を切り落して

いる｡ 1693は側縁を調整加工している。

樹皮製品（1694～1776）

1695.1706は切蔵された樹皮である。 1706には小孔がある。 1696は円形に切り揃えた樹皮が巻かれ

たものである｡ 1697． 1698･ 1769． 1770．1772～1775は燈火用や各種用具の素材とする筒状の樹皮で

ある。 1770は炭化している。 1699の側縁には刻み列が付けられている。 1694･ 1700～1703は樹皮製容

器片である。 1694には縫合用の小スリットが3列見られる。 1700～1702は樹皮製容器の把手片である。

1700. 1702には容器と固定する挟入部が確認できる。 1703は土圧で潰れた容器片であり、口縁部に補

強材として軸が挟み込まれている。把手の付けられる手桶（ヤラニヤトゥシ）であろう。 1704は容器や

鞘などの素材となる切り揃えた樹皮である。 1705は礫を包んだ細長い樹皮であり、両側縁には紐など

で縛り止めた痕跡がある。漁携時の錘石としたのであろうか。 1707～1776は細帯状樹皮巻(結束固定

具)である。 1707～1749は結束式の細帯状樹皮巻である｡ 1750～1756･ 1759. 1764は頭部差込式の細

帯状樹皮巻である。 1751～1756.1759は頭部挿入式の細帯状樹皮巻である。 1757.1758.1760～1763･

1776は釘打込式の細帯状樹皮巻である。釘打込式の樹皮は概して厚い。 1764は細帯状樹皮であり、先

端部が細長く加工されていることや樹皮が薄いことから頭部差込式の切れたものであろう。 1765.

1766は極細い樹皮を巻いたものであり、切裁痕がある。

繊維製品（1777～1793、図版246～249）

1777はZ撚り（左撚り）の細い撚り縄の集合から組紐が伸びている。編み袋(サラニプ)等であろう。

1778～1787は撚り縄片である。 1778. 1779はS撚り（右撚り）した径l.3cm前後のものである。 1780

はS撚り（右撚り）した3本の細縄を巻き束ねている。 1781はZ撚り（左撚り） した径2.0cm前後の

ものである｡ 1782はS撚り（右撚り）した径0.8cm前後のものである｡ 1783はS撚り （右撚り） した

径1.0cm前後のものである｡ 1784．1787． 1788はS撚り （右撚り）した径0.6cm前後のものである。

1785はS撚り（右撚り）したものを2本巻き束ねている。 1786はZ撚り（左撚り）したものを巻き束

ねている。 1789は幅0.8cm前後の結束した紐であるo 1790はS撚り（右撚り）したものを4本巻き束

ねている。 1791は屋根材と思われカヤ状の植物繊維である。 1792. 1793は繊維素材である。

（田口尚）
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物

⑦

110

111

、〆

〆

0 5 10cm
1 1 0 1 1 1

－

図V-75舟部材22 (舟材）

159



V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含I箇の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土I箇の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物

Ｃ
伽
Ⅷ

醜

ｅ

一
一

○ ～

194

195

l l l

訓

Ｉ

一

画
○

~

’
197

〃二m ↑98
’ 99

一

一

伽
０

柵一
~

｝

|W

○
~

I
○ ○

~~

200

201

,"_l○
一

一

○

○
①‐

⑧ ~

。‐
| | I

e-○ 203

202 204 印1

図V-89舟部材36 (車權受台部軸⑤）

173



V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物

！
I

Ｉ

ｌ

１
ｌ

ｌ

１

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｈ

Ｍ

Ⅱ

ソ

山

芦

一

一

281

○

○

一

一

一

一

、

農

Ｐ

《

「

一言
’一～ へ一

一

282 283

園

0 ５ 10cm
I I I I l I 1l－－－

図V-102舟用具13 (あか汲み⑦）

187



V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査

の

○一

0

1 329／

0

○

①‐
~

0-

I／
’

330

II’

I

UU
328

l"
c、

331

図V-111 漁携具9 (回転式離頭話中柄⑨）

196



3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含暦の遺物
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V第0黒色士届の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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3包含層の遺物
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3包含層の遺物
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3包含層の遺物
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3 包含層の遺物
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3包含層の遺物
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3包含層の遺物
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査

図V-170容器類2 (樽蓋板②）

256



3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含掴の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含屑の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査

1

1

Pa

le一ノ

一
Ｉ目一 ②－ ロ百一 ○

~

0－

言号ﾆー ○－
lll

~

○一）

色

山u

ll l l l O－

980 0－

0－981

982 ○
0 ~

983

985984

｜ I

の－ 佃一 0－
邑一

I 】

国一口一

⑪－Ⅱ'''一｡－

、一

０

５

－

二

二

卓

一

一

○一

亡。一

’986
988 0－987

0－

989

990

ｎ

Ｕ

、

９

１

Ｃ

一

図V-210食用具21 (串⑥）

296



3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含I苗の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色士層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物

~~

←－－L＝=二

二二

｜ I

~~
！I

W o
一
一

91148 1149

0 § 昌一
1 1

円
1151

一

参P,－
I

~

’

。
○
Ｏ

二

一

一

釦

ー

F,’

、
1154

●､‐’

ノ

1150 153一

ー

I↓

1152

~

1155

二一

1○‐ 、
~ ~

ノ

、
1157~

〆 、 〆

1156

｡ ○‐

○
か
ん
罰

。‐ ~

1160
｣1

○‐ I

0 5 10cm、

識、
I I O I I I

1158
1159

図V-230祭祀・儀礼具5 (刀ミニチュア・木幣状製品②他）

317



V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色士層の調査
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3包含胸の辿物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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VOB層の調査
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3 包含層の遺物
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VOB層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3 包含I曹の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含眉の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査

‐ク

I

◎

。

◎

~~~

O G一

11' |’

’

~~

|‐‐－

~ ~

|､u脚1I ’

1687

1688

ｸﾆﾆ、
ｰ一

｜ I

1689

◎
1－1

｜ ’ I
へ､-- ~

局

」
IIII

、

'弓一
’ －1

1691
1690

ごコー ~

－－

一一 ｜

’

－－

’ 一一

1692 1693

~
１

０
１

５
１１

~

10cm
I

図V-317竹製品

406



3包含層の遺物
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V第0黒色土i画の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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3包含層の遺物
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V第0黒色土層の調査
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1
-
b
d
-
6
7
-
9
1
-
c

柾
目

オ
ニ
グ
ル
ミ

（
3
2
8
0
）

2．
10

1
7
.
7
0

9
0

4
3

4
9
6
4

1
1

四 匹 帥 通 ｓ 睦 書

有
孔
舟
部
材

板
目

2点
接
合
｡有
孔
板
材
。

ハ
リ
ギ
リ

8．
65

2
~
0
0

3
1
8
.
0

9
1

4
4

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
2
4
8
5

3
0
.
5
4

I
2

板
緩
舟
舷
側
板
片

板
目

ト
ネ
リ
コ

有
孔
板
材
片
｡角
孔
4カ
所
あ
り
。

c
←
6
6
-
0
9
-
.

3
0
.
0
0

（
17
．
00
）

2．
30

（
9
3
7
.
0
）

1
9
2

4
4

2
6
9
0

1

板
緩
舟
舷
側
板
片

柾
目

有
孔
板
材
片
。

c
-
6
6
-
O
9
-
b

ハ
リ
ギ
リ

(
3
1
.
6
0
)

2．
36

（
50
2.
0）

9
3

4
5

1
1
1
6

1
1
.
6
4

1
1

《 昌 四



表
V
-
3
0
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
)

↑ 昌 一

く 謡 つ 猫 旧 什 園 Ｓ 謎 酬

図
版

番
号

雛
個 体

破 片
図 誇

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号

備
考

木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
d
n
)

重
量
(9
)

板
綴
舟
舷
側
板
片

追
柾

有
孔
板
材
片
。

c
-
6
6
-
3
8
-
d

1
3
3
5
6

ハ
リ
ギ
リ

(
5
6
0
.
0
)

9
4

4
5

3
2
.
7
0

1
1
.
3
0

1．
80

I
1

板
綴
舟
舷
側
板
片

柾
目

有
孔
板
材
片
。

1
0
6
0
7

ハ
リ
ギ
リ

(
1
0
.
4
0
)

（
3
4
3
.
0
）

9
5

4
5

c
-
6
7
~
4
1
-
a

2
9
.
8
0

1．
90

1
1

板
綴
舟
舷
側
板
片

板
目

3
1
点
接
合
c
有
孔
板
材
片
｡
重
量
は
保
存
処
理
後
の
値
。

d
-
6
7
-
9
1
-
b

5
3
3
9

ハ
ン
ノ
キ

（
34
.5
5）

（
1
6
6
.
0
)

9
6

4
5

1
3
.
0
0

1．
40

I
3
1

板
綏
舟
舷
側
板

板
目

c
-
6
6
-
l
9
-
b

2
0
6
0

ハ
リ
ギ
リ

有
孔
板
材
。

9
7

4
6

5
1
.
8
0

2
0
.
0
0

3．
90

1
9
5
7
.
0

1
1

板
綴
舟
舷
側
板
片

板
目

3点
接
合
｡有
孔
板
材
片
。

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
9
5
7

ハ
リ
ギ
リ

（
3
9
3
.
0
）

9
8

4
6

3
4
.
8
0

1
2
.
4
0

1．
80

1
3

板
綴
舟
舷
側
板
片

板
目

(
3
3
.
1
0
)

有
孔
板
材
片
。

c
-
6
7
-
O
O
-
a

1
7
9
2

シ
ナ
ノ
キ

（
3
5
2
.
0
）

9
9

8．
20

1．
90

１
1

板
緩
舟
舷
側
板
片

柾
目

有
孔
板
材
片
。

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
1
6
0

ハ
リ
ギ
リ

（
32
.3
0）

（
4
4
6
.
8
）

1
0
0
4
6

1
4
．
2
0

1．
85

1
1

4
4
3
1
~

○
7点
接
合
｡全
体
炭
化
｡保
存
処
理
後
実
測
‘
,計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

板
綴
舟
舷
側
板
偶

板
目

ハ
リ
ギ
リ

（
27
4~
0）

d
-
6
7
-
8
2
-
b

（
31
．
95
）

1
4
.
0
0

1
0
1

4
7

2
．
0
0

1
7

4
4
3
1
@

5点
接
合
｡保
存
処
理
後
実
測
。
計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

板
綏
舟
舷
側
板
片

柾
目

シ
ナ
ノ
キ

(
1
0
0
4
)

d
-
6
7
-
7
2
-
c

（
4
0
.
6
0
）

1．
53

5
1
0
2
4
7

4
．
8
0

1

2点
接
合
｡保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

板
綏
舟
舷
側
板
片

柾
目

ハ
リ
ギ
リ

（
9．
75
）

c
-
6
7
-
0
2
-
c

3
3
3
8

（
4
6
.
4
0
）

1．
33

（
15
8.
3）

1
0
3
4
7

1
2

板
綏
舟
舷
側
板
片

柾
目

ハ
ン
ノ
キ

(
4
5
.
5
0
)

(
3
1
1
.
2
)

有
孔
板
材
片
。

1
0
4
4
7

d
-
6
7
-
9
2
-
d

6
0
5
9

7．
60

1．
50

1
1

柾
目

2点
接
合
｡有
孔
板
材
片
。

板
綴
舟
舷
側
板
｝
4

ハ
リ
ギ
リ

(
4
3
.
9
0
)

(
1
6
8
.
2
)

1
0
5
4
7

c
-
6
7
-
l
O
-
c

1
5
3
6
0

6
.
0
0

1．
40

2
1

板
目

3点
接
合
｡有
孔
板
材
片
．

板
綴
舟
舷
側
板
片

ハ
ン
ノ
キ

(
4
5
.
0
0
)

1
0
6
4
7

d
-
6
7
-
7
2
-
a
d
-
6
7
-
7
2
-
d
4
5
1
2

7
.
1
0

1．
90

（
2
6
3
.
4
）

3
1

板
緩
舟
舷
側
板
月

柾
目

1
8
5
6

ハ
リ
ギ
リ

(
3
1
.
5
0
)

(
5
.
4
0
)

(
2
1
6
.
5
)

有
孔
板
材
片
。

1
0
7
4
8

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1．
95

1
I

板
綴
舟
舷
側
板
片

追
柾

1
点
接
合
｡
有
孔
板
材
片
｡
保
存
処
理
後
実
測
｡
計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

ハ
ン
ノ
キ

(
5
8
.
3
0
)

(
4
0
5
.
8
)

1
0
8
4
8

c
-
6
6
-
l
9
-
b
c
-
6
6
-
0
9
-
c
4
7
7
0

9．
45

2．
30

1
4

18
点
接
合
（
樹
皮
1点
含
む
)｡
有
孔
板
材
片
｡樹
皮
綴
り
あ
り
｡保
存
処
理
後
実
測
。

計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

板
綬
舟
舷
側
板
片

追
柾

○
'○

ハ
ン
ノ
キ

(
9
0
.
6
0
)

(
2
1
9
.
1

)
1
0
9
4
8

c
-
6
7
-
O
l
-
c

1
1
9
9
8

7．
70

1．
20

1
8

1

股
木

2
点
接
合
｡
端
部
挟
入
部
付
屈
曲
有
孔
丸
木
材
。

舟
あ
ば
ら

1
1
0
4
8

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
5
2
1

ク
ワ

2
8
.
7
0

1
6
.
2
0

4．
70

1
0
9
.
2

2
I

舟
あ
ば
ら
片

丸
木

2
点
接
合
｡
端
部
有
孔
屈
曲
丸
木
材
片
。

1
5
3
9
8

ハ
シ
ド
イ

(
2
9
.
7
0
)

(
1
5
.
1
0
)

(
1
5
9
.
6
)

1
1
1

4
9

c
-
6
6
-
2
8
-
c

3
.
1
0

1
2

舵
榛
？

丸
木

2
点
接
合
｡
端
部
有
孔
屈
曲
丸
木
材
｡
イ
ト
ク
パ
付
。

c
-
6
6
-
0
9
-
b

コ
ナ
ラ

1
1
2
4
9

1
0
5
0

7
5
.
6
0

6．
30

4．
15

8
2
0
.
0

1
2

舟
あ
ば
ら

丸
木

端
部
挟
入
部
付
屈
曲
丸
木
材
。

ヤ
ナ
ギ

1
1
3
5
0

c
-
6
7
-
1
0

1
5
1
1
2

2
8
.
6
0

6．
35

2．
90

1
2
7
.
3

1
1

舟
ミ
ニ
チ
ュ
ア

横
木

c
-
6
6
-
2
8
-
b

ハ
ン
ノ
キ

ベ
ル
ト
出
土
。

1
1
4

5
0

1
4
4
1
4

1
8
.
0
0

4
.
0
0

2，
90

8
8
.
0

1
1

舟
あ
ば
ら
片

丸
木

c
-
6
6
-
3
8
-
b

ト
ネ
リ
コ

(
1
6
.
9
0
)

(
6
0
4
.
0
)

屈
曲
丸
木
材
片
。

1
1
5
5
0

1
3
7
4
6

3
0
.
3
6

4．
92

1
1

舟
あ
ば
ら
片

1/
4割

2点
接
合
｡屈
曲
丸
木
材
片
。

コ
ナ
ラ

(
2
4
.
5
0
)
（
29
.0
0）

（
32
9.
0）

1
1
6
5
0

c
-
6
7
-
0
0
-
c

1
2
5
3
4

3．
60

1
2

サ
ク
ラ

貫
：
サ
ク
ラ

丸
釘
：
ハ
リ
ギ
リ

3点
接
合
(貫
と
木
釘
付
含
む
)｡
貫
付
丸
材
片
｡木
釘
付
孔
1カ
所
｡質
に
丸
釘
1カ
所
。

舟
部
材
片

柾
目

d
-
6
7
-
9
1
-
a

4
8
3
5

（
60
.0
5）

（
26
9~
9）

1
1
7

5
0

6．
22

2．
42

1
3



表
V
-
3
1
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
)

個 体
破 片

鱸
図 誇

図
版

番
号

備
考

重
量
(9
)

発
掘
区

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

遺
物
名
称

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

3点
接
合
｡枝
利
用
式
。

車
擢
受
台
部

股
木

コ
ナ
ラ

4
8
.
8
0

1
7
.
0
5

2．
90

2
5
0
.
0

1
3

c
-
6
6
-
l
9
-
c

4
2
3
3

1
1
8

5
1

枝
利
用
式
。

車
椛
受
台
部

股
木

イ
チ
イ

3
0
.
4
0

5
5
.
7
0

3．
30

8
0
0
.
0

1
1

5
1

c
-
6
7
-
O
O
-
a
d
-
6
7
-
9
0
-
d

7
1
8

1
1
9

枝
利
用
式
。

ベ
ル
ト
出
土
｡枝
利
用
式
。

枝
利
用
式
。

枝
利
用
式
。

亜
擢
受
台
部

股
木

4
7
4
.
0

3
1
3
3

モ
ミ

4
7
.
0
0

17
．
70

4．
00

1
1

1
2
0

5
2

d
-
6
7
-
8
1
-
c

車
椛
受
台
部
片

股
木

（
44
.1
0）

（
22
.5
0）

（
2．
50
）

（
40
5.
0）

c
-
6
6
-
1
9
-
d
c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
1

1
2
1

5
2

1
4
3
1
8

マ
ー

ー
セ
ミ

(
1
0
.
0
0
)

(
6
8
0
.
0
)

車
擢
受
台
部
片

股
木

(
6
0
.
8
5
)

ス
ギ

4．
40

1
1

1
2
2

5
1

d
-
6
7
-
7
2
-
a

4
4
8
5

(
6
9
0
.
0
)

車
椛
受
台
部
片

股
木

(
9
7
0
)

モ
ミ

6
4
.
5
0

3．
20

1
1

1
2
3

5
2

c
-
6
7
-
O
O
-
c

1
2
5
6
0

枝
利
用
式
。

（
73
6.
0）

車
椛
受
台
部
片

股
木

（
56
.8
0）

1
7
.
9
3

3．
82

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
6
9
0

ト
ウ
ヒ

1
1

1
2
4

5
3

モ
ク
レ
ン

軸
：
カ
ッ
ラ

3点
中
2点
接
合
2点
実
測
(軸
片
含
む
)｡
丸
軸
差
込
式
｡軸
片
入
。

車
樅
受
台
部
片

柾
目

5
.
6
0

（
6．
40
）

（
5
6
0
.
0
）

3
c
-
6
6
-
0
9
-
c

3
3
3

6
2
.
1
0

1
1
2
5

5
3

丸
軸
差
込
式
。

車
椴
受
台
部
片

柾
日

（
6
2
.
4
0
)

5
.
8
0

2．
70

（
4
6
0
.
0
）

1
c
-
6
6
-
2
8
-
c
c
-
6
6
-
2
9
-
d

モ
ク
レ
ン

1
1
2
6

5
3

2
8
4

丸
軸
差
込
式
。

(
8
2
0
.
0
)

卓
擢
受
台
部
}4

柾
目

ス
ギ

7
2
.
2
0

7．
00

3．
30

11
1

c
-
6
6
-
2
8
-
c
c
-
6
6
-
2
9
-
d

2
8
3

1
2
7

5
4

丸
軸
差
込
式
。

単
擢
受
台
部

追
柾

5
5
.
8
0

4，
80

3．
10

5
4
0
.
0

1
1

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
2
3
4

カ
ッ
ラ

1
2
8

5
4

内
部
腐
食
｡保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

（
2．
80
)

(
2
0
7
.
2
)

車
樅
受
台
部
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
36
.6
0）

5
.
6
0

1
1
0

c
-
6
6
-
2
7
-
c

1
5
0
1
2

1
2
9

5
4

2点
接
合
｡丸
軸
差
込
式
。

(
3
.
7
0
)

(
1
7
8
.
1
)

卓
椴
受
台
部
片

板
目

ハ
ン
ノ
キ

(
2
3
.
5
0
)

（
5．
47
）

1
2

c
-
6
7
-
l
O
-
a

7
9
7
3

1
3
0

5
4

丸
軸
差
込
式
。

（
3．
20
）

（
2．
65
）

卓
擢
受
台
部
片

板
目

（
2
7
.
0
0
)

（
17
6.
0）

1
1

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
8
2
4

コ
ナ
ラ

1
3
1

5
4

丸
軸
差
込
式
、

（
71
．
6）

曜
柵
受
台
部
片

柾
目

（
12
.7
0）

(
4
1
0
)

（
2．
75
）

1
c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
9
1
6

ﾄ
ネ
リ
コ

1
1
3
2

5
4

丸
軸
差
込
式
。

（
4．
60
）

（
2．
20
）

（
63
．
2）

卓
擢
受
台
部
片

柾
目

○
（
11
．
10
）

1
1

1
3
3

c
-
6
6
-
0
9
-
c

6
2
7

モ
ク
レ
ン

7点
接
合
（
軸
片
と
槙
含
む
)｡
角
軸
差
込
式
｡彫
刻
付
｡軸
片
入
｡軸
片
に
喫
入
。

切
痕
あ
り
｡木
取
り
受
台
部
：
柾
目
､軸
：
板
柾
､模
：
板
柾
。

モ
ク
レ
ン

軸
：
カ
エ
デ
模
：
ス
ギ

（
72
5.
0）

車
椛
受
台
部
片

柾
目

6．
30

6．
10

7
d
-
6
7
-
8
2
-
d
d
-
6
7
-
9
2
-
a
4
8
7
1

7
0
.
5
5

1
1
3
4

5
5

3点
接
合
（
軸
片
と
渓
含
む
)｡
角
軸
差
込
式
｡軸
片
入
｡軸
片
に
喫
入
。

木
取
り
本
体
：
板
目
､軸
：
板
柾
。

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
?ネ
ズ
コ
？
軸

と
襖
:ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
?ネ
ズ
コ
？

（
32
.7
0）

(
1
1
.
9
0
)

(
3
1
0
.
0
)

車
椛
受
台
部
片

板
目

5．
20

1
3

d
-
6
7
-
9
1
-
b
d
-
6
7
-
9
1
-
c

5
2
4
5

1
3
5

5
4

角
軸
差
込
式
。

(
3
1
.
2
0
)

（
15
4.
9）

車
樅
受
台
部
片

柾
目

5．
30

2．
65

c
-
6
7
-
l
O
-
b

ク
リ

1
1

1
3
6

5
4

1
2
5
7
9

角
軸
差
込
式
(】

(
5
.
1
0
)

（
34
8.
8）

車
樅
受
台
部
片

柾
目

（
47
.6
0）

3．
50

1
1

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
3
4
8

モ
ク
レ
ン

1
3
7

5
4

（
3．
32
）

(
2
7
0
,
0
)

函 凹 恥 嗣 Ｓ 膨 薑

単
椛
受
台
部
片

丸
木

（
36
.4
0）

（
3．
88
）

1
I

d
-
6
7
-
9
1
-
c

5
3
5
8

モ
ミ

1
3
8
5
5

3
点
接
合
｡
メ
カ
ジ
キ
の
彫
刻
付
。

（
34
.6
0）

車
柵
受
台
部
片
？

柾
目

2．
80

(
2
2
8
.
1

)
1

3
c
-
6
6
-
1
8
-
b

ハ
ン
ノ
キ

4．
40

1
3
9

5
6

1
5
6
5

ア
イ
ウ
シ
文
付
。

イ
ト
ク
パ
付
。

(
3
5
.
1
0
)

(
5
6
0
)

(
2
.
6
0
)

（
23
2.
0）

車
椴
受
台
部
片

柾
目

サ
ク
ラ

1
1

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
3
8
3

1
4
0

5
6

（
3．
15
）

（
91
．
9）

車
擢
受
台
部
片

柾
目

ハ
ン
ノ
キ

(
1
6
.
8
0
)

2．
85

1
一 一 画

c
-
6
6
-
l
9
-
b

2
6
3
3

1
1
4
1

5
6



表
V
-
3
2
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
4
)

ー ｰ O
､

く 部 ・ 猫 陣 什 圃 Ｓ 謎 醐

図 鑑
図
版

番
号

雫
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(d
n)

重
量
(9
)

備
考

龍
柵
受
台
部
片

柾
目

(
1
7
.
0
0
)

（
3．
10
)

（
81
．
9）

イ
ト
ク
バ
付
。

1
4
2

5
6

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
4
6
1

モ
ク
レ
ン

2．
50

1
1

職
冊
受
台
部
切
断
品

柾
目

ハ
ン
ノ
キ

1
4
3
5
5

c
-
6
7
-
0
0
-
a

6
4
5
1

9．
40

2．
70

2
.
0
0

3
1
.
0

1
1

車
柵
受
台
部
切
断
品
片

柾
目

(
1
0
.
6
0
)

（
1
9
0
）

（
29
．
6）

1
4
4

5
5

d
-
6
7
-
9
1
-
a

5(
)2
8

ク
ル
ミ

3．
15

1
1

噸
椛
受
台
部
片

柾
目

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
4
3
8

カ
ッ
ラ

(
1
2
.
9
0
)

（
64
．
0）

1
4
5
5
5

3．
45

2．
10

1
1

噸
擢
受
台
部
片

柾
目

(
1
2
.
4
0
)

55
c
-
6
7
-
4
1
-
d

1
0
6
3
2

カ
エ
デ

（
3~
75
）

（
2．
50
）

（
73
．
3）

1
4
6

1
1

唯
椛
受
台
部
ハ

柾
目

55
c
-
6
7
-
4
1
-
d

1
0
7
5
4

カ
エ
デ

(
1
1
2
0
)

(
4
5
.
1

)
1
4
7

3
.
0
5

2
.
5
0

1
1

順
椛
受
台
部
切
断
品

柾
目

5
5

c
-
6
7
-
O
O
-
a

7
1
9

ハ
ン
ノ
キ

3
.
8
0

（
87
．
2）

1
4
8

1
1
．
7
0

3
.
0
0

I
1

単
樅
受
台
部
切
断
品
片

柾
目

(
1
2
6
5
)

（
10
7~
3）

1
4
9
5
5

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
5
4
9

モ
ミ

4．
40

3
.
0
0

1
1

蝋
擢
受
台
部
切
断
品

柾
目

2点
接
合
。

1
5
0
5
5

d
-
6
7
-
8
1
-
c
d
-
6
7
-
8
1
-
d
3
2
7
1

モ
ク
レ
ン

2
3
.
7
0

4
.
1
0

2．
75

1
9
9
.
0

1
2

11
噸
受
台
部
切
断
品
片

柾
目

ハ
ン
ノ
キ

(
2
2
3
0
)

（
10
6.
4）

1
5
1

5
5

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
2
4
9
0

3．
23

2．
80

1
1

躯
擢
受
台
部
切
断
品

柾
月

c
-
6
6
-
0
9
-
b

8
6
3

ハ
ン
ノ
キ

1
5
2
5
5

15
．
60

3．
80

3．
30

1
2
0
.
2

1
1

躯
樅
受
台
部
片

板
目

ハ
リ
ギ
リ

(
18
.
13

)
(
6
.
1
8
)

（
2．
84
）

（
17
9.
6）

3点
接
合
。

1
5
3
5
6

c
-
6
6
-
3
8
-
a

1
3
7
2
5

3
1

躯
樅
受
台
部
切
断
品

柾
目

c
-
6
7
-
l
O
-
a
c
-
6
7
-
l
O
-
b

モ
ク
レ
ン
（
コ
ブ
シ
）

角
軸
差
込
式
。

1
5
4

5
6

8
9
5
2

2
8
.
8
0

6．
40

2．
75

3
2
8
.
1

1
1

躯
擢
受
台
部
切
断
品
片

柾
目

1
5
5
5
6

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
9
3
3

モ
ク
レ
ン

（
26
.2
0）

（
27
9.
2）

3
.
2
0

6．
10

1
1

躯
柵
受
台
部
軸

板
柾

丸
軸
差
込
式
。

1
5
6
5
7

c
-
6
6
-
O
9
-
c

カ
エ
デ

40
‘
1

1
5
.
1
0

1．
90

1．
90

3
0
.
0

1
1

車
擢
受
台
部
軸

板
目

1
5
7
5
7

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
1
5
2

カ
エ
デ

丸
軸
差
込
式
。

16
．
60

1．
90

2．
05

2
8
.
7

1
1

車
樅
受
台
部
軸

半
割

丸
軸
差
込
式
。

1
5
8
5
7

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
2
3
1

ア
ジ
サ
イ

1
9
.
7
0

2．
62

2．
15

6
2
0

1
1

箪
椛
受
台
部
輔

板
柾

丸
軸
差
込
式
《

1
5
9
5
7

c
-
6
6
-
0
9
-
c

7
4
3

カ
エ
デ

2
0
.
0
0

2
.
7
0

2
.
7
0

6
6
.
5

1
1

車
椛
受
台
部
軸

○
板
柾

1
6
0

5
7

d
-
6
7
-
9
1
-
c

5
0
0
4

カ
エ
デ

2
3
.
7
0

3
.
0
8

丸
軸
差
込
式
。

3．
10

7
7
.
9

1
1

車
柵
受
台
部
軸

1
/
3
"

ア
ジ
サ
イ

1
6
1

5
7

c
-
6
7
-
1
0
-
b

8
9
3
5

丸
軸
差
込
式
。

2
3
.
8
0

2
．
4
0

1．
80

別
.
6

1
1

車
柵
受
台
部
軸

丸
木

丸
軸
差
込
式
。

1
6
2

5
7

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
1
1
3

ク
ワ

2
2
.
9
4

2
.
5
8

3
.
0
4

7
4
.
0

1
1

車
柵
受
台
部
軸

ﾒL
木

丸
軸
差
込
式
。

1
6
3

5
7

c
-
6
6
-
O
9
-
b

3
7
5

カ
エ
デ

2
3
.
4
0

2
.
2
0

2．
20

4
9
.
0

1
1

躯
椛
受
台
部
軸

丸
木

ト
ネ
リ
コ
？

5点
接
合
｡丸
軸
差
込
式
”

1
6
4

5
7

c
-
6
6
-
1
8
畠
b

2
0
8
3

2
3
.
4
0

2．
15

2．
10

5
9
.
7

1
5

噸
椛
受
台
部
軸

板
柾

c
-
6
6
-
O
9
-
d

カ
エ
デ

丸
軸
差
込
式
。

1
6
5

5
7

2
4
9
2

2
4
.
4
0

2．
50

2
.
2
0

5
5
.
7

1
1



表
V
-
3
3
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
5
)

個 体
破 片

鱸
図 誇

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

樹
種

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

遺
物
名
称

丸
軸
差
込
式
。

8
7
.
0

1
1

丸
木

キ
ハ
ダ
？

2
5
.
9
0

2．
62

2．
78

車
柵
受
台
部
軸

c
-
6
6
-
l
9
-
b

3
8
2
7

1
6
6
5
7

丸
軸
差
込
式
。

1
1
8
.
0

1
1

丸
木

3
1
.
0
0

2．
90

3．
05

車
樅
受
台
部
軸

ウ
ル
シ

c
-
6
6
-
l
9
-
b

3
8
2
8

5
8

1
6
7

丸
軸
差
込
式
。

3
.
1
0

1
3
1
.
0

1
1

丸
木

3
1
.
5
0

3．
10

亜
椛
受
台
部
軸

1
7
9

モ
ク
レ
ン

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
6
8
5
8

2点
接
合
｡丸
軸
差
込
式
。

2
2．
30

5
.
2

I
丸
木

ヤ
ナ
ギ

2
4
.
2
0

2．
30

亜
椛
受
台
部
軸
切
断
品

c
-
6
6
-
O
9
-
b

2
4
3

1
6
9

5
8

ベ
ル
ト
出
土
｡2
点
接
合
｡丸
軸
差
込
式
。

（
3
8
.
0
)

2
(
1
9
.
9
0
)

2
.
0
0

1．
92

1
丸
木

ニ
ガ
キ

車
椛
受
台
部
軸
片

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
4
1
9

1
7
0

5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
25
．
2）

（
7．
50
）

2．
30

1
1

板
柾

2
．
3
2

屯
椛
受
台
部
軸
片

カ
エ
デ

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
4
8
0
1

1
7
1

5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
45
．
3）

（
2
4
.
1
0
）

2．
50

2．
35

1
1

丸
木

ニ
ガ
キ
？

屯
柵
受
台
部
軸
片

1
5
3
9
2

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
7
2
5
8

丸
軸
差
込
式
｡

(
4
5
.
0
)

(
1
2
.
0
0
)

2．
40

1
1

丸
木

ヤ
ナ
ギ

2
．
3
0

車
柵
受
台
部
軸
片

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
3
1
1

1
7
3
5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
48
．
1）

（
8，
70
）

2．
80

1
1

板
柾

サ
ク
ラ

3
.
1
0

車
椛
受
台
部
軸
片

5
8
5
7

d
-
6
7
-
9
1
-
b

1
7
4
5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
37
．
2）

（
7~
75
）

1
1

ト
ネ
リ
コ

2．
80

2，
55

丸
木

箪
椛
受
台
部
軸
片

5
8
2
3

d
-
6
7
-
9
1
-
a

1
7
5

5
8

多
角
形
軸
差
込
式
。

（
8．
60
)

(
3
1
.
0
)

2．
25

2
.
1
0

1
1

板
柾

カ
エ
デ

車
柵
受
台
部
軸
片

5
5
1
1

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
7
6

5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
7~
70
）

（
32
．
0）

2．
90

2．
41

1
1

板
目

不
要

職
､
受
台
部
軸
片

5
1
6

c
-
6
6
-
2
8
-
c

1
7
7
5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
42
．
1）

(
1
2
.
9
0
)

1
丸
木

ﾄ
ネ
リ
コ

2．
35

2．
28

1
II
Z柵
受
台
部
軸
片

2
2
1
8

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
7
8

5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
42
．
2）

1
（
12
.8
0）

2．
50

2．
30

1
板
柾

瓶
桶
受
台
部
軸
片

9
7
7
8

ク
ワ

c
-
6
7
-
0
0
-
c

1
7
9

丸
軸
差
込
式
。

(
3
4
1

)
(
1
3
.
4
5
)

2．
25

2
.
1
5

1
1

丸
木

ﾄ
ネ
リ
コ

屯
椛
受
台
部
軸
片

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
5
4
6
5

1
8
0
5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
32
．
4）

（
9．
66
）

1
丸
木

ﾄ
ネ
リ
コ

2．
32

2
.
3
0

1
車
椛
受
台
部
軸
片

2
8
1
6

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
8
1

2点
接
合
｡丸
軸
差
込
式
。

2
1
6
.
9
6

2．
70

2．
59

7
8
.
9

1
板
柾

カ
エ
デ

車
柵
受
台
部
軸
切
断
品

3
8
7
4

c
-
6
6
-
l
9
-
c

1
8
2
5
8

丸
軸
差
込
式
。

（
73
．
4）

(
1
3
.
3
0
)

3．
00

3．
10

1
1

板
柾

カ
エ
デ

車
柵
受
台
部
軸
片

5
1
7
5

d
-
6
7
-
9
1
-
a

1
8
3
5
8

丸
軸
差
込
式
｡

2．
40

2．
05

6
0
.
7

1
1

丸
木

ヤ
ナ
ギ

2
4
.
5
0

車
桶
受
台
部
軸

1
5
0
2
7

c
-
6
6
-
O
9

1
8
4

5
9

2
点
接
合
｡
丸
軸
差
込
式
｡

（
74
．
0）

（
25
.9
0）

2
2．
50

2
.
7
0

1
板
柾

カ
エ
デ

車
柵
受
台
部
軸
片

c
-
6
6
-
l
8
-
c
c
-
6
6
-
1
8
-
d

8
2
0

1
8
5

5
9

6
点
接
合
｡
丸
軸
差
込
式
c

６
四 匹 叫 函 ｅ 睦 言

l/
4割

2．
70

2．
25

8
9
.
2

1
オ
ニ
グ
ル
ミ

2
8
.
0
0

車
柵
受
台
部
軸

1
5
4
6
1

c
-
6
6
-
l
9
-
b

1
8
6
5
9

丸
軸
差
込
式
。

（
84
~9
）

（
27
.8
0）

2．
20

2．
40

1
1

丸
木

車
椛
受
台
部
軸
片

モ
ミ

c
-
6
6
-
1
8
-
a

1
5
4
8
5

1
8
7
5
9

ニ プ

エ

ー プ カ

エ 、 、

力 喫
2
点
接
合
(
模
含
む
)
｡
丸
軸
差
込
式
｡
裡
入
｡
木
取
り
軸
部
:
追
柾
､
襖
板
目
。

2
3．
05

2．
45

8
4
.
0

1
追
柾

2
6
.
0
0

車
桶
受
台
部
軸

2
6
1
4

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
8
8

5
9

カ
エ
デ

樫
：
カ
エ
デ

2点
接
合
｡角
軸
差
込
式
｡模
入
。

（
1
9
6
0
）

（
40
．
0）

2
2．
80

1.
6(
）

1
板
目

↑ 』 『

車
柵
受
台
部
軸
片

6
9
5

c
-
6
6
-
l
8
-
d

1
8
9
5
9
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V
-
3
4
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
6
)

く 識 っ 細 臓 什 圃 ｓ 錨 醐

図 塞
図
版

番
号

鱸
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

備
考

車
椛
受
台
部
軸

板
目

19
(）

5
9

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
0
2
2

ク
ワ

2
9
.
8
0

角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。

2．
40

1．
90

7
7
.
6

1
1

車
椛
受
台
部
軸
片

丸
木

1
9
1

5
9

c
-
6
7
-
O
O
-
d

7
9
5
2

ト
ネ
リ
コ

（
29
.6
0）

（
82
．
7）

2点
接
合
｡角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。

2．
80

2．
40

1
2

車
擢
受
台
部
軸

1
9
2

5
9

C
-
6
6
-
O
9
-
b
c
-
6
6
-
O
9
-
c

柾
目

8
6
1

コ
ナ
ラ

2
7
.
4
0

角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。

3
.
7
0

2
.
1
5

1
0
1
.
8

1
1

車
擢
受
台
部
軸

半
割

1
9
3

5
9

c
-
6
6
=
O
9
-
b

2
1
7
5

コ
ナ
ラ

2
8
.
9
0

3．
50

角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。

2．
20

1
1
9
.
0

1
1

車
椛
受
台
部
軸
切
断
品

柾
目

1
9
4
6
0

c
-
6
6
-
2
9
-
3

1
8
8
6

ク
ワ

11
．
45

3
.
3
5

角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。

1．
80

3
4
.
7

1
1

車
擢
受
台
部
軸
片

6
0

板
目

1
9
5

c
-
6
7
-
O
O
-
a

1
9
2
1

カ
エ
デ

(
1
2
.
8
0
)

（
48
．
9）

2点
接
合
(貫
含
む
)｡
角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。
木
取
り
貫
：
板
柾
。

3．
22

2．
38

I
2

カ
エ
デ

槐
：
カ
エ
テ

車
擢
受
台
部
軸
頭
部
片

板
目

1
9
6

6
0

c
-
6
6
-
3
8
-
b

1
3
4
2
1

（
7．
07
）

2点
接
合
(貫
含
む
)｡
角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。
木
取
り
本
体
：
板
目
､賞
：
1／
4割
。

（
2．
46
）

（
55
．
0）

5
．
4
2

1
2

車
擢
受
台
部
軸
片

60
板
目

1
9
7

c
-
6
6
-
1
9
-
b

4
6
5
0

カ
エ
デ

(
8
.
4
0
)

2点
接
合
｡角
軸
差
込
式
.貫
孔
1カ
所
。

(
31
．
2)

4．
10

1．
90

2
1

車
椛
受
台
部
軸
片

1
9
8

60
柾
目

c
-
6
6
-
2
8
-
a

8
4
2

角
軸
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。

カ
エ
デ

(
8
.
1
0
)

3．
65

(
1
7
5
)

（
29
．
7）

1
1

車
擢
受
台
部
軸
片

6
0

板
目

1
9
9

c
-
6
7
-
O
l
-
a

3
5
1
9

カ
エ
デ

(
1
1
.
4
5
)

（
2．
40
）

（
1‘
92
）

（
28
．
3）

角
軸
差
込
式
。

1
1

車
擢
受
台
部
軸
片

2
0
0
6
0

柾
目

c
-
6
7
-
l
O
-
c

1
5
1
4
8

カ
エ
デ

(
1
7
.
3
0
)

角
軸
差
込
式
。

3．
30

2．
40

（
62
．
4）

1
1

ク
ワ
？

質
：
ク
ワ
？

車
擢
受
台
部
軸

2
0
1

6
0

柾
目

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
1
5
5

2点
接
合
(貫
含
む
)｡
角
輔
差
込
式
｡貫
孔
1カ
所
。

1
8
.
5
0

2．
45

2
.
0
0

4
8
.
5

2
1

車
擢
受
台
部
軸
片

2
0
2

6
0

板
柾

c
-
6
6
-
l
9
-
b

4
6
6
3

ア
ジ
サ
イ

(
1
5
.
8
0
)

1．
70

（
24
．
4）

1．
50

1
1

車
擢
受
台
部
軸
片

2
0
3
6
0

丸
木

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
5
4
2

モ
ミ

（
1
3
.
0
0
)

1．
80

1．
80

(
31
.
1

)
1

1

車
擢
受
台
部
軸
片

2
0
4

6
0

板
柾

d
-
6
7
-
9
1
-
c

5
3
1
0

カ
エ
デ

(
1
6
.
2
0
)

1．
90

2．
00

（
37
．
8）

1
1

車
擢
柄
部
片

2
0
5

6
1

板
目

d
-
6
7
-
9
2
-
d

4
9
3
2

ハ
ン
ノ
キ

（
36
.4
0）

6
.
8
0

(
3
.
1
0
)

(
4
0
6
.
0
)

1孔
式
。

1
1

車
権
柄
部
片

2
0
6

6
1

○
c
-
6
7
-
3
0
-
b

1
0
1
9
7

柾
目

モ
ク
レ
ン

(
4
1
1
0
)

8．
88

（
4．
50
）

（
88
4.
0）

5
点
中
1
点
実
測
｡
l
孔
式
｡
イ
ト
ク
パ
付
。

I
5

車
擢
柄
部
片

2
0
7

6
1

c
-
6
7
-
0
0
-
d

柾
目

ﾄ
ネ
リ
コ

7
3
5
8

（
32
.7
5）

(
8
.
3
0
)

(
3
.
2
0
)

2孔
式
。

(
3
6
0
.
0
)

1
1

車
樅
柄
部
片

2
0
8

6
1

柾
目

○
c
-
6
7
-
O
l
-
a

3
5
3
8

モ
ク
レ
ン

(
89
.
1
0
)

(
6
.
7
0
)

（
3．
70
）

(
7
9
0
.
0
)

2孔
式
。

1
1

車
擢
柄
部
切
断
品
片

2
0
9

6
1

柾
目

c
-
6
6
-
2
9
-
d

2
1
1

モ
ク
レ
ン

（
47
.7
5）

(
9
.
9
0
)

（
6
1
0
.
0
）

4
点
接
合
｡
l
孔
式
｡
孔
寸
法
綻
2
.
5
0
c
m
×
横
3
.
7
0
c
m
。

3．
50

1
4

車
擢
柄
部
切
断
品
片

2
1
0

6
1

板
目

○
c
-
6
7
-
l
O
-
b
c
-
6
7
-
l
O
-
c
8
5
7
5

キ
ハ
ダ

(
4
0
.
8
0
)

(
3
.
8
0
)

8．
20

（
7
2
2
.
0
)

l孔
式
。

1
1

車
権
柄
部
片

2
1
1

61
半
割

c
-
6
7
-
O
O
-
c

1
2
5
6
9

2点
接
合
｡孔
1カ
所
。

モ
ク
レ
ン

(
5
1
.
5
0
)

（
8．
70
)

（
3．
60
）

(
6
7
8
.
0
)

2
1

車
椴
柄
部
片

2
1
2

板
目

6
1

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
3
9
1

モ
ク
レ
ン

(
1
9
.
9
0
)

（
3．
50
)

（
7~
20
）

(
2
2
4
.
0
)

2点
接
合
｡孔
1カ
所
。

1
2

車
擢
柄
部
片

2
1
3

6
1

板
目

c
-
6
6
-
l
9
-
d

4
7
4
5

モ
ク
レ
ン
(
コ
ブ
シ
）

（
14
.3
0）

(
7
.
5
0
)

（
2.
70
）

7点
中
6点
接
合
6点
実
測
｡2
孔
式
。

(
1
5
4
.
0
)

7
1



表
V
－
3
5
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
7
)

図 鑑
図
版

番
号

雛
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

備
考

車
椴
柄
部
片

2
1
4

柾
目

6
2

c
-
6
7
-
l
O
-
d

サ
ク
ラ

9
6
4
9

(
7
6
.
0
0
)

(
1
0
8
0
.
0
)

5．
90

4．
00

孔
1カ
所
。

1
1

車
樅
柄
部
片
？

2
1
5

柾
目

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
1
3

モ
ク
レ
ン

（
37
~7
0）

（
3．
60
）

（
3．
25
）

(
2
4
0
.
0
)

孔
1カ
所
。

1
1

東
根
肩
部
片

2
1
6

6
2

板
目

c
-
6
6
-
0
9
-
d

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
8
.
9
0
)

(
1
.
9
0
)

（
5
4
.
0
)

1
1
8
3

3
.
2
0

1
1

車
梱
柄
部
切
断
品

2
1
7

62
板
目

d
-
6
6
-
9
9
-
c

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
？

2
2
1
9

15
．
45

2．
70

2．
98

7
0
-
7

1
1

車
擢
水
掻
部
片

2
1
8

62
柾
目

c
-
6
6
-
O
9
-
c

サ
ク
ラ

(
2
0
.
9
0
)

3
6
5

3．
02

（
3
6
.
0
)

1．
15

1
1

卓
擢
水
掻
部
切
断
品

2
1
9
6
2

板
目

c
-
6
6
-
l
9
-
a

キ
ハ
ダ

4
7
3
9

2
1
.
9
0

3．
50

1．
30

7
1
.
6

1
1

飛
擢
水
掻
部
片

2
2
0
6
2

柾
目

c
-
6
6
-
l
9
-
a

3
9
0
4

シ
ナ
ノ
キ

(
3
0
.
8
0
)

3点
接
合
。

4
．
2
0

1．
50

（
96
．
6）

1
3

単
擢
水
掻
部
片

2
2
1
6
2

柾
目

c
-
6
7
-
l
O
-
a

キ
ハ
ダ

（
7
1
.
9
0
)

9
6
6
0

4．
00

2
.
3
0

(
3
0
0
.
0
)

1
1

卓
擢
水
掻
部
片

2
2
2
6
2

丸
木

d
-
6
7
-
9
1
-
a
d
-
6
7
-
9
1
-
b

サ
ク
ラ

(
1
3
2
.
5
0
)

5
2
2
4

(
1
0
2
0
.
0
)

4．
40

3
.
4
0

1
1

車
擢
水
掻
部
片

2
2
3

6
2

柾
目

c
-
6
7
-
3
2
-
d

ハ
ン
ノ
キ

（
5
9
.
9
0
)

3点
接
合
。

1
0
3
2
4

5．
10

2
.
0
0

（
36
9.
0）

1
3

車
擢
水
掻
部
切
断
品
片

2
2
4
6
2

柾
目

○
c
-
6
6
-
l
8
-
c

サ
ク
ラ

(
1
1
.
4
0
)

（
66
．
7）

9
9
0

（
4．
60
）

2．
55

1
1

卓
樅
水
掻
部
切
断
品

2
2
5
6
2

追
柾

d
-
6
7
-
7
2
-
d

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

4
4
3
4

1
8
.
6
0

4
.
1
0

2．
50

1
1
4
.
2

1
1

早
擢
柄
部
片

2
2
6

6
5

板
柾

d
-
6
7
-
7
2
-
c

4
4
3
3

サ
ク
ラ

（
72
.8
5）

（
45
5.
0）

土
棚
棒
？

4
5
0

3．
30

1
１

早
擢
肩
部
切
断
品
片

2
2
7
6
5

柾
目

c
-
6
7
-
4
0
-
b

オ
ニ
グ
ル
ミ

(
3
4
4
0
)

(
6
.
3
0
)

肩
部
刻
み
付
。

1
0
5
8
5

2
.
6
0

(
2
5
5
.
0
)

1
1

2
2
8

早
椛
柄
部
片

追
柾

6
5

c
-
6
7
-
O
2
-
c

（
40
.5
0）

3
3
4
4

ハ
ン
ノ
キ

(
2
0
4
.
0
)

3．
19

2．
40

1
1

早
樋
柄
部
切
断
品

2
2
9

6
5

板
柾

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
5
0
2
9

イ
ト
ク
パ
付
。

モ
ク
レ
ン

2
9
.
6
0

3
.
0
0

2．
60

1
6
9
.
4

1
1

早
擢
柄
部
切
断
品

2
3
0

65
板
柾

c
-
6
6
-
1
9
-
3

5
6
1
6

モ
ク
レ
ン

2
4
.
0
0

2．
70

2．
90

1
1
5
.
2

1
q ~~

早
柵
肩
部
片

2
3
1

柾
目

6
5

c
-
6
6
-
O
9
-
d

(
1
3
.
3
0
)

（
34
．
0）

1
5
3
6
6

モ
ク
レ
ン

（
4．
75
）

1．
40

1
1

早
擢
肩
部
切
断
品
片

追
柾

2
3
2

6
5

c
-
6
6
-
O
9

1
5
0
4
3

ト
ネ
リ
コ

（
16
.0
0）

(
1
1
8
.
3
)

6
．
6
5

2
．
1
5

1
1

早
擢
水
掻
部
先
端
部
切
断

品
片

2
3
3

66
柾
目

c
-
6
6
-
0
9
-
d

（
6．
10
）

（
24
．
0）

1
1
9
8

モ
ク
レ
ン

8．
80

0．
80

1
1

早
擢
水
掻
部
切
断
品

2
3
4

柾
目

6
6

c
-
6
7
-
1
0
-
b

9
8
6
7

コ
ナ
ラ

3
1
.
5
0

8．
30

1．
70

2
4
4
.
0

1
I

函 凹 帥 圃 ｓ 睦 言

早
椛
水
掻
部
切
断
品

柾
目

2
3
5

6
6

c
-
6
6
-
2
9
-
a

3点
接
合
。

1
8
4
5

モ
ク
レ
ン

3
4
.
6
5

9．
78

1.
4(
）

2
9
6
.
2

1
3

早
擢
水
掻
部
片

2
3
6

66
柾
目

c
-
6
6
-
2
9
-
b

（
32
.0
0）

(
9
.
6
0
)

（
1~
80
）

丸
孔
あ
り
。

2
3
3
8

モ
ク
レ
ン

（
2
6
3
.
0
)

1
1

早
椴
水
掻
部
切
断
品

↑ ］ の

2
3
7

追
柾

6
6

c
-
6
7
-
1
0
-
a

モ
ク
レ
ン
(コ
ブ
シ
）

6
8
0
3

3
6
,
1
0

7
,
0
0

2．
10

2
1
1
.
0

1
1



表
V
-
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掲
載
木
製
品
(
8
)

一 画 ◎
く 識 っ 瀧 圃 什 翻 ｓ 謎 慨

灘
個 体

破 片
図 窪

図
版

番
号

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

備
考

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

重
量
(9
)

早
權
水
掻
部
片

柾
目

(
5
0
.
6
0
)

（
2．
40
）

(
4
1
2
.
0
)

ヤ
ナ
ギ

2
3
8

6
6

d
-
6
7
-
8
1
-
d

3
0
5
9

8
.
7
0

I
1

追
柾

2点
接
合
。

早
擢
水
掻
部
切
断
品

ハ
シ
ド
イ

5
2
.
8
0

1
.
0
0

2
3
9
6
6

c
-
6
7
-
O
l
-
a

1
1
9
4
7

5．
55

1
5
9
-
0

1
2

2点
接
合
。

早
擢
水
掻
部
片

柾
目

（
4
2
.
0
0
)

（
29
7.
8）

2
4
0
6
6

c
-
6
6
-
0
9
-
b

2
1
7
4

モ
ク
レ
ン

2．
05

7．
45

I
2

追
柾

(
2
6
.
3
0
)

（
16
7.
9）

2点
接
合
。

早
權
水
掻
部
片

2
4
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c

7
4
4

モ
ク
レ
ン

7．
40

1．
30

1
2

6
6

1
0
5
8
1

1
0
7
5
3

3点
接
合
｡木
取
り
握
部
柾
目
､樋
柾
目
。

柾
目

(
1
8
9
0
0
)

早
擢
片

2
0
0
.
0
3

3
2
4
2

6
3

c
-
6
7
-
4
0
-
c

モ
ク
レ
ン

18
．
30

3．
20

1

11
点
接
合
｡他
に
接
合
し
な
い
破
片
多
数
あ
り
。

柾
目

(
1
0
5
.
6
5
)

(
8
0
0
.
0
)

早
擢
片

4
9
3
0

ス
ギ

7
~
8
0

2
4
3

6
4

d
-
6
7
-
9
2
-
a

3.
7(
）

1
1
1

5点
接
合
｡裏
面
に
刃
物
痕
あ
り
。

柾
目

（
15
3.
00
）

（
13
50
.0
）

早
擢
片

2
4
4

6
3

d
-
6
7
-
7
1
-
c
d
-
6
7
-
7
2
-
d

3
6
1
1

モ
ク
レ
ン

1
1
．
8
0

3
．
1
0

1
5

4点
接
合
｡切
痕
あ
り
。

柾
目

（
9
6
0
.
0
)

早
擢
片

4
3
6
1

ト
ネ
リ
コ

1
1
6
.
7
0

9．
70

3．
20

2
4
5

6
4

d
-
6
7
-
8
2
-
b

1
4

柾
目

早
椛

d
-
6
7
-
8
1
-
b

サ
ク
ラ

1
5
0
.
4
0

6
.
6
0

2．
80

8
2
0
.
0

2
4
6

6
3

2
4
7
7

1
1

d
-
6
7
-
9
2
-
a
d
-
6
7
-
9
2
-
b

d
-
6
7
-
9
2
-
d

追
柾

（
86
.8
0）

（
41
0.
0）

早
擢
片

サ
ク
ラ

8
.
1
0

2
.
8
0

2
4
7

6
5

3
3
3
0

1
1

c
-
6
7
-
0
0
-
b
c
-
6
7
-
0
0
-
c

c
-
6
7
-
0
1
-
d

3点
接
合
。

早
擢
片

丸
木

（
13
7.
50
）

（
81
0.
0）

9
8
0
9

ヤ
ナ
ギ

5
.
3
0

2．
70

3
2
4
8

6
4

1

3点
接
合
(柄
片
と
目
釘
含
む
)｡
柄
片
入
｡目
釘
入
孔
1カ
所
。

木
取
り
本
体
：
柾
目
､柄
：
柾
目
。

ハ
ン
ノ
キ

軸
：
ハ
ン
ノ
キ

早
擢
握
部

柾
目

c
-
6
6
-
l
9
-
b

2
6
4
0

11
．
30

4．
90

2．
80

8
4
.
0

3
2
4
9

6
7

1

3点
接
合
。

早
槻
握
部

柾
目

(
9
4
0
)

3
3
9

カ
ツ
ラ

4．
80

1
2
.
7
0

3．
00

3
2
5
0

6
7

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1

モ
ク
レ
ン

模
：
ハ
ン
ノ
キ

2点
接
合
(喫
含
む
)｡
喫
入
｡目
釘
孔
1カ
所
あ
り
｡木
取
り
本
体
；
柾
目
､模
，
柾
目
。

早
擢
握
部

柾
目

c
-
6
6
-
l
9
-
c

2
6
4
3

1
0
.
0
0

4．
00

2．
30

5
7
.
0

1
２

2
5
1

6
7

ハ
ン
ノ
キ

軸
と
目
釘
：
ヒ
ノ
キ
？
ア
ス
ナ
ロ
？

4点
接
合
(柄
片
と
目
釘
2点
含
む
)｡
柄
片
入
｡目
釘
入
孔
2カ
所
。

早
擢
握
部

柾
目

（
64
．
6）

c
-
6
6
-
1
9
-
b

3
8
4
6

11
．
45

3
.
7
0

2．
55

1
2
5
2
6
7

4

イ
ト
ク
パ
付
｡木
釘
孔
6カ
所
の
内
､木
釘
入
5カ
所
。

早
擢
握
部

柾
目

○
ハ
ン
ノ
キ

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
4
8

1
6
.
5
5

5．
05

2．
60

1
1
6
.
0

1
2
5
3
6
7

1

イ
ト
ク
パ
付
。

早
擢
握
部
片

柾
目

(
7.
1
5
)

（
15
．
8）

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
0
6
8

カ
エ
デ

2．
37

1．
80

1
2
5
4

6
7

1

3点
接
合
(目
釘
と
柄
片
含
む
)｡
柄
片
入
｡目
釘
入
孔
1カ
所
。

木
取
り
本
体
：
追
柾
､柄
：
柾
目
。

モ
ク
レ
ン
(コ
ブ
シ
）

模
；
ハ
ン
ノ
キ

追
柾

早
擢
握
部

6
8

c
-
6
7
-
O
O
-
b
c
-
6
7
-
0
0
-
C
9
8
1
2

2
6
.
8
0

6．
25

↓
､4
0

2
7
6
.
4

1
3

2
5
5

キ
ハ
ダ

軸
：
サ
ク
ラ
目
釘
：
ア
ジ
サ
イ

3点
接
合
(柄
片
と
目
釘
含
む
)｡
柄
片
入
｡目
釘
入
孔
1カ
所
。

早
樅
握
部

板
柾

(
1
4
1
.
2
)

d
-
6
7
-
9
1
-
b

4
0
4
6

1
9
.
9
0

3．
60

4．
30

1
3

2
5
6

6
8

2
0
3
1

2
0
3
9

2
8
1
4

3点
接
合
｡線
刻
付
｡目
釘
孔
1カ
所
。

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？
ヒ
ノ
キ
？

早
擢
握
部

柾
目

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
9
.
0
0

2．
60

3．
85

1
4
1
,
6

1
3

2
5
7

6
8

4点
接
合
(模
と
目
釘
と
柄
片
含
む
)｡
柄
片
入
｡柄
片
に
模
入
｡目
釘
入
孔
1カ
所
。

木
取
り
本
体
：
柾
目
､柄
：
板
目
､榎
＄
柾
目
。

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ

軸
：
モ
ミ

早
擢
握
部

柾
目

9
8
1
0

1
2
.
4
0

2．
65

2．
30

4
6
.
0

2
5
8

6
8

c
-
6
7
-
O
O
-
c

1
4

3点
接
合
(目
釘
2点
含
む
)｡
目
釘
入
孔
2カ
所
｡角
孔
寸
法
2.
45
cm
×
1.
30
m｡

早
權
握
部

柾
目

ス
ギ
?
ネ
ズ
コ
?
ヒ
ノ
キ
？

8
6
2

1
1
.
9
0

3
.
1
0

2．
40

5
5
.
1

3
2
5
9

6
8

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1

横
木

○
5点
接
合
｡イ
ト
ク
パ
付
。

あ
か
汲
み
片

ハ
リ
ギ
リ

(
3
6
.
6
0
)

(
7
8
2
.
0
)

c
-
6
7
-
5
1
-
a

1
0
5
6
7

1
7
.
8
0

8．
10

1
５

2
6
0

6
9



表
V
-
3
7
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
9
)

図 鍔
図
版

番
号

雫
破 片

個 体
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
輻
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

備
考

あ
か
汲
み
片

横
木

（
23
．
3）

3点
接
合
。

2
6
1

6
9

d
-
6
7
-
9
0
-
b
d
-
6
7
-
9
0
-
c
4
9
6
7

ハ
リ
ギ
リ

(
1
0
.
1

)
3
.
7
2

（
2
7
0
.
1

）
3

1

あ
か
汲
み
片

横
木

3点
中
1点
実
測
。

2
6
2

7
0

d
-
6
7
-
9
2
-
c
d
-
6
7
-
9
2
-
d
3
3
2
9

ハ
リ
ギ
リ

（
27
．
00
）

(
1
2
0
0
)

3
.
7
0

(
3
2
8
.
0
)

3
1

あ
か
汲
み
片

12
点
接
合
｡補
修
孔
あ
り
｡保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

2
6
3

7
0

d
-
6
7
-
9
2
-
a

横
木

ヤ
ナ
ギ

（
8．
80
）

（
2．
85
）

（
90
~8
）

4
8
6
9

2
6
.
0
5

1
1
2

あ
か
汲
み
片

2
6
4

7
0

横
木

キ
ハ
ダ

（
18
.5
5）

（
4．
40
)

（
2．
59
）

(
7
6
.
0
)

c
-
6
6
-
0
9
-
b

5
9
5

I
1

1
0
6
3

3
6
8
0

あ
か
汲
み
片

8点
接
合
｡補
修
孔
2対
あ
り
｡保
存
処
理
後
実
測
【
,計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

2
6
5

横
木

ハ
ン
ノ
キ

(
2
1
.
9
0
)

(
7
.
2
0
)

（
23
3.
7）

7
1

c
-
6
6
-
O
9
-
b
C
-
6
6
-
0
9
-
a

2
0
.
4
0

8
1

あ
か
汲
み
片

2
6
6

横
木

ハ
ン
ノ
キ

（
14
.6
5）

底
面
側
板
。

7
1

c
-
6
7
-
O
O
-
3

7
1
6
0

1
3
.
2
0

4．
50

（
20
2.
4）

1
1

あ
か
汲
み
片

横
木

4点
接
合
。

2
6
7

7
2

c
-
6
7
-
0
0
-
a
c
-
6
7
-
O
O
-
b

ハ
ン
ノ
キ

（
19
.7
2）

（
1．
20
)

（
7．
30
)

（
87
．
2）

6
4
6
9

I
I

あ
か
汲
み
片

横
木

2
6
8

7
2

c
-
6
6
-
l
9
-
b

ハ
ン
ノ
キ

(
14
.
1
3
)

(
5
.
7
0
)

〈
2．
35
）

(
7
0
.
7
)

2
9
2
0

1
1

あ
か
汲
み
片

横
木

2点
接
合
。

2
6
9

7
2

c
-
6
7
-
4
1
-
3

ハ
リ
ギ
リ

(
1
4
.
2
0
)

(
7
.
0
0
)

（
74
．
7）

1
0
6
1
7

3．
60

1
2

あ
か
汲
み
側
板
片

横
木

○
2
7
0

7
2

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
5
4
4
6

ハ
リ
ギ
リ

(
1
4
.
0
0
)

（
5．
70
）

（
2．
80
）

（
45
．
6）

1
1

あ
か
汲
み
片

横
木

2
7
1

7
2

c
-
6
6
-
2
7
-
b

1
5
0
3
6

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
15
.6
0）

（
4．
40
)

（
3．
40
）

（
77
．
7）

1
1

あ
か
汲
み
側
板
片

横
木

○
2
点
接
合
(
樹
皮
含
む
)
｡
容
器
個
板
片
?
樹
皮
結
束
付
。

2
7
2

7
2

c
-
6
7
-
0
0
-
2

1
5
1
8
9

ハ
リ
ギ
リ

（
5．
60
）

（
7~
75
）

(
1．
75
)

(
4
7
1
)

1
2

あ
か
汲
み
側
板
片

3点
接
合
｡底
板
補
修
の
木
釘
孔
3カ
所
。

横
木

（
9
0
.
0
)

2
7
3

7
3

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
8
8
7

ハ
リ
ギ
リ

（
2
0
.
4
0
）

（
5．
10
）

（
7．
00
）

1
3

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

2
7
4

7
3

d
-
6
7
-
9
1
-
a

4
8
5
0

ハ
ン
ノ
キ

（
15
.7
0）

(
3
.
1
0
)

(
3
.
4
0
)

（
72
~4
）

1
1

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

2
7
5

7
3

c
-
6
6
-
2
8
-
a

1
3
9
0

カ
エ
デ

（
12
.2
0）

（
3．
20
）

（
2
4
0
）

（
56
．
5）

1
1

あ
か
汲
み
柄
片

2
7
6

横
木

（
1
6
.
1
0
)

（
3．
90
）

（
4．
80
）

イ
ト
ク
パ
付
。

7
3

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
1
5
3

ハ
ン
ノ
キ

（
13
9.
5）

I
1

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

（
1
1
.
1
0
)

2
7
7

7
3

c
-
6
7
-
1
0
-
c

1
5
3
2
7

ハ
ン
ノ
キ

2．
25

3.
10

（
48
．
9）

1
1

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

○
（
20
.6
0）

（
3．
80
）

（
4．
80
）

2
7
8

7
3

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
8
3
2

ハ
リ
ギ
リ

（
2
3
0
.
0
）

1
1

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

（
19
.1
5）

(
4
.
4
0
)

（
2．
90
）

2
7
9

7
4

c
-
6
7
-
4
1
-
d

1
5
4
5
1

モ
ク
レ
ン

（
11
3．
8）

I
1

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

2点
接
合
。

2
8
0

ハ
ン
ノ
キ

（
20
.8
0）

(
7
3
0
)

（
22
7.
3）

7
4

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
2
5
3
9

6．
20

2
1

あ
か
汲
み
柄
片

3点
接
合
｡把
手
部
。

横
木

ハ
ン
ノ
キ

（
13
.4
0）

(
7
.
0
0
)

（
4．
85
）

（
1
5
8
.
0
)

2
8
1

7
4

c
-
6
6
-
l
9
-
a

2
5
8
8

1
3

函 凹 叫 圃 ｓ 睦 書

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

(
1
5
.
9
0
)

（
4．
15
）

（
3．
00
）

イ
ト
ク
バ
付
｡把
手
部
。

2
8
2

7
4

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
8
0
7

ハ
リ
ギ
I
ノ

（
77
．
3）

1
1

あ
か
汲
み
柄
片

横
木

2点
接
合
｡把
手
部
。

2
8
3

c
-
6
7
-
0
0
-
d

ハ
ン
ノ
キ

(
1
6
.
1
0
)

（
3．
00
）

(
6
.
5
0
)

(
7
6
.
0
)

7
4

7
1
5
1

1
2

《 画 一

回
転
式
離
頭
話
中
柄

2
8
4

75
d
-
6
7
-
9
1
-
b
d
-
6
7
-
9
1
-
c

板
目

l本
式
。

5
2
6
3

カ
エ
デ

2
3
.
2
2

1．
97

1．
67

3
9
.
2

1
I



表
V
-
3
8
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
1
0
)

一 画 函

く 識 つ 躯 囿 什 函 ｓ 蟄 鴎

:|
：

個 体
破 片

図 禮
図
版

番
号

備
考

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

半
制

l本
式
。

回
転
式
離
頭
話
中
柄

ア
ジ
サ
イ

d
-
6
6
-
9
9
-
c
d
-
6
6
-
9
9
-
d
2
2
7
9

3
1
.
0
0

2．
10

1．
60

6
1
.
0

I
I

2
8
5

7
5

板
目

l本
式
。

回
転
式
離
頭
話
中
柄

ア
ジ
サ
イ

4
6
.
0

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
3
7
1

3
1
.
3
0

1．
95

1．
40

1
1

2
8
6

7
5

1
/
4
M

l本
式
。

回
転
式
離
頭
鐇
中
柄

キ
ハ
ダ
？

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
2
2
9

3
6
.
7
0

2．
00

1．
80

7
2
.
0

1
1

2
8
7

7
5

半
割

l本
式
。

回
転
式
離
頭
鐇
中
柄

ア
ジ
サ
イ

c
-
6
7
-
l
(
)
-
c

1
5
3
2
0

3
3
.
5
0

2．
30

1．
60

6
6
.
4

1
1

2
8
8

7
5

追
柾

l本
式
。

回
転
式
離
頭
話
中
柄

コ
ナ
ラ

c
-
6
6
-
1
9
-
a

5
5
1
9

3
1
.
5
0

2．
58

1．
79

7
7
.
0

1
1

2
8
9

7
5

半
劉

l本
式
。

回
転
式
離
頭
錯
中
柄

ア
ジ
サ
イ

5
3
.
0

c
-
6
6
-
O
9
-
c

4
0
9

3
9
.
6
0

2．
30

1．
20

1
1

2
9
0
7
6

半
削

l本
式
｡

回
転
式
離
頭
鐇
中
柄

ア
ジ
サ
イ

c
-
6
7
-
1
0
-
b

1
5
1
4
7

3
8
.
5
0

2．
20

1．
20

5
7
.
7

1
I

2
9
1

7
6

1本
式
。

回
転
式
離
頭
鐇
中
柄

l/
4M
I

ア
ジ
サ
イ

1
0
3
6
6

3
9
.
1
0

1．
90

1．
80

7
7
.
0

2
9
2

7
6

c
-
6
7
-
6
1
-
a

1
1

回
転
式
離
頭
話
中
柄

半
割

l本
式
。

5
2
6
6

ア
ジ
サ
イ

1．
90

1．
60

7
1
.
6

2
9
3

7
6

d
-
6
7
-
9
1
-
c

4
3
.
0
3

1
1

回
転
式
離
頭
話
中
柄

半
割

ア
ジ
サ
イ

l本
式
。

2
0
6
5

4
2
.
6
0

8
5
.
0

7
7

c
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3．
60

2．
15

1
4

回
転
式
離
頭
話
指
掛
部

1
2
4
1
5

c
=
6
7
-
l
O
-
b

3
4
9

8
5

4点
接
合
。

（
15
．
0）

柾
目

サ
ク
ラ

7．
10

4
.
0
0

2
.
2
0

1
4

回
転
式
離
頭
話
指
掛
部
片

5
7
2

c
-
6
6
-
0
9
-
b

3
5
0
8
5

丸
木

ク
ワ
？

（
29
~7
）

I
8．
30

4．
00

2．
40

1
回
転
式
難
頭
話
指
掛
部

9
4
5

c
-
6
6
-
O
8
-
c

3
5
1

8
5

ツ
ル
性
植
物

(ブ
ド
ウ
・
サ
ル
ナ
シ
以
外
）

3点
接
合
。

丸
木

（
8．
70
）

（
18
．
7）

3
3．
30

2
．
1
5

1
回
転
式
離
頭
鐇
指
掛
部
片

2
4
9
6

d
-
6
6
-
9
9
-
b

3
5
2
8
5

2点
接
合
｡イ
ト
ク
パ
付
。

(
1
3
.
4
)

追
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
7.
10
）

（
2．
70
）

（
2
2
0
）

1
2

回
転
式
離
頭
鐇
指
掛
部
片

2
1
0
0

8
5

c
-
6
6
-
2
9
-
a

3
5
3

3点
接
合
。

（
2．
10
)

（
5．
6）

（
4．
90
）

（
1．
70
）

1
3

丸
木

ヤ
ナ
ギ

回
転
式
離
頭
話
指
掛
部
片
d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
5
4
5
0

8
5

3
5
4

丸
木

3．
35

（
33
．
0）

I
1

ヤ
ナ
ギ

6．
80

4．
60

回
転
式
離
頭
話
指
掛
部

2
8
5

8
5

c
-
6
6
-
2
9
-
d

3
5
5

4点
接
合
｡イ
ト
ク
パ
付
｡保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

(
2
1
.
7
)

丸
木

ハ
ン
ノ
キ

7．
50

5
.
1
2

3．
50

1
4

回
転
式
離
頭
話
指
掛
部

3
6
2

c
-
6
6
-
O
9
-
c

3
5
6
8
5



表
V
-
4
1
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
1
3
)

図 塞
図
版

番
号

鱸
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

璽
量
(9
)

備
考

回
転
式
離
頭
話
指
掛
部

丸
木

3
5
7

8
6

d
-
6
6
-
9
9
-
c

ア
ジ
サ
イ

2
8
1
5

9．
18

4
1
0

2．
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．
8）

3
点
接
合

4
．
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．
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．
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．
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台
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台
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台
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台
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紐
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.
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-
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-
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台
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c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
5
3
7
1

（
7~
65
）

1．
75

（
10
．
5）

1．
40

1
1

矢
丸
木

○
鳥
用
？

4
0
3

9
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c

4
0
3

カ
エ
デ

9．
40

1．
71

1．
77

1
2
.
0

1
1

矢
中
柄
片

板
柾

鳥
用
？

ア
ジ
サ
イ

(
1
3
.
9

)
4
0
4

9
1

d
-
6
7
-
9
2
-
a

1
5
2
3
1

（
13
．
88
）

1．
50

1．
35

1
1



表
V
-
4
3
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
1
5
)

図 誇
図
版

番
号

灘
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

備
考

矢
片

4
0
5

9
1

板
柾

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
5
6
4

イ
チ
イ

（
6．
65
）

（
4~
8）

1．
30

"1
1?
イ
ト
ク
パ
付
‘
，

1．
20

1
1

矢
4
0
6

9
1

丸
木

c
-
6
6
-
0
9
-
c

4
0
2

ハ
シ
ド
イ
？

7．
32

1．
65

1．
64

鳥
用
？

7
.
0

1
1

矢
4
0
7

91
d
-
6
6
-
9
9
-
c

板
柾

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

2
5
1
3

5
.
1
0

0．
85

0，
85

卿
Ⅱ
？

1
.
8

}
］

矢
片

4
0
8

91
c
-
6
6
-
l
8
-
C

丸
木

1
5
2
9
6

ハ
シ
ド
イ

（
5．
64
）

1．
30

1．
40

（
5．
8）

鳴
川
？

I
1

矢
片

4
0
9

9
1

c
-
6
6
-
0
9
-
d

l
/
4
M
I

1
5
3
7
2

コ
ナ
ラ

（
6．
50
)

（
8．
0）

鳥
用
？

1．
52

1．
30

1
1

矢
片

4
1
0

91
板
柾

c
-
6
6
-
0
9
-
a

1
5
4
2
3

ヤ
ナ
ギ

（
6．
73
）

(
1
0
.
5
)

鳥
用
?線
刻
付
(，

1．
56

1．
60

1
1

矢
片

91
丸
木

4
1
1

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
5
0
7
9

コ
ナ
ラ

（
8．
80
)

（
8‘
8）

鳥
用
？

1．
60

1．
55

1
1

矢
片

4
1
2

9
1

c
-
6
6
-
l
9
-
a

丸
木

5
5
3
5

ハ
ギ

(
9
0
0
)

鳥
N)
?

1．
40

1．
50

（
10
．
4）

1
1

矢
4
1
3

追
柾

9
1

c
-
6
6
-
1
8
-
d

2
9
1
0

ア
ジ
サ
イ

鳥
用
？

1
0
.
8
0

1．
40

1．
23

9
.
7

1
1

矢
片

9
1

4
1
4

c
-
6
6
-
l
8
-
b

板
目

ア
ジ
サ
イ

2
0
9
1

（
1
0
2
0
）

（
9．
2）

鳥
用
?
ｲ
}
､
ク
パ
付

()
.9
5

1．
30

1
1

矢
中
柄
片

4
1
5

9
1

d
-
6
6
-
9
9
-
b

板
柾

ア
ジ
サ
イ

2
5
3
6

(
9
1
5
)

（
4．
2）

イ
I、
ク
パ
付
。

1．
00

0．
80

1
1

矢
4
1
6

9
1

d
-
6
7
-
9
1
-
a

l/
4割

4
9
7
5

ア
ジ
サ
イ

1
2
.
9
0

0．
76

0．
70

4．
4

1
1

矢
4
1
7

91
丸
木

c
-
6
6
-
l
9
-
b

ハ
シ
ド
イ

鳥
用
？

3
9
4
7

1
2
.
2
0

1．
63

1．
55

17
.

1
I

』

矢
4
1
8

9
1

c
-
6
6
-
0
9
-
a

l
/
3
割

ア
ジ
サ
イ

鳥
用
？

8
6
6

1
3
.
1
0

1．
80

1．
10

9
.
8

1
1

矢
柄

○
4
1
9
9
2

d
-
6
7
-
8
1
-
b
d
-
6
7
-
8
1
-
c

板
柾

2
9
9
3

モ
ミ

2
点
接
合
(
樹
皮
巻
含
む
)
｡
極
細
帯
状
樹
皮
巻
付
‘

3
2
.
0
0

0．
85

0．
85

15
．
7

2
1

矢
柄
片

4
2
0

9
2

板
柾

○
c
-
6
7
-
3
2
-
d

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
0
2
9
8

（
37
.9
0）

（
22
．
0）

0．
83

0．
87

I
1

矢
柄

4
2
1

9
2

板
柾

c
-
6
7
-
3
2
-
d

1
0
2
7
5

モ
ミ

(
1
8
.
6
)

3点
接
合
。

4
1
.
5
0

0
．
9
0

0．
90

3
I

矢
柄
片
？

4
2
2

9
2

環
c
-
6
6
-
l
9
-
d

イ
ネ
科
(サ
サ
）

2
3
7
6

(
18
.
1
0
)

（
12
．
0）

2点
接
合
｡環
状
竹
製
品
片
。

1．
00

1
.
0
0

I
2

矢
柄
？

4
2
3

9
2

丸
木

○
C
-
6
6
-
1
9
-
a
c
-
6
6
-
1
9
-
b

ハ
ギ

4
6
9
8

11
．
70

0．
70

0．
70

3
.
9

1
1

矢
筈
片
？

4
2
4

9
2

c－
66
49
－
c

板
目

1
5
4
2
6

カ
エ
デ

（
4．
59
）

（
7．
7）

大
型
。

1．
80

1．
35

1
1

矢
筈
切
断
品

4
2
5

9
2

c
-
6
7
-
l
O
-
b

板
目

1
5
3
1
8

モ
ミ

大
型
。

10
．
95

2
.
0
0

1．
25

11
．

］
1

1
四 匹 叫 園 ｓ 睦 言

矢
筈
片

4
2
6

9
2

丸
木

c
-
6
6
-
l
9
-
a

6
0
7
5

ア
ジ
サ
イ

（
8．
65
）

(
1
8
.
0
)

1．
75

1．
60

1
1

弓
片

4
2
7

丸
木

9
3

c
-
6
7
-
4
0
-
C
c
-
6
7
-
5
0
-
b

イ
チ
イ

（
72
.3
0）

1
0
5
7
1

（
27
0.
0）

3．
42

2．
40

1
1

13
点
中
l1
点
接
合
と
2点
接
合
13
点
実
測
(樹
皮
巻
8点
含
む
)｡
細
帯
状
樹
皮
巻
付
｡樹
皮

巻
痕
多
数
あ
り
｡樹
皮
の
幅
0.
55
cm
｡他
に
樹
皮
破
片
多
数
あ
り
｡計
測
値
は
推
定
値
。

竺 ． 唾 司

弓
片

4
2
8

l刈
割

○
9
3

c
-
6
7
-
0
2
-
c

ニ
シ
キ
ギ

3
3
5
4

（
30
.8
0）

（
2．
05
）

（
2．
00
）

（
74
．
2）

1
1
3



表
V
-
4
4
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
1
6
)

一 画 、

く 識 つ 犯 僑 汁 画 Ｓ 證 鰯

窯
個 体

破 片
図 毒

図
版

番
号

重
量
(9
)

備
考

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

2
点
接
合
(
樹
皮
巻
含
む
)
｡
樹
皮
巻
付
。

弓
筈
片

板
柾

イ
チ
イ

（
7．
20
)

(
1
.
5
5
)

（
1．
72
）

（
11
.5
）

2
9
3

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
4
3
3

1
4
2
9

（
73
．
2）

テ
ン
捕
り
罠
切
断
品
片
？

柾
目

(
1
8
.
1
5
)

4
3
0

93
c
-
6
7
-
O
2
-
b

4
9
5
4

モ
ク
レ
ン

1．
80

4．
40

1
1

仕
掛
弓
台
部
ミ
ニ
チ
ュ
ア

片
線
刻
付
。

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
11
．
36
)

(
1
8
3
)

（
6．
5）

c
-
6
6
-
0
9
-
a

1
5
0
6
4

0．
41

1
1

4
3
1

9
3

仕
掛
弓
台
部
ミ
ニ
チ
ュ
ア

柾
目

ス
ギ

1
5
.
8
5

1．
45

0．
30

6
.
0

1
I

4
3
2
9
3

c
-
6
6
-
1
9
-
a

2
7
4
4

3点
接
合
(樹
皮
巻
2点
含
む
)｡
側
縁
イ
ト
ク
パ
付
｡細
帯
状
樹
皮
巻
(結
束
式
)付
・

樹
皮
な
し
の
計
測
値
は
長
さ
30
.6
0c
m×
幅
8.
80
cm
x厚
さ
1.
90
cI
II
。

追
柾

○
矢
筒
翼

ハ
リ
ギ
リ

3
1
.
6
0

1
0
.
7
0

6
.
0
0

3
3
4
.
8

1
3

4
3
3

9
4

c
-
6
7
-
1
0
-
c

8
4
7
9

2点
接
合
｡側
縁
イ
ト
ク
パ
付
。

板
目

（
4．
00
）

（
12
0.
6）

矢
筒
翼
片

コ
ナ
ラ

3
0
.
0
0

1．
90

1
2

9
4

c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
4
8
2

4
3
4

2点
接
合
｡彫
刻
付
“

柾
日

（
6．
75
）

(
1
2
0
.
4
)

矢
筒
翼
片

ハ
リ
ギ
リ

2
c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
5
0
5
2

2
1
.
8
0

1．
80

1
4
3
5

9
4

5カ
所
角
孔
あ
り
｡側
縁
イ
ド
ク
パ
付
。

矢
筒
翼

追
柾

ハ
リ
ギ
リ

4
1
.
2
0

8．
40

2．
30

4
8
0
.
0

1
1

4
3
6
9
5

d
-
6
7
-
8
1
-
b

3
1
8
2

矢
筒
翼

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
4
.
5
0

8
.
1
0

1
.
1
0

1
1
7
.
0

1
1

4
3
7

9
5

c
-
6
6
-
O
8
-
b

1
1
4
4

側
縁
イ
ト
ク
パ
付
《
，

矢
筒
翼
月

追
柾

（
18
.7
0）

(
5
.
3
0
)

（
80
．
9）

ハ
ン
ノ
キ

1．
70

1
1

4
3
8

9
5

c
-
6
6
-
0
9
-
b

7
1
7

ベ
ル
ト
出
土
｡2
点
接
合
。

(
7
1
5
)

矢
筒
翼
片
？

板
目

(
1
2
.
3
5
)

c
-
6
6
-
l
8
-
d

カ
ツ
ラ

6．
39

1．
60

1
2

1
3
9

9
5

1
4
4
2
1

柾
目

2
6
.
0

鐸
c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
4
0
8

カ
エ
デ

6．
30

5．
40

1．
20

1
1

4
4
0

9
6

10
点
接
合
(樹
皮
巻
含
む
)｡
黒
漆
塗
｡樹
皮
巻
付
。
釘
孔
11
カ
所
内
､銅
釘
入
1カ
所
､鉄
釘

入
1カ
所
。
保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

○ 一 ○

柾
目

（
45
．
0）

1
0

刀
柄

2
5
4
1

カ
エ
デ

2
2
.
1
0

5．
15

2．
50

1
1
4
1

9
6

d
-
6
6
-
9
9
-
c

4点
接
合
(目
釘
2点
と
樹
皮
巻
含
む
)。

細
帯
状
樹
皮
巻
(頭
部
挿
入
式
)､
目
釘
入
孔
2カ
所
付
。

柾
目

(
1
0
9
.
2
)

山
刀
柄

カ
エ
デ

4．
60

1
1

d
-
6
6
-
9
9
-
c
d
-
6
6
-
9
9
-
d
2
7
8
4

1
9
.
1
0

2．
40

4
4
2
9
6

イ
ト
ク
パ
付
｡罫
引
線
あ
り
。

柾
目

(
2
1
.
3
)

小
刀
柄
片

カ
エ
デ

（
10
.2
0）

1．
25

1
1

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
5
1
8
1

2．
85

4
4
3
9
6

罫
引
線
あ
り
。

板
目

ス
ギ
？

3
.
5
0

1
.
5
0

2
6
.
2

小
刀
柄

c
-
6
6
-
2
8
-
c

2
8
1

9．
15

1
1

4
4
4
9
6

罫
引
線
あ
I)
。

追
柾

(
2
0
.
3
)

小
刀
柄

カ
エ
デ

8．
90

3．
46

1．
40

1
1

96
c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
5
4
7
0

4
4
5

追
柾

ス
ギ

小
刀
柄

9．
51

2．
33

1．
42

2
4
.
0

】
1

4
4
6

96
c
-
6
6
-
2
8
-
c

5
1
8

柾
目

（
22
．
0）

小
刀
柄
片

カ
エ
デ

10
．
70

3．
30

1．
30

1
9
6

c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
8
6
9

1
4
4
7

2点
接
合
。

柾
目

（
28
．
0）

小
刀
柄
片

カ
エ
デ

（
12
.2
5）

2．
40

1．
50

I
2

9
6

c
-
6
6
-
0
9
-
c

2
1
9

4
4
8

サ
ビ
付
着
｡刻
み
付
。

柾
目

小
刀
柄

5
5
0
3

カ
エ
デ

1
1
.
4
0

3
.
1
0

1．
50

2
4
.
0

1
1

4
4
9

9
6

c
-
6
6
-
l
9
-
a

追
柾

ス
ギ
？

小
刀
柄

1
2
.
2
0

3.
0(
）

1．
35

2
9
.
2

1
1

4
5
0

9
7

d
-
6
6
-
9
9
-
b

2
8
4
2

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

小
刀
柄

1
1
.
1
0

3．
35

1．
60

3
2
.
8

1
1

4
5
1

9
7

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
5
6
7

小
刀
柄
片

板
目

カ
バ
ノ
キ

(
5
0
2
)

4
5
2

c
-
6
6
-
l
8
-
C

1
5
4
6
2

1
3
.
1
0

4
.
1
0

1．
77

1
1

9
7



表
V
-
4
5
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
1
7
)

図 需
図
版

番
号

雛
個 体

破 片
遺
物
名
称

備
考

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

彫
刻
付
。

小
刀
柄

柾
目

4
5
3

9
7

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
7
9
7

イ
チ
イ

12
．
90

3．
70

1．
60

3
5
.
0

I
I

小
刀
柄

半
割

4
5
4

9
7

d
-
6
6
-
9
9
-
c
d
-
6
7
-
9
0
-
d

1
9
7
5

カ
エ
デ

1
4
.
6
0

3．
80

1．
75

4
2
.
5

！
1

小
刀
柄
片

柾
目

4
5
5

【 け 。 ｇ

ハ ｕ 〉
カ
エ
テ

（
71
．
7）

c
-
6
6
-
2
8
-
a

8
4
6

1
4
.
7
0

3．
80

1．
90

I
1

小
刀
柄
片

4
5
6

9
7

板
目

(
14
.
1
0
)

（
52
.0
）

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
0
5
1

カ
エ
テ

3．
50

1．
65

1
1

小
刀
柄
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
？

彫
刻
付
。

4
5
7

98
1
5
0
8
2

（
2．
51
）

（
1．
20
）

（
19
．
7）

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
0
.
6
2

１
I

ﾉ1
,〃
柄
)1

板
目

モ
ク
レ
ン
（
コ
ブ
シ
）

(
2
5
.
0
)

4
5
8

9
8

c
-
6
7
-
1
0
-
a

6
8
0
2

（
11
．
65
）

2．
40

1．
40

1
I

3点
接
合
(目
釘
含
む
)｡
イ
ト
ク
パ
付
｡木
釘
孔
9カ
所
の
内
､木
釘
人
7カ
所
。

他
に
目
釘
入
孔
1カ
所
。

カ
エ
デ

目
釘
；
ア
ジ
サ
イ

ﾉ1
,〃
柄
片

柾
目

4
5
9

9
7

d
-
6
7
-
9
0
-
b

6
3
2
7

（
1
7
6
）

3
1
0
.
6
0

2
.
5
0

1
.
0
5

1

小
刀
柄
)4

丸
木

○
4
6
0

9
7

c
-
6
6
-
0
9
-
b

ア
ジ
サ
イ

（
8．
90
）

（
22
．
1

）
2
5
7

2．
55

1．
70

I
1

'j
,刀
柄

柾
I胃
I

ネ
ズ
コ
？

（
32
．
6）

4
6
1

9
8

c
-
6
6
-
0
8
-
c

2
3
5

1
1
．
1
5

2
．
6
0

1．
80

1
}

小
〃
柄
l1

板
目

4
6
2

9
8

c
-
6
6
-
O
9
-
d

2
6
9
7

カ
エ
デ

1
2
.
6
0

3．
30

1．
90

（
54
．
7）

1
1

山
刀
柄
ハ

○
8
点
接
合
(
樹
皮
巻
7
点
含
む
)
｡
細
帯
状
樹
皮
巻
付
。

板
目

4
6
3

9
7

c
-
6
7
-
6
1
-
d

1
0
1
3
8

モ
ク
レ
ン

1
2
.
9
0

4．
00

1．
80

4
7
.
5

1
8

彫
刻
付
。

小
刀
柄
片

柾
目

カ
エ
デ
？

(
4
0
4
)

(
0．
45
)

4
6
4

9
8

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
4
0
4

（
1．
89
）

（
2．
1）

I
1

彫
刻
付
。

小
〃
柄
片

板
目

（
9．
30
）

(
1
､
5
8
)

(
15
．
8)

4
6
5

9
8

c
-
6
6
-
l
8
-
a

1
5
4
0
6

カ
エ
デ

1．
50

1
1

罫
引
線
あ
}）

小
刀
柄
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

(
1.
1
5
)

4
6
6

9
8

c
-
6
6
-
1
9
-
a

1
5
4
8
0

（
8．
90
）

（
1．
20
）

（
7．
2）

I
1

小
〃
柄
片

柾
月

ネ
ズ
コ
？
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
1
0
0
)

（
1~
45
）

(
0
.
9
0
)

(
10
．
6)

4
6
7

9
8

c
-
6
6
-
1
9
-
b

5
4
8
5

1
1

小
刀
柄
未
製
品
片

彫
刻
付
。

4
6
8

柾
目

(
1
0
5
0
)

（
13
．
0）

9
8

c
-
6
6
-
3
7
-
b

1
5
4
0
0

カ
エ
デ

1．
70

1．
00

1
1

小
刀
柄
未
製
品

彫
刻
付
。

4
6
9

柾
目

9
8

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
3
5
5

カ
エ
テ

9．
05

3．
38

1．
40

2
0
.
6

1
1

小
刀
柄
未
製
品

柾
目

（
22
．
4）

4
7
0

9
8

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
5
4
4
0

カ
エ
テ

1
2
．
1
5

1
2．
53

1．
35

1
1

小
刀
柄
米
製
品

柾
目

イ
ト
ク
パ
付
。

17
1

98
c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
1
5
1

カ
エ
テ

1
3
.
2
0

3
.
3
0

1
5
0

43
．
0

1
1

小
刀
柄
来
製
品

ミ
ズ
キ
？

板
目

1
7
2
9
8

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
9
1
8

1
2
.
4
5

3．
48

1．
90

5
5
.
4

1
1

小
刀
柄
米
製
品

丸
木

ニ
シ
キ
ギ

酌 匹 恥 面 ｅ 底 薑

1
7
3

9
8

c
-
6
6
-
O
9
-
b

2
1
6
6

9
1
0

2．
60

1．
55

3
0
.
8

1
1

小
刀
模
造
品

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
?
ネ
ズ
コ
リ

雛
型
《

板
目

1
7
4

9
8

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
3
6
4

1
6
.
6
0

1．
88

0．
50

9
.
0

1
1

小
刀
模
造
品
片

雛
型
，

板
目

（
16
.9
5）

（
24
．
0）

4
7
5

9
8

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
8
3
3

カ
ツ
ラ

2．
25

1．
10

1
1

小
刀
樹
皮
製
鞘

○
1枚
折
り
c

樹
皮

樹
皮

へ 一 画 や

4
7
6

9
9

d
-
6
7
-
9
1
-
a

5
2
3
2

1
5
.
9
0

5
.
1
0

6.
】
0

4
5
.
3

1
1



表
V
-
4
6
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
1
8
)

」 函 （ ）

く 謡 Ｃ 躯 臓 什 翻 ｓ 謎 慨

焼 痕 一 一 一 一 一 一

樹 皮 一 ○ ’ ○ 一 ○ 一 ’ ○ 一 ○ ’ ○

図 誇
図
版

番
号

個 体
破 片

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
d
n
)

重
量
(9
)

備
考

樹
皮

樹
皮

小
刀
樹
皮
製
鞘

2点
接
合
(樹
皮
2枚
重
ね
)。

4
7
7
9
9

c
-
6
6
-
2
7
-
c

1
5
7

1
3
.
8
0

5．
70

1
4
0

3
3
.
2

1
2

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

小
刀
樹
皮
製
鞘
片

（
14
.5
5）

2点
接
合
(樹
皮
2枚
重
ね
)。

4
7
8
1
0
0

c
-
6
6
-
O
9
-
a

1
4
5

5．
80

1．
95

（
4
9
0
）

］
2

樹
皮

小
刀
樹
皮
製
鞘

樹
皮

2
点
接
合
(
繊
維
方
向
の
異
な
る
樹
皮
の
2
枚
砿
ね
)
｡
線
刻
付
。

4
7
9

9
9

c
-
6
7
-
0
0
-
C

9
7
8
7

1
3
.
9
5

4．
70

4．
20

（
19
~4
）

1
2

小
刀
樹
皮
製
鞘
片

樹
皮

樹
皮

(
1
1
.
8
4
)

4点
接
合
(樹
皮
2枚
重
ね
)。

4
8
0
1
0
0

c
-
6
7
-
2
3
-
a

1
5
0
2
0

5．
47

2．
54

（
30
．
5）

I
4

樹
皮

樹
皮

小
刀
樹
皮
製
鞘
片

（
9．
95
）

（
16
．
6）

線
刻
付
。

4
8
1
1
0
0

c
-
6
7
-
l
O
-
b

9
7
0
8

4
．
8
0

2．
40

1
1

樹
皮

樹
皮

2点
接
合
(樹
皮
2枚
重
ね
)。

小
刀
樹
皮
製
鞘
片

(
8
.
4
1

)
(

1
9
.
0
)

4
8
2
1
0
0

c
-
6
6
-
O
8
-
d

5
2
0

5．
28

1．
55

2
1

鞘
板
片
？

板
目

(
5
.
1
2
)

（
3．
93
）

「
7
.
0
)

I
1
0
0

d
-
6
7
-
9
1
-
d

1
5
4
7
5

モ
ク
レ
ン

（
0．
45
）

4
8
3

1
1

柾
目

○
3点
接
合
(樹
皮
巻
含
む
)｡
細
帯
状
樹
皮
巻
付
(頭
部
抑
入
式
)。

鞘
板
片

モ
ク
レ
ン

(
1
1
.
9
0
)

（
28
．
7）

1
0
0

d
-
6
7
-
9
1
-
d

3
3
2
8

4．
80

2．
15

1
3

4
8
4

柾
目

2点
接
合
。

山
刀
鞘
帯
執
部
片

カ
エ
デ

（
8．
30
)

(
1
4
.
0
)

4
8
5

1
0
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c

3
6
3

2．
70

1．
47

1
2

山
刀
鞘
帯
執
部
片

柾
目

カ
エ
デ

(
8
.
9
0
)

(
1
3
.
0
)

4
8
6

1
0
1

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
6
0
3

1
2
.
6
0

2
.
5
0

1
1

山
刀
鞘
帯
執
部
片

柾
目

○
イ
ト
ク
パ
付
。

12
01

カ
エ
デ

（
9
9
0
）

2．
45

1．
32

（
10
．
0）

4
8
7

1
0
1

c
-
6
6
-
0
9
-
a

1
1

柾
目

山
刀
鞘
帯
執
部
片

カ
エ
デ

（
3．
43
）

（
2．
55
）

（
9.
0）

4
8
8
1
0
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c

5
4
6

1．
71

1
1

柾
目

31
測
値
は
推
定
値
。

山
刀
鞘
帯
執
部
片

カ
エ
デ

（
8．
80
)

(
1
4
5
)

4
8
9
1
0
1

c
-
6
6
-
2
9
-
a

21
1］

2．
15

1．
40

向 乙
1

山
刀
鞘
帯
執
部
切
断
品
月

柾
目

彫
刻
付
。

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
8
3
6

カ
エ
デ

（
4．
50
）

2．
61

1．
40

（
8．
4）

4
9
0
1
0
1

］
1

山
刀
鞘
帯
執
部
片

柾
目

(
5
.
6
0
)

4点
接
合
。

カ
エ
デ

(
12
．
0)

4
9
1

1
0
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1
7
5

2
．
7
8

1．
60

1
4

柾
目

山
刀
鞘
帯
執
部
片

ク
ワ
？

（
‘
1.
20
）

(
7
.
0
)

4
9
2
1
0
1

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
1
2
6

2．
25

1．
40

1
1

追
柾

山
刀
鞘
帯
執
部
片

ト
ネ
リ
コ

（
4．
40
）

（
5．
2）

4
9
3
1
0
1

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
2
7
6

2．
24

1．
28

1
1

山
刀
鞘
帯
執
部
片

柾
目

（
1．
20
）

d
-
6
7
-
9
1
-
d

1
5
4
7
8

カ
エ
デ

（
3．
20
）

1．
55

（
2．
6）

4
9
4

1
0
1

1
1

山
刀
輔
帯
執
部
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
5
3
7
6

（
5．
20
）

1．
85

l
~
3
5

（
4．
8）

4
9
5
1
0
1

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
Ｉ

山
刀
鞘
帯
執
部
未
製
品

板
目

2
7
4
6

ア
ジ
サ
イ

4
9
6

1
0
1

c
-
6
6
-
l
9
-
a

9．
40

2．
64

1．
40

19
．
2

1
1

袋
式
鉄
斧
柄
片

股
木

(
1
9
.
5
0
)

c
-
6
6
-
l
9
-
b

コ
ナ
ラ

10
．
35

3．
95

（
18
4~
0）

4
9
7
1
0
2

4
7
7
7

1
1

袋
式
鉄
斧
柄
切
断
品
肘

股
木

コ
ナ
ラ

(
5
5
6
.
0
)

4
9
8
1
0
2

c
-
6
6
-
1
9
-
a

4
7
4
4

14
.9
(）

1
4
.
5
0

7．
30

I
1

股
木

○
鈎
鍬
片

コ
ナ
ラ

(
1
1
.
2
0
)

(
1
6
9
.
2
)

4
9
9
1
0
3

c
-
6
6
-
2
8
-
c

1
5
4
8
2

3
0
.
8
5

3．
90

1
1

股
木

(
1
4
8
0
)

(
1
0
.
7
0
)

鈎
鍬
片

c
-
6
7
-
O
O
-
a

8
1
9
4

ト
ネ
リ
コ

3．
60

（
14
1.
3）

5
0
0
1
0
3

1
I



表
V
-
4
7
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
1
9
)

破 片
個 体

鱸
図 塞

図
版

番
号

備
考

重
丑
(9
)

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(”
）

樹
種

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

丸
木

2
.
6
0

2．
10

8
3
.
0

1
1

コ
ナ
ラ

2
2
.
6
0

上
掘
篠

c
-
6
7
-
l
O
-
d

6
7
7
4

5
0
1

1
0
3

1/
6割

3
.
8
0

2．
60

1
4
3
.
1

1
1

上
掘
橡

コ
ナ
ラ

2
3
.
9
0

5
5
6
5

5
0
2

1
0
3

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
板
柾

1
9
.
7
0

3．
30

3．
20

1
1
3
.
4

1
t
掘
樵
切
断
品

コ
ナ
ラ

c
-
6
6
-
l
8
-
C

1
4
2
3

5
0
3
1
0
3

2点
接
合
｡厚
さ
の
薄
い
部
分
は
0.
50
cm
。

(
1
2
4
.
5
)

2
板
目

（
33
.2
0）

2．
85

2
.
2
0

1
上
掘
椎
片

カ
エ
デ

d
-
6
7
-
9
1
-
a

5
2
0
1

5
0
4

1
0
4

1
6
6
.
6

1
丸
木

4
4
.
2
0

2
.
4
0

2．
30

1
t
掘
椎

ク
マ
シ
デ

c
-
6
6
-
l
8
-
a

1
5
4
8
3

5
0
5

1
0
4

1
1

丸
木

ハ
シ
ド
イ
？

4
9
.
7
0

1．
75

2．
10

1
3
4
.
2

t
掘
搾

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
9
2
6

5
0
6

1
0
4

篦
？

(
1
2
8
.
0
)

（
33
.8
0）

1
1

板
目

3
.
5
0

1
.
8
0

上
掘
搾
片

モ
ク
レ
ン

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
7
8
7

5
0
7
1
0
4

2
8
6
.
0

1
1

柾
目

5
1
.
8
0

3．
40

2
.
8
0

土
掘
榛

カ
エ
デ

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
2
8
7

5
0
8
1
0
5

2点
接
合
。

6
2
0
.
0

2
丸
木

ハ
シ
ド
イ

8
1
.
0
0

4
0
0

3．
20

1
土
掘
棒

c
-
6
6
-
l
9
-
b

3
9
1
3

5
0
9
1
0
5

(
4
7
0
.
0
)

(
9
3
.
8
0
)

1
1

丸
木

2
.
8
0

2
.
8
0

t掘
椎
月

モ
ク
レ
ン

c
-
6
7
-
0
1
-
d
c
-
6
7
-
l
l
-
a
1
2
4
3
3

5
1
0

1
0
5

2点
接
合
｡枝
利
用
式
。

（
34
3.
2）

(
1
1
.
5
0
)

1
2

股
木

1
4
8
0

5
.
6
0

縦
槌
片

ク
マ
シ
テ

c
-
6
7
-
4
0
-
b

1
0
5
9
2

5
1
1

1
0
6

枝
利
用
式
。

(
6
4
9
.
0
)

(
1
5
.
3
0
)

1
1

股
木

1
2
.
9
0

7．
20

コ
ナ
ラ

縦
槌
片

c－
66
－
39
－
3

1
4
4
9
1

5
1
2
1
0
6

枝
利
用
式
。

（
49
6.
3）

（
8．
65
）

5
.
9
5

1
1

股
木

ハ
ン
ノ
キ

1
5
.
3
0

縦
槌
片

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
8
2
1

5
1
3
1
0
6

枝
利
用
式
。

1
5
1
.
0

1
1

股
木

1
6
.
6
0

1
3
.
2
5

3
.
3
5

コ
ナ
ラ

縦
槌

d
-
6
7
-
9
1
-
d

1
5
3
4
5

5
1
4

1
0
7

枝
利
用
式
｡槌
断
面
寸
法
幅
3.
70
cm
×
厚
き
3.
50
cm
。

1
9
9
.
0

1
1

股
木

○ ’ ○

リ
ン
ゴ
?
ハ
シ
ド
イ
？

1
7
.
3
0

1
4
.
1
0

4．
35

縦
槌

c
-
6
7
-
l
l
-
c

1
2
0
2
8

5
1
5
1
0
6

枝
利
用
式
。

4
.
0
0

1
6
4
.
4

1
5

股
木

ハ
シ
ド
イ
？

2
0
.
5
0

1
2
.
3
0

縦
槌

c
-
6
6
-
O
9
-
d

2
1
9
7

5
1
6
1
0
6

枝
利
用
式
。

(
3
8
1
2
)

（
1
9
.
2
0
)

1
1

股
木

1
6
.
4
0

5
.
4
0

モ
ミ

縦
槌
片

d
-
6
7
-
8
1
-
c

4
4
0
7

5
1
7
1
0
7

2点
接
合
｡枝
利
用
式
。

3
1
7
.
0

1
2

股
木

ハ
シ
ド
イ
？
リ
ン
ゴ
？

2
2
.
6
0

1
9
.
6
0

6
.
2
0

縦
槌

c
-
6
6
-
l
9
-
c

7
2
3
6

5
1
8
1
0
7

2点
接
合
｡枝
利
用
式
。

4
4
5
.
0

1
2

股
木

2
4
.
8
5

1
5
.
3
0

6．
00

カ
エ
デ

縦
槌

d
-
6
7
-
8
1
-
c

35
6(
）

5
1
9

1
0
8

枝
利
用
式
。

4
6
4
.
0

1
1

股
木

ol 赤

2
7
.
7
0

1
6
.
5
0

4
.
5
0

コ
ナ
ラ

縦
槌

c
-
6
6
-
l
9
-
a

2
6
1
3

5
2
0
1
0
8

枝
利
用
式
c

1
9
6
.
5

1
1

寧 凹 叫 圃 Ｓ 降 雪

股
木

1
9
.
4
0

1
5
.
7
0

3．
90

コ
ナ
ラ

縦
槌

c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
5
0
0
5

5
2
1

1
0
9

枝
利
用
式
。

（
88
．
4）

(
8
.
8
0
)

1
1

股
木

ハ
シ
ド
イ

1
7
.
9
0

3
.
1
0

縦
槌
片

4
8
4
5

5
2
2
1
0
9

d
-
6
7
-
9
1
-
a

3点
接
合
｡枝
利
用
式
。

3
1
6
.
4

1
3

股
木

○
ハ
ン
ノ
キ

2
3
.
8
0

19
．
30

5
.
2
0

縦
槌

d
一
6
7
-
9
1
-
a

5
1
7
6

5
2
3

1
0
9

枝
利
用
式
。

1
0
9
.
6

1
1

股
木

ハ
ン
ノ
キ

2
3
.
3
0

1
3
.
5
0

2
.
8
0

今 函 ］

繕
槌
未
製
品
？

c
-
6
6
-
0
9
-
b

7
2
1

5
2
4
1
0
9



表
V
-
4
8
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
0
)

一 璽 画
く 懇 ・ 犯 圃 什 耐 Ｓ 謎 鴎

鱸
破 片

図 窪
図
版

番
号

個 体
備
考

遺
物
名
称

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

2点
接
合
。

股
木

（
9．
80
）

（
3．
95
）

（
24
．
4）

縦
槌
ミ
ニ
チ
ュ
ア
片
？

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
2
4
7
1

コ
ナ
ラ

2．
20

2
5
2
5
1
0
9

1

カ
バ
ノ
キ

柄
：
カ
エ
デ

2
点
接
合
(
柄
含
む
)
｡
挟
り
式
｡
木
取
り
頭
部
:
丸
木
､
柄
板
目
。

丸
木

縦
槌

d
-
6
7
-
8
1
-
d

2
0
.
7
0

1
2
.
3
0

6‘
30

3
9
1
.
0

2
5
2
6
1
1
0

3
5
4
9

1

カ
エ
デ

柄
：
ヤ
ナ
キ

2点
接
合
(柄
含
む
)｡
決
り
式
。

縦
槌

丸
木

d
-
6
6
-
9
9
-
b

2
2
2
4

2
5
.
8
0

1
8
.
3
6

6．
16

5
5
4
.
0

2
5
2
7
1
1
0

1

コ
ナ
ラ

柄
：
コ
ナ
ラ

○ 一 ○

2
点
接
合
(
柄
片
含
む
)
｡
決
り
式
｡
木
取
り
柄
:
半
割
。

縦
槌
片

丸
木

（
19
5.
6）

c
-
6
7
-
0
0
-
b

8
2
1
2

（
5．
90
）

1
4
.
9
5

4
.
1
0

2
5
2
8
1
1
0

1

"i
)式
。

丸
木

縦
槌
頭
部

ハ
ン
ノ
キ

c
-
6
6
-
2
9
-
a

2
1
0
6

1
3
.
2
0

5．
10

4．
50

1
9
9
.
6

I
1

5
2
9
1
1
1

決
り
式
｡

丸
木

綾
槌
頭
部

ハ
シ
ド
イ

1
2
.
3
0

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
2
4
7

5
.
6
0

5．
75

2
7
2
.
0

1
1

5
3
0
1
1
1

丸
木

決
り
式
｡挟
付
。

縊
槌
頭
部

ヤ
ナ
ギ

1
6
.
3
0

6．
90

d
-
6
7
-
9
1
-
3

4
8
4
3

7．
50

4
6
7
.
8

1
1

5
3
1
1
1
1

カ
エ
デ

柄
＊
ヤ
ナ
ギ

2
点
接
合
(
柄
含
む
)
｡
柄
孔
式
｡
木
取
り
頭
部
:
丸
木
､
柄
:
丸
木
。

丸
木

縦
槌

2
0
.
6
0

1
9
.
6
0

5．
60

5
3
9
~
0

2
5
3
2
1
1
2

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
2
1
7

1

コ
ナ
ラ

柄
2
コ
ナ
ラ

3点
接
合
(柄
含
む
)｡
柄
孔
式
｡柄
の
幅
4.
00
cm
×
厚
さ
17
0c
m･
槌
断
面
寸
法
長
さ

6
.
5
0
c
m
×
幅
5
．
1
0
c
m
､
長
き
6
.
4
0
c
m
×
幅
6
.
1
0
c
m
,
･
木
取
り
頭
部
:
丸
木
､
柄
:
板
目
｡

丸
木

綾
槌

2
8
.
9
0

1
8
.
6
0

6
.
5
0

5
0
0
~
2

３
5
3
3

1
1
1

c
-
6
7
-
3
0
-
b

1
0
2
3
8

1

5点
接
合
(柄
含
む
)｡
柄
木
取
り
頭
部
『
半
割
､柄
：
丸
木
｡保
存
処
理
後
実
測
。

計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

ト
リ
ネ
コ

柄
；
ヤ
ナ
ギ

半
割

○
(
1
1
5
0
)

（
7
0
2
）

護
槌
片

1
4
.
1
5

4
~
9
5

5
3
4

1
1
1

c
-
6
7
-
O
2
-
b

4
9
4
3

I
｡

|､
リ
ネ
コ
？

柄
：
ヤ
ナ
ギ

2
点
接
合
(
柄
片
含
む
)
｡
柄
片
入
｡
柄
孔
式
｡
木
取
り
頭
部
:
丸
木
､
柄
:
柾
目
。

丸
木

（
6．
80
)

（
30
9.
6）

縦
槌
頭
部
片

d
-
6
6
-
9
9
-
c
d
-
6
6
-
9
9
-
d
2
6
5
7

1
6
.
2
0

5．
30

２
5
3
5

1
1
3

1

5点
接
合
(柄
片
と
模
含
む
)｡
柄
片
に
模
3本
入
｡柄
孔
式
。

木
取
り
頭
部
：
丸
木
､柄
：
半
割
､模
(3
本
と
も
）
，
板
目
。

ト
リ
ネ
コ

柄
と
槐
；
ト
リ
ネ
コ

(
3
7
8
.
0
)

縦
槌
頭
部

丸
木

(
1
6
.
8
0
)

6．
10

5
.
3
0

５
5
3
6

1
1
2

c
-
6
6
-
l
9
-
a

4
1
9
8

1

カ
エ
デ

柄
？
カ
エ
デ

2
点
接
合
(
柄
片
含
む
)
｡
柄
孔
式
｡
柄
片
入
。

1
/
4
割

（
5．
80
)

（
29
1.
0）

縦
槌
頭
部

1
4
.
5
0

5．
80

1
2

5
3
7
1
1
3

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
2
4
8

カ
エ
デ

柄
:コ
ナ
ラ

丸
木

3
点
接
合
(
柄
片
2
点
含
む
)
｡
柄
孔
式
｡
柄
片
入
｡
木
取
り
柄
:
板
目
。

護
槌
頭
部
片

（
5．
90
）

(
4
.
1
0
)

（
20
2.
2）

1
1
3

c
-
6
7
-
O
O
-
b

8
2
1
9

15
．
45

1
3

5
3
8

ヤ
ナ
ギ

柄
;
ヤ
ナ
ギ

丸
木

3
点
接
合
(
柄
片
含
む
)
｡
柄
片
入
｡
柄
孔
式
｡
木
取
り
頭
部
:
丸
木
､
柄
:
柾
目
。

獲
槌
頭
部
片

6．
40

（
39
1.
0）

5
3
9
11
3

d
-
6
7
-
8
1
-
c
d
-
6
7
-
8
1
-
d
3
0
1
5

1
5
.
7
0

6
.
0
0

1
3

カ
エ
デ

別
個
体
:
ク
マ
シ
テ

丸
木

柄
孔
式
。

凝
槌
頭
部
片

（
6．
10
)

（
3．
75
）

(
1
9
1
.
6
)

1
1
3

c
-
6
6
-
O
9
-
c
c
-
6
6
-
1
9
-
b

9
2
8

16
．
25

1
1

5
4
0

丸
木

縦
槌
頭
部
未
製
品

ハ
ン
ノ
キ

c
-
6
6
-
2
8
-
d

4
2
6

1
2
．
9
0

6
．
4
0

5．
60

3
1
3
.
0

1
5
4
1
1
1
3

I

股
木

ミ
ズ
キ
？

枝
利
用
式
?節
痕
有
り
。

縦
槌
頭
部
片

14
.
1
0

7．
15

（
6．
25
）

（
33
2.
7）

5
4
2
1
1
3

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
5
3
4

1
1

股
木

鉄
斧
柄
部
未
製
品

コ
ナ
ラ

2
0
.
7
0

5
4
3

c
-
6
6
-
1
9
-
c

3
8
6
8

2
4
.
5
8

5．
27

5
7
2
.
0

1
I

1
1
4

丸
木

(
1
5
.
0
5
)

縦
槌
ま
た
は
鉄
斧
柄
部
片

サ
ク
ラ

（
47
‘
5）

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1
5
4
2
1

2．
80

2．
35

1
1

5
4
4

1
1
4

縦
槌
ま
た
は
鉄
斧
柄
部
切

断
品

板
目

コ
ナ
ラ

2
8
.
6
0

3
.
8
0

2
2
6
.
8

5
4
5

1
1
4

c
-
6
7
-
l
l
-
a

1
2
4
6
5

2．
60

1
1

縦
槌
ま
た
は
鉄
斧
柄
部

板
目

ニ
レ

2
9
.
1
0

4
.
1
0

2
6
0

5
4
6

1
1
4

c
-
6
7
-
O
O

1
5
1
1
4

2
1
2
.
4

1
1

縦
槌
ま
た
は
鉄
斧
柄
部
切

断
品

柾
目

彫
刻
付
。

モ
ク
レ
ン

3．
25

5
4
7

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
“
6

1
2
.
2
5

2．
50

7
0
.
2

1
I

1
1
4

綻
槌
ま
た
は
鉄
斧
柄
部
切

断
品

柾
目

1
5
3
2
4

カ
エ
デ

1
2
.
2
0

3．
30

2
4
0

7
0
.
5

5
4
8

1
1
4

c
-
6
7
-
l
O
-
c

1
1



表
V
-
4
9
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
1
)

図 需
図
版

番
号

灘
個 体

破 片
遺
物
名
称

備
考

窒
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
q
n
)

重
量
(9
)

Eタ
イ
プ
。

機
槌

丸
木

ハ
シ
ド
イ

5
4
9

1
1
5

c
-
6
6
-
1
9
-
b

3
8
5
3

2
2
.
1
3

6．
15

5．
70

3
0
2
.
0

I
1

Eタ
イ
プ
。

横
槌
片

丸
木

ナ
ナ
カ
マ
ド
?
ハ
シ
ド
イ
？

(
2
0
.
4
0
)

(
2
0
8
.
0
)

5
5
0
1
1
5

d
-
6
7
-
8
1
-
c

4
0
2
2

4．
60

4．
10

1
1

横
槌

丸
木

E
タ
イ
プ
。

5
5
1

c
-
6
7
-
0
0
-
b

カ
エ
デ

7
~
0
0

1
1
5

8
1
8
4

2
4
.
5
0

6．
20

4
8
7
.
4

1
1

横
槌

丸
木

E
タ
イ
プ
。

ヤ
ナ
ギ

4
2
3
.
2

5
5
2
1
1
5

c
-
6
6
-
2
9
-
a

2
1
3
4

2
8
.
6
0

6．
55

5
.
7
0

1
I

横
槌
片

丸
木

2
点
接
合
｡
E
タ
イ
プ
。

1
1
6

c
-
6
6
-
2
9
-
d

2
9
8

コ
ナ
ラ

（
23
.7
0）

（
3
1
3
.
8
）

2
5
5
3

5．
00

4．
70

1

横
槌

丸
木

E
タ
イ
プ
。

d
-
6
6
-
9
9
-
d

5
5
4

1
1
6

1
5
4
7
7

ク
マ
シ
デ

26
.4
(）

6．
30

4
．
7
0

3
2
4
.
7

1
1

横
槌

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
？

E
タ
イ
プ
。

5
5
5
1
1
6

d
-
6
7
-
8
1
-
c

3
1
3
2

2
6
.
5
0

5．
00

3．
60

2
9
4
.
0

1
1

横
槌

丸
木

（
45
7.
0）

E
タ
イ
プ
。

5
5
6
1
1
6

d
-
6
7
-
8
1
-
c

4
0
1
6

ハ
ン
ノ
キ

6．
10

6．
90

1
1

3
5
.
1
0

横
槌

丸
木

E
タ
イ
プ
。

5
5
7

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
6
9
1

ハ
ン
ノ
キ

6．
20

5
4
1
.
0

1
1
7

3
2
.
1
0

6
．
3
5

1
1

E
タ
イ
プ
。

横
槌

丸
木

5
5
8
1
1
7

d
-
6
7
-
8
1
-
b

3
1
8
6

ヤ
ナ
ギ

3
0
.
6
0

5．
70

5．
50

4
7
4
.
0

１
1

Eタ
イ
プ
。

枇
槌
片

丸
木

(
6
0
6
.
0
)

5
5
9

c
-
6
7
-
l
O

1
5
1
1
3

カ
エ
デ

（
2
2
.
1
0
）

8
.
0
0

6
.
5
0

1
1
1
7

1

Eタ
イ
プ
。

横
槌
片

丸
木

(
5
.
0
0
)

（
40
9.
2）

5
6
0

c
-
6
7
-
l
O
-
c

1
5
1
5
6

コ
ナ
ラ

3
2
.
9
0

5．
90

1
1

1
1
8

Eタ
イ
プ
。

柚
槌

丸
木

ハ
ン
ノ
キ

5
6
1

1
1
8

c
-
6
7
-
O
O
-
b

7
8
6
1

3
2
.
3
0

6．
76

5．
66

5
8
2
.
0

1
1

2
点
接
合
｡
G
タ
イ
プ
｡
イ
1
、
ク
パ
､
彫
刻
､
線
刻
､
短
刻
付
。

枇
槌

板
柾

5
6
2

c
-
6
7
-
O
O
-
a

6
6
7
3

モ
ク
レ
ン

2
9
.
7
0

4.
8(
）

4．
80

4
0
4
.
0

1
２

1
1
9

拙
槌

丸
木

E
タ
イ
プ
。

5
6
3

d
-
6
7
-
9
1
-
d

5
3
0
8

ハ
ン
ノ
キ

4
3
.
6
0

6．
10

7
9
8
.
0

1
1
1
8

6
．
9
0

1

（
36
6.
0）

H
タ
イ
プ
｡
叩
棒
片
。

描
槌
片

股
木

(
4
0
.
0
0
)

5
6
4

1
2
1

d
-
6
6
=
9
9
-
c

2
4
8
6

ナ
ナ
カ
マ
ド

5．
20

6．
30

1
I

Bタ
イ
プ
。

撒
槌

丸
木

○
5
6
5
1
2
0

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
9
1
0

カ
エ
デ

2
6
.
9
0

5．
75

5．
51

3
5
4
.
4

1
1

I
タ
イ
プ
c

横
槌

股
木

姉 一 対

1
2
0

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
9
1
3

カ
エ
デ

2
5
.
7
0

9．
40

1
0
.
4
0

8
5
4
.
0

1
1

Eタ
イ
プ
。

横
槌
未
製
品

丸
木

1
1
9

c
-
6
7
-
O
O
-
b

8
1
9
6

ハ
ン
ノ
キ

2
5
.
0
0

9．
60

5．
75

5
0
1
.
1

I
I

○
Eタ
イ
プ
。

横
槌
未
製
品

丸
木

5
6
8
1
2
0

c
-
6
6
=
O
9
-
b
c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
1
1
5

コ
ナ
ラ

3
1
.
4
5

7．
90

8．
10

7
5
1
.
0

I
1

B
タ
イ
プ
？

横
槌
未
製
品

丸
木

函 匹 吟 嗣 Ｓ 睦 言

5
6
9

1
1
9

c
-
6
6
-
l
8
-
c

6
6
9

コ
ナ
ラ

3
3
.
4
0

7．
60

4
.
0
0

4
4
2
.
0

1
1

E
タ
イ
プ
｡
掛
矢
。

横
槌

丸
木

○
ハ
ン
ノ
キ

5
7
0

1
2
1

c
-
6
6
-
1
8
~
b

1
3
2
6

6
4
.
7
0

1
1
.
0
0

9．
90

2
.
8

1
］

ま
な
板
?彫
刻
付
｡刃
物
痕
多
数
あ
り
。

作
業
台

○
板
目

2
8
0
.
0

5
7
1
1
2
2

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
1
4
1

モ
ク
レ
ン

1
6
.
3
0

9．
20

2
.
1
0

1
1

ま
な
板
?両
面
刃
物
痕
多
数
あ
り
｡角
孔
1カ
所
。

』 四 四

作
業
台

板
目

5
7
2
1
2
2

d
-
6
7
-
7
1
-
c

3
1
8
0

カ
ッ
ラ

3
9
.
3
0

1
9
.
0
0

2．
80

1
6
4
2
.
0

1
1



一 四 』
表
V
-
5
0
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
2
)

く 識 つ 躯 は 片 面 Ｓ 鎧 鴎

雛
個 体

破 片
図 奉

図
版

番
号

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
d
n
)

重
量
(9
)

備
考

追
柾

4点
接
合
｡ま
な
板
?刃
物
痕
多
数
あ
り
。

作
業
台
片

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ

(
4
5
.
4
0
)

(
1
9
1
0
.
0
)

c
-
6
6
-
l
9
-
b
c
-
6
6
-
1
9
-
c

2
0
5
9

2
9
.
8
0

2
4
0

5
7
3
1
2
3

1
4

1/
4割

2点
接
合
｡刃
物
痕
多
数
あ
り
。

作
業
台

ﾄ
チ
ノ
キ

（
99
6.
0）

c
-
6
6
-
3
8
-
b

1
3
4
1
9

2
0
.
3
0

8．
40

8．
70

2
’ 〃 咄

” ″ ０ ．

Ｆ 『 》
1
2
3

1

d
-
6
6
-
9
9
-
c
d
-
6
7
-
9
0
-
d

c
-
6
7
-
0
0
-
a

作
業
台
片

丸
木

韮
(
5
8
.
1
0
)

(
1
5
2
0
.
0
)

刃
物
痕
多
数
あ
り
。

2
2
5
0

コ
ナ
ラ

7．
40

6．
60

5
7
5
1
2
4

1
1

作
業
台

丸
木

（
1
3
9
9
.
0
)

刃
物
痕
多
数
あ
り
。

d
-
6
7
-
8
1
-
d

3
5
6
3

ハ
ン
ノ
キ

4
2
.
1
0

7．
00

7．
40

5
7
6

1
2
4

1
1

穂
摘
具
?芋
引
金
?目
釘
孔
1カ
所
。

火
花
式
発
火
具
握
部
？

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

c
-
6
6
-
l
9
-
b

5
6
1
9

7．
55

2．
35

1．
10

1
5
.
2

5
7
7
1
2
5

1
1

○ ’ ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○

ヒ
キ
リ
捧
片

板
柾

（
1．
30
）

（
5．
3）

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
3
8
2

ニ
レ

4．
70

1．
50

5
7
8
1
2
5

1
1

ヒ
キ
リ
捧
片

板
柾

（
5．
50
）

(
6
.
0
)

d
-
6
7
-
8
2
-
a

4
3
8
2

ニ
レ

1．
28

1．
27

5
7
9
1
2
5

1
1

板
柾

ヒ
キ
リ
篠

c
-
6
6
-
O
9
-
C

1
5
0
2
5

ニ
レ

8．
00

1．
30

1
.
1
0

7
.
5

1
1

5
8
0
1
2
5

と
キ
リ
桂

板
柾

12
5

c
-
6
6
-
1
8
-
c

6
8
0

ニ
レ

1
5
.
9
0

1．
35

1．
30

1
7
.
0

1
5
8
1

1

ヒ
キ
リ
桂

板
柾

1
2
5

c
-
6
6
-
O
9
-
a

1
5
1
6
0

ニ
レ

9．
00

1．
20

1．
20

8
.
2

1
5
8
2

1

柾
目

ヒ
キ
リ
棒

ス
ギ
？

5
8
3
1
2
5

c
-
6
7
-
1
0
-
d

6
7
6
9

7．
65

1．
60

1
.
1
0

7
.
0

1
1

ス
ギ

木
釘
:
同
定
不
可
能

木
釘
人
孔
1カ
所
。

板
柾

ヒ
キ
リ
挫

12
5

d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
5
1
7
2

9．
80

1．
20

1．
00

6
.
5

1
1

5
8
4

ヒ
キ
リ
棒

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
3
6
5

1
1
.
0
0

1．
20

1．
10

7
.
2

1
5
8
5
1
2
5

1

板
柾

ヒ
キ
リ
樵

ス
ギ

5
8
6
1
2
5

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
8
1
0

1
4
.
2
0

1．
50

1．
20

14
．
0

1
1

板
目

側
面
に
ヒ
キ
リ
ウ
ス
1カ
所
あ
り
。

ヒ
キ
リ
棒

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
2
5

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
5
4
0
7

1
3
.
3
0

1．
20

0．
80

8
.
2

11
1

5
8
7

ヒ
キ
リ
棒
片

板
柾

ス
ギ

(
1
5
.
4
5
)

(
1
7
.
0
)

c
-
6
6
-
0
9
-
a
c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
1
0
2

1．
33

1．
25

1
1

5
8
8
1
2
5

丸
木

○ 一 ○ ’ ○ ’ ’ ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ ○

ヒ
キ
リ
樅
片

ア
ジ
サ
イ

(
3
5
.
7
0
)

（
76
．
0）

c
-
6
7
-
0
0
-
a

6
4
0
1

2
.
0
0

1．
68

1
1

5
8
9
1
2
5

ウ
ス
未
使
用
｡ウ
ス
1カ
所
｡木
釘
孔
4カ
所
。

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

ヒ
キ
リ
板
切
断
品

柾
目

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
5
3
6
1

11
．
50

1．
40

1．
00

1
3
.
6

1
1

5
9
0
1
2
5

（
13
.9
0）

（
2．
25
）

端
部
快
付
｡ウ
ス
1カ
所
。

ヒ
キ
リ
板
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
.
0
5
)

(
18
．
7)

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
1
5
2

1
1

5
9
1

1
2
5

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
？

ウ
ス
2カ
所
？

ヒ
キ
リ
板
片

板
目

(
6
.
6
0
)

（
4．
9）

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
0
9
3

1．
40

1
.
0
0

1
5
9
2
1
2
6

1

1
5
0
6
6

1
5
3
7
3

2点
接
合
｡ウ
ス
2カ
所
。

ヒ
キ
リ
板
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
6
.
0
0
)

（
9．
3）

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1．
90

1．
30

1
2

5
9
3
1
2
6

ウ
ス
4カ
所
。

ヒ
キ
リ
板
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
6．
20
）

（
4．
6）

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
5
0
9
4

1．
30

0．
70

1
5
9
4

1
2
6

1

ウ
ス
1カ
所
。

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

ヒ
キ
リ
板
片

柾
目

(
1
5
.
0
0
)

（
36
．
0）

3．
30

1．
30

I
5
9
5
1
2
6

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
1
4
2

1

ウ
ス
1カ
所
。

ヒ
キ
リ
板

追
柾

c
-
6
6
-
0
9
-
a

2
1
7
9

カ
ツ
ラ

1
5
.
9
5

3
.
0
0

1．
70

5
3
.
0

1
1

5
9
6
1
2
6



表
V
-
5
1
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
3
)

個 体
破 片

図 誇
図
版

番
号

雫
備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

ウ
ス
1カ
所
。

ヒ
キ
リ
板
片

丸
木

ニ
ガ
キ
？

(
1
0
.
3
0
)

（
21
．
0）

5
9
7
1
2
6

c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
8
7
2

2
.
0
0

1，
60

1
1

ウ
ス
1カ
所
。

ヒ
キ
リ
板
切
断
品

柾
目

5
9
8
1
2
6

c
-
6
6
-
2
8
-
c

1
5
0
5
8

コ
ナ
ラ

1
5
.
7
0

5
.
0
0

2．
30

1
3
0
.
6

1
1

○
2点
接
合
｡挟
付
有
孔
板
材
｡ウ
ス
1カ
所
。

ヒ
キ
リ
板

追
柾

ハ
リ
ギ
リ

1
2
9
.
1

1
5
9
9
1
2
6

c
-
6
6
-
2
9
-
c

1
5
0
4
2

2
0
.
1
0

6
.
1
0

1．
70

2

ベ
ル
ト
出
土
｡ウ
ス
1カ
所
｡車
樅
の
再
利
用
。

ヒ
キ
リ
板
片

板
目

(
1
3
.
7
0
)

（
94
．
0）

6
0
0
1
2
6

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
5
4
1
5

モ
ク
レ
ン

3
.
0
0

3．
70

1
1

自
在
鈎
？

炉
鈎

板
目

○
ス
ギ

6
0
1
1
2
7

c
-
6
7
-
0
0
-
a

7
8
6
4

4
7
.
7
5

5．
45

1．
90

2
8
0
.
0

1
1

3
点
中
2
点
接
合
2
点
実
測
｡
イ
ト
ク
パ
付
。

（
48
．
5）

炉
鈎
片

追
柾

シ
ナ
ノ
キ

(
1
3
.
5
0
)

3
6
0
2
1
2
7

d
-
6
7
-
9
1
-
c

5
8
4
0

4．
25

1．
65

1

炉
鈎
片

板
目

(
1
2
.
3
0
)

（
63
．
6）

6
0
3
1
2
7

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
9
5
0

カ
ツ
ラ

4．
85

2．
35

1
1

炉
鈎

追
柾

6
0
4
1
2
7

c
-
6
6
-
1
9
-
a

2
4
5
2

カ
ツ
ラ

2
2
.
3
0

6．
50

3
.
1
0

1
9
5
.
0

1
1

炉
鈎

板
日

Ｏ ｌ Ｏ ｌ Ｏ ｌ Ｏ

6
0
5

1
2
7

c
-
6
6
-
0
8
-
b

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
5
.
3
0

3
.
6
0

2．
30

5
6
.
0

1
1

1
1
4
5

5点
中
3点
接
合
3点
実
測
。

炉
鈎
片

板
目

ヤ
ナ
ギ

（
28
.2
0）

（
15
8.
0）

5
6
0
6
1
2
8

c
-
6
6
-
3
8
-
a

1
3
3
9
3

5．
20

2，
50

1

炉
鈎

柾
目

6
0
7
1
2
8

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
8
0
5

ニ
レ

3
1
.
0
0

3．
65

3．
25

1
6
1
.
0

I
1

炉
鈎

板
目

6
0
8
1
2
8

c
-
6
6
-
3
8
-
d

カ
ッ
ラ

2
8
.
9
5

5．
55

2．
30

1
0
7
.
0

1
1

1
3
3
7
0

炉
鈎

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ス
ギ
？

1
4
0
.
6

6
0
9
1
2
8

d
-
6
7
-
8
1
-
c

2
4
.
0
0

4．
65

2．
60

I
1

3
1
9
5

3点
接
合
。

炉
鈎

丸
木

（
18
0.
4）

3
6
1
0
12
8

d
-
6
7
-
9
1
-
a
d
-
6
7
-
9
1
-
b

ヤ
ナ
ギ

3
1
.
4
0

3．
02

3．
50

1
5
0
1
2

炉
鈎
片

丸
木

（
3．
30
）

(
1
9
6
.
0
)

61
1

c
-
6
6
-
O
9
-
b

ハ
ン
ノ
キ

3
4
.
3
0

3．
35

1
1

1
2
8

4
1
1

炉
鈎

股
木

6
1
2
1
2
9

c-
66
→
38
-.

1
3
4
3
9

ヤ
ナ
ギ

2
6
.
5
0

6．
20

3．
80

1
6
1
.
0

1
1

炉
鈎

股
木

6
1
3
1
2
9

c
-
6
6
-
0
9
-
b

7
1
3

ヤ
ナ
ギ

2
4
.
6
0

3．
50

2．
80

1
2
0
.
0

1
1

2点
接
合
。

炉
鈎

股
木

○
6
1
4
1
2
9

ヤ
ナ
ギ

2
6
.
2
0

2．
70

6．
20

1
4
7
.
5

1
2

d
-
6
7
-
9
1
-
b

5
2
2
7

2点
接
合
。

炉
鈎
片

股
木

（
2
4
2
7
）

(
61
．
3)

2
6
1
5
1
2
9

c
-
6
6
-
3
7
-
b

ハ
シ
ド
イ

4．
50

1．
93

1
1
4
4
2
8

炉
鈎

股
木

○ 一 ○

6
1
6

ヤ
ナ
ギ

2
8
.
7
0

5
.
5
0

2．
90

1
1
4
.
3

1
1

1
2
9

c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
4
5
5

3点
接
合
。

函 凹 叫 画 ｓ 睦 言

炉
鈎
片

股
木

(
3
6
.
9
0
)

（
68
．
0）

6
1
7

カ
バ
ノ
キ

2．
55

1．
75

1
3

1
2
9

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
1
8

股
木

○
（
3．
62
）

(
1
3
.
0
)

炉
鈎
片

コ
ナ
ラ

（
4．
80
）

1．
86

1
1

6
1
8

c
-
6
6
-
O
9
-
a

5
9
7

炉
鈎
片

股
木

（
24
~5
0）

(
1
6
2
.
9
)

コ
ナ
ラ

8
.
6
0

3．
60

1
1

6
1
9
1
2
9

c
-
6
7
-
l
O
-
a

7
9
6
9

5
点
接
合
｡
端
部
二
股
丸
木
材
片
｡
内
面
炭
化
。

今 函 団

燈
火
用
挟
木

股
木

○
'○

6
2
0

ヤ
ナ
ギ

4
4
.
2
0

2．
55

5．
50

2
1
4
．
3

1
5

1
3
0

d
-
6
7
-
9
1
-
a

5
2
0
9



吟 四 ｍ
表
V
-
5
2
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
4
)

く 識 ・ 独 鱈 什 圃 ｅ 謎 醐

図 奉
図
版

番
号

焼 痕 一 ○ ○ ’ ○ ｜

樹 皮 一 一 ○ ’ ○

個 体
破 片

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

備
考

燈
火
用
挟
木
片

丸
木

6
2
1
1
3
0

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
0
7
8

コ
ナ
ラ

（
54
.4
0）

(
5
4
0
0
)

内
面
炭
化
。

5．
50

4．
05

1
1

燈
火
用
挟
木
片

丸
木

6
2
2
1
3
1

c
-
6
7
-
O
1
-
b

3
4
7
1

コ
ナ
ラ

(
9
7
.
6
0
)

2点
接
合
｡内
面
炭
化
。

5．
40

4
.
0
0

（
1
1
0
0
~
O
）

2
｝

コ
ナ
ラ

模
:
ハ
ン
ノ
キ

燈
火
用
侠
木

丸
木

6
2
3
1
3
1

c
-
6
7
-
1
0
-
c
c
-
6
7
-
1
1
-
d

8
4
6
9

2点
接
合
(樫
含
む
)｡
喫
入
｡内
面
炭
化
。

7
7
.
7
0

7．
60

9．
90

8
8
0
,
0

I
2

燈
火
用
挟
木
片
？

丸
木

6
2
4
1
3
1

c
-
6
7
-
O
2
-
a

6
0
5
0

サ
ク
ラ

（
78
.7
0）

20
点
中
6点
接
合
6点
実
測
。

4
．
1
0

（
7
5
9
0
）

4
．
4
0

1
2
0

① ～ ⑱

６
０

２
３

18
点
中
14
点
接
合
14
点
実
測
｡木
取
り
側
板
『
板
目
､底
板
：
板
目
・
柾
目

保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

板
目
柾
目

樽
底
部
片

6
2
5
1
3
2

d
-
6
7
-
8
0
-
c

ス
ギ

3
4
.
0
0

3
3
.
0
0

（
9．
40
）

（
7
8
6
.
0
)

1
1
8

櫛
蓋
板
ハ

板
目

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

6
2
6
1
3
2

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
3
3
7

(
2
5
.
0
0
)

（
6．
90
)

木
釘
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
入
1カ
所
。

1．
70

(
1
8
9
.
0
)

I
I

樽
蓋
板
片

○ 一 ○

6
2
7

1
3
2

追
柾

ス
ギ

c
-
6
6
-
4
8
-
a

1
4
6
0
2

（
24
.3
4）

（
5．
40
）

(
1
2
6
.
7
)

木
釘
孔
2カ
所
。

1．
68

I
1

板
目
追
柾

樽
蓋
板
片

6
2
8

ス
ギ
？

1
3
2

d
-
6
7
~
8
1
-
c

3
1
5
1

（
3
5
.
1
0
)

(
1
2
.
1
0
)

2点
接
合
(内
部
木
釘
2本
で
接
合
)｡
焼
印
付
｡木
釘
入
孔
2カ
所
。

2．
30

（
63
8.
0）

1
2

樽
蓋
板
片

板
目

ス
ギ
？

6
2
9
1
3
3

c
-
6
7
-
1
0
-
c

6
7
6
3

(
3
0
.
9
0
)

(
10
．
00
)

2．
00

（
3
9
1
.
0
）

。 ○

所 所

力 力

２ ２

孔 孔

人 入

釘 釘

木 木

1
1

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

梯
萱
板
片

板
目

6
3
0
1
3
3

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
8
3
8

（
2
7
.
2
0
）

（
7．
50
）

1．
70

（
21
2.
3）

1
1

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

樽
蓋
板
片

63
1
1
3
3

板
目

d
-
6
7
-
9
2
-
b

4
8
6
2

(
1
7
.
4
0
)

(
5
4
9
0
)

2点
接
合
(内
部
木
釘
2本
で
接
合
)｡
木
釘
入
孔
2カ
所
。

3
1
.
4
0

1．
50

1
2

ス
ギ

木
鉦
イ
ネ
科
(サ
サ
）

ス
ギ

樽
蓋
板
片

２ － 詔

閃 － ６

板
目

1
3
3

c
-
6
7
-
6
0
-
b

1
0
7
5
1

(
1
4
.
9
0
)

2点
接
合
｡木
釘
人
孔
2カ
所
。

木
釘
入
孔
1カ
所
。

3
0
.
5
0

1．
60

（
57
5.
0）

1
2

樽
蓋
板
片

板
目

1
3
4

c
-
6
6
-
O
9
-
a
c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
2
0
8

（
13
.8
5）

(
5
.
0
0
)

2．
00

（
5
9
0
）

1
1

樽
蓋
板
片

○
6
斜

1
3
3

板
目

ス
ギ
？

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
5
5
5

（
26
.2
0）

（
6．
12
)

2点
接
合
(木
釘
付
含
む
)｡
墨
書
付
｡木
釘
入
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
付
1カ
所
。

1．
50

（
10
4~
0）

I
2

l
O
1
7
1

1
0
1
7
2

1
0
1
7
3

1
0
1
7
4

1
0
1
7
5

8点
接
合
(木
釘
付
含
む
)､
木
釘
孔
15
カ
所
の
内
､木
釘
付
3カ
所
、
木
釘
入
12
カ
所
。

保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

樽
蓋
ま
た
は
底
板

板
目

6
3
5
1
3
4

c
-
6
7
-
5
1
-
c

3
0
.
7
0

3
1
.
3
0

2
.
0
0

6
7
7
.
0

1
8

ス
ギ
？

木
釘
:ス
ギ
？

桶
･
樽
蓋
ま
た
は
底
板
片

6
3
6

追
柾

1
3
4

c
-
6
7
-
O
O
-
b

9
8
1
1

(
1
5
.
1
0
)

（
4．
35
）

木
釘
人
孔
3カ
所
。

1．
10

（
38
．
4）

I
1

樽
蓋
ま
た
は
底
板
片

6
3
7

板
目

1
3
4

c
-
6
6
-
0
9
-
d

9
0
6

ス
ギ

(
1
6
.
3
0
)

（
3．
45
）

(
1
.
7
0
)

（
47
．
8）

1
1

樽
蓋
ま
た
は
底
板
月

板
目

ス
ギ
？

6
3
8

1
3
4

c
-
6
7
-
O
O
-
b

9
2
8
2

(
1
9
.
5
0
)

（
3．
20
）

（
68
．
0）

木
釘
入
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
付
1カ
所
。

1．
90

1
I

樽
蓋
ま
た
は
底
板
片

6
3
9

板
目

ス
ギ

1
3
4

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
1
8
1

（
22
.5
0）

（
5．
10
)

(
1
7
2
.
0
)

2
.
3
0

1
1

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

櫛
蓋
ま
た
は
底
板
片

6
4
0
13
5

柾
目

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
2
3
7

（
25
.2
5）

（
6．
60
）

2点
接
合
(木
釘
付
含
む
)｡
木
釘
入
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
付
1カ
所
､木
釘
入
1カ
所
。

1．
60

（
16
7.
0）

1
2

ス
ギ
？

木
釘
:イ
ネ
科
(タ
ケ
）

樽
蓋
ま
た
は
底
板
片

板
目

6
4
1

1
3
5

c
-
6
7
-
3
0
-
c

1
0
1
7
7

(
29
.
1
0
)

(
7
.
8
0
)

（
2
1
4
9
）

木
釘
入
孔
2カ
所
。

1．
50

1
1

桶
底
板
片

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

6
4
2
1
3
5

柾
目

c
-
6
6
-
0
9
-
a
d
-
6
6
-
9
9
-
d
2
7
2
2

（
1
2
9
5
）

(
2
4
0
)

（
21
．
9）

1．
00

1
1



表
V
-
5
3
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
5
)

図 鍔
図
版

番
号

灘
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

備
考

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

桶
底
板
片

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
？

6
4
3

柾
目

(
1
5
.
0
4
)

（
2．
80
)

（
3
2
1
）

1
3
5

c
-
6
6
-
0
9
-
a

2
8
7
7

1．
10

1
1

桶
底
板
片

○ 一 ○ 一 ○

木
釘
孔
1カ
所
。

柾
ロ

ス
ギ
？

(
1
1
3
0
)

（
5．
40
）

6
4
4
1
3
5

c
-
6
7
-
O
O
-
a

6
4
0
2

1
.
9
0

（
67
~0
）

I
1

櫛
蓋
板
片

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
リ

表
面
刃
物
痕
あ
り
。

6
4
5
1
3
5

c
-
6
7
-
l
O
-
b

柾
目

（
27
.9
0）

(
7
.
8
0
)

（
21
9.
8）

1
5
2
4
6

1．
52

1
1

d
-
6
7
-
8
1
-
b
d
-
6
7
-
8
1
-
c

d
-
6
7
-
8
1
-
d

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

3
0
9
5
②

樽
蓋
板
片

6
4
6
1
3
5

柾
目

（
5．
05
)

(
2
1
7
.
0
)

焼
印
付
｡木
釘
孔
4カ
所
の
内
､木
釘
入
2カ
所
。

3
0
.
2
5

1．
60

1
I

d
-
6
7
-
8
1
-
b
d
-
6
7
-
8
1
-
c

d
-
6
7
-
8
1
-
d

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

3
0
9
5
①

桶
底
板
片

2点
接
合
(木
釘
付
含
む
)｡
木
釘
孔
4カ
所
の
内
､木
釘
人
1カ
所
、
木
釘
付
1カ
所
。

6
4
7
1
3
6

柾
目

(
2
9
6
0
)

（
5．
30
）

(
1
9
0
.
0
)

1．
40

2
1

ス
ギ
？
ヒ
ノ
キ
？
ネ
ズ
コ
？

木
釘
：
イ
ネ
科
(サ
サ
）

木
釘
入
孔
4カ
所
。

捕
底
板
I1

6
4
8
1
3
5

d
-
6
7
-
8
1
-
d

柾
目

（
33
.6
0）

(
7
.
0
0
)

（
2
3
5
.
0
)

2
4
7
4

1
.
6
0

1
1

桶
底
板
ハ

柾
目

6
4
9
1
3
6

c
-
6
6
-
O
9
-
d

ス
ギ
？

(
2
2
.
4
0
)

（
5．
20
）

（
85
．
4）

2
4
9
1

0．
85

1
1

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

桶
底
板
片

6
5
0
1
3
6

c
-
6
6
-
3
8
-
c

柾
目

(
3
1
,
5
0
)

(
5
.
8
0
)

（
22
7.
6）

木
釘
人
孔
2カ
所
。

1
3
4
9
1

1．
40

1
1

木
釘
入
孔
2カ
所
(両
側
面
に
各
1カ
所
)。

樽
底
板
切
断
品

6
5
1
1
3
6

c
-
6
6
-
2
9
-
d

柾
目

ス
ギ
？

3
0
0

19
．
25

6．
64

1．
90

2
1
5
-
0

1
1

捕
底
板
ハ

柾
目

6
5
2
1
3
6

c
-
6
7
-
l
O
-
b

不
要

(
1
7
.
0
4
)

（
3．
31
）

(
7
1
.
5
)

1
2
4
1
7

1．
92

1
1

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

2点
接
合
(木
釘
付
含
む
)｡
木
釘
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
付
1カ
所
。

櫛
蓋
ま
た
は
底
板
片

板
目

○
6
5
3
1
3
6

c
-
6
6
-
1
9
-
b

(
3
.
1
0
)

（
42
．
4）

3
8
4
5

1
7
.
2
5

1．
53

1
2

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

2点
接
合
(木
釘
付
含
む
)｡
木
釘
孔
1カ
所
。

桶
底
板
片

柾
ロ

6
5
4
1
3
6

c
-
6
7
-
1
0
-
c

（
15
.9
0）

(
1．
15
)

（
24
．
7）

8
4
8
1

1．
50

1
2

櫛
側
板
片

板
目

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

6
5
5
1
3
7

c
-
6
6
-
0
9
-
b

4
3
7

（
5．
90
）

（
3．
10
）

（
13
.0
）

0．
85

1
1

櫛
側
板
切
断
品

板
目

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

6
5
6

1
3
7

c
-
6
7
-
O
l
-
a

1
1
9
5
9

6．
20

3．
20

1
1．
20

1
8
.
0

1
1

櫛
側
板
切
断
品

板
目

6
5
7

1
3
7

c
-
6
7
-
0
0
-
a

ス
ギ
？

6
5
4
2

5．
80

1
7
0

0.
8(
）

1
7
,
0

1
1

櫛
側
板

板
目

ス
ギ
?
ネ
ズ
コ
？

6
5
8

1
3
7

c
-
6
7
-
0
0
-
b

9
2
8
8

9．
90

4．
60

1
.
1
0

44
．
0

1
1

樽
側
板
切
断
品

板
目

6
5
9

1
3
7

c
-
6
6
-
0
9
-
d

ス
ギ

1
1
2
1

9
2
0

6．
60

1．
30

5
7
.
0

1
1

櫛
側
板
ハ

板
目

6
6
0

1
3
7

c
-
6
6
-
l
9
-
a

ス
ギ

（
6．
80
)

(
3
9
.
0
)

2
4
2
6

5．
90

1．
25

1
1

卿
側
板
片

板
H

67
1と
同
・
個
体
。

6
6
1

1
3
7

c
-
6
6
-
l
9
-
a

2
5
9
1

ス
ギ

（
1
4
.
0
0
)

（
18
．
6）

2
.
8
0

0．
60

1
1

櫛
側
板

板
日

ス
ギ
？

6
6
2

1
3
7

c
-
6
7
-
3
1
-
c
c
-
6
7
-
3
1
-
〔
1
1
0
2
5
0

9．
60

7．
80

1．
30

63
.(
）

1
1

櫛
側
板

板
目

タ
ガ
痕
あ
り
。

6
6
3

1
3
7

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
4
6
2

ス
ギ

1
2
.
4
0

7．
10

1．
00

7
4
.
4

1
1

四 画 叫 圃 ｓ 陣 薑

櫛
側
板
片

板
日

タ
ガ
痕
あ
り
。

6
6
4

1
3
7

c
-
6
6
-
2
9
-
d

ス
ギ

（
17
~3
0）

（
7
5
~
2
）

2
9
1

5．
70

0．
95

1
1

９ ３
２ ７７ ７

４ ４
櫛
側
板
切
断
品

板
目

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

2
点
接
合

6
6
5

1
3
7

c
-
6
6
-
1
9
-
3

1
2
.
8
5

8．
15

1．
20

1
0
5
.
0

1
2

櫛
側
板

板
目

66
7と
同
一
個
体
？

6
6
6
1
3
8

c
-
6
6
-
1
9
-
a

3
8
9
6

ス
ギ

2
4
.
0
5

2．
20

0．
94

3
3
.
6

1
1

一 幽 司



表
V
-
5
4
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
6
)

く 懇 っ 犯 臓 什 函 Ｓ 謎 鴎

令 函 の
破 片

:|
：

個 体
図 濡

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
In
)

重
量
(9
)

樹
種

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

遺
物
名
称

6
6
6
と
同
一
個
体
？

板
目

ス
ギ

2
3
.
6
0

3
.
7
0

0
．
9
0

5
0
.
8

1
1

櫛
側
板

3
8
9
3

c
-
6
6
-
l
9
-
a

6
6
7
1
3
8

3
.
0
5

0．
80

3
8
.
1

板
目

ス
ギ

2
2
-
3
0

1
1

樽
側
板

c
-
6
6
-
O
9
-
d

2
4
2

6
6
8
1
3
8

（
20
~1
）

（
3．
72
）

板
目

ス
ギ

9．
47

0．
90

1
1

樽
側
板
片

1
5
0
3
0

c
-
6
6
-
0
9
-
c

6
6
9

（
26
．
4）

タ
ガ
痕
あ
り
。

(
17
.
1
5
)

板
目

ス
ギ
？

2
．
4
0

0
．
8
0

1
1

樽
側
板
片

2
7
0
5

c
-
6
6
-
0
9
-
d

6
7
0
1
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3

柾
目

c
-
6
6
-
0
9
-
c

4
7
5

(
1
0
.
0
0
)

1
6
.
6
5

（
85
．
7）

2点
接
合
(木
釘
付
含
む
)｡
ク
レ
底
。
生
漆
塗
｡木
釘
孔
9カ
所
の
内
､木
釘
付
1カ
所
。

0．
75

2
1

漆
塗
曲
げ
物
底
板
片

7
3
5
1
4
3

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

c
-
6
6
-
l
9
-
b

4
0
9
0

（
4．
60
）

1
6
.
6
0

0
.
7
0

（
29
．
9）

ク
レ
底
｡生
漆
塗
｡木
釘
孔
1カ
所
｡保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

1
1

ll
ll
げ
物
底
板
片

7
3
6

1
4
2

柾
目

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

c
-
6
6
-
0
9
-
d

9
0
9

(
2
2
.
3
0
)

（
4．
00
）

（
55
．
2）

0．
75

1
1

漆
塗
II
I1
げ
物
底
板
片

7
3
7

1
4
3

柾
目

○
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

c
-
6
6
-
0
9
-
b

7
1
4

（
8．
40
）

(
2
2
0
)

（
8
.
O
)

2点
接
合
(樹
皮
巻
含
む
)｡
裏
面
生
漆
塗
｡樹
皮
巻
付
。

1．
25

2
1

一

言 ７ ０ Ｊ

’ 〃

漆
蜘
ll
1げ
物
底
板
片

7
3
8

c
-
6
6
-
O
8
-
C

柾
目

ス
ギ
？

1
3
6
0

(
1
5
.
3
0
)

(
5
.
4
0
)

0．
80

（
42
．
2）

ク
レ
底
｡生
漆
塗
｡木
釘
孔
5カ
所
。

1
1



表
V
-
5
7
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
9
)

図 窪
図
版

番
号

焼 痕ｌ
樹 皮

破 片
個 体

遺
物
名
称

備
考

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

－
－ ７ ｑ

力

シ
ン
ト
コ
蓋
?生
漆
塗
｡内
面
里
書
あ
り
。
木
釘
孔
3カ
所
の
内
､木
釘
人
2カ
所
。

漆
溌
曲
げ
物
蓋
板
片

柾
ロ

7
3
9

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
3
4
5

ス
ギ

（
2
6
.
9
0
）

1
8
.
6
0

（
6
0
4
~
0
）

1．
40

1
1

3点
接
合
(木
釘
付
と
樹
皮
含
む
)｡
木
釘
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
付
1カ
所
。

樹
皮
綴
り
あ
り
。

木
釘
孔
2カ
所
。

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
?ネ
ズ
コ
ワ

木
釘
;ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

箱
物
側
板
片

柾
｢1

○
7
4
0

1
4
4

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
5
4
2
5

（
6．
78
）

1，
94

（
5
2
）

0．
70

1
３

箱
物
側
板
片

c
-
6
6
-
0
9
-
b

柾
目

ス
ギ

(
11
1
0
)

（
8．
3）

7
4
1

1
4
4

1
5
2
8
1

1．
40

0．
60

1
1

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
?ネ
ズ
コ
?ス
ギ
？

木
釘
:針
葉
樹

箱
物
側
板
片

7
4
2

柾
目

（
10
.9
3）

木
釘
入
孔
3カ
所
。

1
4
4

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
3
1
9

1．
36

0．
65

（
9．
5）

1
I

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

木
釘
:針
葉
樹

箱
物
側
板
片

柾
目

(
1
1
.
3
0
)

(
10
，
3)

木
釘
人
孔
3カ
所
。

7
4
3
1
4
4

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
5
0
7
0

1．
50

0
.
6
8

1
1

箱
物
閲
板
片

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

木
釘
孔
7カ
所
。

7
4
4

1
4
4

c
-
6
6
-
O
9
-
b

柾
目

（
10
.8
0）

（
10
．
6）

1
5
4
2
8

1．
46

0．
75

I
1

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
?ネ
ズ
コ
？

木
釘
:針
葉
樹

3点
接
合
(樹
皮
含
む
)｡
木
釘
fL
3カ
所
の
内
､木
釘
入
1カ
所
｡樹
皮
綴
り
1カ
所
あ
り
。

箱
物
側
板
片

○
7
4
5

c
-
6
6
-
0
9
-
c

柾
目

(
1
1
.
9
8
)

(
1
.
3
0
)

(
9
.
0
)

1
4
4

1
5
2
8
4

0．
68

1
3

木
釘
孔
4カ
所
の
内
､木
釘
人
3カ
所
。

箱
物
側
板
片

7
4
6

c
-
6
7
-
1
0
-
b

柾
目

ス
ギ

(
1
6
.
3
0
)

（
17
．
5）

1
4
4

1
2
5
8
1

1．
95

0．
70

1
1

木
釘
孔
6カ
所
の
内
､木
釘
入
4カ
所
。

箱
物
側
板

7
4
7

1
4
4

d
-
6
7
-
8
1
-
b

板
目

ス
ギ
？

3
9
6
8

1
9
.
5
0

0．
80

1．
60

2
1
.
8

1
1

木
釘
入
ｲL
6カ
所
。

箱
物
側
板

柾
目

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

7
4
8

14
‘
1

c
-
6
6
-
1
8
-
b

2
0
7
2

1
9
.
4
0

1．
80

0．
75

2
7
.
0

1
1

箱
物
側
板
片

木
釘
孔
2カ
所
｡

板
目

7
4
9

1
4
4

d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
5
4
7
6

ス
ギ

（
8．
20
）

（
10
．
4）

3
.
1
0

0
.
5
4

1
1

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

木
釘
:
針
葉
樹

箱
物
側
板
片

木
釘
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
人
1カ
所
。

板
目

7
5
0

1
4
4

c
-
6
6
-
0
9
-
a

1
5
3
7
0

（
11
.4
0）

（
7．
8）

2．
30

0．
48

I
1

箱
物
側
板
片

板
目

（
14
~9
）

線
刻
付
‘
！

7
5
1
1
4
4

c
-
6
6
-
O
8
-
b

1
5
4
3
2

ス
ギ

（
10
.2
0）

0．
80

2
．
8
0

1
1

箱
物
側
板
片

木
釘
孔
4カ
所
の
内
､木
釘
入
1カ
所
。

柾
目

（
15
~6
）

7
5
2

1
4
4

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
5
4
4
7

ス
ギ

（
1
1
3
9
）

3．
03

0.
6(
）

1
1

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
?ネ
ズ
コ
？

木
釘
:
針
葉
樹

木
釘
入
孔
1カ
所
。

箱
物
側
板
片

柾
日

○
7
5
3
1
4
4

c
-
6
6
-
O
9
-
c

（
10
．
50
）

（
19
．
4）

1
5
3
7
4

3
.
8
0

0．
56

I
1

ヒ
ノ
キ
?ス
ギ
？

木
釘
:同
定
不
可
能

箱
物
側
板
片

板
目

7
5
4

1
4
5

c
-
6
6
-
O
9
-
b

8
6
4

3．
70

0．
80

木
釘
人
孔
2カ
所
。

1
3
.
5
0

2
3
.
6

1
1

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

木
釘
:ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

箱
物
側
板
片

木
釘
入
孔
1カ
所
。

柾
目

（
0．
1）

7
5
5
1
4
5

c
-
6
6
-
0
9
-
d

9
1
1

（
16
.6
0）

3．
55

0．
55

1
1

箱
物
底
板
片

柾
目

○
不
要

(
1
5
.
9
0
)

(
3
8
.
0
)

7
5
6
1
4
5

c
-
6
6
-
O
9
-
b

3
7
3

5．
12

0．
70

1
I

５ ６
８ １５ ７

2点
接
合
,巴
文
彫
刻
付
｡保
存
処
理
後
実
測
｡i
l測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
｡

輔
物
側
板
片

柾
u

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
？

(
4
.
0
0
)

（
25
．
6）

7
5
7
1
4
5

c
-
6
6
-
O
9
-
c
c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
2
.
2
5

0．
50

2
1

漆
塗
箱
物
側
板

折
敷
側
板
｡生
漆
塗
｡木
釘
孔
4カ
所
の
内
､木
釘
入
3カ
所
。

柾
目

ヒ
ノ
キ

7
5
8
1
4
5

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
4
2
2

2
2
.
8
0

1．
60

0．
90

2
9
.
3

1
1

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

木
釘
:針
葉
樹

漆
載
箱
物
底
板
片

2点
接
合
(樹
皮
含
む
)｡
生
漆
塗
｡木
釘
入
孔
5カ
所
｡樹
皮
綴
り
あ
り
。

柾
目

○
（
3．
70
)

（
40
．
0）

函 直 叫 頑 ｓ 睦 言

7
5
9

1
4
5

c
-
6
6
-
O
9
-
a

2
1
7
8

2
2
.
9
0

0．
65

２
1

ｶ
ﾗ
ｰ
q

1
1
1
4

1
9
2
4

漆
塗
箱
物
側
板
片

2
点
接
合
｡
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
｡
彫
刻
付
。

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
5
.
3
0
)

（
14
．
6）

7
6
0

c
-
6
6
-
0
9
-
b

（
1．
90
）

0
.
7
0

2
1

一
争 う ０ ヅ

カ

漆
塗
箱
物
側
板
片

黒
漆
塗
。

柾
目

ス
ギ
？

(
1
0
.
8
0
)

(
1
0
.
2
)

7
6
1

c
-
6
7
-
0
0
-
a

5
9
5
3

（
1．
90
）

0．
60

1
1

一
一 ７ ０ Ｊ

力

漆
塗
箱
物
側
板
片

赤
漆
塗
｡木
釘
孔
1カ
所
。

板
目

(
5
.
7
0
)

(
3
.
0
0
)

(
8.
1

)
7
6
2

c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
2
8
7

ス
ギ

0．
60

1
1

ー 全



表
V
-
5
8
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
0
)

《 《 画
く 部 ・ 躯 圃 片 耐 Ｓ 謎 慨

灘
破 片

図 誇
図
版

番
号

個 体
長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

重
量
(9
)

備
考

ｶ
ﾗ
ｰ

9
ス
ギ
?ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
7
1
0
)

(
4
.
5
0
)

漆
塗
箱
物
底
板
片

柾
目

(
51
．
4)

生
漆
地
に
赤
漆
塗
。

c
-
6
6
-
0
9
-
c

2
9
0
1

0．
90

7
6
3

1
1

2点
接
合
(樹
皮
含
む
)｡
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
。
草
花
文
を
描
く
｡樹
皮
綴
り
あ
り
。

木
釘
孔
8カ
所
の
内
､木
釘
入
4カ
所
。

一
一 ７ ０ Ｊ

力

漆
述
箱
物
蓋
板
片

柾
目

○
ス
ギ
?ヒ
ノ
キ
？

c
-
6
6
-
l
9
-
b

(
9
.
5
0
)

(
1
9
2
.
1
)

7
6
4

5
6
5
5

2
4
.
7
0

1．
70

2
1

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
ワ

目
釘
:ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

木
釘
孔
9カ
所
の
内
､木
釘
入
8カ
所
､不
明
1カ
所
。
丸
孔
2カ
所
。

箱
物
側
板

柾
目

7
6
5
1
4
5

c
-
6
6
-
l
7
-
c

7
5

7．
60

10
．
70

0．
90

5
6
.
0

1
1

ス
ギ

木
釘
:イ
ネ
科
(サ
サ
）

○ 一 ○

木
釘
入
孔
1カ
所
｡木
釘
痕
1カ
所
。

箱
物
側
板

板
目

7
6
6
1
4
5

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1
5
2
8
5

2
1
.
2
0

2．
50

1．
50

6
8
.
6

1
1

~~
箱
物
脚
部
？

柾
目

c
-
6
6
-
O
9
-
d

モ
ク
レ
ン

7
6
7
1
4
5

2
8
8
1

1
5
.
7
5

4，
70

1．
03

3
9
.
9

1
1

箱
物
脚
部

板
目

木
釘
孔
4カ
所
の
内
木
釘
入
1カ
所
｡綴
刻
付
。

c
-
6
7
-
2
0
-
b

ス
ギ

7
6
8
1
4
5

6
5
9
6

1
7
.
5
0

3．
50

1．
25

6
1
.
0

1
1

箱
物
脚
部
？

柾
目

c
-
6
6
-
O
9
-
b

ス
ギ
？

快
付
柾
目
板
。

7
6
9
1
4
5

3
6
9

11
．
60

3
.
1
1

0．
80

2
4
.
0

1
1

箱
物
脚
部
？

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

快
付
板
材
。

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
3
.
1
6

3．
03

7
7
0
1
4
5

1
1
0
3

0．
82

3
1
.
1

1
1

ｶ
ﾗ
ｰ

10
漆
塗
椀
片

横
木

ケ
ヤ
キ

(
1
4
0
)

（
3．
40
）

口
縁
部
｡内
外
面
赤
漆
塗
。

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
0
6

(
1．
0)

7
7
1

0．
60

1
1

一

一 ７ 偏 り

０ 刀 １ 言
漆
塗
椀
片

横
木

（
2．
00
)

口
縁
部
｡内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
途
。

c
-
6
6
-
O
8
-
c

ハ
ン
ノ
キ

(
1
.
9
0
)

（
1．
2）

7
7
2

9
4
6

0．
50

1
1

一

一 ７ Ａ リ

カ ー
漆
餓
椀
片

枇
木

(
2
.
2
0
)

(
2
.
9
0
)

(
1
2
)

口
縁
部
｡
内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
龍
。

c
-
6
7
-
0
0
-
c

1
2
0
7
5

モ
ク
レ
ン

0
.
4
0

7
7
3

1
1

一
宇 ７ Ⅲ 画

カ ー
漆
塗
椀
片

横
木

（
3．
10
)

（
4．
80
）

(
4
.
0
)

口
縁
部
｡
内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
。

c
-
6
6
-
O
9
-
c

2
1
9
6

ブ
ナ

0
.
4
5

7
7
4

1
1

一

一 ７ 分 Ｉ

カ ー
漆
塗
椀
片

横
木

(
2
.
9
0
)

（
5．
30
）

口
縁
部
｡内
外
面
赤
漆
塗
。

c
-
6
6
-
O
9
-
c

8
0
2

ブ
ナ

（
4~
4）

7
7
5

0
．
6
0

1
1

ｶ
ﾗ
ｰ

10
（

3．
65
）

漆
塗
椀
片

横
木

ト
チ
ノ
キ

(
0
.
6
0
)

（
5．
7）

口
緑
部
｡
内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
。

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
2
6
2

5．
15

7
7
6

1
1

一

タ ブ 鼻 ０

カ ー
漆
塗
椀
片

横
木

ブ
ナ
？

(
4
.
3
0
)

（
3．
20
）

（
3．
8）

2
点
接
合
｡
口
縁
部
｡
内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
。

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
5
6
0

0．
80

2
7
7
7

1

一

一 一 ″ ″ 、 即 叩 》

「 ” 毎 日 Ｕ ■ ＆

漆
迩
椀
片

横
木

(
4
.
7
0
)

（
4~
30
）

胴
部
｡
内
面
赤
漆
塗
､
外
面
黒
漆
塗
。

c
-
6
7
-
l
O

1
5
2
5
7

ト
チ
ノ
キ

1．
00

（
11
．
8）

7
7
8

1
1

－

－ ７ 負 ０

カ ー

3点
中
2点
接
合
｡口
緑
部
｡内
面
赤
漆
塗
､外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
で
文
横
を
描
く
。

計
測
値
は
推
定
値
。

漆
壌
椀
片

横
木

(
9
.
3
0
)

（
10
．
3）

c
-
6
6
-
O
9
-
d

2
5
7
8

ブ
ナ

（
6．
00
）

0．
50

7
7
9

1
３

一

一 ７ ， ０

， 刀 Ｉ

1
4
6
4

1
4
8
6

漆
塗
キ
セ
ル
ラ
ウ

横
木

イ
ネ
科
(サ
サ
）

8点
接
合
｡赤
漆
塗
。

7
8
0

c
-
6
6
-
1
8
-
b

11
．
90

0．
90

0
.
8
0

4
.
0

1
8

ｶ
ﾗ
ｰ

1
0

横
木

漆
塗
椀
片

(
1
4
.
3
0
)

（
13
.5
0）

（
6．
20
）

（
14
7.
0）

8点
接
合
｡内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
｡破
片
多
数
あ
り
。

c
-
6
6
-
O
9
-
a

2
7
3
0

ブ
ナ

7
8
1

1
8

ｶ
ﾗ
ｰ

1
0
漆
塗
椀
片

横
木

ト
チ
ノ
キ

(
1
0
.
7
0
)

（
7．
00
）

（
3．
10
）

(
5
7
0
)

5点
接
合
｡内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
｡破
片
多
数
あ
り
。

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
9
0
2

7
8
2

1
5

－ １

坊 １
漆
塗
椀
片

横
木

（
2．
97
）

（
8．
88
）

(
0
.
6
0
)

（
13
．
0）

2点
接
合
と
3点
接
合
と
他
1点
｡内
面
赤
漆
塗
､外
面
黒
漆
塗
｡計
測
値
は
推
定
値
。

7
8
3

c
-
6
7
-
0
0
-
d

7
5
5
4

ブ
ナ

1
6

剖
物
容
器
片

板
目

ハ
リ
ギ
リ

(
1
1
.
3
0
)

（
3．
75
）

(
1
9
9
.
9
)

盆
？

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
5
3
0

8
.
4
0

7
8
4
1
4
6

1
1

剖
物
容
器
片

横
木

ハ
リ
ギ
リ

(
1
1
.
0
3
)

(
4
.
1
0
)

c
-
6
6
-
1
8
-
b

2
2
4
1

（
3．
30
）

（
39
．
6）

7
8
5
1
4
6

1
1

横
木

剖
物
容
器
片

ﾄ
ネ
リ
コ

（
13
.5
5）

（
6．
80
）

(
1．
80
)

（
69
．
6）

底
部
。

c
-
6
7
-
1
0
-
b

1
5
1
5
4

7
8
6
1
4
6

1
1



表
V
-
5
9
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
1
)

図 誇
図
版

番
号

鱸
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(d
n)

重
丑
(9
)

備
考

盆
状
容
器
片

7
8
7
1
4
6

c
-
6
7
-
0
0
-
d

板
目

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ

7
1
3
1

(
2
0
.
5
0
)

(
8
.
0
5
)

3点
接
合
。

(
2
4
0
.
0
)

3．
05

3
1

盆
状
容
器
片

7
8
8

1
4
6

c
-
6
6
-
2
9
-
d

柾
目

○
2
1
4

カ
ツ
ラ

(
2
5
.
0
0
)

1
9
.
0
0

(
6
4
0
.
0
)

3．
15

1
1

1
8
3
5

1
8
4
6

2
3
3
9

杓
子
片

7
8
9

1
4
7

横
木

c
-
6
6
-
2
9
-
a
c
-
6
6
-
2
9
-
b

カ
エ
デ

（
6．
60
)

5点
接
合
｡保
存
処
理
後
実
測
｡i
l測
仙
は
保
存
処
理
後
の
値

4
6
.
6
0

（
68
．
5）

7．
20

1
5

杓
子
片

7
9
0
1
4
7

c
-
6
6
-
O
9
-
b

板
目

1
0
9
2

モ
ク
レ
ン

（
16
.8
5）

（
4．
05
）

（
34
．
0）

2
.
7
0

1
1

杓
子
片

7
9
1

1
4
7

c
-
6
6
-
0
9
-
c

板
目

1
6
0
4

ハ
リ
キ
．
リ

（
8．
90
)

（
4
8
5
）

（
2．
25
）

（
19
．
2）

1
1

杓
子
頭
部
片

7
9
2

1
4
7

横
木

c
-
6
6
-
2
9
-
3

1
5
0
4
1

モ
ク
レ
ン

(
1
9
0
)

（
3．
60
）

（
1．
55
）

（
3，
2）

1
1

杓
子
頭
部
片

7
9
3
1
4
7

c
-
6
6
-
O
9
-
c

横
木

1
5
4
3
0

（
5．
10
)

モ
ク
レ
ン

（
2
4
5
）

（
1．
55
）

(
3
.
1

)
4点
接
合
｡8
02
と
同
一
個
体
。

1
4

杓
子
頭
部
片

7
9
4
1
4
7

c
-
6
6
-
3
7
-
b

横
木

1
3
7
6
4

カ
エ
デ

（
5．
70
）

（
4．
20
）

（
l~
05
）

（
9．
9）

1
1

杓
子
頭
部
片

7
9
5
1
4
8

c
-
6
6
-
0
9
-
d

横
木

5
0
0

カ
エ
デ

（
7．
50
）

(
2
.
8
0
)

（
l~
70
）

(
7.

1
)

2点
接
合
。

2
1

杓
子
頭
部
片

7
9
6
1
4
8

c
-
6
6
-
1
8
-
c

横
木

1
5
4
1
2

（
4．
95
）

モ
ク
レ
ン

（
2．
60
）

（
5．
6）

79
8と
同
一
個
体
。

（
1，
60
）

1
1

杓
子
頭
部
片

7
9
7

1
4
8

c
-
6
6
-
O
9
-
d

樅
木

1
9
4
8

モ
ク
レ
ン

（
5
.
1
0
）

（
6．
05
）

(
1
.
6
5
)

(
1
0
9
)

1
1

杓
子
頭
部
片

7
9
8

1
4
8

c
-
6
6
-
l
8
-
c

横
木

1
8
6
5

モ
ク
レ
ン

（
7．
15
）

（
2．
85
）

（
2．
20
）

(
1
0
.
7
)

7
9
6
と
同
・
個
体

1
1

杓
子
頭
部
片

7
9
9
1
4
8

c
-
6
6
-
l
8
-
l
）

横
木

1
8
7
8

（
3．
90
）

モ
ク
レ
ン

（
8．
30
）

（
4．
90
）

（
25
．
3）

3
点
中
1
点
実
測

3
1

杓
子
頭
部
片

8
0
0

1
4
8

c
-
6
6
-
O
9
-
c

横
木

5
7
3

モ
ク
レ
ン

（
9．
90
）

（
4．
70
）

（
3．
30
）

（
26
．
0）

1
1

杓
子
頭
部
片

8
0
1

1
4
8

c
-
6
6
-
O
9
-
d

横
木

6
2
6

（
8．
45
）

モ
ク
レ
ン

（
6．
55
）

（
3．
40
）

（
24
．
0）

2点
接
合
。

1
2

杓
子
頭
部
片

8
0
2
1
4
8

c
-
6
6
-
0
9
-
c

横
木

1
5
0
0
4

(
8
.
2
0
)

モ
ク
レ
ン

（
3．
80
）

(
2
.
0
0
)

(
1
2
.
4
)

2
点
接
合
a
7
9
3
と
同
個
体
。

2
1

杓
子
頭
部
片

8
0
3
1
4
8

c
-
6
6
-
0
9
-
b

横
木

5
9
4

（
8．
70
）

モ
ク
レ
ン

（
5．
90
）

(
2.
1
0
)

（
17
．
0）

1
1

杓
子
柄
片

8
0
4
1
4
9

c
-
6
6
-
l
9
-
b

横
木

4
6
8
2

カ
エ
デ

(
34
.
1
0
)

（
2．
90
）

（
1．
50
）

（
67
．
2）

3点
接
合
｡彫
刻
付
。

3
1

杓
子
柄
片

8
0
5

1
4
9

C
-
6
7
-
l
O
-
a

横
木

1
5
1
9
9

モ
ク
レ
ン

（
6．
25
）

（
l~
90
）

彫
刻
付
。

0．
80

（
3．
9）

］
1

杓
子
柄
片

8
0
6
1
4
9

c
-
6
6
-
2
8
-
b

横
木

1
5
3
9
5

（
5．
90
)

ニ
レ

(
1
1
7
)

彫
刻
付
。

2
.
4
0

1．
25

］
1

函 使 恥 画 Ｓ 障 薑

8
0
7

杓
子
柄
片

1
4
9

c
-
6
6
-
2
9
-
a

柾
目

1
4
6
5

カ
エ
テ

（
7．
20
）

（
15
．
6）

彫
刻
付
。

3．
35

1，
35

1
I

杓
子
柄
片

8
0
8
1
4
9

c
-
6
6
-
0
8
-
c

柾
目

1
6
0
0

モ
ク
レ
ン

（
5．
70
）

(
1
8
.
4
)

2点
接
合
｡彫
刻
付
。

4．
45

1．
50

］
2

↑ 今 』

杓
子
柄
木
鎖
片

8
0
9

1
4
9

c
-
6
6
-
1
9
-
b

板
柾

○
4
7
1
4

カ
エ
デ

（
3．
80
）

（
6．
9）

2点
接
合
。

2
-
4
0

2．
20

2
1
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表
V
-
6
0
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
2
)

今 今 ↑

個 体
破 片

灘
図 濡

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

樹
種

遺
物
番
号
木
取
ﾄノ

遺
物
名
称

発
掘
区

(
&1
.5
0)

（
1．
70
）

（
30
．
6）

（
8．
50
）

1
1

柾
目

8
9
6
8

モ
ク
レ
ン

杓
子
柄
片
？

c
-
6
7
-
1
0
-
d

8
1
0
1
4
9

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1．
70

0．
20

2
.
2

1
柾
目

7．
95

q ~~
1
5
2
9
1

篦
ミ
ニ
チ
ュ
ア

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
0

8
1
1

孔
あ
り
。

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

（
2．
9）

（
6．
78
）

2．
45

0．
30

1
1

柾
目

箆
月

c
-
6
6
-
l
8
-
b

2
2
4
0

8
1
2
1
5
0

2
点
接
合

（
10
．
0）

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

0．
20

1
2

柾
目

（
11
．
70
）

2
．
1
0

箆
片

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
1
2
8

8
1
3
1
5
0

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

1．
45

1
.
1
0

2
.
8

］
1

板
目

11
．
90

5
7
9
4

篦
c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
5
0

8
M

（
3．
8）

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
2．
10
）

0
4
0

1
1

板
目

1
3
.
3
0

1
4
5
4

箆
片

c
-
6
6
-
l
8
-
b

8
1
5
1
5
0

（
3．
4）

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
ッ

（
13
.0
0）

1．
75

0．
25

1
1

板
目

1
5
3
6
2

箆
片

c
-
6
6
-
O
9
-
d

8
1
6
1
5
0

2
点
接
合

柾
目

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
？

1
4
.
7
0

2．
50

0．
30

3
.
9

I
2

篦
d
-
6
7
-
9
1
-
b

5
0
2
3

8
1
7
1
5
0

（
4．
0）

板
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
15
~8
0）

1．
50

0．
35

1
1

1
5
2
0
9

箆
片

c
-
6
7
-
3
0
-
c

8
1
8
1
5
0

（
16
.9
）

柾
目

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
.？

（
19
~
10
）

1．
74

0．
80

1
1

箆
片

2
2
2
1

d
-
6
6
-
9
9
-
c

8
1
9
1
5
0

2
点
接
合

ネ
ズ
コ
？
ヒ
ノ
キ
？

柾
目

2
1
.
0
0

2．
26

0．
39

9
.
1

1
2

篦
d
-
6
7
-
9
2
-
a

4
9
2
5

8
2
0
1
5
0

（
22
.8
5）

（
4．
50
）

（
12
1.
4）

柾
目

1．
95

1
1

カ
エ
テ

箆
片

9
6
0

c
-
6
6
-
2
8
-
a

8
2
1

1
5
0

(
2
4
.
0
0
)

（
10
3.
0）

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

4．
90

1．
50

1
1

箆
片

6
7
0

c
-
6
6
-
1
8
-
c

8
2
2

1
5
1

炭
化
部
分
焼
印
？

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
ッ

0．
90

5
4
.
6

I
1

柾
目

○
2
4
.
6
5

5．
40

5
9
6
0

篦
d
-
6
6
-
9
9
-
c
d
-
6
7
-
9
0
-
d

8
2
3
1
5
1

（
1．
70
）

（
9
4
6
.
0
）

1
板
目

ヒ
ノ
キ
･
フ
ア
ス
ナ
ロ
？

（
27
．
10
）

3．
80

1
箆
片

c
-
6
6
-
l
9
-
a

4
7
4
2

8
2
4
1
5
1

2点
接
合
‘

(
5
0
0
)

（
15
1.
0）

1
柾
目

ﾄ
ネ
リ
コ

2
8
.
2
8

2．
38

2
箆
片

c
-
6
7
-
O
l
-
a

6
4
8
3

8
2
5

1
5
1

2点
接
合
｡

1
2

板
目

2
9
.
6
6

5．
45

2
.
0
0

1
2
2
.
4

カ
エ
デ

歯 多
起

d
-
6
7
-
9
1
-
a

3
6
2
5

8
2
6
1
5
2

（
3
0
.
3
0
）

5．
60

1．
90

（
14
6.
8）

1
1

板
目

ヤ
ナ
ギ

2
6
1
8

箆
片

c
-
6
6
-
l
9
-
d

8
2
7
1
5
2

イ
ト
ク
パ
付
。

（
22
．
5）

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
2
.
2
0
)

5．
55

0．
55

I
柾
目

1
5
4
6
3

箆
片

c
-
6
6
-
1
9
-
b

8
2
8
1
5
2

2点
接
合
。

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
2
.
8
2
)

4．
60

0．
65

（
18
．
6）

I
2

板
目

箆
片

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
9
0
0

8
2
9
1
5
2

イ
ト
ク
パ
付
！

（
0．
70
）

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
4
7
0
)

（
28
．
5）

1
追
柾

1
.
0
0

1
7
1
9
9

箆
片

c
-
6
7
-
0
0
-
a

8
3
0
1
5
2

○
1．
45

4
8
.
2

1
1

追
柾

ヤ
ナ
ギ

18
．
54

4．
1
0

2
8
1
3

篦
d
-
6
6
-
9
9
-
c

8
3
1
1
5
2

（
6．
40
）

0．
50

（
60
．
0）

1
1

柾
目

ス
ギ
？

12
．
1
0

1
6
0
6

箆
片

c
-
6
6
-
O
8
-
b

1
5
3

8
3
2

(
1
1
4
.
0
)

（
4
8
.
3
0
）

4．
10

1．
50

1
1

板
目

コ
ナ
ラ

箆
片

c
-
6
6
-
O
9
-
b

【 ｄ ｏ ｇ

△ ■ 、 》 ロ

－

8
3
3

1
5
3



表
V
-
6
1
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
3
)

図 奉
図
版

番
号

雛
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
ﾄノ

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
In
)

重
量
(9
)

備
考

箆
片

8
3
4

1
5
4

d
-
6
7
-
9
1
-
c

5
0
0
5

柾
目

ス
ギ

樹
皮
縛
り
孔
2カ
所
あ
り
。

2
0
.
6
5

0．
30

4
9
0

(
1
6
.
7
)

1
1

箆
片

追
柾

8
3
5

1
5
4

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
7
3
3

ﾄ
ネ
リ
コ

(
1
1
.
7
5
)

5．
86

1．
30

（
‘
14
.4
）

I
1

箆
片

8
3
6

1
5
4

板
目

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
8
6
3

モ
ク
レ
ン

（
13
.3
0）

(
1
7
.
0
)

2．
65

0．
80

1
1

箆
片

8
3
7
1
5
4

追
柾

c
-
6
6
-
l
9
-
b

4
0
6
9

キ
ハ
ダ
？

（
1
2
2
5
）

(
2
4
.
0
)

1．
30

0．
90

1
I

箆
柄
部
片

8
3
8
1
5
4

c
-
6
7
-
3
1
-
b

1
5
3
8
7

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
5．
20
）

(
0
.
3
5
)

（
3．
4）

彫
刻
付
｡

2．
40

1
1

箆
片

8
3
9
1
5
4

c
-
6
6
-
2
8
-
b

柾
目

1
2
2
6

ス
ギ

（
1
1
4
2
）

（
4．
50
）

(
0
.
9
0
)

(
2
7
.
0
)

q ~
1

箆
未
製
品
片

8
4
0

1
5
4

板
目

○
d
-
6
7
-
9
1
-
b

5
3
2
8

ス
ギ

（
33
．
80
）

(
2
1
7
.
4

)
6
.
1
0

1．
95

日

1

箆
未
製
品

1
5
4

追
柾

8
4
1

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
8
3
9

ス
ギ

(
1
8
8
.
0
)

2
7
.
0
5

5‘
1
5

2．
00

1
1

両
口
薯
片

8
4
2
1
5
5

l
"
割

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
5
4
2

ア
ジ
サ
イ

（
16
．
75
）

(
4
.
0
)

0．
70

0．
65

1
1

両
口
箸

8
4
3
1
5
5

c
-
6
6
-
2
8
-
d

板
柾

8
4
4

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
7
.
0
0

0
.
6
0

0．
70

4
.
4

I
1

両
口
箸

8
4
4
1
5
5

d
-
6
7
-
8
1
-
c

板
柾

3
2
5
0

ス
ギ

1
7
．
3
0

0．
66

0．
75

3
.
6

I
1

寸
胴
箸

8
4
5

1
5
5

板
柾

c
-
6
6
-
O
9
-
b

7
7
1

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
7
9
0

0，
60

0
.
5
0

1
.
7

I
1

両
口
箸

8
4
6
1
5
5

板
柾

c
-
6
6
-
O
9
-
d

2
8
7
9

ア
ジ
サ
イ

1
9
.
1
0

0．
65

0．
45

4
.
0

I
1

両
口
箸

8
4
7
1
5
5

板
目

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
4
5
8

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
9
.
0
0

0
.
7
0

0
.
4
0

4
.
5

1
1

両
口
箸

8
4
8
1
5
5

板
柾

d
-
6
7
-
9
1
-
c
d
-
6
7
-
9
1
-
d
5
3
0
9

ヒ
ノ
キ
ワ
ア
ス
ナ
ロ
？

2
0
.
0
5

0．
80

0．
75

7
.
6

1
1

両
口
箸

8
4
9
1
5
5

d
-
6
7
-
8
1
-
b
d
-
6
7
-
8
1
-
c

板
柾

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

3
9
9
8

1
8
.
6
0

O
~
5
8

0．
60

5
.
0

1
1

両
口
箸

8
5
0

1
5
5

c
-
6
6
-
l
8
-
b
c
-
6
6
-
0
8
-
c

板
柾

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
ワ
ネ
ズ
コ
リ

1
4
8
0
3

1
8
.
6
0

0.
6(
）

()
.5
5

4
7

1
1

両
口
箸
片

8
5
1

板
柾

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
1
0
4

ヒ
ノ
キ
？
ア
ス
ナ
ロ
‘
）

(
1
9
.
5
0
)

（
7.
()
）

0．
78

0．
70

1
1

両
口
箸

8
5
2

1
5
5

板
柾

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
4
4
5

ス
ギ

2
0
.
1
5

0
.
6
0

0．
50

5
.
2

I
I

両
口
箸

8
5
3
1
5
5

板
柾

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？
ヒ
ノ
キ
？

c
-
6
6
-
1
9
-
a

5
8
0
1

2
0
.
3
5

0．
70

0．
64

7
.
0

1
I

両
ロ
箸

8
5
4
1
5
5

板
柾

c
-
6
6
-
O
9
-
c

7
4
7

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
7
.
0
0

0．
80

0，
90

8
.
7

I
1

四 世 叫 圃 ｓ 陣 雪

両
口
箸

板
柾

8
5
5
1
5
5

d
-
6
7
-
8
1
-
b

3
9
8
3

ス
ギ

2点
接
合
。

2
0
.
8
0

0．
68

0．
70

6
.
0

1
2

c
-
6
6
-
l
8
-
a
c
-
6
6
-
l
8
-
b

c
-
6
6
-
l
8
-
c

両
口
箸
片

8
5
6

板
柾

1
5
5

1
2
9
3

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
21
2
0
)

（
5．
2）

0．
76

0．
55

1
1

今 竺 ゞ 画

両
口
箸

8
5
7

柾
目

1
5
5

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
3
6
9

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
0
.
9
0

0
.
7
0

0．
50

1，
6

1
1
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表
V
-
6
2
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
4
)

』 一 ｍ

個 体
破 片

雛
図 需

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

樹
種

遺
物
番
号
木
取
り

発
掘
区

遺
物
名
称

2
1
.
0
0

0．
75

0．
60

5
.
9

1
1

板
柾

ス
ギ

両
口
君

2
0
4
9

d
-
6
6
-
9
9
-
c

8
5
8
1
5
5

板
柾

2
1
.
1
6

0．
68

0．
68

5
.
8

~~
1

ス
ギ

両
口
鞘

3
6
7
6

c
-
6
6
-
0
9
-
a

8
5
9
1
5
5

0
.
8
0

0．
60

7
.
3

1
1

柾
目

ス
ギ

2
1
.
1
0

両
口
輔

1
2
1
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c

8
6
0
1
5
5

2
1
.
5
0

0．
70

0．
68

7
.
0

1
1

板
柾

ス
ギ

両
口
壇

2
0
8
7

c
-
6
6
-
l
8
-
b

8
6
1
1
5
5

板
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
1
.
5
0

0．
70

0
.
6
0

4
.
7

1
1

両
口
箸

1
4
2
1

c
-
6
6
-
l
8
-
c

8
6
2
1
5
5

2
1
.
9
0

0．
80

0．
80

9
.
7

1
1

板
柾

ス
ギ

両
口
魁

1
2
1
2

c
-
6
6
-
O
9
-
c

8
6
3
1
5
5

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
4
.
0
0

0．
90

0，
80

7
.
6

1
1

板
柾

両
、
蝋

d
-
6
7
-
9
1
-
b
d
-
6
7
-
9
1
-
c

5
2
5
9

8
6
4
1
5
5

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？
ヒ
ノ
キ
？

0．
60

6
.
0

1
I

柾
目

2
1
.
8
0

0．
70

両
口
箸

d
-
6
7
-
9
1
→
a
d
-
6
7
-
9
1
-
b
4
9
8
8

8
6
5
1
5
5

8
.
0

1
ス
ギ

2
2
.
0
0

0．
90

0
.
8
0

1
板
柾

両
口
憩

5
4
7

c
-
6
6
-
O
9
-
c

8
6
6
1
5
5

9
.
0

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
2
.
3
0

0．
70

0
.
7
0

1
1

両
口
鞘

d
-
6
7
-
9
1
-
d

5
9
2
6

8
6
7

1
5
6

（
5．
4）

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

（
22
.4
0）

0．
56

1
1

板
柾

0．
73

両
口
瞥
片

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
3
6
5

8
6
8
1
5
6

2点
接
合
。

0
.
5
0

5
.
8

1
2

板
柾

ス
ギ

2
2
.
6
0

0．
70

両
口
箸

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
1
9
6

8
6
9
1
5
6

自
然
乾
燥
｡計
測
値
は
乾
燥
後
の
値
。

0．
90

2
.
5

1
1

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
2
.
9
0

0．
90

両
口
箸

d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
5
2
4
3

8
7
0
1
5
6

（
6．
2）

（
22
.2
0）

0．
60

1
I

柾
目

ヒ
ノ
キ
？
ア
ス
ナ
ロ
？

0
.
7
0

両
口
箸
片

c
-
6
7
-
O
2
-
a
c
-
6
7
-
0
2
-
b
4
9
5
2

8
7
1

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

8
.
0

1
1

2
3
.
0
0

0．
95

0．
70

柾
目

両
ロ
箸

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
1
5
4

8
7
2
1
5
6

0
.
7
0

9
.
9

I
I

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
4
.
0
0

0．
80

両
口
箸

c
-
6
6
-
0
8
-
c
c
-
6
6
-
O
8
-
d
1
5
4
4
2

8
7
3
1
5
6

8
.
4

1
1

板
柾

ス
ギ
？

2
3
.
9
0

0．
90

0
．
8
0

両
口
翰

c
-
6
6
-
l
8
-
b

8
0
6

8
7
4
1
5
6

0．
60

7
.
0

1
1

板
柾

ス
ギ

2
3
.
8
0

0．
70

両
口
培

2
7
7
4

c
-
6
6
-
l
9
-
a

8
7
5
1
5
6

0．
63

7
.
0

1
柾
目

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
？

2
4
.
0
0

0．
85

1
両
口
著

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
5
5
7

8
7
6
1
5
6

1
0
~
7

1
1

板
柾

ア
ジ
サ
イ

2
4
.
1
0

0．
80

0
.
9
0

両
口
箸

1
5
3
5
5

c
-
6
7
-
l
O
-
c

8
7
7
1
5
6

0．
76

7
.
0

1
1

板
柾

ス
ギ

2
4
.
0
0

0．
75

両
口
箸

c
-
6
6
-
O
9
-
a

2
5
6
8

8
7
8
1
5
6

0
.
8
0

9
.
0

1
1

板
柾

ス
ギ

2
5
.
4
0

0．
80

両
口
箸

2
7
4
3

c
-
6
6
-
l
9
-
a

8
7
9
1
5
6

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
5
.
4
0

0．
90

0
.
6
0

9
.
9

1
1

板
目

両
ロ
増

d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
5
4
4
3

8
8
0
1
5
6

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
?
ネ
ズ
コ
？

0
.
6
0

7
.
5

1
板
柾

2
5
.
3
8

0．
70

1
両
口
箸

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
3
5
0

8
8
1
1
5
6



表
V
-
6
3
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
5
)

破 片
鱸

個 体
図 澪

図
版

番
号

備
考

重
量
(9
)

遺
物
名
称

発
掘
区

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
d
n
)

遺
物
番
号
木
取
り

両
口
箸

ス
ギ
?ヒ
ノ
キ
？

板
柾

2
6
.
1
0

0．
80

0．
75

1
0
.
0

1
1

8
8
2
1
5
6

c
-
6
6
-
2
8
-
c

2
7
1

両
口
箸

板
柾

ス
ギ

2
5
.
9
0

0．
70

0．
65

5
.
8

1
8
8
3
1
5
6

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
1
5
3

1

両
口
箸

板
柾

c
-
6
6
-
0
9
-
a

ス
ギ

2
7
.
2
0

0．
75

0．
75

9
.
0

1
1

8
8
4

1
5
6

2
7
1
0

両
口
箸

l/
4割

ア
ジ
サ
イ

2
9
.
5
0

0．
80

0．
90

1
4
.
0

1
1

8
8
5
1
5
6

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
8
7
8

両
口
箸
片

板
柾

（
32
‘
42
）

（
22
．
8）

ヒ
ノ
キ
？

1．
14

1
.
0
0

1
1

8
8
6
1
5
6

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
3
5
6

片
口
箸

板
柾

ス
ギ

0．
70

0．
70

6
.
0

1
8
8
7
1
5
7

c
-
6
6
-
O
9
-
a

2
8
8
2

1
7
.
1
0

1

片
口
箸

板
柾

○
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
7
.
1
0

0．
80

0．
70

7
.
5

1
1

8
8
8
1
5
7

c
-
6
6
-
l
8
-
C

1
5
0
3
3

片
口
箸

板
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
7
.
2
0

0．
75

0．
54

5
.
0

1
1

8
8
9
1
5
7

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
5
8
4

片
口
箸

板
柾

ス
ギ

1
8
.
2
0

0．
70

0
．
7
0

5
.
1

1
I

8
9
0
1
5
7

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
2
0
2

片
口
箸

板
柾

ス
ギ
？

8
9
1

d
-
6
7
-
9
1
-
b

1
8
.
4
0

0．
70

0．
64

5
.
0

1
1

1
5
7

4
4
0
2

片
口
箸

板
柾

d
-
6
6
-
9
9
-
c

ス
ギ

1
8
.
8
0

0
.
7
0

0．
60

4
.
6

I
1

8
9
2
1
5
7

1
9
9
4

片
口
箸

板
柾

c
-
6
7
-
0
0
-
b

ア
ジ
サ
イ

1
9
.
8
0

1
.
0
0

0．
90

1
1
.
0

1
1

8
9
3
1
5
7

1
2
0
1
7

片
口
箸

板
柾

d
-
6
7
-
8
1
-
b

ス
ギ

2
0
.
3
0

0．
80

0
．
7
0

8
.
0

1
1

8
9
4
1
5
7

3
1
0
4

片
口
箸

板
柾

ス
ギ

2
0
.
2
0

0．
70

0．
53

6
.
0

1
1

8
9
5
1
5
7

c
-
6
6
-
1
8
-
b

2
0
7
6

片
口
箸

板
柾

ア
ジ
サ
イ

2
0
.
6
0

0
.
7
0

0．
70

5
.
6

1
8
9
6
1
5
7

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
9
9
3

1

片
口
箸

柾
目

ア
ジ
サ
イ

2
0
.
7
0

0．
90

0．
38

5
.
0

1
1

8
9
7
1
5
7

c
-
6
6
-
l
9
-
b

4
1
5
9

2点
接
合
。

片
口
箸

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

0．
73

0．
60

6
.
2

1
2

8
9
8
1
5
7

d
-
6
7
-
9
1
-
d

4
8
2
7

2
0
7
0

片
口
箸

板
柾

ア
ジ
サ
イ

2
1
．
9
0

1
0．
70

0．
65

6
.
0

1
8
9
9
1
5
7

c
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0．
50

5
.
0

I
2

c
-
6
7
-
0
0
-
a

7
0
6

9
6
3
1
6
2

板
目

平
角
串

ス
ギ

1
9
.
8
0

8．
50

0
.
5
0

5
.
2

1
1

c
-
6
6
-
1
8
-
b

1
3
5
7

9
6
4

1
6
2

板
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
2
1
.
3
0
)

(
16
．
3)

平
角
串
片

1．
40

0．
70

1
1

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
3
5
4

9
6
5
1
6
2

板
目

○
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
22
.4
6）

(
1
6
.
0
)

平
角
串
片

1．
40

0．
80

1
1

c
-
6
6
-
O
9
-
b

9
4
1

9
6
6
1
6
2

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

平
角
串

2
4
.
2
5

1．
00

0
.
6
0

9
.
8

1
1

c
-
6
6
-
1
9
-
a

1
8
9
1

9
6
7
1
6
2

2点
接
合
。

平
角
串

柾
目

ス
ギ

2
5
.
7
0

0．
98

0．
56

9
.
0

1
2

d
-
6
7
-
8
1
-
d

3
2
7
5

9
6
8
1
6
2

平
角
串

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
7
.
6
0

1．
20

0
.
8
0

16
．
6

1
c
-
6
6
-
2
8
-
b
c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
4
1
9

1
9
6
9
1
6
2

3点
接
合
。

（
27
.3
5）

(
1
2
.
5
)

平
角
串
片

板
目

イ
チ
イ

1．
05

0．
60

1
3

c
-
6
6
-
1
9
-
a
c
-
6
6
-
l
9
-
b
4
7
8
0

9
7
0
1
6
2

板
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

平
角
串

2
8
.
4
0

1．
60

0
.
8
4

2
4
.
5

1
1

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
0
5
3

9
7
1
1
1
6
2

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
?ネ
ズ
コ
？

（
2
9
.
0
0
)

（
14
．
2）

平
角
串
片

板
目

1．
40

0．
70

1
c
-
6
7
-
O
l
-
d

1
5
1
9
6

1
9
7
2
1
6
2

柾
目

ス
ギ

2
9
.
1
0

1．
00

0．
78

1
5
.
2

1
F
角
串

d
-
6
7
-
8
1
-
d

3
2
7
7

1
1
6
2

9
7
3

2点
接
合
。

板
目

ス
ギ

2
9
.
5
5

1
.
0
0

0．
60

1
3
.
1

1
2

平
角
串

c
-
6
6
-
3
8
-
b
c
-
6
6
-
2
8
-
C
1
3
7
4
3

1
6
2

9
7
4

柾
目

○
ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
？

3
0
.
4
0

1．
40

0．
70

1
9
.
0

1
P
角
串

1
4
9

1
c
-
6
6
-
O
9
-
b

9
7
5
1
6
2

2点
接
合
。

（
34
.3
0）

（
14
．
4）

柾
目

ス
ギ

1．
30

0
.
6
0

2
F
角
串
片

6
9
4

1
c
-
6
6
-
l
8
-
d

9
7
6
1
6
2

(
3
4
1
0
)

（
35
．
1）

柾
目

ス
ギ

1．
83

1．
10

1
1

F角
串
片

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
5
6
5

1
6
2

9
7
7



表
V
-
6
7
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
9
)

個 体
破 片

焼 痕ｌ
樹 皮

図
版

番
号

図 塞
備
考

重
量
(9
)

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(”
）

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

遺
物
名
称

発
掘
区

0
.
9
0

4
9
.
0

1
1

板
目

イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

3
7
.
3
0

2
.
0
1

平
角
串

c
-
6
6
-
l
9
-
b

3
8
5
7

9
7
8
1
6
3

0
.
5
0

1
5
.
0

1
1

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

3
8
.
9
0

1．
10

柾
目

平
角
串

c
-
6
6
-
2
9
-
d

1
5
4
8
6

9
7
9
1
6
3

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
?
ス
ギ
？

木
釘
:
ヒ
ノ
キ
科

木
釘
孔
2カ
所
の
内
､木
釘
入
1カ
所
｡桶
底
板
再
利
用
。

(
1
8
.
2
)

（
1
6
.
0
6
)

（
1．
20
）

1．
08

1
1

板
柾

角
串
片

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
3
1
4

9
8
0
1
6
3

2
.
7

1
1

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ス
ギ
？

1
8
.
9
0

0．
60

0．
50

細
角
串

d
-
6
7
-
7
2
-
a

4
5
0
7

9
8
1
1
6
3

（
10
．
0）

1
1

l/
4割

（
20
.8
0）

1．
05

0．
80

角
串
片

ア
ジ
サ
イ

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
7
7

9
8
2

1
3
.
0

1
1

l/
4割

2
1
.
4
8

1．
02

1．
01

ア
ジ
サ
イ

角
串

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
5
5
6

9
8
3
1
6
3

1
1
.
6

1
1

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
2
.
7
0

0．
98

0．
80

角
串

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
2
2
0

9
8
4
1
6
3

1
4
.
0

1
1

板
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
2
.
5
0

1．
20

0．
95

角
串

c
-
6
6
-
0
9
-
b

2
1
7
1

9
8
5
1
6
3

1
4
0

1
1

2
2
.
8
5

1．
25

0．
85

柾
目

ス
ギ

角
串

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
8
3
7

9
8
6
1
6
3

2
0
.
0

1
1

柾
目

○
ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
？

2
3
.
6
0

1．
50

1
.
0
0

角
串

c
-
6
6
-
l
9
-
a

2
5
9
0

9
8
7
1
6
3

（
16
．
5）

1
板
目

（
2
3
.
2
4
）

1．
10

0．
85

1
角
串
片

ス
ギ

c
-
6
6
-
O
9
-
a
C
-
6
6
-
O
9
-
d
2
5
6
7

9
8
8
1
6
3

1
3
.
2

1
1

l/
4割

2
5
.
2
0

0．
90

0．
80

ア
ジ
サ
イ

角
串

c
-
6
6
-
0
9
-
b

7
2
5

9
8
9
1
6
3

自
然
乾
燥
｡計
測
値
は
乾
燥
後
の
値
。

2
.
3

1
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
5
.
9
0

0.
8(
）

0．
75

1
角
串

柾
目

d
-
6
7
-
9
1
-
a

5
8
3
2

9
9
0
1
6
3

2点
接
合
。

2
2
7
.
6
0

1
.
1
0

0．
70

1
1
,
2

1
板
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

角
串

d
-
6
7
-
9
1
-
b

5
2
4
3

1
6
3

9
9
1

(
1
4
.
0
)

(
2
9
.
0
0
)

1．
57

1．
06

1
1

板
柾

ス
ギ

角
串
片

4
0
3
6

9
9
2
1
6
3

d
-
6
7
-
8
1
-
c

(
2
3
.
0
)

（
27
.7
5）

1
板
目

○
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1．
13

1．
12

1
角
串
片

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
5
6
6

9
9
3
1
6
3

（
2
7
.
8
0
)

（
15
．
2）

l/
6割

0．
95

1．
20

1
1

ア
ジ
サ
イ

角
串
片

c
-
6
7
-
3
1
-
a

1
0
2
6
2

9
9
4
1
6
3

2
0
.
2

3
2
.
9
0

1．
20

1．
20

1
1

板
柾

ス
ギ

角
串

c
-
6
6
-
l
9
-
b

2
6
2
7

9
9
5

1
6
4

2点
接
合
。

（
12
．
1

）
2

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
3
2
.
5
0
）

0
．
9
0

0
.
7
0

1
板
目

角
串
片

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
3
8
1

9
9
6
1
6
4

2
0
.
0

3
5
.
1
5

1．
05

0．
75

1
1

角
串

追
柾

ス
ギ

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
4
9
0

9
9
7
1
6
4

哩 凹 恥 飼 ｅ 睦 書

ス
ギ
?ヒ
ノ
キ
?ネ
ズ
コ
？

5
7
.
0

1．
24

1．
10

1
1

板
柾

56
.8
(）

角
串

3
5
6
1

d
-
6
7
-
8
1
-
c

9
9
8
1
6
4

2点
接
合
。

（
5．
6）

2
(
1
1
1
5
)

1．
50

0．
61

1
柾
目

ア
ジ
サ
イ

有
孔
楕
円
串
基
部
片

1
8
5
7

c
-
6
6
-
1
8
-
c

9
9
9

1
6
4

2点
接
合
。

7
.
0

2
3
.
3
5

0．
90

0．
42

I
2

板
目

ハ
リ
ギ
リ

有
孔
平
角
串

c
-
6
7
-
O
O
-
a

3
6
6

1
0
0
0
1
6
4

（
23
．
0）

（
21
.2
3）

2．
12

0．
85

1
1

柾
目

ス
ギ
？

一 画 ］

有
孔
平
角
串
片

c
-
6
6
-
2
8
-
d

5
4
2

1
0
0
1
1
6
4



表
V
-
6
8
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
4
0
)

一 画 画
く 識 。 犯 臓 什 耐 Ｓ 謎 鴎

図 誇
図
版

番
号

雛
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(d
n)

重
量
(9
)

備
考

1
0
0
2
1
6
4
有
孔
丸
串

l
"
f
I

d
-
6
7
-
9
1
-
a

5
1
8
6

ア
ジ
サ
イ

3
3
.
0
0

紐
孔
付
。

1．
00

0．
80

1
4
.
4

1
1

快
付
角
串
片

1
0
0
3
16
4

板
柾

c
-
6
6
-
O
9
-
c

ア
ジ
サ
イ

1
5
4
2
4

（
7．
52
）

（
5．
6）

短
刻
付
。

1．
00

1．
10

1
I

端
部
挟
付
角
串
状
製
品
片

1
0
0
4
16
4

l刈
割

ガ
マ
ズ
ミ
?ハ
イ
ノ
キ
？

c
-
6
6
-
1
9
-
c

1
5
4
3
8

（
19
.4
0）

（
9
3
）

2点
接
合
。

0．
93

0．
88

1
2

屈
II
II
角
串
状
製
品

板
目

1
0
0
5
1
6
4

c
-
6
6
-
0
9
-
a

2
8
6
8

イ
チ
イ

2
2
"
8
0

5．
70

0．
82

7．
6

1
1

角
串
片

1
0
0
6

柾
目

c
-
6
6
-
l
8
-
c

2
0
9
4

コ
ナ
ラ

（
17
.6
5）

(
8
.
0
)

1．
00

0．
80

1
1

三
角
串

1
0
0
7
1
6
5

1/
4割

c
-
6
6
-
0
9
-
a
c
-
6
6
-
O
9
-
d

2
6
9
6

ア
ジ
サ
イ

1
9
.
6
0

0．
70

0．
60

6
.
0

1
1

三
角
串

1
0
0
8
1
6
5

1/
5割

c
-
6
6
-
1
9
-
b

○
ハ
イ
ノ
キ
？

4
1
0
1

2
2
.
6
0

1．
02

1
.
0
5

1
2
.
0

1
1

三
角
串
片

1
0
0
9
1
6
5

c
-
6
6
-
0
9
-
d

l
/
4
割

1
9
5
1

コ
ナ
ラ

（
24
.8
0）

1．
00

(
1
0
.
9
)

1．
00

1
1

三
角
串
片

1
0
1
0
1
6
5

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1/
4f
l

5
8
6

イ
ボ
タ
ノ
キ
？

（
30
.7
0）

1
.
4
0

（
25
．
0)

1．
10

1
1

三
角
串

1
0
1
1
1
6
5

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1/
6割

2
1
9
0

ク
ワ

3
2
.
2
0

1
.
1
0

0．
90

1
6
.
0

1
1

半
荊
串
片

半
剤

1
0
1
2
1
6
5

c
-
6
6
-
O
9
-
c

9
2
7

ハ
イ
ノ
キ

（
32
.7
0）

1．
70

1．
40

（
54
．
0）

1
1

削
串
ハ

1
0
1
3
1
6
5

d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
/
3
f
l

2
6
5
9

ア
ジ
サ
イ

（
2
7
~
4
0
）

(
1
.
6
6
)

（
1．
25
）

（
32
．
4）

1
1

半
削
串
片

1
0
1
4

c-
66
-O
9一
．

半
削

5
9
2

ヤ
ナ
ギ

（
20
~
10
）

1．
55

(
1
4
.
0
)

2点
接
合
。

0
.
8
0

2
1

半
円
串
ハ

追
柾

1
0
1
5
1
6
5

c
-
6
6
-
1
9
-
a

ス
ギ
？

3
8
0
1

（
22
.8
0）

（
13
．
2）

1．
55

0．
70

1
1

|皇
割
串
片

1
0
1
6

半
剣

1
6
5

c
-
6
7
-
l
O

○
1
5
1
1
6

ア
ジ
サ
イ

（
3
6
.
4
0
）

(
2
6
.
1

)
1．
20

0．
90

1
1

長
串
状
製
品
片

板
柾

1
0
1
7
1
6
5

d
-
6
7
-
8
1
-
b

3
9
7
1

ス
ギ

（
65
.6
0）

（
4
4
0
）

1
.
1
0

0．
95

1
1

長
串
状
製
品
ハ

1
0
1
8
1
6
5

c
-
6
6
-
l
9
-
d

板
目

2
3
9
3

ス
ギ

（
97
.5
0）

1．
20

0．
70

（
5
4
~
7
）

1
1

長
串
状
製
品
片

1
0
1
9
1
6
5

板
柾

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
3
0
9

ス
ギ

（
79
.9
0）

（
43
．
3）

1．
10

1
.
0
0

I
I

割
竹
串

1
0
2
0
1
6
6

1/
4割

c
-
6
6
-
1
9
-
d

イ
ネ
科
(サ
サ
）

7
2
5
7

8．
70

0
~
8
5

0．
30

1．
0

1
I

割
竹
串
片

1
6
6

1/
6Z
I

1
0
2
1

c
-
6
6
-
2
9
-
d

イ
ネ
科
(サ
サ
）

1
5
4
6
6

（
8．
75
）

0
~
5
5

(
0
.
6
)

0．
20

1
1

割
竹
串
片

1
0
2
2
1
6
6

半
割

c
-
6
6
-
l
9
-
d

1
4
7
9
9

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
1
4
.
0
0
)

1．
50

（
3．
8）

0
.
5
0

1
1

剖
竹
串
片

1
0
2
3
1
6
6

l
/
3
"

c
-
6
6
-
2
9
-
d

2
1
1
3

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
1
1
.
0
0
)

（
4．
6）

1．
15

0．
60

1
1

削
竹
串
片

1
0
2
4
1
6
6

半
削

c
-
6
7
-
O
O
-
a

イ
ネ
科
(サ
サ
）

1
5
3
3
4

(
1
2
.
9
0
)

（
10
．
0）

1．
75

0．
90

1
1

割
竹
串
片

1
0
2
5
1
6
6

半
削

イ
ネ
科
(サ
サ
）

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
2
9
4

(
2
1
.
9
0
)

(
1
.
3
0
)

（
0~
40
）

（
4．
6）

3点
接
合
｡計
測
値
は
推
定
値
。

３
1



表
V
-
6
9
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
4
1
)

個 体
破 片

灘
図 奉

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

遺
物
名
称

5
.
3

半
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

8
.
5
0

2．
30

0
.
7
0

1
1

割
竹
串

16
6

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
5
0
7
3

1
0
2
6

（
1．
65
）

(
0
.
5
5
)

（
5．
0）

半
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
1
1
4
0
)

1
1

割
竹
串
片

16
6

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
5
6
6

1
0
2
7

2点
接
合
。

（
5．
4）

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
1
2
.
7
0
)

1
2

半
割

1．
30

0
．
5
0

荊
竹
串
片

1
5
1
9
0

1
0
2
8
1
6
6

c
-
6
7
-
0
0
-
a

（
2．
8）

(
1
4
.
5
0
)

I
l
"
M
I

イ
ネ
科
(サ
サ
）

0．
95

0．
40

1
削
竹
串
片

1
5
0
8
0

16
6

c
-
6
6
-
3
9

1
0
2
9

2点
接
合
。

（
3．
3）

○
(
15
~
1
0
)

(
1
.
0
0
)

(
0
5
5
)

2
M
M
I

イ
ネ
科
(サ
サ
）

1
割
竹
串
片

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
0
7
5

1
0
3
0
1
6
6

2点
接
合
。

イ
ネ
科
(サ
サ
）

0．
50

8
.
3

I
2

l
/
4
i
W

2
2
.
4
0

1．
30

削
竹
串

c
-
6
6
-
2
9
-
b

5
1
4
2

10
3】

1
6
6

2
点
接
合

（
13
，
7）

半
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
2
4
.
4
0
)

0．
60

I
2

1．
60

剤
竹
串
片

c
-
6
6
-
1
9
-
a

1
4
7
9
5

1
0
3
2
1
6
6

2点
接
合
。

(
1
0
.
0
)

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
2
5
.
6
0
)

0．
70

1
2

半
削

1．
50

割
竹
串
片

C
-
6
6
-
O
9
-
c
c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
9
5
8

1
0
3
3
1
6
6

3点
接
合
｡桶
タ
ガ
片
？

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
39
.5
5）

0．
35

（
8．
2）

1
３

|皇
割

1．
05

割
竹
串
片

1
5
4
5
4

1
0
3
4
1
6
6

c
-
6
7
-
O
O
-
c

（
23
．
8）

|皇
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
26
.7
0）

2．
10

1．
20

1
1

割
竹
串
片

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
2
9
7

1
0
3
5
1
6
7

3点
接
合
｡桶
タ
ガ
片
？

（
8．
1）

f
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
34
.0
0）

1．
25

0．
35

1
3

割
竹
串
片

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
5
2
9
9

1
0
3
6
1
6
7

5
点
中
3
点
接
合
3
点
実
測
｡
桶
タ
ガ
片
？

(
1
7
6
)

f
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
37
.3
5）

1．
60

0．
55

1
5

割
竹
串
片

c
-
6
7
-
1
0
-
b

1
5
3
1
3

1
0
3
7
1
6
7

2点
接
合
,桶
タ
ガ
片
？

（
8．
0）

1/
4割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
3
8
.
2
0
)

1．
20

0．
50

1
2

割
竹
串
片

c
-
6
6
-
2
9
-
a

2
1
3
1

1
0
3
8
1
6
7

(
8
3
.
0
)

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
36
~0
0）

2．
1
0

2
.
1
0

1
1

環
状
竹
串
片

環
c
-
6
6
-
O
9
-
b

3
7
4

1
0
3
9
1
6
7

（
43
．
4）

イ
ネ
科
(サ
サ
）

(
2
6
.
6
0
)

1．
65

1．
70

1
1

環
状
竹
小
片

環
c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
5
3
9
1

1
0
4
0
1
6
7

（
37
~2
）

環
イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
2
1
~
5
5
）

2．
30

1．
60

1
1

環
状
竹
串
片

1
5
3
3
1

c
-
6
6
-
0
9
-
a

1
0
4
1
1
6
7

3点
中
2点
接
合
2点
実
測
。

(
2
4
0
)

3
環

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
13
.5
0）

1．
70

1．
60

1
環
状
竹
串
片

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
5
2
9
7

1
0
4
2
1
6
7

3点
接
合
。

（
4．
2）

3
環

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
7．
35
）

1.
0(
）

1．
00

1
環
状
竹
串
片

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
5
0
9
9

1
0
4
3
1
6
7

（
3．
3）

I2
割

ハ
シ
ド
イ

（
5．
60
）

1．
45

1．
25

1
1

膏
状
製
品
ハ

2
0
8
6

16
8

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
0
4
4

竪
櫛
？

（
10
~6
0）

（
17
．
0）

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

3．
40

0
.
7
0

1
1

櫛
状
製
品
M

c
-
6
6
-
O
9
-
d
c
-
6
6
-
0
9
-
c

7
6
0

1
0
4
5
1
6
8

彫
刻
､短
刻
付
。

1
3
.
6

1
板
目

6．
50

1．
90

1．
50

1
函 陛 叫 耐 Ｓ 膨 雪

根
付
？

カ
エ
デ

c
-
6
6
-
2
9
-
d

2
6
9

1
0
4
6
1
6
8

側
縁
刻
目
列
付
。

（
3．
4）

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
6．
00
）

2．
50

()
.4
0

1
1

薄
柾
目
板
片

c
-
6
7
-
0
0
-
a

1
5
4
5
2

1
0
4
7
1
6
8

側
縁
刻
目
列
付

（
7．
0)

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
9．
70
）

2．
25

()
.5
0

1
1

細
板
材
片

1
0
4
8

c
-
6
6
-
O
9
-
b

7
1
1

1
6
8

側
縁
刻
目
列
付
。

（
4．
9）

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
ワ

(
1
0
.
5
0
)

柾
目

1．
70

0．
70

1
1

拳 函 哩

細
板
材
片

c
-
6
6
-
0
9
-
b

16
8

6
1
9

1
0
4
9



↑ 画 一
表
V
-
7
0
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
4
2
)

く 識 。 獅 画 什 園 ｅ 證 慨

図 需
図
版

番
号

鱸
個 体

破 片
備
考

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(”
）

重
量
(9
)

柾
目

側
縁
刻
目
列
付
。

細
板
材
片

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
9．
30
)

(
12
．
8)

1
0
5
0
1
6
8

c
-
6
6
-
O
9
-
d

2
1
8
0

2．
10

1．
20

1
I

側
縁
刻
目
付
。

糸
締
め
具
片

板
目

イ
チ
イ
？

(
1
1
1

)
1
0
5
1
1
6
8

c
-
6
6
-
l
8
-
a

1
5
4
別

2
1
.
2
0

1．
65

0
.
6
0

1
1

側
縁
刻
目
列
付
。

細
角
材
片

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
5．
80
)

（
2．
1）

1
0
5
2
1
6
8

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
4
1
1

0．
60

0．
70

I
1

細
角
材
片

板
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
ワ

（
8．
80
)

(
5
.
1
)

側
縁
刻
目
列
付
。

1
0
5
3
1
6
8

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
5
2
9
8

0
．
8
0

1．
10

1
1

板
目

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
?
ネ
ズ
コ
ワ

側
縁
刻
目
列
付
。

細
角
材
片

（
9．
25
）

(
1
.
3
0
)

（
4．
6）

1
0
5
4
1
6
8

c
-
6
6
-
0
8

2
3
6
1

0．
70

1
1

側
縁
刻
目
列
付
。

細
角
材
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
9．
80
)

（
4．
4）

1
0
5
5
1
6
8

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
4
2
7

1．
50

0．
80

1
1

細
角
材
片

丸
木

ア
ジ
サ
イ

(
1
3
.
9
0
)

(
17
.
1

)
側
縁
短
刻
列
付
。

1
0
5
6
1
6
8

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
3
6
3

1．
40

1．
30

1
1

板
柾

丸
材
片
。

綱
機
部
材
片

ス
ギ

(
1
9
.
2
0
)

（
34
．
2）

1
0
5
7
1
6
8

c
-
6
6
-
l
9
-
b

5
7
5
3

1．
50

1．
50

1
1

追
柾

両
端
部
有
孔
加
工
材
片
。

彫
刻
付
織
機
部
材
片

ス
ギ

（
14
.1
0）

（
3．
50
）

（
49
．
6）

1
0
5
8
1
6
8

c
-
6
6
-
2
8
-
c

5
0
4

1．
80

1
1

コ
モ
槌
片

削
材
。

柾
目

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ

(
8
.
1
0
)

（
27
．
7）

1
0
5
9
1
6
9

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
5
4
6
7

3．
45

1．
40

I
1

割
材
。

コ
モ
槌
片

柾
目

カ
エ
デ

(
7
9
.
0
)

1
0
6
0
1
6
9

c
-
6
6
-
l
8
-
b

6
3
4

11
．
00

3．
00

3．
41

1
1

板
柾

割
材
。

コ
モ
槌

1
0
6
1
1
6
9

c
-
6
6
-
l
9
-
a

2
6
0
2

カ
エ
デ

11
．
30

3．
30

2．
65

72
.(
）

1
1

5点
接
合
｡割
材
。

コ
モ
槌

柾
目

1
0
6
2
1
6
9

c
-
6
6
-
O
9
-
a

2
1
7
7

カ
エ
デ

1
3
.
3
0

3．
80

2．
35

9
0
.
4

5
1

割
材
。

コ
モ
槌

柾
目

1
0
6
3
1
6
9

c
-
6
6
-
O
9
-
c
c
-
6
6
-
O
9
-
d

5
8
7

カ
エ
デ

1
2
.
9
0

4
．
6
0

1．
90

6
4
.
0

1
1

半
割

コ
モ
槌

コ
ナ
ラ

割
材
。

1
0
6
4
1
6
9

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
9
7
7

1
2
.
8
0

4．
10

2．
40

7
6
.
2

1
1

○
コ
モ
槌

半
割

割
材
。

1
0
6
5
1
6
9

d
-
6
7
-
9
1
-
a

3
5
9
4

コ
ナ
ラ

1
2
.
6
0

5．
35

3
.
3
5

1
0
6
.
0

1
1

小
型
｡丸
木
材
。

コ
モ
槌

丸
木

1
0
6
6

c
-
6
6
-
1
8
-
b

2
0
8
2

ヤ
ナ
ギ

3．
50

1．
60

1．
50

5
.
9

1
6
9

1
1

コ
モ
槌
片

丸
木

(
9
.
2
0
)

（
66
．
6）

丸
木
材
片
。

1
0
6
7
1
6
9

c
-
6
6
÷
l
9
-
c

3
8
7
2

ト
ネ
リ
コ

3．
64

3．
30

1
1

丸
木
材
。

コ
モ
槌

丸
木

1
0
6
8
1
6
9

c
-
6
6
-
0
9
-
b

3
6
8

コ
ナ
ラ

11
．
39

3．
82

3．
96

1
1
0
.
0

1
1

丸
木
材
。

コ
モ
槌

丸
木

1
0
6
9

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
0
4
8

コ
ナ
ラ

11
．
60

4．
43

3
.
7
0

11
4．
8

1
6
9

1
1

丸
木
材
｡頭
部
寸
法
幅
(3
.9
0)
cm
x厚
さ
(3
.5
0)
cm
。

コ
モ
槌

丸
木

1
0
7
0

c
-
6
7
-
4
0
-
b

1
0
1
8
7

コ
ナ
ラ

1
2
8
0

4．
50

4．
10

1
4
2
.
0

1
1

1
7
0

コ
モ
槌
片

丸
木

ハ
ン
ノ
キ

(
2
0
9
0
)

丸
木
材
片
。

1
0
7
1

c
-
6
6
-
2
8
-
a

9
5
0

1
3
.
8
0

5．
87

（
5．
20
）

1
7
0

1
1

コ
モ
槌
片

丸
木

ヤ
ナ
ギ

（
34
8.
8）

丸
木
材
片
。

1
0
7
2

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
3
5
9

1
5
.
8
0

6．
10

(
6
.
2
0
)

1
7
0

1
1

丸
木
材
。

コ
モ
槌

丸
木

ハ
ン
ノ
キ

1
0
7
3
1
7
0

c
-
6
6
-
2
9
-
a

2
3
4
6

1
4
.
0
0

5．
60

4．
80

2
7
7
.
4

1
1



表
V
-
7
1
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
4
3
)

個 体
破 片

鱸
図 霊

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

発
掘
区

木
取
り

樹
種

遺
物
名
称

遺
物
番
号

丸
木
材
。

丸
木

コ
モ
槌

カ
エ
デ

9．
90

3．
80

3
.
8
0

1
0
6
.
1

1
1

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
1
4

1
0
7
4
1
7
0

丸
木
材
。

丸
木

コ
モ
槌

ヤ
ナ
ギ

9．
1
0

3．
50

3．
70

7
6
.
0

1
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c
c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
1
2
0

1
0
7
5
1
7
0

小
型
｡丸
木
材
。

ﾒL
木

ア
ジ
サ
イ

1．
05

0．
97

2
.
9

1
1

コ
モ
槌

4．
00

1
0
7
6
1
7
0

d
-
6
7
-
9
1
-
a

1
5
3
4
4

丸
木
材
。

（
76
．
0）

丸
木

ウ
ル
シ
？

3．
06

1
コ
モ
槌
切
断
品

1
3
.
6
9

3．
62

1
1
0
7
7
1
7
0

c
-
6
6
-
l
9
-
c

7
2
2
8

板
柾

ス
ギ
？

コ
モ
槌

1
3
.
0
0

3
.
1
0

3
.
2
0

8
0
.
0

1
1

1
0
7
8

c
-
6
6
-
l
9
-
d

7
2
5
4

1
7
0

キ
ハ
ダ

差
歯
:カ
ッ
ラ

2点
接
合
(差
歯
含
む
)｡
差
歯
式
｡木
取
り
本
体
:半
割
､差
歯
柾
目
。

半
剤

8．
85

3．
98

4
2
3
.
7

1
2

F
駄

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
8
5
6

2
3
.
4
0

1
0
7
9
1
7
1

連
歯
式
｡冬
用
鉄
鋲
跡
4カ
所
あ
り
｡鼻
緒
残
存
。

追
柾

ハ
リ
ギ
リ

6．
20

5
0
4
.
0

1
2

ﾄ
駄

c
-
6
6
-
l
8
-
b

2
3
.
8
0

10
．
40

1
0
8
0
1
7
1

1
5
0
0

連
歯
式

柾
目

ス
ギ
？

2
4
5
.
2

下
駄

2
1
．
0
0

2．
30

8
.
0
0

1
1

d
-
6
7
-
9
1
-
a

4
9
8
5

1
0
8
1
1
7
2

1
2
1
7

1
6
0
7

2点
接
合
｡連
歯
式
。

(
2
6
1
.
0
)

板
目

（
8．
40
）

3
5
0

2
下
駄
片

モ
ク
レ
ン

2
2
.
4
0

1
1
0
8
2

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
7
2

連
歯
式
，

(
6
8
.
0
)

板
目

(
1
5
.
7
0
)

2
.
0
0

1
1

F駄
片

モ
ク
レ
ン

6．
90

1
0
8
3
1
7
2

c
-
6
6
-
O
9
-
a

2
7
1
3

連
歯
式
。

追
柾

1
ﾄ
駄

カ
ツ
ラ

21
.5
(）

8
.
6
0

1．
80

4
0
0
.
0

1
17
3

d
-
6
7
-
8
1
=
．

3
0
9
6

1
0
8
4

連
歯
式
。

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

(
1
0
1
0
)

柾
目

(
1
8
.
7
0
)

（
3．
50
）

4
.
1
0

1
F駄
片

1
1
0
8
5

c
-
6
6
-
2
9
-
a

2
3
2
7

1
7
3

連
歯
式

（
3．
20
)

(
3
0
.
0
)

l/
4割

（
9．
00
）

（
3．
50
）

1
1

F駄
片

キ
ハ
ダ

1
0
8
6

c
-
6
7
-
l
O
-
a

7
9
6
6

1
7
2

無
歯
式
，

柾
目

○
1．
95

2
5
7
.
4

1
1

F
駄

ス
ギ

2
0
.
2
0

7．
80

1
0
8
7

c
-
6
6
-
1
8
-
c

8
2
4

1
7
3

2
点
接
合
｡
チ
ン
ル
｡
一
拾
型
､
瓢
箪
型
｡
前
後
各
9
本
の
軸
孔
あ
り
。

(
4
8
0
0
)

柾
目

(
1
2
8
.
8
0
)

3
.
2
0

2
カ
ン
ジ
キ
片

1
1
0
8
8

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
8
4
7

ク
ワ

2
.
2
0

1
7
4

2点
接
合
｡チ
ン
ル
｡一
輪
型
､瓢
軍
型
｡前
10
本
､後
3本
の
軸
孔
あ
り
。

内
､刺
1片
入
孔
3カ
所
。

ク
ワ

軸
:ア
ジ
サ
イ
？

（
2
5
3
）

（
78
．
5）

柾
目

（
45
.3
3）

2．
20

1
2

カ
ン
ジ
キ
片

1
0
8
9

c
-
6
6
-
O
9
-
c

2
3
5
8

1
7
5

チ
ン
ル
｡一
輪
型
､瓢
箪
型
｡3
本
の
軸
孔
あ
り
。

(
1
5
0
)

（
22
．
2）

柾
目

(
1
4
.
0
0
)

（
2．
25
）

1
1

カ
ン
ジ
キ
片

c
-
6
7
-
l
O
-
c

1
5
3
8
5

ク
ワ

1
0
9
0
1
7
5

（
3．
0）

l/
4割

（
10
.8
0）

0．
55

1
I

カ
ン
ジ
キ
軸
片

ア
ジ
サ
イ

0
.
7
5

c
-
6
7
-
O
O
-
d

6
6
8
7

1
0
9
1
1
7
5

(
1
1
.
2
0
)

（
5．
2）

板
目

ア
ジ
サ
イ

1．
00

0．
75

1
カ
ン
ジ
キ
軸
將

1
1
0
9
2

c
-
6
6
-
l
9
-
c

1
5
4
3
9

1
7
5

板
柾

0
.
6
0

5
.
6

1
1

カ
ン
ジ
キ
軸

ア
ジ
サ
イ

16
．
15

0．
75

c
-
6
6
-
2
9
-
3

1
5
3
0
0

1
0
9
3
1
7
5

l/
6割

0
.
7
0

1
1

函 陛 恥 圃 ｅ 偉 き

カ
ン
ジ
キ
軸

ア
ジ
サ
イ

1
6
.
6
0

0．
90

7
.
4

c
-
6
7
-
l
O
-
d

1
5
0
1
9

1
0
9
4
1
7
5

(
1
7
.
2
0
)

（
5．
3）

カ
ン
ジ
キ
軸
片

1/
6割

ア
ジ
サ
イ

0．
70

0．
70

1
1

4
6
7
3

1
0
9
5
1
7
5

c
-
6
6
-
l
9
-
b

l/
3割

(
1
7
.
0
0
)

（
4．
2）

カ
ン
ジ
キ
軸
片

ア
ジ
サ
イ

0
.
6
0

0．
60

1
1

d
-
6
7
-
9
1
-
a

4
5
3
7

1
0
9
6
1
7
5

3点
接
合
。

3
カ
ン
ジ
キ
輔

丸
木

ア
ジ
サ
イ

2
2
.
0
0

0．
80

0
.
7
0

7
.
0

1
曇 画 函

c
-
6
7
-
O
O
-
c

7
3
7
8

1
0
9
7

1
7
5



今 回 、
表
V
-
7
2
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
4
4
)

＜

図 霊
図
版

番
号

鱸
個 体

破 片
識 つ 躯 僑 一 ~ ~ 豆 ｓ 證 醐

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

備
考

カ
ン
ジ
キ
軸

板
目

1
0
9
8
1
7
5

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
8
3
0

ア
ジ
サ
イ

2
1
,
2
0

1
.
0
0

0．
86

8
.
5

1
1

カ
ン
ジ
キ
輔

1
/
4
割

1
0
9
9
1
7
5

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
7
9
9

ア
ジ
サ
イ

2
1
.
1
0

0．
85

0．
90

1
1
,
0

1
I

カ
ン
ジ
キ
軸
ハ

1/
6割

l
l
O
O
1
7
5

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
4
7
5

ア
ジ
サ
イ

（
2
0
.
5
0
）

（
6，
0）

0．
70

0．
60

1
1

カ
ン
ジ
キ
軸
片

l
/
4
f
l

1
1
0
1
1
7
5

c
-
6
6
-
0
9
-
c
c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
9
6
2

ア
ジ
サ
イ

（
18
.5
0）

（
6．
2）

0．
80

0．
60

1
1

カ
ン
ジ
キ
軸
片

l
/
4
割

1
1
0
2
1
7
5

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
1
3
1

ア
ジ
サ
イ

(
1
8
.
0
0
)

0．
65

0．
60

（
5．
0）

1
I

カ
ン
ジ
キ
軸
片

M
M
I

1
1
0
3
1
7
5

c
-
6
6
-
l
9
-
c

72
2］

ア
ジ
サ
イ

(
2
2
.
3
0
)

(
9.

1
)

0
．
9
0

0．
70

1
I

カ
ン
ジ
キ
軸
ハ

板
月

1
1
0
4
1
7
5

c
-
6
7
-
0
0
-
d

7
1
5
6

ア
ジ
サ
イ

（
2
2
.
1
0
）

0．
70

（
7．
5）

0．
60

1
I

カ
ン
ジ
キ
軸

1
1
0
5
1
7
5

d
-
6
7
-
8
1
-
d

板
柾

2
9
8
4

ア
ジ
サ
イ

2
3
.
0
0

0．
85

0．
70

8
.
0

1
1

カ
ン
ジ
キ
軸

1
1
0
6
17
5

板
柾

c
-
6
6
-
l
9
-
a

3
9
0
9

ア
ジ
サ
イ

2
3
‘
5
0

1
.
0
0

0．
90

9
.
0

1
1

カ
ン
ジ
キ
軸
片

1
1
0
7

板
柾

1
7
5

c
-
6
6
-
0
9
-
b

2
1
7
3

ア
ジ
サ
イ

（
2
3
.
1
0
）

0．
75

0．
80

(
1
0
1

)
！

1

カ
ン
ジ
キ
軸
片

1/
4割

1
1
0
8
1
7
5

c
-
6
6
-
O
9
-
d

ア
ジ
サ
イ

1
1
1
9

（
2
6
.
6
0
）

0
．
8
0

0．
70

（
9．
0）

1
1

木
札

1
1
0
9
1
7
6

柾
目

ヒ
ノ
キ
？

c
-
6
6
-
0
8
=
c

6
4
6

鶴
の
線
刻
画
付

1．
20

5．
70

0．
60

1
2
.
0

1
ｑ 上

木
札

1
1
1
0
1
7
6

c
-
6
6
-
O
8
-
c

柾
目

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
？

5
3
4

2
点
接
合

5．
47

4．
48

0．
55

1
2
.
0

1
2

木
札

板
目

1
1
1
1
1
7
6

c
-
6
6
-
O
8
-
c

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

6
4
8

5．
90

4．
00

0
-
7
0

1
4
.
0

1
1

木
札

板
目

1
1
1
2
1
7
6

c
-
6
6
-
0
8
-
c

6
4
7

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
ワ

5．
40

3．
79

0．
65

1
0
.
0

1
１

木
札

柾
目

○
1
1
1
3
1
7
6

c
-
6
6
-
l
9
-
a

ス
ギ
？

2
6
0
6

5
~
3
0

4．
1
6

0．
60

10
．
6

1
1

木
札

板
目

ll
lj
I
1
7
6

c
-
6
6
-
O
8
-
c

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

6
4
9

5
．
4
0

4．
00

0．
50

8
.
0

Ｉ
1

木
札
未
製
品

追
柾

1
1
1
5
1
7
6

c
-
6
6
-
l
8
-
b

ヒ
ノ
キ
？

8
1
0

4
.
0
0

3．
40

0．
85

8
.
7

1
1

花
矢
片

板
柾

1
1
1
6
1
7
7

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
3
7
9

ア
ジ
サ
イ

（
10
.9
0）

l
~
3
0

(
1
0
.
2
)

イ
ト
ク
パ
付
。

1．
20

1
1

花
矢

柾
目

1
1
1
7
1
7
7

c
-
6
6
-
3
8
-
a

ア
ジ
サ
イ

1
3
4
2
7

1
2
.
3
5

イ
ト
ク
パ
付
。

1．
10

0．
95

7
.
0

1
I

花
矢

1
/
4
割

1
1
1
8
1
7
7

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
3
5
9

ア
ジ
サ
イ

1
5
.
5
0

1．
15

彫
刻
､イ
ト
ク
パ
付
く
，

1.
1
0

9.
‘
！

1
1

花
矢

1
/
4
割

1
1
1
9
1
7
7

c
-
6
6
-
1
9
-
a

2
7
4
1

ア
ジ
サ
イ

1
2
.
7
0

1．
10

刻
み
付
。

1
.
1
0

7
.
4

1
1

花
矢

半
割

1
1
2
0
1
7
7

c
-
6
6
-
O
9
-
b

ア
ジ
サ
イ

4
1
0

1
3
.
8
5

1
.
5
0

1．
20

矢
柄
装
若
痕
あ
り
。

1
1
.
0

1
1

花
矢

板
柾

1
1
2
1
1
7
7

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
6
0
5

ア
ジ
サ
イ

1
5
.
7
0

1．
28

1．
17

1
0
.
6

1
1



表
V
-
7
3
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
4
5
)

個 体
破 片

雛
図 誇

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

樹
種

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

彫
刻
付
。

（
1．
40
）

（
1
0
0
）

花
欠
片

柾
肘

ア
ジ
サ
イ

9．
50

1．
45

1
1

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
8
2
0

1
1
2
2
1
7
7

矢
柄
装
荊
痕
あ
り
。

1
1
.
0

1
花
欠

板
柾

ア
ジ
サ
イ

1
4
.
0
0

1．
20

1．
10

1
1
1
2
3
1
7
7

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
4
0

イ
ト
ク
パ
付
《
，

（
3．
4）

柾
目

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
3~
50
）

（
l~
30
）

1
1

推
酒
誇
片

0
．
4
0

1
7
8

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
5
4
7
2

1
1
2
4

イ
ト
ク
パ
イ
,1
．
｡

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

（
3．
2）

柾
目

（
6．
95
）

0．
45

1
I

搾
酒
箸
片

1．
30

1
1
2
5
1
7
8

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
5
4
6
9

イ
ト
ク
パ
付
‘
，

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

（
4．
1

）
柾
目

（
7~
30
）

（
1．
10
）

0
.
6
0

1
1

搾
酒
箸
片

1
1
2
6
1
7
8

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
5
4
0
5

イ
ト
ク
パ
付
‘

（
7．
3）

撫
門
箸
片

II
F1

ス
ギ
？

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

（
9
7
0
）

2．
46

0．
40

I
1

9
7
5
5

1
1
2
7
1
7
8

c
-
6
7
-
0
0
-
c

彫
刻
付
｡木
釘
孔
2カ
所
。

（
42
．
6）

振
酒
箸
片

柾
ロ

（
30
．
85
）

（
2．
40
）

（
0．
80
）

1
1

c
-
6
7
-
0
0
-
d
c
-
6
7
-
l
O
-
a
6
6
9
4

1
1
2
8
1
7
8

彫
刻
付
｡

彬
潤
箸
片

柾
ロ

ス
ギ
？

(
1
7
.
7
0
)

（
1．
20
）

（
0
8
0
）

（
8，
5）

］
c
-
6
7
-
0
0
-
d

7
9
3
6

］
1
1
2
9
1
7
8

2
点
接
合
イ
ト
ク
パ
付

(
1
5
.
2
)

携
酒
箸
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
？

（
21
，
30
）

0．
70

1
2

1
0
1
8
2

1．
90

1
1
3
0
1
7
8

c
-
6
7
-
4
0
-
b

イ
ト
ク
パ
付
。

ネ
ズ
コ
？
ス
ギ
？

捧
酒
箸

柾
目

2
4
.
5
0

3．
00

0．
85

4
4
.
9

1
1

c
-
6
6
-
0
9
-
c

2
3
9

1
1
3
1
1
7
8

イ
ト
ク
パ
付
。

（
41
~7
）

捧
酒
箸
片

板
卜
I

ヤ
ナ
ギ

（
2
3
~
1
0
）

2．
90

0．
95

1
1

1
5
0
9
6

1
1
3
2
1
7
8

c
-
6
6
-
2
9
-
a

イ
ト
ク
パ
付
？

（
26
~0
）

捧
酒
箸
片

柾
目

ス
ギ

（
13
.6
5）

2．
60

1
1
0

1
1

c
-
6
6
-
2
9
-
d

3
8
7

1
1
3
3
1
7
9

イ
ト
ク
パ
付
？

0
.
9
3

1（
23
~4
）

1
擁
酒
箸
片

柾
ロ

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
12
．
74
）

3．
43

1
c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
4
6
9
8

1
1
3
4
1
7
9

イ
ト
ク
バ
付
？

（
21
~0
）

捧
酒
箸
片

柾
R

ヒ
ノ
キ
？
ア
ス
ナ
ロ
？

（
1
1
.
8
2
）

3．
50

1
.
1
0

1
1

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
2
1
9

1
1
3
5
1
7
9

イ
ト
ク
パ
付
?樹
皮
綴
り
1カ
所
。

○
ス
ギ
?ネ
ズ
コ
リ

（
42
．
2）

擁
酒
箸
片

柾
目

（
2
0
.
2
0
）

3，
46

0．
80

1
1

3
8
9
0

1
1
3
6
1
7
9

c
-
6
6
-
l
9
-
a

3点
接
合
《
，

f
割

(
2
0
.
5
0
)

（
22
．
8）

1
3

携
酒
箸
片

ヤ
ナ
ギ

2．
20

1．
00

c
-
6
6
-
1
9
-
a
c
-
6
6
-
1
8
-
b
1
4
7
9
6

1
1
3
7
1
7
9

(
1
8
.
5
0
)

（
24
．
3）

I
捧
酒
箸
片

追
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2．
30

0
.
8
0

1
1
1
3
8

c
-
6
6
-
1
9
-
a

5
5
4
4

1
7
9

4
3
.
7

I
搾
酒
箸
切
断
品

板
ﾄﾐ
I

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

1
9
.
8
0

3．
10

0
.
9
0

I
c
-
6
6
-
2
9
-
a

2
1
0
4
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3
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-
d
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1
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状
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柾
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ズ
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-
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d
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3
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5

1
3
.
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0．
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4

1
1
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ピ
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状
製
品
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目
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ワ
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1
1
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8
1
8
3
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6
6
-
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9
-
b
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9
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1
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2
.
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.
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1
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状
製
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1
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9
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3

c
-
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a
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7
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5
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3
.
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0

1．
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1．
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1
6
.
0
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！

片
ピ
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状
製
品
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-
6
7
-
9
1
-
a

柾
目
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ジ
サ
イ
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2
0
0
1
8
3

5
8
2
9
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．
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0

0．
70
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.
2
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1

片
ピ
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状
製
品

板
目

キ
ハ
ダ
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2
0
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1
8
3
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-
6
6
-
l
9
-
a
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4
2
9
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．
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1．
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0．
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．
0
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ｑ ▲

片
ピ
ン
状
製
品

板
目

ハ
ギ
？
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2
0
2
1
8
3

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
5
4
0
1
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．
17

0
．
9
0

0．
60

4．
4

1
ヰ ム

片
ピ
ン
状
製
品

板
目

ス
ギ
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ズ
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2
0
3
1
8
3
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－
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－
3

1
5
2
8
3
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6
.
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0

1
0
0

0．
55

6
.
7
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~

片
ピ
ン
状
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品
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割
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2
0
4

c
-
6
6
-
l
9
-
a

3
7
9
0

ハ
シ
ド
イ

1
8
3

1
5
.
9
0
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.
2
4

1．
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3
.
0
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1
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状
製
品
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柾

○
c
-
6
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-
0
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d
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1
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5
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2
0
5
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8
3
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ク
レ
ン
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1
1
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2

1
I

片
ピ
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状
製
品

板
柾

ヒ
ノ
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ア
ス
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？
ス
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？
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2
0
6

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
0
4
4
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幣
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上
部
削
り
か
け
？

1
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3
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．
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）

1
6
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2．
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1
6
.
4
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1

太
片
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ン
状
製
品
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2
0
7
1
8
3
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7
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8
1

1
5
2
2
2
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3
.
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0
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2

1
1
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状
製
品
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ス
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3

c
-
6
6
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8
-
b
c
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6
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8
-
c
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0
9
0

（
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．
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）

(
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．
0)
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2
0
8

1．
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1．
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1
1

太
片
ピ
ン
状
製
品

○
丸
木
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ノ
キ
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2
0
9
1
8
3

c
-
6
7
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O
-
d

7
1
2
7

3
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0
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0
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1
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状
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品
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8
4
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O
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d
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1
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2
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d
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0
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2

イ
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パ
付
。
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4
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．
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1．
30
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9
.
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1
｡
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状
製
品
片

半
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ア
ジ
サ
イ

（
1
8
.
1
5
)
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3
1
8
4

c
-
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6
-
l
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-
a
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8
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8

(
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.
1

)
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．
0
0

1．
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1
1
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品

半
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サ
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ラ
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4
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8
4
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-
9
9
-
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2
1
4
1
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9
.
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0

1．
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1．
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2
.
1

1
1
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割
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個 体

破 片
図 潭

図
版

番
号

重
量
(9
)

備
考

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

軸
状
製
品

半
制

ア
ジ
サ
イ

1
2
1
8
1
8
4

c
-
6
6
-
l
9
-
a

4
7
0
1

2
1
.
3
0

2．
50

1．
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1
7
.
0

1
1

軸
状
製
品

l
/
3
"

1
2
1
9

c
-
6
6
-
2
8
-
a

ア
ジ
サ
イ

2
1
.
9
0

1.
6(
）

2
8
.
6

I
1

1
8
4

1
3
9
8

2
.
1
0

軸
状
製
品

仏
割

1
2
2
0
1
8
4

c
-
6
7
-
0
0
-
d

6
6
9
0

ア
ジ
サ
イ

2
1
．
1
5

1．
95

1．
10

2
8
.
8

1
1

軸
状
製
品

f
割

○
ア
ジ
サ
イ

1
2
2
1
1
8
4

c
-
6
6
-
O
9
-
3

2
7
1
4

2
3
.
8
0

l
"
8
0

1．
05

2
8
.
0

I
1

軸
状
製
品
片

ﾒ
L
木

（
5．
90
）

（
12
．
0）

1
2
2
2
1
8
4

C
-
6
6
-
l
9
-
c

7
2
2
0

不
要

1．
85

1．
80

】
1

端
部
決
付
軸
状
製
品

|と
割

1
2
2
3

c
-
6
6
-
0
8
-
c

1
7
9
8

カ
エ
デ

9．
30

1．
60

1．
50
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．

1
1

1
1
8
4

軸
状
製
品

ﾒL
木

1
2
2
4
1
8
4

c
-
6
7
-
1
0
-
c

1
5
3
2
5

ト
ネ
リ
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1
3
.
3
0

2
.
0
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1．
85
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.
3
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1

多
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軸
状
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品

○
丸
木
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ナ
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1
2
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5
1
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5
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a
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5
3
3
7
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3．
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1

軸
状
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ﾒ
L
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6
1
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5
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7
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8
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デ
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．
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．
0
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1
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製
品
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木
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2
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7
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-
6
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-
0
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b
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7
2
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7
.
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1．
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1

軸
状
製
品

ﾒL
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O
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d
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1

軸
状
製
品
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5
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．
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状
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.
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1
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5

c
-
6
7
-
1
1
-
a

1
5
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85
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製
品
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5
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0
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7
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2
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製
品
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木
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ノ
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1
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物
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長
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×
厚
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(
c
m
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重
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備
考

多
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軸
状
製
品
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断
品

丸
木
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ル
シ

1
2
4
2
1
8
5

c
-
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-
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0
-
b
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5
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2

2
7
.
0
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3．
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.
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0

1
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3
.
5

1
1

軸
状
製
品
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断
品

丸
木

ト
ネ
リ
コ
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2
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3
1
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5

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
0
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5

3
3
.
4
0

2
7
0

2
.
5
0

1
4
5
.
0

1
1

軸
状
製
品
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コ
ナ
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1
2
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4
1
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6

c
-
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6
-
1
9
-
b

3
8
3
4

1
3
.
1
0

3
.
0
0

2．
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5
5
.
0

1
1

軸
状
製
品

1/
3割

イ
チ
イ

1
2
4
5
1
8
6

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
9
4
9

1
9
.
5
0

2
.
6
0

2．
45

6
8
.
3

1
1

軸
状
製
品

丸
木

ハ
シ
ド
イ

1
2
4
6
1
8
6

c
-
6
6
-
1
9
-
a

3
8
0
8

1
9
.
9
0
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1．
90

6
4
.
0

1
1

d
-
6
7
-
8
1
-
a
d
-
6
7
-
8
1
-
b

d
-
6
7
-
8
1
-
d

多
角
軸
状
製
品

1
/
4
割

サ
ク
ラ

1
2
4
7
1
8
5

3
2
1
0

6
0
.
4
0

3．
90

3．
15

4
4
0
.
0

1
1

軸
状
製
品
月

追
柾

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
10
．
35
）

イ
ト
ク
パ
付
？

1
2
4
8
1
8
6

d
-
6
7
-
9
1
-
a

5
8
8
1

1．
50

1．
10

（
10
．
9）

1
1

軸
状
製
品

板
柾

コ
ナ
ラ

1
2
4
9
1
8
6

c
-
6
7
-
1
0
-
c

1
5
2
0
1

1
4
.
4
0

1．
50

1．
40

1
9
.
3

1
1

軸
状
製
品

板
柾

ト
ネ
リ
コ

1
2
5
0
1
8
6

c
-
6
6
-
1
9
-
b

3
8
6
0

1
4
.
6
7

1．
58

1．
60

2
2
.
0

I
I

軸
状
製
品

板
柾

1
2
5
1
1
8
6

c
-
6
6
-
l
9
-
b

4
0
7

カ
エ
デ

1
6
.
0
0

2
.
0
0

1．
90

4
0
.
0

1
1

軸
状
製
品

柾
目

カ
エ
デ

1
2
5
2
1
8
6

c
-
6
7
-
1
0
-
c

1
5
3
2
9

1
5
.
6
0

2
-
4
0

2．
00

4
7
.
9

1
1

軸
状
製
品

l/
4割

ア
ジ
サ
イ

自
然
乾
燥
｡
計
測
値
は
乾
燥
後
の
値
。

1
2
5
3
1
8
6

c
-
6
6
-
l
9
-
a

5
7
8
7

1
5
.
9
0

1．
40

1．
60

1
6
.
6

1
I

軸
状
製
品

板
柾

コ
ナ
ラ

1
2
5
4
1
8
6

c
-
6
6
-
1
9
-
3

2
7
6
2

1
6
.
8
0

1
9
0

1．
80

3
9
.
8

1
1

軸
状
製
品

板
目

カ
エ
デ

1
2
5
5
1
8
6

c
-
6
6
-
1
9
-
d

5
5
1
7
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．
45

2．
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1．
50

3
6
.
8

1
I

軸
状
製
品

板
柾

カ
ッ
ラ

1
2
5
6
1
8
6

c
-
6
6
-
2
9
-
d

1
5
2
8
7

1
6
.
8
0

2．
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3
9
.
8

1
1

軸
状
製
品

板
柾

カ
エ
デ

1
2
5
7
1
8
6

c
-
6
6
-
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9
-
d

2
3
6
6

1
7
.
5
5

1．
80

1．
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2
8
.
0

1
1

軸
状
製
品

板
目

○
1
2
5
8

d
-
6
6
-
9
9
-
b
d
-
6
6
-
9
9
-
c
2
5
3
5

ニ
レ

1
7
.
8
8

1．
56

1．
30

2
1
．
0

1
1

~

l
/
4
"

軸
状
製
品

ア
ジ
サ
イ

1
2
5
9
1
8
6

d
-
6
7
-
9
2
-
a

1
5
3
4
2

2
0
.
4
0

1．
90

1．
50

4
1
.
3

1
1

軸
状
製
品

l
/
4
W
I

コ
ナ
ラ

1
2
6
0
18
6

c
-
6
6
-
2
9
-
d

1
5
0
6
0

1
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版
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さ
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物
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．
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付
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付
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付
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1
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付
割
材
片

3
5
4

モ
ミ

c
-
6
6
-
2
8
-
c

1
4
3
8
2
0
4

3点
接
合
。

2
2
.
0
0

3
.
6
0

2．
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付
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．
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付
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付
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付
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点
接
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付
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付
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付
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．
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付
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追
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付
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付
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付
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.
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付
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.
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付
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.
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付
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-
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追
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付
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付
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切
断
品

5
5
5
1

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
4
8
9
2
0
9

(
2
0
8
.
6
)

板
目

（
19
．
50
）

5
"
7
0

2．
75

1
1

挟
付
有
孔
角
材
ハ

2
6
9
9

ヤ
ナ
ギ

c
-
6
6
-
0
9
-
a

1
4
9
0
2
0
9

柾
目

ス
ギ
？

1
9
.
2
0

1
5
1
0

2．
90

2
2
4
8

I
1

靖
部
有
孔
角
材
切
断
品

1
0
1
8
6

c
-
6
7
-
4
0
-
b

1
4
9
1
2
0
9

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
？

（
6．
3）

柾
目

（
5．
20
）

2．
40

0．
90

1
1

有
孔
板
材
ハ

c
-
6
6
-
2
9
-
a

2
3
3
3

1
4
9
2

○
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？
ネ
ズ
コ
ツ
ス
ギ
？

柾
目

7
1
6

3
7
0

0．
52

12
.

1
1

！
行
孔
薄
板
材

c
-
6
6
-
l
9
-
b

1
5
0
8
5

1
4
9
3
2
1
0

（
9
2
0
）

（
8．
6）

柾
目

カ
エ
デ

2
.
0
0

0．
76

1
1

有
孔
細
板
材
ハ

c
-
6
6
-
l
8
-
b

2
0
7
9 ~528

1
4
9
4
2
1
0

（
1
6
~
3
2
）

（
22
.0
）

柾
目

ス
ギ

2．
79

1．
23

I
1

有
孔
板
材
11

c
-
6
6
-
l
8
-
d

1
4
9
5
2
1
0

（
14
．
0）

2
点
接
合

（
1
3
~
4
0
）

2
柾
目

カ
エ
デ

4
．
2
3

0
．
6
2

I
有
孔
薄
板
材
#i

c
-
6
6
-
0
8
-
c

5
3
7

1
4
9
6
2
1
0

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
？

（
14
.7
0）

（
3．
20
）

（
18
．
5）

柾
目

0．
90

I
1

有
孔
板
材
ハ

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
3
2
8

1
4
9
7

一

(
1
9
2
0
)

（
38
．
0）

柾
目

ハ
リ
ギ
リ

2
．
3
0

1．
10

1
1

有
孔
板
材
ハ

c
-
6
6
-
0
9
-
d

2
6
8
7

1
4
9
8
2
1
0

カ
エ
デ

木
釘
:ア
ジ
サ
イ

3点
接
合
(木
釘
付
含
む
)｡
木
釘
孔
3カ
所
の
内
､木
釘
付
2カ
所
､木
釘
孔
1カ
所
。

（
44
．
4）

追
柾

（
19
．
80
）

3
.
1
0

1．
30

1
3

有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
5
2
4
4

1
4
9
9
2
1
0

（
19
．
27
）

3．
80

1．
32

（
63
．
6）

1
追
柾

ハ
リ
ギ
リ

1
有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
3
8
-
b

1
3
4
1
4

1
5
0
0
2
1
0

彫
刻
付
?I
il
･i
lI
値
は
推
定
値

板
目

（
17
.4
4）

4
.
0
5

1
3
8

（
65
．
2）

2
カ
エ
デ

1
有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
5
4
0
8

1
5
0
1
2
1
0

板
目

ハ
リ
ギ
リ

11
．
20

《
1．
60

1．
60

5
2
4

1
1

有
孔
板
材

3
9
3
8

c
-
6
6
-
1
9
-
a

1
5
0
2
2
1
0

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

追
柾

6．
97

5．
32

0．
85

2
0
.
7

1
有
孔
板
材
切
断
品

1
c
-
6
6
-
1
9
-
a

3
9
1
1

1
5
0
3
2
1
0

追
柾

ハ
ン
ノ
キ

（
1
7
~
2
5
）

5．
20

1．
45

（
59
．
6）

1
1

有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
8
6
7

1
5
0
4
2
1
0

(
2
0
.
2
8
)

（
10
5．
0）

柾
目

4．
92

1
4
5

1
】

有
孔
板
材
片

1
2
0
0

モ
ク
レ
ン

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1
5
0
5
2
1
0



表
V
-
8
9
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
6
1
)

図 誇
図
版

番
号

雛
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

備
考

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

存
孔
板
材
片

1
5
0
6
2
1
0

追
柾

c
-
6
6
-
2
8
-
b

ハ
ン
ノ
キ

（
24
.0
0）

（
8．
9）

2
点
接
合

1
4
1
2

4．
40

1．
60

2
1

有
孔
板
材
片

1
5
0
7

柾
目

2
1
0

d
-
6
6
-
9
9
-
c

-
-

c
-
6
7
-
5
0
-
b

2
0
5
4

ハ
リ
ギ
リ

2
点
接
合

2
5
.
9
5

6．
60

2．
00

（
14
0.
0）

2
I

3点
中
2点
接
合
3点
実
測
｡;
~|
･測
値
は
推
定
値
｡保
存
処
理
後
実
測
。

;l
･i
ll
1値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

有
孔
板
材
ハ

1
5
0
8

柾
目

2
1
1

1
0
7
7
0

キ
ハ
ダ

（
5
7
.
1
0
）

（
2
0
4
.
2
）

4．
40

1．
70

3
1

有
孔
板
材

1
5
0
9

d
-
6
7
-
8
1
-
c

柾
目

2
1
1

4
0
2
9 ~2850

ハ
リ
ギ
リ

2
6
-
5
0

6
.
1
0

1．
40

1
6
2
0

I
1

有
孔
板
材
片

1
5
1
0
2
1
1

d
-
6
6
-
9
9
-
d

追
柾

ウ
コ
ギ
(コ
シ
ア
ブ
ラ
）

2
点
接
合

（
3
9
.
0
0
）

（
2
5
6
.
0
）

7
.
0
0

1．
60

2
1

有
孔
板
材
片

1
5
1
1
2
1
1

d
-
6
7
-
8
1
-
b

板
目

8点
II
I4
点
接
合
4点
笈
測

2
9
5
1

カ
ツ
ラ

（
4
5
.
8
0
）

6
.
8
0

（
3
3
6
.
0
）

1．
80

I
8

決
付
有
孔
板
材

1
5
1
2
2
1
2

d
-
6
7
-
9
1
-
c

柾
日

線
刻
付
《

5
9
3
2

ニ
ガ
キ 盆
0

4
9
.
0
0

5．
60

1．
30

1
2
5
.
0

1
1

有
孔
板
材
月

○
1
5
1
3
2
1
2

c
-
6
7
-
l
O
-
b

追
柾

（
4
8
.
8
0
)

2
点
接
合

1
5
3
0
7

ハ
リ
ギ
リ

（
4
2
9
.
1

）
6．
34

2．
45

1
2

何
孔
板
材
片

1
5
1
4
2
1
2

d
-
6
7
-
9
2
-
b
d
-
6
7
-
8
2
-
c

柾
目

ハ
リ
ギ
リ

5
9
9
5

（
4
2
.
0
0
）

8．
10

2．
60

（
5
2
2
.
0
）

1
1

有
孔
板
材
切
断
品

1
5
1
5

c
-
6
6
-
0
9
-
c

柾
目

2
1
8

ハ
リ
ギ
リ

1
2
.
9
0

7．
70

1
.
0
0

5
5
.
3

1
I

リ
率 イ

ｊ
嘩 汕

ノ

有
孔
板
材
切
断
品

1
5
1
6

c
-
6
6
-
l
8
-
c

柾
t}

1
3
4
1

7．
40

1．
50

8
2
.
6

12
.2
(）

1
1

有
孔
板
材
ハ

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

1
5
1
7
2
1
3

d
-
6
7
-
8
1
-
d

板
日

（
24
.3
0）

3
2
7
4

（
4．
30
）

（
1
0
9
.
0
）

1．
80

I
1

有
孔
板
材
片

追
柾

1
5
1
8
2
1
3

d
-
6
7
-
9
0
-
d

ハ
ン
ノ
キ

（
9
2
0
）

6
3
8
3

3
0
.
2
0

2
.
1
0

（
3
8
7
.
0
）

I
1

"
孔
板
材
片

1
5
1
9
2
1
3

d
-
6
6
-
9
9
-
c

柾
目

ハ
リ
ギ
.リ

（
2
7
9
0
）

2
8
2
7

（
5.
00
）

（
11
4.
0）

1．
20

1
1

有
孔
板
材
片

1
5
2
0
2
1
3

d
-
6
6
-
9
9
-
c

柾
{･
I

2
0
5
3

ｵ
●
ニ
グ
ル
ミ

18
．
95

6．
95

（
9
2
~
0
）

1．
20

1
1

櫛
孔
板
材
片

柾
目

1
5
2
1
2
1
3

d
-
6
7
-
8
1
-
c

3
2
4
0

ス
ギ
？

（
5．
05
）

3
2
.
1
0

2．
20

（
1
7
0
0
）

1
1

有
孔
板
材
片

柾
目

2
点
接
合

1
5
2
2
2
1
3

c
-
6
7
-
O
O
-
b

ハ
リ
ギ
リ

7
4
1
1

25
.7
(）

（
2．
50
）

1．
20

（
1
5
4
5
）

1
2

有
孔
板
材
･片

柾
目

○
1
5
2
3
2
1
4

c
-
6
7
-
O
O
-
d

ﾄ
ネ
リ
コ

（
16
.6
0）

（
7．
20
）

8
1
5
4

（
2．
10
）

（
1
1
8
.
0
）

I
1

有
孔
板
材
片

追
柾

1
5
2
4
2
1
4

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
5
1
2

ハ
リ
ギ
リ

（
15
.3
0）

8．
40

1．
20

（
74
．
9）

1
1

1
5
2
5

有
孔
板
材

板
目

2
1
3

c
-
6
7
-
O
O
-
c
c
-
6
7
-
l
O
-
b
8
5
0
9

ハ
リ
ギ
リ

2
4
.
7
0

8
.
7
0

1
.
0
0

1
6
4
.
0

I
1

有
孔
板
材
片

柾
目

泳
付
‘

1
5
2
6
2
M

c
-
6
7
-
O
O
-
a

1
8
9
8

(
1
8
.
3
0
)

（
7．
90
）

(
1．
02
)

(
1
1
3
.
2
)

一
~

‐
セ
ミ

I
1

函 世 妙 迩 ｅ 建 言

有
孔
板
材

1
5
2
7

板
目

○
刃
物
痕
多
数
あ
り
。

2
M

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
1
5
0

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

2
2
.
2
7

8．
80

0
．
9
0

1
4
3
.
8

］
1

有
孔
板
材

1
5
2
8

追
柾

7点
11
'5
点
接
合
5点
実
測
。

2
1
4

c
-
6
6
-
l
9
-
d

7
2
3
9

ハ
リ
ギ
リ

3
1
.
6
0

2．
05

8．
60

3
7
2
.
1

1
7

ヘ ー 『 四

有
孔
板
材
片

4点
中
2点
接
合
2点
実
測
｡座
面
に
刃
物
痕
多
数
あ
り

追
柾

○
1
5
2
9
2
1
4

d
-
6
7
-
9
1
-
d

5
9
1
2

シ
ナ
ノ
キ

（
1
8
1
5
）

1．
60

（
16
9.
0）

9．
25

1
1
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表
V
-
9
0
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
6
2
)

今 司 』

個 体
破 片

雫
図
版

番
号

図 塞
備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

樹
種

遺
物
番
号
木
取
り

発
掘
区

遺
物
名
称

(
1
6
3
.
2
)

(
1
6
.
3
5
)

（
8~
30
）

2．
00

1
1

追
柾

ハ
リ
ギ
リ

有
孔
板
材
片

d
-
6
7
-
8
1
-
d

5
8
7
5

2
1
5

1
5
3
0

2点
接
合
。

(
1
8
.
3
0
)

(
1
5
5
.
8
)

9
2
5

1．
50

1
2

リ
ン イ

Ｊ
１

、
ノ

柾
目

2
0
8
8

有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
l
8
-
b

15
31
2
1
5

（
27
1.
6）

（
23
.5
0）

1．
46

1
1

1
2
．
5
0

板
目

キ
ハ
ダ

1
4
5
9
3

有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
4
8
-
a

1
5
3
2
2
1
5

2点
接
合
。

（
24
2.
0）

1．
70

1
2

2
3
.
2
0

11
．
60

柾
目

ハ
リ
ギ
リ

有
孔
板
材
片

4
7
1

C
-
6
6
-
0
9
-
c

1
5
3
3
2
1
5

（
9
6
0
）

(
3
3
0
.
0
)

（
27
.8
0）

1．
69

1
1

追
柾

ハ
ン
ノ
キ

5
5
0
0

有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
5
3
4
2
1
5

20
点
接
合
。

(
1
3
.
1
0
)

（
2
4
8
.
0
)

1．
20

1
2
0

追
柾

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ

3
0
,
6
0

3
1
6
4

有
孔
板
材
片

d
-
6
7
-
8
1
-
b

15
35
2
1
5

2点
接
合

（
48
8.
2）

（
32
．
10
)

2．
20

1
2

○
シ
ナ
ノ
キ

1
1
.
2
0

板
目

有
孔
板
材
片

c
-
6
7
一
3
0
-
b

1
0
1
9
0

1
5
3
6
2
1
6

3点
接
合
。

（
23
.5
0）

（
2
7
2
0
）

３
1
5
.
5
0

1．
90

I
柾
目

ハ
リ
ギ
リ

1
5
2

有
孔
板
材
月

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
5
3
7
2
1
6

3点
接
合
。

(
4
0
3
.
0
)

（
15
.3
0）

2
.
0
0

1
3

○ ’ ○ 一 ○

2
7
,
2
0

板
目

ハ
リ
ギ
リ

6
2
2

有
孔
板
材
片

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
3
8
2
1
6

2点
接
合
。

（
34
3.
9）

9．
55

3．
50

1
2

追
柾

2
3
.
1
5

ハ
リ
ギ
リ

8
1
5
5

有
孔
板
材
片

c
-
6
7
-
O
O
-
d

1
5
3
9
2
1
7

(
1
0
.
2
5
)

（
55
5.
0）

4．
80

1
1

柾
目

1
9
.
7
0

カ
ツ
ラ

2
7
6
6

有
孔
厚
板
材
片

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
5
4
0
2
1
7

(
1
7
.
9
)

（
8．
45
）

2
.
3
5

1．
60

1
1

柾
目

モ
ク
レ
ン

1
9
0
2

角
材
月

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
5
4
1
2
1
8

線
刻
付
，

1．
30

2
0
.
9

I
1

12
．
80

2．
10

追
柾

。
ナ
ラ

1
5
4
3
4

角
材

c
-
6
6
-
l
9
-
d

1
5
4
2
2
1
8

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？
ス
ギ
？

1．
30

3
9
.
3

I
I

1
9
.
6
0

1．
90

柾
目

1
5
3
0
4

角
材

c
-
6
7
-
O
O
-
d

1
5
4
3
2
1
8

1.
6(
）

70
.(
）

1
1

追
柾

○
ス
ギ
？

1
9
.
9
0

2．
90

2
4
4
2

角
材
切
断
品

c
-
6
6
-
l
9
-
d

1
5
4
4

~

4．
55

3．
24

2
6
8
.
0

1
I

2
3
.
9
5

板
目

カ
ツ
ラ

2
5
0
9

角
材
切
断
品

d
一
6
6
-
9
9
-
.

1
5
4
5
2
1
8

2．
45

2
2
8
.
0

1
1

ス
ギ
？

3
1
.
6
0

4
．
7
5

柾
目

2
5
1
1

角
材
切
断
品

d
-
6
6
-
9
9
-
c
d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
5
4
6
2
1
8

2点
接
合
。

3．
00
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物
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遺
物
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○
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付
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．
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．
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．
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ノ
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)
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物
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．
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追
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瀧
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追
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60

4
6
2
0
0

1
1

股
木

1
3
3
.
4
0

1
7
.
5
0

受
部
付
柱
材

c
-
6
6
-
l
9
-
a
c
-
6
6
-
1
9
-
b

3
9
5
2

コ
ナ
ラ

1
6
6
1
2
3
8

股
木

○ ’ ○

1
3
.
3
0

6．
90

5
3
0
0
.
0

1
1

コ
ナ
ラ

1
7
9
.
3
0

受
部
付
柱
材

d
-
6
7
-
9
1
-
b
d
-
6
7
-
8
1
-
c

5
2
2
1

1
6
6
2
2
3
8

8
.
9
0

8
5
4
0
.
0

1
1

股
木

ナ
ナ
カ
マ
ド

2
1
8
.
1
0

1
6
.
9
0

受
部
付
柱
材

8
0
0
6

c
-
6
7
-
l
l
-
b

1
6
6
3
2
3
8

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
ゥ

3
.
8

1
1

板
目

3．
83

2．
15

1．
20

板
材
木
端

c
-
6
6
-
1
9
-
b

3
9
4
9

1
6
6
4
2
3
9

1．
20

1
6
.
0

1
4

板
目

ヤ
ナ
ギ

3．
85

4．
60

板
材
木
端

5
3
2
7

d
-
6
7
-
9
1
-
b

1
6
6
5
2
3
9

1．
40

3
1
.
0

1
柾
目

7．
70

4．
80

I
板
材
木
端

モ
ミ

c
-
6
6
-
O
8
-
b

1
1
7
4

1
6
6
6
2
3
9

（
20
．
0）

1
追
柾

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ

（
9
4
0
）

2．
95

1．
90

1
板
材
木
端

c
-
6
6
-
l
9
-
b

2
4
6
8

1
6
6
7
2
3
9

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
?
ネ
ズ
コ
？

1
6
.
0

丸
木

4．
80

4．
00

2．
30

1
1

木
端

2
4
2
3

c
-
6
6
=
1
9
-
.

1
6
6
8

~

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
?
ネ
ズ
コ
9

2．
40

2
2
.
0

1
1

柾
目

4．
60

3．
80

木
婿

c
-
6
6
-
1
9
-
d

2
3
9
5

1
6
6
9
2
3
9

四 凹 恥 函 Ｓ 降 雪

6
6
.
0

1
1
/
3
割

ハ
ン
ノ
キ

5．
20

3．
05

1
木
端

1
4
.
1
0

c
-
6
6
-
0
9
-
d

1
7
9
5

1
6
7
0

半
割

ハ
ン
ノ
キ

6．
88

4．
00

9
9
.
0

1
1

6
.
1
0

角
材
木
端

d
-
6
7
-
9
1
-
b

5
2
3
8

1
6
7
1
2
3
9

9
8
.
0

柾
目

1
5
.
5
0

5．
20

2．
90

1
1

ク
マ
シ
デ

丸
木
材
切
片

c
-
6
6
-
1
9
-
a

3
7
8
8

1
6
7
2

1
1
5
.
0

丸
木

カ
バ
ノ
キ

5．
90

5
-
9
0

1
I

丸
木
材
木
端

5．
70

今 『 ⑮

c
-
6
6
-
0
9
-
d

5
9
0

1
6
7
3

2
3
9



表
V
-
9
6
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
6
8
)

《 四 つ
く 謡 一 獅 臓 片 三 ｓ 謎 鴎

図 奉
図
版

番
号

鱸
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(”
）

重
量
(9
)

備
考

丸
木
材
木
端

半
劉

1
6
7
4

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
8
3
0

ク
マ
シ
デ

8
.
6
0

2
.
3
0

1．
80

2
0
.
0

1
1

木
端

板
目

1
6
7
5
2
3
9

c
-
6
6
-
1
9
-
d

7
2
5
1

不
践

9．
90

3．
15

2，
20

3
4
.
0

1
I

丸
木
材
木
端

丸
木

1
6
7
6
2
3
9

c
-
6
7
-
O
O
-
b

8
1
8
7

カ
エ
デ

6
.
3
0

1
4
.
0
0

6．
35

3
8
4
6

1
1

丸
木
材
木
端

丸
木

サ
ク
ラ

1
6
7
7
2
3
9

c
-
6
6
-
1
8
-
c

1
5
0
5
4

10
．
15

6．
20

6
.
3
0

2
0
5
.
0

1
1

丸
木
材
木
端

丸
木

ハ
ン
ノ
キ

1
6
7
8
2
3
9

c
-
6
7
-
1
0

1
5
1
0
9

7．
30

9，
30

7
.
5
0

2
2
3
.
4

1
1

丸
木
材
木
鎧

丸
木

ナ
ナ
カ
マ
ド
?
ハ
シ
ド
イ
？

1
6
7
9
2
4
0

c
-
6
6
-
O
9
-
b

3
7
0

8．
10

6
.
7
0

6
.
7
0

6
2
.
0

1
1

厚
板
材
木
端

半
割

1
6
8
0
2
4
0

d
-
6
7
-
7
2
-
d

4
4
5
3

ハ
ン
ノ
キ

1
6
.
2
0

10
．
25

6
.
0
0

4
8
7
.
8

1
1

炭
化
材

柾
H

○ ’ ○ ’ ○ 一 ○ ’ ○ ’ ○

’ ’ 一 ○ 一 ○ ’ ○

不
要

1
6
8
1
2
4
0

c
-
6
6
-
l
9
-
a

2
4
2
7

1.
0(
）

1．
25

0．
65

0
.
3

1
1

丸
木

炭
化
材

1
6
8
2
2
4
0

c
-
6
6
-
0
9
-
d

4
8
3

ク
リ

4．
30

1．
60

1．
25

4
.
8

I
1

板
目

炭
化
材

ハ
ン
ノ
キ

瀧
付
。

1
6
8
3
2
4
0

c
-
6
6
-
0
9
-
a

2
1
8
1

3．
10

1．
60

8．
30

1
7
.
8

1
1

1
2
5
9
8
@

炭
化
材

丸
木

16
84
2
4
0

c
-
6
7
-
0
1
-
d

不
要

10
．
45

1．
77

1．
75

19
．
3

1
1

炭
化
材

丸
木

コ
ナ
ラ

1
6
8
5
2
4
0

c
-
6
7
-
l
l
-
a

1
5
3
4
1

11
．
70

3
.
6
0

1
3
.
5
5

57
．
8

1
1

炭
化
材

l/
4割

ハ
ン
ノ
キ

1
6
8
6
2
4
0

c
-
6
7
-
l
l
-
a

1
5
3
3
6

1
2
.
8
5

5．
15

3
.
0
0

10
0．
5

1
1

有
孔
環
状
竹
製
品
｝
1

環
イ
ネ
科
(サ
サ
）

16
87
2
4
0

(
1
0
.
4
5
)

2点
接
合
。

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
5
1
8
2

1．
60

1．
65

（
9~
5）

1
2

有
孔
竹
割
製
品
片

1
/
5
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

1
6
8
8
2
4
0

c
-
6
6
-
l
9
-
b

(
1
2
.
0
0
)

（
2．
60
）

（
6．
0)

2点
接
合
。

5
7
4
5

0．
87

2
1

二
股
刺
突
製
品
片

半
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
16
.8
0）

1
6
8
9
2
4
0

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
4
1
6

1．
60

O
~
8
0

(
5
.
0
)

1
1

竹
割

1/
3W
l

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
9．
45
）

(
1
.
6
0
)

（
0．
60
）

（
5．
0）

刃
物
痕
あ
り
。

1
6
9
0
2
4
0

c
-
6
6
-
l
9
-
a

1
5
3
3
3

1
1

環
状
竹
製
品
片

環
○
イ
ネ
科
(サ
サ
）

16
91
2
4
0

d
-
6
7
-
9
1
-
d

（
8．
15
）

（
8．
0）

5
8
9
4

1
3
0

1．
30

1
1

割
竹
製
品

1/
4割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

1
6
9
2
2
4
0

c
-
6
7
-
l
l
-
a

1
5
3
4
0

10
．
70

1．
70

0．
60

4
.
9

1
1

割
竹
製
品
片

l
測
割

イ
ネ
科
(サ
サ
）

（
24
.7
0）

1
6
9
3

c
-
6
6
-
2
9
-
d

2
0
9

2．
50

（
28
．
0）

0
．
8
0

1
1

樹
皮
製
容
器
片

樹
皮

○ 一 ○ ’ ○ 一 ○

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

c
-
6
6
-
2
7
-
b

（
26
.9
5）

（
26
．
6）

8点
中
5点
接
合
5点
実
測
｡2
カ
所
1組
の
樹
皮
縛
り
孔
多
数
あ
り
。

1
6
9
4
2
4
1

1
3

2．
40

9．
75

1
8

切
載
樹
皮

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
6
9
5
2
4
1

d
-
6
7
-
8
1
-
b

4
3
1
6

1
4
.
7
0

6．
20

6
.
6
0

2
2
.
0

1
1

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

お
そ
ら
く
楕
円
形
を
巻
い
た
も
の
。

1
6
9
6
2
4
1

c
-
6
6
-
2
9
-
b

5
1
3
2

3．
80

17
『
00

3．
80

7
5
.
9

1
I

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

c
-
6
6
-
O
9
-
b

2
点
中
1
点
実
測
。

1
6
9
7
2
4
1

1
5
4

1
8
.
9
0

8．
10

3．
65

1
9
7
.
5

1
2



表
V
-
9
7
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
6
9
)

図 誇
図
版

番
号

窯
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

備
考

樹
種

重
量
(9
)

筒
状
樹
皮
巻

1
6
9
8

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

2
4
1

c
-
6
7
-
3
0
-
b

1
5
2
0
8

燈
火
用
。

1
0
1
0

3．
50

3
.
1
0

4
4
.
6

1
1

刻
同
付
樹
皮
製
品

1
6
9
9

樹
皮

○
樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

2
4
1

c
-
6
6
-
1
8
-
d

1
5
0
3
5

9
4
0

2
.
0
0

0
.
9
0

3
.
0

1
1

樹
皮
製
容
器
把
手
)1

1
7
0
0

丸
木

2
4
2

d
-
6
7
-
9
1
-
a

1
5
2
3
3

コ
ナ
ラ

(
1
0
.
1
0
)

（
5．
55
）

（
2．
25
）

（
22
．
7）

1
1

樹
皮
製
容
器
把
手
片

1
7
0
1

丸
木

2
4
2

c
-
6
6
-
1
9
-
b

3
8
8
8

カ
エ
デ

(
1
2
.
3
0
)

(
2
1
3
)

(
2
.
3
0
)

（
30
．
1

)
1

1

樹
皮
製
容
器
把
手
片

1
7
0
2

丸
木

2
4
2

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
5
0
4
8

ニ
シ
キ
ギ

(
1
6
.
1
5
)

(
6
.
0
0
)

(
2
.
2
0
)

（
44
．
3）

1
1

樹
皮
製
容
器
片

1
7
0
3

d
-
6
6
-
9
9
-
c

樹
皮

○ ’ ○ ○ ’ ○ ’ ○ ’ ○ ○ 一 ○ ○ 一 ○ ’ ○ ○ 一 ○ ’ ○ ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

（
7.
90
）

（
47
．
8）

3点
接
合
(軸
片
2点
含
む
)｡
口
縁
部
軸
片
人
〔
，

2
4
2

1
5
4
4
4

（
9.
70
）

(
2
5
0
)

3
牙 上

樹
皮
製
品

1
7
0
4

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

2
4
2

c
-
6
7
-
l
O

1
5
1
0
8

10
．
50

7．
80

2
1
.
0

1．
40

1
I

礫
包
樹
皮

1
7
0
5

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

2点
中
1点
が
礫
｡1
町
端
部
縛
痕
あ
り
。

2
4
2

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
2
9
4

1
1
.
1
0

4．
20

2．
80

7
5
.
7

1
2

切
紋
樹
皮

1
7
0
6

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

小
孔
あ
り
。

2
4
2

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
8
0
8

1
4
．
2
0

5.
9(
）

0
2
0

9
.
6

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

1
7
0
7

樹
皮

結
束
式
。

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
8
2
5

2．
45

l
~
3
0

0
.
6

1．
40

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
0
8

樹
皮

樹
皮

結
束
式
｡
片
方
の
賭
に
加
工
あ
り
。

2
4
3

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
3
8
6

2．
80

1．
85

1．
40

1
.
5

1
I

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
0
9

樹
皮

樹
皮

結
束
式
｡

c
-
6
6
-
1
9
-
d

7
2
5
8

4．
70

2
.
8
0

1．
30

3
.
2

1
I

判
啼
状
樹
皮
巻

樹
皮

1
7
1
0
2
4
3

c
-
6
6
-
O
9
-
b

樹
皮

結
束
式
。

1
5
0
2
8

3．
26

2
．
7
3

1．
20

2
.
8

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
1
1

樹
皮

樹
皮

結
束
式
。

c
-
6
6
-
l
9
-
a

2
7
8
3

2．
90

2．
60

1
.
3
0

1，
6

1
I

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
1
2

樹
皮

樹
皮

結
束
式
。

2
4
3

c
-
6
6
-
2
7

1
5
3
5
0

2．
87

2．
47

0
9
5

1
.
6

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
1
3

c
-
6
6
-
l
8
-
b

樹
皮

樹
皮

結
束
式
c

1
8
2
4

3．
40

3
.
4

3．
10

2．
00

I
1

細
帯
状
樹
皮
港

1
7
1
4

樹
皮

樹
皮

結
束
式
。

2
4
3

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
4
4
1

3
.
0
0

3．
90

1．
90

5
,
4

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
1
5

樹
皮

樹
皮

結
束
式
。

2
4
3

c
-
6
6
-
l
8
-
d

2
9
0
9

4．
09

3．
40

1．
25

4
.
3

1
I

細
帯
状
樹
皮
を

1
7
1
6
2
4
3

樹
皮

樹
皮

結
束
式
。

c
-
6
6
-
l
9
-
d

3
8
2
5

4．
10

4．
30

1．
42

5
.
7

I
I

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
1
7

樹
皮

樹
皮

結
束
式
。

2
4
3

c
-
6
7
-
I
O
-
c

1
5
3
2
1

3．
60

3．
30

1．
00

2
.
3

1
1

紺
I帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

結
束
式
。

1
7
1
8
2
4
3

d
-
6
6
=
9
9
-
.

2
2
8
0

3．
84

2．
97

1．
59

6
.
1

四 瞳 恥 壷 ｓ 睦 言

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
1
9
2
4
3

c
-
6
6
-
2
7

1
5
0
0
7

結
束
式
｡桁
円
材
固
定
？

3．
60

3
.
0
0

1，
02

2
.
8

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
2
0
2
4
3

樹
皮

樹
皮

結
束
式
｡桁
円
材
固
定
？

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1
5
3
7
5

3．
86

3．
00

1．
08

3
.
6

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
2
1

樹
皮

樹
皮

結
束
式
｡桁
円
材
固
定
？

2
4
3

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
2
7
1

4．
06

3．
65

1
4
0

5
.
4

1
1

あ
Ⅱ



表
V
-
9
8
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
7
0
)

ト ー の 画

く 識 つ 調 は 什 圃 ｓ 謎 鴎

図 誇
図
版

番
号

焼 痕 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

樹 皮 一 ○ ’ ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○ ’ ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○

個 体
破 片

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
d
n
)

重
量
(9
)

備
考

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
2
2

c
-
6
6
-
0
8
-
c

樹
皮

樹
皮

1
1
3
4

3．
50

2
9
0

1．
30

結
束
式
。

4
.
0

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
2
3
2
4
3

樹
皮

樹
皮

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
3
6
7

3．
80

3．
10

結
束
式
，

1．
60

4
.
0

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
2
4
2
4
3

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
3
8
0

4．
50

4．
40

結
束
式
。

1．
35

4
.
7

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
2
5
2
4
3

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
4
8
1

4．
20

4
.
0
0

結
束
式
。

1．
13

4
.
6

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
2
6

樹
皮

樹
皮

2
4
3

c
-
6
6
-
0
9
-
c

1
9
2

4．
60

3．
93

結
束
式
。

1．
58

7
.
1

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
2
7
2
4
3

c
-
6
7
-
l
O
-
c

1
5
3
5
6

5．
10

結
束
式
。

3．
66

1．
52

6
.
2

1
］

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
2
8
2
4
3

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
2
5
3

4．
85

4．
85

結
束
式
。

1．
30

5
.
0

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
2
9
2
4
3

樹
皮

樹
皮

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
3
3
5

5．
90

3．
47

結
束
式
｡楕
円
材
固
定
？

1．
30

7
.
7

1
］

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
3
0
2
4
3

c
-
6
6
-
1
8
-
d

5
3
1

5．
08

3
.
4
8

結
束
式
。

1．
95

7
,
0

1
］

細
帯
状
樹
皮
巻

20
5

1樹
皮

樹
皮
(サ
ク
ラ
）

1
7
3
1
2
4
3

c
-
6
6
-
1
7
-
c

3．
80

結
束
式
。

4．
10

1．
90

1
0
.
0

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
3
2
2
4
3

樹
皮

樹
皮

c
-
6
6
-
l
9
-
a

3
7
6
0

4．
60

5．
42

結
束
式
。

1．
78

8
.
1

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
3
3

樹
皮

樹
皮

2
4
3

c
=
6
7
-
1
0
-
b

1
5
3
0
8

5．
50

5．
13

結
束
式
。

2．
40

7
.
4

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
3
4
2
4
3

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
4
6
4

6
.
6
0

結
束
式
。

4．
15

1．
50

8
.
8

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
3
5
2
4
3

樹
皮

樹
皮

d
-
6
6
-
9
9
-
b

2
2
8
2

6
.
3
0

5
.
5
0

結
束
式
。

1．
43

7
.
7

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
3
6

c
-
6
6
-
0
9
-
a

1
9
3
8

5
.
2
0

8
.
9
0

結
束
式
。

2．
00

1
5
.
1

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
3
7
2
4
3

c
-
6
6
-
l
8
-
b

1
8
2
6

2
.
4
0

結
束
式
。

4．
70

1．
65

6
.
1

1
1

細
帯
状
樹
皮
港

樹
皮

樹
皮

1
7
3
8
2
4
3

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
4
4
6

結
束
式
。

4
．
1
0

3．
80

1．
80

6
.
4

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
3
9

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
4
3
5

4．
70

4．
30

結
束
式
。

1．
70

8
.
5

1
I

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
4
0
2
4
3

c
-
6
6
-
l
8
-
c

1
8
6
4

6
.
2
0

結
束
式
。

3
.
8
0

1．
40

3
.
3

1
I

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
4
1
2
4
3

c
-
6
6
-
1
9
-
d

4
7
2
1

結
束
式
。

4．
10

3．
90

2．
25

8
.
6

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
4
2

c
-
6
6
-
1
9
-
3

4
7
4
9

3
.
7
5

4
8
2

銅 一 搾 一 》 ｜ 櫓

2．
50

1
1
.
0

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
4
3
2
4
3

c
-
6
6
-
1
9
-
a

4
7
2
2

6．
10

4．
40

1．
90

9
.
6

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

1
7
4
4

c
-
6
6
-
1
9
-
d

樹
皮

樹
皮

1
5
0
9
0

3．
78

4．
54

l
~
6
5

11
．
1

1
1

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
7
4
5

c
-
6
7
-
1
0
-
d

6
7
6
8

7．
58

4．
50

1．
70

8
.
0

1
1

~
~



表
V
-
9
9
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
7
1
)

焼 痕 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

樹 皮 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ ’ ○ ’ ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○

個 体 － １

破 片 － １

図 誇
図
版

番
号

備
考

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

木
取
り

結
束
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

c
-
6
6
-
l
9
-
b

4．
20

4．
90

1．
90

10
．
3

1
7
4
6

4
6
5
7

結
束
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

c
-
6
6
-
l
7
-
b

2
.
7
0

2．
20

6
.
3
１ ｌ １ ｌ １ ｌ ４ ｌ １ － １ ｌ １ ｌ ２ ｌ ３ ｌ Ｉ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ － ２ ｌ １ ｌ ２ ｌ ２ ｌ ２ ｌ １ － １ ｌ １ ｌ １ ’ １

１ － １ － １ － １ － １ － １ － １ － １ － １ － １ ｌ １ － １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － １ － １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － １ ｌ １

17
11
7

2
4
3

1
1
3

3．
50

結
束
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

2
4
3

c
-
6
6
-
l
7
-
b

2
0
6

3．
74

4．
50

2
.
0
0

5
.
4

1
7
4
8

結
束
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
.
9
0

2．
20

2
.
8

1
7
4
9
2
4
3

c
-
6
6
-
l
9
-
d

2
4
1
5

4．
40

4
点
接
合
｡
頭
部
差
込
式
｡
小
刀
用
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
5
2
9
5

1．
96

0．
93

2
.
6

1
7
5
0
2
4
4

c
-
6
6
-
l
8
-
c

3．
05

頭
部
抑
入
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

2
4
4

c
-
6
6
-
O
9

1
5
1
5
8

3
.
2
0

2．
53

0．
60

0
.
6

1
7
5
1

頭
部
挿
入
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

d
-
6
7
-
9
1
-
c

4．
30

2
.
1
3

0．
82

0
.
9

1
7
5
2
2
4
4

1
5
4
4
8

頭
部
挿
入
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

d
-
6
7
-
9
1
-
d

4．
63

2．
33

0．
75

1
.
6

1
7
5
3
2
4
4

1
5
2
3
6

2点
接
合
｡頭
部
仰
入
式
。

帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

1
6
8

2
.
5

1
7
5
4
2
4
4

c
-
6
7
-
l
O
-
b

1
5
3
8
0

5．
60

4
．
1
0

3点
接
合
｡頭
部
挿
入
式
。

細
帯
状
樹
皮
港

樹
皮

樹
皮

（
9．
80
）

(
1
.
6
)

1．
40

1．
43

1
7
5
5
2
4
4

c
-
6
7
-
l
O
-
d

1
5
3
8
8

頭
部
挿
入
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

0．
90

1．
20

1
.
5

1
7
5
6
2
4
4

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
9
9
7

5．
75

釘
打
込
式
。

樹
皮

樹
皮

細
帯
状
樹
皮
巻

1．
65

1．
72

1
.
6

1
7
5
7
2
4
4

c
-
6
7
-
l
O
-
d

1
5
3
8
9

2
.
0
0

2点
接
合
｡釘
打
込
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

3
.
8
0

2．
50

0．
90

1
.
2

1
7
5
8
2
4
4

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
5
2
9
0

頭
部
挿
入
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

3
.
3
0

1
.
9

1
7
5
9
2
4
4

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
5
4
8

4．
43

1．
20

2点
接
合
｡釘
打
込
式
。

樹
皮

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

0
.
5
4

1
.
2

1
7
6
0
2
4
4

c
=
6
6
-
2
9
-
3

1
5
4
6
3

4．
50

5．
02

釘
打
込
式
｡釘
孔
3カ
所
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

6
.
6
0

3
.
9
8

1．
20

4
.
6

1
7
6
1
2
4
4

c
-
6
7
-
l
O

1
5
3
0
5

2点
接
合
｡釘
打
込
式
。

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮

5
.
2
0

0．
83

2
.
3

1
7
6
2
2
4
4

c
-
6
7
-
l
O
-
c

1
5
3
2
2

4．
90

2点
中
1点
実
測
｡釘
打
込
式
。

樹
皮

（
4~
1）

細
帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

1
7
6
3
2
4
4

c
-
6
6
-
l
9
-
d

1
5
4
3
7

9．
30

8．
70

1．
90

樹
皮

樹
皮

（
2‘
3）

細
帯
状
樹
皮

（
1
2
.
6
0
)

5
.
7
0

2．
60

1
7
6
4
2
4
4

d
-
6
6
-
9
9
-
c

2
0
5
0

樹
皮

樹
皮

極
細
帯
状
樹
皮
巻

0．
60

0．
7

1
7
6
5
2
4
4

c
-
6
6
-
O
9
-
a

1
5
2
8
8

1．
60

1．
90

樹
皮

樹
皮

極
細
帯
状
樹
皮
巻

0．
5

1
7
6
6
2
4
4

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
2
9
3

1．
70

2．
60

0．
50

寧 凹 叫 函 Ｓ 降 雪

結
束
式
。

帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

c
-
6
6
-
l
9
-
b

4
7
7
4

3．
10

3
.
4
4

2
.
0
0

5
.
6

1
7
6
7
2
4
5

帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
7
6
8
2
4
5

d
-
6
6
-
9
9
-
d

2
4
9
8

2．
90

2．
20

2
.
1
0

4．
1

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
7
6
9
2
4
5

c
-
6
7
-
O
2
-
d

3
3
3
6

4
.
1
0

3
.
3
0

2．
92

1
5
.
2

』 画 函



↑ 申 』
表
V
-
1
0
0
0
B
層
掲
載
木
製
品
(
7
2
)

く 職 ・ 狛 臓 Ｈ 瀬 ｅ 證 醐

図
版

番
号

図 需
焼 痕 一 ○ 一 一 一 一 一 一

樹 皮 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ ’ ○ 一 ○ 一 ○

個 体
破 片

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

備
考

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
7
7
0
2
4
5

c
-
6
6
-
l
8
-
b

2
0
9
7

4．
30

2
.
8
0

2
.
8
0

燈
火
用
。

2
0
.
0

1
1

帯
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
7
7
1
2
4
5

c
-
6
6
-
2
8
-
c

1
5
0
5
9

6．
37

3
.
9
0

頭
部
差
込
式
？

2．
80

11
．
3

1
1

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
7
7
2
2
4
5

c
-
6
6
-
1
9
-
a

1
5
0
8
1

5．
50

3
.
7
0

燈
火
用
。

2．
20

1
6
.
2

1
1

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

1
7
7
3
2
4
5

c
-
6
6
-
0
9
-
b

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
5
2
8
9

4．
50

燈
火
用
。

3
.
1
0

1．
40

‘
i､
0

1
1

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
7
7
4
2
4
5

c
-
6
6
-
2
9
-
a

1
2
6
4

9．
68

4
.
7
0

2．
65

燈
火
用
。

4
0
.
5

1
1

筒
状
樹
皮
巻

樹
皮

樹
皮
(カ
バ
ノ
キ
）

1
7
7
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l 調査結果の概要

Ⅵ重機（クラムシェル）調査
1 調査結果の概要

クラムシェル調査における陶磁器の分布は平成3年度調査区に接する部分に多い。擦文土器は2回

目採取地区に多い。砥石・礫なども擦文土器と同じ傾向をもっている。 2回目採取地区は低湿部東端

の地点に当たるが遺物の分布は濃いようである。この地点から尾根裾をまわって下流側へ約100m行

くと平成元年調査区に到達する。 （田口・鈴木）

2遣物

（1）陶磁器・土器類（図Ⅵ－1～4 ．7，表Ⅵ－1、図版250、カラー図版12-4)

14は珠洲播鉢で吉岡編年V新（15世紀中）である。口縁部には3カ所の打ち欠きがみられる。おそ

らくは4カ所にあったと思われる。底部は磨滅により薄くなっていた。昭和56年度調査の破片（26点）

と平成元年調査の破片（3点）と平成4年クラムシェル調査の破片（3点）とが接合した。昭和56年

度出土地点と平成元年出土地点は約32m、平成元年出土地点と平成4年出土地点は約36m離れている。

地点が離れて接合することは、一地点で機能が消失して、使用停止後埋没したのではなく、転用の

場があったということである。u縁部の打ち欠きは吊り下げるための掛り(荷造りの縄掛りと言う説

もある)と考えられ転用後の用途としては容器・鍋(外面に煤は付着していなかったが)が考えられる。

15は中国製青磁碗で上田分類E類（14世紀後半～15世紀前半）である。約4m離れて接合した。こ

の付近で機能が消失し埋没したものであろう。珠洲播鉢も同じ地点である。また、約10m離れた地点

(c-67-30-c)から茶笑が出土している。

16は伊万里染付碗（17世紀前半）である。約2.5m離れて接合した。この付近で機能が消失し埋没

したものであろう。

17は伊万里染付碗で、藍色を呈する発色のよい呉須で口縁部外面に2本線と「樹木文？」、年代は

17世紀後半？。 18は染付小碗で、釉は気泡がなく、そのため器表に小孔がない。藍色を呈する発色の

極めてよい呉須で外面に「樹木と竹文？｣、年代は不明。

（2）石器・石製品（図Ⅵ－4．7、表Ⅵ－1、図版250）

33は両主面を使用する。34は2側縁に両面から打ち欠きが施される。35は3面を使用する。36は礫

の原形を保つ。両七面を使用する｡37は棒状の礫の片側面を使用する｡ (鈴木信）

（3）ガラス製品（図Ⅵ－5，表Ⅵ－2、図版250)

ガラス玉（13．14） ： 13は側面観が長円形となる丸平玉のビーズ玉である。やや光沢のある青みが

かった緑色である。 14の表面は一部風化しており光沢が無く、 II!央部が帯状にわずかに括れる管土状

のビーズ玉である。平成3年度のA'地区との境界から出土した。 （田口尚）

（4）金属製品（図Ⅵ－6．8、表Ⅵ－3， 1叉|版251-1、カラー図版13-1)

金属製品は、 、12成3年度のA'地区との境界から出士するものが多い。

鉄鍋片（187. 188） ：いずれも胴部の小破片である。錆等の腐食が著しく、鉄分が癖脱しており結

晶状にひび割れている。

平カスガイ片（189.190） ： 189はやや細長い形態であり、先端のわずかに欠損した脚部が「ハ」の

字に開いている｡ 190の断血iは肉厚であり、上面観は側縁部のつぶれによりわずかに内湾している。

左側は脚部の先端を欠損しており、右側は胴部から欠損している。火打金に転用された可能性もある。
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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表Ⅵ－1 重機調査掲載遺物一覧

’点数 備 考

b-63-08.d,c-6674-d,
c-67-50-c

IW器濡鉢 珠洲口径約40.5Cm器高約18.2cm14 32

青磁腕

染付腕

染付碗

旧
一
個
一
、

口径1l.4cm器高6.8cm

口径9,4cH1 器高6.4cII

中国製

伊万里

伊万里

c-67-50-c,c-67-51-c

c-66-50-a,c-67-40-a

c-66-49-c

へ
〃
ん
一
勺
、
）
’
１
１

染付小碗
■｡｡■巳■ー÷旬毎･由一一一令也

くぼみ石
一

冊
一
羽

不明
ロヰロロ■＝q■1■＝凸ロロ■○戸一コ‐■＝‐1■壷1■＝1■●ロロ‐‐I■－－■‐＝＝｡q■■‐口ロー■■Ⅱ■1■1■1■ロロロロロ｡■'■’■｡■I■ー｡■一面‐÷■・‐＝■1■｡■ロロ■‐●‐●■I■■■己年○口‐ロ凸■ロー早口‐つ卓

片麻岩長さ10.80cm､幅8.75cm,厚さ3.76cm､重さ535.09

d-67-83-d
一 一一やｰ画一缶①■－凸■

c-97-50-c

2
■-句・■‐q■ぬ毎回

1

＝一－一ｰ垂● ｡■■凸

剛
一
脈
厩

艸
一
箔
一
％

砂岩 長さ9.30cm, IIW8.43cH1,厚さ2.42cm､重さ268.9g
凝灰岩長さ9.64cnl,順6.62cm,厚さl .96cm､重さ147.49

c-66-49-c

d-67-84-d

d-67-83-b 2 凝灰岩長さ8.67cm､幅8.01cM,厚さ3.01cm,重さ266.8g
凝灰岩長さ18.70cm､ IIW494cm､厚さ1.92cm､重さ188.0937 1 砥石 d-67-64-c
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査

弧状角棒片（191） ：断面が方形で、両端部を欠損した湾曲す

る棒状の製品である。左右から叩いて整形した痕跡があり、上

部の断面がやや長方形となっている。魚突鉤錨（マレク）ある

いは魚引掛鈎（アブ）の破損品の可能性がある。

銅製指輪（192） ：細い銅板を環状に加工した指輪あるいは指

貫と考えられる。表には細かな刻みの付けられた巴文風の文様

が左右に彫金され、銅板の縁にそって細い線刻と短刻で輪郭を

－，-○＠
13

0

⑪

雷-雷雷
。 14

~

１
１０

０
－

2cm

』

図Ⅵ－5 ガラス製品

表Ⅵ－2重機調査掲載ガラス製品

図番号 図版番号 遺物名称 発掘区 遺物番号 遺構名 長さX幅X厚さ(cm) 重量(9) 個数 破数 備考

ガラス玉13 250 c-67-51-d 6015 0.40 緑色｡ビーズ玉｡材質分析中。0.38 0.28 0~1 1 1

ガラス玉14 250 c-66-49-c 7190 0.39 緑色｡ビーズ玉｡材質分析中。0.38 0.55 0.1 1 1

表Ⅵ－3重機調査掲載金属製品
図
窪

図版
番号

週物
番号

破
数

個
数

保存
処理

週物名称 分類･部位 発握区 適構名 長さ×幅×厚さ(c､） 重量(9) 材質 備考
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査

囲っている。裏面の一端は細長く加｣ﾆされ、挿入が容易となるように弾性をもたせるようにエ夫して

いる。

銅板片（193. 194） ： 193はやや厚い板状であり、腐食が苦しい。 194は薄い凸に湾曲したものであ

り、刀子や小刀の柄等に像嵌する飾り板であろうか。

環状銅板片（195） ：薄いドーナツ形の板が欠損したものである。

鉄板片（196） ：極薄い板状のものである。

弾丸（197） ：径067mmの弾丸である。在留アメリカ軍が演習ll寺に使用したものであろうか。

元豊通宝（198） ：築書体鋳る。北米1078年初鋳。 （田口尚）
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図Ⅵ－8重機調査の金属製品分布図
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2遺物

（5）木製品・樹皮製品・繊維製品（図Ⅵ－9～75,表Ⅵ－4～18、図版252～301、カラー図版11)

クラムシェル調査の木製品分布（付図1～20)は、H地区（図Ⅱ－2)中央部のc-67-03．04、

c-67-83．84、 c-67-93．94等に集中する。遺物はIB～OB層を含む土壌から採取されたもの

であることから、出土層位を人力調査と直接比較できないが、遺跡が南東の斜面下に沿って広がって

いたことは分布図からも明らかである。製品では擢、車擢受台部等の舟部材、回岻式離頭錨、魚突鉤

鐇等の漁携貝がここから多数出土している。この付近は本遺跡の中でも平坦な部分が多く、漁携に伴

う作業場やOB層で発見された舟着場よりも古い段階のものが存在していた叫能性もある。

交通具

舟部材（1794～1857）

舳（艫） （1794～1796） ：すべて丸木舟の舳を舟底の立上り部分で切断したものである。いずれも腐

朽・摩耗が著しい｡ 1794は両舷側を欠損しており、舳先端は角形の庇状に張り出している。舳先上面

と舟内部との境目は舷側と同じ高さで凸状に盛り上がっている。水が内部に侵入するのを防ぐ構造と

考えられる。舳先端にはそれぞれ48×38cm、3.6×3.0cmの角孔が穿たれている。樹心が僅かに舟底

よりとなるように幟木取りされている。樹極はオニグルミ属である。 1795は右舷側板の立上りが僅か

に残っており、舳先端は角形の庇状に張り出すが1794よりも短い。舳先上面の凸状の盛り上がりはな

い。舳先端には2カ所に角孔が存在したと推定されるが、破損により2.8×1.9cm程の角孔しか残存し

ない。樹種はヤナギ属である。 1794. 1795の角孔は肪綱などを通すための孔、または木幣（イナウ）

を挿すための孔であろう。 1796は舳先端の庇状の張り出しが短い。前2点に比べて上面の平坦部の幅

が広く、舟体が厚い構造となっている。木n面の年輪が乱れていることから、枝別れ部か根（元）に

近い部分と考えられる。舳先ではなく艫の可能性がある。

舟部材（1798～1804） ：舟部材の可能性のあるものを取りまとめた。 1798は['1央に溝状の快りがあ

り、両側端に向かって細く加工されている。 1799は上部の立ち上がる舳先状の割物である。舳先等を

転用して今I物容器やコネ鉢としたのであろうか｡ 1800は上部に大孔が穿たれたものであり、孔の周縁

は摩耗している。綱などが通されていたのであろう。 1801は1 ' 1央部に斜めの大孔が穿たれた厚板材で

ある。右端には満状の挟りがある。和舟等のトコ（床）部であろうか｡ 1802は半割材の先端部を斜め

に削りだし、 ド側に凹みが残存する。 1803の角材には角形の挾りがある｡ 1804は下端部の欠損した半

割材で、上Ihiに角形の大小の凹みが2カ所ある。上部端に向かって薄く加工されている。

板綴舟舷側板（1797. 1805～1807) : 1797は舟底部の丸木舟の右舷側板であり、舳先に近い部分で

ある。角孔痕が認められる｡ 1805は厚板材の水平位置に角孔が2カ所、右垂直方向に角孔が2カ所認

められる。 1806は4カ所の角孔が確認できる｡ 1807は大型の板材であり、 上部の角孔は水平に等間隔

に並んでいる。孔には縄や樹皮などの結束による潰れや摩耗が認められる。

車權受台部(1808～1829) 1808～1815は枝利用式である。 1808の片側は屈曲しており、挾りが2

カ所にある。 1811の軸部は左側に寄っている。 1812.1813は一方の挟り部を欠損している。 1812の裏

側平旧而の削りは挾り部付近のみであるo 1809． 1814･ 1815は表裏を面取りし、角形の断面となって

いる。 1814. 1815は両端の挟り部を欠損している｡ 1816～1822は角孔が穿たれた角岫差込式である。

1816の右側には切断過程の切痕が見られ、 ’|'央部が炭化している｡ 1817． 1819･ 1821は両端部を破損

している。 1818は快り部が切断され、角孔部から片側一方を破損している。 1820. 1822は角孔部から

破損している。 1823は丸軸差込式であり、丸孔から破損している。 1824～1829は挾り部側の破片であ

る｡ 1828･ 1829の挟り部は破損している｡ 1824～1836は車擢受台部の挟り部破片である。
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査

車擢受台部。軸（1830～1838) : 1830～1835･ 1837は角軸差込式の角軸部である｡ 1836は丸軸差込

式の丸軸部である。いずれも頭部直下が車擢の回転運動により、摩耗し僅かに括れている。 1831 .

1832は角形の貫孔が穿たれている。 1831は軸を破損している｡ 1832は貫孔から上部を欠損している。

1833.1834は頭部に模を打ち込んだものである。 1833には模が残存している。 1834は模の痕跡が残り、

縦に割裂けている。 1837は加工がやや粗く、頭部を両面から削り出して箆状としており、土掘棒の可

能性もある。 1838は頭部を欠損した軸部のみの破片である。

舟用具（1839～1857）

車擢(1839～1846） ： 1839には大小の軸孔が2カ所に穿たれている。これまでの2孔式とは異なり、

上部の軸孔が摩耗により拡大して不安定となったために、新たな軸孔を設けた可能性がある。全体は

軸孔周辺で緩やかに膨らみ、上部軸孔部が最大幅となっている。水掻部は柾目、軸柄（部）では板目

に木取りされているo 1840～1843. 1845は柄部片である。 1840. 1841には軸孔部が認められる｡ 1844･

1846は水掻部片である。 1846の断面形は凸レンズ状であり、背合わせの二重半円が彫刻されている。

1845. 1846は同一個体の可能性がある。

早權(1847～1854. 1856） ： 1847. 1848は早擢片である｡ 1847の肩部は水掻部に向かって緩やかに幅

を増し、水掻部の先端が尖る形態である｡ 1848は肩部のやや張り出す形態である。 1849･ 1850は肩部

片である。 1849の柄部は腐朽・摩耗のために細く尖っている。肩部は張り出している。 1850の肩部は

明確ではなく、水掻部に向かって緩やかに幅を増す。 1851～1854は水掻部片である。 1851は水掻部の

幅が先端まで同幅で、先端が丸い凸形である｡ 1852は先端方向にすぼまり、先端部の幅が狭い｡ 1853

は先端が尖った切断品である｡ 1854･ 1856は柄（軸）部片である。 1854は上部側の断面が角形であり、

水掻部側が切断されたものと考えられる。 1856は下方の水掻部に向かって僅かに幅広となる。

舟棹（1855） ：河床に突き立てたときの摩耗や潰れと考えられる痕跡が上端部に認められる。

あか汲み(1857） ：僅かに湾曲したチリトリ形のものであり、左側板のみが残存するものである。

上部の器厚が厚く、一木造りのものであろう。

漁携具（1858～1896）

回転式離頭話中柄部（1858～1881） ：回転式離頭鐇中柄部は1本式（1858～1872）と2本組式（1873

～1881）に分けられる。いずれも基部に柄（棹）部と接合するための平坦面が作出され、樹皮や紐で

結び留めるための帯状の扶りや短刻列等が作出されている｡ 1858･ 1863は紐等を巻留めて棹部と固定

するため短刻が刻まれたものである｡ 1859には紐を巻留める帯状の挾りが2カ所ある。回転式離頭鐇

中柄部の尖端部には離頭鈷先を挿入した潰れや摩耗の痕跡を残すもの（1860.1863.1864. 1867．18

71 ． 1877)、使用によって尖端部が折損したと考えられるもの（1858． 1861 ． 1863． 1865． 1866）が

ある。いずれも実用品として鐇先を装着して、漁猟に使用した痕跡である｡ 1867～1871は基部を欠損

している。 1872． 1877． 1878～1881は尖端部を欠損した基部破片である。

回転式離頭話指掛部（1882） ；内部は髄を割り抜いて円錐台形の空洞となっている。上部は帯状に

高く削りだされ、樹皮などが巻締められた痕跡がある。

回転式離頭話中柄部ミニチュア（1883.1884） ：いずれも柄と固定するための挟り部をもち、両端

部が細長いことからミニチュアとした。衣服のボタン、袋物などの紐留めの可能性もある。

魚突鉤鐇台部（1885～1893. 1895. 1896） ：出土した魚突鉤鐇台部は小型でやや細いものが多い｡

サケ以外のやや小型魚の捕獲に使用したものであろう。 1885はほぼ完形のミニチュアである。棹（柄）
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2遺物

と固定する溝と紐孔等の細部まで作出されている｡ 1886の石突部は使用による摩耗が認められ、基部

先端が斜めに削られている。 1887は基部を欠損した未製品である。石突部は凸形に削りだされ、鉄鉤

溝まで作出しているが、溝上端部の孔がない。 1888は溝から石突部までを欠損している。基部には平

坦面が作出されず、下端部が矢などの茎部の様に細く削りだされている。中空の柄に挿入して使用し

たものであろうか。 1889は溝の上部に孔を穿つだけで完成する未製品である｡ 1890は紐孔を穿つだけ

で完成する未製品である。半談した材を削り過ぎた強度的な欠陥から遺棄された可能性があるo 1891

は拡大図のとおり、溝部分の作成過程の未製品である。裏面にはイトクパが刻まれている。棒状の丸

材製品を転用したものである。 1895. 1896は魚突鉤鐇台基部とした｡ 1895は数段の挟りと縛り留めた

樹皮の痕跡が顕著である｡ 1896には挟りと平坦面の作出がある。

魚突鉤話棹（柄） （1892.1893） ： 1892はコナラ属の丸木材の先端に魚突鉤鐇台部を装着するための

挟り部とやや平坦な面を作出している。中央部は折れ、下端部は丸く切断されている。 1893は1892と

同様の材であり、一段細く削られた下端部から割裂けている。図面上の木取りは検証の結果、丸木取

りであった。

回転式離頭話中柄または魚突鉤話台基部片（1894） ：柄（棹）に装着するための帯状の挟り部と裏

面に平坦面が作出されている。回転式離頭鐇中柄の場合では1本式の基部と考えられる。

狩猟具（1897～1913）

矢中柄・矢（鑑）部（1897～1905） ： 1897は交差する上下二段の返しが付けられた矢（雛）片であ

る。鐇先片の可能性もある。 1898～1990は矢中柄部である。 1898.1900は上下方向に細く尖り、基

(茎）部は明瞭ではない。 1899の上部にはイトクパ状の短刻が廻っている。 1900は下方に基部（茎）の

削りだしが認められる｡ 1901の断面は角形で、上端部が平坦に加工されている。烏用？あるいは子供

の練習用？であろうか。 1902は円錐形の先端部であり、側縁の平坦面に「N」字状のイトクパが刻ま

れている。烏用？であろうか。 1903の先端部は鋭く加工されており、その断面は菱形である。両側縁

にはかえし状の挾りがある。基部は明瞭ではない。 1904は粗く鋭く削られた円錐形の尖端部であり、

両側縁にかえし状の挟りがある。基部は明瞭ではない｡ 1897･ 1903｡ 1904はかえしの付けられる構造

から、漁携に使用されたものであろうか｡ 1905の尖端部は突起状となっており、先端部から下端部に

向かって徐々に細くなる。他に比べ細長く、基部は明瞭ではない。表面の傷や腐朽が著しい。

矢柄部（1906.1907) :いずれも両端部を欠損している。極細いサクラ樹皮が巻留められているこ

とから、矢羽根が付けられていた可能性がある◎材質は2点ともモミ属であり、形態が酷似すること

から同一個体の可能性がある。

矢筈部（1908. 1909） ： 1908は弦掛け部分が「U」字状に挟られた矢筈部片である｡ 1909は大型矢

筈部片である。挟り部先端が欠損し、切断されている部分に摩耗痕がある。太い矢柄状のものに挿入

して使用したのであろうか。

弓(1910) :上端部に弓筈状の挟りがあり、中央部が隆起して一段太く削られている。樹種がカエ

デ属であることから別の製品の可能性もある。

矢筒翼部（1911 . 1912） ： 1911は上下端部を欠損し、炭化している。矢筒と縛り止める孔の痕跡が

認められる。中央部側縁には挟りがあるo 1912は波状に加工されており、上下端を欠損している。

挟付Y字状製品(1913) : ｢Y」字状の両端部に扶りがあり、仕掛弓台などを固定したのであろう

か。
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VI重機（クラムシェル）調査

切裁具（1914～1926）

小刀柄（1914. 1915.1917. 1919～1922） ：直線的な柄となるもの（1914° 1915. 1919） と柄頭が

湾曲するもの（1920.1921. 1922）がある。 1914の断面は楕円形で、並行な直線列と鎖状の彫刻が全

面に施されている。柄頭には縦方向に紐通し用の孔が貫通している。 1915の断面は長方形で、小縁か

ら刃方にかけて滑り止め用の段状の挟りが6連付けられている。 1917は細長い柄で、柄頭が斜めに切

り出されている。 1918は山刀柄の柄頭の突起部であろうか。 1919は2枚の柄板を柄頭部で結束固定し

たものであろうか。 1920の断面は楕円形で、柄頭側は握り固定のために挾りを入れ、曲線的となって

いる。表面には線刻が並行に廻り、それを繋ぐように茎挿入用のスリットが刻まれている。ここに樹

皮などが巻かれていた可能性があり、他と色調が異なっている。 1921は柄縁に挾りがあり、茎挿入用

のスリットが刻まれている。柄頭は角形に加工され、紐孔が貫通している。 1922は未製品であり、小

口側が箆状に削りだされ、柄頭は湾曲している。

刀（1916） ：断面は楕円形で柄頭がやや大きく丸形に加工されている。柄縁には樹皮の巻かれた痕

跡があり、目釘が残存している。山刀柄の可能性もある。

山刀（1918） ：山刀柄の柄頭下部に付けられる突起部であろうか。

山刀鞘（1923～1925） ；腐朽・摩耗が著しいが、二枚合わせの木製鞘片と考えられる。樹皮を縫う

ように固定した帯状の溝と角孔が認められる。

小刀樹皮製鞘（1926） ：突起部を付けたシラカバ樹皮を重ねて、折りたたんで縫合する構造である。

孔は13カ所確認でき、鞘口側は炭化している。

口
採集具（1927° 1928）

土掘棒（1927. 1928） ：いずれの先端部にも潰れや摩耗が認められる。 1927は上部の切断された角

材の先端部を表裏から箆状に粗く削っている。 1928は楕円材の先端部を箆状に粗く削っている。

工具（1929～1939）

縦槌（1929～1937） ：枝利用式（1929～1934)、柄孔式（1936～1937）があり、柄孔式に似るが、角

孔が貫通していない柄差込式（1935）もある。枝利用式は頭部に対して柄が斜めのもの（1929～1932.

1934）と垂直なもの（1933）とがある。いずれも打面に使用による潰れが認められる。 1933は頭部の

上半分を欠損している。 1935. 1937には折れた柄が残存している。

鉄斧柄（1939） ：鉄斧に挿入される部分を幅広の角形に加工した柄である。断面は楕円形で、上部

には模の打ち込みにより割裂けている。部分的に作業台にしたような刃物痕が多数見られる。

農耕。工具（1938～1944）

横槌（1938.1940～1943) :細くて長い形態のEタイプ(1940～1943)と敲打部と柄部の境界が不

鮮明な形態のGタイプ（1938）がある。 1938は敲打部を欠損しているが、魚叩棒のような根棒状の柄

である。柄部末端には隆帯がある。 1940の敲打部先端は斜めの潰れがある｡ 1941の敲打部には叩き痕

が顕著である。 1942の敲打部の断面は長方形で表面が炭化し、裏面には刃物の打痕が顕著である。

1943は敲打部の先端を欠損している。柄部の肩が摩耗しており竪杵片の可能性もある。

竪杵（1944） ：柄部の一部と上部搗部を欠損している。下部搗部の搗き'団は丸い凸形となっており、

潰れや摩耗が見られる。
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発火具・炉鈎（1945～1953）

発火具（1945～1949） ： 1945～1948はヒキリ板片であり、 1949はヒキリ棒である。 1945は「V」字

刻みやヒキリウスが鮮明である。ウスが6カ所確認できる。 1946の周縁は摩耗しているが6カ所のウ

ス、 1947には1カ所のウスが確認できる｡ 1948には1カ所のウスがあり、周縁が炭化している。樹種

はすべてニレ属である。 1949の炭化面は鮮明で、円錐台形となっている。

炉鈎(1950～1953) :下部が焦げているものはないが、鈎部の形態から炉鈎として扱った。ただし、

器具等を吊り下げるための鈎形フックの可能性もある。 1950は鈎状の製品破片である。自在鈎(炉鈎）

の一部であろうか。 1951. 1953は鈎部の作出が良く似ている｡ 1953の上部には節目があり、ここに紐

等を縛りつけたと考えられる｡ 1952は粗い加工だけの未製品であろう。

容器類（1954～1989）

桶・樽（1955～1960） ： 1954は桶底板片、 1955～1957は樽栓である。 1958～1960は樽側板である。

1960の内面加工は顕著で、表面には論痕跡が見られる。上下端にはネズミ等の歯痕が顕著である。

曲げ物（1961～1972） ： 1961 .1962は桶の把手である。 1963～1970は側板片である｡ 1971 . 1972は

底板である｡ 1963･ 1965． 1967～1969には側板を綴じたサクラ樹皮が縫い込まれている。 1964～1969

には曲げ加工のための罫引線が引かれている｡ 1967･ 1969は縁辺部に小孔が確認でき、底板を木釘で

固定したクレ底のものである｡ 1971 . 1972はいずれも側面に3カ所の木釘孔があるクレ底である。

箱物（1973～1975. 1981） ： 1973はサクラ樹皮で補修した折敷の底板である。 1974は木釘の残存す

る折敷などの側板である｡ 1975は漆塗箱物の底板または蓋板である。表面には生漆が塗られ、まな板

として使用したかのように刃物傷が多数見られる。 1981は漆塗箱物の蓋板片である。表面は黒漆地に

赤漆が塗られ、裏面は黒漆塗りである。

割物（1976～1980.1989） ： 1976～1978は盆状容器片である。いずれも、縁部の立ち上りのない皿

状の形態である｡ 1976の底部には補修孔が見られる。 1977には口縁部の形態にそって刻線が彫刻され

ている。 1979. 1980は腐朽。摩耗が著しい。 1979はやや厚い盆状容器の底部である。 1980は側縁が大

きく立ち上がる形態である｡ 1989は白木浅鉢片であり、平面形はやや長円形となっている。外底面に

は2本線のイトクパが刻まれている。

漆塗椀（1983～1987. 1988） ： 1982～1983は口縁部破片である。 1984.1985は胴部破片である。 1986.

1987は深く挟られたやや高い高台の付く底部破片である。 1988は口縁部から底部までの半損した接合

破片である。 1982の外面の漆膜は剥がれており、内面全面には黒漆地に朱漆が塗られている。 1983.

1984は内外面とも黒漆地に朱漆が塗られている｡ 1985の外面には黒漆地に赤漆で草花文？が描かれ、

内面全面には黒漆地に赤漆が塗られている。 1986の内面には黒漆地に赤漆が雄られ、外面から底面に

は黒漆が塗られている。 1987は内面に赤漆が塗られ、外面から底面にかけて黒漆が塗られている。

1988の内面全面には黒漆地に亦漆が塗られ、外面には黒漆が塗られている。

食用具（1990～2019）

杓子（1990. 1991） ： 1990は頭部を欠損した曲げ物杓子の柄部と考えられる。柄端部の四角形の張

出しには「V」字のイトクパ？が刻まれている。 1991は杓子の未製品であり、頭部は割られていない。
柄部と頭部先端を欠損している。

箆（1992～1999） ：箆状の形態のものをとりまとめた。形態には①箆部と柄部が肩の張出しにより

明瞭に区分できるもの（1992)、②柄部から箆先に向かって徐々にI陥広になるもの（1993.1995)、③
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箆部と柄部が明瞭に区分できないもの(1998)等がある。④柄部と箆部の幅がほとんど同じで箆先のみ

が薄く加工されているもの(1999)等がある｡ 1992は完形品であり、肩が張出し両側縁部に刻みが付け

られている。 1993は上端部から箆先まで徐々に幅広となる。 1994は輪郭を線刻で縁取りした、箆の柄

端部片である。紐通しの孔が穿たれている｡ 1995は上部側縁に挟りのある擢形である。幅の細い方が

薄く加工されている。 1996.1997は柄部を欠損した箆片である。 1998は僅かに肩が張出す早權に似た

形態であり、箆先を欠損している。 1999は箆先周辺のみが薄く削りだされている。

箸状製品(2000～2007) : 2000は両口箸の箸先片であり、イトクパ状の2本組の短刻がある。両先端

部は平らか或いは丸形であるo2001～2004は所謂両口箸で、胴部を太くして両端に向かって徐々に細

く削ったものである。2005～2007は所謂片口箸で基部が太く、尖端部に向かって細く削り出したもの

である。先端部は平らか或いは丸形で、基部は斜め、山形、平坦等に加工されている。2006.2007に

はイトクパ状の斜めの短刻がある。両口箸はヒノキ・アスナロ属等の針葉樹であり、片口箸はアジサ

イ属である。

串状製品（2008～2019） ：串状としたものの先端部が鋭く尖っている。2008～2011の断面は三角形

である。2012.2013の断面は角形である。2014.2015の断面は角形で平たい｡2016は断面が半円形の

割串である。2017～2019はタケ・ササを割り裂いた串である｡2015は両端に尖端部がある。

歩行具（2020.2021)

カンジキ(2020･2021) :短輪型の瓢箪形カンジキの内側に差し込まれる横軸である。両端が鉛筆

の尖端様に削り出されている。

紡織編具（2022.2023）

2022は両端部を欠損した編物のケタと考えられる。断面は菱形であり、側縁部には刻目列がほぼ等

間隔に並ぶ。刻みには経糸の糸ずれが確認できる。2023の断面は上部の丸い雫形で、下部に細かな刻

目列がほぼ等間隔に並ぶ。魚網等の製作に使用されたのであろうか。

装身具（2024～2028）

すべて挽歯式の横櫛であり、半円形の両端を切り落した形態である。2024は半損しており、背の断

面が山形となっている。2025はほぼ完形品で背の断面が丸い。2024.2025は精巧な作りで表面が平滑

である｡2026～2028は歯を欠損している。2024･2025の背と歯の根元までの幅は2026～2028と比べて

狭い。2026.2028は、2024°2025と比べ歯と歯の間が広く挽き出され、歯厚も厚く粗い作りである。

材質は一般的なイスノキである。

祭祀・儀礼具(2029～2037)

花矢（2029～2031) : 2029は先端に小突起が付けられ、上下に短刻が廻るo2030は小突起の下に短

刻が廻っている｡2031は長い突起が付けられ、明瞭な基部が作出されている。削花や赤布は確認でき

ない。黒色の彩色も不明である。

捧酒箸〔箆] (2032～2037) :2032～2034の基部は山形或いは丸形に加工されている｡2033.2034の

中央は平坦に削られ、線刻や短刻のイトクパが刻まれている。2034の先端は舌状に削られている。2032･

2033は|隔が細く、飾り串の可能性もある。2035～2037はイトクパなどが見られないものである。いず

れも裏面のパルンペが見られない。
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各種加工材(2038～2042）

2038.2039は環状製品である。側面観は稜のある潰れた算盤玉形であり、2038は2/3を欠損してい

る。2040は「H」字形の板材である。いずれも紐や縄の留め具であろうか。2041は孔の穿たれた板材

の表面に巴文状の彫刻があるもので、側縁にも短刻列が刻まれている｡2042は表裏に3本組の曲線的

な「V」字形が線刻されたものである。

各種用具の部品や素材等（2043～2115）

軸状製品（2043～2048） ：上端部が太く、先端部に向かって細くなる。2043･2048は丸木材のもの

であり、2044～2047は割材のものである。

模状製品（2049～2054） ：先端部が凸形となるものである｡ 2052の断面は角形である。

ピン状製品（2055～2059） ：片側のみに尖端部があるもの(2055～2057)と両端部に尖端部を持つ

もの(2058･2059)とに分けられる。2057｡2059の尖端部は細く削りだされている。

捧酒箸（箆）状製品（2060～2069） ：削りかけやイトクパは確認できないが、断面形や先端部加工等

の形態から捧酒箸やその素材となりうるものを取りまとめた。

丸材(2070～2073) : 2070の表面には3連の「ハ」の字状の文様が刻まれている。2071の上部には

炭化部があり、下端部は摩耗・腐朽している。2072･2073は切断されており、 2072の表面にはイトク

パが刻まれている。

丸木材（2074～2076) : 2074の下端部は割裂けたように折れており、表面に3本線が刻まれている。

結び束ねられた撚り紐（2129）とともに出土した｡ 2075･2076は両端部を欠損し、粗く表面が加工さ

れている。2076の上部には短刻列が刻まれている。

端部挟入部付角材(2077･2078･2080.2084) : 2077･2078は両端部に挟入部が作出されている。

2077の中央にはイトクパが刻まれる。2080.2084は頭部のみが円形で、下部は角材となっている。

端部扶入部付丸木材（2079.2081） ：2079は挟入部を欠損しており、上部には2段の線刻状に2段

の短刻が廻っている。

端部扶付丸材（2082） ：上端部は切断され、角形に面取りされた下端部に挟りが付く。

端部挟付角材(2083) :芯もちの丸木材を素材とする角材の上部が左右から角形に挟られている。

端部有孔丸木材(2085･2086･2087･2089．2090) : 2085は平坦部を削りだした上部に小孔がある。

2086は上端部に角孔がある。2087は上端部に挟入部が作出され、下端部に孔がある。2090は中央に大

型の孔があり、上端に快入部と下端のホゾ先状の加工に角孔が穿たれている。

有孔角材(2091 ｡2092) : 2091は両端に角孔が穿孔されている。2092は角孔に貫が残存している。

ホゾ先付有孔丸木材(2088.2094) ; 2088は貫通孔から上端に向かって浅い溝が彫り込まれており、

下端部が炭化している。

ホゾ先付有孔角材(2093.2095) : 2093はホゾ先に角孔が穿たれている。 2095は上端部に角孔と長

方形のホゾが彫り込まれている。

有溝角材（2096） ：髄を削り取り、樋状の溝を作出したものである。

杭状製品(2097.2098) : 2097は割材を角杭状としたものである。2098は粗く面取り加工した丸杭

状製品である。

有孔板材（2099～2104） ：角孔は予め片側を掘り込んだ後に、打ち抜いたものが多い。板綴舟の舷

側板（棚板）の破片やその再加工品が含まれる。2102は細板材の上部に小孔を穿孔したものである。

2104には2対の角孔が穿孔されていた可能性が強い。
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板材(2105～2113･2115) : 2．|05．2107～2111 .2115は厚板材である。2105は上部が山形に切り出

されている。2109は手斧による加工痕が表裏に顕著に認められる。2110.2111は同一個体であり、表

面にまな板として使用したような刃物痕が多数認められる。2115は両端部を欠損する大型の厚板材で

ある。2106は粗い加工の割板材である。2112.2113は細板材である。2112は上端部を欠損している。

2113は上端部の切断されたものである。

角材（2114） ：表裏の加工痕が顕著であり、上端部に潰れがあることから、貫板と考えられる。

杭・建材等（2116～2118）

建材（2116～2118） ；2116°2118は「Y」字状の受部が付く柱材である｡ 2116の「Y」字状の両端

部には切断痕が顕著である。2118の下端部には樹皮が残存し、一面のみ削出された杭先状となってい

る｡2117は桁または梁材であり、両端部は杭先状に切り出されている。

樹皮製品・結束具（2119～2124）

細帯状樹皮巻（2119.2120) : 2119は円形材に樹皮を数回巻きつけ、樹皮先端（頭部）を樹皮巻の

隙間に挟み込んで固定する頭部差込式である｡ 2120は円形材に樹皮を巻きつけ、予め切り込んである

スリットに、挟り付きの先端（頭部）を差し込んで固定する頭部挿入式である。2120には巻丸材が残

存する。

帯状樹皮巻（2121.2122） ：2121は頭部挿入式のやや幅広の帯状樹皮である。 2122は帯状樹皮を巻

き込んだものである。

樹皮板（2123.2124） ：厚い樹皮を板状に加工したものである。いずれも両端部を欠損している。

繊維製品（2125～2130）

2125～2128は撚り縄である。2125.2126は径2cm前後の3本撚りの太縄片であり、Z撚り（左撚り）

である｡ 2127.2128は径0.5cm前後のS撚り（右撚り）の縄である｡ 2127は撚りの緩い2本撚りであ

る。2128は撚りの緩い3本撚りであり、環状に束ねてある。2129は結び束ねられた撚り紐であり、丸

木材片（2074）と共伴したものである。部分的にZ撚り（左撚り）となっている部分がある。2130は

織物・編物・縄等の素材となる樹木の内樹皮である。繊維がバラバラとなっていない状況から推測し

て、泥や水に晒していたか、または乾燥のために干竿に掛けられていたものであろう。

（田口尚）
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査

I

鰯鯵
’ ’’

皇,窪
一

＜皇＊ ≦
~~

ヨⅢ
一

rW

O
川三二二二 1915

1914

○ ○
l l

○＝
筐二三三三三三三通

1917

口・画
1918

④e○⑦

~

」‐
~＝三で==ご=二一

一一

一
一

r一
』

二
一一

1916

① ○
’
一 1 1 I

①⑥⑦ 鰯
一
一

b

l

③
I

’ 1 1

~

二
1919

1920
1921

0 5 10cm
I I l I O ’
1－ = 一 ニニー

図Ⅵ－32切裁具1 （小刀柄．山刀柄）

524



2 遺物
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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2 遺物

’≦ミーヨー

川 I
1

’

１
１

●

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ⅱ

Ⅵ

Ⅱ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

１

１

＝一己一

’

1997

’

！
■■■日日１１０，ＩｌｊｊｌｌｌＩＩ■ｈ

I
1

1

くつ

ここゴー ~

の

’
百一つ ｜

Ｉ

l 1

1998

、
０－

一

一

…

|,’
~~

I=ﾐヨ－5

1999

（

Ｕ

ｍ

竹

１

Ｃ

一

図Ⅵ－51食用具2 （箆②）

543



Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査

1
剛○

二
一
」

一
い
一
一

1
1

~~

誉
｜

’川
川
Ⅲ
″
ｒ
ｌ

○‐
可一

| ’
| I

一○麦～＝－－
、
一P手ﾄミ

二言~垂宇

｜
’

-○
I

６

１

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

汀,||’
~

|’ '’

'|I
|’

l l
I ’

I|I|| ，

○‐|’
○ ~ ~

､

一○
１

１~｜

’
Ｉ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ
2076

。‐ ~

| ’

蝿’ 2075

I ０

５

－

一

一

一

一

一

I

|’

IUI’
1

1

2074

〈

Ｕ

ｍ

Ｃ

ｌ

Ｃ

ｌ

図Ⅵ－62丸木材

554



2道物

○‐○
○

l l'
~

D-

3○‐

I I

一

画
□

戯一

2080

○‐

○2077

~~

2078一一 ＝

。‐
、
Ⅷ
Ｗ
Ⅷ
い
、
ｒ
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
、
、
１
ｍ
Ⅷ
Ｍ
帆
ｕ
い
Ｉ
Ｌ
州
Ⅱ
恥
″
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ⅲ
Ⅲ
‐
０
１
１
１
１

2081

~

鼎
１I

□
１

１
１
１
~

○ ’

１
１
１
１

|’
０

５

－

一

一

一

国

一②こつｓ

ｏ
｜､ﾐ室ノ

2084 1

～

ｎ

Ｕ

ｍ

Ｃ

ｌ

Ｃ

一

0832208

図Ⅵ－63挟入部付丸木材・角材

555



Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査

Ｔ

Ｊ

１

１

臥
蜘
ｊ

１
１
１
１

一
一

／

可

I I
1

淵I
’

Yノ

L一｜一一

「一’

ー

~

、

９
１
４
１
１

１

１

’
寛 ’

I I~

&ノ
I11

‘ 1、
1

h1I
０

５

－

一

一

一

一

一

I

2094

－10

cm

図Ⅵ－66有孔丸木材･有孔角材2

558



2造物

|/J lal|,"L"|

I~鋤
／

。

｢

Ca | ｜ ノ

hハ

5
’

11l
、

）
l

【

’

心a

||,’
II

I’

2096

０

５

’

二

一

』

一

一

~
~

□

L10

Cm2097

図VI-67有溝角材・角材

559



Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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Ⅵ軍機（クラムシェル）調査
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Ⅵ重機（クラムシェル）調査
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1
6
2
4
7

ア
ジ
サ
イ

1
7
.
2
0

0．
95

3点
接
合
。

0．
75

6
.
5

1
3

魚
突
鉤
話
台
部

1
8
8
6
2
6
8

d
-
6
7
-
9
4
-
b

板
柾

1
6
2
0
7

ア
ジ
サ
イ

20
.
1
0

1．
50

1．
35

2
5
.
4

1
1

魚
突
鉤
話
台
部
未
製
品
片

1
8
8
7
2
6
8

d
-
6
7
-
7
4
-
b

丸
木

1
6
3
9
5

ト
ネ
リ
コ
？

(
1
4
.
4
5
)

（
53
．
4）

2．
40

2．
30

1
1

函

魚
突
鉤
話
台
部
片

1
8
8
8
2
6
8

c
=
6
7
-
8
4
-
.

丸
木

1
6
2
0
1

ア
ジ
サ
イ

(
3
0
,
1
0
)

（
29
．
6）

1．
30

1．
20

1
1

膝 雪
魚
突
鉤
話
台
部
未
製
品

1
8
8
9
2
6
8

画 『 ］

d
-
6
7
-
8
3
-
c

丸
木

1
6
4
7
3

ア
ジ
サ
イ

3
1
.
4
0

1．
85

1．
68

4
9
.
7

1
1
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表
Ⅵ
－
8
重
機
調
査
掲
載
木
製
品
（
5
）

函 『 画

個 体
破 片

焼 痕
樹 皮

図 窪
図
版

番
号

重
量
(9
)

備
考

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
q
n
)

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
ﾄノ

半
割

魚
突
鉤
話
台
部
未
製
品

ア
ジ
サ
イ

4
0
.
5
0

1．
80

1．
20

4
3
.
2

1
1

c
-
6
7
-
0
3
-
a

1
6
0
7
6

1
8
9
0
2
6
8

3点
接
合
｡イ
ト
ク
パ
付
。

1/
4M
I

1
0
2
0
.
0

魚
突
鉤
話
台
部
未
製
品

コ
ナ
ラ

1
2
2
.
4
0

3
-
8
0

3．
70

1
3

c
÷
6
7
-
O
3
-
a
d
-
6
7
-
9
3
-
a
1
6
5
6
4

1
8
9
1
2
6
9

2
点
接
合

丸
木

8
0
0
.
0

2
魚
突
鉤
鈷
椋
切
断
品

コ
ナ
ラ

1
0
2
.
4
0

3．
70

3．
70

1
d
-
6
7
-
8
3
-
c

1
6
5
6
9

1
8
9
2
2
6
9

丸
木

（
6
7
~
8
0
）

（
5
0
0
.
0
）

魚
突
鉤
鈷
椋
片

コ
ナ
ラ

4．
20

4．
30

1
1

d
-
6
7
-
7
4
-
a

1
6
5
5
6

1
8
9
3
2
6
9

回
転
式
離
頭
話
中
柄
魚

突
鉤
話
台
/
基
部
片

（
1．
75
）

丸
木

(
1
8
.
9
0
)

（
2
0
0
）

（
28
.‘
l

）
ヤ
ナ
ギ

1
I

c
-
6
7
-
6
1
-
a

1
6
0
4
9

1
8
9
4
2
6
9

2点
接
合
。

（
22
．
7）

丸
木

ハ
シ
ド
イ
？

（
10
．
55
）

2
魚
突
鉤
話
台
基
部
片

2．
15

1．
95

1
c
-
6
7
-
O
4
-
d

1
6
7
7
8

1
8
9
5
2
6
9

魚
突
鉤
鈷
台
基
部
切
断
品

片
（

27
~4
）

板
制

（
10
.7
0）

カ
エ
デ

2．
10

2．
10

1
1

c
-
6
7
-
5
1
-
a

1
6
5
1
8

1
8
9
6
2
6
9

木
雌

同
定
不
可
能

(
1.

1
)

丸
木

（
4．
70
）

1．
00

1
.
0
0

1
1

欠
片

c
-
6
7
-
5
0
-
b

1
6
6
2
9

1
8
9
7
2
7
0

仏
割

ア
ジ
サ
イ

1
3
.
6
0

1
.
1
0

0．
90

7
.
6

1
欠
中
柄

1
d
-
6
7
-
9
3
-
a

1
6
0
8
4

1
8
9
8
2
7
0

2
点
接
合
虹
刻
付
。

(
1
0
.
0
)

l
/
W

キ
プ
シ
？

（
13
.2
0）

1
.
1
0

2
矢
中
柄
月

1．
15

1
d
-
6
7
~
8
3
-
c

1
6
7
7
7

1
8
9
9
2
7
0

仏
荊

（
8．
2）

ア
ジ
サ
イ

（
9．
50
）

1．
30

1
.
1
5

1
1

矢
中
柄
片

1
6
5
3
0

1
9
0
0

c
-
6
7
-
5
1
-
d

2
7
0

嚇
川
？

|哨
リ

ア
ジ
サ
イ

1．
65

1
5
.
0

1
1

矢
1
6
3
6
2

1
1
.
4
0

1．
30

d
-
6
7
-
7
4
-
d

1
9
0
1
2
7
0

鳥
用
?イ
ト
ク
パ
付
。

丸
木

ハ
ギ

1．
35

1
0
.
0

1
矢

1
0
.
5
0

1．
30

1
d
-
6
7
-
8
4
-
d

1
6
6
0
5

1
9
0
2
2
7
0

逆
刺
付

(
1
4
.
2
0
)

（
9．
2）

l
/
4
割

ア
ジ
サ
イ

1．
40

1．
00

1
I

矢
片

1
6
4
0
7

1
9
0
3

d
-
6
7
-
8
3
-
c

2
7
0

逆
刺
付
。

l
/
"
l

ア
ジ
サ
イ

1
5
.
1
0

1
2
0

1
,
0
0

9
.
6

1
1

矢
1
6
6
7
2

c
-
6
7
-
4
3
-
c

1
9
0
4
2
7
0

逆
刺
ｲj
･｡

(
1
3
.
2
)

1/
輔
リ

ア
ジ
サ
イ

（
20
.8
0）

1．
05

1．
00

1
1

矢
片

1
6
0
0
1

c
-
6
7
-
6
1
-
d

1
9
0
5
2
7
0

2
点
接
合
(
樹
皮
巻
含
む
)
｡
1
9
0
7
と
同
一
個
体
?
桜
樹
皮
巻
付
。

○ 一 ○

（
5~
2）

板
柾

（
12
.8
0）

0．
80

1
2

矢
柄
｝
4

モ
ミ

0
．
8
0

c
-
6
7
-
0
3
-
d

1
6
6
5
7

1
9
0
6
2
7
0

2点
接
合
(樹
皮
巻
含
む
)｡
19
06
と
同
一
個
体
?桜
樹
皮
巻
付
。

（
8．
50
）

（
2
9
）

板
柾

0
.
7
0

0
7
0

1
2

矢
柄
月

c
-
6
7
-
4
0
-
c

1
6
5
4
6

モ
ミ

1
9
0
7
2
7
0

(
2
.
7
0
)

（
1．
0）

板
柾

カ
ラ
マ
ツ
？
ト
ウ
ヒ
？

0．
90

0．
65

1
I

欠
笛
片

1
6
6
6
5

2
7
0

d
-
6
7
-
9
3
-
c

1
9
0
8

大
型
。

（
1．
70
）

（
14
．
5）

丸
木

ハ
シ
ド
イ
？

（
9~
70
）

（
1．
80
）

1
1

矢
筈
片

1
6
7
6
8

d
-
6
7
-
9
3
-
c

1
9
0
9
2
7
0

3点
接
合
｡隙
帝
付
。

l
/
M
I

（
44
.9
0）

（
13
0.
0）

カ
エ
デ

2．
95

2．
85

1
3

弓
片

1
6
0
1
1

2
7
0

c
-
6
7
-
7
1
-
b

1
9
1
0

挟
付
。

○
(
1
6
.
1
5
)

(
1
2
5
.
1

)
板
目

ト
ネ
リ
コ

5．
60

2．
60

1
1

矢
筒
塊
片
？

d
-
6
7
-
8
4
-
b

1
6
6
5
5

2
7
0

1
9
1
1

（
14
4.
6）

追
柾

ヤ
ナ
ギ

（
17
.0
0）

8．
65

1．
70

1
1

矢
筒
翼
片
？

1
6
2
4
8

d
-
6
7
-
8
4
-
b

1
9
1
2
2
7
0

仕
掛
弓
台
挟
木
？

股
木

挟
付
Y
字
状
製
品

ハ
シ
ド
イ

5
0
.
2
0

1
1
.
2
0

3．
20

3
0
4
.
2

1
1

d
-
6
7
-
7
4
-
a

1
6
3
6
7

1
9
1
3
2
7
0

~



表
Ⅵ
－
9
重
機
調
査
掲
載
木
製
品
（
6
）

図 禮
図
版

番
号

鱸
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

備
考

小
刀
柄

1
9
1
4
2
7
1

d
-
6
7
-
9
3
-
c
d
-
6
7
-
9
3
-
b

柾
目

1
6
6
0
4

イ
チ
イ

2点
接
合
｡彫
刻
付
《

1
4
5
0

2．
80

1．
40

3
3
.
0

1
2

小
刀
柄
片

1
9
1
5
2
7
1

l/
3#
｣

c
-
6
7
-
5
0
-
b

16
55
］

ウ
ル
シ

(
1
5
.
9
0
)

（
57
．
5）

彫
刻
付
．

3．
26

1．
80

1
1

カ
エ
デ

目
釘
:
ア
ジ
サ
イ

刀
柄
片

1
9
1
6
2
7
1

d
-
6
7
-
7
4
-
a

板
目

1点
接
合
(目
釘
含
む
)｡
l
l釘
人
孔
1カ
所
｡

1
6
4
8
4

2
0
.
4
0

（
4．
25
）

（
2
6
0
）

（
1
2
4
5
）

1
I

小
刀
柄

1
9
1
7
2
7
1

d
-
6
7
-
7
4
-
c

丸
木

1
6
3
1
3

コ
ナ
ラ

1
5
.
2
0

2
.
5
0

1．
60

4
9
.
6

1
1

山
刀
柄
突
起
片

1
9
1
8
2
7
1

c
-
6
7
-
5
1
-
d

板
目

1
6
6
4
0

ハ
リ
ギ
リ

（
2．
90
）

（
2．
80
）

(
1
.
7
0
)

（
8．
3）

1
I

小
刀
柄
片
？

丸
木

○
1
9
1
9
2
7
1

c
-
6
6
-
4
9
-
b

1
6
5
4
5

ヤ
ナ
ギ

（
6．
90
）

3点
接
合
(樹
皮
巻
1点
含
む
)（
細
帯
状
樹
皮
巻
(頭
部
挿
入
式
)付
‘
，

2．
30

2．
16

（
19
．
5）

1
3

小
刀
柄

1
9
2
0
2
7
1

d
-
6
7
-
6
3
-
a

柾
肘

1
6
7
2
8

モ
ク
レ
ン

11
．
20

3．
70

1
6
0

2
9
.
9

！
1

小
刀
柄

1
9
2
1
2
7
1

d
-
6
7
-
6
4
-
d

柾
H

1
6
7
2
3

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

紐
孔
付

1
1
.
9
0

3．
47

1．
60

4
3
.
8

1
1

小
刀
柄
未
製
品

1
9
2
2
2
7
2

d
-
6
7
-
8
3
-
d

板
目

1
6
2
4
4

モ
ク
レ
ン

1
6
.
8
3

1．
30

2.
1
0

81
．

1
1

1

山
刀
鞘
片

1
9
2
3
2
7
2

c
-
6
7
-
5
1
-
d

1
6
5
0
2

柾
目

カ
エ
テ

（
6．
55
）

(
0
.
8
0
)

(
16
．
3)

樹
皮
紐
痕
付
。

（
5．
50
）

1
1

山
刀
鞘
片

1
9
2
4
2
7
2

c
-
6
7
-
6
0
-
b

柾
目

1
6
6
5
1

カ
エ
デ

（
6．
55
）

（
4．
10
）

(
1
.
0
5
)

樹
皮
紐
痕
付
。

（
15
．
7）

1
1

山
刀
鞘

1
9
2
5
2
7
2

c
-
6
7
-
5
0
-
c

柾
'1

16
64
‘
1

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
ワ

樹
皮
紐
痕
付
“

5．
70

2
6
5

0
．
4
5

4
.
7

1
1

３ ９
１ ７６ ７

６ ６１ １
小
刀
樹
皮
製
鞘

1
9
2
6
2
7
2

樹
皮
O
I
O

c
-
6
7
-
4
0
-
a

樹
皮

3点
接
合
(樹
皮
2枚
砿
ね
)。

8．
70

2．
76

2．
13

8
.
0

3
1

土
掘
捧
切
断
品

1
9
2
7
2
7
2

d
-
6
7
-
7
4
-
a

柾
目

1
6
3
6
6

ス
ギ

3
1
.
9

4
.
7

2
.
8

2
7
7
.
2

1
1

土
掘
棒
片

1
9
2
8
2
7
2

d
-
6
7
-
8
3
-
b

柾
目

1
6
5
6
8

サ
ク
ラ

（
7
2
5
0
）

5．
40

2．
80

（
6
0
0
.
0
）

1
1

縦
槌

1
9
2
9
2
7
3

股
木

d
-
6
7
-
7
4
-
d

1
6
4
1
7

ク
ワ

枝
利
用
式
。

2
7
.
6
0

1
8
.
5
0

1
8
0

5
2
8
.
0

1
］

縦
槌

1
9
3
0

股
木

○
2
7
3

d
-
6
7
-
8
4
-
b

枝
利
用
式

1
6
2
9
6

ハ
シ
ド
イ

2
1
.
6
0

1
3
.
4
0

5
.
0
0

3
4
7
,
8

1
1

継
槌

1
9
3
1
2
7
4

c
-
6
7
-
7
1
-
b

股
木

バ
シ
ド
イ
？

1
6
0
5
1

枝
利
用
式
。

1
8
.
4
2

14
．
40

4．
15

1
8
8
.
6

1
1

縊
槌
片

1
9
3
2
2
7
4

股
木

d
-
6
7
-
7
3
-
c

1
6
4
1
2

ヤ
ナ
ギ

枝
利
用
式

（
12
．
20
）

（
5．
20
）

（
43
9.
3）

1
7
.
0
0

1
I

縦
槌
片

1
9
3
3

股
木

2
7
4

c
-
6
7
-
6
1
-
3

1
6
0
2
3

サ
ク
ラ

（
11
．
00
）

（
38
3.
7）

枝
利
用
式

1
5
.
1
4

7．
20

1
1

縦
槌
片

1
9
3
4

股
木

2
7
4

c
-
6
7
-
7
1
-
b

サ
ク
ラ

16
01
(）

（
6．
97
）

(
1
5
2
､
9
)

枝
利
用
式

12
．
50

4．
20

1
1

縦
槌
頭
部
片

丸
木

1
9
3
5
2
7
5

c
-
6
7
-
5
0
-
c

1
6
4
8
9

（
16
．
27
）

（
38
2.
7）

2
点
接
合
(
柄
片
含
む
)
｡
柄
差
込
式
｡
柄
片
入
｡
木
取
り
頭
部
:
ﾒ
L
木
､
柄
:
丸
木

モ
ミ

6．
00

5
8
8

1
2

函

縦
槌
頭
部
片

1
9
3
6

丸
木

2
7
5

(
1
-
6
7
-
8
4
-
.

16
23
1

ハ
シ
ド
イ

（
14
．
45
）

（
26
2.
8）

柄
孔
式
。

6．
63

5．
70

1
1

陸 薑

サ
ク
ラ

柄
?
ク
ワ

画 『 ぬ

縦
槌
頭
部
片

1
9
3
7

丸
木

2
7
5

c
-
6
7
-
4
0
-
a

1
6
1
5
7

(
1
1
.
0
0
)

（
25
4,
4）

3
点
接
合
(
柄
片
2
点
含
む
)
｡
柄
孔
式
｡
柄
片
入
｡
木
取
り
頭
部
:
丸
木
､
柄
:
丸
木
。

6．
70

5．
80

3
1



日 岡 藻 Ｑ 小 腸 噌 旧 ぞ ） 證 鴎

表
Ⅵ
－
1
0
重
機
調
査
掲
載
木
製
品
（
7
）

函 司 令

個 体
破 片

雛
図
版

番
号

図 奉
備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

樹
種

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

遺
物
名
称

サ
ケ
叩
き
棒
ま
た
は
制
裁
棒
柄
片
？

（
12
8.
3）

（
28
.7
0）

2．
80

1
1

板
柾

3．
20

コ
ナ
ラ

1
6
3
6
0

横
槌
柄
片

d
-
6
7
-
7
4
-
d

2
7
5

1
9
3
8

ヨ
キ
。

4
.
2
0

2
.
7
0

5
1
0
.
0

1
1

柾
目

○
7
1
.
3
0

ク
ワ

鉄
斧
柄

1
6
5
7
0

d
-
6
7
-
8
3
-
c

1
9
3
9
2
7
5

Eタ
イ
プ
。

7．
30

1
1
9
7
.
0

1
1

丸
木

コ
ナ
ラ

3
8
.
7
0

8．
10

枇
槌

c
-
6
7
-
6
1
-
d

1
6
0
8
8

1
9
4
0
2
7
6

E
タ
イ
プ
。

（
61
8.
0）

（
2
5
.
9
0
）

6
.
2
0

1
1

丸
木

ヤ
ナ
ギ

7．
27

c
-
6
7
-
6
1
-
d

1
6
0
2
5

横
槌
片

2
7
6

1
9
4
1

E
タ
イ
プ
。

(
4
0
7
.
6
)

○
（
19
.4
8）

8
.
3
0

4．
50

1
1

半
割

ハ
ン
ノ
キ

横
槌
片

d
-
6
7
-
7
4
-
b

1
6
3
9
8

1
9
4
2
2
7
6

E
タ
イ
プ
?
竪
杵
？

(
3
1
0
.
0
)

(
2
3
.
3
0
)

4．
95

1
1

丸
木

イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

6．
62

横
槌
片

c
-
6
7
-
5
1
-
d

1
6
5
3
4

1
9
4
3
2
7
6

3点
接
合
｡計
測
値
は
推
定
値
。

（
2
0
2
4
0
）

3
(
7
8
.
2
0
)

7．
00

1
丸
木

7．
00

ト
ネ
リ
コ

堅
杵
片

1
6
2
6
1

d
-
6
7
-
8
3
-
c

2
7
6

1
9
4
4

ウ
ス
6カ
所
｡

（
14
．
0）

○ 一 ○ ’ ○ ’ ○ 一 ○

（
7．
40
）

2．
60

1．
20

1
1

柾
目

ニ
レ

ヒ
キ
リ
板
片

c
-
6
7
-
4
0
-
c

1
6
6
2
6

1
9
4
5
2
7
7

ウ
ス
6カ
所
。

(
1
.
2
0
)

(
11
.
1

)
（

6．
70
)

（
3．
05
）

1
1

柾
目

ニ
レ

ヒ
キ
リ
板
片

c
-
6
7
-
5
1
-
d

1
6
7
8
7

1
9
4
6
2
7
7

ウ
ス
1カ
所
。

（
6．
2）

（
5．
40
）

（
2．
50
）

0．
75

1
1

柾
目

ニ
レ

ヒ
キ
リ
板
片

1
6
6
2
1

c
-
6
6
-
4
9
-
c

1
9
4
7
2
7
7

ウ
ス
1カ
所
。

（
8．
0）

（
3．
55
）

1．
70

1．
75

1
1

板
柾

ニ
レ

ヒ
キ
リ
板
片

c
-
6
7
-
6
0
-
b

1
6
6
4
9

1
9
4
8
2
7
7

(
3
.
0
)

（
3．
14
)

1．
27

1．
17

1
1

板
柾

ニ
レ

ヒ
キ
リ
棒
片

1
6
6
9
2

d
-
6
7
-
8
3
-
a

1
9
4
9
2
7
7

（
7．
8）

（
4．
50
）

(
2
5
0
)

1．
40

1
1

柾
目

モ
ミ

鈎
状
製
品
片

d
-
6
7
-
8
3
-
b

1
6
6
9
1

1
9
5
0
2
7
7

炉
鈎
？

（
4
2
6
）

(
1
3
.
4
0
)

2
.
0
0

1
1

股
木

ハ
シ
ド
イ
？

4．
30

1
6
6
6
4

鈎
状
製
品
片

c
-
6
7
-
0
3
-
b

1
9
5
1
2
7
7

5．
00

2
5
0
.
6

1
1

股
木

1
6
.
1
0

9．
90

カ
エ
デ

鈎
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
b

1
6
5
5
3

2
7
7

1
9
5
2

炉
鈎
？

6
.
9
0

2．
60

9
6
.
8

1
1

股
木

ア
ジ
サ
イ

3
7
.
4
5

鈎
状
製
品

c
-
6
7
-
7
1
-
b

1
6
0
9
0

2
7
7

1
9
5
3

(
1
8
5
.
4
)

(
1
8
.
9
0
)

（
8．
80
）

2．
10

1
1

ス
ギ
？

柾
目

桶
底
板
片

1
6
0
9
8

d
-
6
7
-
9
3
-
c

1
9
5
4
2
7
8

ス
ギ
?ネ
ズ
コ
？

3．
00

3．
05

2
5
.
8

1
1

板
柾

4．
75

1
6
5
4
0

樽
栓

c
-
6
7
-
4
0
-
a

2
7
8

1
9
5
5

2．
90

3
9
.
9

1
1

板
柾

ス
ギ

8．
70

3．
20

1
6
4
9
2

櫛
栓

c
-
6
7
-
5
0
-
c

1
9
5
6
2
7
8

3．
00

2
7
.
4

1
1

板
柾

ス
ギ

5．
20

3
.
0
0

1
6
6
1
6

櫛
栓

c
-
6
7
-
4
0
-
a

1
9
5
7
2
7
8

4．
05

1．
15

3
2
.
0

1
1

板
目

○
ス
ギ

7．
80

1
6
6
1
2

櫛
側
板

c
-
6
7
-
4
0
-
a

2
7
8

1
9
5
8

1．
35

8
4
.
3

1
1

板
目

ス
ギ

1
2
.
7
5

6．
40

1
6
4
9
3

櫛
側
板

c
-
6
7
-
5
0
-
c

1
9
5
9
2
7
8

動
物
歯
痕
あ
り
。
タ
ガ
痕
あ
り
｡木
釘
入
孔
1カ
所
。

1．
20

2
1
6
.
5

1
1

2
7
.
6
5

9．
85

板
目

ス
ギ

1
6
3
0
5

櫛
側
板

d
-
6
7
-
8
3
-
a

1
9
6
0
2
7
8

(
1
0
.
6
5
)

(
1
.
7
5
)

（
88
．
8）

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

（
7．
80
)

1
1

柾
目

曲
げ
物
把
手
片

c
-
6
7
-
5
0
-
b

1
6
5
1
3

2
7
9

1
9
6
1



表
Ⅵ
－
1
1
重
機
調
査
掲
載
木
製
品
（
8
）

図 鍔
図
版

番
号

雛
個 体

破 片
遺
物
名
称

発
掘
区

週
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(c
m)

重
量
(9
)

備
考

ll
ll
げ
物
把
手
片

柾
目

1
9
6
2
2
7
9

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
6
.
9
5
)

c
-
6
7
-
4
0
-
a

1
6
5
3
8

（
6．
80
)

(
1
.
4
0
)

（
6
6
.
0
)

1
1

曲
げ
物
側
板
片

1
9
6
3
2
7
9

d
-
6
7
-
7
3
-
c

柾
目

○
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
5．
40
）

(
1．
10
)

2
点
接
合
(
樹
皮
含
む
)
｡
樹
皮
綴
り
あ
り
。

1
6
6
9
9

（
3．
90
)

（
2．
3）

1
2

曲
げ
物
開
板
片

柾
目

3点
中
2点
接
合
3点
実
測
｡罫
引
線
あ
I)
｡計
測
値
は
推
定
値
。

1
9
6
4
2
7
9

d
-
6
7
-
9
3
-
a

1
6
6
6
2

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
1
.
0
0
)

(
1
0
.
0
)

3
.
4
0

0
.
4
0

３
1

曲
げ
物
側
板
月

柾
目

○
2点
接
合
(樹
皮
含
む
)｡
罫
引
線
あ
り
｡樹
皮
綴
り
あ
り
｡

1
9
6
5
2
7
9

d
-
6
7
-
8
3
-
c

1
6
7
0
3

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
7.
1
0
)

(
1
.
7
0
)

（
3．
6）

0．
60

2
1

曲
げ
物
側
板
片

柾
目

3点
接
合
｡罫
引
線
あ
り
。

1
9
6
6
2
7
9

c
-
6
7
-
5
3
-
d

ス
ギ

(
14
.
1
0
)

（
6．
35
）

(
0
.
5
0
)

（
24
~5
）

1
6
7
5
2

1
3

24
点
中
14
点
接
合
(樹
皮
含
む
)｡
ク
レ
底
｡樹
皮
綴
り
あ
り
｡罫
引
線
あ
り
。

木
釘
孔
1カ
所
｡保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

曲
げ
物
側
板
片

柾
目

○ 一 ○ ’ ○

1
9
6
7

2
7
9

d
-
6
7
-
8
4
-
d

1
6
2
3
4

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
9
.
9
0
)

(
9
.
9
0
)

（
37
~9
）

0．
80

2
4

1

5点
中
4点
接
合
5点
実
測
(樹
皮
含
む
)｡
両
面
罫
引
線
あ
り
｡樹
皮
綴
り
あ
り
。

計
測
値
は
推
定
値
。

曲
げ
物
閥
板
片

柾
目

1
9
6
8
2
7
9

c
-
6
7
-
5
1
-
d

1
6
7
7
3

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
9
.
4
0
)

（
7．
95
）

(
0．
55
)

(
1
9
.
7
)

5
1

11
0点
中
18
点
と
20
点
と
21
点
(樹
皮
含
む
)接
合
(図
は
､内
4点
と
5点
と
14
点
)。

ク
レ
底
｡罫
引
線
あ
り
｡樹
皮
綴
り
3カ
所
あ
り
｡木
釘
孔
あ
り
｡保
存
処
理
後
実
測
。

曲
げ
物
側
板
片

柾
目

1
9
6
9
2
8
0

d
-
6
7
-
9
3
-
b

1
6
1
7
2

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

（
24
5.
30
）

(
4
1
4
.
5
)

1
1
.
5
0

0
.
4
0

1
1
0

1

Ⅲ
Iげ
物
側
板
片

柾
目

2点
接
合
。

1
9
7
0
2
8
0

d
-
6
7
-
6
4
-
3

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ヅ
ー
ロ
？

（
37
.1
0）

（
8．
95
）

（
88
．
0）

1
6
3
7
8

0．
35

2
1

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

木
釘
:ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

曲
げ
物
底
板

2
8
0

柾
目

ク
レ
底
。
木
釘
入
孔
3カ
所
。

1
9
7
1

d
-
6
7
-
8
3
-
b

1
6
3
3
5

9．
00

8．
20

1
1
0

5
6
.
3

1
1

曲
げ
物
底
板

ク
レ
底
。
木
釘
孔
3カ
所
。

柾
目

1
9
7
2
2
8
0

d-
67
一
別
-．

1
6
2
3
3

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

10
．
60

9
.
8
0

0
.
9
0

6
3
.
2

1
1

５ ７
４ ４１ １

６ ６１ １
箱
物
底
板
片

6点
接
合
｡折
敷
｡樹
皮
綴
り
3カ
所
､ス
リ
ッ
ト
あ
り
｡木
釘
孔
6カ
所
。

柾
目

○
1
9
7
3
2
8
1

d
-
6
7
-
9
3
-
b

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
？

(
1
6
.
2
0
)

（
22
1.
5）

3
1
.
5
0

1．
10

6
I

ヒ
ノ
キ
?ア
ス
ナ
ロ
？

木
釘
:
針
葉
樹

箱
物
側
板
片

木
釘
孔
5カ
所
の
内
､木
釘
入
4カ
所
。

柾
目

1
9
7
4
2
8
1

d
-
6
7
-
7
4
-
a

1
6
7
7
4

(
1
7
.
6
0
)

（
26
．
2）

2．
35

0．
85

1
1

漆
敬
箱
物
底
板
片

柾
目

○
ス
ギ
?
ネ
ズ
コ
9

生
漆
塗
｡木
釘
孔
2カ
所
。

1
9
7
5
2
8
1

c
-
6
7
-
0
3
-
c

1
6
1
1
4

（
4．
80
）

（
90
‘
9）

2
5
.
0
0

0．
85

1
1

剖
物
容
器
片

追
柾

底
部
｡補
修
孔
あ
り
。

1
9
7
6
2
8
2

d
-
6
7
-
7
4
-
b

ハ
リ
ギ
リ

（
11
.2
0）

（
8．
05
)

（
68
．
4）

1
6
3
8
6

1．
37

1
1

剥
物
容
器
片

追
柾

3点
接
合
｡盆
状
｡彫
刻
付
。

1
9
7
7
2
8
2

d
-
6
7
-
9
4
-
a

1
6
7
7
2

(
1
5
.
0
0
)

（
8．
10
）

(
1
.
0
0
)

（
69
．
4）

モ
ク
レ
ン

1
3

剖
物
容
器
片

板
目

3点
接
合
｡盆
状
。

1
9
7
8

c
-
6
7
-
9
4
-
c

1
6
2
0
2

ハ
ン
ノ
キ

(
1
4
.
1
5
)

（
13
.2
5）

（
73
．
6）

0
.
8
0

３
1

剖
物
容
器
片

横
木

5
点
接
合
｡
撤
状
｡
保
存
処
理
後
実
測
｡
計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

1
9
7
9
2
8
2

c
-
6
7
-
O
3
-
b

1
6
1
0
9

ハ
リ
ギ
リ

(
2
2
.
3
0
)

(
1
8
.
6
0
)

（
1．
90
）

（
13
2.
3）

５
1

刺
物
容
器
片

2
8
2

横
木

(
1
7
,
2
0
)

5
点
接
合
｡
盆
状
｡
保
存
処
理
後
実
測
｡
計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

1
9
8
0

d
-
6
7
-
6
4
-
b

1
6
4
4
0

ヤ
ナ
ギ

(
2
1
.
0
0
)

（
3．
25
）

(
1
9
6
.
0
)

1
5

一

ラ ー
カ ー

漆
塗
箱
物
蓋
板
片

柾
目

黒
漆
地
に
赤
漆
塗
。

1
9
8
1

d
-
6
7
-
5
4
-
d

1
6
5
8
7

ヒ
ノ
キ

（
9．
60
）

(
1
.
0
0
)

（
5．
6）

0．
80

1
1

ｶ
ﾗ
ｰ

11
漆
迩
椀
片

横
木

口
縁
部
｡内
面
赤
漆
塗
。

1
9
8
2

d
-
6
7
-
8
3
-
b

1
6
5
9
5

ブ
ナ

（
3．
20
）

(
6
.
0
0
)

（
0．
45
）

（
6．
3）

1
1

一
一 ７ ０ １

カ ー
漆
雄
椀
片

枇
木

3
点
接
合
｡
口
縁
部
｡
内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
。

1
9
8
3

d
-
6
7
-
8
3
-
a

1
6
5
9
3

(
2
.
9
0
)

（
1
1
.
2
0
)

(
1
0
.
0
)

ブ
ナ

0．
50

1
3

【
画

一

一 弓 ノ ０ ■ ０ 且

カ ー
漆
塗
椀
片

横
木

(
3
.
2
0
)

2
点
接
合
｡
胴
部
｡
内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
。

1
9
8
4

d
-
6
7
-
7
4
-
a

1
6
7
4
8

ブ
ナ

（
5．
40
)

(
0．
40
)

（
4．
2）

1
2

感 言

一

幸 『 ， 〃 ■ ■ Ｉ 且

カ ー
漆
塗
椀
片

画 『 画

横
木

胴
部
｡
内
外
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
｡
外
面
赤
漆
で
草
花
文
？

1
9
8
5

c
-
6
7
-
9
4
-
c

1
6
5
8
6

ブ
ナ

（
3．
60
）

（
6．
50
）

（
9．
2）

0．
60

1
1



表
Ⅵ
－
1
2
重
機
調
査
掲
載
木
製
品
（
9
）

冨 周 霧 （ § 叩 い く 隅 ぞ ） 證 鰯

函 司 、

個 体
破 片

鱸
図 霊

図
版

番
号

備
考

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(”
）

重
量
(9
)

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

遺
物
名
称

発
掘
区

~一 フ ー 典

カ ー

1
6
5
9
1

1
6
7
1
6

2点
接
合
｡底
部
｡内
面
黒
漆
地
に
赤
漆
塗
､外
面
黒
漆
塗
。

（
28
．
2）

（
8．
30
）

(、
6．
40
）

（
1．
70
）

横
木

ブ
ナ

1
2

漆
塗
椀
片

d
-
6
7
-
7
4
-
a

1
9
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サ
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1 遺構の遺物

Ⅶ第五黒色土居の追加遣物
ここに掲載する遺物は、昨年度報告（北埋調報102）時点において、保存処理の樹脂含浸中または

修復中のために掲載できなかったものである。第1黒色土層中の遺構出土遺物および細分された各包

含層の遺物をまとめて図示する。遺構名および層位名は、一覧表中の備考欄に記してある。

1 遺構の遺物

（1）木製品･樹皮製品（図Ⅶ－2、表Ⅶ－2， |劃版302-1･2)

建材集中1

2131は構築材である。桁または梁材と考えられる。やや屈曲する樹皮付き丸木材である。上端部に

は切断時の刃物痕が多数認められる。樹種はサクラ属である。

炭化物集中22

2132は断面の四角い両口箸である。樹種はヒノキ？またはアスナロ？属である｡2133は上端部に挟

りのある細い角材片である。樹種はヒノキ？属である。2134は長方形の断面となる串であろう。尖端

部側が炭化している。樹種はスギ？属である。2135は中央部の溝に一対の円孔の穿たれた板材である。

断面は低い蒲鉾形であり、孔は紐で綴っていた痕跡がある｡ 2136は結束式の細帯状樹皮巻である。一

本のサクラの樹皮を巻き込んで束ねたものを切断している。

2包含層の遺物

（1）金属製品（図Ⅶ－1，表Ⅶ－1、図版302-3）

調査区東端の舌状に張り出した低湿部斜面部のc-67-63-bのIB層から発見された。遺構など

は確認されていない。

199は鎧の胸板の破片である。右側を半分以上欠損しているものと考えられる。形状は両脇の山が

丸く高く、中央が低い凹み形のものである。上面観は緩く湾曲している。表面は鉄地に直接黒漆を塗っ

たものであり、一部は漆膜のみが残存している。漆塗りの鉄地の周縁を銅製の覆輪で挟み留めている。

板の中央には小札綴付けの小孔が水平に連なり、その他に鎧や鋲を通す孔も見られる。下部を欠損し

ているが平造式の金具廻りであろう。形状から推定して鎌倉時代頃のものであろうか。

表Ⅶ－1 1B層掲載金属製品

鬮
魎

１
－

鑿醜名 長さx幅x厚さ("） 重量(,)刺質溌 傭書
73 (12.10) (13.帥)| (0.50) (616)銅飲152麺は黒色i鍵。

|異|鑿|鋤名赫|分類“｜ 蕊擢区
| 19913021"･ |胸仮 |d-67-63-b

二
《
〃
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Ⅱ
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・
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〃
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Ⅱ
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図Ⅶ－1 鎧
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Ⅶ第1黒色土層の追加遺物
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2包含層の遺物

（2）木製品・樹皮製品・繊維製品（図Ⅶ－3～14、表Ⅶ－3～6，図版303～312)

舟部材（2137～2146）

板綴舟舷側板片（2137） ： 2カ所の角孔には縛り留めた樹皮紐が残存している。

車權受台部（2138.2139） ：2138は端部の挟り部破片である。炭化のために軸差込み孔の形態は不

明である。2139は挾り部と軸差込み孔側を欠損している。丸軸差込式の破片である。

車權受台部軸(2140～2143) : 2140｡2141は丸軸差込式である。2141は下部を欠損している。 2142

は角軸差込式である。2143は頭部を欠損している。

舟用具（2144～2146）

車權片（2144） ：断面が凸レンズ状となる車擢水掻部の破片である。

あか汲み片(2145.2146） ：2145は右側板の破片である｡ 2146は開口部の反り上がる底部の破片であ

る。内面には粗い手斧による加工が顕著である。

漁携具（2144～2146）

回転式離頭鐇中柄部（2147.2148） ：2147は1本式の中柄片であり、尖端部と階段状の挟りの付く

基部の末端を欠損している。2148は2本組式の中柄部であり、基部が切断されている。

魚突鉤鐇台部（2149～2151） ：2149は表面のやや摩耗した小型のものである。先端部は凸形で摩耗

しており、鉄鈎溝の直下に快入部がある。2150は鉄鈎溝から先端を欠損している。溝の下部には続状

の高まりと快入部が作出され、裏面には柄（棹）に装着するための平坦が作出されている｡ 2151は未

製品である。木の髄部分を鉄鈎溝として加工する過程で破損したものであろう。

狩猟具（2152～2154）

矢中柄部（2152） ：尖端部には鍼の装着痕が認められ、裏面には骨角製のものと同様に、木髄部分

が溝状に凹んでいる。基部は装着時の摩耗が認められる。

矢片（2153） ：先端部は表裏から削られ山形となり、基部の削りは明瞭であるが欠損している。

矢筈片（2154） ；大型で太い矢柄の筈部破片であり、断面が楕円形となる。筈の凹みは浅い。

切裁具（2155）

山刀鞘帯執部片（2155） ？鞘に固定される帯に引掛ける鈎状部分の一端である。

農耕具・採集具、工具（2156～2160）

土掘棒片（2156） ：楕円形の割材の一端を箆状に削りだしており、先端部を欠損している。

鉄斧柄（2157） ：小型の袋式鉄斧や釿を挿入する膝柄で、挿入部は細く角形に削られている。

横槌（2158.2159） ：2158は敲打部と柄が細くて長く、柄部が不明瞭なGタイプ°である。魚叩棒の

可能性もある｡2159は柄部を欠損したEタイプである。先端は凸形に丸く、竪杵とも考えられる。

竪杵片（2160） ：両搗部を欠損したものであり、握部を一段細く削り出している。

発火具（2161～2165）

ヒキリ板片（2161 .2162） ：2161は厚い板材にウスが1カ所認められ、「V」字刻みから割れている。

ヒノキ？属である。2162は柾目の薄板に貫通したウスが1カ所認められる。スギ属である。

ヒキリ棒（2163～2165） ；2163は細角材を素材としたもので、上部はソケットに嵌め込むために細

く削り出されている。2164の先端は凸形であり、2165は太く、先端は緩い凸形である。

炉鈎（2166.2167） ：2166は股木部分を鈎としたもので、上部が太めに加工されている。用具のフッ

クの可能性もある。2167は板材を加工したもので、上部を欠損する。下部や表面が炭化している。

容器類（2168～2177）

樽（2168.2169） ：2168は焼印のある樽蓋を角形に加工したものである。2169は樽栓である。
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Ⅶ第1黒色土層の追加遺物

曲げ物(2170～2172.2177) : 2170は把手片である。2171は楕円形となる底板片である。 2172は2

枚を細いサクラ樹皮で縫いあわせた側板破片である。2177は両端に切断痕のある側板片である。

箱物（2173～2176） ：いずれも側板であり、底板や隣合う側板を固定した木釘及び木釘孔が認めら

れる。2175は両端部を斜めに切り込んで組んだものである。

食用具（2178～2182）

箸状製品（2178～2180） ：2180.2179は両口箸である。2180は先端部が欠損した片口箸である。

串状製品（2181 .2182） ：髄のある木を割り裂いた串である。2182は未製品であろう。

歩行具（2183～2185）

カンジキ（2183～2185） ：短輪型の瓢箪形カンジキの内面に差し込まれる横軸である。両尖端を細

く削り出している。2185の断面は幅広であり、尖端部の加工も太い。

紡織編具（2186～2187.2208)

2186は細丸木材の一面に刻目列が刻まれている。両端部を欠損している。2187は編物糸受木（ケタ）

片である。細板材の肩側縁に2個一組の異なる傾きの刻目がほぼ等間隔に連続しており、刻目には編

物の経糸の糸ずれが認められる。2208は板状の小型コモ槌であり、両側縁に挟りがある。

祭祀・儀礼具（2188）

捧酒箸（2188） ：上下にイトクパの刻みと罫引線があり、下先端が薄く削り出されている。

木幣（2194） ：ヤナギ属の丸木材に頭部を残すように、下から削って削りかけを作成している。

各種加工材(2189～2193）

捧酒箸状製品（2189～2191） ：断面はいずれも扁平な凸レンズ状であり、形態が捧酒箸に似る細板

材である。2190の上端部にはイトクパが認められる｡2191には刃物による斜めの極細い線が並ぶ。

丸木材（2192.2193） ：短刻とイトクパが刻まれた材である。2193の下端部は切断されている。

各種用具の部品や素材（2195～2214.2218.2219）

模状製品（2195～2202） ：上端が幅広で裏面は平坦に加工されており、先端が凸形となっている。

軸状製品（2203～2207） ：先端部に向かって細く削っている。2203にはイトクパが刻まれている。

多段扶付丸木材片（2209） ：丸木材の一側縁に滑り止め状の幅広の挟りが連続している。

端部有孔挟付丸木材片（2210） ；上端が斜めに切り出され、挟り部に縄の残存する角孔がある。

有孔楕円材片（2211） ？楕円形の厚材に大きめの角孔が斜めに穿たれている。

有孔板材片（2212） ：斜めに切り落された板材に角孔が穿たれている。

有孔丸木材（2213°2214） ：2213には角孔が貫通し、上端の角孔と下端部が切断されている。2214

の上端部には平坦部が作出され、角孔が穿たれている。

割材切断品（2218） ：平坦面は作業台のような刃物痕が多数認められる。

丸木材木端（2219） ：丸木材の上下を粗く切断したものである。

杭・建材等（2215～2217）

刺し杭（2215） ？枝分れ部分を刺し杭柄のように加工し、細く加工した下端部を欠損している。

両端杭状丸木材（2216） ；面取り加工した丸木材の両先端部のみを杭状に切り出している。

桁・梁材切断品（2217） ：樹皮付き上端には切断痕が多数あり、下端は斜めに切り出されている。

樹皮製品(2220～2222）

2220は幅広のシラカバの樹皮を両側から巻き込んだ筒状樹皮巻である｡ 2221 ･2222は細帯状樹皮巻

である。2221は釘打込式のものである。2222は結束式である。 （田口尚）
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Ⅶ第1黒色土層の追加遺物
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1 遺構の遺物
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Ⅶ第1黒色土層の追加遺物

N

リ
ノ

／

、

1
~

Ⅲ
I

Nノ I

！ 』
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｊ
Ⅱ

I I

} l

~
１１

１
/nl-"f､

I

I
i ~ ' |

1111

11
、

、

1

1

○
司

{’

I~

）

％’

に、 |I
2157

I ０

５

加

輌

一

》

一

一

一

一

’

一

l､

I

2156

採集具・工具（土掘棒・鉄斧柄）図Ⅶ－6

590



l 遺椛の遺物
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Ⅶ第1黒色土層の追加遺物
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1 遺櫛の遺物
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Ⅶ第1黒色十層の追加遺物
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Ⅶ第1黒色土層の追加遺物
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l 遺幟の遺物

○‐ ’

◎

０８

《
州
剛
艸
川
川
Ⅷ
川
哩
型

一

一

一

罰一
一

一

○

○

弓

○
I
~

＝
~

、、

○‐ 毒
~~

万 ~~

、
-I

ン

｜ ’
通 零t芸茸下論

Q
言

〆一

2209

~

’

一一

てつ
3

~~ ~

ｄ
Ｊ
ｒ

~ ~

、

泊誤

ｖ八

／／

l l I l
2211

動
一

一

、
ノ

2212

{, |1

Mノ

L

’

1

ハ

０

５

旧

師

一

一

一

一

一

一

一

ｑｑ

ａ－

K
1

|l
｜ ッ I

LjL
l

I
１
１

’

2210

図Ⅶ－13 ’挟

2214

付・有孔製品

597



Ⅶ第1黒色土層の追加遺物
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c
－
6
6
－
O
9
－
b
c
－
6
6
－
0
9
－
C
6
2
7
6

キ
ハ
ダ

1
3
．
1
0

1．
90

】
1
9

ベ
ル
ト
出
土
。
IB
-1
。

車
椛
受
台
部
片

柾
目

（
12
.6
0）

（
40
．
4）

2
1
3
8
3
0
3

c
-
6
6
-
l
8
-
c
c
-
6
6
-
2
8
-
b
1
5
1
7
8

サ
ク
ラ

3
．
0
0

1．
90

1
1

丸
軸
差
込
式
。

ﾒ勵
差
込
式
。

丸
軸
差
込
式
。

角
軸
差
込
式
。

車
栂
受
台
部
片

柾
日

（
2
8
.
3
0
）

（
5．
20
）

3
0
3

d
-
6
7
-
9
2
-
b

モ
ク
レ
ン

2．
85

（
2
4
4
．
5
）

1
2
1
3
9

9
1
3
3

ｑ ▲

屯
擢
受
台
部
軸

柾
目

コ
ナ
ラ

1
5
．
2
0

1．
75

1．
85

2
6
.
0

1
1

2
1
4
0
3
0
3

c
-
6
6
-
O
9
-
c

1
5
5
0
3

瓶
擢
受
台
部
軸
片

板
目

（
13
．
40
）

2
．
5
5

2
．
7
0

（
57
．
0）

1
1

2
1
4
1
3
0
3

c
-
6
6
-
0
9
-
b

1
5
5
0
2

カ
エ
デ

車
擢
受
台
部
軸
片

（
63
．
0）

柾
目

ト
ネ
リ
コ

（
22
．
70
）

1．
80

1
I

2
1
4
2
3
0
3

c
-
6
6
-
O
9
-
a

1
5
5
0
4

2
．
5
5

屯
樋
受
台
部
軸
片

I
B
-
3
｡

柾
目

（
16
．
20
）

（
32
．
0）

1
2
1
4
3
3
0
3

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
5
0
1

カ
エ
デ

1．
80

1．
80

1

蛎
椛
水
掻
部
片

板
目

（
25
．
10
）

（
1
3
0
.
4
）

1
B
-
l
o
－ I
B
-
l
｡

c
-
6
6
-
1
9
-
c

7
3
0
6

ハ
ン
ノ
キ

4
．
4
5

2
．
2
5

1
1

2
1
4
4
3
0
3

あ
か
汲
み
側
板
偶

横
木

（
15
．
35
）

〈
4．
80
）

（
2．
05
）

（
47
．
9）

2
1
4
5

d
-
6
7
-
9
2
-
b

9
1
4
9

モ
ク
レ
ン

I
1

3
0
3

横
木

（
19
.3
0）

（
6．
90
）

（
5．
40
）

（
1
3
0
.
2
）

IB
-l
。

あ
か
汲
み
片

d
-
6
6
-
9
9
-
c

1
5
5
2
3

カ
ッ
ラ

I
1

2
1
4
6
3
0
3

l本
式
｡階
段
状
刻
目
列
付
。
IB
-l
o

2本
組
式
。
I
B
1
o

I
B
l
o

IB
-l
。

回
転
式
離
頭
話
中
柄
片

半
劉

（
20
．
90
）

（
36
．
4）

ア
ジ
サ
●
イ

2
．
1
0

1．
60

1
1

21
‘
17
3
0
4

c
-
6
7
-
5
2
-
d

1
5
5
3
6

回
転
式
離
頭
話
中
柄
切
断

品
1
/
4
割

d
-
6
7
-
9
1
-
d

ア
ジ
サ
イ

1
6
.
5
0

1．
50

1．
20

18
．
1

1
1

2
1
4
8
3
0
4

8
0
5
9

魚
突
鉤
話
台
部

板
目

ア
ジ
サ
イ

2
0
-
2
0

1．
55

1．
10

1
8
.
1

1
1

2
1
4
9
3
0
4

c
-
6
7
-
4
0
-
c

1
5
2
1
3

魚
突
鉤
話
台
郊
j
4

板
柾

（
17
．
15
）

（
26
．
0）

1
1

2
1
5
0
3
0
4

c
-
6
6
-
O
9
-
d

1
5
1
6
3

カ
エ
デ

1．
80

1
．
7
0

』 陸 藻 ｓ 膨 雪

l
B
-
l
o

魚
突
鉤
話
台
部
未
製
品
片

丸
木

ア
ジ
サ
イ

（
56
．
50
）

（
2
7
8
.
0
）

2
1
5
1

c
-
6
6
-
3
8
-
a

1
4
6
4
9

3
5
0

3
．
0
5

1
】

3
0
4

矢
中
柄

半
荊

ア
ジ
サ
イ

10
．
2

IB
-l
。

2
1
5
2
3
0
4

d
-
6
7
-
9
2
-
d

1
5
2
2
8

1
5
．
6
5

1．
30

0
．
9
0

1
I

函 ⑮ や
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表
Ⅶ
－
4
1
B
層
掲
載
木
製
品
(
2
)

言 識 胃 躯 陣 什 耐 ｓ 侭 言 感 奮

鱸
図 窪

図
版

番
号

個 体
破 片

遺
物
名
称

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
c
m
)

重
量
(9
)

備
考

矢
片

板
目

(
7
.
0
0
)

（
10
．
0）

烏
用
？

IB
。

3
0
4

d
-
6
7
-
9
2
-
d

1
5
5
1
2

ク
ワ

1．
70

1．
40

1
1

2
1
5
3

矢
答
片

2点
接
合
｡大
型
。
IB
-l
｡

柾
目

ハ
ン
ノ
キ

（
6．
03
）

2
1
5
4
3
0
4

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
5
6
5

2．
30

1．
60

（
13
．
6）

1
2

山
刀
鞘
帯
執
部
片

柾
目

カ
エ
テ

（
2．
70
）

(
2
.
5
0
)

(
5
.
0
)

2
1
5
5
3
0
4

c
-
6
6
-
1
8
-
d

1
5
1
7
5

1．
45

1
I
B
l
o

1

上
掘
榛
片

追
柾

カ
バ
ノ
キ

（
54
.7
0）

(
4
6
0
)

（
3
5
5
.
0
）

2点
接
合
｡
IB
1。

2
1
5
6
3
0
5

c
-
6
7
-
O
O
-
b

9
3
7
7

3．
10

２
1

c
-
6
6
-
0
8
-
b
c
-
6
6
-
0
9
-
a

c
-
6
6
-
O
9
-
．

鉄
斧
柄

股
木

袋
状
手
斧
。
IB
-1
｡

ハ
シ
ド
イ

2
1
5
7
3
0
5

4
3
0
1

4
1
.
1
0

10
．
70

3．
50

2
9
8
.
0

1
1

横
槌

丸
木

d
-
6
7
-
8
1
-
c
d
-
6
7
-
8
2
-
d

オ
ニ
グ
ル
ミ

1
点
接
合
｡
G
タ
イ
プ
｡
サ
ケ
叩
き
棒
？

IB
.'
。

2
1
5
8
3
0
6

1
0
1
0
1

4
8
.
2
0

2．
65

4．
70

5
6
3
.
3

1
！

横
槌
片

丸
木

ト
ネ
リ
コ

(
2
4
7
0
)

(
2
4
7
1
)

Eタ
イ
プ
｡堅
杵
？
IB
－
l。

2
1
5
9
3
0
6

c
-
6
6
-
4
8
-
a

1
4
6
7
2

4．
25

4．
70

1
1

堅
杵
片

丸
木

(
4
1
,
4
0
)

2点
接
合
。
IB
-l
｡

d
-
6
7
-
9
2
-
b

1
5
5
0
7

オ
ニ
グ
ル
ミ

6
.
1
0

1．
90

（
4
2
2
.
0
）

2
1
6
0
3
0
6

1
2

ウ
ス
1カ
所
。
IB
-l
o

ウ
ス
2カ
所
。
IB
-1
。

ヒ
キ
リ
板
片

柾
目

○ ’ ○ ’ ○ 一 ○ ○

ヒ
ノ
キ
ウ

(
1
2
4
0
)

（
43
．
2）

d
-
6
6
-
9
9
-
d

1
5
5
3
3

3．
05

2
.
1
0

2
1
6
1
3
0
6

1
1

ヒ
キ
リ
板
月

柾
目

(
6
4
0
)

c
-
6
6
-
2
7
-
b

1
5
5
5
6

ス
ギ

（
2．
50
）

（
O
~
8
5
）

（
5．
6）

2
1
6
2
3
0
6

1
1

ノ
ケ
ッ
ト
式
I
B
-
l
o

ヒ
キ
リ
棒

板
柾

ヒ
ノ
キ
？

2
1
6
3
3
0
6

c
-
6
6
-
O
8
-
c

1
5
5
3
1

7．
35

1．
30

1
.
1
0

7
6

1
1

ヒ
キ
リ
棒

板
柾

ス
ギ

3
0
6

c
-
6
6
-
O
9
-
a

4
2
9
7

1
5
.
2
0

1．
20

1．
30

1
5
.
7

2
1
6
4

1
1
lB
-1
。

ヒ
キ
リ
捧
片

板
柾

ス
ギ
？

(
1
9
.
5
0
)

（
3
6
.
0
)

2点
接
合
。
IB
-2
。

3
0
6

c
-
6
6
-
2
8
-
a

1
5
5
6
4

2
0
0

1，
90

2
1
6
5

1
2

2点
接
合
。
IB
-2
｡

炉
鈎

股
木

2
1
6
6

d
-
6
6
-
9
9
-
d

5
4
0
7

ク
リ

2
9
.
7
0

8．
40

3．
80

1
7
7
.
8

2
3
0
7

I

追
柾

○ 一 ○

保
存
処
理
後
実
#I
ll
o計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。
IB
-l
｡

炉
鈎
片

(
1
0
.
8
3
)

(
22
.
1

)
2
1
6
7
3
0
7

c
-
6
7
-
5
1
-
b

1
3
6
9
3

ハ
リ
ギ
'ノ

6．
10

1．
85

1
1

焼
印
付
。
IB
-l
。

櫛
藍
板
切
断
品
片

追
柾

ス
ギ

(
3
.
9
0
)

（
26
．
0）

2
1
6
8
3
0
7

c
-
6
7
-
O
l
-
a

15
53
(）

3．
30

2．
20

1
1

樽
栓

板
柾

3
0
7

c
-
6
6
-
3
8
-
d

1
5
1
6
9

ス
ギ

6．
05

2．
90

2，
95

3
2
.
0

1
2
1
6
9

1
lB
-l
。

曲
げ
物
把
手
片

板
目

カ
エ
テ

（
5．
20
）

（
3．
70
）

（
10
．
7）

2
1
7
0
3
0
7

c
-
6
7
-
5
1
-
a

1
5
5
5
0

0．
90

1
I
l
B
l
o

5点
接
合
。
I
B
2
｡

曲
げ
物
底
板
片

柾
目

ヒ
ノ
キ
？

（
16
.9
5）

(
1
5
.
0
0
)

（
11
8.
5）

2
1
7
1
3
0
7

c
-
6
6
-
0
9
-
a

7
5
3
5

0．
90

1
、

○
5
点
接
合
(
樹
皮
3
点
含
む
)
｡
樹
皮
綴
り
あ
り
。

IB
-l
。

曲
げ
物
側
板
片

柾
目

ス
ギ

（
18
.3
0）

（
29
．
6）

2
1
7
2
3
0
7

c
-
6
7
-
3
0
-
c

1
5
2
1
0

4．
1
0

1．
80

1
3

柾
目

木
釘
入
孔
1カ
所
。
IB
l。

箱
物
側
板
片

ス
ギ
？

（
11
．
80
）

(
1
2
.
0
)

2
1
7
3
3
0
7

d
-
6
7
-
9
1
-
b

1
5
5
1
0

1
.
7
0

0．
80

1
1

木
釘
孔
3カ
所
の
内
､木
釘
入
2カ
所
。
IB
-l
｡

箱
物
側
板
片

柾
目

ス
ギ

（
8．
70
）

（
6．
0）

2
1
7
4
3
0
7

C
-
6
7
-
1
0
-
c

7
6
8
6

1．
40

0，
50

1
I

木
釘
孔
4カ
所
。

IB
-l
。

箱
物
側
板
片

柾
目

ス
ギ
？

（
27
．
3）

2
1
7
5
3
0
7

c
-
6
7
-
4
1
-
c

1
3
9
4
8

16
．
20

2
.
9
0

0．
65

1
1

木
釘
孔
4カ
所
の
内
､木
釘
入
2カ
所
。

IB
-l
。

箱
物
閲
板
片

板
目

ヒ
ノ
キ
？

(
1
6
.
6
0
)

2
.
6
0

0．
80

（
3
0
~
6
）

2
1
7
6
3
0
7

c
-
6
6
-
3
8
-
c

1
3
4
5
5

1
1



表
Ⅶ
－
5
1
B
層
掲
載
木
製
品
(
3
)

個 体
破 片

図 塞
図
版

番
号

焼 痕
樹 皮

備
考

遺
物
名
称

長
さ
×
幅
×
厚
さ
(
d
n
)

重
量
(9
)

発
掘
区

遺
物
番
号
木
取
り

樹
種

57
点
中
12
点
接
合
｡保
存
処
理
後
実
測
｡計
測
値
は
保
存
処
理
後
の
値
。

IB
-l
。

ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
？

曲
げ
物
側
板
片

柾
目

（
10
．
95
）

（
2
9
0
.
0
）

1
5
7

2
1
7
7
3
0
7

d
-
6
7
-
8
1
-
b
d
-
6
7
-
8
1
-
c
1
0
4
9
6

1
6
4
．
4
0

0．
40

両
口
轄

板
目

ヒ
ノ
キ
？

5
.
3

1
I
B
-
l
o

2
1
7
8
3
0
8

d
-
6
7
-
8
2
-
c

1
5
2
2
5

2
1
.
6
5

0．
80

0．
60

1

両
口
箸

板
hi

ス
ギ
?
ヒ
ノ
キ
?
ア
ス
ナ
ロ
?
ネ
ズ
コ
？

I
B
-
l
o

木
釘
孔
5カ
所
の
内
､木
釘
入
4カ
所
｡漆
塗
箱
物
側
板
再
利
用
。
IB
-l
。

c
-
6
6
-
l
8
-
C
c
-
6
6
-
2
8
-
b
1
5
4
9
7

2
1
.
5
0

0．
65

0．
50

4
.
6

1
1

2
1
7
9
3
0
8

片
口
箸
片

追
柾

(
1
2
.
3
)

｡‐
67
-8
2-
c

ス
ギ

（
2
3
.
1
0
）

1.
1
5

0．
80

1
1

2
1
8
0
3
0
8

7
8
2
1

2点
接
合
。
IB
-3
。

l/
4I
MI

%l
1串

d
-
6
7
-
9
1
-
b

ア
ジ
サ
イ

1
3
.
0
0

1．
30

0．
70

7‘
0

1
2

2
1
8
1
3
0
8

1
5
2
3
5

串
未
製
品

|畠
削

ア
ジ
サ
イ

I
B
-
l
o

I
B
-
l
o

ベ
ル
ト
出
土
○
I
B
I
o

lB
－
1。

d
-
6
7
-
9
2
-
3

8
8
2
2

4
9
.
8
0

2．
50

3．
30

4
4
．
9

1
1

2
1
8
2
3
0
8

カ
ン
ジ
キ
軸
片

板
柾

ア
ジ
サ
イ

(
1
8
.
1
0
)

（
7~
3）

3
0
8

c
-
6
6
-
2
8
-
b

1
4
4
2
0

0．
90

0．
90

1
I

2
1
8
3

カ
ン
ジ
キ
軸
片

1
/
4
W
I

ア
ジ
サ
イ

(
1
9
.
5
0
)

（
7~
0）

c
-
6
6
-
1
8
-
c
c
-
6
6
-
2
8
-
b
1
4
7
7
0

0．
90

0．
60

1
1

2
1
8
4
3
0
8

カ
ン
ジ
キ
軸
片
？

柾
'二
｝

ヒ
ノ
キ
？

(
1
2
.
2
0
)

（
9~
0）

2
1
8
5
3
0
8

c
-
6
6
-
1
8
-
b

6
7
1
8

1．
50

0
．
8
0

1
1

側
縁
刻
目
列
付
。
IB
-l
｡

丸
木

○
丸
木
材
片

ハ
シ
ド
イ

（
6．
90
）

1．
20

（
5．
2）

2
1
8
6
3
0
8

c
-
6
6
-
O
9
-
b

1
5
5
5
7

1
.
0
0

1
1

2点
接
合
｡側
縁
刻
目
列
付
｡糸
ず
れ
あ
り
。
IB
2．

編
物
糸
受
木
片

柾
ロ

ス
ギ
？

(
3
8
6
0
)

0
.
8
0

（
45
．
8）

2
2
1
8
7
3
0
8

c
-
6
6
~
O
9
-
b

6
2
3
6

2．
05

1

2点
接
合
｡イ
ト
ク
パ
付
。

lB
－
l

搾
酒
箔

板
目

ス
ギ

0．
60

19
.］

1
2

2
1
8
8
3
0
9

d
-
6
7
-
9
1
-
a

8
1
3
4

2
5
.
(
)
5

2
．
2
0

2
点
接
合
。
I
B
o

追
柾

ト
ネ
リ
コ

捧
酒
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l 木製品の樹種I司定

Ⅷ自然科学的分析（各種分析・同定結果）
1 木製品の樹種同定

（1）はじめに

今回の樹種の識別結果は、平成4年度に実施された美々8遺跡低湿部の発掘調査のうち、昨年度報

告の手掘り調査区出土のIB以下の木製品と合せて、表土層、OB層、クラムシェル調査区出土木製品

および昨年度に報告できなかったIB以下の木製品についてである。樹皮製品や繊維製品、自然木や

流木等についての同定は行わなかった。

（2）試料および識別の方法

1）試料

樹種同定時の出土材は、水漬で保管されていた生木、PEG含浸法処理材およびMannitol oPEG-

真空凍結乾燥法(MPFD法）処理材があり、組織観察のために各々について若干異なった処理を

行った。しかし、基本的な試料作製法は同じであり、以下のとおりである。すなわち、加工された部

分、腐れなどによる劣化の進んだ部分、節など組織の乱れのある部分、髄に近い部分はできるだけ避

け、木口1m・板目面・柾目面を有するブロックを採取し、特に加工度の高い製品においては各面の切

片を採取して、 3面を1セットとして試料を作製した。

①光学顕微鏡試料

水漬の生木：試料から直接切片を採取する場合には直接|町刃カミソリで各面から、一年輪以上が含

まれる5mm×5mm、厚さ10～20ミクロンの切片を取った。建材や杭などでブロック採取の可能な場合

は、各面が得られる5mm角のブロックを取り、それらから3断面の切片を取った。

PEG含浸法処理材：片刃カミソリで各面が得られる5mm角のブロックを取り、PEGを除去するた

めに水に浸し、さらに約15分程煮沸したのち水洗をした。それらのブロックから両刃カミソリで5mm

X5mm、厚さ10～20ミクロンの3断面の切片を取った。

Mannitol ・PEG－真空凍結乾燥法処理材：ブロック採取はほとんど困難であるため、各面の取り

たい箇所を100％のエタノールで軽く拭き、表面のPEGとMannitolを除去または内部にしみ込ませ

てから、直接両刃カミソリで5mm×5mmの切片を取った。充填剤を除去すると非常に脆く、切片採取

の際に粉砕することもあり採取方法については今後の課題である。

なお、各々の方法で採取した切片はスライドグラス上で、無染色のまま観察した。写真撮影などで

一時的なプレパラートを必要とする場合はガムクロラールで封入した。

②走査電子顕微鏡試料

水漬の生木：片刃カミソリで5mm角のブロックを採取し、流水で水洗した。次にブロックから各面

が得られるように両刃カミソリで整形した後、アルコールシリーズで脱水し、室内で約24時間程放置

して乾燥させた。

PEG含浸法処理材；光学顕微鏡試料の作製と同様に片刃カミソリで5mm角のブロックを採取し、P

EGの除去を行った。次に3断面の観察が可能なように両刃カミソリで整形した後、アルコールシリー

ズで脱水し、室内で約24時間程放置して乾燥させた。

なお、各々の乾燥させた小ブロックを試料台に導電性接着剤（ドータイト）で固定し、イオンスパッ

タリング装置(JFC-1000)で金をコーティング(1.2kv、 8mA、 5分2回）して観察した。
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Ⅷ自然科学的分析

2）識別方法

試料の3断面を光学顕微鏡で観察し、識別を行ったが、光学顕微鏡レベルでは明確に出来なかった

点については、さらに走査電子顕微鏡で観察を行った。

①光学顕微鏡による樹種識別上の主な観察項目

針葉樹材？年輪構造（早材部から晩材部への移行の状態、晩材部の幅)、樹脂道（垂直。水平樹脂

道の有無、エピセリウム細胞の畦厚)、仮道管（有縁壁孔の配列、らせん肥厚の有無)、樹脂細胞（有

無、分布)、分野壁孔（型と数)、放射組織（放射仮道管の有無、放射柔細胞の末端壁の状態、細胞''1畠

と細胞高）

広葉樹材：道管（木｢1面における配列の形式、らせん肥厚の有無、せん孔の形状、遊管相互孔の形

状と配列、チロースの有無)、仮道管（有雌)、紬方I61柔細胞（配列の型)、放射組織（同性・異性、

細胞幅と細胞高、分布）

②走査電子顕微鏡による樹種識別上の主な観察項目

針葉樹材：仮道管のいぼ状突起、有縁壁孔の壁孔壁、分野壁孔など。

広葉樹材：道管のらせん肥厚、せん孔の形状、ベスチャード鑛孔など。

（3）識別結果と考察

、区成4年度出土木製品3,360点（前回報侍の960点を含む）について樹種の識別を行い、34科55属を

|『1定した。樹種構成は針葉樹4科9属、広葉樹30科46属であり、そのうち12属については種までの同

定を行った。それらの同定の根拠となった組織構造的な特徴を以ドに記す。なお、広葉樹の放射組織

の同性と異性の区別については、平伏細胞のみからなるものを|副性、それ以外のものを異性とした。

しかし、オニグルミのように大部分が平伏細胞からなり、方形細胞が時々混じるような場合には、同

性に区別した。また、可能性はI奇いが断定するには至らなかったものには、属名の後に？を記した。

01 イチイT上z""scuSpZd"qSiebetZucc (イチイ属T上z師邸s) (いちい科TAXACEAE)

仮道管と放射柔細胞からなり、分野壁孔はヒノキ型である。仮道管の内壁には、はっきりとしたら

せん肥厚が存在する。

顕微鏡写真No.1

02モミ属A6Zes (まつ科PINACEAE)

仮道管と放射柔細胞からなり、分野壁孔は典型的なスギ型である。放射柔細胞の雌は厚く数珠状末

端畦を有する。

トドマッと推定される。

顕微鏡写真No2

03 カラマツ属？ Lαﾉﾍ虹 （まつ科PINACEAE)

仮道管、放射柔細胞、放射仮遊管、水平・唾直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞からなり、樹脂

;ll1胞はない。分野壁孔はスギ型、 ヒノキノ側およびトウヒ型のすべてが認められ、放射仮道管は小咽の

ｲj縁畦孔をもつ。らせん肥厚は存在しない。唾直樹脂遊は晩材部に多い。 111晩材の移行が急であるこ

とからカラマツ属としたが、 トウヒ属の可能性も否定できない。

顕微鏡写真No.3
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04 トウヒ属Piecefz (まつ科PINACEAE)

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平･垂筒樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞からなる。分野

壁孔はトウヒ型である。らせん肥厚は存在しない。木口面で早晩材の移行が比較的ゆるやかであるこ

とからトウヒ属としたが、分野壁孔の形状が典型的なトウヒ堀ではないものも認められ、カラマツ属

の可能性も否定できない。

エゾマツやアカエゾマツが推定される。

顕微鏡写真No.4

05マツ属P加邸s (まつ科PINACEAE)

（一葉松類）

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平・垂直樹脂道を取りI＃Iむエピセリウム細胞からなる。分野

壁孔は窓状である。放射仮道管の内確は、内腔に向かって鋸歯状の突起が見られることから、本属の

なかでも ~,葉松類と考えられる。

北海道には自生していなかったと考えられるが、アカマツ、もしくはクロマツが推定される。

顕微鏡写真No.5

（五葉松類）

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平・垂直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞からなる。分野

壁孔は窓状である。放射仮道管はなめらかな内壁で小型の有縁畦孔をもつことから、本属のなかでも

ﾉi葉松類と考えられる。

ヒメコマツ（ゴヨウマツ)、ハイマツ、キタゴヨウなどが推定される。

顕微鏡写真No.6

06 スギCﾉﾂptoﾉ刀e〃αノ"po"jc(zDDon (スギ属Cノヘyptoﾉ7ze"q) (すぎ科TAXODIACEAE)

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹脂逆、放射仮道管は存在しない。仮道管にらせん肥厚

は存在しない。樹脂細胞は早・晩材部の移行部から晩材部にかけて散在する。年輪界は明瞭で、早材

部から晩材部への移行はやや急である。晩材部の'脇は比較的広い。放射組織は蝋列のみで一般に10細

胞高以下である。分野壁孔はスギ型である。仮道管の内壁の表面にはイボ状突起の存在が走査電子顕

微鏡により確認できる。

顕微鏡写真No.7

07ネズコ属？ T7Z”α （ひのき科CUPRESSACEAE)

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹l1旨遊、放射仮道禰は存在しない。仮道管にらせん肥厚

は存在しない。樹脂細胞は晩材部に接線状に点在する。早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材の

'脇が狭い。分野確孔はスギ型であるが、放射組織が10細胞高以l:のものやインデンチャーの発達した

ものがあり、ネズコ属の1J能性が高いと推定される。しかし、壁孔の形状が腐朽により確認できない

ものも多くあり、スギ又はアスナロ届が混じっている!J能性も街定できない。

顕微鏡写真No.8
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08 ヒノキ属？ Cｿzamaecypq"s (ひのき科CUPRESSACEAE)

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹脂道、放射仮道管は存在しない。仮道管にらせん肥厚

は存在しない。樹脂細胞は晩材部の接線状に散在する。早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部

の幅が狭い。分野壁孔はヒノキ型であるが、中にはスギ型との中間的なものもしばしば認められた。

また、腐朽により分野壁孔の確認ができないものも多く、アスナロ属が混じっている可能性も否定で

きない。

顕微鏡写真No.9

09アスナロ属？”〃Ops2s （ひのき科CUPRESSACEAE)

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹脂道、放射仮道管は存在しない。仮道管にらせん肥厚

は存在しない。早材から晩材への移行は緩やかで樹脂細胞は主に晩材部に散在する。放射組織は円形

及び広楕円形で1～15細胞高であり水平壁は厚い。分野壁孔はヒノキ型及びスギ型さらには両型の中

間的なものがあり、 1分野に2～5個存在する。分野壁孔が、典型的なヒノキ型のみでないことから、

アスナロ属の可能性が高い。

顕微鏡写真No.10(ヒノキ属？アスナロ属？）

10 ビャクシン属？ JZ”pems （ひのき科CUPRESSACEAE)

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹脂道、放射仮道管は存在しない。仮道管にらせん肥厚

は存在しない。早材から晩材への移行はきわめてゆるやかで、樹脂細胞は晩材部付近に散在する。分

野壁孔はスギ型とヒノキ型の中間的なものが認められる。本属は細胞間げきができる特徴がある（19

82、島地ら）とされているが、本遺跡の試料ではそのような個体はなかったので、ビャクシン属と同

定した試料はない。しかし、細胞間げき以外の特徴は一致する場合があるので、一応ここに掲げた。

11 ヤナギ属Sα"” （やなぎ科SALICACEAE)

木口面：散孔材である。道管は時折2～3個の複合管孔を形成する。

板目・柾目面：放射組織は単列で異性である。道管要素は単せん孔をもつ。らせん肥厚は存在しな

い。また、道管相互壁孔は交互壁孔である。

エゾノカワヤナギ、オノエヤナギ、バッコヤナギ、エゾノバッコヤナギなどが推定される。

顕微鏡写真No.11

12ハコヤナギ属PopzLZzLs (やなぎ科SALICACEAE)

木口面：散孔材である。多くの道管は2～4個の複合管孔を形成する。

板目・柾目面：放射組織は単列で同性である。道管要素は単せん孔をもつ。らせん肥厚は存在しな

い。

ドロノキ、ヤマナラシが推定される。

顕微鏡写真No.12

13オニグルミJ昭jα凡sα"α九t/z加"αCarr.

（オニグルミ属Jugjqn,s) (ぐるみ科JUGLANDACEAE)

木口面：散孔材である。大型の道管が単独もしくは2～3個複合して存在する。チロースを含むこ
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l 木製品の樹種同定

とが多い。柔細胞の接線方向への配列は本属の特徴である。

板目・柾目面：放射組織は1～3細胞幅で3～20細胞高であり同性であるが、方形細胞を含む場合

がある。道管要素は単せん孔をもつ。らせん肥厚は存在しない。

顕微鏡写真No.13

14クマシデ属Ctzrp加邸s (かばのき科BETULACEAE)

木口面：散孔材であるが、道管は2～6個が複合し、放射状に配列する傾向がある。

板目・柾目面：放射組織は1～2細胞幅で1～60細胞高で異性である。板目面では、集合放射組織

が認められる。道管要素は階段せん孔をもち、内壁には目立たないが、らせん肥厚が存在する。

サワシバ、アカシデが推定される。

顕微鏡写真No.14

15アサダOs"yαノqPo"jcqSarg (アサダ属Os"yq) (かばのき科BETULACEAE)

木口面：散孔材で2～3個の大型の道管が放射方向に複合する。一般に道管の径は晩材に相当する

部分で小さくなり、多くの道管は3～6個放射方向に複合する。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅で、20細胞高より高くなる場合も多い。放射組織は大部分

が平伏細胞からなるが、上下の縁辺部には方形細胞を含み異性である。道管要素は単せん孔をもち、

内壁には不規則ならせん肥厚をもつ。

顕微鏡写真No.15

16カバノキ属Bet"J(z (かばのき科BETULACEAE)

木口面：散孔材であり、一般に道管は2～4個が放射方向に複合する。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅で40細胞高以上にもなり、同性である。道管要素は階段せ

ん孔をもつ。らせん肥厚は存在しない。

シラカンバやウダイカンバ等が推定される。

顕微鏡写真No.16

17ハンノキ属AJ""s (かばのき科BETULACEAE)

木口面：散孔材である。多くの道管は2～4個が放射方向に複合する。

板目・柾目面：放射組織は単列で同性である。集合放射組織を形成する。道管要素は階段せん孔を

もつ。らせん肥厚は存在しない。

ハンノキ、ケヤマハンノキ等が推定される。

顕微鏡写真No.17

18 コナラ属Q"erczJs (ぶな科FAGACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏部の人道管にはチロースが認められる。孔圏外の道管は、やや放射状

に配列することがある。

板目・柾目面：放射組織は単列と広放射組織からなり、同性である。道管要素は単せん孔をもつ。

ミズナラ、コナラ、カシワ等が推定される。

顕微鏡写真No.18
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19 クリQzstα九eQCJ'､e"α"SiebetZucc. (クリ属CtZStα"e(z) (ぶな科FAGACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏部の大道管にはチロースが認められる。孔圏外の道管は一般に火炎状

に配列する。

板目・柾目面：放射組織は単列のみ、 1～15細胞高で同性である。道管要素は単せん孔をもつ。ら

せん肥厚は存在しない。

道管の配列などコナラ属と酷似しているが本属では放射組織が単列のみであり、広放射組織が存在

しないためクリと判断した。また、本属はシイノキ属とも類似しているが、道管の配列が環孔状であ

るのでクリ属とした。

顕微鏡写真No.19

20ブナ属及zgzLs (ぶな科FAGACEAE)

木口面：散孔材である。道管はほぼ平均に分布し、年輪の前半部の道管の方が大きく、外側にいく

につれて大きさと数が減少する。

板目・柾目面：放射組織は単列のもの、 2～数列のもの、広放射組織の3種類があり、ほとんど同

性である。道管要素は、一般に年輪の前半部で単せん孔、外側では、階段せん孔と網状せん孔をもつ。

らせん肥厚は存在しない。

ブナ（北海道南部が北限)、イヌブナ（北海道外）が推定される。

顕微鏡写真No.20

21 ニレ属UZ77zzLs (にれ科ULMACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏部の道管は2～3列になり、孔圏外では多数の小道管が接合して集団

管孔を形成し、接線方向にかなり規則的に配列する。

板目・柾目面：放射組織は1～6細胞幅、 3～70細胞高で、同性である。道管要素は単せん孔をも

ち、内壁にはらせん肥厚が存在する。

ハルニレまたはオヒョウが推定される。

顕微鏡写真No.21

22エノキ属？α"js (にれ科ULMACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏外の小道管は不規則な集団管孔を形成している。

板目・柾目面：放射組織は1～2細胞幅のもの、 7～10細胞幅のものがあり、 i l 1間のものはない。

2～80細胞高で、異性である。紡錘形の放射組織のまわりを直立°方形細胞で取り囲み、鞘細胞のよ

うにみられる。道管要素は単せん孔をもつ。小道管にはらせん肥厚が存在する。

木属と同定された試料は、瘤や枝が多く、正常な細胞ではない場合が多かった。エノキ属の可能性

が高いと考えられるが断定はできない。エゾエノキと推定される。

顕微鏡写真No.22

23ケヤキ属 Ze"eo"α （にれ科ULMACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏部の人道管が一列に並ぶ。孔圏外では急に道管の人きさを減じている。

小道管は多数集まってl 'j形、接線状あるいは斜線状の集団管孔を形成している。

板目・柾目面：放射組織は6～7細胞|隅のものが多く、 卜下の縁辺のみが方形細胞の異性である。
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1 木製品の樹種同定

方形細胞には、時々結晶が認められる。道管要素は単せん孔をもつ。小道管の側壁にはらせん肥厚が

存在する。

ケヤキ（北海道外）が推定される。

顕微鏡写真No.23

24 クワ属MoJws (くわ科MORUS)

木口面：環孔材である。孔圏部では単独あるいは2～3個の道管が複合する。孔圏外では小道管が

複合して団塊状をなす。道管内にはチロースが認められる。

板目・柾目面？放射組織は1～6細胞幅、 5～60細胞高で、異性である。道管要素は単せん孔をも

つ。小道管のらせん肥厚は、走向が不規則な場合がある。

ヤマグワが推定される。

顕微鏡写真No.24

25 カツラC"cjdjpんy"叫加ﾉapo"jc""zSieb.etZucc.

（カッラ属CGFcZdip/Zy"以刀z) (かつら科CERCIDIPHYLLACEAE)

木口面；散孔材である。ほとんどの道管は単独で数がきわめて多く、年輪内全体を通じて平等に分

布する。

板目・柾目面：放射組織は1～2細胞幅で、直立細胞の間に、方形細胞と平伏細胞が入り込む典型

的な異性である。道管要素は階段せん孔をもち、Barの数も20本以上と非常に多い。らせん肥厚は存

在しない。

顕微鏡写真No.25

26モクレン属Mag"o"α （もくれん科MAGNOLIACEAE)

木口面：散孔材である。単独または2～数個の放射方向に接続した道管が平等に分布する。

板目・柾目面：放射組織は1～2細胞幅で5～35細胞高と高い。 上下縁辺の1～2列のみが直立細

胞ないし方形細胞で、そのほかは平伏細胞の異性である。道管要素は単せん孔と階段せん孔をもつ。

らせん肥厚が存在する。道管には階段壁孔と対列壁孔が認められる。

ホオノキ、キタコブシ、コブシが推定される｡

顕微鏡写真No.26

27アジサイ属Hydノヘα噌eα （ゆきのした科SAXIFRAGACEAE)

木口面：散孔材である。道管は単独または2～3個襖合して年ilih内に平等に分布する。 1lilll方向柔細

胞が放射方向へ連続して認められるのが特徴である。

板目・柾目面：放射組織は1～2細胞幅、 3～5細胞高で、板| |向では上下方向で軸方向柔細胞と

接している。異性である。道管要素は階段せん孔をもつ。らせん肥厚は認められない。

用途適性から類推してノリウツギと考えられるが|可属の他樹種の可能性もある◎

顕微鏡写真No.27

28 イスノキαSfy"哩刀zFace77zosz"7zSieb. etZucc

（イスノキ属DZsty"""z) (まんさく科HAMAMELIDACEAE)
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木口面：散孔材である。道管はほとんど単独で年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞が接線方向

に黒い接線状に一定の間隔で配列するのが特徴である。

板目。柾目面：放射組織は1～2細胞幅で平伏細胞と直立細胞からなる顕著な異性である。道管要

素は階段せん孔をもつ。らせん肥厚は存在しない。

顕微鏡写真No.28

29サクラ属P戸邸""s (ばら科ROSACEAE)

木口面：散孔材である。道管は単独または2～3個が複合して年輪内に平等に分布する。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅で、20細胞高以上になる場合が多い。異性であるが、板目

面では判別しにくい。道管要素は単せん孔をもつ。らせん肥厚が存在する。

エゾヤマザクラ、 ミヤマザクラ、シウリザクラ、ウヮミズザクラ等が推定される。

顕微鏡写真No.29

30 ナナカマド属Sor､6zLs (ばら科ROSACEAE)

木口面：散孔材である。道管は径が小さく単独または2～3個が複合する。

板目・柾目面：放射組織は2～3細胞幅、 3～30細胞高で同性である。道管要素は大部分が単せん

孔をもつ。 2～3本が束になったSらせんとZらせんの特徴的ならせん肥厚が認められる。

ナナカマド、アズキナシ等が推定される。

顕微鏡写真No.30

31 リンゴ属？Maj"s （ばら科ROSACEAE)

木口面：散孔材である。道管は径が小さく単独または2～3個が複合し、一般に均等に分布する。

板目面・柾目面：放射組織は1～2細胞幅で同性である。

リンゴ属、ナナカマド属、ハシドイ属は組織が類似しており、区別が難しい場合がある。しかし、

それらの区別は、らせん肥厚の形状等で判断できる（1978、大谷・石田)。 リンゴ属とナナカマド属

は、道管の配列、放射組織の形状も酷似しているが、らせん肥厚の形態が異なり、稀に現れる網状

(多孔）せん孔が確認できればナナカマド属と判断できる。また、ハシドイ属は、木口面で見て道管

の数が多く、複合するものが多いこと、放射組織の高さが不揃いであること、また、対をなす短いら

せん肥厚の存在で、 リンゴ属およびナナカマド属と区別できる。しかし、性々にして腐朽による劣化

や変形などによりこの3属のいずれであるかの判別はできないものも多かった。

顕微鏡写真No.31 (リンゴ属？ハシドイ属？）

32 イヌエンジユM上zacたれα、"『e"sjsRupr. etMaxiln

（イヌエンジュ属Maac厩α） （まめ科LEGUMINOSAE)

木口面；環孔材である。孔圏部から孔圏外への道管の径の移行はゆるやかである。年輪界付近には

小道管の集団管孔の不規則な配列がみられる。

板目・柾目面：放射組織は1～6細胞幅、 6～50細胞高で、同性である。小道管が層階状配列をな

し、顕著ならせん肥厚が認められる。ベスチャード壁孔が走査電子顕微鏡により認められる。

顕微鏡写真No.32
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1 木製品の樹種同定

33ハギ属Lespedez(z (まめ科LEGUMINOSAE)

木口面：環孔材である。孔圏部から孔圏外への道管の径の移行はゆるやかである。年輪界付近では

小道管の集団管孔が不規則に配列する。

板目・柾目面：放射組織は1～5細胞幅で4～60細胞高と高く、顕著な異性である。小道管が層階

状配列をなし、らせん肥厚が認められる。

エゾヤマハギ等などが推定される。

顕微鏡写真No.33

34キハダ属Pfze"ode"〃o7z (みかん科RUTACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏部では大道管が2～3個複合して存在する。

板目・柾目面；放射組織は1～4細胞幅で5～35細胞高で、同性である。道管要素は単せん孔をも

つ。小道管には顕著ならせん肥厚が認められる。

キハダ、ヒロハノキハダなどが推定される。

顕微鏡写真No.34

35ニガキPic戸αSm,α9"czssjoideS(D.Don)Benn.

（ニガキ属H"qsm,α) (にがき科SIMAROUBACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏道管は大きく、孔圏外では急激に大きさを減じる。

板目・柾目面：放射組織は1～5細胞幅、 3～70細胞高で、異性である。道管要素は単せん孔をも

つ。らせん肥厚は存在しない。

顕微鐘写真No.35

36 ウルシ属R/zIJs (うるし科ANACARDIACEAE)

木口面：環孔材である。道管の大きさは、孔圏部から孔圏外へむかい徐々に減じる。年輪の外境に

近づくにつれて小道管は複合し、接線状もしくは波状に配列する。

板目・柾目面：放射組織は1～3細胞幅で異性である。道管要素は単せん孔をもつ。

本属のなかで、らせん肥厚の存在が種により異なることが知られているが、本遺跡の試料では、小

道管に時々、比較的に規則的ならせん肥厚が認められた。従って、ヌルデ、ヤマウルシ等が推定され

る。

顕微鏡写真No.36

37ニシキギ属EzJo/zj"7zzLs (にしきぎ科CELASTRACEAE)

木口面：散孔材である。道管の径はきわめて小さく、年輪内に平等に分布する。

板目・柾目面；放射組織は単列のみで同性である。道管要素は単せん孔をもつ。道管と木繊維にら

せん肥厚が存在する。

ニシキギ、マユミ、ツリバナ等が推定される。

顕微鏡写真No.37

38 ミツバウツギ属？ Srqp/Meα （みつばうつぎ科STAPHYLEACEAE)

木口面：散孔材である。道管はほとんど単独であるが、まれに2～3個の複合もみられる。
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板目。柾目面：放射組織は1細胞幅と1～5細胞幅のものがある。放射組織の上下縁辺部には直立

細胞が顕著で、異性である。道管要素は階段せん孔をもつ。らせん肥厚は認められない。

本属と推定された試料では腐朽がひどく階段せん孔の確認ですら困難であった。そのため組織観察

を十分に行うことができず、 ミツバウツギ属のミツバウツギの可能性が高いと推定したが、断定はで

きない。

顕微鏡写真No.38

39カエデ属AceF (かえで科ACERACEAE)

木口面：散孔材である。道管は、単独または数個が複合して均等に分布するが数は少ない。

板目・柾目面：放射組織は1～8､細胞幅で5～30細胞高で、同性である。道管要素は単せん孔をも

ち、らせん肥厚が存在する。

イタヤカエデ、ヤマモミジ、ハウチワカエデ、エゾイタヤ等が推定される。

顕微鏡写真No.39

40 トチノキAesc巫叫s亡z"へbma"Blume.

（トチノキ属Aesc"j"s) (とちのき科HIPPOCASTANACAE)

木口面：散孔材である。道管は単独または2～4個の複合管孔を形成する。

板目・柾目面；放射組織は単列のみ、 2～10細胞高で、高さがそろっており、層階状に規則正しく

配列するのｶﾐ特徴である。道管要素は単せん孔をもち、らせん肥厚が存在する。

顕微鏡写真No.40

41 シナノキ属”"α （しなのき科TILIACEAE)

木口面：散孔材である。道管は2～5個の複合管孔を形成し、柔細胞は短接線状に並ぶことが多い。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅で5～50細胞高、同性であり、とくに3～4細胞幅の放射

組織の場合は紡錐形というよりも角ばった矢じり形に見えることが多い。道管要素は単せん孔をもち、

顕著ならせん肥厚が存在する。

シナノキ、オオバポダイジ1が推定される。

顕微鏡写真No.41

42サルナシ属？ Act加減α （またたび科ACTINACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏道管はきわめて大きく、孔圏外では急激に小さくなり、ほとんど単独

である。

板目・柾目面：放射組織は1～5細胞幅で多列部が60細胞高になる。異性である。道管要素は単せ

ん孔をもつ。本属と推定された試料では、腐朽がひどく、観察が十分に行えなかったので、サルナシ

属のサルナシと推定したが断定はできない。

顕微鏡写真No.42

43キブシ属？ Stac九yuF邸s (きぶし科STACHYURACEAE)

木口面：散孔材である。道管の径は小さく単独または2～数個が不規則に接続し、年輪内にわりと

平均に分布する。
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1 木製品の樹種同定

板目・柾目面：放射組織は1細胞幅の直立細胞と、 2～5細胞幅の方形細胞、直立細胞、平伏細胞

からなるものとがある。異性である。道管要素は階段せん孔をもつ。道管にらせん肥厚が存在する。

木口、板目面の観察からキブシ属のキブシと推定したが、腐朽がひどく断定はできない。

顕微鏡写真No.43

44 コシアブラAcα九tﾉzOpα九α" scjqdopﾉzy"ojdesFr.etSav

（ウコギ属Acα"ｵﾉZopα"α") (うこぎ科ARALIACEAE)

木口面：環孔材であるが、孔圏道管はあまり明瞭でなく、孔圏外では散孔状に配列し、半環孔状を

呈する。

板目・柾目面：放射組織は1～3細胞幅で異性である。道管要素は単せん孔を持つ。道管壁にらせ

ん肥厚は存在しない。

顕微鏡写真No.44

45ハリギリKtzjopa凡α苑PictzLs(Thunb.)Nakai

（ハリギリ属K上zJopα九α") (うこぎ科ARALIACEAE)

木口面：環孔材である。孔圏外では小道管が多数接合して複合管孔を形成し、斜線状や波状に配列

する。

板目・柾目面：放射組織は1～6細胞幅で上下の縁辺の1列のみに方形細胞が並ぶ異性である。道

管要素は単せん孔をもち、らせん肥厚は存在しない。

顕微鏡写真No.45

46 ミズキ属？ CO『"邸s (みずき科CORNACEAE)

木口面：散孔材である。道管は単独または放射方向に数個が複合して分布する。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅で、上下両端に直立細胞が多く、異性である。道管要素は

階段せん孔をもつ。らせん肥厚は認められない。

本属と推定した試料では、腐朽がひどく、 ミズキ属のミズキと推定したが、断定はできない。

顕微鏡写真No.46

47ハイノキ属Sy'7ZpZOCOS (はいのき科SYMPLOCACEAE)

木口面：散孔材である。道管の径は小さく単独または2～4個が不規則に接続し、年輪内に平均に

分布する。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅、 1～20細胞高ほどで、直立細胞と平伏細胞からなる異性

である。道管要素は階段せん孔をもち、らせん肥厚が存在する｡

サワフタギが推定される。

顕微鏡写真No347

48ハイノキ属？

木口面：散孔材である。道管の径は小さく、ほとんど単独で稀に複合がみられる。

板目・柾目面：放射組織は、直立細胞の単列のものと、多列のものとがある。単列と単列の間に多

列が入り込んでつながっている。道管要素は、階段せん孔をもつ。らせん肥厚は確認できない。
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Ⅷ自然科学的分析

本属とガマズミ属、タニウツギ属とは組織が類似しており区別が難しいが、一般には光学顕微鏡レ

ベルでは、ガマズミ属にはらせん肥厚が認められるが、タニウツギ属にはらせん肥厚が認められない

ことで区別ができる。しかし、腐朽がひどい場合には、性々にして区別が難しい場合がある。

顕微鏡写真No.48(タニウツギ属？ハイノキ属？）

顕微鏡写真No.49(ガマズミ属？ハイノキ属？）

49エゴノキ属？ 8秒戸α” （えごのき科STYRACACEAE)

木口面：散孔材である。道管は単独または数個で複合管孔を形成する。

板目・柾目面：放射組織は1～3細胞幅、 3～30細胞高で、異性である。道管要素は階段せん孔を

もつ。道管にらせん肥厚は存在しない。

本属と同定した試料は、腐朽による細胞壁の劣化がひどく、エゴノキ属のエゴノキやハクウンボク

の可能性が高いと思われるが、断定はできない。

顕微鏡写真No.50

50 トネリコ属Fﾂｰα妬加us (もくせい科OLEACEAE)

木口面：環孔材である。道管は孔圏部で大きく、孔圏外では急激に小さくなり、単独のものと2～

3個が放射方向に複合するものがある。道管の周りには周囲柔組織力式存在する。

板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅、 10細胞高ほどで比較的均一であり、同性である。道管に

らせん肥厚は存在しない。

ヤチダモ、アオダモ等が推定される。

顕微鏡写真No.51

51 ハシドイ属Sy"7zg(z (もくせい科OLEACEAE)

木口面：散孔材である。道管は、単独または数個が複合して均等に分布する。

板目・柾目面：放射組織は1～2細胞幅で、異性であるが、大部分は平伏細胞である。道管要素は

単せん孔をもち、 2本の対をなす特徴的ならせん肥厚をもつ。

木口面において道管が年輪に沿って一列に並ぶこともあり、道管の配列は個体間で違いが見られた。

ハシドイと推定される。

顕微鏡写真No.52

52イボタノキ属？ Ljg邸sか皿J7z (もくせい科OLEACEAE)

木口面：散孔材である。年輪界付近ではやや径の大きい道管が環孔状に配列する。

板目。柾目面：放射組織は1～2細胞幅で異性である。道管要素は単せん孔をもつ。らせん肥厚が

存在する。

本遺跡の試料は、イボタノキ属の可能性が高いと推定されるが、年輪界に沿う大きめの道管が1列

だけではなく、 2～3列と多く並んでいたため、断定はできない。

顕微鏡写真No.53

53ムラサキシキブ属？“"ocamα （くまつづら科VERBENACEAE)

木口面：散孔材である。道管は小さく単独または放射方向に2～3個複合し、まばらに分布するc
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板目・柾目面：放射組織は1～4細胞幅の異性である。多列部は平伏細胞、直立細胞、方形細胞か

らなり、その上下両端は直立細胞からなる単列部とつながる。道管要素は単せん孔をもち、らせん肥

厚は存在しない。

顕微鏡写真No.54

54ニワトコ属S(z77z6zLczLs (すいかずら科CAPRIFOLIACEAE)

木口面：散孔材である。道管は放射状、斜線状などに複合している。

板目・柾目面：放射組織は1～3細胞幅で異性である。道管要素は一般に単せん孔をもつが、稀に

階段せん孔も存在する。らせん肥厚は存在しない。

エゾニワトコが推定される。

顕微鏡写真No.55

55ササSasα／タケTtz"e (いね科GRAMINEAE)

ササとタケの解剖学的性質の知識に乏しく識別は困難であった。北海道に自生するササ属で、ネマ

ガリダケ、チシマザサ等と、本州以南のマダケやモウソウチクの両方の可能性が考えられる。

顕微鏡写真No.56

56ツル性植物

木口面：環孔材である。孔圏道管はきわめて大きく、孔圏外では急激に小さくなり、ほとんど単独

である。

板目・柾目面：放射組織は1～10細胞幅で、多列部が100細胞高以上に達する。異性である。道管

要素は単せん孔をもち、らせん肥厚が存在する。

ツル性植物の中でも、ブドウ属(Vitjs)、サルナシ属(Acr"di(z)以外であると推定されるが、

現生の試料等に乏しく断定はできない。

顕微鏡写真No.57
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Ⅷ自然科学的分析

（4）木製品の樹種組成（表Ⅷ－1－1～3，図Ⅷ－1～2）

今年度の同定結果を含め、これまでに樹種名（属）の判明した木製品の試料数は4685点を数える。

なお、北埋調報102には報告後に新たに判明し、変更された樹種がある。広葉樹1科2属が追加され、

スギ科、ヒノキ科、モクセイ科の集計結果を変更して表Ⅷ－1－1にとりまとめてある。

平成元年度調査(1990北埋調報69) 902点針葉樹4科6属広葉樹20科29属の計24科35属

平成2年度調査（1991北埋調報77） 134点針葉樹4科6属広葉樹11科13属の計15科19属

平成3年度調査（1992北埋調報83） 289点針葉樹4科6属広葉樹20科26属の計24科32属

平成4年度調査（1995北埋調報102) 960点針葉樹4科6属広葉樹23科35属の計27科41属

平成4年度調査（1996北埋調報114)2400点針葉樹4科9属広葉樹30科46属の計34科55属

樹木構成と環境（表Ⅷ－1－1～2）

樹種同定から見た遺跡内の樹木構成は、これまでに同定された用具類を除く建材、杭、その他の加

工材等を中心に比較検討した結果、花粉分析（山田1996）における推定とほぼ同様の状況となった。

IB-4層以下については試料数が少ないため花粉分析の結果に頼らざるを得ないが、台地上では

コナラ亜属(IB-5層がピーク、 IB-4層～下で減少、 IB-3層上～IB-2層で増加）を主

体に、カバノキ属、ニレ属、クマシデ属、モクレン属、カエデ属、サクラ属、クルミ属等からなる落

葉広葉樹林が分布し、低湿地にはハンノキ属、 トネリコ属、ヤナギ属、ハコヤナギ属等からなる低湿

地林が分布していたと推定される。その後、 IB-3層上～IB-2層では台地上にコナラ亜属を主

体に、クルミ属、クマシデ属、アサダ属、カバノキ属等に加え、キハダ属、シナノキ属を交えた落葉

広葉樹林が分布し、低湿地ではハンノキ属を主体に、 トネリコ属、ヤナギ属を若干交えたハンノキ林

が分布していたと推定される。 IB-1層～OB層では、これらにモミ属、 トウヒ属、マツ属が加わ

り、周辺の丘陵部や山地の針葉樹の混交率が高くなり、気候の寒冷化に影響されたことを花粉分析で

は指摘している。これらの状況はIB-4層以下において、多数の径40cm前後のコナラ属の風倒木が

分布し、その中に若干のハンノキ属の流木を交えていた現場の状況や、平成元年度試掘時（田口1990）

の自然木樹種構成グラフのハンノキ属（34.7％)、コナラ属（19.7％)、 トネリコ属（8.3％)、ヤナギ

属（5.2％)、ハリギリ属(50%)、カエデ属(4.1%)、カツラ属(3.7%)等の報告とほぼ合致する。

さらに、表Ⅷ－1－1のIB-3層以降の有用樹種点数の構成と有用樹種の増加状況からも同様のこ

とが推定される。特にIB-1層～OB層における製品の樹種にイチイ属、モミ属、 トウヒ属等の針

葉樹材（桶や樽として移入されたスギ科、 ヒノキ科を除く）が増加した理由は、気候変動による周辺

環境の変化に当時の人々が適応し、使用可能な用材の積極的な樹種選択が行なわれていたことを示す

ものである。以上から、本遺跡出土木製品の用材(本州材等の移入材を除く）のほとんどが、遺跡周辺

から採取されたものと推定され、建材、杭、加工材以外についても同様な状況と考えられる。

また、千歳市内には樹木に関するアイヌ語地名が多く残されており、フプウシビビhup-us-Bibi

（トドマツの群生する美々川)、フプネウシママチhupni-us-Mamachi (トドマツ群生する沢)、フ

プウシュピブイ fup-us-pipuy(トドマツ群生する美笛川)、フプシヌプリ hup-us-nupuri (トド

マッ群生する山）などモミ属に関する地名が多い。まったくの私見であるが、これらの地名の由来も

IB-1層～OB層以後に付されたものと推測できないだろうか。加えて、 ランコウシranko-us-i

（カッラ)、アッウシピナイ at-us-pinay(オヒョウの木が群生する酒れ沢)、アッチウシ ati-us-i

（オヒョウの皮多くある所)、カリンパkarimpa-us-i (エゾヤマザクラの群生するところ)、ケネフ

チkene-us-i-putu(ハンノキ群生する河口)、ネシコシnesko-us-i (クルミの木の群生するとこ

ろ)、ヤムニウシケペレペyam-ni-us-keperpe(クリの木の群生する浅瀬）などの地名は、単なる
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l 木製品の樹種同定

地域名称ではなく、有用な用材(樹種)や堅果類の入手先を示したものと考えたい。

なお、表Ⅷ－1－2に同定結果から推定される樹種名に加えて、アイヌ語の樹種名称を掲載する。

掲載した僅かなデータにおいても、和名樹種とアイヌ語樹種との対応が難しいものが多い。アイヌ語

名には使用される用具名や生活目的に関係した樹木名称が多く、有用な部位のみを表現していること

が多いためである。例としてクネニ（弓になる木)、チキサニ（我らこする木[発火具])、 ラスパニ

(鐇先と錆の柄をつなぐ木[回転式離頭鐇中柄。魚突鉤台])、 トペニ（乳汁のでる木[甘い樹液が飲め

る]）ほか等がある。したがって、地方によって用途や目的が異なれば、同一樹種であってもアイヌ

語名称が異なり、主たる用途や目的が同じでも使用する樹種の選択が異なれば別のアイヌ語名称とな

るからである。これは北海道における、樹木等の植生分布に地方差が大きいことによる。

木製品の樹種組成（図Ⅷ－1－1～2、表Ⅷ－1－3）

交通具としての舟部材には、千歳地方ではカツラ、ヤチダモ、アカダモを使用したと言われる。舟

の舳先と砿にはカツラ属、ハリギリ属、ヤナギ属が多く、板綴舟についてはハリギリ属33.9％が主体

を占め、つづいてシナノキ属11.9％、ハンノキ属11.0％、カツラ属7.6％等となる。有孔板材のほとん

どは、板綴舟舷側板の再加工品等であることからハリギリ属の占有率はさらに高いと考えられる。な

お、スギ属2.5％やトチノキ属4.5％のものは道南部あるいは本州で製作された舟部材と考えられる。

舟部材等については、通常、舟体と同一材を使用する場合が多いと言われている。しかし、車權受台

部ではモミ属22.4％、モクレン属18.8％、ハンノキ属17.6％が主体を占めている。このうち枝利用式

ではモミ属、軸挿入式ではモクレン属、ハンノキ属が多い。これに挿入される軸には、綴密で堅牢な

カエデ属40.2%、 トネリコ属14.9%が多用されている。車擢ではモクレン属34.1%、ハンノキ属14.6

％、キハダ属14.6％、早擢ではモクレン属26.2％、 トネリコ属15.4％、ハンノキ属10.8％が多用され、

擢全体でモクレン属の比率が高い。早擢握部ではハンノキ属35.3％、スギ属23.5％、モクレン属11.8

％が多い。あか汲みはハンノキ属378％、ハリギリ属324％に二分され、カツラ属8.1％も見られるこ

とから舟体と同一材が使用されている可能性がある。ただし、同一丸太材であるかについては今後、

詳細な年輪解析が必要であろう。漁携具の回転式離頭鈷中柄や指掛部ではアジサイ属74.3％が主体を

占める。魚突鉤台部もアジサイ属40.5%が主体を占めるが、カエデ属119%、モミ属7.1%等も利用さ

れている。狩猟具の弓ではイチイ属に加えニシキギ属も見られ、民族誌のとおりである。矢・矢中柄・

花矢ではアジサイ属が73.3％を占める。漁携具・狩猟具では樹種選択が明瞭であり、民族誌のとおり

アジサイ属はノリウツギ（ラスパニ）と推測される。小刀。刀・山刀柄ではカエデ属40.4%、モクレ

ン属10.6%、スギ属12.8%が同量同定されている。モクレン属、スギ属が選択されている理由には彫

刻や細工が容易であることが考えられ、モクレン属は日本刀等の鞘等にも用いられる樹種である。発

火具のヒキリ板ではスギ／スギ？属39.1％、ニレ属30.4%が主体を占め、 ヒキリ板ではヒノキ？属26.3

％、ニレ属21.1％が主体を占める。ニレ属は民族誌のハルニレ(チキサニ)であり、スギ／スギ？属等

は桶、樽の再加工品と考えられる。漆塗椀ではブナ属64.7％が主体を占め、 トチノキ属15.7％、ケヤ

キ属13.7％、クリ属2.0％の順であり、良材の比率が高いと言える。杓子ではモクレン属55.6％、カエ

デ属19.6％が主体を占め、樹種選択が認められる。捧酒箸(箆）・捧酒箸状製品はアイヌにおいて最も

重要な用具のひとつである。しかし、スギ類41.1％、ヒノキ？属20.5%が主体を占め、ヤナギ3.6%で、

ミズキは見られない。割裂の良い、加工の容易な桶・樽の再加工品により、儀礼を行っていたことに

なる。今後、伝製品の中に類例を探す必要がある。

末筆ではあるが、同定の準備段階から本報告までの永きにわたり、多大なるご指導・ご教示を頂い

た平川泰彦氏に心から感謝申し上げます。 （田口尚。岡本育子）
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Ⅷ自然科学的分析

針葉樹 ＊複合材は主体部の樹種のみ、樹皮製品は含まない。被数の樹種の可能性をあげたものについては、最も可能性の高いと思われる属にカウント。
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1 木製品の樹種同定

表Ⅷ－1－2 アイヌ語名称のある推定される樹種名

アイヌ語樹種名称

ラルマニ[ t :北海道全地/f/k] クネニ[t :荻伏/f/k]

フプ[n/f/t :北海道各地/k]

スンク[n/t :北海道/f]

チカプスンク[t:樋別、名寄、美幌］フレスンク[t美幌）イウォロスンク [k]
トトヌプ[ t :名寄/k]カムイフプ[ t長万部］エピタブ[t :屈、美］ ノムニ[t :白浦］ユタニ[ t :白浦］
チカプフプ[t :美幌］

スス[n/t :北海道、樺太/fl イナウニスス[f]シウスス[ t :名寄1

｜
樹
窪

属 名推定される樹種名
イチイ

トドマッ

エゾマツ

アカエゾマツ

ハイマツ

キタゴヨウ

オノエヤナギ

トウヒ

マツ

ヤナギ

チプニスス[ t :名寄/k] メロマイ [t :名寄］メレマイ [t :真岡、白揃］メネマイ [ t :典岡、白浦］メネマニ［
t:真岡］ヌプカカスス[t :屈斜路］シスス[t :名寄］ア’､スス[t :落帆］

エゾノバッコャブ

ギ

ヤイニ[n/t長、幌、穂、沙、千/f/k] クルー[t美幌］クルンニ[t :足寄］ペトルンクルニ [t:屈］

クルー[t屈斜路］

ネシコ[n/t長万部、幌別、穂別、千歳/f/k]ニヌムチクニ[f:秘別］

パセニ[n/t :長万部/k]ヤルカパル[t美幌、屈斜路］

セイカパル [t :}穂別、美幌屈斜路］セイエカパラ[k]

ハコヤナギ ドロノキ

ヤマナラシ

オニグルミ

サヮシバ

アサダ

オニグルミ

クマシデ

アサダ

レタッタッニ[ t :平取、穂別/f/k]カパッタッニ[t長万部］キタッニ[t :美幌、屈斜路、名寄］ペタッニ
[ t :長万部、幌別、荻伏］ペッタッニ[t :有珠］

カバノキ シラカンバ

シタッニ[n/t :美幌、屈斜路、足寄、名寄、穂別、長万部］

ニタッケネ[t :幌別、穂別/k]
ケネ[n/t :北海道全地/f] イワケネ[k]

ペロ[n/k]ペロニ[ t :長万部、幌別、鵡川、穂別］ペロコムニ[t :美幌、屈斜路］
チカッポペロニ[t :穂別］

コムニ[n/t :足、屈、美名］ トウンニ[n/t :幌穂/k]シコムニ[ t 足、屈、美、名］ トウニ[ t :幌］
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型
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斗

トペンペニ[n] トウレプニ[n/t長万部、礼文華、虻田、有珠、幌別、白老、鵡川、穂別、千・歳、沙流/k]
テシマニ[t美幌、屈斜路、近文、真岡/f]

クワ ヤマグワ

ランコ[ t :北海道全地/f/kl

プシニ[t北海道各地/k] イカヨプニ[t :美幌、屈斜路、塘路］
オマウクシニ[ t :北海道各地/k]マ,ツクシニ[t 阿寒］オプケニ[t幌別、名寄、美幌
ラスパニ[t長、幌足/f]ラスパ[t :胆、 日、足、美、斜名/k]オプサ[t :荻、

カツラ

シ
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キ

プ
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ラ

ノ

コ

ウ

ツ

オ

タ

リ

カ

ホ

キ

ノ

モクレン

屈斜路/f/kl

浦、様似、屈、常呂］アジサイ

カリンパニ[n/t :長万部、虻田、室蘭、幌別、白老、穂別、平取、千歳、名寄］カルンパニ[t美幌屈斜路
､足寄、阿寒］カルンパウンニ[t :足寄］

サクラ エゾヤマザクラ

レタルカルンパニ[t :阿寒］

シウリ [n/t:北海道、樺太］
チカツポキキンニ[n]キキンニ[t ;北海道、樺太/f]

ミヤマザクラ

シウリザクラ

ウワミズザクラ

ナナカマド ナナカマド イワキキンニ[n/t :美足/f]キムンキキンニ[n]キキンニ[t美幌］フラチナウニ[ t美］マクンニ［
t美幌］ イナウニニ[t :白浦］パセニ[t 名寄］マウネニ[ t 屈斜路］レプンクリナウナニ[ t :礼文華］

｜アズキナシ
イヌエンジュlイヌェンジュ

チカプセタンニ[t美幌、屈斜路足寄］

チュクペニ[n]チクベニ[t :北海道全域/f]チクペンニ[t:美幌、屈斜路、名寄］

ハギ シンケプ[t :長、幌、穂、様、足、名］スンケプ[t 美、屈、阿］ヌプシンケプ[t:近文/f]ヌプカカウシスンケ
プ[t 屈］シンケヘ[ t :白浦］シンケヘカムイ [ t :鵜城］ イタハルイカムイ [t :鵜城］イタ,､ルイニ[t :白illi]

エゾヤマハギ

キハダ キハダ シケルペニ[n/t :北海道全地］セタシケルペニ[t美l幌］シケレペニ[t ;真岡］シケレパニ[t :白浦］テミ,マカ
ラニ[t :多蘭泊］

ニガキ ニガキ

ウルシ ヤマウルシ

ニシキギ ニシキギ

マュミ

ツリバナ

ミツバウツギミッバウッギ

ニシキギ

シウニ[t長万部、幌別、穂別/f/k]ユクライケニ[t:荻伏、様似、足寄、屈斜路、美幌、名寄］
ウシアチヤ[t秘別］ウツシニ[t:穂別、長万部］フツシニ[t :美幌、屈斜路］
ラプシニ[t :胆振、 日高沙流/k]

カスプニ[t長、礼文華有、幌、秘、様、近文、足、美、屈/k]ケスプニ[t:名］ケプシニ[t :幌、美］
クニツ[t美幌、屈斜路］コンケニ[ t :幌別、名寄］
エソロカンニ[t :秘別］

カエデ イタヤカエデ トペンニ[n/t美幌、屈斜路、名寄］ トペニ[t:北海道/k]シトペニ[t美幌］ニシテニ[t樺太］オニシ
テニ[t :樺太］ヌカンニシカラニ[t:真岡］

イワトペニ[ t ;北海道各地］
トチニ[t:幌別］

｜ヤマモミジ

ﾄチノキ ｜トチノキ

ニペシニ[t :長万部、虻田、有珠、室蘭、幌別、穂別、千歳、沙流、名寄/f/k]クペルケプニ[t美幌、屈
斜路、足寄］クケルケプニ[t荻伏、撒似］シニペシニ[t穂別］

シナノキ シナノキ

ヤイニペシニ[t :長万部、穂別］
クッチプンカル[t :北海道各地］クッチプンカラ [k]クッチ[n]
コトルシニ[t :幌別/k]コトウルシンニ[ t:沙流、鵡川、穂別、千歳、
アユシニ[n/t 長万部、礼文華、穂別、釧路、美幌、名寄、真岡/k]
ピンニ[n/t:北海道樺太/f/klヤチトゥンニ[t :真岡］
イワニ[t 北海道/k]

プンカウ[n/t ;北海道/f/k]プシニ[t美幌屈斜路］

オオバボダイジュ

サルナシ

コシアブラ

ハリギリ

ヤチダモ

アオダモ

ハシドイ

サルナシ

コシアブラ

ハリギリ
様似、近文］ビラッカニ[ t :幌別］

アィシニ[t :名寄］
ﾄネリコ

ハシドイ

ソコニ[n/t:幌別、穂別、様似、鵜城］ソコンニ[t :美幌、屈斜路、足寄、塘路、名寄、長万部/f]オシパ
ラニ、オンネチクニ[t:'幌別］オシペロニ[t礼文華］オシコニ[t :白浦］オソコニ[ t :真岡］

ニワトコ エゾニワトコ

ササ チシマザサ

ネマガリダケ

凡例

イキタラ[t美幌、阿寒］ イクタラ[ t :美幌］

アユシトプ[t:天塩/f]ルムネトプ[t天塩］
長：長万部幌：幌別穂：穂別沙；沙流千：千歳名：名寄荻：荻伏平：平取足：足寄

１
８
Ｊ
埴

ｎ

ｆ

ｔ

ｋ

屈斜路有：有珠足：足寄胆：胆振日：日高斜；斜里浦: iili河様：様似阿：阿寒
中川裕(1995) 『アイヌ語千歳方言辞典」 ．草風館
福岡イト子(1993) 「アイヌと他物」 ．旭川振興公社
知里真志保(1987) 「知里真志保著作集」分類アイヌ語辞典植物編．動物編平凡社
萱野茂(1996) 「萱野茂のアイヌ語辞典」 ，三省堂
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1 木製品の樹種同定
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図Ⅷ－1－2木製品の樹種組成（2）
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Ⅷ自然科学的分析
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1 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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1 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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l 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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l 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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1 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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l 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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l 木製品の樹種同定
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l 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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l 木製品の樹種同定
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Ⅷ自然科学的分析
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2 動植物遺存体の分析

2動植物遺存体の分析

（1） 採取試料と分析の方法（図Ⅷ－2－1 ．2、表Ⅷ－2－1 ．2）

動植物遺存体は遺構、包含層の両方から出土している。取上げ方法は、遣存体を直接採取、土壊ご

と採取の2種類あった。直接採取は包含層の手掘り調査で、土壌ごと採取は遺構とメインセクション

のブロックサンプリングとクラムシェル調査で実施した。

土壌ごと採取した試料にたいしては、ウォーターセパレーション法、フローテーション法と両者の

組合せの3種類がある。このうちウォーターセパレーション法はクラムシェル調査、ウォーターセパ

レーション法十フローテーション法は遺構（クリ集中、クルミ集中、ホオノキ集中は直接採取)、フ

ローテーション法はメインセクションのブロックサンプリングと灰集中10の159％に対して実施した。

なお、調査土量・対象遺構については表Ⅷ－2－1 ．2を参照していただきたい。

ウォーターセパレーション法では、 4mm･ 2mm･ 1mmのメッシュを使用した。フローテーション法

では、 1.41mm･0425mmのメッシュを使用した。ウォーターセパレーション法十フローテーション法

では4mm･ 2mm。1.41mm･0.425mmのメッシュを使用した。

選別にあたっては肉眼と照明拡大鏡（×2)、抽出にあたっては照明拡大鏡（×2）と双眼実体顕

微鏡（×6.6～×40、ニコンSMZ-10)、同定にあたっては双眼実体顕微鏡（×6~6～×40、ニコン

SMZ-10)を使用した。遺存体重量の計測には電子上皿天秤（最小目盛0.0009)を使用した。

植物遣存体について、メインセクションと灰集中10の159%土壌試料は、選別、抽出、同定を吉崎°

椿坂両氏にお願いした。残りの選別、抽出は当センターで行い、同定は吉崎昌一・椿坂恭代両氏の指

導のもとに鈴木が行った。動物遣存体について、選別、抽出は当センターで、同定は鈴木が行い、同

定の確認・決定を高橋理氏にお願いした。
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2 動植物遺存体の分析

（2） 出土動植物遺存体表の見方について（表Ⅷ－2－3～17）

植物遣存体：表Ⅷ－2－3は表Ⅷ－2－4～10をまとめたものである。ます内の◎・○は多少を表

している。多寡の基準は同一種・属・科における各遺構間の相対的評価である。

表Ⅷ－2－4はメインセクション出土の種子についての表である。

表Ⅷ－2－5 ．11．12は栽培種子の表である。灰集中の下に焼土が形成されていないこと、炭化物

集中のなかに未炭化遺存体があることなどから、遺構の性格の把握のため炭化・未炭化を分類して、

イネ科雑穀については、脱穀・保存・利用などの観点から願（籾） ・有桴果（籾付の実） ・頴果（実）

を分類し、シソに関してはシソとエゴマの分離基準のひとつが粒長2.5mmであることから分類した。

表Ⅷ－2－6．13はオニグルミ果皮の表である。上述より炭化・未炭化、個体数推定や子葉の取出

し方の推定のため、割れ方の分類を設けた。縫合面割れは縫合面で割れている個体の残り具合。偏割

れは縫合面で割れていない個体の残り具合。不明四分の一以下は、個体数推定や子葉の取出し方の推

定に寄与しないくらい細かく割れているものである。

表Ⅷ－2－7．13はクリの表である。個体数推定や子葉の取出し方の推定についてなどオニグルミ

と類似点があるのでほぼ同じ形式の表にした。ことなる点は、果皮の遺存状態がオニグルミほどよく

ないので割れ方を簡略し、子葉が遺存していたので分類に加えたことである。
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－2灰集中10の調杳士量

埋文センター作業分灰集中10 吉崎・椿坂氏作業分
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2 動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－8．14．15はコナラ亜属の表である。これについてはクリと同じ形の表にした。

表Ⅷ－2－9．16は木本種子の表である。炭化・未炭化も観察したが、完了できなかったので掲載

できなかった。また、モクレン属、ハマナス、スモモ、キハダ属、ウルシ属について割れ方の分類を

一部行ったが、完了できなかったので掲載できなかった。

表Ⅷ－2－10．17は草本子実の表である。炭化・未炭化も観察したが、完了できなかったので掲載

できなかった。バラ科キンミズヒキ属キンミズヒキは薯の個数である。

動物遣存体：灰集中の下に焼土が形成されていないこと、炭化物集中のなかに未炭化遺存体があるこ

となどから、処理・摂取の方法、遺構の性格と廃棄の関係を把握するため炭化・未炭化について色調

で茶色・黒色・白色の3種に分類したが紙幅の関係で割愛した。再報告の機会を待ちたい。詳しくは

後掲載を参照していただきたい｡ (鈴木信）
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Ⅷ自然科学的分析

(3)植物遺存体について

1）美々8遺跡低湿地部から出土した栽培種子について

札幌国際大学教授

北海道大学埋蔵文化財調査室

吉崎昌一

椿坂恭代

( i )扱った資料

a資料の検出された遺跡

b.扱った資料の年代

北海道千歳市美々8遺跡c-66-08発掘区灰集中10から得られたもの

西暦1667年降灰の樽前b火山灰層と西暦1739年降灰の樽前a火山灰層に狭

在されるO黒層(OB層）が「灰集中10」の原層準である。「灰集中10」は、

褐色泥炭層によって上下に細分され、上部のものが第1灰層、下部のもの

が第2灰層と区分されている。ただし、この堆積状況からみるかぎり、両

層の間にはさほどの時間差はなかった可能性がある。

(ii)検出された栽培植物（図Ⅷ－2－3．4、表Ⅷ－2-5)

＊「灰集中10」第1灰層から抽出された加熱炭化した栽培植物種子は、以下の7種類が認められた。

オオムギ？， イネOノツzczs"j"(zL., ヒエEcﾉ"7zoc/zJoq""sOhwietYabuno, アワSetα〃α

〃α"c(z(L.)P.Beauv, アサの"凡a6jss"ju(zL., シソ属Pe戸"αL､， アズキVig凡αα噌巫Zα沌s

Ohwietohashi.

これらの中でオオムギ？とした資料には若干の問題がある。図Ⅷ－2－4の11a､11bに示した資料

に見られるように、狭長な穎果の中央に縦走する溝(venbralgroove)が認められるのであるが、

粒形そのものはオオムギに比べて細長く、明確にオオムギと断定する根拠が薄弱である。未熟のムギ

の穎果あるいは野生の麦類であるかも知れないと考える。第2灰層から出土した例も同様な種類のも

のである。結論を控え？マークを付しておく。

アズキとしたマメ科の種子は、粒形およびへソの形態と位置から判断される。日本考古学では小型

の豆類はリョクトウVIg7zafadi(zm(L.)Wilczekとして記載される場合が多いが、初生葉の形態に

よる同定によれば、粒形とサイズのみでの分類は困難なケースが多く （吉崎1992, 1995)、殆どの場

合がアズキまたは野生のアズキの仲間の誤認であると考えられる。しかし今回の出土資料は全ての点

でアズキの特徴を備えている。

＊「灰集中10」第2灰層から抽出された加熱炭化した栽培植物種子には、以下の8種類が認められ

た。オオムギ？， イネOノツZaSqf加αL., キビPtz"c皿、,、,j"αcez"7T,L., ヒエEc九加oc/zJoQ"""s

Ohwi etyabuno, アワSefα"α此α"c(z(L､)P.Beauv, アサQzIz"a6Zssα茂りαL. , シソ属PeF"α

L, アズキVig凡αα昭泓Zα戸jsOhwietOhashi.

これ以外の遺構からも散漫に栽培植物が出土している。これらの栽培植物種子の種類および検出遺

構に関しては表Ⅷ－2－5に示しておいた。このなかで、とくに注目されるものとしては炭化物集中

6および炭化物集中20からはアサαz〃"a6jss""qL破片がまとまって出土していること、また炭

化物集中22からは図Ⅷ－2－4に示したように、 1例ではあるがソバFhgOpy戸弘mesczMe","m,M

oench.が検出された。
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(iii)提起される問題

この遺跡から出土した栽培植物種子は、道央地区の近世アイヌ文化の栽培活動がどのレベルであっ

たかについての重要な資料を提供するものである。また、表Ⅷ－2－5で分かるように、検出された

栽培植物種子はアサを例外として、殆どの資料が炭化した状態で出土している。今回の報告では触れ

られなかったが、他の地点から得られている植物種子は酸化状態のものが殆どで、炭化したものはむ

しろ稀であった。この現象は、「灰集中10」の栽培植物種子はアサを除き殆どが加熱炭化の状態で出

土しており、前述したように他の地点・地層から検出された野生の草本種子とは大きく性格が異なっ

ている。ただし、「灰集中10」の灰や焼土が、現地で生成されたものか、廃棄された結果なのかにつ

いて考古植物学上からの情報はない。したがって加熱炭化された栽培植物種子が、どの様な過程でこ

こに包含されていたのかについて判断するための十分な手がかりはない。

この点に関して、もう一つ留意しておきたい現象がある。「灰集中10」から出土した栽培植物種子

は、これまで我々が関わってきたどの擦文文化の竪穴住居の資料とも異なり、イネを除くイネ科雑穀

の有ふ果の出現率が高いことが注目される。たとえば、第1灰層から出土した完形のヒエをみると、

出土したものの約半数が有ふ果である。同じ第2灰層の例では約70%が有ふ果であった。アワも似た

ような傾向を示す。

くり返すが、これまで我々の扱った擦文文化の竪穴住居から検出されるアワ・ヒエ・キビなどのイ

ネ科雑穀は、その殆どが内外穎を残さない穎果（果実）の状態で出土していた。つまり、擦文文化の

竪穴住居内から得られるイネ科雑穀は、完全に脱穀した状態で出土し、今回の近世アイヌ文化に属す

る「灰集中10」から出土した資料は未脱穀あるいは不完全な脱穀状態で出土していることになる。お

そらく、調査者の指摘するとおり、この違いは「灰集中10」が「もの送り場としての灰捨て場」とし

ての性格を持っていたからに他ならないであろう。今後、このような儀礼的廃棄スポットの歴史的な

変遷を、考古学的な手法で早急に追求することが必要だと考える。

なお、環境指標植物種子や総合的な植物コンプレクスについては、分析分担が異なるので別項を参

照されたい。

〔引用文献〕

吉崎昌一

1992 ：古代雑穀の検出考古学ジャーナル355号 pp.2-14

第50号ppl8-24 雄山閣出版東京1995 :日本における栽培植物の出現季刊考古学
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－6全遺構のオニグルミ
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表Ⅷ－2－7全遺構のクリ 2動植物遺存体の分析
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2 動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－11 灰集中10の栽培種子（1）
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－12灰集中10の栽培種子(2)
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2 動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－13灰集中10のオニグルミ・クリ
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層
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－14灰集中10のコナラ亜属(1)
灰纂中10

．ナラ亜属

炭化

果皮のみ

亮膨雌蝋,I繊節

未炭化

勝点のみ

亮膨脇蝿“”

灰集中10

カシワ

炭化

子蕊のみ

完形淵:晶鰄〃
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2動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－15灰集中10のコナラ亜属(2)

灰集中10
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－16灰集中10の木本種子

灰鷲10偏嘉際
膨
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2動植物遺存体の分析
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Ⅷ自然科学的分析
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2動植物遺存体の分析
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2動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－19種子計測値（2）
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2-20種子計測値(3)
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Ⅷ自然科学的分析
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2）栽培植物の計測値について（表Ⅷ－2－18～22）

今回計測の対象としたのは、破損により粒長・粒幅・粒厚のうち2つ以上のデータが欠失している

個体は除外した。ますの空欄はデータの欠失である｡従来の計測は粒長／粒幅で粒形をあらわし、粒

長×粒|隔で粒の大きさを表すという。粒長／粒幅で表現できる粒形とは、平面形（最大幅になる面で

みたとき）のことである。従来の計測に粒幅／粒厚を加えて断面形を表現できるようにし、平面形と

断面形によって立体で把握できるようにした。粒長／粒幅値が大きくなると平面形は棒状になり、粒

幅／粒I亨値が大きくなると断面形は扁平になる。

遺跡から出土したイネ･イネ科雑穀は頴・有桴果・頴果と遺存状態が多様であった。願の有無とい

う項|-Iは、有桴果の場合、内外願に包まれた状態で粒長・粒幅・粒厚のデータがとれたもの「完全」

と内外願が一部に残存して粒長・粒幅・粒厚のデータに願の厚さが加わったもの「あり」がある。頴

果は「なし」である。

状態とは出_上状態のことである。後述の変形にかかわって炭化・未炭化は必要である。形状はイネ

の出上状態に2様あったので項目を加えた。「変形1」とは粒長．粒幅に変異がなく、表面に縦走す

る稜が道存しているもので、おもに粒厚に変異がでているもの。「変形2」とは粒長・粒|隅・粒厚に

変異があり、表面に縦走する稜が遺存していないものである｡ (鈴木信）
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2 動植物遺存体の分析

3）野生種子等について（表Ⅷ－2－6～10･ 13～17)

木本種子等

オニグルミ(@ﾉ"gjα"sα"α凡娩加"αCarr) :内果皮の破片である。灰集中。炭化物集中の試料は

未炭化の細片が非常に多く、炭化の細片はやや多い。また、完形と動物食痕のある個体はない。クル

ミ集中の試料は未炭化の細片が多く、炭化の細片が少ない。クルミ集中6の試料は、動物食痕や完形

が多かったりするが、炭化した破片もあるので人為による集積と考えてよい。

知里(1953)、更科(1976)によると、秋に大量採集・貯蔵し、冬に炉の火であぶって割りやすく

して食べ、果実は毒流し漁に使われた。北海道の北東部では熊送りにクルミを撒いたそうである。

クリ (Cfzstα"eacFe凡a"Sieb. etZucc) 果皮と子葉の破片である。未炭化の果皮は残りが良

好で褐色の色彩があった。灰集中よりは炭化物集中にやや多く出土する傾向がある。灰集中10では炭

化した子葉が検出された。大きさについての情報は十分でないが、あまり大きくないようである。

知里（1953）によると、人量採集して煮て乾燥させ保存した。乾燥したものを臼で搗いたり、炉で

焼栗にもした。粉体でも固体でも使用した。果皮は薬川にした。

コナラ亜属(Q"er､czJs) :子葉の形態でカシヮ(Q""czLsde"""Thunberg)、ミズナラ(Q""c"s

/7zo"go"cqvar,gmssese""czRehderetWilson)と推定し分類した。灰集中10のミズナラ果皮

は子葉に付着していた。灰集中に偏って出|･する。未炭化の状態で出土するコナラIIIi属は膳点のみで

あるのに対して、炭化の状態で出土するコナラ亜属は種々な部位があり、同一遺構内でも同様である。

未炭化膳点・炭化した種々な部位を含む灰集中は、火処における処理・調理過程の結果を示している。

知単（1953)、更科（1976）によると、秋に大量採集・貯蔵した。カシワに比べてミズナラのアク

は強いが処理・調理方法に明確な違いがない。灰水で煮て臼で搗く、他の食材と混ぜて煮潰すかであ

る。主に粉体で使用した。

カバノキ科(Be"I(zceqe) :サワシバ(C上zﾉp加以scoIYjq"Blume)は楕円形で条線が縦走する。

アサダ(Osかﾂα/qPo"ZCqSargent)は長卵形で条線が縦走する。少数出土している。知里(1953)、

更科（1976）によれば、材の利用はあるが果実の利用は知られていない。

ヤマグワ(Moﾉ翅sbo/7zbycIsKoidz.) 先端がやや尖る卵形、腹面がややたいら・灰集中10から

少数出こしている。果実は可食で甘味である。知里（1953）によると食べられていたようだ。

モクレン属(Mα"g"o"α) :全休･先端形､|濟点の位慨でホオノキ(MαﾉzgﾉZO"αo6O""(zTunberg)

とキタコブシ(Mαﾉzg/zo"α々o6zJsvar.borealisSargent)を分類した◎灰集中10にやや多く、そ

の他5か所から少数出土している。知里（1953)、更科（1976）によると薬用とされていたようだ。

チョウセンゴミシ(Sc/zZsα"〃αcん加g"isZs(Turcz)Baillon) : 4mm前後の腎形。灰集中10から

少数出土している。果実は叫食で甘酸味である。知里（1953)、吏科（1976）によるとアイヌの人々

は「プレ・ハ､ン （赤い。やまぶどう)」とよび、薬用としていたようだ。

マタタビ属(Act加城α) :表面には全体に亀甲条の凹みがある。大きさが2mm以卜、やや長楕円

形のものをサルナシ(Ac""城αα嗜""(SiebetZucc)Planchon)と推定し分類した。果実は可

食で甘'床である。

知里(1953)、更科(1976）によるとアイヌの人々は果実を食べ、蔓はカンジキの材にしていたとい

う。マタタビ、 ミヤママタタビはサルナシに比べて不味なため、しばしば「～のサルナシ」と呼ばれた。

ハマナス(Rosa『哩gos(zThunberg) : 41m体に近いかたちで角が丸く、やや厚めの果皮◎ヤマ

ブドウ、キハダについで3番目に多く出-tする。未炭化種子がかなり多かった。果実は可食で甘味で

ある。知里（1953)、吏科（1976）によるとアイヌの人々は食べており、乾燥させて保存食にもしていた。

熊送りにも使われた。
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Ⅷ自然科学的分析

スモモ(Pzj〃"邸SSα"cmaLindley) :大きさが12mm前後、果皮の厚さは縫合面で2mm前後で、出

土した他のサクラ属に比べ非常に大きい。表面は不整形な浅い凹みがある。ヤマブドウ、キハダ、ハ

マナスについで4番目に多く出土する。果実は可食で甘酸味である。知里（1953）によると｢Moﾉ7zα‐

m」（スモモの木）という言葉を沙流・千歳・石狩で採集したとある。

その他サクラ属(P"Jz"zzJs) :エゾヤマザクラ(P"ZzJﾉT,ZJSSa噌e""Rehder)は先端がやや尖る

球形、明瞭な2本の側稜がある。シウリザクラ(P邸如凡必sssjo"FrSchmidt)は長卵形、表面は

平滑。エゾノウワミズザクラ(P哩如凡凹spa血sL.)は球形に近い卵形、表面は不規則なしわがある。

灰集中10． 11に多く出土した。知里(1953)、更科(1976)によると材の利用は知られているが、果

実の利用は知られていない。

エゾノコリンゴ(M上zJ"Sb(zcc"qvarm,tmdS/zIL『jcq(Maxim)C.S.Schneider) :下端が尖

る水滴型で片側面がたいら、断面形はカマポコ形。灰集中17だけに出土した。果実は可食で少し渋い

甘酸味である。知里（1953)、更科（1976）によると材の利用は知られているが、果実の利用は知ら

れていない。

キハダ(P""odendmﾉzα、〃e"seRuprecht) :弧のゆるい半月形、表面は網目状の細線が覆う。

ヤマブドウについで2番目に多く出土する。果実は可食で甘または苦味である。知里（1953）による

と調味、薬用に用いられたようだ。

サンショウ(Zα"t/Zo"yJI"7zpjpe""/7z(L)DeCandolle) :下端が尖るがほぼ球形で腹面に縦

方向の隆起をなす。光沢のある種皮表面の下には網目状の細線が覆う。灰集中10だけに出土した。未

熟の果実は香辛料、成熟した果皮は薬用。知里（1953）によると調味に用いられたようだ。

ウルシ属(R/zzLs) :ツタウルシ(R/zzJsczm,bjg皿aLavallee, exDippel)は一端が大きい腎形。

ヤマウルシ(R/zzJs"ZcﾉZOCaﾉ今paMiquel)はツタウルシよりも丸い腎形。両者は基端側の凹みの特

徴が異なる。知里（1953)、更科（1976）によると利用は知られていない。

ニシキギ属(EzLoﾉzyﾉ7z,"s) :長楕円形、 1本の条線が腹面を縦走する。炭化物集中15からのみ出

tしている。知里（1953）によると利用は知られていない。

ミツバウツギ(Stqpﾉtyeq6Z"7Zα〃a(Thunberg)DeCandolle) :倒卵形。下端に腰状の凹みが

ある。灰集中10．11に多趣に出土している。知里（1953）によると、利用は知られていない。

ヤマブドウ(V2"scojg"etiqePulliat) :下端がやや尖る倒卵形。背面には鵬があり、腹IAi中央

寄りには大きく深い穴がある。大きさ、全体形、穴の位置がノブドウと異なる。 1番多く出土する。

果実は可食で甘味である。知里（1953)、更科（1976）によるとアイヌの人々はよく食べていた。

ミズキ(Coﾉ曇沌哩SCO"〃oUe『sqHemsley) :楕円形、表面には縦方向に溝がはしる。知里(1953)、

更科（1976）によると材の利用は知られているが、果実の利用は知られていない。粉川（1983）によ

れば果実は可食で甘酸味である。遺構からは混入と考えられない数が出土しているので、食べていた

のだろう。

タラノキ(A戸α"αeJ"(z (Miquel)Seemann) :弧のゆるい半月形、断面は扁平な菱形。灰集中

10だけに出土した。若芽は食用、根・樹皮は薬用として用いられる。知里(1953)、更科(1976)に

も|司様に記されており、果実の利用は知られていない。

ウコギ属(Acα九tﾉtopa凡α") : エゾウコギ(Acα凡"zopα"α”se7z"cos"s (Ruprechit et

Maximowicz)Harms)の小核は半月形で、断面は扁平で腹面側が尖る櫻形。 コシアブラ

(Accm,t/zopα"α師scjqdopﾉzy"oZdesFranchetebSavatier)の小核は半月形で上端が腹面側に入り

込む。断面は楕円形を短軸で半裁した形、腹面はたいらで周縁がやや盛り上がる。知里（1953)、更

科（1976）によると材の利用は知られているが、果実の利用は知られていない。
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2動植物遺存体の分析

エゾニワトコ(Sqm,6zLczLssZe6oldiα"αvar.miquelii (Nakai)Hara) :端がやや尖る楕円形。

腹面がややたいらで扁平。表皮全面に横方向の不規則なしわがある。 1点を除いて灰集中から出土し

ている。山岸（1983）によるとアク抜き後や発酵後には可食となる。知里（1953）によると幹の利用

は一般的で、果実の食用は美幌で例がある。薬用は樺太の例が、更科（1976）に広尾の例がある。

ガマズミ属(Vib"〆"皿ﾉ7z) :端が尖る楕円形、扁平な断面。表皮全面に不規則なしわがある。灰集

中16だけに出土した。知里（1953）によるとミヤマガマズミ (VM6邸戸"邸"zzUFjg"MiqzLel)につい

て述べられているが果実の利用は知られていない。山岸（1983）によると果実は可食で甘酸味である。

草本種子

タデ科(Pojygo凡aceqe) :ギシギシ属(Rz"7ze"L.)は断面が三角形で、突出した明確な稜力§あ

る。タデ属(Pojygo"邸/7zL)は、断面が三角形・扁平な楕円形・レンズ状のものが出土している。

タデ科は草本種子で一番多く出土している。サナエタデ、オオイヌタデは比較的多かった。 ミチヤナ

ギ、イシミカワ、タニソバの形態をもったものは出土していない。知里（1953）によると幌別で種子

を食したという。サナエタデ（水田雑草） ・オオイヌタデ（畑地雑草）は古代に帰化した種である。

ナデシコ科(Ct"yop/zy"αce(ze) :大きさ0.7mm前後、ほぼ円形、断面は扁平な楕円形、端に横方

向の切れ込みがある。表面に乳状突起がある。ノミノフスマ（畑地雑草）であろう。灰集中10の第2

灰層だけに出土した。

アカザ属(Cﾉze",opoa虹m,) :大きさ1.2mm前後、卵に近い腎形で一端が突出する。断面はレンズ状、

表面に光沢がある。シロザ・アカザ（畑地雑草）が考えられる。タデ科、カヤツリグサ科についで3

番目に多く出土している。若葉は食用となる。知里（1953）によると|幌別で種子を食したという◎

アキカラマツ(Wzα"“γ哩m, 77Z|加哩sL. var.んypole"cz"7z (Sieb.etZucc.)Miquel) :大きさ2.5

mm前後、紡錘形で8本の稜線が縦走する。人里雑草。未炭化の個体が灰集中10に1点出土した。更科

(1976）によると根と葉は薬用としていたという。

キンミズヒキ(AgFj77zo"j(zpjZosfzLedeb.) :薯が出土している。薯は倒円錐形で上部に刺が付く。

林地に生える。知里（1953)、更科（1976）によると曹の利用は知られていない。

ミツバツチグリ (Pote"t〃α伽ymα'z(zBornm) :大きさ10mm前後、楕円形で一端が突出する。

断面はやや扁平。表面にしわがある。未炭化の個体が炭化物集中11に1点出土した。林地に生える。

キイチゴ属(R"6"sL.) :大きさ2.5mm前後、半月形～隅丸三角形で、表面に深いしわがある。種

としてはホロムイイチゴ、ベニバナイチゴ、エゾイチゴ、クロイチゴ、ナワシロイチゴ、クマイチゴ

などがある。表面の深いしわのあるクロイチゴ(R"bzJs"zesogqe"sFocke)が多く出土しているよ

うだ。タデ科、カヤツリグサ科、アカザ属についで4番目に多く出土している。未炭化の個体がほと

んどで、極稀に炭化しているものがある。知里（1953)、更科（1976）によるとよく食しているようだ。

マメ科(Leg哩刀zmos(ze) ;ハギ属(LeSpedez(zMichx)は大きさ2.5mm前後、歪んだ卵形で断面

は扁平、下端側腹面に丸い隅がある。炭化個体が炭化物集中10から1点出土した。 メドハギ

(Lespedezczc哩凡e"qG.Don)の可能性がある（畑地雑草)｡ ソラマメ属(VicjqL.)は大きさ30

mm前後、楕円形で断面はほぼ円形、下端側をめぐる長細い鵬がある。腰条も長くやや隆起する。クサ

フジ(VIcjqcγαccqL.)かそれに近縁の種であろう （人里雑草)。ヤブマメ (AJ7zp/zjcαﾉpaea

edgeuﾉoFt"Benthvar. japonicaOliver)は大きさ3.5mm前後、円形に近い楕円形で断面はやや扁

平、腹面のほぼ中央に円形に近い楕円形の腰がある。クズ(P"e『α”α）は大きさ3.5mm前後、楕円形

で断面は扁平、腹面の中央が凹み、円形の飛び出た|閥がある（林地に生える)。マメ科で集計したも

ののほとんどはソラマメ属の腰部分が破損したものであるが、ツルマメ (Gjycj"esq/qSiebet

ZucC)が灰集中10の第1灰層に5点（完形）加えられている。ツルマメは大きさ40mm前後、楕I'j形
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で断面は扁平、長楕円形の膳が下端よりにあり、発芽孔が中央にある。知里（1953）によるとメドハ

ギ、クサフジ、クズの利用は知られていない。ツルマメは記載がない。ヤブマメは地下茎に結実した

ものは食用にしたとある。

ケンノショウコ(GeFam"､,t伽"6e噌沈SiebetZucc.) :大きさ2.0mm前後、楕円形で断面も楕

円形、腹面下部に突起した膳があり、膳下より端に明瞭な腰条がある。知里（1953)、更科（1976）

によると葉は薬用として用いられるが、果実の利用は知られていない。

ミヤマニガウリ (Sc/Zjzopepo〃〃yonma/b""sMaxim.) :大きさ10.0mm前後、水滴形で断面は

扁平、縁辺は突起状の盛り上がりがつらなる。全て未炭化だった。深山にはえる。

ウド(Aγα"αcordq"Thunberg) :大きさ15mm前後、一端が尖る形で断面は扁平。 タデ科、カ

ヤツリグサ科、アカザ属、キイチゴ属についで5番目に多く検出された。ほとんどが未炭化である。

知里（1953）によると、茎は食用。薬用に使われる。果実の利用は知られていない。

セリ科(UJ7z6e"旋戸αe) :ヤブジラミ (Tb""sﾉqpo",jc(z (houtt.)DeCandolle)は大きさ4.0mm

前後、先端が尖る長卵形で断面は楕円形、各分果には5つの稜が縦走する。表面にはとげがある（人

里雑草)。知里（1953)、更科（1976）によると利用は知られていない。 ドクゼリ (Qc"αひ"os(zL.)

は大きさ4.0mm前後、先端がやや尖る長楕円形で断面は楕円形、各分果には5つの低い稜が縦走する。

水辺に生える。知里（1953）によると果実の利用は知られておらず、根は薬用にされる。

アカネ科(RzLI)Zqce(ze) 大きさ2.0mm前後、ほぼ丸い楕円形で断面は扁平、腹面が丸く凹んで鱗

がある。全面にかぎ毛がある。ヤエムグラ(Gα"Z"7ZSp邸〃邸mvar.echinospermonHayek)であ

ろう。未炭化個体が炭化物集中6から8点出土した。知里（1953）によると利用は知られていない。

ヒルガオ属(CqjystegZ(zRBr) :大きさ4.0mm前後、倒卵形。下端の凹みに鵬がある。表皮は粗

い。ヒルガオ(cqjystegjα/qpoIzjc(zChoisy)の可能性がある。灰集中10に出土している。知里(1

953)、更科（1976）によると根は食されていた。果実の利用は知られていない。

ナス科(Sojα"αce(ze) :一端が尖る丸い平面、扁平な断面、網状隆起線をもつが同定が難しいも

のをナス科として集計した。イヌホウズキ(SoJα"邸"'z,"zgγ邸77zL.)は大きさ1.5mm前後、倒卵形で下

端が尖る。断面は扁平｡表面は全面に網状隆起線がある。知里（1953）によると利用は知られていない。

キク科(Composj"e) :丸いかたちのもの、上端が管状に伸びたもの、冠毛が芒状になったもの

はみあたらなかった。

ユリ科（〃"αcefze) :球形のものがほとんどで、扁平なかたちのもの、棒状のものはみあたらな

かった。この科で雑草と分類されるもののほとんどが人里雑草である。

イネ科(Gγα､,加eqe) :棒状の頴果がほとんどである。この科で雑草と分類されるものは水田雑

草と畑地雑草が半々である。

カヤツリグサ科(C勿ﾌe『αceqe) :ほとんどがスゲ類である。タデ属に次いで2番目に多く出土す

る。この科で雑草と分類されるもののほとんどが水田雑草である。

4）出土野生種子と環境について

遺椛出土の試料であるから人為的選択の結果といえる。しかし、それを選択できたのも周辺の環境

があってのことである。環境の推定はややI水|難であるが、下記の分類のうちの第3類によってrj能と

思われる。分類の娃準は、利用の程度・方法についての民族例の有無である。

野生第1類は利用例のあるもの。主食の性格があり、保存される食材（オニグルミ ・クリ ・コナラ

亜属・ハマナス)◎嗜好的食品（ヤマグワ・マタタビ属・ハマナス・スモモ・キハダ・サンショウ・

ヤマブドウ・ ミズキ・エゾニワトコ・タデ属・ギシギシ属・アカザ属・キイチゴ届)。薬用（モクレ

ン属・チョウセンゴミシ・キハダ・エゾニワトコ)。

672



2動植物遺存体の分析

野生第2類は種子以外の部分が利用されている例。カパノキ科･スモモ以外のサクラ属･エゾノコリ

ンゴ°タラノキ･ウコギ属･ガマズミ属・アキカラマツ･ゲンノショウコ。ウド。ドクゼリ ・ヒルガオ属。

第2類は、サワシバ。シウリザクラ・エゾノウワミズザクラ。エゾウコギは沢の沃地、アサダ・エ

ゾヤマザクラ・コシアブラは湿った山腹の沃地、エゾノコリンゴは湿原の周辺、 ヒルガオ属は耕地雑

草、アキカラマツは人里雑草、ゲンノショウコ・ウドは林地、 ドクゼリは水辺である。これらは野生

第3類に近い性質を持っているようにみえるが山地のものが多く、耕地・人里雑草が少ない。やはり

何らかの意図で搬入されたと考えられる。特に多数出土の種子は偶然とは思えない。

野生第3類はまったく利用例がないもの。ウルシ属・ニシキギ属・ ミツパウツギ・ナデシコ科・ア

カザ属・キンミズヒキ・ ミツバツチグリ・メドハギ・クサフジ・クズ。ツルマメ・ ミヤマニガウリ・

ヤブジラミ ・アカネ科・キク科・ユリ科。イネ科・スゲ類。

ツタウルシ・ニシキギ属。 ミヤマニガウリは山野に、 ミッバウッギは山地の湿ったところ。ヤマウ

ルシは湿原の周辺にはえる。キンミズヒキ・ ミツバツチグリ ・クズは林地にはえる。ナデシコ科・メ

ドハギは耕地雑草である。クサフジ。ヤブジラミは人里雑草である。この中で出土数が多いのはヤマ

ウルシ・ ミツバウツギ・ナデシコ科・クサフジである。以上より、遺跡内の環境は耕地を含む湿った

ところだったといえよう。

上述の結果は遺跡中心部の状況を示している。周辺部ではどうだったのであろう。平成3年度調査

のB地区と比較してみよう。クラムシェル・水洗選別で得た試料である。第3類に加わるものとして

スギナ、ショウブ、ハンノキがある。いずれも水辺に生えるものである。周辺部ではより低湿地的環

境にあったことがわかる。

5）有用植物種子の組み合わせ

ここでは野生第1類（食用。薬用植物）種子と栽培植物種子を有用植物とよんだ。

主食は貯蔵に際して特別な保存処理のないオオムギ？ ・イネ・キビ・アワ・アズキ、保存処理が必

要なオニグルミ 。クリ・コナラ亜属がある。栽培種のバリエーションが豊富であるが、主食の維持は

採集と栽培の2本だてで行われている。他には保存される食材としてハマナスがある。

嗜好的食品の大部分は野生第1類（ヤマグヮ・マタタビ属・ハマナス･スモモ・キハダ・サンショ

ウ°ヤマブドウ° ミズキ・エゾニワトコ・タデ属･ギシギシ属･アカザ属・キイチゴ属）であり、栽

培種ではシソ属があるのみである。嗜好的食品は野生第1類によって選択･維持されている。

薬用（モクレン属。チョウセンゴミシ・キハダ・エゾニワトコ）は、もっぱら野生第1類によって

選択・維持されている。

繊維の原料としてアサが栽培されていた。

6）有用植物種子の組み合わせの起源について

フローテーション調査: 0B層における組み合わせは、遺構についてはIB-1層まではさかのぼれ

る。表Ⅷ－2－4は包含層のデータであるがそれをみると、 IB-2層においては、野生第1類が少

なくオニグルミ ・クリ ・コナラ亜属がない、イネがない、の2点を除けば主食は揃っている。栽培種

が豊富であるという主食の維持のありかたは少なくともIB-2層（擦文文化期中期）までさかのぼ

れる。同期の同様な例は札幌市サクシュコトニ川遺跡（1986）がある。

花粉分析: IB-3層以下では栽培種子は出土していなかったのだろうか。山田(1996)によると、

c-66-19地点（Ⅷ章3節表記のLoc, 2)のIB-3層上部から栽培型イネ科花粉が出現してい

る。 c-66-18地点（Ⅷ章3節表記のLoc, 1)ではIB-2層上部から、その他の地点ではIB-

1層下部から出現している。

また、クワ科の花粉はc-66-18地点ではIB-2層上部、d-67-91地点（Ⅷ章3節表記のLoc
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3）ではIB-1層上部から出現している。栽培型ウリ科花粉はd-67-91地点ではIB-1層下部

から出現している。ギシギシ属、アカザ科（耕地雑草）の花粉もc-66-18地点ではIB-2層上部

から出現している。これらの傾向はOB層まで続く。

花粉分析の成果より、 IB-3層上部（擦文文化期前期後葉）のころには主食の維持に栽培種が関

与していたことがわかる。

植物珪酸体分析とイネ栽培：イネはIB-1層から検出されIB-2層にはない。炭化イネ種子の古

い例として擦文文化期前期末の千歳市オサツ2遺跡SH-11(1996)がある。IB-3層から出土した

土器は少ないが、SH-11並行ぐらいと考えてよさそうだ。この例は栽培されたかどうか不明である。

本遺跡において、灰集中14(OB層下部)、灰集中10第1灰層(OB層上面)、炭化物集中17(OB

層）から有桴果が検出されており、灰集中10第1灰層(OB層上面)、炭化物集中11 (OB層上面）

から穎が検出されている。籾付きの米と籾が出土したのである。籾付きのまま移入されたのであろうか。

植物珪酸体分析を行ったところ、 OB層上部からイネ属葉身機動細胞に由来する機動細胞珪酸体が

c-66-18地点、 c-66-19地点、d-67-91地点で検出されている。特にc-66-18地点で約30%、

c-66-19地点で約65%の出現率で高率である。稲葉製品は通常はイネの茎の部分を使うので葉鞘の

珪酸体の出土であれば問題はない。稲藁製品の珪酸体ではないようだ。

栽培以外に考えられることは、フローテーションの結果と合わせると、五つのことが考えられる。

。第1にイネの葉で作られた道具があって、それが持ちこまれ数十メートル四方に分散し埋没した。

・第2に籾付きの米が茎と葉を付けた状態で流通し、それが持ちこまれ数十メートル四方に分散して

埋没した。

・第3にイネの葉が持ちこまれ、数十メートル四方の土壌に分散して埋没した。

・第4にイネの葉が持ちこまれ、数十メートル四方の土壌に分散して混ぜ込まれた（肥料として)。

・第5にイネの葉を含んだ稲藁灰が持ちこまれ、数十メートル四方の土壌に分散して混ぜ込まれた

（肥料として)｡

以上の例があるかいなか筆者は知らないのでご教示いただきたい｡山本(1996)によると､寛文年間（1661

年～1673年)以降に道南で稲作が和人の手ではじめられているという記録がある。 （鈴木信）
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図Ⅷ－2－3 出土栽培種子（1）

675



Ⅷ自然科学的分析

ベ

－

7 ソ（

アズキ 9 シソ属8

10アサ

11a オオムギ？

の背面

11b腹面

計測値

1、イネ

2、イネ

3、アワ

4a、ヒエ

5、ヒエ

6a、キビ

２

２

１

１

１

１

盲

田

百

田

古

田

百

田

百

田

古

田

１

１

１

１

１

叩

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

肌

冊

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

川

ｎ

ｖ

八

Ｕ

ハ

Ｕ

八

Ｕ

ハ

Ｕ

八

Ｕ

Ｒ

〕

”

Ｉ

八

Ｕ

。

“

ｑ

Ｕ

ｑ

ｖ

Ｇ

●

■

■

凸

◆

１

２

１

１

０

０

さ

さ

さ

さ

さ

さ

厚

厚

厚

厚

厚

厚

7、ソバ 長さ4.00mm、幅3.10mm

8、アズキ長さ4.30mm、幅2.701nm、厚さ2.40mm

9、シソ属長さ1.90mm、幅1.55mm、厚さ1.20mm

10、アサ 長さ350mm、幅2.70mm、厚さ2.30mm

11a、オオムギ？ 長さ450mm、幅1.65mn1、厚さ1.00mm

、

、

、

、

、

、

、

Ⅲ

川

皿

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

川

珊

Ⅲ

川

川

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

↑

０

ハ

Ｕ

Ｒ

〕

４

証

庁

Ｉ

、

。

ハ

リ

ｎ

ｖ

ｎ

ｄ

４

冠

１

１

９

“

１

１

○

○

さ

さ

さ

さ

さ

さ

長

長

長

長

長

長

05mm、

80mm、

40'叩'、

60mm、

40mm、

45mm、

出土栽培種子（2）図Ⅷ－2－4

676



2 動植物遺存体の分析

（4）千歳市美々8遺跡低湿部出土の動物遺存体

千歳市埋蔵文化財センター高橋 理

1）はじめに

千歳市美々8遺跡において美沢川低湿地部より他の有機質遺物とともに多量の動物遺存体が検出され

た。これらの動物遺存体はOB層およびIB層と呼称される包含層中の主として灰および炭化物の集中

部に伴うものである。

遺物は各集中ごとにすべて、あるいは分割されて土壊サンプリングされ、 4mm、 2mm、 1.4mm、0.425

mmの3種類のフルイを通すことにより比較的大きな遺物から微細な遺物にわたって回収された。その結

果大量の動物遺存体が残っていたことが判明した。特にもっとも規模の大きな「灰集中10」と呼称さ

れる遺構は第1灰層と第2灰層に分層されたが、第1灰層は50ほどの小区に分割されて遺物が回収される

こととなった。整理担当者の方は多くの時間と労力を動物遺存体の同定、分類、集計に充てられた。

筆者のもとに委ねられた時点ではすでに各遺構、小区ごとに各種動物遣存体の同定、集計がほとんど

終了し、遺物台帳にまとめられるという段階にいたっていた。整理担当者および作業に従事された方々

に心より御礼申し上げたい。

さてこれらの遺物であるが全数について目をとおすことは時間的に不可能であり、今回は次の小区お

よび遺構、包含層の動物遣存体を対象とすることとした。

・灰集中10

第1灰層一偶数番号の小区

第2灰層一奇数番号の小区

・その他の灰集中

・炭化物集中

・砂集中

・貝集中

・包含層各層

動物遣存体は表Ⅷ－3－1～表Ⅷ－3－19に示した。学名は原則として表中に記載した。これらは

波部（1987)、東（1982)、阿部(1981)、小林(1981)、高野(1982)、林(1982)によった。出土数

は数量と重量の2表記を基本としたが、細片化したものや粉状のもの、力ワシンジュガイの殼皮などは

重量表記のみとした場合もある。

2）出土動物遣存体

整理対象とした動物遣存体は総数117,264点（粉状のものを除く）である。今回分析できなかった

ものを含めると25万点ほどに達すると推定される膨大な出土量である。これらは、貝類、魚類、両生

類、爬虫類、鳥類、哺乳類の各綱から種にわたっている。

貝類では鰄水産、淡水産、陸産の各種貝類が出-tしている。鰔水産ではホタテガイParmopecre"

(MZzzJ/zopecte/z)yessoeﾉzsisが比較的目についた。被熱している例が多く、完形例はない。これにウ

バガイ"Zs〃α(psezJdoc"diz"7z)scMcIzq""eﾉzsZs、タマキガイGJycyme"sUes"tα、タマキビガイ

Lj"of加α〃gひZcz"α、エゾヮスレガイC(z"js"(Ezocα"Zsz(z)6r､epjs鞭ho"“αなどが少量ずつ混じ

る。淡水産では力ワシンジュガイMα晤”肱旋fajqeUZsが非常に多く、カラスガイC"staﾉ"p"c"q

などが多少混じるようである。陸産貝類は極は判明しないが、形態はすべて微小なパッラマイマイタイ

プおよびマイマイであり、オカチョウジガイタイプはない。なかにはほとんど現生と考えられる資料も

含まれていた。
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ウニ綱Ec/zZIzojdeaの疎かと考えられる例が1点みられた。

魚類はサケ科S(zZm,o"idqe、コイ科C卵γmjdqeがもっとも多い。さらにイトヨ科Gqste7'､osteidqe

ニシンαZjpe(Zpα"αsjおよびニシン科azLpeid(zeが比較的目についた。またアブラザメ科（ツノザ

メ科) 89"α""αの鰊が少量検出されている。これにカレイ科PJez"℃"ec"dcze，マグロ類Sco刀z6"-

"eSp.が少量加わる。

両生類はカエル目sα"“瓦αと考えられる椎骨が少量みとめられた。

爬虫類はヘビ亜目Op/z城αのやや小型のヘビの椎骨が出土している。

鳥類はキジP/zqsjα"邸scoJc/zZczJsをはじめとしてガン・カモ科A71,"idqeなどが混じるようであ

るがほとんど細片化しており同定にいたっていない。

哺乳類は大型ではシカCｾ『皿哩87ZjppO7ZyeSOe"SZSが主体となる。ほとんどが細片化しており、

指趾骨にいたるまで完形を保つ例はない。わずかに下顎骨にやや完形率の高いものがみられる。また、

筆者のもとには骨角器が委ねられていないので詳細は不明であるが、金属器で切断や削りなどを行った

際に副次的に生成されたと考えられる削片（カールした状態の例も多い）がかなり多くみられる。灰や

炭化物集中部およびその周辺では角や骨の加工が行われていたのであろうか。

シカ以外ではイヌC(m,jsFc"7zZ"α花sやイヌ科Ca"jcIqeが比較的多い。エゾオオカミCtm,js

JzLpzJsのような大型ではなく、キツネVzJjpesUujpesあるいはタヌキjVyct"e"esp/-ocyo7zoides

などの小型のイヌ科と考えられる。また認歯目Rode7z"αが比較的多く出土している。

灰集中10ではヒトの臼歯の歯冠が1点出土した。
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升 奄 寸 蚤 へ 西 言 皇 罵 里 些 二 三 胃 晏 ｇ Ｒ 罵 三 鳶 蒻 蔚 冒 霊

室 雪 室 呂 （ 盲 ． 漫 異 澤 差 伊 拶 鑿 三 ‐

室 室 員 旨 《 一 星 ．

二 垂 亀 津 穿

剥 式 山 土 黄 華 （ 蓮 甚 竜 淫 聿 ） 切 言 一 冒 吾 ． 蕊

Ｉ い 、 、 冒 胃 嬰 胃 三 ラ ー 贈 「 ↓ 甸 一

寺 守 聿 蟹 言 自 己 篇 豐 ． 蚕

・ 寺 守 華 聾 一 コ ろ 。 三 鳶 吾 ． 皇 幸

寺 寺 聿 蟹 言 自 重 鳶 善 ． 霊

圭 一 寺 室 ． 鱒 一 言 ろ 三 号 向 箸 ． 害 、 幸

● 亨 寺 室 ． 切 篁 量 Ｃ 二 三 篇 吾 ゞ 雪 字

辛 守 聿 蟹 言 冒 三 言 壱 ． 膣 撫 ヰ

キ キ 孝 普 言 ９ 重 罵 る ． 試 壽

ｕ へ 華 の 舌 『 ご 童 篇 吾 ． 一 小 郡 牢

辿 へ 孝 Ｑ 言 三 三 言 琶 ． 壽 嘩

套 毒 室 ｃ 一 己 里 ． 雲 言 会 雲 澪 ニ ー

壹 一 塞 一 冒 三 〔 荷 一 ． 毒 壼 《 ｝

二 環 ｛ 《 ろ 二 《 一 里

い ご Ｑ 『 こ く 房 二 一 三 ） （ ） 二 言 吻 胃 一 房 易 蕊 琴 震 溶 鑿 鈴 貢 誰 預 涛 が 窪 三

●

》 号 ９ コ 昌 一 竺 三 弓 《 こ こ 藍 ｃ ｇ 爵 雪 二 浄 震 龍 濡 肘 が 言 昌 曇 軍 一 典 ， 餌 雀 三 さ

呼 号 Ｐ 『 二 三 夢 三 弓 （ 》 己 畠 馬 昌 迅 震 率 孝 零 悪 邑 ・ 〉

■

呼 号 Ｐ 目 く 匡 雪 二 弓 冒 篇 鯛 ＠ 呂 番 詩 話 幸 享 霊 雪 酵 誰

ご こ い 、 域 ・ 脚 珪 ぺ 言 冒 胃 豊 三 宮 三 鴬 三

ご こ い 、 蛾 膿 迂 へ 三 三 ● 漫 弓 言 毎 塁 言 亀 蚕

ご こ い 、 蝋 い 蚤 ぺ 至 言 屋 「 三 帝 冨 雪 男 尹

ど こ ￥ 、 咄 ‐ 冊 当 《 三 雪 隠 再 三 帝 勇 一 篇 三 断 簿 馬

ｕ 《 堂 ’ ９ 頁 二 三 鳶 邑 ． 晨 豐 曇

千 寺 聿 蟹 一 三 （ ） 二 三 言 苦 ． 武 毒 ヰ

キ キ ヱ ． 曽 言 ろ 二 三 貴 著 ． 篭 毒 聿 も

ロ

ー 即 奄 寸 哉 《 雰 言 ｇ 魚 冒 三 三 罵 昌 弓 胃 邑 豐 ご 一 掌 ろ 豐 景

」 二 ● 一 の ご 『 ヨ ご 扁 吾 ． 菩 一 慾 誇 窪 二

苛 む 寸 当 《 璽 言 ｇ 魚 冒 三 三 両 号 ８ 月 冒 二 罵 夢 胃 崇 一

一 ぷ む 寸 当 《 詞 三 言 胃 輿 興 ニ マ 言 三 弓 胃 邑 昌 ご 謬 る ｇ 望

『 へ 率 。 弓 言 （ 胃 邑 ． 壹 墨 垂

〒 『 孝 、 吾 『 三 三 言 号 ． 壼 一 馳 尋 琴 舜 代

〕 へ 垂 ‘ の 冨 冒 彗 三 《 在 る ． 一 宗 士 》

】 へ 華 Ｑ 胃 三 三 愚 号 ． 毒 零 鶏 毒

一 へ 垂 ． 、 雲 三 三 烏 憲 望 〕 ． ｝ 尽 圭 津 奔 一 洋 室

紬 丑 己 拙 一 爵 耐 Ｓ 騨 曾 飾 刺 寡 （ 巴

三 念 今 呈 濤 二

声 言 謨 塁 妙 震 韮 籏 除 か ｇ 雪

至 言 嶋 弓 三 詩 畠 言 ⑦ ぐ 芸

§
唾 挿

八
『

層
刺 蒋 独 舞

い 一 弐 』

軌 ら 宅 二

他 宰 一 今 一

掴 上 勧 一

索 〕 つ

い 一 切

一 一 画

｡
一 亡 ~

一 つ か

一 一 歩

辛 子
今 ＋

一 四
博 十

七 参

執 （ ）

卿 ↑
↑ 槽

凶 一 一

↑ し
今

垣 」
Ｊ Ｊ

Ｉ ｒ
幟 ＋

軌 今
艶 い

Z
覇

←
幸

星
1
9

~
I
凸

J
1

1
J

~
~

~
~
~

C
今

↑
←

エ
里

~
一

『
己

『
』

~
~

~
｛ ｝

~
~

＝

屋 琴 ． 蟄 蓬

一 二 個 ｃ 』 ぬ

一 つ 今 ・ 靹 今 ↑

劃 間

岬 一 。 ↑ エ 垂

岬 勤 宅 毛 Ｐ

〕 迄 。 辛 》 軌

い ゅ 。 四 ○ 轡

』 。 ● 二 藍 か

一 一 。 韮 四 迄

二 ・ Ｇ ｓ 。

酎 凹 ． 〕 旧 廷

今 ． 二 一 ］

↑ 今 。 今 動 心

今 」 学 訟

幸 。 宰 皿 一 二

今 。 一 色 歩

争 Ｄ 今 一 他

二 ・ 今 い み

二 Ｐ 今 今 ↑

二 ， 勒 醜 醜

二 ． ｛ 云 一 』

＝ 一 工

＝ 争 五

岬 》 い 《

浜 ・ 今 諫 今

幸 ‐ エ 』 軌

樽 。 エ 全 一

幸 、 こ こ 」

二 。 一 半 一

幸 。 二 」 つ

こ ’ こ こ 今

今 。 二 」 （

今 」 一 垂

幸 ・ 迄 学 迄

二 。 舎 幸 エ

二 舎 幸 二 つ

二 ・ 幸 一 い

宰 。 い ↑ 掴

↑ 。 ↑ 今 画

幸 室

い 」 今 些

舎 。 群 軌 《 ）

今 。 錘 勤 一

幸 ロ 画 〕 今

幸 』 こ い

甑 。 寺 幸 二

幸 ’ 二 脾 喀

今 。 二 一 聖

幸 。 一 今 勤

二 ． 今 心 心

今 ． 一 》 つ

二 。 一 い ↑

二 ． 槽 色 つ

＋
一 。 今 詫 奎

津 軌 》 ↑

一 。 辛 對 一

一 ◇ 一 ｛ ｝ 〕

幸 、 こ い 迄

幸 。 （ 二 と

幸 。 寺 脾 エ

今 ‐ 雪 準 塑

今 Ｄ 塑 今 心

こ り 索 啓 一

ご ・ 宰 学 軌

二 ． 鱈 群 切

｛ 夏 工 つ

今 i
9
C

幸 」 一 助

二 ， 二 聖 靹

書 。 二 一 と

今 。 幸 岬 エ

幸 、 二 今 】

↑ 尭 亡 少

掴 。 幸 二 弓

1日 ~
'

一 つ

｝ 酌 ↑ 一 望

一 ‐ （ 二 つ

一 ・ 塾 一 一

今 ‐ 二 型

四 一 Ｗ

い り 〕 今

今 。 一 》

つ ？ 一 心

一 ・ 一 坐

一 ？ 一 〕

雲 津 琴

窪 一一ー
證 当
薑 ‐ 毎 蛍 叺 》 （ 主 ． 二 幸 ）

罵 難 ？ ）

非 難 欝 謹 汽 三

卦 貝 戦 へ 吻 三 咳 三 員 罵 ２ 号 ｇ 三 首 こ ぁ 胃 言 言 ｇ 爵 噌

一 《 ’ 一 一

ｖ 讐 ○ 亀 く 舅 夢 鷺 雲 母
裁 蝿



2動植物遺存体の分析

灰集中10第1灰層の動物遣存体(3)表Ⅷ－
吟
乖
一
岬
州
一
州
一
岬
一
州
州
一
州
梱
一
拙
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬

25

備考点数 唾
一
皿
一
岬
一
輌
一
岬
梱
一
岬
一
岬
岬
一
畷
一
恥
一
岬
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
叫
一
吋

彊砺君~r発掘区

灰典中I()-20

灰典中lO-20

i犬蛎中10－20

灰鵬'''10．20

灰熊中10－2(）

灰災中10．20

1犬撫【''10－2(）

灰災中10.20

1犬襲中10-20

灰無中10-20

灰雌中'0－20

1犬典&''1()-20

灰蜘'010.2(1

1穴贈'’10－2(）

灰鵬中10-20

1犬唯中10－20

1火典‘''10.20

灰卿''10-2(）

灰焔'1110-21

1飛卿''1()-21

峡蝋中10.21

灰蛎中10-22

版嶋中10.22

J欠蝶中10-22

1ｿ〈雌中10-22

1ｿ《鯛|8 10.22

灰典中10-22

"<蝮中10－22

1尺雌中10-22

1火災中10.22

1尺卿111()-22

1天蝿中10-22

灰雌中IO-22

j犬巣I''10.22

灰蝿中10-22

灰蛎中iO-22

jK集‘ljIO-22

灰鵬巾10-22

灰災中10.23

灰鵬中10-23

灰蛎中10-23

灰災巾10-24

1火雌中10－24

灰典中l()-24

峡災中10-24

1犬築中10.24

灰鳩中10-24

1尺蛎中10－24

灰典中10－24

灰典中10-24

1犬繋中！().24

灰喚中10－24

灰典中10－24

灰典中10.2-1

灰蛎中1()-24

1犬災【''10.24

灰塊中10-24

灰災中10-24

灰集中i0．24
灰喚中10-24

灰雌中iO-24
-

灰染中10-24

灰轆''110.24

"《無中I().24

灰轆中10-24

版喚中10－24

灰県中10.24

灰鳩中10-24

"〈典中10-24

灰鯉'''10.25

灰雌中10-西

I尺壌中10.25

灰典中10－25

灰拠中10－26

灰染中'0-26

1K災lI1lO-26

灰災中10-26

灰災中10.26

灰鰹中10-26

灰鯉中10-26

灰雌中l().26

灰帷中lO-26

I犬典中I()-26

灰焔G1'10-26

1戎災中10-26

灰蝿中10-26

灰蛎'''10．26

〃《塊11]l()-26

灰典【1110-26

灰雌中10-26

1犬蠣中10－26

灰典中iO-26

灰典中10.26

灰雌11110-26

動物遺存体

サケ科SIIImonid"3p. 16,1T"I1･

サケf.l･ Sal''1onidaesp. l色部棒状骨

サケf.I SMmoIIidaehp・ 惟廿片

コイI+ Cyprinidae". 椎什

コイf:l Cvprini“chp、 咽砿#i

コイイ: Cyprinid"". 樅什破片

コイイ．'・ rvprinidaesp. 111M(.I｣l･

コイイ. ･ cyprinidaeIMI). Mﾘ蝶形骨

典矧、I'd剖．椎骨ハ

魚類mndel、頭骨破片

魚薊”1，."．韓

魚剛、O,,《!c1．足椛

魚剛、〔''1《ICI・ 部ij:ｲﾐ1ﾘl

魚潮nmdeI 尼部幟状什
鳥網AV“nondc1・ 部位ｲ§明

播剛l RⅨlcnIia ネズミイ.} Murid:'e$p. lg l"

哺乳綱Mnmm釧iaIU⑪ndcl・ 部位ｲ§明

什I！ 細ハ化

カラスI:|･？ COrvi“C？川職}･速位端金帆器l当よる切換、切断

Mi~乳綱MlⅡⅧ”l和､(〕ndcI部位ｲく|ﾘj 企帆器による成形、轆形

叩孔綱Mammalimn““部位ｲ珊金価器【皇よる切断、幣形
ウー綱Echi“id“‘，純？

サケfl･ Salmonid"bp. #i

サケド:l･ S&,imoIUid"". 砿竹

サケfl・ S1lImoni“esI)．純

ｻｹ-f:I S&limonidi,eHp. 桃'I.}

サケi:} S&IImOnidaesp・柾廿破ハ

サケfI, S&ilmo,li"esp. I色惟

サケ科Smlmoni“cbp･ 堆鮒骨

コイfI cvprini"esp. 咽噸骨

コイド，ト Cvprinidae',p, I1111航歯

魚馴 ！,on｡“韓

魚訓nUI1dﾋ1． 部位不Iﾘj破片

魚熟nOndcI、椎骨

シカCcruvu,､叩mny"“nsis？脛骨骨幹後臨j

恥孔綱MKlmma恥I1UI1dcI 部位ｲ《明金糊勝による切断

咄乳綱MumI”l耐I1oI1dcl， 部位不lﾘl

骨片粉状

シカC“uvusnippoIwc,“I1si5角鋪2枝？ 金秘器皇よる切断

シカCemvusnlp”Ilyc,“n$眠角？ 金閥鰐:Zよる加I:に随伴する削ハ
哺孔綱MK1mmaIianon(M・ 部位不明企閥器;二よる川l 己随伴する削片・

カラスガイcrM師i副phmI&,？

力ワシンジュガイM獅皿riIi化、I“vi淵'ノ カラスガイ CrihlzIri'lpli""･7 股皮

力!ノシンジュガイM8lr邸rili肥、l“viH？

ホタテガイ PaIinoP“'”(Mi“l1op“ICI,)V“§“I,制急

力'ノシj/ジュガイMn『“『iIi化mlaeviS？般皮

貝馴non“,、 真珠光沢ある細片

小瑚脱雌綱貝頚、““・

陸峨貝剛、⑥I1del・

サケイ~:l･ Si'l'''()''id"". #1

サケイ:ト SIlimonid"sp. 頭什破片

サケ1l･ saimonidaesp. "

サケf.I SHIImmid"N,p. 椎骨

サケf･l SaImOni“e,p、 惟竹破片

コイf: ･ Cyprinidi'e".咽航骨破片

コイイ:|・ CvpriI1i“ebp． ；脚什

コイfl･ CvDrini(1維叩． 」錨I朧状,間・

コイ科・ Cyprinidae”、 洲蝶形骨

コイ科cyprinid“sp・咽頭骨

コイfl･ Cyprinidaesp.鵬汁

コイf･l･ Cyprinid"sp． 1．門骨

コイfl･ Cyprinidacsp. "l鋪椎破片

魚駕I 1wI1de'・ 部位不Iﾘl

魚煎、〔,1，.“椎骨

魚顛nOI1deI･練破ハ

"#III Rodenlia ネズミf.l･ Muridac､,》． 唯F顎骨

W#III ROden~血ネズミ科MIIridaesp. F1"

IWi乳綱MammaIianoI,“．部位不Iﾘl

什刈淵 ！''柄部？ シカCC｢UvUsni,)p(}1W“OCn5i螺材・

鳥網AV“''0【Udc1． 冊位ｲﾐIﾘl 金属器による､ﾄ行する2 3条の沈線

珊乳綱Mamm判Iianon“、 部位不明金脇器による切断、 ii1り

珊乳綱Mammal皿nOndCl、 部位不明金艇器i皇よるⅢ1．に随伴する削片
噸礼綱MammaIian()I1dCI・部位不明金栖器による加I"<･随伴する削片

貝馴 Il0ndcI、 真珠光沢ある細片

力ワシンジユガイM4lr“･iIiibmI【,evi5般皮

力rノシンジュガイMllr皿『ili化、！“vi§ ・カラスガイ Cri3ll1rinpIi“Iaなど般皮

ホタテガイ PatiI1op“,e、(Mizuhop“ICI,)Y“§“nsls

アプラザメ科ツノザメリ1･ Squalin&bsp，糠

ニシン rlupeil l)all"i 叫骨

サケ科S副Imoni“cSp． ＃｛

サケイ1･ Saimonid&icsI)．棟

十j･ケイ:ト Salmoni“esp、 航什
サケイ1･ Saimonidi,esp. 惟什

サケf.} Sal'nonid"sp. 枇竹

サケ側saImoni“《BSD・ 胸骨

･うj･ケイ.ト Salmoni“csp． ！6袖什

コイ科Cyprinidaaip. I帆頭什

コイイ1･ Cyprini(kiesp. lllll蚊歯

コイf:I Cyprini'li'c'､p・ l11 12報‘汁

コイ科cyprinid“叩．頭部竹

コイ朴Cyprmid“Sp． ‘吋諏骨

コイイ.ト Cvprinidacsp. l3蝿藍骨

ゴイ科cyprinidac叩． hiﾘ蝶形骨

コイイ1､ CvprinkIKIcsp. IIIi･I.

４
－
蝿
－
６

４
－
１
１
－
卿

加
一
ｌ
Ｍ
－
２
－
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
４

榊
一
岬
岬
一
岬
一
岬
一
州
一
岬
一
岬
州
一
》
榊
一
岬
一
》
｜
岬
一
恥
岬
一
州
一
》
｜
恥
幟
一
梱
一
岬
一
梱
一
岬
一
岬
一
岬
一
州
岬
一
岬
一
岬
蝿
州
一
州
一
》
｜
岬
一
岬
岬
岬
一
》
｜
》
｜
批
岬
一
岬
一
岬
岬
一
州
一
蹄
一
岬
岬
一
岬
一
》
｜
》
岬
一
岬
一
岬
岬
一
梱
一
》
榊
一
》
一
岬
岬
一
》
｜
》
岬
一
恥
一
岬
岬
一
岬
一
》
｜
岬
一
岬
一
岬
一
州
梱
一
岬
一
》
｜
梱
一
梱
恥

''1柚(1；製？

ｌ
蒻
一
㈱

().0()3

0.321

1.525

5.236

().329

5.036

0.016

0.012

0.029

0.()(〕6

（).01

0．416

1．014

リ
ー
鞭
Ｉ
ｌ
４
ｌ
Ｉ
－
１

椰
一
’
’
１
剛

0.3921

23.6s金帆器による川T二に随{･ﾄする削片含も
'2.639

I

フ

ニ

ヮ

ー

う

』

｜

崎

９
．
３

５

０
■
■

０

０

呼
唾
一
岬
一
岬
一
地
一
州
一
岬
皿
一
》
｜
岬
一
恥
一
岬
岬
一
岬
一
岬
一
岬
晒
州
一
郡
一
岬
一
蝿
岬
蝿

２
’
２
｜
訓
一
恥

’
４
２
’
１
－
３
｜
川
－
１
１
《
郵
一
型
１
４
刷
一
１
１

９

３

３

３
８１

シカCcrvu§、.y川か？

’十 0.823

1 0．51s

（)‘025

1 0．434被熱
8 0．i39

1 0．034

19(） 3.066

31＋ 121．431

2‘l()2 34.324

3946 39.0”

I 金偶器により切断ぎれた惟什

1 0．13川1.痕

15 0.544川I:痕

14 〔).885

lH （).144

4 （).()69

21 0．433

4 0．324

6 0．146

3 （).191

21 0－424
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－26灰集中10第1灰層の動物遺存体（4）
遺棡名~発掘区

Iﾀ《婚111()-26

灰災中10.26

灰蝋中10.26

灰災中10-26

灰災中10-26

灰典中10-26

灰無中10←26

灰災1111()-26

灰姫中I().26

1火災中10-26

灰典中10-26

灰典中10．26

1火災中10-26

灰雌I''1()-26

灰帷中10-26

灰巣中I()-26

1穴贈IlIO-26

灰蛎中'0-26

1K染｢''10.26

灰典中l().26

灰媒中I(1-26

1天喚中10-26

灰卿'110-26

1ｿ〈卿''10掌26

灰典中10.26
灰撫中10-26

灰災中10-26

灰撫中10.26

灰姫中10-26

灰姻''10-26

灰蝶中10－26

1犬渠中10.26

1ﾅ《典中10．26

灰典中10.26

灰蝿中10－26

灰災中10-26

灰典中10-26

灰蝿中10.26

灰災中lO-26

灰典中10-26

灰蝿中10-26

版塊中10－26

灰婚1'10-26

灰蛎中10-26

灰災中'0-26

灰典中10-26

灰典中10-26

灰典中10-26

灰典中10．26
灰典中10-28

灰典中10-28

灰雌中iO-28

灰災中10-28

灰災中10-28

灰染中10.28

灰災中10-28

灰襲中10-28

灰災中i()-28

灰築中10-28

灰集'''10－28

灰換巾10．28

灰撫中10-28

灰災中10－28

灰集中10-28

灰雌中10-30

灰災中10-30

灰典中10-30

灰典中10-30

灰無中10-30

灰兆‘1110－3(）

灰典｢''10-30

灰典中10．30

灰築中10-30

灰典中10-3(）

灰典中10.30

灰蝮'''10-30

灰築中10-30

灰典中10.30

灰典中10－30

灰拠中10-3(）

灰堆中10-30
灰典''010-3(）

灰堆中10－30

灰雌中10-30

灰撫iI1lO-30

灰典中10-30

灰典'''10-3(）

I火災中10－30

灰鯉中10-30

灰災中10-30

灰柴Il1iO-30

1火災中10-30

灰災中10-30

灰典中10-3(リ

"<雌IIIIO

脈姻''10

灰蛎中10

灰災中10

灰姫中10

灰災中10

灰染中10

灰姫IlII(）

灰典中10

灰典中10

版典中10

灰県中10

灰撫中10

1火兆IlIIO
灰帷中l(）

灰典中I(）

択贈1110

灰鵬中10

灰災｢'110

灰災中10

灰雌中I(リ

灰典中iO

灰贈IIIO

lｿ〈卿''10

灰典中lO
j犬喚中10

1欠鯉中10

灰嚥中10
"〈姫中10

灰典中10

灰蝶中10

1式典中10

灰繋中10

灰兆中10

灰無中10

灰雄中10

灰典中10

灰集中10

灰無中10

灰典中10

灰塊中10

1天塊中10

灰典中10

灰蛎中10

灰典中10

灰典中10

灰典中10

灰典中10

雛

岬

岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
蝿
一
辨
梱

岬
一
》
｜
岬

岬
一
岬
一
岬
一
呼

岬

岬

岬

一

榊

一

岬

一

岬

一

》

岬

岬
一
岬
一
辨
一
榊
一
岬
一
岬
一
州
岬
一
岬
一
岬

岬

一

岬

一

州

岬

一

榊

一

岬

動物遺存体

コイ科Cyprinidilesp・歯什

コイ科Cvprmid“sp、 止酬ji･

コイ科Cyprini““p・鮒骨

コイf:ト Cyprini(I“sp、 世上猟‘汁
コイ科Cyprinidilcsp. 弓脚~'|,;

コイ科Cyp｢inid6,“p， 方骨
コイ科Cyprinidilesp. 灼耐.}

コイイ:1･ Cyprini(IIIc". 前蝿推~.i･l･

コイイ:ト Cyprinid“叩．腰粥

コイイ:ト Cyprinid“sp・惟什

イトヨ科G舐ler“にid“sp・鯉抵骨

イトヨ科GnSIer“【ci“e”・ 佃鮒骨

イトヨ科08,別せrOSteidaesp. 16部棒状骨ド尼軸骨

イトヨイ:+ Ci's'crosteidK'csp. 汁鮒練

イトヨ科G“1町“にi“esp・ 噸部什

イトヨ科G砥に、郡ei““p， 部位ｲ朔

イトヨ科G躯1wosIcidaesp・ 輔I苛鰯疎・館I拠鮪.汁

イトヨ科G紙1町“tei“esp． ↑f鮒練・腹鮒紳

魚緬non｡“〃'iql･

魚潮nonde【， 部位不明

魚馴nondet， 惟廿
魚凱nomdcl・棟

魚顛nondel liiI鯉壷骨

魚馴nOndel~1M･M･

魚矧I1ondeI． 』&軸骨
I‘j生綱AmpI1ibii,？椎骨

烏綱Av“non〔M・ 部位ｲﾐIﾘl

烏綱AV“”11.“イj大腿竹近位端

恥綱AV“,'0,《1ct． 上腕什遮位端
蝿綱Av“nondet･ 白鳥l li.1･

蝿綱Av“､011.“肋骨

謡鯛Ij ROd酬伽I1omdel． 唯大腿骨

秘歯目RodeI1Iii1 ネズミ科Muridaesp. (i l､-瀕骨第1 ･ 2fl歯歯惜

播歯目Rodenli&lI10ndcI、花ド抓廿
柵歯uRodc,,lii, ,,0ndel. l弧切歯

秘間目Rodcl11illnondel・ ド瓠切歯

醤歯Il RodcnlinnoI1del． 上瓢切歯

醤間目Rodenlianondel. nfi
播州RRO｡“IimnoI1dcl・左尺什

播揃U RC“I1IiMn(〕､(IC1． 1611t

イヌ科Cmid“？ 11'手・中足什遠位甥
シカCemvu$nlpponv““nsissp・ 右？距骨

シカcemvusI1ip”Iwesoensi5角片
1I'M1W乳繍Mammalianondcl中下骨？近他端

IMI1乳綱Mam11mImI1oI1dcI・ 部位ｲく明金閥器による切断、 lillり

W11乳綱M”,m81Ii8W10nd"・ 部位不明金屈器による加匝に随伴する削片

叩乳綱Mmlmali“1mdeI， 部位不明

叩乳網MammnIiK,？部位不IﾘI

廿片・ 細片化

力rフシンジュガイMar“『ili化、I“vis般皮

サケ科Saimoni(1"sp. M

サケ科S訓mOni《1K,eSP，頭骨

サケ科S訓、01,i“esp・韓

サケ科Sa1,,,0,1i“esp，椎骨

コイイ:ト Cyprinid“sp， 第1弧惟
イトヨ科G“IC『“Ici“esp． ↑ｻ蛸辣

魚顛non“・ 部位ｲﾐ明

魚鋤nonde1 練

爬虫綱RepIiIiIlヘビ頓目Op1bidianondeI惟什

‘嚇綱Av“？部位不明

削歯fI RodenIi汕？ nondCl ド猟切歯？
IWII乳綱MammKllinnonde1．部位イミ明金屈器による切断

剛i乳綱Mamlm伽nondeI、 部位不明

什片細片化

貝甑『'ondel・

力ワシンジュガイ Mn｢郷,riti化、l“Ⅶs

サケ科Salmoni““p・ 歯

サケ科Salmonid"sp. "

サケ科SalmoI,idi1csp，頭骨

サケゲ|・ Salmonid“”、椎骨

サケ科Salm⑨ni(1“sp、 角什

コイ科CVP『iI1id“sp・ 主蝿撞付

コイ科Cyp『inid孵卵，咽頭歯
コイ科Cyprinidaesp・骨盤竹

コイ科Cyp｢inid&,e”、 三脚廿
コイ利~･ Cyprini(1"sp. 後側州』ト

コイ科Cyprinid“SP、 角門'汁

コイ科Cyprinidacsp・ 上舌骨

コイ科Cyp｢ini““P，尾舌什

コイ科Cyprinid"". 椎骨

コイ科CYPriIui(I“叩．釧蝶形什
コイイ:l･ cyprinidilesp. 歯1,}

コイ科Cvprinid“叩．塔後賊付

コイ科Cyprinid“叩． 知行

コイ科Cypri11kl“”． 〃骨
コイ科CVprinid泄叩． 脅洲竹

コイ科・ Cyprinid“”．咽頭汁
コイ科Cvprinid“5p・姉骨

イトヨ科G抵【““Icid“”･竹盤廿

イトヨ科Gas1c『“Ieid“”．頗部骨

イl､ヨ科・ GasIc『osIci(k1e叩． ．｝f鮒鰊

イI､ヨ科･ CilsIeroslcidaesp. i蝿雄骨
イトヨ科G“1e『“にidae”、猟什

イトヨ科Gasに『“tei“esp，椎付

重量

0.326

（).318

0．541

0．223

0.085

0．143

0.394

（).()15

（).02S

3.0()6

0.008

0.026

＋

0.0()4

（).(川

0.003

0.024

（).()36

0.(X)6

14.244

4.()43

0．41

0．513

0.322

I.()94

0．013

0.4“

1．549
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2動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2 灰集中10第1灰層の動物遣存体(5)－27

遺構名･発掘区 層位

灰贈I' 10.3() "i灰増

灰雌中I()-30 "1灰騨

j火災‘''10-30 第1灰牌

灰喚中10-3(} 第i灰堀

灰災中10-30 "1灰墹

灰災中10-30 "I灰墹

灰卿| 0 I()-3() "l吠咽
灰媒'''10-3(） 弟l灰哨

灰集中10.30 第11尺届

灰鵬中10.30 "1 I犬照

灰築中10-30 鋪11犬聯

灰災中10-3() "I灰榊

択染'''10-30 鋪11犬哺
灰焔中10.3(） 鋪I峡1吋

1尺雌中10-30 "ll火塒

〃〈典‘''10-30 第1I氏哨

灰襲中I()-31 鋪Ij犬暦

灰雌中l()-31 鋪I峡騨

灰贈|' 1()-32 "I"錨

灰婚''1().32 鋪l灰嚥

灰蛎中10-32 "l灰肘

I火災中10-32 鋪I灰塒

灰災中10-32 "1灰墹

灰典中10-32 "I灰屑

〃〈災中10-32 粥11犬晒

灰姫中10-32 "l"<M

〃〈災中10-32 "l灰悩

吠雌IijIO-32 第1灰吋

l犬築中10.32 第1灰唇

I犬蝿中I()-32 第1脹層

灰典中10-32 第1灰噛

I火蛎中10.32 鰯l灰牌

1代#割110－32 堀I灰騨

I天鵬中10.32 鋪I灰暦

I犬蛎中10-32 第1灰層

j氏繋中10-32 "l灰騨

灰襲中10.32 第1灰塒
灰鵬中10-32 鋪11火層

灰災中10-32 "1灰I縛

灰卿1'10-32 "l灰噌

灰集中10．32 第1灰孵

I天蝋中10．32 第1灰層

灰蠣中10-32 第1択噛

I火災中10-32 "1灰瞬

灰染中l()-32 鯆I灰肘
灰堆中10-32 第1灰層

I火災中10-32 第1灰樹

灰鵬中10．32 鋪I灰栖

灰雌中10-32 "1灰噛

灰蛎中10-32 鞘i灰刷

択蛎中1()-32 "11代咽

吠典中10-32 鋪l灰増

灰集中10．32 第1灰層

灰嶋中10.32 第1灰層

灰典中10-32 鋪I灰牌

I犬塊中l()-32 鋪I灰睡

灰集II1lO－32 鋪|灰噛

灰撫中10.32 鋪I灰隔

I穴災中10-32 第1灰層

版災中10-32 第1灰堪

灰集中10-32 第1灰塒
灰典中10.32 鋪l灰幡

灰雌中I()-32 "1灰層

り災蛎中10.32 鋪I灰層

l火策中10-32 "1灰層

灰蝿中10．32 第1灰肘

灰典中10－32 第1灰層

灰鵬中10-32 鋪l灰晒

灰雌中10.32 鋪l灰暦
灰災中10-32 "l灰層

灰災中10-32 "1"〈層

灰典中10-32 "1灰懸

灰撫中10-32 第1灰嚇

灰築中iO32 "1灰層

灰巣中10.32 鋪l灰肘
灰雌中1()-32 "I灰層

灰災中l().32 鮒I灰哨
峡染中10-32 "1灰咽

灰雌中10．32 雛i灰幡

暁襲中10-32 弟l灰層

灰災中10-32 第1灰牌

灰贈liI().32 鋪I灰墹
)犬蜘''10-32 第1Iﾊ塒

灰災''1 10．32 鋪I灰墹

I犬典中10－32 第1"“

j天災中10.32 鋪I灰牌
灰雌中10－32 第1灰睡

灰典中I()-32 "!灰晒

灰災中10.32 第1灰岬
版災中10-32 "1 !犬暦

j火娩中10-32 第1灰塒

I犬襲中10-32 第1灰塒

灰蛎‘'’10-32 鋪I灰牌

I犬蛎'''10－32 第1灰聯

砺屈圓存体

イ1，ヨイ:トG齢にr“Ici(I純朴p・扣餓汁

魚對I nmdeI j鋤即W・

魚載Ⅱ”“1． 1も部棒状竹
魚矧nondcl・韓

魚馴no''det. IWI渤柵

魚訓nOIMiel，鰹掻1,'l･

魚xI nondet・ ノイIFi･|｣}

魚薊nondet， IC門･汁

魚類nondCt、 ki叶什

魚薊、”dct． ！‘部怖状骨
魚馴nondet、 椎骨

魚馴nondel・ 部位不Iﾘj

朋綱AV“？部位,fiWj

Mi孔綱Mamm汕舳､()11(M・ 部位ｲ《lﾘ1

1Ⅷ孔綱M”,maI伽noI1“1． 部位ｲ《明金帆器(‐よる加I:に随11
竹ハ細片化

サケイ.l･ Saimonid"5p． 尚

珊孔綱Mnmmillinsp. 部位ｲ《明金価器( ．よる切断、削り
l蝋i 11mdeI 破ハ

カ，ノシンジュガイ MKI『陣ITiliIと、18にviH

力『ノシンジュガイMi,『鰹,rili舵raI“vi1､？般皮
タマキビガイ LiⅡ0『iIⅧbIwicum

樺巌乢馴nondeI・

アブラザメf:1･ (ヅノザメリ1･ Stluali,剛も~p. "

ニシン CIup““Ⅱ蝦i虹竹

ニシンイ:ト clupcid“抑．班骨の部

カレイ{:|・ Plcuron“Iidi1c j“h竹？

サケリ:} Salmonidi'e,p. 16部捧状什
サケ科Salm伽Ui“ﾋ罰|p. I1I什

サケリ.l･ Salmonid"sp. ・汁盤骨
サケf:l･ Silimonid&lesp. 砿骨

サケリ:|. Si'lm(mid"Sp. 16杣ｲ'l･

サケi.l･ SKIIInonid"sp. 筋什

サケ1.I Saimonida'gsp. 蛾頂廿

サケ科Saimollidaesp. 雌部惟状骨
サケf+ Saimonid"sp. 附骨

サケ科SilIn,onid“sp・惟骨

サケfl・ S&l1monidKlesp. 鮒ﾔl・
サケf:l･ Sain'onidaesp. "

サケfl･ Salmonidacsp. 椎竹破片

サケ科SaImonid“hp、 歯

コイf1･ Cyprinidaesp. 頭特

コイト,l･ Cvprinid"".咽頚骨

コイfl･ Cvprinidnesp. 惟竹

コイイ::I Cyprinidilesp. lliIk訊什
コイ1.ト Cyprinid"I,p. l北顎骨
コイイI Cyprinidaesp. 禰骨？

コイ科Cyprini“esp・ 腕頚骨

コイイ1． Cyprinid“”、蚊噸骨
コイf･1･ Cyp｢inid"sI). 冊ﾘ蝶形汁

コイ{:l・ Cyprinid"sp, 堆後頭'汁
コイト.l･ Cypri''idi'esp・ 歯,II}

コイ利・ Cyp｢ini“csp、 ﾉﾘ付

コイ科cypriI,id“sp， 制鯉蓋骨

コイf} Cvprinid"hI)． I甥藍骨

コイイ+Cyprinidi'esp. il1鱒推什

コイイ::I Cyprinidi'csp. 釧骨
コイ科CyprinidaesI). ""･M･

コイ科Cyprini“e”． 〃竹

コイ科Cyprinid"sp． 上舌骨

コイ科Cyprinidaesp. 町門骨

コイ科Cyprini"esp. '汁盤骨
コイイ'1 CvI)ri''id"I,p. i~脚'i･I・

コイギ:I・ Cyp『inid“？ lもIF竹

コイ科･ Cyprinidaesp． l咽頭歯
コイf.l Cyprinidacsp. 尼門骨

コイ梓Cyprinid“”･ 蕊蛎骨

コイ科Cyprinid&lesp. 堆片骨

コイ11･ Cyp｢inid&'esp. 16柚骨
コイF1・ Cyp『ini(畑c3p． ｜11噸i竹

コイfl･ Cyprinid&'esp. 咽頭歯

コイ科CVprinid&lesp. 鯉盤什？
コイ判・ Cyprinid“sp･肋骨

コイリ1･ Cyp『midae叩． 鋪I顛惟

イトヨド1･ GaslcroSIcid"sp・行鰭練
イトヨイ:} G"1erosicid,,esp. 抵鰭竹

イI､ヨf:l･ C"に｢osIcidllesp・骨雌竹

イトヨイ:} GaslemsIeid"Np. 班部什
イトヨイ1･ Castcr"tcidi'e"・ 主鯉鐙什
胤顛non｡“頭部竹
h剛、”dct，雌丙什
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|コイfi･ Cyprinidae"

コイf,l･ Cvprinid""

コイfl･ Cvprinidnesp

コイイ::I Cyprinidilesp

コイ1.ト Cyprinid“sp
コイ冊Cyprini“ご”

コイ科Cyprini“esp
コイイ.l･ Cyprinid"sp

コイヂ･1･ Cyp｢inid"s1)

コイ{:l・ Cyprinid“sp
コイト.l･ Cypri''idi'esp

コイ利・ Cyp｢ini“csp

コイ科cypriI,id“”

コイf､ト C”rinid“hp
コイイ+Cyprinidi'esp

コイイ::I Cyprinidi'csp

コイf:} CyprinidaesI)

コイ科Cyprini“e”

コイ柵Cyprinid“$p

コイ科Cypmid“sp
コイ科Cyp『ini“esp

コイ枠CvpriI】id“$p

コイギ:I・ Cyp『inid“？

コイ科・ Cyprinid“sp
コイf.l Cyprinidacsp

コイ梓Cyprinid“”

コイ科Cyprinid''esp
コイ11･ Cyp｢inid&'esp

コイイ:|・ Cyp『ini(畑c3p

コイfl･ Cyprinid&'esp

コイ科CVprinid&'“p
コイ判・ Cyprinid“sp

コイfl･ Cyprinidaesp
イトヨド1． GaslcroSlci（

イトヨイ:トG“IemsIci（

イI､ヨド:'． G“に｢“にi（

イトヨイ:｝G“Iem郡ei（

イトヨイ1・ Gasに『“teI〔

魚顛8，on｡"．頭部サ

魚剛nondet． Id丙f
魚熱、《順d“韓

魚瀬I1oI'(I釧・惟1,!l.

魚軌 I'(,ndcI、頭部1‘

魚斌nmdel・顎什
魚凱 1，mdet、 雌部刷

以馴“11(Iel・ イ11列’j‘

魚軌 I,(,ndcI、頚部‘1.1．

魚斌nmdel・顎什

魚熟 1，011.“雌部伴状什
魚誠nmdet・雌軸

魚顛nonde1． 部位ｲ､明

‘鳴綱AV“I10ndcI･ 部位ｲ《Iﾘj
協徽II Rpdenl!職ネズミf:1･ Muri(li'esp

賂灼II Ro(lcntian01,del. ド顎切歯
泌側II RoIIcnlianondcl. <jド顎骨

藩曲II Rodenlian()nd" 111F･ 1I!足什
脳曲I I Roden【、､〔1，〔!せ【、 1号I歯

ｲi卜・顎'『I
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Ⅷ自然科学、

表Ⅷ－2－2

彊澗茗了発掘区一屑面一
J火無中10.32 "1灰判

灰典81110－32 第1灰刷

灰鱒1110-32 第1灰墹

峡典【l' 10.32 第1灰肘

灰典'''10-32 鮒l灰塒
灰雌''110.32 第1灰瞬

灰災!II IO､32 第1j火哨

灰姫IIOIO-32 第1灰塒

峡蛎中10-34 "1灰晒

灰典!'】1()-34 第i灰肘

灰卿11 10.34 第1灰脳

灰雌中10.34 第1灰塒

灰jl"1' 10.34 第1灰刷

l天災II' 10-34 第1択墹

灰典'''10-34 鋪l灰吋
灰災'''1()-34 第1灰墹

灰災''01().34 "1灰墹

灰災811 10.34 第1灰墹

灰樂01110－34 第1灰脳

灰唯‘''10.34 第1灰肘

灰典I1' 1().3‘1 第1灰塒

〃《卿| l 1()-34 "I灰牌
灰卿| ! 10.34 第1灰肘

灰卿1 ' 10.34 第1I犬哨

〃<"I11 10-34 "1I犬切

灰照I1IlO-34 第1灰墹

灰卿1'1()-34 "1灰嚇
灰卿''1()-34 第1灰墹

灰典! II I().34 "1灰岬

灰典【I'1()-34 "1灰肘

灰典KIB10-34 第1灰孵

灰典11』10-3.↓ 第1"〈塘

灰典''010－34 第1灰判
灰眺''11().34 第1峡1脚

灰贈|' 1()-34 "1l火哨
灰鰹‘''10－34 第1灰塒

灰鵬【1$10.34 第1I天判

灰喚‘ljIO-34 第1灰騨

灰典'''10-34 第1灰切

灰加|I1().34 "I灰1脚

灰拠II110-34 第1灰哨

灰卿'010－34 第1灰吋

灰陥Il' iO-34 "1灰刷

灰卿1' 10.34 "l灰塒

灰卿11 10.34 "1灰牌

灰巣II ' I()-34 "l灰1M

灰染'''10-34 第1灰刷
灰典‘101()-34 第1灰墹

I天災I 11 10.34 第1灰墹

灰典中10-34 "1灰哨

〃《卿111()-34 第1灰墹
灰典I1 1 10-34 第1灰墹

灰典rIiIO-34 鋪l灰哨
灰典I11 1()-34 第1灰哨

灰典中10.34 第1灰墹

灰災『'’10-34 第1灰牌

灰無''110-34 鋪l灰肘
灰典! 1 1().34 第1灰塒

灰撫IIIIO-34 第1灰刷

灰典中10-34 第1灰噛

灰典中10-34 第1灰哨

灰撫IlIlO-34 第1灰刷
灰典'''10-34 第1灰I付

灰災｢|' 10.34 第1灰墹

灰典【I'I0-34 第1灰刷

灰典'''10-34 第1灰墹
灰鯲‘l3iO-34 第1灰墹

灰換中10-34 節W銅

灰災'''1()-34 第1灰l榔

灰災' l1 10.34 "1灰瞬

灰蝿'''10-34 鯖I灰刷
灰典IIDlO-34 第1灰肘

灰雌II810.34 第1灰牌

〃〈卿|'10.34 "1灰墹

灰卿I 1 10.34 "l灰牌

灰蛎' l' 10-34 "I1犬刷
灰災‘''10-34 第1l犬刷

灰蝿中10－34 第1灰塒

灰塊'l' 10．34 第1灰刷

灰卿''10-34 姉I灰埆
灰卿| 1 1().34 "1灰哨

灰災' l ' 10-34 "l灰刷

灰蝿01110-36 第1灰榊

j犬典(1' 10-36 "1灰晒

灰撫'''10－36 第1灰肘

1尺卿|' 10-36 "I灰塒

灰卿'11()-36 第1灰墹

灰卿|0 1()-36 "ll火脚
j火雌0111()-36 第1灰肘

灰災B11 10.36 "I灰刷

j火典‘1110-36 第1灰噛

灰典'l ' i()-38 第1灰肘

灰災I I I 10.38 "l灰肘
択#叫01()-38 鋪l灰榊
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科学的分析

2-28灰集中10第1灰層の動物遺存体(6)
重量
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下穎骨

門歯。、歯

環椎

指趾骨

小7弧|)乳綱

小型哺乳綱

小型輔孔綱

小型剛i乳綱

Mamm&llm11on“l

MammalianOndel

Mamma順I1ondeI

M紬、m【I1iihI1《)ndcl 三
IWi乳綱MHInbmnli11nolldc【・ 部位不明金城器による川I:に随伴する削ハ
ⅢIi乳綱Mnn1I”lian〔)I1del部位ｲ《1ﾘI

哺乳綱Mi1mImli勘I1ond“部位不明金楓器による削り成形
骨片細片化

貝頚、⑥､“． 真珠光沢ある細片
力ワシンジュガイMa“WiIiItmI“vis

ホタテガイ Pillinop“1“(Mi抑hop“に､)y“”cI1sis

タマキガイ GIvcvmerlsv“IiIm

ウバガイ Spisula(Pscud“柵rdium)s“MIin“､iも

ニシン Clupeapaliasi郷'f

ニシンCl”““Ⅱ“i 耳ｲj

サケi:l･ SIUImOIUid&'e", #1

サケFI・ SllII1】onid“sp、伽汁

サケ科Si1In1onidae”、砿什
サケ科Silimonidaesp. "

サケfl･ Sai1'10nidaesp. 椎付破ハ

コイザ:I・ Cyprinidaesp. 椛体
コイ利． 〔､vnrini(伽e”． I咽城歯

ニシンqup““Ⅱa制丹11

サケi:l･ SIUImOIUid&'e", #1

サヶFI・ SllII1】onid“sp、伽汁

サケ科SilInlonidae”、州汁
サケ科Silimonidaesp. "

サケfl･ Sa11110nidaesp. 椎付破ハ

コィザ:I・ Cyprinidaesp. l1tll%

コイ利・ Cvprini(1“叩．咽頭歯

H

’
’
１
｜
麺
ｌ
｜
如
一
咄
一
州
一
一
恥
一
如
一
２
－
’
’
２
一
勺

1．6

0.024

2．844

3,844

25.601

40.088

23.8判

3．106

0.()08

0．031

0．014

0.似3

0.056

0.005

0.044

0．001

0．043

0.“1

0．031

0.025

0.043

（).1 15

0.043

0．132

0.0蕊

0.055

（).124

0．018

0.285

0.284

0．04

0．M4

（)､()〔)1

0．014

（).089

0.068

0.023

0.8“

0．051

0．116

0.403

0．191

0．036

0．103

0．019

0.134

0．211

0.0“

0.154

0.044

0．185

0．319

0.053

0.“6

0.202

20.263

0.()16

0．118

0．091

（).24う

0．131

0．128

0.3()2

0.834

0.054

0.004

0.086

0.064

244.138

0．13

0.06リ
ー

一
1.496

（).429

0,005

0.053

1．111

0．124

2．012

0．153

0.544

コイド:l･ Cyprmidacsp. IIIMWi'l.l･

コイ科Cyprinid"sp. "l航惟
コイ科Cvp『inidaesp，繍竹

コイ科Cymni“esp・ 尚付

コイ科･ Cyp｢inidi'esp. 111 1瓢什

コイイ!:I. Cypri'1idaesp. 1: |:Wil,l･
コイイ:|. Cyprinidaesp. l禰廿

コイイ: ･ Cyprinidacsp."K骨
コイ科Cvmni“e”・ 町荷竹

コイfト Cvp『inidac叩． 上後蝋骨

コイイ:l･ Cvpri,1idaesp. 蝦後頚骨

コイイ:ト CypI･iI1id“sp、 堆鮒1,ll･
コイイ:l･ CvI)'･i''idacsp, 剛蝶形刊・
コイf:l･ Cyprinidi'esp. 咄誠廿

コイf:l･ C$'prinidaesp.咽煎歯

コイ科CyI)rmid“sp． ：脚什

コイイ:|・ Cyl)rinidac". 11力什
コイイ:|・ Cypril1idacsp. 角什

コイf:} CvI)ri''idi'esp. 〃竹

コイ科Cyp『iI1id“sp，拠鮒'汁

コイ科Cyprinidaesp. 16部俸状f
コイ科・ Cyprinidaesp. jも喬骨
コイ科Cvprini“esp・ j6軸骨・

イトヨf:|. GIIslemsIei(1"sp. llii"

イトヨf:l･ C"1croslcid"sp.扣鮒

イトヨイ1･ Castcrosleidaesp. 背鮒
イトヨfl・ CnSlC『Csにid沁叩，頒部

イトヨ科． G“に『“Iei“e‘I頭部骨

魚類’1《〕11“惟骨

魚顛 ’1(〕11“1鯉麓'lf
魚顛、(》11.低l， 主上瓢廿

魚類non《M，骨盤骨

魚瀬 11‘)､“･ 主翼掻骨

魚罰 Imndc1・頭蓋骨
魚類’1《)､(1“歯骨

魚潮 ’1.11.“上後蜘!l･

魚顛、OII〔皿方骨

魚潮non(ICI・ 鎖骨
魚踊 ’1on“・ 角骨

魚類no1U“、 角門什

魚類I10I1dcI． ！‘丙ﾔl･

魚顛 ！'”“･尾軸骨

魚緬nol1d“尾部搾状竹
魚類”01“”咽頭骨
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魚瀬nO1Udcl・韓
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認歯日RodcnIianondeI・ 鮒
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叩乳綱Mi,,mmali,,non(I". !| 1F&
叩乳綱M&IInmalianondct. 惟什
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雌部搾状骨
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2動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－29灰集中10第1灰層の動物遺存体（7）
~－層莅 点数 重量

151 0．191

28 0．125

3 （).0〔}6

1 0．003

1 0.()04

5 0．039

0.634

921 16．845

2 0．3(脚

｝ 0.081

4 （).15ｺ

〔)り 2．131

6 （).195

3 0.234

1 0．363

3 0.193

4 0.旧4

1 0．054

1 0．148

3 0．296

1 0．096

5 0．199

4 0．513

9 0．313

0．01

1 0．044

1 0．021

‘1 0.()リ

1 0.()85

3 0．0編

2 0．0i3

26 0．129

2 0.(》'4

1 0．121

0．24

う 0．1土

2 0．029

12 0．241

3 0．063

9 0．084

1 0．142

3 0．058

114 1．503

2 0.()()4

33.329

‘15.561

（M脚

11 3．518

23 0.266

42.499

29．合'4

1．061

0．594

備考動物遺存体

アブラザメ科ツノザメ科 Sq“IiI噸韓？

ニシンイ:ト Clupeid“？蚊鎧骨

一シシ科・ Clup““sp， 惟什

サケ科Sabim()ni(li'esp. jjj i叶竹． （小jM）

サケ利・ SiIII11UI'id“sp・ ノj'i.} (小珊）

サケf:l･ SIIIm')I)idi'e'ip. 柵蝶形竹（小刷）

サケ科si1Imol1id“､p. jミヒ瓢骨（小刑）

サケ科S剛moI血1“$I》．樟

サケ科Si1Im《》I'idilﾋ、p・碓骨

サケf､ト S&llI110I1i(l:'己叩．蛾硬骨

･り･ケ科S&llnl()11i(1"bp. lz後頭付

サケf:I Sal,''()I)id"9,p. 1Mi.汁

サケイ:|・ Smlmonidi'cNp. il:1

サケイ1･ S&III''0''id"I,I), /Ijl'f

サケ科Salmo11id“Np． 〃竹

サケイ.+ Saimonid"gp. 門顎骨

サケ科SaImonid“爵I》、 1．門骨

サケf.I Si'imonid"､p. i;鰹器骨

サケf:I SalIII(Mid"'､I). l,.鱒挫骨

サケイ:l･ Silimonid"". l111i醐綴竹

サケイ1~ Sal'n(),1i(1"洲》, ｡I'IWk'W･

サケイ!:|@ Sal'''0''i(1"s1). ド16W･I・

サケイ1･ Saimoni"ebp. "1弧惟

サケ科sKilImI1id“？ ドlも軸僻？

サケ汁SaImomid“叩．顎骨

コイド:} Cyprinid"､p・ 腹I･顎骨

コイ利・ Cyprini《I“､！〕、 歯骨

コイイ:ト Cvprini《IiIcsp･ Iii航什

コイf:ト Cyprinitlilelw). l･ ,IT.If･

コイイ:|､ Cyprini(I"､|p. "'W･

コイ科・ Cvp『iI血！“，､p・咽蝋骨

コイ科Cyp『iI1id別esp・咽頭歯
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コイf.I Cyp『midaごsp， lil上甑骨
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コイ科・ Cymnid繩､p，尼丹骨

コイ科Cvprini(I“sp，餓骨
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魚顛 ’1〔〕ndcI・韓
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甜歯II R｡“11mnon“． f瓢切歯

路尚目Rod”t伽､011“円歯
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骨片粉状
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サケ･ｲ:|・ Salmol1id“SI)． 什盤冊・
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－30灰集中10第1灰層の動物遺存体(8)
爾署烹函一董吾

3 0.()85

4 0．213

2 0.()83

2 （).038

1 0.“5

1 0．013

21 0．413

6 0．152

‘↓ （).089

0，02

19 0.244

1 0.008

40 0.“2

2 0．029

13 0．124

1 ＋

2 0.()()Z

6 0．012

2 0.()1

2 ＋
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2 （).014
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動物逓存体

コイ科Cyp｢inid"sp｡ I111蝉鐙竹
コイイ1･ Cyp'･i''id"sp. 1蝿擬‘制・

コイ朴Cypri'1idacsp, llll鯉臘骨

コイf:~ト CyP『iI1id“sp． F蝿捲骨

コイ科Cyprinid“”． 釧什

．“･卜 Cyprini“e”． ；脚什

コイ科CyprinidK'esp. Im･fi

コイf:ト Cvprinid【,“p・剛蝶形骨

コイ科Cyprinidaesp. 雌丙什

コイf:I. CVPrini(lae$p、 鋪2肋'汁

コイ科CVD｢ini““p、 肋''11

コイf.l・ Cyprinid“”・顛祁'汁

コイ科CyPriI1id“”、 祁位ｲ：明
イトヨ科GasI郵蝿Icid“sp、骨盤骨

イトヨ科G“に『“Ieid“”、背鰍骨
イトヨf:l･ G"tero$1ei(II'c､p・ 前鰹壷什

イトヨf:1． GK淵に｢osIci(I"5p. I蝿鎧什

イトヨ科Gasteroslci(I"bp. 111鮒什
イトヨf:I G"terosleidi,c!､p・椎骨

イトヨリ:} GasterosIcid"叩． 方骨

イトヨ科G“に『“にidi,吟hp，頭部骨
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魚鯏 I,ondel lit'汁
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魚顛non｡“尼軸竹

魚顛nonde1． 挺鮴廿
魚顛nmd1gl・ 前鋤伶

魚馴 『1K)ndcl， if鯉撞竹・
魚蹴nondc1． 16Fr'Ill･
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2 動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－31 灰集中10第1灰層の動物遺存体（9）
備考点数 重量
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砥
一
皿
趣
一
岬
一
坪
一
咽
一
唯
一
咽
一
睡
一
螂
一
岬
一
恥
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
哩
一
皿
一
癖
一
岬
一
睡
州
一
岬
一
皿
一
吋

’
一
蝿
’
’
２
－
６
ｌ
２
２
－
ｌ
３
－
ｉ
ｌ
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
６
２
ｌ
９
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
８
裡
一
ｌ
ｌ
Ｉ
１
－
８
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

0．41

0．033

0.098

1.468

0.485

Ｉ

－

６

１

ｌ

５

ｌ

ｉ

別

－

４

0.H24

12.541 1111 1狼あiノ
l.()361

843.1481

表Ⅷ－2 灰集中10第2灰層の動物遺存体（1）－32

動物遭存葎

アブラザメイ:卜 （ツノザメf:I･) Squnlinnsp. "

ニシンリ:卜 CIu“id“”、 惟什

ニシンCI1lp“p孔Ii鱸i 航郁什

ニシンCIMp““11“i 上｢竹？

サケf:卜 SnII11onid“sI》、 純

サケ枡Snlmoni““p、 惟竹

サケ科S棚mOnid“$p， ＃I

遺構名･発掘区

灰嶋中10-31

灰鯉中10．31

灰災中10-31

灰蝮中IO-31
j犬蛎中10-31

灰堆中10－31
灰繋中10.31

層位

飾2灰咽

第2灰切

第2灰屑

第2灰廟

第2灰肘

第2灰刷

第2灰刷

点数 重量

0.068

（).()i6

0．414

十

1.888

25.442

4．126

備考

４
哩
一
Ｉ

州
一
柳

687



Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－33灰集中10第2灰層の動物遺存体（2）
雨
一
岬
一
》
｜
岬
岬
一
岬
一
岬
一
》
岬
一
榊
一
》
｜
榊
一
岬
一
岬

榊
一
榊
一
榊
一
榊
一
岬
一
岬
一
岬
一
》
岬
一
榊
一
》
｜
》
｜
岬
一
岬
函

》
｜
岬
一
榊
一
》
｜
》
》
榊
一
岬
一
岬
一
榊
一
岬
一
岬
一
鋤
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
》
｜
岬
一
》
｜
恥

》
一
岬
一
岬
一
岬
一
榊
桝
一
》
一
》
｜
恥
一
州

榊
一
岬
一
》
｜
岬
一
岬

》
榊
一
榊
一
岬
一
榊
一
榊
一
》

区 動物遺存体

サケ利･ Saimonidacsp. 頭骨

サケ科。 S訓moni“csp･韓

コイ科Cyp『inidaesp・歯骨

コイ科cyprini“esp・ 方骨

コイ科Cvprinid"sp・角骨
コイ科Cyp『inid“sp・肋骨

コイ科Cyp『inidacsp・ 第1頚椎

コイ科C”rini“esp・椎骨

コイ科cyprinidaesp. 咽頭骨

コイ科CypriI,i〔Iaesp・咽頭歯

コイ科CVPrinidaeSp. 尾軸骨
コイ科Cyprinidacsp.担錨骨

コイ科Cyp｢inidacsp、肋骨

コイ科・ cyprinidaesp・ 角骨

コイ科･ Cyprinidaesp. 三脚骨・

コイ科･ CVprinidacsp. 上舌骨

コイ科CVprinidacsp. 角舌什
イトヨ科・ GaslcroS【cid“sp，背鰕練

イトヨ科・ Gnslerostei“esp・頭部骨破片

魚鯏、()､｡“鯨

蝋額noI1del･椎骨

魚額non｡“頭部骨

魚類nondc1・ 舌顎骨

魚類、｡､｡“尾部搾状骨

魚矧nonde1． 部位不明

恥綱Av“nondcI、部位不明

鳥綱AV“nondel・椀骨遠位筌状突起？

超尚目Rod“lianonde1・ 下顎切歯

醤歯目Rod“Iianondc【． 上顎切歯

小型イヌ科C郷idaesp・ 第1後臼歯？

小型恥乳綱Mammaiianondet・左大腿骨遠位鎧を欠く

シカCen1vusnipponyesoensis末節骨近付鑓

哺乳綱MammaIianondet・ 部位不明

骨片室じり炭化物

貝顛nond"･ 真珠光沢ある細片含む

ニシン科Cl11pei“esp・椎骨

ニシン科Clupei“e”・頭部骨

サケ科Salmonidaesp、椎骨

サケ科SⅧmonid“sp、 歯

サケイ:l･ S&IImonidaesp, 歯骨

サケ科Salmonidaesp. 椎骨破片

サケ科． S棚IInonid“sp、頭部竹片

コイ利・ CyI)rini(I“sp・咽頭骨

コイ科・ Cvprmi“csp，鎖骨

コイ科・ Cvprmid“sp、 角骨

コイイ:1･ Cyprini(laesp. 舌顎骨

コイイ:l･ CypriI'i(IK'esp・椎骨破片

コイ利・ CyP｢mid“sp、 角舌骨
コイ利･ Cyprinidaesp.骨盤骨

コイ判・ Cyprinidacsp.頭部骨

コイ科CVPrinidncsp、椎骨

コイ科Cyprini“e”・ 舌顎骨

コイ科cyprinidaesp・咽頭骨

コイ科CVprinid“sp，方骨
コイ科Cyprinidac？基翰骨

コイ科Cyprinid“sp・咽頭骨

コイ科Cyprinidaesp・尾軸骨

魚顛I10ndet，椎骨

魚顛 I1onde1・ 韓

魚顛nOndet・ 部位不明

醤歯II Rcdcnlianondet. 右寛骨

哺乳綱M紐mmalia棚”｡“部位不明
冊片まじり炭化物

二枚貝綱貝瀬nondcI、

サケイ|:} Saimonidacsp. 歯

サケ科S乳1mol,idnesp・椎骨破片

魚類 11《)ndet・鯉推骨破片

魚鴬i ImndeI・練

魚航 I】()ndcl、 部位不明

イヌイ:ト ClⅡ,id姫蔚p・ ｲﾃﾄﾞ願第I I11IHNi

サケイ:ト S【,'1,K,nidac印．頭部冊・

‘卿綱Av“11()ndcI， 脛骨遠位端
IW乳綱Mam1mlianondet， 部位不明金偶器による川1

111乳綱MammaIianondeI、 部位不明

鬮歯IJ R(xlcnlia''0''dct. 上腕骨

サケ科SK1lmonidaesp・ 歯

W､乳綱MummKlIiancndct， 部位不明

サケイ:I Salmonidaesp. 頭剖端

サケ科Salnlonid“”、 歯
サケ科Salmonid“sp． 〈小型）歯

サケf.+ S&,im【卯1id“5p・椎骨

サケ科S&lImonid“”、 下雌軸骨

コイ科Cyp『ini““p・頭部骨

コイf･} 〔､yp『ini“e飴p・ 角計骨
コイ科Cvp『inid“sp･ 荷顎骨

コイ科Cyprini《1“､p‐椎竹

コイf卜Cmrinid“”･咽頭骨

←]イド.+Cyprinid“？咽醗尚

サケ件SKl1m⑥nid“sp、 堆蕗廿

魚剛、0，“1． 祁位不明

魚付11〔,ndcl、棟

溺#II1 Rodcntiimond“切附

M1孔綱MiⅡnmaIitII,(〕I1dcl・ 祁位ｲくlﾘl

竹ハ｡まじり災化物

点数 塞
侭
一
秘
一
岬
一
岬
一
四
一
叫
一
恥
一
僻
一
吋
一
岬
岬
一
岬
一
岬
咽
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬
一
趣
岬
一
瞬
一
岬
一
皿
一
唖
一
唖
一
叫
一
皿
一
岬

備考

灰災‘''10.3i

灰築中10.31

灰典中10．31

灰築中10531
灰典中10-31

灰典中10－31

灰築中10.31

灰築中10．31

灰集中10-31

灰典中10.31

灰典中I().31

灰築中10－31

灰築巾10.31

灰災中10.31

灰姫中I()-31

灰煥中I()颪31

灰無中I().31

灰災中l()-31

灰築'|』10-31

灰災中10-31

灰典中10.31

灰典中10.31

灰典中10-31

灰集中10-31

灰築中10．31

灰築中10-31

灰築中10-31

灰集中10.31

灰集中10．31

灰集中10.31

灰典中I().31

灰築中10-31

灰築中10.31

灰災中Ⅱ).31

灰媒中10.33

灰集中10-33

灰姫中10-33

灰典巾I()-33

灰典中10.33

灰築中I().33

灰集中I().33

灰雌中10.33

灰卿''10-33

灰巣中10.33

灰災中l().33

灰無I|』10-33

灰無'''10-33

灰卿''10-33

灰無中10.33

灰災中10.33

灰集中10.33

灰典中10.33

灰無'''1().33

灰築中10.33

灰典中10-33

灰集中10－33

灰狼中10．33

灰典中10-33

灰災中10.33

灰築中10.33

灰典中10．33

灰典中!()-33

灰典中10．33

灰築‘''10-39

灰集中10.39

灰撫中10．39

灰典中10.3り
灰災IlIlO-39

lｿ<卿'110.3り

灰如101().39

1ｿ<#SI I I I().4I

灰災''11()-41

灰撫j1110.41

灰撫中10-41

灰典'''1041

1ｿ《卿''10.42

灰喚1111().42

灰災'''10.45

灰卿1010.45

灰卿|』10.45
灰撫'''10．45

灰雌01010雲45

1火災'1010.45

1犬MLI1810-45

l犬娩11010隻45

1穴蝶IIOIO言45

1犬雌'''1()－45

1穴典''’10.45

1犬典11↓10－45

1穴雌II1lO-43

I火雌'1110．4S
MM-,0111(1-4昂

灰典IlIIO-39

灰集中10.3リ

灰雌中10．39

灰典中10.3り
灰災IlIlO-3り

j火卿'110．39

灰如101().3り

灰災I I I I().4I

灰災''11()-41

灰撫j1110.41

灰撫中10-41

灰典'''1041

1ｿ《卿''10.42

灰喚1111().42

灰雌中10壱45

灰卿1010.45

灰卿|』10.45
j犬撫'''10．45

j犬雌01010雲45

灰蝋''010.45

1天眺01810-45

1犬娩11010隻45

1穴蝶IIOIO言媚

灰雌'''1()-45

1穴雌'''10．45

1犬典11↓iO-45

l侭帷II1lO-43

1火雌'1110．45

1火uJl1IO-輔

41

ｌ
ｌ
２
２
ｌ
ｌ
ｌ
蝿
一
”
－
９
｜
型
一
叫
一
巧
一
３
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
６
－
１

“
’
４
｜
郷
一
ｉ
ｌ
２
ｌ
川
－
３
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
脚

岬
一
唖
一
睡
》
咽
一
岬
一
恥
一
岬
岬
一
岬
岬
一
岬
吋
一
岬
一
咽
一
艸
皿
一
岬
一
岬
一
睡
一
岬
岬
一
岬

８
’
㈹
一
釦
細
釣
一
ｉ
㈹
一
理
３
’
’
一
－
’
１
６

４
｜
調
一
個
肥
一
叩
－
２
｜
ｎ
－
４
ｌ
Ｉ
言

４

う

一

ワ
ー
４

０

０

●

０

０

皿
一
岬
一
吋
一
秘
一
恥
一
岬
一
皿
一
郡

加
一
’
一
綱

1犬鮒IIIO-45

I火雌'1！10.4s

ｌ
｜
川
－
４

0.004

0.035

0.013

0.065

().(X)4
「
ノ
』

ａ
ｐ
０
８
－
１
Ⅱ
４
勺
Ⅱ
Ｉ

()_()68

二随伴ずる'111ハ

丘位端を欠く’
’
１
５
昭
３
’
４
｜
蝿
１
－
昂
《
Ｉ
ｌ
１
ｌ
５
１
３
ｌ
１

刷
凶
刷
刷
墹
刷
墹
牌
牌
墹
墹

墹
制
刷
刷
刷
切
胴

墾

班

班

班

班

班

班

班

灰
灰
峡
灰
灰
・
火
・
火
灰
灰
峡

う
－

７

幸

う

一

ウ

』

う

一

う

》

フ

』

？

』

う

』

フ

』

輔
輔
輔

輔
輔
輔
輔
輔
輔
輔
輔

輔
輔
輔
輔
弟
輔
輔

0.323

0.232

0.008

0.469

0.005

0．163

（).025

0.006

（).011

（).061

0．001

0－16

（).()()8

1．162

0．014

（)_148

52.331

1

1

688



2動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－34灰集中10第2灰層の動物遺存体(3)
－－重量一

I （).01

4 0．045

14 （).163

0.()55

1 0.()03

丁一imm
98．216

備考点数動物遺存体

サケ科SalmoI1i“esp・ 歯

サケ科Smlmonid“sp・頭骨

サケ科SaIm〔》nid“sP、椎骨破片
サケ科Salmonid“sp・稗

コイ科CVP『iI1idacsp・咽頭歯

瑚乳綱MammaImnondel・部位不明金属器による切断
骨片まじり炭化物

鳥網AV“non｡“部位不明
サケ科Salmonid“sp・頭骨

サケ科Salmonidacsp、糠

サケ科Salmonid“sP，椎骨破片

叩乳綱Mammalianon(iel・ 部位不明

区諏
岬
岬
岬
ｗ
ｗ
ｗ
岬
邨
唖
唖
哩
哩

・

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

名
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中

描
集
集
集
集
集
集
集
集
集
集
集
集

遺
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

馳
一
》
｜
》
｜
》
｜
》
｜
榊
一
》
｜
》
｜
》
｜
》
一
》
｜
》
｜
》

’
二
６ 0．169

0．14

0.235

0.i25

グ
０
二
？
｛

表Ⅷ－2－35炭化物集中・灰集中の動物遺存体（1）
遺構名･蕊堀区一 層位 動物遺存体

炭化物集中1 表土 サケ科Salmonidaesp・椎骨破片

炭化物集中I 表上 サケ科SalmonidaeSp. "
炭化物集中I 表土 ニシンClupeapallasi 頭部骨

炭化物集中I 表土 ．鳥網AV“nondct， 部位不明

炭化物集中I 哺乳綱MammaImnondel・部位不明

炭' '|:物典中4 OB サケ科Salmonida“P・練

炭』.上物築中4 OB サケ科Salmonid“sp・椎骨

炭'，上物築中4 OB コイ科Cyprinidae”・ 角舌骨
炭’上物集中4 OB 魚類nondel・椎骨
炭化物集中4 OB 哺乳綱Mammalianondct， 部位不明

炭化物集中5 OB サケ科Salmonidaesp・韓

炭化物集中5 OB 咄乳綱Mammalia？部位不明
炭化物集中6 OB サケ科Salmonidaesp・ 歯

炭化物集中6 OB サケ科Salmonid“sp，練
炭化物集中6 OB サケ科Salmonid“sP，椎骨

炭化物集中6 OB コイ科Cvpmid“sp・椎骨
炭化物集中6 OB シカCemvusnipponyesoensis左椀骨骨幹外側

炭化物集中6 OB 哺乳網MammaliaI1ondct， 部位不明

炭化物集中8 OB サケ科SalmOnidaeSp. "

炭化物無中8 OB サケ科SaImonidaeSP・椎骨破片
炭化物集中8 OB サケ科SaImonid“sp・椎骨

炭化物集中8 OB ニシンC1uPeaPaⅡaSi頭部骨

炭化物集中9 OB サケ科Salmonidacsp. 歯
炭化物集中9 OB サケ科Salmonidaesp. "

炭化物集中9 OB サケ科Saimonid“sP・椎骨
炭化物集中9 OB サケ科SK11monidaesp・頭部骨

炭化物集中9 OB コイ科Cyprinid“sp、椎骨

炭化物集中， OB ニシンClupeapallasi頭部骨

炭化物集中9 OB 魚類nondeK、韓

炭化物集中9 OB 魚類nondel・ 角骨
炭化物集中9 OB 骨片まじり炭化物

炭化物集中II OB サケ科SalmOnidacSp."

炭化物集中ll OB サケ科Salmonidaesp･椎骨破片
炭化物集中ll OB 骨片まじり炭化物

炭化物集中l2 0B 貝頚nonde1・細片

炭化物集中l20B サケ科Salmoni“csp･歯
炭化物集中I20B サケ科Salmonidaesp. "

炭化物集中】2OB サケ科Salmonidae”・椎骨

炭化物集中I2 0B 魚類nondel・部位不明

炭化物築中I2 0B 哺乳綱Mammalia？部位不明
炭集中i3 OB 力ワシンジュガイMar皿riIi化mIa"，is？般皮

炭集中13 OB ウニ綱Echinoid“nondel・緯？

炭集中13 OB サケ科Salmoni“e”、椎骨

炭集中13 OB コイ科Cyprinid“sp、 椎骨
炭典中13 OB 魚類側ondcI練

炭集中13 OB 哺乳綱Mamm圏Iia？頭骨一部？

炭集中13 OB 哺乳綱Mammalianondet， 部位不明
灰集中14 OB 力ワシンジュガイMa『Ra『ili化、l“vis破片

灰集中14 OB 力ワシンジュガイM諏皿rilif:mlacvis般皮

灰集中14 OB ホタテガイ PaIiI1opeclcn(Mizuhopecten)y“”en51s細片

灰集中14 OB エゾワスレガイCaIIi”(EZO“ⅡisIa)brevi薊pmn”

灰集中14 OB 二枚貝綱貝類nOndel，

灰集中14 OB 貝類mond"．細片

灰築中14 OB ニシンClup““llasi頭部骨

灰集中14 OB サケ科Salmonidacsp． 上後頭骨

灰集中14 OB サケ科SalmOnid繩Sp，頭骨破片

灰築中14 OB サケ科Sillmonidae$p. "

灰集中14 OB サケ科SaImollid“sp・ 歯

灰集中14 OB サケ科Salmonid“叩．椎特破片
灰集中14 OB サケ科Salmonidacsp･尾軸骨

灰集中14 OB コイ科Cyprmid“sp，咽頭歯

灰集中14 OB コイ科Cyprinidaesp． iﾖ上猟什

灰築中14 OB コイ科Cyprinid“”． 諦瓢骨
灰集中14 OB コイ科Cyp『inid“sp・ 角骨

灰集中14 OB コイ科CVp『iI1id“sp･ 下鯉篭廿

灰娩中14 OB コイ科･ Cyprinid"sp. 1､.)色柚骨

灰堆中14 （)B コイf:l Cyprinidacsp. 胸鮒韓

灰築中14 OB コイfl･ Cyp｢inidacsp. 椎竹

灰姫巾14 （)B イトヨ科. G“IC『oslcid“”．韓

灰婚l'14 ()B イトヨ科・ Gasに『“にi“e”・頭部破片

灰災中14 （)B 魚斌nondet 樅‘岡・

灰災中14 OB 魚類 11oIUdcI ノ#後頭骨

灰紫' 1'14 ()B 魚類 I1ondcI・ 韓破片

灰蛎中14 （)B 魚麺、()､〔ie1． 部位ｲ《Iﾘj

吠災'''14 （)B 魚顛 I10ndcI． F尼軸竹

灰蛎【'114 OB キジPh錨i”“mIchicu5？顛惟

灰染II1I4 （)B ‘鳥網Av“nondc1・ 部位ｲく明

l犬染中i4 （)B 播歯Ii RodeI1tianOndeI． ’:I鮒

灰蛎11｣I4 0B シカCenlvU5I1iPP〔〕1,y““I,訓S腿什 "l'l･|枠後ihi力・ら外1111 切換あI）

点数 董汀
4 0．029

0．011

2 （).O08

i O.“3

32 0.451

0058

15 0.052

1

2

5 0．156

0．00↓

2 0．046

3 0.()21

0.1“

8 0．038

2 0．006

1

144 19．956

0.343

1()5 0．546

9 0．048

1 0．006

3 0．034

0.425

51 0.345

12 0.“

34 0.2“

1 0．005

2 0．011

1 0．0is

4．941

0.“5

2 0．011

1．14

備考

０

１

う

』 ().005

0.024

0.004

0．081

0．095

0．018

0．004

0.()04

0.005

0.009

0.024

0．129

0.289

0.0()4

4．42被熱

0．1 16

0.335

1.032

0.424

0.()23

4.”6

31.034

2.482

1り.02

0.283

0．015

().061

0．044

0．142

().()46

0.(111

0.(l‘18

0.()19

(),()3り

（M)46
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（).134

（).12

16.4り5

（).()43

（).152
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3.345
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－36炭化物集中・灰集中の動物遺存体（2）
遺栂名･発掘区 層位

灰柴中14 OB

灰巣中14 OB

灰集中14 OB

灰集中14 OB

灰典中14 OBF

灰集中14 OB下

灰集中14 OB下

灰集中14 OB下

灰巣中14 0Br

灰集中14 OB下

炭化物集中l6 0B

炭化物築中l6 0B

炭化物集中I6 0B

炭化物集中I6 0B

炭化物築中I60B

炭化物集中l7 0B

炭化物集中I7 0B

炭化物集中l7 0B

炭化物集中l70B

炭化物集【''170B

炭化物集中I70B

炭化物集中l70B

炭化物集中l7 0B

炭化物集中l7 0B

炭化物築中l7 0B

炭化物繋中l8 1B－1

炭化物集中I8 1B－l

炭化物巣『I120 0B

炭化物集中20 0B

炭化物集中20 0B

炭化物集中200B

炭化物集中200B

炭化物集中200B

炭化物染中21 0B

炭化物集中21 OB

炭化物集中21 0B

炭化物集中21 OB

炭化物集中21 OB

炭化物築中2I IB.I

炭化物集中22

炭化物集中22 0B

炭化物雄中220B

炭化物集中22 0B

炭化物集中220B

炭化物集中220B

炭化物集中22 1B－I

炭化物巣中22 IB－1

炭化物集中22 1B－I

炭化物集中22 IB－I

炭化物築中22 IB－i

炭化物繁中22 1B,I

炭化物襲中22 IB－l

炭化物典中22 IB－1

炭化物集中22 IB－i

炭化物集中22 IB－I

炭化物策中22 IB－l

炭化物襲中22 IB－1

炭化物集中22 1B－l

炭化物集中22 1B－l

炭化物集中22 1B－I

炭化物集中22 1B－I

炭化物集中22 1B－I

炭化物典中22 1B－l

炭化物集中22 1B－l

炭化物集中22 1B・I

炭化物蛎中22 1B－I

炭化物集中22 1B､I

炭化物築中22 1B－I

炭化物塊中22 1B－I

炭化物築中22 1B,l

炭化物集中22 1B－i

炭化物蛎中22 1B－I

炭化物典中22 1B－l

炭化物姫中22 1B－l

焼化物集'|』22 1B－l

炭化物鵬'''22 1B､l

炭化物集中22 1B－l

炭化物嬢中22 1B l

炭化物婚ll22 1B－l

炭化物染中22 1B I

炭化物災Il122 1B－1

炭化物鱒l122 1B l

炭化物鱒''2Z IB.l

炭化物卿1122 1B 1

炭化物無Ill22 1B.I

炭化物雌IlI22 1B l

炭化物恥li22 1B－l

炭化物卿li22 1B－1

炭化物約''22 1B l

炭化物卿Ii22 1B－l

炭化物蝋I1l22 1Bl

雌化物災IlI22 1B l

炭化物姫lll23 1BI

炭化物災I1i25 1B－1

四一四

動物遺存体

シカCe『uvusnipponV““llsis肋骨切掘あり

WI1乳綱MammaI伽nondel・ 部位不明

哺乳綱M81mIMliaI1ondel、部位不明金秘器による加工に随伴するiW川
骨片まじり炭化物

魚類nondel・頭部破片
サケ科SallnonidaeSp. 歯

サケ科Sailnollidaesp. 椎骨破片

魚惣nondel. "

哺乳綱Mammnlin？部位不明

コイ科CyP『inid“Sp・椎骨

サケ科Salnlonidaesp・ 歯

サケ科Snimonidaesp.椎骨

コイ科Cyprinida“p，椎骨

シカCemvusnipponycsoensis角金楓器による加工に随伴する削片
剛i乳綱Mammulianondel・部位不明金属器による切断

サケ科Salmonidaesp. 歯

サケ科SnImoni“cSp・椎骨

コイ科Cypmi“esp・椎骨

コイ科Cyprinidaesp・歯骨

コイ科Cyp『inid“sp・副蝶形骨

コイ科CyPrinidiiesp・ 角骨

コイ科Cyprinidaesp. 尾舌骨

コイ科Cyprinidaesp、 角舌骨
コイ科CyprinidaeSp. 頭部骨

魚類n0ndct. "

サケ科S副momid“sp、歯

魚顛nondeI・ 部位不明

力ワシンジュガイMar2arili肥ml51eviS

貝類nondcl、

サケ科Salm“id“sp，鰊

サケ科SaImonid鱸sp・椎骨

コイ科CyPrinidaeSP・椎骨

魚類nondcI・ 部位不明

力ワシンジュガイMarRariIi肥、I“viS

サケ科SaImoni“e”・椎骨

サケ科SaImonidacsp・韓

サケ科SnlmOnid“sp・ 歯

魚類nondet，部位不明

力ワシンジユガイMa『Earit恥mIaevis？般皮

力ワシンジュガイMn唾aritiib『aI“vis殻皮

ホタテガイ PaImop“tcn(Mizuhop“に､)V“s“､SIS

サバ科S“mbridaesp・左誠骨

サケ科Salmonidaesp・椎骨

シカaruv“nIppony“Ce“is厳脛骨近位骨枠外閲

哺乳綱MammaIianoI1deI、 部位不明

力ワシンジュガイMa『“『iti化、I“vi5

ホタテガイ P狐inop“len(Mizui1opeclcn)ycss“nsis？

ホタテガイ P細inoPeclen(MiZuhopecIen)y“s“nsis

陸産貝顛nondcl

アブラザメ科ツノザメ科) Squalinasp. "

董蚕
1．361

4.1()6

0.458加工摸あり

（).585

1,0()4

0．118

1'39

3.439

0.崎5

0.002

0．012

0.025

0.006

点数 備考
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CIup“mliasi頭部'汁

Salmonidacsp・歯

ニシン

~サケ科
サケ科S鋤monid錐sp，頭骨

サケ科Sal,''onidaesP. "

コイ科Cvp『ini“csp･椎骨

コイ科CVp『inida“p･ 拒上顎骨

コイ科CyPrinida“p・副蝶形骨・

コイ科Cypmid“sp・ 上舌骨

コイ科Cyprillidaesp. 前'二顎骨

コイ科Cyp『iI1idacsp･鎖骨

コイ科CyP『inidaeSp， 主蝿掻骨

コイ科Cyprinidaesp、 下蝿誰骨

コイ科Cyp『inid“5p，咽頭骨

コイ利・ CyPrinidaeSp. 前鰐遥骨
コイ科Cyp『inidacsp・ 角竹

コイ科Cyprinid“sp、尾舌骨

コイ科Cyp『inid3“p， 方骨

コイ科． Cyp『inid“sp・ 舌顎骨？

コイ科Cvp『inid“”・咽頭歯

コイ科Cyp『inid“sp･肋骨

魚類IuondeI． S“Ie？

魚預 I1ondel・緯

魚頽nondel，椎骨
溜歯目 RodcI1Iia ネズミ科MuridacsP. fIM

鶴歯nROdeMa ネズミ科Murid"sp. (j i､.|顎什

蟹歯目 ROd”in ネズミ科・ Mu『i“esp・ イi脛骨遮位端

霞歯目 RodcI11i側I1oI1dcI． ’ごi歯

欝歯目 RodeI11i剛､()n.“ ’'1}歯

シカCcnwusnipponV“()cI1s鵬 ‘11足竹・俄側

シカCen,vusnippony""nsis [1｣手~ ！''足骨汗側

シカcc『tlvusni”onV“o“sis雁什内側ヒラメ筋線部

シカCcmv“nIpp《〕ny““､§鵬？第2？仙惟

シカCcnwUsnippony"oensis {iド顎廿関節突起

シカCeruvusnil)ponyesoel1sis lZ腕什淵IIi外側

シカCCI･lwUsnip”､y“ocI1鵬メリバ・

'1,刑I哺乳綱M&,mmalian(),'de1. (f尺骨渦'li切痕部

小珊Mj乳綱MammilIi【1,(〕,,“． 惟'j WII

'1,j伽I乳綱Mi1mmIlIii1n(〕11.“環樅

IWII乳綱MK1'nI1lK1liilI'on“・ 部位ｲ《Iﾘj 金帆器による川i､に随1,ﾄするlillll･念も

叩乳綱Mamma伽I1ondcI・ 部位ｲ§Iﾘj 余帆器による切断ハ

IWIi乳綱M8lmmMi組11()ndeI・ 部位ｲ《Iﾘj ‘|‘M1冊

IﾘIi乳綱MilmIⅦilli&lI10nd“燗根

（).566

（).()()8

＋

（).()08

”.343

0.246

（).215

0.()“

0.()21

（).(126

サケ判・ SnImOnid“sp・ 純

サケf:l･ Si11m()ni(i,,e"・ 棟
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2動植物遺存体の分析

表Ⅷ－2－37炭化物集中・灰集中の動物遺存体（3）
Km 備考点数動物週存体

哺乳綱Mammalianondel、 部位不明
サケ科SaImonid“Sp、疎

サケ科SaImonidaesp･椎骨

サケ科Salmonidaesp・頭部骨

魚頬nonde〔． 部位不明

IWI乳綱Mammalianonde1．部位不明

シカCCnIvusnipponyes“ns鵬鎖惟圧後側節突起

層位
4.646111炭化物集中25 IB,1

0.043炭化物集'''26 IB－1
奇 ().()23炭化物典中26 IB－l

19 ().139炭化物築中26 IB－I

().()93炭化物典中26 IB－I

12 2．43り炭化物築中26 lB－l

0.263炭化物蛎中26 IB－I

().012魚頒nmdet、 部位不明

サケ科Snlmonidaesp･椎骨

サケ科Salmonidaesp・椎骨

サケ科Salmonid“sp・鰊

サケ科Salmonidaesp・椎骨

魚瀬nonde【・ 部位不明

炭化物築巾27 IB－1

0．013炭化物典中28 ！IB 1

I ().011炭化物集中29 (順

0.()12炭化物雄rI13I IB－1

13 0.()69炭化物集中31 IB.】

0．044炭化物築中31 IB－1

ホタテガイ Pa【inopeclen(Mizul1opcc1cn)y“SOCn$is？

貝類nondeI， 真珠光沢ある細片
醐乳綱Mamma1ianon“、部位不明

().【)68灰集中22 IB－1

(M)59灰集中22 IB－1

28 0.944灰集中22 IB､1

表Ⅷ－2－38砂集中3の動物遺存体

逗円0I

『1 ，1

NI

’
備考

|」

I
I

動物逓存体

サケ科Salmonidaesp・椎骨

魚類nondel・部位不明

.(X照

’
砂集中3？ IB､1

0．012砂集中3？ IB－1

表Ⅷ－2－39貝集中の動物遺存体
備考点数 n．I剛動物逓存体

力ワシンジュガイMarRariti化、I“vis

遺棡名 層位

9336貝集中 ()B

力ワシンジュガイMar“riIi化raI“vi5般皮貝築中I 2．01〔)B

力ワシンジュガイMar皿riti化ml“vis般皮

ホタテガイ Palinopecに､(Mizuhop“に､)y“s()cI1si魁

2．21貝築中2 〔)B

彼熱4.4貝渠中3？
ウ

()B

力ワシンジュガイMar邸rili企『al“vis殻皮貝集中4 4.24(順

表Ⅷ－2-40包含層の動物遺存体(1 )
K瓢 備考点数動物遺存体層位

咬耗極度に進行表~｛ シカCcmvusnIppony“““'s左上瓢第1後臼歯 2.361

シカCemvusni”onvcsoensis？右脛骨近位竹幹外側？炎ゴ I

哺乳綱Mammalianondet・ 部位不明表土 ３ 238

俄然恥乳綱Mammalia？部位不明表土 0.66

サケ科SalmonIdaesp、 椎骨片
7

OB

コイ科Cyprinidacsp.咽頭骨片 IOB

魚頬、”｡e1．椎骨 くOB

イヌCanis碗miIiaris圧下顎第1後F1歯（裂肉歯） iゞ54OB

シカCcmvusI,ipp”ycsoeI,Sis左尺骨椛廿切痕およびその下部 I 4．94()B

シカCeruvusn,”ony"oensiS左距骨戦距突起より下を欠く踵骨隆起遊離欠拙 IOB

シカCemvusnlppoI1V“oensis行脛骨遠位端 1OB

シカCcnwusniPpony“ocI1siS右椀骨外側（尺f1･体部が融合して残る） '5△18()B

シカcc『UvUSI'ippOny“Cen$is右大腿W･小転子およびその｣制辺 '2．51()B

シカCenlvusnippony““nsis？屑Iwl 4.22OB

シカCcruvusnipponV“omsis附冠歯根 5－4323OB

シカCe『uv“nippony“oensis右下瓠第3後臼歯歯冠 3－91()B

シカCe『uvusnipponyesoen制s歯冠歯根 2．341(）()B

シカCeruvusnIppony“｡e､瓢s左第4手根付 1.88I08

WW乳綱Mammalianondet、 部位不明 4 8．4OB

サケ科S訓monidaesp・椎骨片OB下 9

シカCenlv“nippony“oens脂？大腿骨ImKi？ 8．35OB~ト
I

シカCcnw“mpponyes“I1sis脛骨骨幹後血 5 34IOB卜

シカanlvusnippony“ocnsis脛骨骨幹後【、 5－45OB下 I

輔乳綱Mammalianonde1、 部位不明 6．38OBト 1

閂11乳綱Mammalianond“部位不明OB～IB－1 0．49I

服椎1．尾椎2サケ科Salmonidae叩． 椎骨IB－I 14

ガン~カモ科AI1atidaeSp. 小型カモ薊イj上腕骨近位端IB－I 2 32

鳴綱Av“nondet・ 部位不明lB－I 0.498

イヌCanisRhmiIiaris肋骨IB.I 4 月§4

イヌCaIni§Rm,iliariS左距骨IB－I 1.()小1

イヌC”isFnmiiiaris腰椎IB－1 2．63

シカCcruvusI1'ppo'lyesoe1lsis左脛骨1@卜紳Iﾉ､】側IB－I H､39I

1人】側に決り状のカットシカCcruvusI'ippoI1y“oeI1sis花大腿什近位什枠小枢了．およびその上IIB－I

シカCeruvusnipponyesoc1'sis""1111什純上獅および前縁IB－l

シカC"uvusnIppony“oensis右？大腿骨遠1"l･幹内側 余風器による骨幹を直交するカットIB－1 I

シカcc『uvusnippoI1V““nsis左ド顎第3後FI曲歯冠IB－1 1－92

シカCe『uvusnippony“oCnsis左魑ﾄﾘIB－l 4．66I

檎骨弧内側の粗面に多くの細かいカットシカCe『uv“nippony“oen5isだ換骨近位端IB－1

シカCeruvuSnipponyeSoensiS圧尺骨近位滑収切疵およびその周辺 上の擦骨と異個体lB－1

シカCe『uvusnippony“ocnsis左下顎第2後F1歯歯冠IB－I 2．94

シカcc『Uvusnlppony““､SIS？脛骨骨幹前緑ド前面？IB､1 5．43

シカCcmvusnIppony“oensls右脛骨近位竹幹外開lB－I 5.4判

シカCe『uvusnipponyesoensis？挽什？IB－1 4"り

シカCemvusnIppony““n部s行檎骨竹紳後lii内側IB－l

シカCenwusnippony“ocnsis右踊什踊骨隆起遊離欠拙IB－1 21.29

シカCeruV“nippony“oenS僻 イ『脛骨骨紳後伽ヒラメ筋線起点周辺lB－l I 9．46

シカC“uvusnipponV“ocnsis 町第1枝？1B-1
I

U 14．64

シカCeruv“､i”ony“oensi＄左ド洲第2後}:噛尚趣18－1 2．24I

シカCemv“nIppony“““鵬後|：l歯附冠IB－I I

シカCcr'1V“nipponV“ocnsis左桃什近位端内側IB－l I 6.りり

シカcc｢uv“nipp()､yes〔)enhi§？ ノI蝿什近位什州1側1M識筋線部？IB－l 3.15I

シカCcr'iv''snippoIby"ocnsIs Ailrllilll． 1N1節糊～純|､･樹、後縁 ﾉ<jMの綱休18．1 I 21．44

シカCCrUvL鴫niPPOny“《)e､鋤S ノi;IIi'lillB－l 14．55！

シカCeruv“n1ppony“ocn時鵬 ノf桃↑'l･ iflm尺1‘1.体|川節1mIB－l 1-6りRI

シカCとruv,鵬､i”0,y“ocns鵬？飯惟惟蜘吋IB－l 1 0．4「

金楓器により刑がれた痕勘シカCCrUv“nIppony““n副島肋‘i・I18－1 2．43！

シカC“uv“nippony“oe1眠撫A:11III什側節獅およびMIII釦 切痕あIノIB－I I 4．4り

I忠-1 シカCcrMv“nipponv“Ce“鵬 イi脈什’W･神外側 I 4－4H

シカCeruvusnippony"oe~『鵬i馬？脆竹泣位竹枠IW伽内側.？IB－l I

シカα『Ⅱvusnippony““I鵬i， 人蝿什什幹後ini膝織筋線部IB－l I .↓.6-1

シカCCruV“、”Onye”e､辨卿趣fi~根咬粍なしIB－l 3．41

IB－l シカqruv“n'”onVe”en帥H イjド別i鋪3後1号I州紺冠 3．42I
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Ⅷ自然科学的分析

表Ⅷ－2－41包含層の動物遺存体（2）
層位 動物遺存体 囿遥刃点数 備考

シカCeruvu“'i”oI1y“““is圧睡骨戦距突起IB－l 1．99

シカCeruvusnipponyesocnsis右脛骨逮位端IB－I ヒラメ筋線を金属器でカットi4．14

シカCcruvusnipponyesocnsis右脛骨遊離遠位端IB－l I 6.49

シカCeruvuSnipponV““I1sis？脛什撤位股間前面？IB.’ 3－43［

シカCe『uⅥusnipponV“ocI1si翻右脛骨什幹後面IB－I 5－31

シカCeruvusnipI】ony“oensi＄ 川灼幹および第2枝IB－l 第2枝は金属器にて切断16．91

シカCeruvusni”onyesoeI1sis左桃什後而尺骨体関節面lB－I 2.34

シカCerUVUSnlPI〕oI1ycS“nSIS 中手骨蛾(ⅢIB－l I 1．61

IB－1 シカCeruvusnipponV““nSis左下訊骨下顎枝～下顎角 '5－43’

シカCeruvusnippony"“nsis？桃骨近位骨幹？IB1 I 2.()9

シカCeruvusnIppony““nsjs右下顎骨下顎角を切除？IB､1 I 80.04

シカCeruvusnippoIW“oensis左下顎骨第23後臼歯および歯槽IB－1 10-46I

シカCeruv“、i”ony“oensis末節骨IBI 5.09

シカCcruvusnipponyeSOensis歴付冊幹後面内側片IB－1 I

シカCemvusnippony“oensis植子骨IB－l ~

シカCcnIvusnippony“oenSis右第4手根骨IB－I

シカCemvusnipp〔)､y“oensis左挽骨後面外側IB－l つ

り

シカCeruv“nlppony“ocnsis左撹骨近位骨幹内側IB－I 挟り状のカット

シカCeruvusnlppony““nsis左洞甲骨後縁IB－I I

シカCcmvusnipponyesoensis左脛付近位骨幹内側IB－I

シカCeruvusnipponyesocnsis石脛骨近位骨幹後面［B－l

シカCe『uvusnippoI1V“ocnsiS右脛'汁近位骨幹後面lB－l

シカcc『uvusnippony“oen制S腿汁近位外側栄養孔周辺IB－l

シカCe『uvusni”0,y““I1sis茎状舌‘冊IB－I

シカCeruvusni”ony““I】sjs左蝿′間．［B－I

シカCcr,IvuSniPl)OnVcSoc,1SiS "5凱惟右後側節突起IB－l 被熱0．49

剛i乳綱Mamma1innondel， 蝋‘I‘l・？lH－l '03 4．62

哺乳綱Mammalia？肋什IB－I 1.003

咄乳綱MammaIiaI,ondcI・ 部位不IﾘIIB－l 詔 68．81

哺乳綱Mamma恥､(〕ndeI、左大腿間.外側瓢IB､2 2．98’

哺乳綱MammaIianondel・部位不明 被熱IB､2 ３ 2.14

シカCemv“nippony““nsis圧距竹IB－4 14.14
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Ⅷ自然科学的分析
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3美々8遺跡低湿部の珪藻化石・植物珪酸体よりみた環境変遷

3 美々8遺跡低湿部の珪藻化石・植物珪酸体よりみた環境変遷

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 はじめに

千歳市南部地域には、樽前山・恵庭岳・支笏カルデラ噴出物により形成された台地が広がり、この

台地を美沢川・ペンケナイ川・パンケナイ川などの河川が開析する小支谷が存在する。美々8遺跡は、

美沢川により開析された小支谷の低湿地部から台地上にかけて立地する。本遺跡では、台地部で縄文

時代～中｡近世アイヌ文化期の遺物包含層、低湿地部側で擦文時代～中。近世アイヌ文化期の遺物包

含層が確認されている。また、文献資料等の調査により、少なくとも寛文7 （1667）年以降から18世

紀の頃まで太平洋側と日本海側を結ぶ交通路の中継地点的な役割を持っていたことが明らかにされて

いる（鈴木， 1996)。

本遺跡では、山田（1996）により花粉分析が既に実施されており、遺跡周辺の森林植生について明

らかにされつつある。今回の自然科学分析調査では、低湿地部の環境変化について珪藻分析・植物珪

酸体分析から検討を行った。

2試料と層序

試料の採取にあたって、発掘調査区のほぼ中央に設定されたA－BラインでLoc.1｡2，発掘区南東

部のC－DラインでLoc.3，C－Dラインよりさらに南東側のE－FラインでLoc.4が設けられ、各

地点から層位試料が採取された（図1)。なお、各試料は、山田（1996）で実施された花粉分析の分析

試料とほぼ同一地点から採取されている。

本調査区では、下位より台地部のⅡB層に相当するウ層（暗褐色泥炭)、イ層（明灰白色砂土)、ア

層（灰褐色泥炭質シルト)、樽前c降下軽石(Ta-c)、 IB-7層（灰褐色シルト）、 IB-6層（暗褐色

腐植質シルト)、 IB-5層（暗褐色泥炭)、 IB-4層（黒色泥炭)、 IB-3層（暗褐色泥炭)、白頭山一

苫小牧火山灰(B-Tm)、 IB-2層（暗褐色礫混じり砂質泥炭)、 IB-1層（褐色～暗褐色泥炭・灰褐

色粘質土)、樽前b降下軽石(Ta-b)、 OB層（褐色泥炭)、樽前a降下軽石(Ta-a)とされ、Loc3

でIB-1層中に有珠b降下軽石(Us-b)を挟む。本遺跡で認められた火山灰の降灰年代については、

町田・新井（1992）を参考にすると、Ta-cが2500～3000年前、B-Tmが800～900年前、Us-bが1663年、

Ta-bが1667年、Ta-a"fl739年とされている。図2にLoc. 1～4の層序および試料採取層位を模式柱

状図にて示す。

3分析方法

（1）珪藻分析

試料を湿重で1～79秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥

後、う°リュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あ

るいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、KKrammerandLange-Bertalot(1986･

1988.1991a。1991b)、KKrammer(1992)などを用いる。

同定結果は、海水生種、海水～汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種類はアルファベット順

に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度

(pH) ・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、
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Ⅷ自然科学的分析

産出個体数100個体以上の試料については、産出率2％以上の主要な種類について、主要珪藻化石群

集の変遷図を作成する。また、産出した化石が現地性の化石か異地性の化石かを判断する目安として

完形殼の出現率を求め考察の際に考慮する。堆積環境の解析にあたっては、水生珪藻については安藤

(1990)、陸生珪藻については伊藤。堀内（1991)、汚濁耐性については、Asai,K.&,Watanabe,T.

(1995）の環境指標種を参考とする。

（2）植物珪酸体分析

湿重59前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理(70W, 250KHz, 1分間)、

沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2~5）の順に物理。化学処理して、植物珪

酸体を分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下･乾燥する。乾燥後、

プリユウラックスで封入しプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に

出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）

および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤。佐瀬（1986）

の分類に基づいて同定。計数する。

結果は、出現個体数の一覧表に表示する。また、生育していたイネ科植物について検討するために、

植物珪酸体群集の変遷図を作成する。出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体のそれぞれの総数を

基数として求める。

4結果

（1）珪藻化石

<Loc.1>

結果を表1 ．図3に示す。試料番号11．12は珪藻化石の産出が少ない。それ以外の4試料からは、

淡水生種が豊富に産出する。完形殼の出現率（以下、完形率）は70％以上と高い。産出分類群数は、

23属110種類である。全般的傾向として水生珪藻が優占するが、水域以外の陸上のコケや土壌表面など

の特殊な環境に付着生育する陸生珪藻も30％前後産出する。本地点の珪藻化石群集は、その特徴から

3つに区分される。

試料番号10は、水生珪藻としては、少量の塩分には耐えられる貧塩不定性種、 pH7以下の酸性水

域に特徴的に生育する真十好酸性種、流水にも止水にも生育する流水不定性種と止水に特徴的な真十

好止水性種が優占または多産する。陸生珪藻は、耐乾性の強い陸生珪藻A群が優占する。産出種の特

徴は、好酸性で流水不定性のP加凡〃α河αd加erge7Z"SSimαが30%と優占し、真酸性。好止水性のEzJル

o瓦αe"Zg邸α、好酸性。真止水性のAzJJczcose"ααIpjge"αが10%前後検出される。また、陸生珪藻A

群のHα砿ZSC〃ααm'p/zjo"ysが約15%と多産する。

試料番号13．14では、好酸性のPZ"凡"jα"α鋭〃e悟e九"ssjmaなど真十好酸性種が減少する。産出種

の特徴は、流水不定性のAcﾉ"zα"t/zese"zgzJa、Gom,pﾉZOIZeﾉ7z(zp("､"zLIz"?T,、Mzzﾉjc"Zqejgi"e'zsis、

好止水性の乃今αg"α〃α""esce7zs、それに陸生珪藻のA群のHt"ZtZSC〃ααmpﾉzZo"ysが10%前後と多

産する。

試料番号15は真十好酸性種がさらに減少し、真十好アルカリ性種が優占する。産出種の特徴は、流

水不定性のNaUZczJJaUe7Zeta、IVitzscﾉzjaaﾉ℃/zめαj“､Ⅳ､pqjea､好止水性のFγ､αg"(z"α〃eUjs"j"α、

陸生珪藻A群のHαﾉ'Z,tZSC〃αα刀Zp/zjo"ys、陸生珪藻B群のMz"iczLZ(zsem"zz""､が10～20%と多産する。

<Loc.2>

結果を表2 ．図4に示す。試料番号7では珪藻化石の産出が少ない。それ以外の8試料では珪藻化

石が豊富に産出する。完形率は、70％以上と高い。産出分類群数は、29属150種類である。全般的には
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水生珪藻が優占するが、試料番号8以浅で陸雄珪藻が30～40%産出する。本地点の珪藻化石群集は、

その特徴から3区分される。

試料番号1～6は、少量の塩分にも耐えられない貧塩嫌塩性種と貧塩不定性種、真十好酸性種、真

十好止水性種が優占する。産出種の特徴は、好酸性で好止水性のMeJosかaa77ze”ca7zaが30～40%と

優占し、これに付随して、好酸性・真止水性のA邸jqcose"ααjpZge"α、好アルカリ性で好止水性の

肝αg"α"α〃e"Zs"j"a、F. coJzs"zJeizs/b. "e/zte八流水不定性のF.p"z"aが10%前後と多産

する。

試料番号8になると、貧塩嫌塩性種、真十好酸性種、真十好1t水性種が減少し、貧塩不定性種、流

水不定性種が優占する。流水不定性のGom'p/zo7zeﾉ7zqpc"""Jz"7z、ⅣαひjczJjqgjg加g",sis、陸生珪藻

A群のHtZ",tZSC〃αα刀噸ﾉzZo"ysが10%前後と多産する。

試料番号9は、Loc.1の試料番号15で認められる珪藻化石の産状に生態性や産出種が近似しており、

流水不定性のMzUjczLZ(z IJe7zetα、Mt之sc/zjqpqjea、好止水性のFﾉ､αg"α河α〃e"Zs"j"α、陸生珪藻

A群のHα"とZSC/zjaamp/zjo"ys、陸生珪藻B群のMz"jczJjqseﾉ7Z|加邸Jz"71が5～20%と多産する。

<Loc.3>

結果を表3．図5に示す。各試料とも珪藻化石が豊富に産出する。完形率は、80％以上と非常に高

い。産出分類群数は、30属155種類である。全般的には水生珪藻が優占することを特徴とする。本地点

の珪藻化石群集も3つに区分される。

試料番号20は、貧塩不定性種、真十好アルカリ性種、真十好止水性種が優占する。流水不定性の

Fmg"α〃αp加凡atα、好止水性の舟αg"α”αco7zs"ue"s/b."elzt〃が優占し、好止水性のF>へαg"α"α

6/-e"js"""、m6e"α〃α/ZocczLJosaを伴う。

試料番号21．22は、貧塩嫌塩性種と真十好酸性種が増加する。産出種の特徴は、好酸性で好止水

性のMeJos〃ααm,e"cα"αが約30%と優占し、好アルカリ性で好止水性の野αg"α流α〃e"Zs"j"α、

F.co"sか邸eJzs/b."e'zte八中性で好止水性のA邸J(zcose"α虻α"cα、流水不定性のF､p加凡“αが10~

15％出現する。

試料番号23～27は、真十好流水性種が増加する。産出種の特徴は、好酸性で止水性のMeJosかa

a771,eF､ZCα凡α、AzM(zcose〃ααjpige"αが多産し、好アルカリ性で好止水性である野αg"α花α67℃加s"j-

“α、F・coIzstlweIzs/b."e7zte八好流水性であるAc"α"t/zesj(z"ceolara、α(ZrOﾉ7Zqte沌醜S、MeJo-

s〃αUα"α"s、Me"djo"c"､czLjqeを伴う。

<Loc.4>

結果を表4 ．図6に示す。各試料とも珪藻化石が豊富に産出する。完形率は、80%以上と非常に高

い。産出分類群数は、25属141種類である。全般的には水生珪藻が優占するが、上位の試料番号19では

陸生珪藻も約30％産出する。本地点の珪藻化石群集もその出現傾向から3つに区分される。

試料番号16は、貧塩不定性種、真十好アルカリ性種、真十好止水性種が優占あるいは多産する。産

出種の特徴は、好アルカリ性で流水不定性のAcﾉz"α"ｵﾉZesm,加配"ss"7zα、好アルカリ性で好止水性の

F)へαg"α流αcqpzLcmαひα流gγαα"s、F. c(zp弘α凡α〃α『.m,esoJepja、好流水性のAc伽α九t/zesJα"

ceoJ"α、MeJos〃αひα"α"sが10%前後と多産する。

試料番号17.18は真十好止水性種が増加する。好酸性、真止水性のA邸jqcose"α坤ige'zα、中性

で好止水性のA"J(zcose〃αZ""cα、好アルカリ性で好止水性のF》へαg"α"α〃e"js"､j"α、F. coJzs"-

邸e"s/b. "e"teハ好酸性で好止水性のMeJos〃αα､,e〃cα凡αが10%前後と多産する。なお、試料番

号18では流水不定性のFFqg"α花αp"z"aが20%と多産する。

試料番号19になると真十好止水性種が急減し、流水不定性種や陸雄珠藻が産出する。好流水性の
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Ⅷ自然科学的分析

表1 Loc. 1の珪藻分析結果(1)

種 類 生態性 環境
指標種塩分 pH

Ogh-indal-l l

Ogh-indal-i l

Ogh-hi l al-i l

Ogh-ind ind

Ogh-1ndal-i l

Ogll-illd ind

Ogh-indal-i l

Ogh-indind

Ogll-indal-i l

Ogh-ind ind
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Ogh-ind al-i l

Ogh-unkunk
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Ogh-hobac-i l

0gh-unkunk

Ogh=indal-i l

0gll-ind ind

Ogll-ind ind

Ogh-indal-i l
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0gh-indind
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Ogh-indal-l l
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Ogh-hobac-bi

0gll-llobac-bi

0gh-hobac-il

0gh-hobac-il

Ogh-hob ind
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Ogh-indal-i l
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Ogh-indal-i l
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Ogh-indal-i l

Ogh-indal-i l

Ogh-indal-i l

Ogll-ind ind
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流水
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ind
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一

一
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３
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ｌ
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ｌ
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ｌ
３
－
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２
－
－
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一
３
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１

１
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Achnanthes clevei Grunow

Achnanihes exiguaGrunow

AchnantheshungaricaGrunow
Achnantheslanceolaia (Breb.)Grunow

Achnanthes lanceolalavar. el lipt icaCleve

AchnanlllesmarglnulataGrunow

Achnanillesminut issimaKueizing

Achnanthes pel･agal l i Brunet Heribaud

Achnanthes rosirataOestrup

AmphoramontanaKrasske

Amphoraoval lsvar. affinis (Kueiz. )V.Heurck

Amphorapediculus (Kuetz. )Grunow

Aulacoseiraalpigena (Grun. )Krammer
Aulacoseiradistans (Ehr. )Simonsen

Aulacoseira ital ica (Ehr. )Simonsen

Aulacoseiraspp.

Caloneis si l icula (Ehr. )Cleve

Caloneisundulata (Greg.)Krammer

Caloneis spp.

Cocconeis diminuiaPantocsek

CymbellanaviculiformisAuerswald
Cymbel la si lesiacaBleisch

Cymbel la tumida (Breb. exKueiz. )V.Heurck
Diploneis oval is (Hi lse)Cleve

DiploneisparmaCleve

Epithemia sorexKuelzing

Epi themia iurgida (Ehr)Kuetzing
Eunot iabi lunaris (Ehr. )Mi l ls

Eunotiaexigua (Breb.)Grunow
Eunol ia fal laxA.Cleve

Eunot ia incisaW.Smi thexGregory

Eunotiapeclinalisvar.minor (Kueiz.)Rabenhorsi
Fragl lariabicapilaiaA.Mayer

Fragl lariabidensHelberg

Fragi lariabrevisirlataGrunow

Fragilaria consiruens fo.venier (Ehr.)Husiedi
Fragi lariaparasi t ica (W・Smith)Grunow
Fragi lariapinnataEhrenberg

Fragl lariapinnatavar・ lancet iula (Schum. ) llusiedi
Fragi lariaVaucheriae (Kuetz.)Peiersen
Fragi lariavirescensRalfs

GomphonemaacuminalumEhrenberg

GomphonemaaffineKuetzing

Gomphonemaanguslalum (Kuetz. )Rabenhorsi

Gomphonemaangusiatumvar. linearisHusied!

GomphonemaangusiumAgardh

GomphonemagracileEhrenberg

GomphonemaparvulumKueizing

Gomphonema truncalumEhrenberg
Hanizschiaamphioxys (Ehr)Grunow

Marlyanamariyi (Heribaud)Roulld

MelosiraamericanaKueizing

MelosiravariansAgardh

MeridioncirculaeAgardh
Meridioncirculaevar・ constrlctum (Ralfs)VHeurck

Naviculaatomus (Kueiz. )Grunow

NaviculaconlentaGrunow

Navicula elginensis (Greg. )Ralfs

Navlcula elginensisvar. cuneataH.Kobayasi

Navicula elginensisvar. neglecta (Krass )Pairick
Naviculagallicavaf perpusilla (Grun.)Lange-Bertaloi
NaviculagregariaDonkin
Navicula laevissimaKuetzing

Navlcula laevissima fo. fust iculus (Oesirup)HKobayasi

Naviculamut icaKuetzillg

NaviculapupulaKuetzing

Navicula semenoldes Hustedt
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表1 Loc. 1の珪藻分析結果(2)

生態性種 類 環境
指標種塩分 | pH I流水 ５

１
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ac-l 1

ac-i l

ind

unk

al-i l

al-i l

ind

ind

ind

ind

ind

unk

ac-i l

Navicula seminulumGrunow

Naviculaseminulumvar. radiosaHusiedl

Navlcula subnympharumHusiedi

Navicula tantulaHusledt

NaviculaveneiaKuelzing

Navicula spp.

NeidiumalpinumHusledi

Neidiumamplialum (Ehr.)Krammer

Neldiumbisulcatum (Lagersl )Cleve
Neldlum iridis (Ehr. )Cleve

Nitzschla amphlbiaGruilow

Nilzschiaarchibaldi i Lal1ge-Berlalol

Ni tzschia frustulum (Kueiz. )Grullow

Ni lzschiananaGrunow

Nitzschiapalea (Kueiz. )W.Smi lh

N1tzschiapaleaceaGrunow

Nl tzschia spp.

PInnularia acrosphaerlaW.Sml lh

Pinnulariaappendiculala (Ag. )Cleve

Pinnularlaboreal is Ehrenberg

Pinnulariaborealis van scalaris (Ellr. )RabenhorsI

Pinnulariabraulli i (Grun. )Cleve

PinnulariabrevicoslalaCleve

Pinnulariadivergenl issima (Grlln. )Cleve
Pinnularia esoxiformis var・ eifeliana

PinnulariagibbaEhrenberg

P1nnulariagibbaval･ . l inearlsHuSle(l i

Pinnularia lenl iculoides H. Kobayasi

Pinnulariamesolepta (Ehr. )W.Snli lh
Pinnulariamicrosiauron (Elll･. )Cleve

Pinnularia obscuraKrasske

Pinnularia rupestrisHanizsch

Pinnularia schoenfel (leri Kranln1er

Pinnularia si lval icaPelersen

Pinnularia simi l is Huste(I I

Pillllularia slomalopllora (Grun. )Cleve

PInnularla subcapi lalaGregory
Pinnularla subsiomalophora llusIedi

PInnularia sudetica (Hi lse)MPeragal lo

Pinnulariavlrldis (Nl iz )Ellrenberg
P1nnularlaspp.

Rhopalodiagibba (Ehr)0.Mul lel･

Rhopalodiaglbberula (Ehr. )0.Mul ler

Stauroneis ancepsEhrenberg
SIauroneis anceps fo. l lnearis (Ehr. ) llusie(I I

Siauroneis kriegeri Pairick

SIauroneisphoellicellleron (Ni lz. )Ehrenberg
Surlrella l inearisWSmi th

Surlrella spp.

Tabel larla flocculosa (RoIh)Kuelzing
海水生種合計

ind

ind

ind

ind

ind

unk

ind

l-ph
ind

1-bl

lnd

ind

Ind

ind

ind

ind

unk

1-ph

1nd

ind

ind

l-ph
ind

ind

unk

lnd

lnd

l-ph

ind

ind

ind

in(1

ind

in(1

ind

l-pll

lnd

1-pl】

l-ph

ind

unk

ind

ind

ind

ind

unk

l-ph
ind

unk

1-bi

RB, S

RIS

Ｏ１Ｒ
Ｏ

RA

ｌＲ

Ｏ

Ｓ

Ｏ

RB, S

S

U

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

0

Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｒ

Rl

RI

RB. S

0

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

T

海水一汽水生種合計

汽水生種合計
淡水生種合計

０

０

４
０２

０

０

１
０２

０

０

１
０２

０

０

７

０

０

６

０
０
７６１

珪藻化石総数 204 201 201
《

ｊ

■

■ 6 167

凡例

H.R.塩分濃度に対する適応性 pH:水素ｲｵﾝ濃度に対する適応性 C.R.流水に対する適応性
Ogh-hll :貧塩好塩性種 al-bi真ｱﾙｶﾘ性種 l-bi真止水性種
0gh-1nd:貧塩不定性種 al-1 1好ｱﾙｶﾘ性種 1-ph好止水性種
Ogh-hob:貧塩嫌塩性種 in(I ;pH不定性種 ind流水不定性種
Ogh-unk:貧塩不明種 ac-il好酸性種 r-ph好流水性種

ac-bi:真酸性種 r-bi真流水性種
unk ;pH不明種 unk :流水不明種

環境指標種
K:中～下流性河川指標種N:湖沼沼沢湿地指標種0:沼沢湿地付着生種
P:高層湿原指標種（以上は安藤1990)

S:好汚濁性種U広適応性種T好清水性種（以上はAsil l K. &Waiallabe, T､ 1995)
RI :陸生珪藻(RAA群RB:B群、伊藤・堀内, 1991)
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２

８ ’ ’ ’ 一 一 一 一 一 一 ’ ’ － １ － ２ 一 一 一 一 一 ’ 一 一 一 一 一 ９ － １ ４ － １ － ３ ９ 一 一 一 一 ７ ８ 一 一 一 一 一 一２ １
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こ ｐ ミ 甸 温 昌 皇 Ｅ ｍ 追 甸 言 巨 垣 迂

呵 の 両 ｑ ｍ ミ ○ の Ｎ 室 之

廷 画 滿 口 這 遭 甸 廻 垂 。 の 暑 一 之

廻 昌 竺 Ｑ Ｅ 甸 吋 造 。 の 型 一 之

里 の 尾 の 二 塁 。 ○ 言 呵 之

の あ こ の Ｅ ｇ ① 里 。 。 蓉 甸 ｚ

Ｅ ミ コ ミ 輔 Ｑ ｍ Ｅ ① ご ○ 垂 Ｑ Ｅ ｏ 。

ｍ 語 巨 Ｅ Ｑ ｍ 迄 里 己 殉 に

二 壱 匡 町 ミ 。 ． の の ① 名 匡 、 匡 廷 。 く
壷
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》
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ｌ 里 ｇ 満 望 画 廻 ５ 門 窒 之

① 里 ． ｐ 廷 。 直 ○ 一 ℃ 亡 “ モ ご

廻 里 。 ① 。 匡 廻 の ① 二 一 匡 姉 こ 垂 ○ 気

Ｅ ご 言 Ｅ Ｅ 關 呵 弓 。 宮 甸 之

の 語 × ○ 一 二 Ｑ （ 筐 応 呵 一 二 ○ の Ｎ 一 厘 町 工
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3美々8遺跡低湿部の珪藻化石・植物珪酸体よりみた環境変遷

表4 Loc.4の珪藻分析結果(1)

種 類 生態性 環』
厘緬pH流水指標
Ogh-indal-i l l-phT

Ogh-indal-i l ind S

Ogh-ind ind unk

Ogll-illd ind r-phK,T

Ogh-indal-i l ind T

Ogll-ind ind ind T

Ogll-illdal-i l ind U

Ogh-1nd ind ind T

0gll-indal-i l ind S

Ogh-llobac-ill-ph

Ogll-indind l-ph

Ogh-indal-i l r-phU

Ogh-unkunk unk T

0gll-unkunk unk

Ogh-in(1 al-i l ind U

Ogll-indal-bi ind T

Ogh-hobac-ill-phT

0gh-hobac-ill-bINU

0gh=indal-i l l-bi N

0gh-hobac-ill-blN,U

Ogh-1ndal-i l l-phU

Ogh-1ndal-i l l-ph

Ogh-llobac-i l l-ph

Ogh-indal-1 1 1nd RA

Ogh-1ndal-i l in(1

Ogh-unkunk unk RI

Ogh-indal-i l l-ph

Ogll-1ndal-i l in(I U

Ogll-indal-i l r-phT

Ogll-ll i l al-i l l-phL, S

Ogh-1nd al-l l l-phO,T

0gh-ind ind ind

Ogh-1nd lnd r-phK, T

0gh-ind lnd ind O

Ogh-ind ind ind T

0gh-indind r-phK,T

Ogh-indal-l l ind T

Ogh-i lldal-i l r-phT

Ogll-illdal-i l r-bi K,T

Ogh-illdal-i l r-phT

0gh-indal-ill-phRA,1

0gh-indind l-ph

0gll-in(l al-i l l-pll

Ogh=in(l al-i l illd

Ogh-illd illd illd

0gh-ind al-i l l-pll T

Ogll-llobac-l l l-ph

0gll-llobac-bi l-phP

Ogll-hobac-bi ind RA

0gh-hobac-ilind O

Ogll-llobac-ilind

Ogh-hobac-ilind O

Ogh-hobac-ilind

Ogh-110b ind l bi

Ogh-indal-i l l-ph

0gh-1nd al－i l l-phU

環境
指標種 ９

一

４

１

８

’

１

４

一

一

一

一

－

３

１

一

一

１

１

－

２

５

１

－

２

’

２

－

１

’

１

’

一

一

一

１

’

一

一

一

一

’

’

１

３

１

８

－

一

一

０

１

’

３

－

－

１

１

１

４

－

２

１

－

２

－

１

８

１

２

－

１

一

一

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

一

一

－

１

ｌ

ｌ

ｌ

３

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

７

－

一

一

４

一

’

２

１

一

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

－

１

１

－

７

－

５

５

－

５

一

一

一

’

’

１

１

３

－

１

１

１

一

一

’

一

ｌ

－

ｌ

ｌ

ｌ

２

陥

一

ｌ

－

－

０

１

ｌ

５

｝

５

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

５

１

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

３

Achnanthes clevei Grunow

AchnanthesexiguaGrunow

Achnanthes frayilarioidesPeterson

Acllnantlles lallceolala (Breb.)Grunow

Achnanllles laierosirataHusledl

AchnanlllesmarginulataGrunow

Acllnanthesminut issimaKuetzing

Acllllantllesmillul issinlavaf jacki i (Rabenh.)Lange-B. ei Ruppel

Achnanlllesminut issimavar・ saprophilaHKob. &Mayama

Achnanilles oesirupii (Cl)Husiedi

Achnanthesperagal l i Brunet Heribaud

Achnanthes rostraiaOestrup

Achnanthes subalomoides (Hust)Lange-B.

Achnanthes spp.

Amphoraoval isvar. affinis (Kuetz. )V.Heurck

Amphorapediculus (Kuelz.)Grunow

Anomoeoneisvllrea (Grun.)Ross

Aulacoseiraalpigena (Grun.)Krammer

Aulacoseira ambigua (Grun)Simonsen

Aulacoseiradislans (Ehr.)Simonsen

Aulacoseira i tal ica (Ehr､ )Simonsen

Aulacoseira l ial icavaf valida (Grun. )Simonsen

Aulacoseirapensacolae (A.S. )Simonsen

Caloneis aerophi laBock

Caloi1eis lenuis (Greg. )Krammer

Caloneis sp・一l

Cocconeis dimlllula l)aniocsek

Cocconeis placelltula (Ehr. )Cleve

Cocconeis placentulavar. l ineala (Ehr. )Cleve

Cyclolel lameneghinianaKueizing

Cymbel la cisiula (Ehr)Kirchner

Cymbel lacuspidataKueizing

CymbellamlnuiaHi lseexRabh.

CymbellanaviculiformisAuerswald

Cymbel la si lesiacaBleisch

CymbellasinuataGregory

Cymbel la lumida (Breb. exKuelz. )V.Heurck

Cymbel la turgidulavar nipponlcaSkvorizow

Diatomahyemalevar. mesodon (Ehr. )Kirchner

Diatoma ienulsAgardll

Diploneis el l ipl ica (Kueiz.)Cleve

Diploneis Iinnica (Ehr)Cleve

Diploneis oblongel la (Naegel l)Cleve-Euler

Diploneisoval iS (Hi lse)Cleve

Diploneis parmaCleve

Epi lliemia lurgida (Ehr､ )Kueizing

Eunot labi luilaris (Ellr. )Mi l ls

Eunolia exigua (Breb.)Grunow

Eunoi la fal laxA.Cleve

EunoliaincisaWSmithexGregory

EuIlol ianaegel i i Migula

Eunoliapeclinmlis var.minor (Kueiz.)RabenhorsI

Eunotia subarcualoides Noerpel&Lange-Bertaloi

Fragl larlabicapi lalaA.Mayer

Fragi lariabidensHeiberg

Fragi lariabrevistrialaGrunow

1

1

2

1

3

2

4

1~ ~

1

1

1

4

12

’

１

’

１

２

一

一

一

一

１

－

９

－

４
２

－

１

－

４

４

－

１

－

１

’

－

１

－

１

１

－

１

１

６

３

７
’ ~4
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Ⅷ自然科学的分析

表4 Loc.4の珪藻分析結果(2)

種 類 生態性 環境
指標種

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｋ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｋ

ｋ

ｄ

ｂ

ｌ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｋ

ｄ

ｄ

ｄ

ｋ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

分
・
弧
・
弧
・
訓
・
利
・
弧
・
弧
・
訓
・
弧
・
弧
・
弧
・
弧
・
弧
・
弧
・
叩
・
和
・
弧
‐
訓
抑
・
弧
・
弧
・
弧
・
弧
弧
弧
・
弧
・
和
祁
汕
畑
・
弧
伽
扣
“
弧
、
弧
訓
．
却
々
和
〃
弧
・
弧
・
弧
・
刑
・
弧
・
利
・
利
、
和
・
訓
如
・
利
⑳
利
・
弧
抑
・
刊
・
訓
・
弧
・
畑
抑

塩

帥

帥

帥

帥

帥

馴

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

馴

帥

馴

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

馴

馴

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

帥

酬

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

_EIL
al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

ind

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

ac-i l

unk

ind

al-i l

al-i l

al-bi

al-i l

ind

al-i l

al-bi

ind

unk

unk

al-i l

ac-i l

al-bi

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

al-l l

al-i l

al-i l

al-i l

al-i l

ind

ind

ind

ind

unk

ind

al-il

al-i l

unk

al-i l

ind

ind

al-i l

lnd

流水

ind

l-ph

l-ph

ind

l-ph

l-ph

l-ph

I-ph

l-ph

ind

l-ph

ind

ind

ind

1･-ph

ind

1-ph

unk

l-ph

ind

ind

r-ph

l-ph

lnd

ind

r-ph

1-ph

unk

unk

ind

l-ph

r-ph

r-bi

r=bi

ind

lnd

ind

ind

ind

ind

r-pll

ind

ind

ind

ind

ind

unk

in(I

ind

ind

unk

ind

ind

ind

ind

ind

旧

一

一

６

４

１

１

２

５

－

ｌ

ｌ

－

ｌ

６

２

４

１

１

－

ｌ

ｌ

－

ｌ

－

２

１

－

ｌ

一

一

一

４

７

２

１

’

’

一

一

一

一

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

１

１

１

－

２

３

４

１

Ⅳ

－

１

８

６

１

－

２

８

１

一

一

’

－

２

－

３

一

一

一

一

一

一

一

一

２

－

－

５

－

－

－

４

１

５

２

１

１

一

一

一

一

一

一

一

一

’

一

一

一

’

’

一

一

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

９

－

’

一

－

１

－

７

一

一

一

一

－

５

－

２

－

２

２

１

２

１

一

一

５

一

一

１

１

－

２

２

１

５

一

一

５

５

１

３

１

一

一

２

３

一

一

－

１

３

６

１

１

１

１

－

７

１種標

Ｔ

Ｏ

Ｔ

Ⅱ

抑

』

Ｏ

β

８

Ａ

Ｕ

Ｔ

Ｔ

指

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｏ

Ｏ

Ｓ

Ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｉ

Ｔ

Ｏ

Ｏ

Ｕ

Ｔ

Ｑ

Ｏ

ｋ

Ｔ

Ｒ

ｋ

ｋ

恥

０

Ｍ

Ｍ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｔ

Ⅲ

肌

即

剛

Ｓ

Ｏ

Ｕ

肥

燗

一

一

胴

羽

’

一

一

０

一

一

一

’

－

６

－

’

’

一

一

一

一

一

一

ｌ

３

１

１

１

１

１

ｌ

５

３

３

１

ｌ

ｌ

ｌ

FragilariacapucinaDesmazieres

Fragi lariacapucinavaf graci lis (0estr)Hustedt

Fragllariacapucinavar.mesolepta (Rabh.)Rabenhorst

Fragi lariacapucinavar. radians (Kuetz.)Lange-Bertalot

Fragilariacapucinavar rumpens (Kuetz.)Lange-Bertalot

Fragi lariaconstruens fo. binodis (Ehr.)Hustedt

Fragi lariaconstruens fo. venter (Ehr.)Husledt

Fragi larlaconsiruensvar. triundulataReichel t

Fragi lariaexiguaGrunow

Fragi laria lapponicaGrunow

Fragilarialeptosiauron (Ehr.)Hustedi

Fragi lariaparasi l ica (W.Smi lh)Grunow

Fragi lariapinnataEllrenberg

Fragi lariapinnatavaI lancei lula (Schum.)Hustedt

Fragi lariavauclleriae (Kuetz.)Petersen

Fragi lariavauclleriaevar. capi lel laia (Grun.)Patrick

Fragi lariavirescensRalfs

Fragilaria spp.

GomphonemaacuminaiumEhrenberg

Gomphonemaangustalum (Kueiz.)Rabenhorst

GomphonemaclavatumEhrenberg

Gomphonema clevei Fricke

GomphonemagracileEhrenberg

GomphonemaparvulumKuelzing

Gomphonemapumilum (Grun.)Reichardt &Lange-Bertalot

Gomphonemaquadripunclalum (0esirup.)WIslouch

Gomphonema truncatumEhrenberg

Gomphonema sp・一l

Gomphonema spp.

Hantzschiaamphioxys (Ehr)Grunow

Melosira americanaKuelzing

MelosiravarlansAgardh

MeridioncirculaeAgardll

Meridionci l･culaevar. consirictum (Ralfs)V.Heurck

NaviculabacillumEllrenberg

Navicula contenlaGrunow

Navicula contenla fo. biceps (Arnol t)Hustedt

NaviculacryplocephalaKueizing

Naviculaelginensis (Greg. )RalIs

Naviculaelginensisvar. cuneataH.Kobayasi

Naviculaelginensisvar. neglecta (Krass. )Patrick

Naviculaexi l is Kueizing

Naviculagallicavar.perpusilla (Grun.)Lange-Bertalot

Navicula ignotaKrasske

Navicula laevissima fo. fusticulus (Oeslrup)HKobayasi

Navicula lapidosaKrasske

Navicula longicephalaHusledl

Naviculamediocris Krasske

NaviculaminimaGrunow

Navlculamul icaKueizing

Naviculaoccul taKrasske

NaviculapseudosculiformisHustedi

NaviculapupulaKuelzlng

Navicula radiosaKuelzing

Navicula rllynchocephalaKuelzing

Navicula seminulunl Grunow

’

１

’

一

１

１

一

一

１

１

２

一

一

一

一

１

１

２

－

１
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3美々8遺跡低湿部の珪藻化石・植物珪酸体よりみた環境変遷

表4 Loc.4の珪藻分析結果(3)

生態性 環境
指標種

種 類
塩分l pH I流水 19

7

2

1

3

1

2

3

1

1

1

1

1

2

岨

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

’

一

一

一

一

一

・

一

一

一

’

’

一

一

一

一

一

１

－

１

４~

〃

て

一

一

一

’

一

一

一

一

一

一

’

一

’

一

一

一

一

一

一

’

一

一

ｌ

－

ｌ

ｌ

－

－

－

－

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

６

－

－

１

１

－

１

Navicula seminulumvar radiosaHustedi

Navicula subcosiulaiaHustedi

Navlcula trideniulaKrasske

NaviculavenelaKueizing

Naviculaventral is Krasske

Navicula spp.

Neidiumaffinevar longiceps (Greg)Cleve

NeidiumalpinumHusiedi

Ni lzschia amphibiaGrunow

Ni tzschiaarchibaldi i Lange-Bertaloi

Ni tzschiabrevissimaGrunow

Ni tzsclliadissipata (Kuelz)Grunow

Nitzschia frusiulum (Kuelz)Grunow

Ni tzschia l inearisW･Smi lh

Ni izschiapalea (Kueiz. )W.Smi th

Ni tzschia terrestris (Pet)Hustedi

PinnulariaacrosphaeriaW・Smi th

Pinnularia appendiculaia (Ag. )Cleve

Pinnulariaboreal is var scalaris (Ehr. )Rabenhorsi

Pinnulariagent i l is (Donkin)Cleve

PinnulariagibbaEhrenberg

Pinnulariahart leyanavar nolataHKobayasi

Pinnulariakarel icavar・ japonicaHusiedt

Pinnulariamicrostauron (Ehr)Cleve

Pinnularia obscuraKrasske

Pinnularia subcapi taiaGregory

Pinnulariaviridis (Ni tz. )Ehrenberg

Rhoicospheniaabbreviaia (Ag. )Lange-Bertalol

Stauroneis ancepsEhrenberg

Stauroneiskriegeri Pairick

Stauroneis thermlcola (Petersen)Lund

SurirellaanguslaKuetzing

SynedraarcusKueizing

Synedra lnaequal is II・Kobayasi

Synedraulna (Kueiz)Ellrenberg

Tabel laria flocculosa (Rolh)Kueizing

９
０
０
０
勺
０
，
１
，
０
９
Ｋ
９
０
，
Ｋ
９
０
９
０
．
１
画
０
刺
１
，
０
９
０
１
０
９
０
Ｑ
０
ｑ
０
９
０
９
０
０
０
９
０
ｏ
０
０
０
、
０
，
０
１
．
９
０
○
Ｋ
、
０
０
０
９
０
．
０
画
、

Ⅱ

Ⅱ

、

ゞ

１

Ⅱ

Ⅱ

０

，

Ⅱ

Ⅲ

、

１

Ⅱ

．

’

Ⅱ

、

Ⅲ

Ⅲ

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

．
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Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ
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、

Ⅱ

Ⅲ

０
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．
１
ｏ
ｎ
・
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ｕ
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・
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Ⅲ
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・
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．
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．
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．
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ｌ
ｉ
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．
１
．
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勺
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．
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．
１
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．
１
．
１
．
１
ｈ
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一
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一

一

一
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一
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一

一

一
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一
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一

一
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ｎ
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ｎ
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、
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Ⅲ
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Ⅱ
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ｎ
ｑ
ｎ
Ｑ
ｎ
○
ｎ
Ｕ
ｎ
０
ｎ
○
ｈ
勺
、
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Ⅲ
１
，
０
ｎ
勺
ｎ
ｑ
ｎ
０
ｎ
ｈ
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Ⅲ
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Ⅲ
、
Ⅱ
ｏ
ｎ
。
Ⅱ
ｏ
ｎ
０
ｎ
官
ｎ
屯
ｎ
勺
Ⅲ
。
Ⅲ
ｈ
令
Ⅲ

９

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

八

Ｕ

Ｏ

Ｏ

ハ

Ｕ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

1nd

ind

al-bi

al-i l

ind

unk

ac-ll

unk

al-bi

1nd

al-il

al-i l

al-bi

al-i l

ind

ind

al-il

ind

ind

ac-il

ac-i l

ac-il

ind

ind

ind

ac-i l

ind

al-i l

ind

ind

unk

al-i l

al-i l

al-i l

al-1 1

ac-il

ind

ind

ind

ind

ind

unk

l-bi

ind

ind

ind

ind

r-ph

ind

r-pll

ind

ind

l-ph

ind

ind

l-bi

ind

l-ph

l-ph

ind

ind

ind

ind

r-ph

ind

unk

unk

r-bi

l-pll

r-bi

ind

1-bi

RLS

ｌＲ

Ｏ

Ｏ

2

5

1

2

1

1

1

9

８

Ａ

８

１

Ｓ

Ｏ

Ｒ

Ｔ

Ｉ

Ｂ

Ａ

Ｏ

Ｓ

Ｒ

Ｏ

Ｒ

Ｒ

0

S

RA

RB,S

O

K,T

T

T

RI

U

T

J, K,T

U

T

~

海水生種合計

海水一汽水生種合計

汽水生種合計

淡水生種合計

０

０

０

９
０２

０

０

０

３
４２

０

０

０

６
２２

０

０

０

２
３２

珪藻化石総数 2()9 243 226 232

凡例

H.R. ;塩分濃度に対する適応性 pH:水素ｲｵﾝ濃度に対する適応性 C.R.流水に対する適応性
Ogh-hi l :貧塩好塩性種 al-bi :真ｱﾙｶﾘ性種 l-bi真止水性種

Ogh-ind貧塩不定性種 al-il好ｱﾙｶﾘ性種 l-ph好止水性種

Ogh-hob:貧塩嫌塩性種 ind :pH不定性種 ind流水不定性種

Ogh-unk貧塩不明種 ac-il好酸性種 r-ph好流水性種

ac-bl :真酸性種 r-bi :真流水性種

unk :pH不明種 unk :流水不明種

環境指標種

J :上流性河川指標種K:中～下流性河川指標種L:最下流性河川指標種N:湖沼沼沢湿地指標種
0:沼沢湿地付着生種P:高層湿原指標種（以上は安藤1990)

S好汚濁性種U:広適応性種T好清水性種（以上はAsaiK. &Watanabe,T. 1995)

RI ;陸生珪藻(RAA群, RB;B群、伊藤・堀内, 1991)
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3 美々8遺跡低湿部の珪藻化石・植物珪酸体よりみた環境変遷

Acﾉz"α九t/ZesZα"ceojq"が20%と多産する他、流水不定性のAcﾉzﾉzα"t/ZeS F7Z,加""ssZm,α、陸生珪藻

のA群のH上m,tZSC〃αα､p〃o"ys、ⅣaUjczJjqco",te/zta、NCO'zte""/b.6jceps、Ⅳ､ ノ7T,""caなど

を伴う。

（2）植物珪酸体

植物珪酸体は各試料から検出されるが、Loc.3試料や他地点試料の下位で検出個数が少ない。しかし、

保存状態は良好なものが多い。以下に、各地点の産状を述べる。

<LoG1>

結果を表5 ．図7に示す。試料番号11．12を除く試料で植物珪酸体が検出される。植物珪酸体群集

は、試料番号10、試料番号13．14、試料番号15で異なる。

試料番号10では、ヨシ属の産出が目立ち、タケ亜科やウシクサ族、イチゴツナギ亜科も認められる。

試料番号13．14では、イチゴツナギ亜科が優占する組成を示し、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族も認

められる。試料番号15ではイチゴツナギ亜科が減少し、タケ亜科が増加する。また、栽培植物のイネ

属も認められ、特に機動細胞珪酸体の出現率が約30％を示す。

<Loc.2>

結果を表6．図8に示す。試料番号1～4では検出個数が少なく、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族、

イチゴツナギ亜科がわずかに認められるに過ぎない。試料番号5では、タケ亜科。ヨシ届が優占する。

この他、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが認められる。試料番号6．7では検出個数が少ないが、

ヨシ属の産出が目立つ。試料番号8ではヨシ属が優占する組成を示し、イチゴツナギ亜科の割合も高

い。試料番号9ではイネ属が優占する組成が見られ、組織片も認められる。また、キビ族、 タケ亜科、

ヨシ属、ウシクサ族なども認められる。

<Loc3>

結果を表7に示す。試料番号20～23では、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科など

がわずかに認められるに過ぎない。試料番号24では試料番号20～23と同様な産状を示すが、タケ亜科

の産出が目立つ傾向が見られる。また、試料番号27でイネ属機動細胞珪酸体がわずかに認められる。

<Loc4>

試料番号16～18では検出個数が少ないが、タケ亜科とイチゴツナギ亜科の産出が目立つ。なお、試

料番号18では、イネ属短細胞列がわずかに認められる。試料番号19では、タケ亜科が優占し、 ヨシ属、

ウシクサ族、イチゴツナギ亜科も認められる。

5低地の環境変遷

珪藻化石は、Locl試料番号11 . 12およびLoc2試料番号7を除き豊富に検出される。また、植物

珪酸体は、Loc. 1試料番号11･12、Loc.2試料番号1～4．6．7、Loc. 3試料番号20～27、Loc.

4試料番号16～18を除く試料から良好に検出される。これらの微化石の産状に基づいて遺跡周辺の環

境変遷について以下に検討を加える（図10)。

Loc.3のウ層では、好止水生繩であるR7，αg"α〃αP加凡“αや研一αg"α流αco"s""e",s/b. ue""

などが多産する。これらの種類は、本来付着性であるが物理的要因により偶然プランクトンとして生活

する偶来性プランクトン(Vos,P.C.&HdeWolf, 1993)で、しかも有機汚濁の進んだ富栄養水域

に一般的な好汚濁性種(Asai,K.&,Watanabe,T, 1995)とされている。一方、植物珪酸体では、タ

ケdli科・ヨシ属などが僅かに検出される程度である。以上のことから、縄文時代晩期以前、弱アルカ

リ性をII坐した富栄養～中栄養な池沼～沼沢地のような環境で、その縁辺部にタケ亜科・ヨシ属などが

唯肯していた'1能性がある。
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Ⅷ自然科学的分析

表5 Loc. 1の植物珪酸体分析結果

種 類
試料番号 15 14 13 12 11 10

一
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表6 Loc.2の植物珪酸体分析結果

類種
試料番号 9 8 6 5 4 3 27

３
５
５
６
５
０
８
３
５
’
６
３
７
６
８
７

１

２

２
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２

２
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８

１
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２
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２

１
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一

一
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０
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一
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表7 Loc.3の植物珪酸体分析結果

種 類

試料番号 27 26 25 24 23 22 21 20

イネ科葉部短細胞珪酸体

キビ族

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科
不明キビ型

不明ヒケシバ型

不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

ｌ
２
１
－
ｌ
２
２
－
－
－
ｌ
－
ｌ
一
一
三

一

’

一

一

３

－

－

罠

－

３

７

－

５

一

一

一

一

１

一

町

〃

ま

Ｆ

ｎ

Ｕ

も

１

１

八

Ⅱ

Ｕ

‐

〃

誰

・

川

Ｔ

ｏ

４

－

ｌ

－

５

１

１

３

’

－

４

２

’

２

２

１

１

一

’

一

－

２

－

一

一
~~~

’

’

０

４

１

１

１

’

１

１

－

一

一

一

一

１

－

一

一

一

一

５

７

一

一

一

一

５

７

１

一

一

一

３

３

－

１

－

－

３

３

－

２

一

ｌ

２

１

ｌ

合 計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体
総 計

２

７

９

１

１

40

17

57

０

８

８

１

１

25

13

38

4

12

16

２

１

３

９

２

１
１

３

４

７

組 織 片
イネ属機動細胞列 1

表8 Loc.4の植物珪酸体分析結果

種 類

試料番号 19 18 1716

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科
不明キビ型

不明ヒケシバ型
不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

ｌ

５

１

－

０

２

－

ｌ

ｌ

ｌ

－

９

６

－

５

３

４

１

９

１

１

－

７

４

１

９

２

－

１

１

－

２

２

－

６

３

６

２

１

１

~~

~ ~

89

13

1 ()

10

1

14

7

2

1O

3

合 計

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体
総 計

228

1 12

340

30

1 1

41

43

23

66

41

14

55

１

組 織 片

イネ属短細胞列
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Ⅷ自然科学的分析

IB-7層の珪藻化石群集は、Loc.2 ．3ともほぼ類似しており、ハルJosかααme”cα"α、野αg"α″α

〃eひZs"i"α、Rco7zs"zJe7zsjb."e"te7など好止水生種が多産し、流水不定性のF.p加凡“αを伴

う。この内、MeJosかαα"te"cα"αは、東京都練馬区三宝寺池の湖底堆積物（小林・山下, 1969)、

群馬県尾瀬沼の底質およびコア試料（田中・中島， 1983）などから検出されているが、今回のように

本種が優占することは珍しい。これらの湖沼は、中栄養型湖沼とされている（福島・中村， 1972)。ま

た、F》へαg"α花α〃eUjs"j"a、F.co7zsか邸e"s/b. ひe砿”は、中栄養～貧栄養の止水域に多く認めら

れる種類で偶来性プランクトンである。植物珪酸体の出現状況は下位と類似しており、タケ亜科やヨ

シ属などが数個体検出されるにとどまる。これより、縄文時代晩期頃、調査地点の周辺は水質的に中

栄養～貧栄養で弱酸性を呈した湖沼～池沼のような比較的水深のある静水域であったと推定される。

このように調査地点付近が水深のある水域であったためにイネ科植物が生育できず、植物珪酸体がほと

んど検出されなかったのであろう。

IB-6層～IB-3層の珪藻化石群集は、各地点で多少異なる。Loc. 1では、 IB-4層で流水不定性種で山

地の冷水域に産する（中島ほか， 1979）とされるP加刀〃α〃αd加e増en,tissim,αが多産し、高層湿原指

標種群（安藤, 1990)の一種であるE叫瓦o"αe"jg邸α、耐乾性の強い陸生珪藻のA群（伊藤。堀内，

1991）のHtZ7ZfZSC航αα77Zp/ZZO"ySを伴う。Loc.2では下位と同様にMeJos〃ααm,e"cα"αが優占する。

Loc.3では、好止水生種のMeJosかααme〃cα"α、湖沼沼沢湿地指標種群（安藤, 1990)のA必Zqcos-

e"ααlpige"αが多産し、好流水性種のAc"α凡t/zesj"zceoJcz"、D"to77zqte刀醜s、MeZos"αひα"‐

α九s、Mｾ河dio7z, c"c〃αeを伴う。好流水性種の多くは、河川中～下流部や河川沿いの河成段丘、扇

状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現する中～下流性河川指標種群とされている（安藤，

1990)｡これより、周辺は、水質的に中栄養～貧栄養で弱酸性を呈した湖沼～沼沢地のような環境であっ

たが、場所により多少環境が異なっていたと考えられる。すなわち、Loc. 1など湖沼縁辺部では表層

が乾くこともあった、あるいは乾いた土壌が流入していたと思われる。また、Loc.3など標高の低い場

所では、多少なりとも流れ込みの影響があったと思われる。これは、山田（1996）によるコナラ亜属一

ハンノキ属帯最上部付近で地点により水分環境が異なっていたとしていることと調和的である。

IB-2層～IB-1層の珪藻化石群集は、Loc1･2、Loc.3，Loc.4で異なる。Loc. 1 ｡ 2では、流

水不定生種のGomp/zo7zem,(zpaFu〃座れ、沼よりも浅く水深が1m前後で一面に水生植物が繁茂する

ような沼沢やさらに水深の浅い湿地に生育する沼沢湿地付着生種群（安藤， 1990）でもあるMzUjczLIq

ejgjjze/zsjs･faP加"〃α河αuか〃is、陸生珪藻A群のHとz'ZtZSC〃ααmp/zZo"ysが検出される。これらの

種類の中で、Gompんo"em(zpc"ひ叫Z邸、が富栄養～中栄養種とされ(Vos,P.C.&HdeWolf l993)、

伴出するMtzsc航aa77T,p/zj6jαが好汚濁性種とされている(Asai,K&,Watanabe,T, 1995)。また、

LoClで多産するAc月"α兀飾eSe"噌座αも好汚濁性種とされている。植物珪酸体では、ヨシ属とともに

イチゴツナギ亜科が特徴的に産出する。北海道の低層湿原植生では、 ヨシ湿原にイチゴツナギ亜科に

属するイヮノガリヤスがしばしば混生する植分がみられ、時に優占種となることもあるとされている

(宮脇編， 1988)。植物珪酸体の形態からは種を特定することはできないが、少なくともヨシ属とともに

イチゴッナギ亜科が周辺植生の構成要素となっていたと推定される。Loc.3は、下位と同様な群集組

成となる。Loc.4では、溶存酸素の多い汚濁のない水域を指標するとされるAc"α瓦娩eSm,加邸"ss"7zq

(Silva-Benavides,A.-M,1996)が多産し、清浄な水域に多く認められる好清水性種のF>へαg"α〃α

cqp邸α"αひαγ.gγαcj"s、F. cqp邸α"αひα流m,esolepta、Acん"α凡娩es jα"cGoJ"Q(Asai,K.&W

atanabe,T., 1995)が多産する。したがって、擦文時代中・後期～中。近世の頃になると周辺は場所

により様々な様相を呈しており、Loc. 1 ｡ 2付近がヨシ属やイチゴツナギ亜科などのイネ科植物が繁

茂する富栄養な湿地、Loc3付近が中栄養～貧栄養で流水の流れ込みのある湖沼～池沼、Loc.4付近
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が汚濁してない清浄な水質を保持した沼沢地のような水域であったと考えられる。このように場所によ

り水質や水域環境が微妙に異なるのは、花粉分析の結果からIB-3層上部以降になるとイネ科雑穀を含

めた栽培および台地側で農耕地の確保等が行われていたとされていること（山田， 1996）を考慮すると、

微地形要因以外にも人間の活動など様々な要因が関連していると思われる。ただし、今回の調査結果

みると低地側で稲作が行われていたとは考えにくい。

OB層の珪藻化石群集は、Loc. 1 ．2、Loc.3、Loc.4で異なる。Loc. 1 ･ 2で多産する流水不定

性のNQUjczLIQUe/zeta、Mtzsc/zjqpqjeq、陸生珪藻B群のMz"ic"ﾉaSe/7Z加邸座､,は好汚濁性種であ

り、その多産が本層に限られる。植物珪酸体ではイネ属が検出され、しかもその出現率が高率である。

これに対して、Loc.3は、前層と珪藻化石群集に変化がない。また、Loc.4は、中～下流性河川指標

種群を含む好流水性種と陸生珪藻が多産する。植物珪酸体ではLoc.3 ．4ともイネ属が検出されない。

したがって、近世以降になると、Locl･ 2付近は水田として利用されたか、イナワラ製品などが廃

棄されており、その影響によって有機汚濁の進んだ状態であったと思われる。これに対して、Loc.3 ･

4付近は生産域からはずれているか、イナヮラ製品などが廃棄されて居なかったと考えられる。また、

両地点は流れ込みのある池沼のような環境であり、Loc.4付近がその水域の縁辺部にあたり表層がしば

しば乾くことがあったと推定される。
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3 美々8遺跡低湿部の珪藻化石・植物珪酸体よりみた環境変遷

図版1 珪藻化石（1）
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図版2珪藻化石（2）
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図版3珪藻化石（3）
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図版4植物珪酸体
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4 芙々8遺跡出土鉄器の金属学的解析（3）

4美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析（3）

岩手県立博物館 赤沼英男

1 はじめに

これまでに行われた北海道千歳市美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析によって、擦文文化期には砂

鉄の使用によって製造された鋼を素材とする鉄器の使用が明らかにされ')、擦文、アイヌのいずれの文

化期においても、原料銑鉄、鋼素材、製品鉄器に関する複数の流通ルートが出来上がっており、その

中で鋼製鉄器の製作とその使用がなされていたものと推定されている2)o

このたび北海道埋蔵文化財センターの依頼により、新たに擦文文化期の遺構から出土した刀子片1

点と1667年以前と推定される中。近世の層位から出土した鑓、刀子、小刀、鍋、合計6点の鉄器に関

する金属学的解析を実施した。その結果、 2点の鍋は鋳造鉄器、他の6点はいずれも鋼製鉄器である

ことが判明し、擦文文化期の刀子片と中。近世の層位から出土した鑓1点は、少量の砂鉄を使って銑

鉄を脱炭するという、鋼精錬操作によって得られた鋼を素材としていた可能性の高いことがわかった。

2点の鉄鍋は高りん(P分を0.1%以上含有）の銑鉄を素材としており、北海道で鉄鍋の鋳造遣椛が未

検出であることをふまえれば、製品としてもたらされたものとみなされた。これらの解析結果は、 これ

までのものを支持しているといえる。そして、擦文・アイヌ両文化期ともに、原料鉱石を砂鉄に限定し

て鉄器製作を考えることは困難であることが確かめられるとともに、鉄器の化学組成を考慮すれば、原

料銑鉄や鋼素材、あるいは製品鉄器の供給地域を、列島内はもとより大陸をも加えた、東北アジアの

範囲でもって検討する必要のあることが指摘された。

2分析資料

分析した資料は刀子片、鑓、刀子、小刀、鉄鍋片、吊耳鍋から出土した7点の鉄器である。刀子片

は擦文期の遺構から、他の6点については、 1667年以前と推定される中。近世の層位から検出された

遺物3)である。発掘調査報告者による資料の名称、出土遺構、発掘区、および推定年代を表1に示す。

3 分析方法

分析用試料片の摘出は、資料全体の形状を損ねることのないよう細心の注意を払いながら、ダイヤ

モンドカッターを使って行い、摘出した試料片をさらに2分して、大きい方を組織観察に、他方を化

学成分分析に供した。

組織観察用試料片については、まず樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを用いて研

磨した後、金属顕微鏡による組織観察に供した。さらに、地金の製造法を推定するうえで重要と判断

される鉄器中の非金属介在物（鋼を製造する過程で分離・除去することができずに残った異物）につ

いては、エレクトロン。う°ローブ・マイクロアナライザー(EPMA)によりその組成を決定した。

化学成分分析用試料片については、その表面に付着する土砂と錆を除去した後、エチルアルコール、

アセトンで洗浄し、十分に乾燥した。錆試料片については粉砕した後テフロン分解容器に、健全なメ

タル試料については直接テフロン分解容器に秤量し溶解した。このようにして調整した溶液を誘導結合

プラズマ発光分光分析法(ICP-AES法）に供し、T.Fe、Cu、Mn、P、Ni、Co、Ti、Si、Ca、Al、

M9，Vの12成分を定量した。
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4分析結果

4－1 鉄器から摘出した試料片のマクロおよびミクロ組織

Nol刀子片から摘出した試料片は錆層によって構成されていた。マクロ組織の枠で囲んだ内部のミ

クロ組織には、金属光沢を呈する結晶Cmとその欠落孔が観察される（図1)。これまでに出土鉄器の

金属学的解析に従えば4)、結晶Cmはもとの健全な鋼におけるパーライト中のセメンタイト (Fe3C) と

みなすことができ、その分布状況（図1）によって、もとの健全な地金は0.1～0.2%Cの鋼と推定され

る。同様の組織はNo. 2鑓、No.4小刀から摘出した試料片にもみられ（図1)、いずれも前述の刀子

片同様、01～0.2%Cの鋼と評価できた。なお、No.5鑓には健全なメタルがみられる（図3)｡このよ

うな場合、酸による腐食によってもとの健全な地金の組織を確認できるが、腐食による錆化の進行と

後述する非金属介在物の喪失を考慮し、今回は見合わせた。また、No.3刀子についてはもとの健全な

地金の状態を推定できる組織を見いだすことができなかった。

No.6鉄鍋片およびNo.7吊耳鉄鍋から摘出した試料片の表層部分は錆層で覆われていたが、内部に

は健全なメタルが残存していた。マクロ組織の枠で囲んだ領域を200倍で観察したところ、いずれにも

レーデブライト組織が観察され、マクロ組織のほぼ全域がその組織によって構成されていることがわかっ

た（図4)。

4－2鉄器に残存する非金属介在物の組成

No.3刀子に見いだされた非金属介在物は、灰色の粒状結晶(W)とやや暗灰色の結晶(F)によっ

て構成され、EPMAによる分析によって、前者はウスタイト （化学理論組成FeO)、後者はFeO-MgO-

SiO2系化合物［マグネシウムを固溶した鉄かんらん石: 2(Fa,Mg)O･SiO2] と判定された。なお、粒

状結晶のいくつかにはTi分を微量に含むものがみられた（図3)。一方、No.5鑓にはウスタイト(W)

とFeO-MgO-SiO2系化合物（マグネシウムを固溶した鉄かんらん石: 2(Fa,Mg)O･SiO2]、Fe-Mg-

Ti-O系化合物(T)とマトリックス(M)からなる介在物が観察された。なお、No. 1刀子片、No2

鑓、No.4小刀から摘出した3点の試料片については、介在物を見いだすことができなかった。

4－3鉄器から摘出した試料片の化学組成

摘出した試料片の化学組成を表2， 3の右欄に示す。No.5鑓とNo.7吊耳鍋から摘出した試料片の

T.Feは90%を越えており、No.6鉄鍋片も88.3%にある。これら3点はほぼ健全なメタルからなる試料

片といえる。他の4点についてはいずれも60％台にあり、錆化が相当に進んだものとみなければならな

い。No.1刀子片とNo.5鑓にはそれぞれ0.067%、0.057%のCo分が含有され、No. 1刀子片には0.134

％のP分も含まれている｡No.3刀子、No.6鉄鍋片、No.7吊耳鍋からも0.1%を越えるP分が検出

されている。

既述のとおり、No.5鑓、No.6鉄鍋片、No.7吊耳鍋の3点についてはほぼ健全なメタル試料片が

分析されており、これらの試料片から検出されたCo分とP分は地金に含まれていたものとして扱うこ

とができる。No. 1刀子片は錆化した試料片であるが、0.05%を越すCo分が土砂から富化されたと考え

ることはできない。この鉄器には銅をはじめとする異種金属の付着がなかった3)ことをふまえると、検

出されたCo分のほとんどはもとの健全な地金に含有されていたものとみなすことができる。

No. 1刀子片、No.3刀子のP分は錆化が進んだ試料片において確認されたものであるため、埋蔵環

境下からの富化について考慮する必要があるs)。このような場合、同一の埋蔵環境下にあり、錆化も同

程度であるとみなすことのできる他の鉄器から摘出された試料片を用い、化学組成上の対比を行って富
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化の有無を検討することになるが、同一の埋蔵環境下にあったと推測される他の鉄器の化学組成は不

明である。従って、ここではNo. 1刀子片とNo.3刀子において検出されたP分の相当量が、もとの健

全な地金に含まれていた可能性のあることを指摘するにとどめておく。

5鉄器地金の材質

鉄器は鋼を素材とする鋼製鉄器と銑鉄を素材とする鋳造鉄器の2つに分類される。No. 1～No. 5の

5点については、組織観察結果に基づき鋼製鉄器に、No.6とNo.7については、レーデブライト組織

の確認によって鋳造鉄器に帰属できる。なお、 2点の鉄鍋については、比較的はやい速度で冷却され

たものと思われる。

No.5鍵から摘出した試料片の非金属介在物には、Fe-Mg-Ti-O系化合物が見いだされており、鋼製

造過程において砂鉄の使用を想定できる。No.3刀子にもTi分を微量に含み、Feと0分を主成分とす

る粒状化合物が検出されているが、これは蛇紋岩由来の砂状磁鉄鉱に起因する可能性がある6)｡No. 1

刀子片、No2鑓、No4小刀には非金属介在物が見いだされなかったため、鋼製造過程での砂鉄の使

用については不明である。

このように、介在物組成、とりわけチタン化合物［ウルボスピネル(2FeO・TiO2)、イルメナイト

(FeO・TiO2)、Ti-O系化合物（主として酸化チタンを主成分とする化合物)、Ti(C,N)、およびそれ

らのいずれにも同定されないチタン化合物の総称］の有無によって、鋼製鉄器については以下のように

分類することが可能となる。

イ）製作に用いられた鋼の製造過程で、砂鉄の使用が認められないもの

口）製作に用いられた鋼の製造過程で、砂鉄が使用されたとみなすことができるもの

ハ）製作に用いられた鋼の製造過程で、砂鉄の使用が不明なもの

上述に従えば、とりあえず、No.3刀子とNo.5鑓はイ）に、No. 1刀子片、No.2鑓、No.4小刀は

ハ）に帰属される。ここで問題となるのはNo.5鑓から検出された0.05%を越えるCo分の解釈について

である。既述のとおり通常の砂鉄に0.05%を越えるCo分が含まれていたとは考えにくく、脈石中にCo

鉱物を随伴する鉄鉱石の使用を想定する必要がある。介在物組成を考慮すると、No.5錠については砂

鉄と鉄鉱石の両者の使用が浮かび上がってくるが、この問題について述べる前に、現在提案されている

古代・中世の鋼製造法について述べることにしたい。

6古代ならびに中世における鋼の製造

現在提案されている古代ならび中世における鋼の製造方法は以下のとおり整理される。

1）原料鉱石（砂鉄もしくは鉄鉱石）を還元し鉄を生産する段階

2） 1）で生産された鉄から目的とする鋼を製造する段階

3） 2）で製造された鋼を素材とし目的とする鋼製鉄器を製作する段階

ここでは1）を製錬、 2）を精錬、 3）を小鍛冶と呼ぶ。

1）の製錬によって得られる鉄は炭素含有量に応じ、鋼と銑鉄の2つに分類できる。製錬炉で得ら

れた鉄から極力前者の鋼部分を摘出して、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行っ

て目的とする鋼を製造する。そして、その鋼を使って製品鉄器が製作されたとする見方がある9)。製錬

炉で直接に鋼が作り出されるという意味でこの方法は直接製鋼法と呼ばれている。さらに製錬によって

得られた粗鉄（銑鉄や鋼が混在しそれに鉄津が付着した、炭素量の不均一な鋼）を精製し目的とする

鋼に変えるという上述の操作は、精錬鍛冶とされている。ただし、ここでいう精錬鍛冶がどのような設
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備を用いどのようにしてなされたかという点に関しての説明はなされていない。不純物の除去と炭素量

の増減という複数の操作工程があったと推測されるが、具体的な操作設備とその方法が不明である以

上、鉄津の組成でもってその操作がなされていたことを指摘することは困難であるという見解も提示さ

れている'0)。このように、精錬鍛冶については、その具体的な操作方法に加え、その実施の前提となる、

炭素量が不均一で鉄津の付随した鉄塊の流通に関する検討が必要である。

1）の製錬では銑鉄も生産される。銑鉄は再び溶解炉で溶解し、鋳型に注ぎ込むことによって鋳造

鉄器となる。また、銑鉄中の炭素を低減させる、すなわち脱炭を行うことによって鋼を得ることもでき

る。この場合の脱炭の方法としては、半地下式竪型炉もしくは火窪炉を使って、あらかじめ準備され

た銑鉄を溶解し、砂鉄、もしくは鉱石粉といった小量の鉄酸化物を投入する方法がとられていたとする

見解が、遺物の金属学的解析結果に基づき指摘されている12)-14)Oこのようにして鋼を製造する方法は、

銑鉄を経由して鋼が得られるという意味で間接製鋼法と呼ばれるが、現代製鋼と区別するため以下で

は“鋼精錬”という用語を用いることにする。脱炭材に鉄鉱石粉が使用された場合、鉄鉱石中のFe分

は銑鉄中の炭素、もしくはCOガスにより還元されてFeO、さらに還元が進めばFeに変わって溶鉄に付

け加わる。一方、砂鉄が用いられた場合には砂鉄中の鉄チタン酸化物のFe分は還元により鉄浴に移行

し、スラグ浴には還元雰囲気と炉内温度によって、ウルポスピネル(2FeO・TiO2)、イルメナイト(FeO･

TiO2)、Ti-O系化合物（主として酸化チタンを主成分とする化合物）といったチタン化合物が析出する

ことになる。実際の操作では投入された脱炭材と炉壁材などが反応しスラグ浴が形成される。脱炭材

に鉱石粉が使用された場合にはウスタイト、FeO-MgO-SiO2系化合物、ガラス質けい酸塩を主成分と

する鉄津が、砂鉄の場合にはそれらにチタン化合物が加わったものが鉄浴から分離され排出される。こ

の脱炭・精製の工程で生ずる鉄津を鋼精錬津と呼ぶことにする。そして、このような方法により製造さ

れた鋼を用い、小鍛冶によって目的とする鉄器がつくりだされることになる。

なお、鋼精錬を想定した場合、吸熱反応である小趣の鉄酸化物による脱炭反応に伴う温度低下を抑

制し、鋼精錬温度を維持するための設備あるいは操作方法が問題となることはいうまでもない。遺物の

解析によって鋼精錬が行われていた可能性が高いとされた遺跡からは、お供餅を逆さにした形の椀型樺

が検出される。この鉄津の形状とその組成を詳しく検討することによって、上述の問題を解き明かすこ

とができると筆者は考える。また、炉内温度を考慮すると生成する鋼は過共析鋼（0~86～2.0%C)であ

り、炉内の状況によってはそれ以下の炭素含有量の鋼の生成が可能であったと推定されるが、設備や

鋼製造法、および生成物評価については､~遺構から出土する遺物の形状や組成を考慮のうえ慎重に判

断する必要があろう。

小鍛冶操作では鍛打・加熱を繰り返して目的とする鉄器への造形が行われるので、鍛打のときは加

熱された鋼の表面に生成する酸化鉄（スケール）が剥離（これは鍛造薄片と呼ばれる）する。一方、

加熱のときは酸化鉄が半溶融状態になり、火窪炉の底部に溜まる。そこで炉壁材と反応して鉄分に富

む半溶融状態の鉄津状物質が生成され、加熱炉の底で固化する。このようにして生成した鉄津状物質

が、鉄関連遺構の発掘調査では鍛冶津として扱われる。従って、鍛冶津は金属鉄、錆層、ウスタイト

(FeO)を主成分とし、他にスケールが炉材と反応した際に生成するFeO-SiO2系化合物が混在した組

成をとるものと推測される。この操作は鍛錬鍛冶ともいわれる。

上述から明かなように、 2）でいう精錬の中には直接製鋼法に基づく精錬鍛冶と間接製鋼法の鋼精

錬という2つの異なった概念が存在することがわかる。上述は図5に整理される。図5に基づけば、

No.5鑓については、脈石中にCo鉱物を随伴する鉄鉱石を始発原料として生産された銑鉄を、少量の

砂鉄を使って脱炭することによって得られた鋼を素材としていたか、あるいは、脈石中にCo、Ti鉱物
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を含む特殊な鉄鉱石（おそらくは磁鉄鉱）を始発原料として製造された鋼を用いて製作されたかのいず

れかとなる。鋼精錬、もしくは直接製鋼法、いずれの生成経路を想定しても分析結果の説明は可能で

あり、今回の分析結果でもってその特定は困難であるが、東北地方北部をはじめとする古代末。中世

の鉄関連遺構において、鋼精錬がなされていたとみなすことのできる遺構が確認されてきた12)13)ことを

考慮すれば、筆者は前者の可能性が高いものと考える。蛇紋岩に由来する砂状磁鉄鉱の加熱・分解生

成物と思われる、Ti分を微量に含む粒状結晶が見いだされたNo.3刀子についても、同様に解釈できる。

なお、0.067%のCo分を含むNo. 1刀子片については、始発原料としてCo鉱物を随伴する鉄鉱石が使用

された可能性が高い。

7原料鉄と製品鉄器の流通問題

図6は北海道の美々8遺跡2)、ユカンポシC遺跡群'3)、末広遺跡'5)、オサツ2遺跡'6)、南町2遺跡'7)、

キウス5A遺跡'8)の擦文期（図6a)およびアイヌ期（図6b)から出土した鋼製鉄器のNi、Co、Cu、

P、Mnの5成分とT.Feならびに非金属介在物組成の関係を整理したものである。図6の中で非金属介

在物中にチタン化合物が見いだされたものは丸（●)、非金属介在物中にチタン化合物が観察されなかっ

たものは四角（■)、非金属介在物そのものを見いだすことができなかったものは三角（▲）の記号で

表記した｡T.Feが80%未満の錆層からなる試料片については埋蔵環境下からの化学成分の富化が問題

となるが、図には異種金属の付着がみられず、同じ埋蔵環境下から出土した遺物間での化学成分上の

対比によって、その影響が少ないと判断されたもののみを取り上げた。

図6から明らかなように、擦文期、アイヌ期ともに非金属介在物中にチタン化合物がみいだされず、

通常の砂鉄よりも多くのNi分、Co分、Cu分、P分、Mn分を含む鋼製鉄器が認められる。これらの鉄

器については脈石中に当該成分を含む鉱物を随伴する鉄鉱石を始発原料として製造された鋼を用いて

製作されたとみることができる。さらに、地金中に非金属介在物を見いだすことができなかったもの、

あるいは非金属介在物中にチタン化合物が残存する鋼製鉄器の中にも、同様の化学組成をとるものが

みられる。これらの始発原料は鉄鉱石であった可能性が高く、始発原料を砂鉄に限定して、擦文期お

よびアイヌ期の鋼製造を考えることが困難であることがわかる。さらに介在物中にチタン化合物が見い

だされたものについては、No.5鑓と同様、鋼精錬操作による鋼を素材としていると解釈できる。

図5によれば、流通する遺物の形態として、原料銑鉄、鋼、銑鉄や鋼が混在した炭素量が不均一な

鉄塊、製品鉄器の4つが想定される。北海道において製錬炉跡とみなすことのできる遺構は未検出で

あること、擦文期には鋼精錬がなされていたと解釈可能な遺跡が存在し'9)、同様の遺跡がアイヌ期にお

いても見いだされていること'6)、および図6a、bの鋼製鉄器の組成を考慮すると、既に擦文期には原

料銑鉄や鋼素材、あるいは製品鉄器に関する複数の流通ルートが出来上がっており、アイヌ期において

もそれらのルートによって素材鉄や製品鉄器がもたらされていたものと推測される。そして、通常の砂

鉄よりも多くのCu分やNi分、Co分を含む鋼製鉄器、鋼素材の存在を考慮すると、製品鉄器もしくは

鋼素材や原料銑鉄の供給地域については、列島内はもとより大陸をも考慮に入れて検討する必要があ

ろう。
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4美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析（3）
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4 美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析（3）
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●非金属介在物中にチタン化合物検出
▲非金属介在物中にチタン化合物未検出
■非金属介在物未検出
（ビ）は今回分析をした美々8遺跡出土のもの。
鋼鉄鉄器は10～11世紀に比定される

742
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Ⅸまとめ
1 環境と作物栽培について

当遺跡の遺構や遺物はⅢ章の土層の区分の説明のとおり、実年代の明確な樽前a降下軽石堆積物層

(1739年元文4年)、樽前b降下軽石堆積物I"(1667年寛文7年)、白頭山一苫小牧火山灰(B-

Tm lO世紀中頃)、樽前c降下軽石堆積物(2300年前頃の噴出物）に覆われており、これらの火山堆

積物に挾まれた状態で各包含層が存在し、概ね年代がとらえらえる。遺跡は擦文時代からアイヌ文化

期、さらに近代まで連綿と営まれており、人々はその時々の環境変化に適応してきた。遺跡は花粉分

析や珪藻化石分析からも推定されたように、気候変動や火山灰の降灰、また人為的開削などにより幾

度も環境を変化させてきた。本来の低湿部は常に水付き状態であったのでなく、美沢川の岸辺のやや

乾いた土地であったことが確認できた。低湿地となった最大の要因は、樽前a火山灰の降灰とその堆

積物の流動による美沢川の水位の上昇であり、岸辺のコタン（集落）とともに広範囲に水没したもの

と推定される。以下に概略を述べる。

当時の遺跡周辺の古植生や気象変化については、花粉分析(111田1996)による推定がなされており、

花粉・胞子の構成をもとに、 1）コナラ亜属帯、 2）コナラ亜属一ハンノキ属帯、 3）コナラ亜属一

モミ屈一トウヒ属帯に区分し、コナラ亜属の出現率やそれに加えたモミ属一トウヒ属の出現率により詳

細な検討がなされた。その結果、樽前c降下軽石堆積物～IB-6までが冷涼期であり、一時的にI

B－6層～IB-5層が温暖となり、 IB-4層～IB-3層下位では再び冷涼期となる。次のIB-

3層上位～IB-2層では再び温暖となると推定している。この温暖化が栽培種としてのイネ科雑穀

を含めた作物栽培に影響を与えたことを指摘している。栽培種子については、平成3年度C地区IB1

層の炭化物集中(IC－7)から検出されたアサの種子や、本報Ⅷ章の表Ⅷ－2－4． 5に示したとお

り、灰集中や炭化物集中等の遺構はもとより、通常の包含層のIB-2層以降からもアサ、 ヒエ、ア

ワ、キビ、シソ属の種子が多量に検出されたことからも確認できる｡ IB-1層～OB層については

寒冷化に伴い、モミ属、 トウヒ属、マツ属等の針葉樹花粉が増加したことから、周辺の丘陵や山地の

針葉樹混交率が高くなり、 ヨモギ属が増加したことから荒れ地も拡大したと推定している。この荒れ地

の拡大は、畑地雑草の増加ととも作物栽培のための森林伐採や耕地拡大に伴うものと考えられ、この

頃には遺跡内の灰集中や炭化物集中等の遺構のほか、包含層からもアサ、 ヒエ、アワ等の種子が通常

に見られるようになる。アサについては、多くの遺構から多量に検出されており、作物栽培が一般的化

したことを示している。遺物からは、穂摘具（ピパ）とされるカヮシンジュガイがIB-2層より上層

から急増し、金属製や木製農耕具では鍬、鋤、鈎鍬、土掘棒等がIB-1層～OB層において出土量

を増すことを確認できる。これらの状況の中で注目されるのは、「物送り場」遺構の灰集中10における

検出状況である。アサ、 ヒエ、アワ、キビ、シソ属に加えてイネ、アズキ等も検出されており、吉崎・

椿坂（本報告p647)の指摘によるとイネを除くヒエ、アワ、キビ等のイネ科雑穀については「未脱穀

あるいは不完全な脱穀」であり、擦文文化とは異なる検出状況であると記している。イネ属は、灰集

中10のほか、灰集中14、灰集中17からも検出されており、同様に「籾付や籾の状態」で検出されてい

る。これらは珪藻化石分析や植物珪酸体の分析においても同様な状況が見られ、キビ族、イネ属の機

動細胞珪酸体が高出現率で確認され、「葉の付いたままの茎」が存在したとの分析結果であった。特に

c-66－18･ 19のOB層妓上位で、その出現率が高い。珪藻化石群集では流水不定性のもの、陸堆珠

藻B群の好汚濁性顧が多く見られることから、「水l1lによる汚濁」と推定していることが注目される。

しかし、現地の微地形などを考慮した場合には、水田の存在には消極的にならざるを得ない。もっと広

範な地点からサンプルリングすべきであったと反省している。今後の他遺跡等の類例を待って、十分に
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Ⅸまとめ

検討したい。以上から、擦文文化期(IB-2層）～アイヌ文化期(OB層）においては、狩猟、漁

携活動、採集活動のみならず、作物栽培による食料維持活動が予想以上に大きいことが判明した。

2遺構と遺物

ここでは特徴的な遺構について概略を述べ、まとめに代える。

舟着場は人為的開削によって角形に造られたものであり、樽前b降下軽石堆積物層を切り込んで緩

いスロープを造成している。この周辺からは板綴舷側板（イタオマチプ）や舟材、車擢受台部（タカマ)、

車擢（カンチ）や早擢（アツサプ）片等の舟部材が出土しており、魚突鉤台（マレク)、魚引掛鈎（アブ)、

回転式雛頭鐇（キテ）等の漁携具も分布している。加えて、縦槌や横槌（トゥチ）等の工具とともに材

を削り出した切片や木端が多量に検出されていることから、舟の製作や補修、各種用具製作が行われ

ていた可能性がある。また、舟着場の開口部が狭い構造および内部に多量の杭状の構造材が存在した

ことから、夏から秋にかけては柵列（チャシ）や棚（セツ）を伴う、サケ・マス等を捕獲する施設が存

在したとも考えられよう。

建物跡は、表土層から建物跡1、 OB層から建物跡2 ．6．7が発見されている。建物跡は多数の

立杭や杭穴から配列を推定したものであり、明確な配列を持つものが少なく検討の余地を残している。

建物跡1や建物跡2は美沢川向きの開口部をもち、平面形が「．」字状となるものである。舟着場の

東側に発見された建材集中2 ．3は、建物跡2に伴う構築材を主体する建材群の一部であり、建物が

南西方向に捻じれて倒壊したように分布する。建物跡2は斜面部の裾に位置することから積雪や季節

的土壌の流動により、損壊したものであろう。建物跡2については「．」字状の開口部となる形状や、

建材群周辺から權などの舟具や漁携具が多数出土していること、舟着場の傍らに位置すること等から、

舟小屋あるいは漁携に関わる作業小屋、または、「蝦夷風俗図説』（1799年）の「憩舎図」に描かれた

ような片壁が開く休憩所であったと推測される。建物跡1は周辺遺物などが少なく、推定材料に乏し

いがOB層以後の同様の建物と考えたい。建物跡7は家屋（チセ）と考えられるが、炉跡や玄関兼物

置（セム）などを確認していない。この建物の構築材は平成3年度A'地区の建材群と考えられる。建

物跡6は開口部が「．」字状であるが、規模が小さく、溝1の先端部を覆うように位置する。配列構

造から片流れの屋根であったと推定される。溝1が人為的に改良された湧水点であることから、集落の

中心に位置した、水汲みや洗い場等の「水場遺構」であったと推定される。

灰集中や炭化物集中は建物跡の傍らに位置するものが多く、食用植物送り（ムルクタウシカムイ） ・

道具送り（イワクテ） ・動物送り（オプニレ）等を複合した「灰送り場（ウナラエウシ)」と考えられ

る。特にOB層から発見された灰集中10は、規模が大きく南西部に祭壇様の板敷の施設があった。多

量の植物遺存体、サケやシカ等の動物遺存体、火打石、ガラス玉、釘・カスガイ・針・釣針・銭貨・

キセル等の金属製品は遺跡全体の6割以上がここから出土しており、灰の分布範囲外にも広がってい

る。包含層出土遺物の多くは、灰集中10の西から南東部の縁辺に分布が集中しており、 ここに「物送

り」されたものと考えられる。特に木製品では漁携具。狩猟具・切裁具・発火具・樽蓋と栓・箱物類・

漆塗製品・杓子。花矢等が、灰集中10真下のc-66－09o18o19に集中（付図1～20) して分布して

いる｡切断品や破壊品が多いのは｢もの送り｣のため儀礼的なものであろうか。同様の状況が推測できる

アイヌの施設には『蝦夷生計図説』（1823年）に描かれた「ムルクタウシウンカモイの図」があり、住

居の傍らに設置された灰山の中に壊れた鉄鍋や臼、食物等が同時に描かれ、木幣（イナウ）が立てら

れている。アイヌ文化の失われた「もの送り儀礼」を検討する貴重な資料である。

本遺跡の整理・報告は今回で終了となる。今後、同様の遺跡調査時には調査員の配置を含めた体制

整備をはかり、無理のない発掘・整理・保存処理計画の中で調査を進めて頂きたい。 （田口尚）
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美々8遺跡
低湿部

蝿
蠅
靴
鋤

自然科学分析
樹種同定、種子同

定、動物遺存体同
定、珪藻化石分析、
植物珪酸体分析、金
属製品分析。
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